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第二 卷 目次 

文藝 思潮 論  

苦悶の 象徵  

最近 英詩 概論  


ち宝ミ 


文藝 思潮 論 


Wilt  thou   yet  take  all,  Galilean  ？  but  these  i\un\ 

shalt  not  take, 
The  latinl,   tla-  jialins  and  tlic  j>a?an,  tlic  hrcasls 

nf  the  nyni]»hs  in  the  brake  : 
Breasls  more   soft   than   a  dove's,    that  tremble 

with  tundeivr  1*roalh  ； 
And    all    tlic    wings   of  the    Loves,   aiul   all  tlie 

joy  Ik ィ ore  dcatli ； 
All  the  feet  of  the  liours  that  sound  as  a  single 

lyre, 

Dropped   and    deep  in  the  flowers,  with  strings 
that  flicker  like  fire. 


― Swiiiburnc,   Hymn  to  Proserpine. 


ことし 正月の 時事 新報 文藝 欄に、 私 は 自分の 著書に 就いて 下の やうな 事 を 書きました。 

『私 は GI 分の 専攻の 舉 科が 西洋 文擧 にある のです から、 十 數年來 その 方の 書物ば かり 讀 ん でゐ まし 

た" しかし 今まで 別に それ. V 講義したり、 或は 他人 さまに 吹聽 しょうと いふ 必要 もなかつ たのです か 

ら、 謂 はば 唯 SI 分 勝手な 好きた 道と してやって 來 たに 過ぎない のです。 ところが 數年前 わが 文壇に、 

西洋の 自然 派 や^ 徴 派の 文 舉が喧 傅され、 それらに 關 して 色々 の 議論の やかましかった 頃の 事です、 

私の 親しくして ゐた學 生のう ちで 文藝に 熱心な 一部分の 人た ちが、 さう いふ 最近 文藝の 問題に 就いて 

一般的の 知識の 得られる やうな 講襞 をして 吳れ よと 望まれました。 なるほど 考 へて 見ます と、 さう い 

ふ 方面の 正確な 知識 は 一般の 舉生 はいふまで もな く、 また 文壇 以外の 教育家と か、 或は 宗教家と か 或 

は 政治家と かいふ 人た ちに も、 荘だ 必要な ものである にも 拘 はらす、 西洋の 學 者で まだ、 之に 就いて 

耱 まった 絍！！ 的 研究の 害 物 を 公に した 人な 聞きませんでした。 そこで 私 も 自分ながら 大瞻な 寧ろ 横着 

な 企 だと は 思 ひながら、 とにかく 乞 はる、 儘に、 さう いふ 講義 を 一つ やって 見ようと いふ やす 受合ひ 

をした のです。 ところが 實際 やって 昆 ると、 菜して 中々 うまく 行かない。 なるべく 方法 的に 紐 n 的に 一 

秩序 を亂 すまい、 手 落の 無い やうに 心掛ける と、 なほ さら 話が 前後したり 錯雜 したりして 大に 閉口し 5 


ました。 のみなら す^ §;戒 をして 見る と、 有名な 作品で 名ば かり はとく に 知って ねても、 お 恥づか 4 

しながら まだ 讀ん でゐ ない 物が 淨山 あるので、 与 4 に それ を 取り寄せて 讀む 必要 を 生じたり、 或は 甞て 一 

以前に は 讀んだ 木で も、 講^の 村 料に しょう なぞと いふ 心掛けで 讀ん だので はない のです から、 何页 

のど こに あつたと い ふやうな こと も 思 出せない し、 急に 調べても なか./ \ 出て 來 ない とい ふやうな 次 

^, 或は まるきり 忘れて 了った のさへ 多くって、 實に 困った のです。 しかし 聽！ i 者の 熱心に 勵 まされ 

て、 とにかく 歪みな りに 一年^ その 講義 を^け て、 一段落 を吿げ ました。 ところが その後に なって ま 

た^-生の 或 人た ちから、 あの 講義 は 本に して 出版した らい、 でせ う、 といく たび か勸 めら れ ました。 

元 來私は si 分 勝手な 人 il ですから、 以前から 時々 與に乘 じて は、 自分の 讀んだ 本な どに 就いて、 つま 

ら ない^ を 雜誌ゃ 新聞に 斷片 的に 書き散らした 事 はあって も、 耱 まった 著述と いふ やうな 面倒な 仕事 

はして 見る 氣 もなかった のです。 第一 講義の ノオト を 文章に 書き直して、 それ を 訂正し、 淸 書して、 

また 印刷の 校正 を するとい ふやうな 時 問と 勞 力が、 自分の 研究の ために は 何にも ならない 事 だし、 そ 

れ より まだ 請み もしないで 徒らに 机の 前に 積んで ある 本の 一 冊で も、 早く 片附 けた 方が よから うとい 

ふ 風な、 甚だ 身勝手な 事ば かり 思って ゐ たのです。 しかし かう やって 講義 出版の 車 を勸 めら れて昆 る 

と、 成る ほど 自分で も〜 年間 相 應に頭 を 苦しめた もので でも あるので すから、 其 儘に 棄 てるの も K は 

少し^し いやうな^ がしました。 そこで： il てられる が 儘に、 また 一年間 それ を 書き直す 事に かかって 


漸く 出版した のが、 あの 拙い 『近代 文學 +講』 であった のです。 

幸 ひに して あの 教 ならぬ 小 著 は 皆 さまからの 歡迎を 受け ましたが、 これ は 自分に 取って は 全く 望外 

の光榮 とする 所で、 厚く 讀者 諸君の 好意 を 感謝して 居ります。 それにつ けても 自分が 後に なって 氣附 

いた 多くの 不備な 點なぞ に 想 ひ 到る と、 眞に慚 愧に堪 へない のです。 (中略) 

寳は 私の あの 著書に は 別に 一 っ大 なる 缺點が ありまし たので、 これ は どの 批評家 も 申されませんで 

したが、 自分で は それ を氣 付いて ゐる だけに、 獨り 窃かに 氣が濟 まない やうに 思って ゐ るので す。 そ 

れは 外で もない ので、 近代 文舉 の評說 として、 あの 本に は 全く 現代 文藝 思潮の 藤 史的 觀 察と いふ もの 

を缺 いて ゐ ます。 巾す まで もな く 近代 學藝の 進歩 はすべ ての 研究に この 史的 發展の 說明を 要求して 居 

ります るのに、 あの 本に は 其方 面の 事 を 全くお 略してお きました。 歐 洲文藝 思潮 史の 根本に 立ち 歸っ 

て、 現代 文學の 由って 來る 所以 を說 かなければ 駄目 だと 思 ひました。 だから あの 書物に は說き 及ばな 

かった 最近 西歐 文壇の 事實 と共に、 之に 對 する 私み づ からの 獨 立した 膝 史的 解 釋を耱 めて、 更に 今一 

卷の 新しき 著述に、 前著の 不備 を 補 はう と 思って 私 は 筆 を 執る 事に したので す。 遠から すそれ を 出版 

したと き、 更に また 江湖の 諸賢に 敎を 仰ぎたい と 思って 居ります。』 

かう いふ わけで 出來 たのが 卽ち この 『文藝 思潮 論』 ですから、 さきの 『近代 文學 十講』 と 重複す る やう 

な點 は、 本 HI に 於て すべて 省略す る ことにしました。 


7 —— 


JT のなかに W ねた 敎 思潮と いひ、 異敎 思潮と いふ 一一 一一 c 葉 は、 齊通 にい ふのより も^かに^い^ 

味に S ゐ たので、 それ は 本書 ニニ、 三 貝 にある 對 照の 表に 見る やうな、 色 を 異にした 二つの 思潮に 名 

づけた 假の 名に 過ぎない のです。 基^: 敎 とか 希醍 思想と かいふ 文字に 拘泥して、 そのため 誤解 を せら 

るる ことの 無い やうに と、 特に 此點 をお ことわりして S5- きます。 

大正 =1 年 四 H:  二 B 

侪豆修 善 寺の 客 合に 於て 
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女藝の 組織的 研究 II 研究と 鏠 賞と ！| ラ ス キ ン — 文藝 思潮の 歴史的 俽釋 I 歐洲 のニ大 

思潮 i. 靈と 肉、 神性と 鞅性 -I バ ィ ロンの マン フ レツ ド II テ -ー ソ ン I ド スト イエ フス 

キイの 『罪と 罰』 —— 某督敎 思潮と 異敎 思潮 I- 希臘 思潮 —  ニ大 思潮 の 比較 對照 
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思潮 史の M 顧 (中世)  S 一 

戰 g 時代と 逝， 主お .！ 小敎的 林；； 恣，： 土義 i ,M をお ぐる こと II  ^フラ ン シス 上人- -— 知識 

の禁昵 —— 中 I の哲學 —— かくれた るお お E4 潮の 勢力 II 屮 W 傅說、 ファ ゥ スト -—— ^！術 的 

^ 求 —— ハ イネの 『流流の 祌々』 —— 『カル ミナ. ブ ラナ』 —— ベ イタ ァ の所說 

思潮 史の囘 顧 (近世)  五一 一一 

近代 思想の 黎明  芸 

近代 思想の 源泉 ！ 古 ^復興 —— 異& 思潮の 復活 II 人 ^ 本位の 思想 II 新 文が の 勃與 -I 

肉の 类と 造形 蕤術 i ^us 扮资 彫刻 II ルネッ サン スの 年代と その 滟 史的 忘^ I 『モン 

ナ* ゲン ナ』 

近世 史の 波瀾  《1 

思想 5- 上の 波瀾 I 二 大思洵 の^？ 5^ 代 II 十七 、世紀 S 思恝 界、 (第 1>:. 小&改 ^ II 

二) 主知的 佝向 II 狂 熱の 反動 II 知識 芪能 主義 II ベ イコン、 デカルト の哲 學 i 


. I 循俗 主義 ！ (第三) 古典主義の 文學 II 古典の 研究と その 崇拜 II 藝術 にの 法^  I 文 

字の 彫琢 II 佛^ 西路易 十四 世 王朝の 文學 II 英國の 古典派 文學 I 形式 模倣と 似而非 古典 

主義 

カント の哲學  ルツ ソ ォの 思想 —— 浪澄 主へ 我 —— 自然 淤 代 —— 近世お 上 *.SH 敎 思^と 異 

敎 思潮と の 混合と そ の 消^ II 一  一 十 世 紀 現代 の 思潮 II 某督敎 思想 の 受けた る 二つの 打 i-i— 

—(參 考) 二 大勢 力の 銜突 I 濱疑 思想 對祌祕 思想 

希臘 思潮の 勝利  

靈肉合 一 觀  

n バァ卜 ソン の 希 腿 思想 論 —— 0^  ,  0 1 敞洲 最近の 反物質 主義 -— 象徵 主義 II 肉の 

讚美 者 ホヰッ ト マ ン I 肉の 要求と 遝の耍 求 II 千 八 百 八十 九 ¥ 

JH? ゆ に お H 力  

なる 理知  マ シュ ゥ. ァァノ ルド の所說 —— ショ ォ、 アナ トオル. フランス — 厳 下-と 

明晰 I 希臘 # 術の 特色 I クラシ シズム I -I イチ H の 『悲^ 發生 論』 I 希 臓 人の 運命 觀 

——- 諦めと 努力 I 人生 仝 面 の 觀察 


1ーー 現在 生活の 享樂  ^ 

今人 の 现世 主義 —— 今 口 を ネ^ せよ I レミ ■ ドウ • グ ウル モン II ^代 0  小^ —— .T ィケン 

の. お敎觀 —— 逑 築に 於け る ゴシッ ク 式とル ネッ サン ス式 —— ラスキンの 說 —— ^腿 人の 现世 

思想  < ^本位 I 神の 思想 I ギィ ナス II -_ イチ ュ の 美的 個人 .H.: 義 —— ん、 の 超人 說. I 

—ショ ォ のつ 人と 超人，：； —— 祌と 超人と —— グ ウル モ ン の說 —— 希 腿の ァ ン ティ ァ ス —— c 我 

の 解放 I 惘人 主義 —— 希臘 人の！： —— 聖書 I— プ n ミ イシ ュ ウス と 約 百との 比 校 II 政治 

上の E 由 —— モ オリ ス • バレス と 『R 己の 祟 拜 I —— その 作品 

四 美 の 宗 敎  二  W 

-E 感^の 崇拜 II 美と 善の 一 致 —— 希伯來 思想との 比較 I— 肉 體の美 II 男性美 —— n ダ ン 

 ベ イタ ァ  ヮ ィ ル ド  ダ ンヌ ンチ ォ  ビ ェ エル • ル ィ  レオン • バクス ト  參 

考害 

第 六 EPILOGUE  ニニ 

現代 文學の 新潮  一 一一 一 
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, >  f 一一  ス ト I ^近の 佛蘭 ffl 文學 II 過よ ク- 

i  ，書！"""：：  rrif " 

入 ビエ. ェ に ^uuulliij 


る こと n 『人生 波』 の文藝  ， Ifc^fe^M 

な 卜 I li  カ敎 復^ 1- 希 臘戰士 

口 ラ ン の r シャ ン. クリ スフ』 1? 


文 fl 的 研究— 研究と 養と i フ ス キン— 文藝 思潮の 愛 的 解 

釋， I 歐洲 のニ大 思潮— 靈と 肉， 祌 性と 獸性—. ハ ィ ロンの マン フ ^ 

ド II テ 一一 ソ ン — ド ス トイ V- フ ス キイの 『罪と 罰』 ，1 基督 敎 S 潮と 異敎 

mi I- 希臘 55 潮 1 ニ大 思潮 の 比較 對照 

...  be  I  I  I  I  f 1 IF  Ml.  ！  。f  i  II  f  ... 

篇の 生活. s 己 抑 損と、 ー いかにも 修道院 は s な 露の や" に 私に も 5 る。 しかし それに 

である、 ほ 分 は 飽くまで 生 の 力 を 感ずる 者 だ。  (メ レディ ス) 

上 は C つも 二 じ やかな すぐれた 藝術 品の 貴さをぉ も ふとき、 ？嚼 むが 如き 乾燥な 讓を これに U 

へ：； の II に は 居られない。 $1101 人生 觀 のむ づ かしい 說を 暫ソ後 

i しこして おいて、 唯 それ 藝術 品と しての 强大 なる 力に 感じ、 美し さに 酔うて ゐ たい^ ti  p 

の 固れ た 科學 者が SS に閉甚 つて は、 美しい 花や 碧に 遠慮會釋も なう ベた くと 環 


の 札 を 貼り 附 けて、 分類して 行く やうた^ 似， V- 私 は 成るべくなら ばしたくない もの だと 思 ふ。 

しかし 文藝の 研究 は、 4 マ 日に 於て 旣に 嚴然 たる 一 科の 舉 である。 舉問 である 以上、 近世の すべ ての 一 

知識 は必す 系統的 糾織 的の W 制 を 必要と する。 單 にあの 作 は 面白い、 この 作 は 巧い などと、 雲 を^. む 

やうた^^ な 事ば かりい つても ft まされない。 また 在來 多くの 文^史 や 突 術史 がした やうに、 唯 徒ら 

に 名^い 作品 や 作-: ^を、 年代の 順な どに 列し 叙述した だけで も滿 足されない であらう。 たと ひ獨逸 

の 或 一 派の 舉者 たちが する やうな 烺珑な 無味な 詩文 研究の 法 を 執らす とも、 とにかく 或 程度に 於て、 

解剖の メ スを 使ったり、 分類の 札 を阽不 こと は 研究者と して 避くべからざる 必然の 道で あらう。 

研究と 享樂 と、 また 論議と 鑑赏 と、 これら 二つの もの は、 しかしながら さまで 不調和な もので あら 

うか、 自分 は 決して さう は 思 はない。 否な 寧ろ 兩者は 立派に 併 立せ しむべき もので、 研究 批判に 得た 

铳 確なる 知識 ゲ 基礎に した 鑑賞の 可能 は、 自分が 年来の 確信であった、 從 つて 私に とって は、 たと へ 

ばかの K=skin が 一代の 名著 『近代 翦家 論』 " Modem  Pai=t2-S  " に用ゐ たやうな、 ^^と 趣味に 

赏 んで、 而も 整然たる 秩序と 論理の 正確 を亂 さない 研究の 方法、 II 謂 はば 理趣 情景 相 待つ といった 

やうな やりかたが、 先づ舉 徒と して 藝術品 を 取扱 ふ 唯一 の 道で ある やうに、 今 もな ほ 信じて ゐる。 私 

は藝 術に 對 して どこまでも 精緻 嚴密な 硏究を 積む と共に、 かの シ ルレ ルが、 
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Ergroift  dicli  die  versteincrull-,;. 

— Schiller,  さ- e  els  ,t?6e§. 

爾 の^に は戀の 接吻 も 冷やかに、 また 喜びの 高まる 中 にても、 爾は 化石と なる。 (シ ルレ ル 『人 迮 

の 詩』) 

と 嘲った あの やうな 枯淡なる 舉究 では ありた くないと 思 ふ。 

さて 西洋 文藝の 系統的 研究に 入る とき、 先づ その 第一歩と して、 近世の すべての 擧 藝が耍 求す る歷 

史的 發展 の說 明がなくて はならぬ。 卽 ち文藝 の 根柢 を 流れて ゐる 思潮が、 架して 如何なる 源に 發し、 

いかなる 變 遷を經 て 今日に 至った か、 現 代文藝 の 主潮 は いかなる 藤 史的 解 釋を加 へらるべき もの か、 

この 點に關 して 成る ベ く 首尾 一 貫して 纏まった る 說明を 試みたい とい ふの が、 此小 著の 目的と すると 

ころで ある。 

歐洲の 文明 史を繙 いた 人 は 誰し も、 その 根柢に は 明らかに 人間の 本性に 基づいた 二つの 異なった 潮 

流が 横た はって ゐる 事に 氣 がっく、 著しく 色調 を 異にした 二つの 流れが、 そこに 一盛 二 *r 一勝 一敗 

の爭 の慼史 を 繰返して 來 たとい ふ 事 實に强 く 注意 を惹 かれる だら う。 こわが 卽ち 史家の 所謂、 人性の 

異敎的 基督 敎的 二元論、 英語で いふ the  Patrano-Christian  dualism  of  our  human  で、 


私の^?^ 發^ も 亦 ここに 在る。 

むかしの 埃 及 人 は毺々 さまぐ の 奇怪 至極な 神體を 彫った。 それら は 頭 だけが 犬、 猫、 或は 猿、 ！ J 

などの 類で、 からだ は 全ぐ の 人 ii である。 中で も かの 女頭獅 身の sphinx は  一^ ひろく 世に 知られた 

もの だ。 それから ^獵人 もまた 同じ やうな こと を考 へて、 半 人 半 跌 の P ョ 一 や C21tal1r など を 持 

へた。 これら は^して 何 を あら はし 何 を 意味す る もので あらう か。 考 古の 舉 者の 烦琐な 所說 はし ばら 

く 措いて、 これら 半 人 半 獸の像 は、 はやく 旣に 古代人 類の 胸奥に 兆した^ 肉の 岡爭、 神性と 徵 性との 

不^和の 問 S に對 する 彼等の 極めて 幼稚な、 また 原始的な ー糚の 解決法 を 示した もの だと 兑 て も、 必 

すし も 帝 强附會 ではなから うと 私 は 思 ふ。 

靈と 肉と、 聖く 明るい 祌 性と 醜く 喑ぃ獸 性と、 精神 生活と 肉體 生活と、 內 なる 自己と 外なる 自己 

と、 道德を 基と した 社. 會 生活と 自然の 本能 を 重ん する 個人 生活と、 これら 二つの ものの^の 不調和 

は、 ^も 人類が 思索と いふ 事 を 始めて よりこの かた、 その 苦惱 煩悶の 素因であった。 如何に かして 粱 

肉の 調和 を 求めたい と 焦心る の は、 殆ど 人類 一般の 本性であって、 これが 今日までの 人文 發逹史 の 根 

祗に^ 在す る 大問题 であった。 

Byrcn が 悲曲 『マン フ レッド』 "Manfred" の 主人公 は、 獨り Jullgrl.atl の 峰に 立つ て かう 叫ん 

さ _* 

ブ 
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How  beautiful 】s  all  ttiis  Ylsilse  .worl 一 1 ！ 

How  glorious  in  its  action  and  itseK 1 

J3ut  Ave,  who  narne  ourselves  its  sovereigns,  we. 

Half  dust,  haK  dftity,  alike  unfU 

To  slnw  or  soar,  with  our  mlx-d  essence  mal£e 

A  con£ict  of  its  elements,  and  breatlic 

The  breath  of  deg;nulation  and  で ritle, 

conlenuln^  wltll  lew  .witnts  and  loftv  will. 

tt たらき 

目に 見 ゆる 此 世界の 美し さ。 その 働 作 も それ 自ら も 花やかな るかな。 され ども 自ら 稱 して その 主 櫂 

者な リと 言へ る 吾等 人間 は、 なかば 塵に してな かば は祌、 沈まん こと もまた 上らん 事 も 共に かな は 

ず。 i;- 性と 神性と 二つ 相 交れる 吾等が 本性 は、 その 要素 互に 相爭 ひて、 一は 卑しく 一は^り かに、 

低き 欲求と 高き 意志と 爭 へ るな り oo- マ ンフ レツ ド』 第 一 幕箏ニ 場) 

テ 一一 ソ ン 

また かの Tennyson が 十】 ー篇の 『國王 牧歌』 "Idylls  of  the  King" にあら は した 思 想 も 要する 

に、 Arthur 王が 地上に 建設しょう とした 祌聖な 理想の 王國 が、 王妃の 道ならぬ 戀に 起った 肉の け 

がれに 破られる 靈 肉の 爭と いふ 事 を 中心に したので あらう。 更に これらと はよ ほど 懸け離れた © 類の 

文 畢で例 を 取れば、 Dostoievsky が 『罪と 罰』 の 深刻な 心理 描寫 も、 畢竟 あの 個人、 纖 的な 自我 狂 

の 力 askolnikov に 於て 人間の肉 的 方面 を 代表せ しめ、 また 賤し ぃ寶 舂婦 では ありながら 心け だかき 
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scnia とい ふ 女に 於て 祌 欺な^ 的 生活 を 代表 させ、 つまり はこの 二 元 の^を 描いた ので ある。 唯 前 

者が 逮に後 ^ソォ -ーァ によって 感化せられ、 翳 肉 一 致の 牛：^ に 入る ところまで 4V- 寄いた の は、 此ぉ四 

亞 近世の 大作ぶ が 他の 詩人と 異なった 點 であらう。 

二つの 力の 衝突す ると ころに、 人生の すべての 悲刺は 生す るので ある。 理想と 現 莨と、 個人と 社會 

と、 輝-性と 感^と、 知識と 信仰と、 —— そして また 肉と^と、 これらの ものの 衝突し 分裂す ると ころ 

にこ そ、 人生の；^ も慘愤 たる 悲剌が 兑られ る。 そして 人生の 眞味 はまた^に この 悲釗 のうちに あるの 

ではなから うか。 

この 羝 肉^， の 問題 は 歐洲 では、 翳 を茧ん する 基 籽敎^ 想に 對し、 肉 を贲ぶ 異教 思想 Pa リヨ ism 

の爭 となった。 或は また これ を 冷やかな 精祌的 思索の 北 1£ 思 湖と、 熱烈な 肉 慾 的 木 能 的の 南歐 思潮と 

の對 立と； ^る も 可から う。 わが 國で いへば、 『古事記』 にあら はれた 祌話 時代からの；：： 本人 W おの 思 

想 こそ、 その 現世 的 肉的なる 點に 於て、 まさに 歐洲に 於け る異敎 思潮に 比すべき もので、 後に 這 入つ 

た £1 怫 一 一教の 思想 は、 ちゃう ど^ 忏敎 思潮の 立場に 類す る もの だと 兄て よい。 

基籽敎 に^する 反 ^杼敎 思想た る 異教 思潮の 源 は、 やはりす ベての 歐洲 文明の 源で ある 希 臘に發 し 

た。 だから 名 づけて 希- 们來， 王義 Hebrewism に對 する 希臘、 王義 Hellenism とも 云へば、 或は また 基 

膂崇. S に對 して 希^の 酒の 祌、 歡 樂の祌 なる eionysus の崇拜 とも 呼ばれ 得る ので ある。 
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この ニ大 思潮の 特色に 就いて 稍 詳しい 說明 は、 後段に 至り 現代の 異敎 思潮 を說く 時に 讓 つて、 ここ 

では 犟に 兩方 を對 照して、 その 最も 著 しい 相 異の點 だけ を擧げ るに 止めよう。 

むかし 希躐の つ」 phi に 在った Apollo の 神殿に 錄 された 名高い 一一 一一！： 葉が ある。 それ は 

1ン、 c"6l  a^§^0<  (なん ぢ自ら を 知れ) 

dicero 羅甸譯 (Tusculanac  Disl?  i.  22,52) に は .nosce  te- と ある。 

とい ふので あった。 ところが 之に 對 して 基督教の 聖寄を 見る と、 かう いふ 句が ある。 

『n ホバ を- 畏るる こと は 智慧の 根本な り。 聖き者 を 知る は 聰明な り、』 —— 箴言 第 九 章 十 節 

1 は 希^^^の 祖 Thalcs の 語と して 傅へ られ、 他 は Solomon 王の 敎 として 今； n に 淺 つてね 

る。 そしてよ く考 へて a ると、 異敎 思想と 基^: 敎 思想との 根本的 差異 は、 この 簡罩な 二つの 文句に 盡 

くされて ゐる。 先づ 『なん ぢ 自ら を 知れ』 と說 くの はんに むかって 倘 人的に 0 覺 せよ 覺醒 せよ と 促す 

もの、 從っ てまた CI 我屮 心の E 心 想 cworentri 丄 sni であり、 自出、 王 篛 の^ 想で ある。 之に 反して エホ 

パ の 神 を 畏れよ と^ふる の は、 祌を 尊び その 權 成の 前に 絕對の 服 從を强 ひる 所^ 敎權 主義に 他なら な 

い 。前者 は 飽くまで 人 W 木 位 hmnan の 現世 主義で ぁス が、 後者 は未來 をい ひ 天 國を說 く祌 本位 

divine の 思想 だ。 

更に また 他の 方面から いふと、 甚赞敎 が 天國を 慕ひ现 想に あこがれる 靈を ffi んす るに 封して、 ぬ臘 
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思想. 上の 現 實に執 せんとす る 肉の 解放 を 主張した。 甚督敎 の ごとくに^ 他を說 かすして、 先づ 

E 我の 滿 足と、 個人 生活の 充實を 要求す るの がその 特徵 だ。 從 つて 平和 を頌 する より は、 ^ろ 戰 ， を 

^ひ 英雄 ケ噢荧 した。 紀 か ナ^ュで^ なくして 人^の 木 能 を m. ん する 自然主義 こそ、 希瞰 人の 信念で あつ 

た。 前者に は、 だから 肉 慾 的 分子が 多く、 後者に は 禁慾 生活の 美が 貴ばれた。 かくて 一方が 歐洲 人の 

藝術的 意識 を 代表す ると 共に、 他の 一 つが 宗教 的 逍德的 意識の 中心と なった の は、 また 當然の 成行き 

であった。 

思索の 傾向から いふと、 希 臘の方 はよ ほど 智的 であり 客覜 的であった。 從 つて 自然 クぁ詉 

なる 觀 察に 長 じ、 それが 遂に は 歐羅巴 近世の 科學的 精祌、 知識 的 欲求の 淵源^な り^ 因 となった ので 

ある。 然るに 基 悴敎^ 想の 方で は、 之と 反對 に、 王觀的 傾向が 主にな つて、 想像 や 感情の がた しか 

に その 大 なる 特徴 をな してね た。 

以上 述べた 事 を 約め て對 照の 表に して 揭げ ると、 

^0 的、 禁 慾 的  肉 的、 本 能 的 \ 

神 を 知 れ  繭 自ら を 知れ 

絡 對的服 從  個 人的 自覺 


基督 敎 思潮 

ヒ イブ ルゥ 

(希 伯來 思想) 


^ 異 敎 思潮 

ヘレ  一一. K ム 

(希臘 忠 想) 


敎 權 主 義  自 由 主 lf| 

一天 國、 神 本 位  現世、 人間 本位 一 

利他 主 篛  0 我の 滿足 | 

超自然 主 義  自 然 主 

一宗 敎的、 道德的  知識 的、 一 

信仰的、 獨斷的  科舉 的、 實驗的 | 

一 主 觀的傾 向  客 舰的 傾向 i 

かう した 全く 色の ちがった 二つの 思想の 流れ は、 現代に 至る まで^して 如何なる 道を迎 つて 歐洲文 

明の 檨 史を 彩って 來 たか、 それ を かい 摘んで 次の 數 章に 述べようと 思 ふ。 


第二 思潮 史の M 顧 古代) 

一 肉の 帝 M 

希臘 S 文明 II ^代 に 及べ る希臘 思潮 のな が れ II その 源 ,M II 0$^ 

末期 の 類廢 I 帝王 の 暴虑 —— 臬 帝 -ー ィ c  —— 美的^^ 

t  To  the  glory  that さ as  Greece, 

To  the  sran-lcur  that  was  Rome." 

—B-  A.  pee.  To  Helen. 

ぁリし 昔の 希脲の ほまれに、 

ありし 昔の 雜馬 のさ かえに、 

—— ポオ、 J- へ レ ン に 寄す』 

地中海の 浪に洗 はれた 南歐の 美鄉、 山水 明媚の 希臘 半島の 一角 Attica の 州に、 光芒 煥然 たる 文化 

の^き を兑 たの は、 今から 言へば もう 二 千年に も餘る 遠い昔であった。 その i ^鼈な^ 想と 藝術 とがな 

がく 百 代の^ 衆 を 動かして、 影響 感化が 遙 かに 現代にまで 及んで ゐる とい ふ亊^ は、 それ 自らに 於て 
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旣に 世界 文明^ 上の ： 大壯 観た る を 失 はない ので ある。 先づ 一一 一 C 葉が 何よりの 證據、 exotism,  poli- 

tics, dernocracy,  (】ranla,  conK-dv,  anarchlsnl 一 Inilcsophv,  h-lstorv,  physics,  amtv-rncTK.,  acadc-nly- 

巧 ography, 擧げれ ば まことに 際^も 無から うが、 とにかく 歐洲. <が今 日、 一 日 も 使 はすに 居られな 

いし、 また 吾々 日 木 人まで がいつ も それ を 借 W して ゐ るかう いふ 大切な 首 葉. が、 みな 古代の 希臘語 そ 

の 儘で あるで はない か。 

^職の 文化 は 忽ち 他 國に傳 はった、 緣も ゆかり も 無い —— 否な どうかす ると 敵であった 他の 民族 を 

さへ 感化した。 羅^ 人が 先づ之 を學ん だの は 一一 一一：： ふまで もない として、 あの 使徒 保羅の 如き、 基^教 思 

想 を 提げ 來 つて 希 臘人を ® なりと さ へ 嘲った 者が、 なほ of 希臘の 詩文に 擧ぶ ところあった の は 面に 白 

い。 雨後 この 思潮の 勢 は ；張 一 弛、 時に 或は かくれ 或は 現 はれて 複雜多 趣なる 歐洲 人文史の 根柢 を 流 

れた。 羅 馬帝阈 亡んで 後 は、 喑黑の 中世に かくる る 事 幾 百年、 この 思潮 は 遂に 猛然と して、 近世 文明 

の 淵源で ある 文 藝復與 期 の^太 利に あら はれた ので ある。 それから また 暫くす たれて ゐ たのが、 十八 

世紀に なって winkelrnann の 古代 藝術 史論と なり. 轉じ てまた Gcethc にう つされ て^どす ベて 

の 十九 世紀 以後の 文藝に 影響した。 近代に 於て は、 Nietzsche の 思想 こそ；： 取 も大膽 に、 また 最も 痛快 

にこの 希臘 思想 を. {目； 傅した も の で あ つ た。 

おの づから 山水 秀^ の氣に はぐくまれ、 また 民唉 ra: 有 の 富 曙な る 想像力 に 彩られて、 希 臌の國 土に 
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あの 荬 しい 神話 ゃ傳說 の出來 たの は、 今から 約 三千 年 前の ilcmer よりも、 なほ もっと 遠い 遠い昔 

であった。 それが 漸く 進んで 遂に 紀元前 五^ 紀の頃 derides の 時代に 至って、 文物^^ の 美 は備は 

り、 詩文^ 術の. ^にも r 古 不朽の 大作が 現 はれた" そして これが 後の 所 li 希臘 m 心 潮の 源泉で ある 事 

は、 ^洋史 を繙 いた 人の 誰し も 知る 所で あらう。 

ちゃう ど n.4 が、 印度 や^ 那 から 懦佛 ニ敎の 思想 を受 入れて 之 を 同化した やうに、 この 希 臘^ 想 を 

その 儆^ 承した もの こそ 羅 お 人であった。 かの 『七 丘の 都』 を 中心とした UBS え 帝國の 文明 は、 確か 

に 人類が 甞て 建設した 设 も光柒 ある 偉業で はあった が、 その 根柢 をな して ゐた もの は 矢張り^ 臘 思潮 

に^-たらなかった。 

しかし 羅馬人 は、 希胍 人の やうな 聰明の 智力と 節制の 美 德を缺 いた。 肉の 歡樂を 求めて 飽 くこと な 

く、 怙^ の 奔放に 住せて は、 遂に 如 終 糜爛の 極度に 達しなければ 止まな. S 南 歐羅甸 民族の 特徴 を、 彼 

等 は 遂に 遣憾 なく 發抨 する に 至った。 たださへ 現世 的侗 人的 自然主義 的の 希臘 思想が、 この 節制な き 

羅^ 人の 生^に 移された 給 * として、 羅馬 帝政の 末路 は 甚だしく 荒廢 した。 文明 爛熟期の 常と して、 

人 はた だ樂 欲の 巷に 本能の 滿足を 求め、 歡樂の 毒酒に 醉ぅ てまた 他 を 顧みなかった ので ある。 後代の 

.B^K が 味んで 【羅甸 額^ 期』 D6£(1C1K.C  latinc とい ふ 時代 は、 卽ち この 帝政の 末年 だ。 英 闽 十八 世 

紀の腠 史家 Edward  Gibhsl かって 羅馬の 錢墟を 逍遙し、 古への 帝王が 榮 華の あと を 弔うて 懷 古の 
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感に堪 へす、 椽大の 筆を揮うて 遂に かの 羅馬 衰亡 論 " The  Iodine  and  Fall  of  the  Roman  Em- 

pire = 七卷の 大著 を 完成した。 異教 文明 爛熟の 時代 を 精 論 細 叙して 殆ど 餘蘊 なきもの である。 

その 頃の 帝王が 殘忍 横暴 を 極め、 榮耀榮 華の 限り を盡 くした^ 様 は、 到底 今日の 吾々 が 想像の 外で 

あった。 例の 肉 慾の 滿 足と 快樂 主義と を 極度まで 持って行った 結果 は、 遂に かの Caligula や Nero 

の やうな、 先 づ來洋 でい へば 桀紂 にも 比すべき 暴君の 代と なった。 皇帝 カリ ギュ ラが、 生前す でに 自 

分を祌 として 禮拜 せしめ、 或は 澤 山の 人民 を 饗宴に 招いて さて 兵 を 放って 之 を 皆 海中へ 追 ひ 落し、 何 

ボォ ラ ンド 

の 意味 もない 虐 敉を樂 しんだ とい ふやうな 類の 話は數 かぎり もない。 また 小說 では あるが、 波 蘭の 

シ M ンキ. ソヅ  フ ァラァ 

Sicnki2vicz の 名作 『何處 へ 行く』 ： に so  Vadis  - を繙 き、 或は 英國の IParrar 儈 正の 挚に 成った 

名高い 物語 『闇黑 と 黎明』 " Darkness  and  Dawn  " や、 伊太利の 劇作家 0=1, 又は 現英の 詩人 

Stephen  Philips の 史劇 『 i 一 イロ』 など を 讀んだ 人 は、 その 中に 生ける が 如く 描か れた 皇帝 一一 イロ 

が、 人 を 人と も 思 はぬ 殘 忍 非道の 所行に 戰 慄を覺 えない 者 は 無から う。 わが 國の 藤.^ で、 所謂 『美的 

生活』 の 標本に 舉 げられ た淸盛 人道の 專横 などより、 遙 かに 烈しい 毒々 しい ものであった らうと 思 は 

れる。 今 もな ほ殘 つて ゐる遣 跡で 羅馬 名所の 隨 一、 バイ 口 ンが 『チャイルド • ハ n ルド 巡遊』 " chi- 

ld, Haldkr?  Pilgrimage" の^ 名な 絶唱に 壯麗の 詩句 を つらねて 懷 古の 感を 寄せた あの Coliseiim 

など ま、 な £ 時 ft 戬と人 はと を戰 はせ、 gladiator の眞劎 勝負に 流血の 慘剷を 何よりも 面白がる 十 萬の 


群^が、 やん やと^ 采 した 圓 形の 演戯 場であった。 また 古今^西に わたって 浴場と いふ もの は、 ^-雜 

の 風俗と 殆ど 離れが たい 關 係の ある もの だが、 これ も羅馬 帝政の 末期の 名物の 一 つ、 浴場 (特に 溫^ 

場) の ^倫と いひ 建樂 とい ひ、 更に 宏大な 贅澤の 限り を盡 くした ものであった。 一 々かう いふ m 例 を 

舉げれ ば 殆ど 無限で あるが、 敗德亂 倫の 風 一世に 瀰漫 して、 異敎 思潮の 本能 的快樂 主義、 自我 屮、. ；-主 

義の 極端に.^ つたの が 羅馬晚 期の 狀 態であった" 

一一 ^の 曙光 

ベ トレ ヘム の虽 —— 基督の 敎 II 『パ ンは 死せ り』  ル トンが 基 $1 降^ 

の 欲 I ブ ラウ- 1 ング 夫人の 『死した るパ ン』 II 膀山府 時代 I ^敎 者ジ 

ュ リ ァ ン —— イブ セ ン作 『^帝と ガリ レ ァ人』 —— メ レジ コ ウス キイ 作 『群 

神^ 滅』 i キ ン グズ レ ィ作 『 ハイ ペイ シァ』 —— ^時の 哲學 —— 新. フ ラ ト 

オン 派の 思想 —— プ ロティ ヌスの 哲^ —— シ ルレ ル 『世界 の 四 期』 

s  The  dawn  of  Christ  is  beaming  blessings  c-er  the  new-borp  world." 

『れ -4= の If は、 新しく 生れし^ 界の 上に 祝福の 光 を 照らしぬ o』( ボイエ セ ン) 

- whi  we  KniBb  they  shall  begin.  Let  Hellas  die!  Man  shall  dig  up  her  relics  nneurth 

h-;r  divJIHJ  fr.lKmeutH  of  marble,  yea,  eve!"  th£n  shall  weep  and  pray!  p-rom  our  tombs  skill tls 
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yellcwc 二 leaves  or  the  becks  we  IO\-e  be  unsealell,  and  the  ancient  stories  of  HOIatJr,  t!II3  wis-J-om 

of  riuto,  slcll  Is  spelt  out  slcwly  ； 52V,  ； is  by  little  CHiitlrsl." 

 Ms-ejkowski,  The  Derdh  of  Gods,  chap.  xxi. 

『吾々 のな し 終った 所 か、 り 後世の 人 は 始める でせ う。 ヘラス は 亡んでも 宜しい C 人々 がその 遗物 

を 掘り出し、 大理石の 斷片を 取って 來て、 泣いて 祈る 時が また あるで せう。 吾々 の 慕から は、 吾 

吾の 愛讀 した 書物の 黄色くな つた 紙が 取り出され、 ホォ マァの 昔話 や プラト オンの 敎 など、 子供 

が 本 を讀む やうに また そろ >/ ^と讀 まれる 時が あるで せう。』 (メ レジ n ウス キイ。) 

羅馬 帝政の 末年、 人 は 肉の 歡樂に 飽き^て、 その 生活 は 疲勞し 頹廢し 糜爛し 盡 くして、 頻りに 新し 

ぺト I  ( ム 

き 何物 か を 求めつつ あるとき、 はるか 東方 wethlchcm の 筌に靈 の 曙光 は 現 はれた。 

『夫れ ィ エス はへ ロデ 王の 時、 ユダヤの ベ トレへ ムに 生れ 給 ひしが、 そのと き 博士た ち 東の 方より ェ ル 

サ レムに 來リ、 言 ひける は、 ユダヤ人の 王と て 生れ 給へ る 者 は何處 にいます や、 われら 来の かたに て 其 

星 を 見 たれば、. 彼を拜 せんた めに 來れ リ。』 

馬太傳 第二 章  一 、 二、 

肉的 現世 主義に 飽き^て た當 時の 人心に 向って、 默示を 說き天 國を敎 へ 禁慾 愛 他-王 義を獎 めて、 そ 

の鏺 的.： ポ敎的 欲求 を滿 足させよ うとした のが、 卽ち 基督の 敎 であった。 さきに 述べた 皇帝 一一 イロの 暴 一 

虐の 如き、 卽ち この^ 籽敎 徒に 對 する 猛烈なる 迫害と なって あら はれた の は、 當然 の結眾 である。 
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(羅 馬. 膝 代の 皇帝 はせ、 ^だしい 迫害 を 基籽敎 徒に 加へ た。 しかし 殉敎者 は 死に 臨んで 少しも 騒が 

す、 やなる 敎 のために 身を殉 する の を此上 もな き 幸福な りと して 天に 感謝し、 現世の 肉的 生活 をす て 

て 天阈に 行く こと を樂 しんだ。 この 偉大な 信仰の 力が また 大に 一部の 人士 を 感動 させた ので、 殉教者 

が 流した 血 こそ 他 n 敎. &の 勢力の 基 をな したの だ (semen  est  sanguis  Chrlstianonnn ) y- 

すべての 點に 於て 希 腿^ 想と 正反對 である 基督の 敎は、 忽ちに して 羅 馬の 人心 を 動かし、 彼等 を 導 

いて^ 的な 新生 沽に 人ら しめた。 さし も 一代 を 風靡した 舆敎 思想の 現世 主蕤 も、 基赞 降誕と 共に 衰顏 

の W 歩に 人った ので ある。 之に 就いて 名高い 傳說が ある。 基^ 降誕の 夜 Tarentum の 岬 を 過ぎ行 

くさる 旅人が、 いづく ともなく 聞 ゆる 物悲しい 聲、 『大 なる パ ンの 祌死 せり』 *  The  great  Pan  is 

dead- とい ふの を 聞いた。 パン はいふまで も 無く 希躐 山野の 祌、 その 意 は 明らかに 異教 思潮の 滅亡 

を滅 したので ある。 詩聖 Miltos が 少時の 作 『基督 降誕の あした』 二 )11 the  Morning  of  chrlst-s 

Nativity- とい ふ 歌に も、 希臘 のァボ a の 託宣 は 全く やみ、 異教の 多くの 祌祌の 亡び 行く さま を 歌 

つた^ 節が ある。 

Tlie  lenely  Tncuntllns  c-er, 

A.nd  the  refsumlln^  Khcre, 

A  voico  01  weeping  heard  and  loud  lunlcin^ 


From  haunted  spriu^,  asl (lale 

Elided  -with  poplar  -ale. 

The  parting  Junius  is  with  sighing  seni:; 

Witli ゆ o\ver-in\vcvetl  tresses  torn 

The  nyBPIS  in  twilight  sha-le  t;ingled  thickets  mourn. 

寂しき 出、 波音た かき 濱邊 に、 聲 たからかに 泣き さけぶ を 聞く。 住み なれし 泉より、 また， 门 楊の 並 

木の ハ介| より、 喷 きつ つもぎ み 仙 は 去る。 花の 髮 かざり 振り 亂 したる 女 利 二 ンフ、 くさむらの を咭き 

かげに 悲しめ リ。 

近代の 詩人で は B れ Jvc^g 夫人の 作 『死した るパ ン』 ； bile  Dead  pan- に、 この 異敎诫 亡の こと 

を 歌った 美しい 句が ある。 胃 頭の 一節に、 

Gotls  of  Hellas,  gods  of  Hellas, 

Can  ye  listen  iu  yenu-  silencer 

Can  yolu-  mystic  voices  tell  us 

Where  Ye-  hide?  IP ゆ eating  islands, 

.witjl a  wind  that  eversor は 

Ke^l 一 s  yell  cut  of  SIKht  on  Sucre  ？ 

Pan,  l》au  is  d な ad. 

希 臘の祌 々よ、 沈 ^つうちに てなん ぢ閗 くこと を 得る や。 また 爾が 不思議の 聲は爾 が いづく に 陰る 
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る を： 15"* こ， 語る を^る や。 風 吹き荒びて、 とこし へに 岸 を 見る ことなき 浮 島に.^ り や。 パンよ 

。ハ ンは 死したり。 

『パン は 死したり』 の 句が この 詩の 毎 節の 折返し になって ゐる。 左の 一節の 如きに は、 更に それが い 

くた び も橾 返さお てゐ る。 

An<l  thut  dismal  cry  rose  slowly 

And  sank  slowly  through  the  air. 

Full  of  X^H^^  melancholy 

Ami  they  heard  the  words  it  said ― 

Pan  is  dead-igkeat  Pan  is  dead!! 

t«AN,  l^AN  IB  DEAD, 

また^ 悲しき そのお は靜 かに 起リ、 靜 かに 空中に 消えたり。 心の 騣 憂と、 とこし へ の 絶望と に滿ち 

て。 彼等 は その 言葉 を 聞け リ。 。ハ ン は 死したり、 I 太なる。 ハ ンは 死したり 

しかしながら 歐洲 文明の 最初から、 その 基礎と なって 殆ど 幾 百年 問 勢力 を 占め、 人間の 自然の まま 

た， N 的 欲^に^ づ いた 希臘 思潮の こと だから、 如何に 基督教の 力 を 以てしても、 さう/ ヽ 右から 左に 

滅ぼされる ものではなかった。 卽ち 紀元後 ニー 二 世紀の 間、 歷 史家が 所謂. 胺 山府 時代 は 異敎對 基督教、 


希 職 主義 對希 伯來 主義、 現世 主義 對天國 主義の 衝突、 換言すれば 肉に 對 する 靈 の抗爭 時代であった。 

之 を文藝 史上の 一 百 葉で いへば、 古典時代より 浪漫的の 中世へ 遷 らうと する、 人文史 上 最も 與味 ある 過 

渡 期であった。 (constantine 大帝が 基督 敎を 以て 國敎と 定めた の は、 紀元 三 三 四 年の ことで ある)。 

最もよ く此 過渡 時代の 思想界 を 代表した 人物、 一 一大 思潮 衝突の 渦中に 捲き 込まれて 遂に 慘儋 たる 最 

後 を 遂げた 悲劇的 人物 は、 羅 馬の 皇帝 『背 敎者ジ ュ リ アン』 Julian  the  Apostate  (紀元 三 六 一 年— 

三 六 三年 在位) であった。 まだ 歳の ゆかない うちから 哲擧 的な 思索に 耽った 人で、 當時 漸く 勢力 を 得 

た 基督教に 對 して は 夙に 反感 を 抱いて ゐた。 いよく 帝位に 登って 後 は、 遂に 堂々 と異敎 信仰と 希躐 

諸祌の 復活 を 首唱し、 靈 的なる 基督教 主義に 對 して 迫害 を さへ 加 ふるに 至った ので ある、 だから 當時 

の 基赞敎 徒の 記錄に は、 ジュリア ン 皇帝の こと を 極 重 惡 人の やうに 言って あるが、 實際 かれは 極めて 

情愛の 深い 正義の 土で、 また 淸淨 潔白な 人であった。 ただ 時運の 大勢 如何と もす ベから すして、 遂に 

悲釗的 最後 を遂 ぐるに 至った ので ある。 

思想 史上 極めて 與味 ふかき この 皇帝 ジァ リ アンの 事蹟 を 題目と して、 それによ つて 靈肉 鬪爭、 希臘 

思想 對希 伯來 思想の 問題 を 取扱った 作家が ある。 近代の 文藝に 於て その 最も 著しき もの をい へば、 露 

西亞の Mercjkowski と諾 威の Ibsen とで ある。 

イブセン の 初期の 作品 中に、 『皇帝と ガリ レ ァ 人』" og  Gasser" (英譯 Emperor  and  Ga- 
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lilean) とい ふの が ある。 やはり 散文 劇で、 かれの 作 中で 一番 長たら しい 物 だ。 イブセン 自ら 自分の 

GI 分の 內的經 驗を此 主人公 ジュ リ アンと いふ 人物のう ちに 現 はした とさへ 吿 白して ゐる。 此 

の^: は 的 後 二部に 分れ、 前篇 は 『皇帝の 背敎』 Caesars  Apostasy と 題して、 最初 まだ ジュ リ アン 

が 敎 信者であった 頃に 筆 を 起して、 其の後の 信仰 動搖の 時代が 描か わて ある。 古き 希腦 思想の 美 

は K に^びよう として、 しかも * 赞敎の 新 信仰 もまた 彼 を 安ん ぜ しむる に 足らない。 煩悶の 結^、 か 

れ もまた KIr』t ト がした やうに、 攀藝に 赴き 哲學に 走って 遂に 安住の 地 を 得なかった。 が、 遂に 彼 は 

祌^ 家 s^xil^o^ の敎に 動かされ、 魔法 を 信じて 遂に 希 職 多 祌敎の 役活を はかる に 至った、 のみな 

ちす &々 な^ 圓の裹 愦は、 彼 をして 益々 ガリ レア 人卽ち 基哲敎 信者に 對 する 惡感を 深から しめる ので 

コ ンスタ ンテ イノ プル 

ある。 後篇 は 『皇帝 ジ ュ リ アン』 闩 he  Emperor  Julian と 題して、 かれが 君 期 土 遝に卽 位して^ 後 

にやった^^ 敎 迫害の 時の 話で、 最後に 波斯 遠征の 軍 中に 傷いて ジュ リ アンが 陣 歿する 所で 終って ゐ 

る〕 臨^に 際して ジュリア ンは、 遂に 空中に 大きく 現 はれた 基督の みすが た を 仰ぎ 兌た。 そして 『ガ 

いいで〃、 ^ifr でい』 とい ふの が、 彼の 最後の 言葉であった。 ^.0^ 

としたの は、 昔からの « 督敎 徒の ン。 誤 

傅で、 決して K 史的 市お ではない、 

イブセン ^て 羅 馬の 古都 を 逍遙して 古代 異教 文明の 遣 跡 を 訪ね、 希 si 馬の 盛時 を 想うて 感慨 禁ぜ 

す、 乃ち 筆 を 執って この 一 篇を萆 したと 傳 へられて 居る。 人文 發達の 幼年期であった 希 臘異敎 思想の 
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時代から、 進んで その 靑 年期と も 云 ふべき ガリ レア 人の 基督 敎 時代に 入って、 肉の 帝 國は靈 の 帝國と 

なった。 イブ セ ンの意 は 更に 進んで、 第三 帝國の 建設 を 理想と したので ある。 卽ち靈 肉べ" 一 の 现想境 

の 出現 こそ、 かれの 切に 望んだ ところの ものである。 『皇帝 ジュリア ン』 第三 齣の 終 の^に、 皇帝と 

その 友 マ クシ モスとの 問の 下の 對話 は、 イブセンの 理想た る 第三 帝 國の意 を 示した ものと して、 特に 

注意すべき だと 思 ふ。 

ジュ リ アン どう だ、 君、 皇帝 か ガリ レア 人 か、 孰ら が 果して 勝利者になる の だら-つ？ 

マ クシ モス な 帝 も ガリ レア 人 も、 兩方 とも 屈して 仕舞 ひます よ。 

ジュ リ アン  屈する つて？ 兩方 とも？ 

マ クシ モス 兩方 ともに です。 今 rw だか 或は 幾 百年の 後に だか、 それ は 分らんで す。 が、 とにかく 本 

(S の 人 ゆが 出さ へ すれば、 兩方 とも 屈して しま ふんです。 

ジュ リア ン 本^ W の 人物 つて 誰の こと だ？ 

マ クシ モス な 帝 も ガリ レア 人 も、 兩方 ともに 併呑して 了 ふ 人物。 

ジュ リ アン 君 は 謎 を 解く に 謎 を 以てす るんだ から、 なほ さら 分らない d 

マ クシ モス まあお 聞きなさい、 私は兩 方が 共に 屈する と 言 ふんです 。決して あなたが 滅亡して しま 

こど 6  おとな 

ふと 言 ふので は 無い のです よ。 幼； ヰが 屈して 靑年 になり、 靑 年が 大人になる ぢ やない のです か。 しか 

しそれ で 幼 ギも靑 年 も 滅びる ので はない のです。 あなた は、 以前 三つの 帝國に 就いて 私が Ephesu,s 

でお 話 したの を、 お忘れに なりました か。 


35  


ジュリア ン あれから は隨 分もう 年も經 つたから、 もう 1 K 話した まへ  、 ：.， 

；ノ モス まあな た S 帝と してお き は 甚だ S 成です。 あなた は韋 をつ、 か、 ま、 へ、 て 5に理 、に 

、で-も、、 も な、 れ、 と、 い、 ふべ で、 す 、い、 かに も SM は、 邀の；に吸 、取 は 

ヌ、 つ、 た、 の W か (iml) 、さっと S 、の 、帝、 M が 終極 の もので は、 無 い、 の 、では m 、やひ ど 

n^0^^^^¥^o  ^ぶ ほ Mm おに； <f は^ f はれ 

、邪^し、 W と、 い V. の、 で、 す 00s^^ ^なた は 未來と いふ もの を 毀して かか るんで す 卽ち整 

、肉 、兩、 而 、のがが 、をが、 へ 、た、^ 一；、 帝ぎ、 に、 對、 し、 て、 匁、 を 向け る 事になる のです。 

露 J の 豪 メレ ジコ ウス キイ も、 零 杖 を 小亞細 亜、 希 職に I、 雅 典に 入って は f 

At の あと を たづね、 $s$f  ^p, の 寺管訪 うた。 到る ところ 古代 文化の 

美 を .5 する のおり、 彼 は その sf 村と して 遂に 三 取 曲 sf 反 基 £"Q"£  I 一  f 

CM 乍 を 思 立った。 心 を 潜めて 歐洲 人文 發展の あと を 研究した る 結 *、 かれは その 根柢に 横た はれる 

異敎對 茈は敎 のニ大 思潮の 鬪爭に 眼 を 着けた。 また 基傺敎 の 『祌の 性質 を 有った 人』 0o(rM§ の 

理想と、 IQ 『人の 性質 を 有った 神』 Man-God の 理想との 二元的 對照を 認めた ので ある。 そして 

..レ：.^ 作の^ 1 卷に 取った 題目が、 卽ち^ 敎者ジ ユリアン 皇帝の 異教 復活の 事蹟で、 歷 史小說 『群 ® 

ビゅ』 ：The  Death  of  Gods  " と 題す る名 作が 卽 ちそれ だ。 結構の 雄大と 描寫 8 巧 は 言 はす もが 


な、 この 異敎设 後の 戰士 の悲壯 なる 生涯 を遣憾 なく 紙上に 活躍し 得た ものである。 これ は旣に 日木譯 

も 出 來てゐ る こと だから 私が ここ に絮說 する まで もなから う。 

ひとしく 羅 馬 帝政 末期の 喑 潮が 生み出した 悲劇的 人物で Hypatia とい ふ 名髙ぃ 女が あった。 ^實 

は ギボンの 羅馬 衰亡 史論に も 詳しく 出て ゐ るが、 之 を 題目に して 一 篇の應 史小說 を 編み、 希躐 思想 對 

基督教の 衝突 時代 を 描いた のが、 英國 十九 世紀の 大作 家 Charles  Kingsley である。 舞臺は 紀元 A 世 

紀 ごろの 應 山府、 人物 は當時 横暴 殘忍を 極めた 基督 敎佾 侶と、 才&^ 備の そして 德望 一世に 高き 女性 

ハイ ペイ シァ。 

紀元後 三 世紀の ころから 起った 新 プラト オン 學派 Nb-platonism は、 希臘 思想 を 綜合して その 最 

後の 哲學 組織 を 試み、 古代の 多 祌敎を 復活しょう とする 思想界の 活動であった。 ハイべ イシ ァは卽 ち 

此 派の 哲學 者で、 辯 舌に 巧みな のみ か 數學の やうな^ 問に さへ 精し かった。 美しい 一女 性の 身を以 

て、 彼女 は 實に當 時の 異敎 思想の 代表者で あり、 希 躐宗敎 の 最後の 宣傳 者であった。 敎を乞 ふ もの 門 

前 市 をな すと いふ 風で、 これが また 尠 からす その 頃 埃 及 布教 中の 基督 僧侶の 瘤に 障った ので ある。 

當 時の 藤 山 府は實 に 東西 文化の 中心であった。 從 つて 希 職人、 埃 及 人、 羅馬人 はいふに 及ばす、 北 

方の Goths 人 も 大勢 道 人って 來た。 人種の 異なる と共に 宗敎 もさま^ \> で、 勢 ひその 閗 に は 葛藤 も 

あり 軋 機 も ただしかった。 いつの 世に も ある 野心 を逞 うする 政治家、 ^2  Cyril を 筆頭に 澤 山の^ 馒 
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な 基^ 敎徒、 それに この 才女 ハイ ペイ シァを 旗頭に して ゐる 哲舉 者の 一群な ど、 互に 甚だしく 勢力 を 

爭っ たもので ある。 作者 キングズレイが 描いた 悲慘な ハイべ イシ ァの 殺害 こそ、 卽 ち希腦 思想が 希 伯 

來 思想に 壓 倒される 最後 を あら はした の だ。 ハイ ペイ シァが 殺される 少し 前の こと、 彼女 は ひどく 苦 

悶 して ゐ たが、 そこへ 猶太 人の 巫女で Miriam とい ふ 魔法 使の 婆が やって来た。 そしてい ろく 慰 

める やうな 嘲る やうな^ をい ふのに 對 して、 ハイ ペイ シァ は、 自分の 哲舉 でも 遂に 安心が 得られない 

から、 何とかして 吳れ ないかと 言 ふ。 新 プラト オン 派の 哲舉 も、 かう いふ 風で はもう 全く 力 を 失って 

ゐ るので あった。 すると 間もなく 街に は 基督 敎 徒の 暴徒が、 ハイべ イシ ァを caeparcsn にある 敎會 

へ 引す り 出して 殺して しま ふ。 その 殺し かたが また 如何にも 殘忍 酷薄 を 極めた もので、 卽ち この美 女 

を 露 裸に してし まって 四 眩 五體を 切り離し、 牡蟎の 貝殼で 骨に 附 いた 肉 を 搔き 取った ので ある。 かう 

して 古代 希醞の 思想 は、 その美し い 女の 殉教者であった ハイ ペイ シァの 悲釗を 最後の 幕と して、 全く 

勢力 を 失墜した。 

(Z みに キング ズ レイの 此 名作 は、 當時ゴ ス人 など 北歐蠻 族が 南欧 文化の 民 を 征服した 歷史を 語る 

もの だ、 とも 解釋 される。 卽ち的 者の 剛健 素朴の 風が 爛熟した 花やかな 羅 馬の 文明 を應 倒した 當 時の 

有様 を 描いた もの だ、 と兑て も 甚だ 興味が 深い。 北歐對 南歐の 問題 は、 甚脊敎 對異敎 の 問題と 聯關し 

て いつも 吾々 の 注意 を惹 くからで ある)。 
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序に 當時 思想界の 中心であった 哲學に 就いて 一 言しょう。 元來 Aristoteles 以後に なると、 希臘の 

哲學 思想 は WPICUrus の快樂 主義に せよ、 また 懷疑舉 派に せよ、 みな 旣に靈 肉の 衝突 不調和の 傾向 を 

あら はして ゐた。 古代の 人 は 心身の 健全なる 發達 によって、 地上 生活のう ちに 安心立命の 地が 得られ 

る ものと 確信して ゐた。 それが 次第に 深く 自己 を 內觀し 反省す るに 及んで、 自分の 生活に 矛盾が あ 

り、 分裂の ある ことに 氣附 いた。 理想と 現實の 背反、 神性と 獸 性との 不調和 を自覺 した。 卽 ち肉體 

0.^1 は あらゆる 惡の 源であって、 また 靈の 墳墓 GTITa である。 だから 吾々 人 問 はこの 肉の 生活 を 

解脫 して、 淸淨 無坭 の心靈 生活に 入らねば ならぬ、 と哲學 者た ちは說 いたので ある。 それに は 到底 自 

力の みで は出來 ないから、 祌 を禮拜 して その 力 を 仰ぐ の 外 はない とい ふので、 哲學が 漸く 出世間的 宗 

敎的 色彩 を帶 びる やうに なった の は、 此 頃からで ある。 そして それが 遂に 純然たる 哲擧 者の 宗敎 とな 

つて、 出來 たのが 新 プラト オン 派の 敎 であった。 そして さきに 述べた やうに これが 卽 ち希臘 思想 掉尾 

の遝 動で も あり、 また 基督教の 當の 敵と なった 多 神 敎哲學 でもあった。 

希 臘^ 想の 根本 は現實 主義であった。 從 つて 數 ある 希 臘哲學 者の 說 のうちで、 夙に 肉の 繋縛 を脫し 

た^ 遠の 理想 境を說 いた ものと いへば、 先づ プラト オンの 形而上 哲學 である。 今や 人々 が 自己の 內部 

生活 を 反省し、 外物の 賴 みがた く 物慾の 言 ふに 足らざる を、 しみ^. \- と 感じる 宗敎的 欲求の 時代に 入 

つたので、 勢 ひこの プラト オンの 理想 說が頓 に 有力と なり、 時代精神の 根柢 をな す やうに なった ので 
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ある。 卽ち プラト オンの 形而上 論に 祌祕的 宗教 的 色彩 を 施して、 ちゃう ど 印度 古代の 佛敎の やうに、 

^ゆの やうで も あり 宗教の やうで も ある 中途半端な もの を 持へ て、 當代 民心の 要求に 應 じょうとした 

のが、 卽ち新 プラト オン 派で、 その 代表者 は卽ち plotimls  (紀元 二 〇 四 年生、 二 七 〇 年 死) であつ 

た。 古代から 中世への 橋 渡と しても、 此 一一 ォ* プレイト 一一 ズムの 思想ぐ らゐ、 思潮 史の 研究お にと つ 

て與味 ふかき もの はなから う。 

プロ ティ ヌス の 說は發 生 論卽ち Ealanationslehre である。 天地 間 に は 一 の 根本に な る 力が あつ 

て、 森羅^象 すべて 呰 これから 發 生す と說 くので ある。 そして 此 根本た る もの は 全く 現象界 を 超越 

し、 吾々 が 見る こと を 得す 形容す る こと も 出来ない 至高 至大の 力であって、 これが 卽ち祌 である。 こ 

の 神から 發 生した ものが 精祌 fx カー で、 これが 高い 方と 低い 方との 二つに 分れる。 前者 は 永遠- 个诚 

の 理想 を 有し、 天地 を赏 くと ころの 靈 である。 これに 對 して 後者 卽ち 低い 方の 精神 は、 常に 肉に 結ば 

れ物 質と 形骸に 縛られて ゐる。 そして 此 精神に 次いでも 一 つ 下位に ある 者が 卽ち 物質であって、 これ 

が 最も 不完全な もの また 無常な もの、 世界： 切の 惡は皆 これから 起る ので ある。 だから 色相 界を 超越 

し 形骸 を 解脫す る ことによって、 吾 吾 は 遂に 神の 生活に 合する こと を 得る の だ。 

かう いふ 風に プ a ティ ヌス の哲舉 では、 宫 能の 世界 卽ち 物質 を 蔑んだ が、 一 方に 於て は 宇^の 1 大 

靈氣た る 精神が この 物質 界に現 はれて、 そこに 始めて 天地 萬 象の 美が 生す るの だと 說 いた。 肉 を賤し 
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みながら も、 なほ 一方に 於て その美と 調和と 秩序と を 嘆賞し、 之 を 以て 天地 間の 一大 靈氣が 物質 界に 

現 はれた の だと： a た點 は、 後に 說 くべき 基^教 思想が 現世 を惡 魔の 穢土 だと 觀 たのと 全く 正反對 で、 

プロ ティ ヌスが 明らかに なほ 希臘 思潮の 特色 を 失って ゐ なかった 事 を 示して ゐる。 この プ a ティ ヌス 

が 物質 卽ち 肉の 美を說 いた 事 は、 今や 異敎 思想の 光の 消えよう とする 折の 最後の 一閃と も 見るべき で 

あった。 

プ ロティ ヌス 以後に なって、 新 プラト オン 派の 哲舉は 益々 濃厚なる 宗敎的 色彩 を 帶び るに 至った。 

卽ち 物^ 界を 離れて 眞 如の 世界に 人ら うとい ふに は、 神の 力に たよって 禮拜 修行 を 行 ひ 一 切の 物慾 を 

絡たねば ならぬ と說 き、 そのために は 古代の 神々 を賴ん で來て 一 大多 祌敎を 作らう としたの が ある (さ 

きに 述べた 皇帝 ジュ リ アンの 如きが 卽 ちそれ であった)。 かう して 露 肉の 爭は 益々 人々 の 心 を 煩悶 さ 

せて、 それが 遂に 甚督敎 のために 破られる に 至った ので ある。 

かくて 時代の 思潮 は 流れくて、 知識と 哲 舉と藝 術との 時代 を 去り 宗敎 信仰の 時代に 這 入った。 人 

の 心 は現實 より 珂 想へ、 肉より 靈 へと 移って 行った。 同時に 歷史の 軸 は廻轉 して 古代 は 中世と なった 

ので ある。 

獨 逸の 大 詩人 は 世界人 文 發展の 四 期 "Die  vier  WdtaUer  ： を 歌って、 異教 文明から 基督 敎 時代に 

變 つて 行く この 轉機を 下の やうに 言った • 
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Die  §tter  iken  vom  Himmelsthron, 

Bs  stiisten  die  herrlichen  ss-ulen, 

ugl geboren  wurde  der  Jungfrau  Sohn, 

Die  Gebrechen  der  Erde  zu  heilen  ； 

Verbannt  ward  der  sippe  Siichtige  L-UBt, 

tjn(l  der  Mensch  gr】£e  llskerul  in  Beipe  Brust 

Unci  der  eilte,  der  ilppige  Keiz さ twich, 

Der  die  frohe  Jugcslwelt  serto ; 

Der  M6nch  unci ユ ie  Nonne  zergeisscltcn  slch- 

un-1  tier  eiserne  tusierte. 

Dcch  war  I  Leben  audi  tlnster  uiul さ is, 

！ So  blieb  doch  die  ^fff  lieblich  -nil  mis. 

Is 々よ (ォ リンパ ス の) 高 御座より 下り、 S なる 宫柱 もた ふれぬ。 地上の 缺陷 i やさん 

と；；、 (I: リ；： ) 永秦女 は？ を 生みた まへ り。 かくて- SS は 追ひ拂 はれ、 人 は 思に 沈みて、 

おのが 胸 を 抱きぬ。 

1 の わかき^: 界を 飾リた S なるみ だら なる (肉の) li れ 去れり。 世 は 霄 の難 行 苦行と 

士の仕 合との み。 かくて 秦 は陰籰凉 たれ ども、 愛の みはな ほ 美しく おだやかな りき。 (シル 

レル、 『世界の 四 期』) 
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第三 思潮 史の囘 顧 (中世) 

戰國 代と 近世 キ-義 II- 宗敎的 禁慾 主義 —— 肉を虐 ぐる こ と II 聖フラ ン 

シ ス 上人 |> 知識の 禁壓 — 中世の 哲學 I かくれた る異敎 思潮の 勢力 

屮^ 傳說、 ファウスト I 藝術 的耍求 II ハイネの 『流謫 の 神々』 II 

『カル ミナ .ブ ラナ』 —— ペイ タァ の所說 

hf  tls 〇hr】stian  life  is  one  of  olbserva-nces,  if  freedom  from  sin  is  to Ibe  secured  by  penance 

antl l-y  seeiuTO  fTom  tesljtations,  tlaen  tlie  holiest  life  .will  Ibe  secured  by  u-l-anlloninK  tls  world 

entirely,  ； 5tl either  alone,  5  solitude,  or  MB.  company  witll a  few  others  lils-Ininlled,  Kivinw  one*s 

self  wholly  up  to  penances,  ； ln-1  nsrtitjcations  of  the  ttesh,  and  !>ious  observances.  The  more 

external  and  dorsal  the  religious  life  bec-ame,  the  stronger  becanie  the  tendency  toward  the 

ascitic  a-nd  monastic  i 二 ea】. 

-— Adams,  p$^05^  durmg  the  Mutdlle  Ans,  I*.  131. 

基督 敎 生活が 若し 戒律 を 守る の 生活なら ば、 また 罪 を 免る る は 苦行 をな し 誘惑 を遁 るるに 在りと せ 

ば、 仝く 現世 を捨 つる ことによって、 ここに 最も 祌聖 なる 生活 は 得らるべし。 或は 單獨 に、 或は ま 

た 同氣相 求む る 他の 人々 と共に、 苦行に 身 を 捧げ、 肉 を 虐げ、 戒律 を 守るべき なり。 かくて 宗敎生 

活が 外面 的 形式的な るに 從 つて、 禁慾 近世の 理想に 對 する 佝向は 益々 强く なれるな り。 (アダム 著 


43 ~~ , 


『中世 文明 諭』 一 一一 1 1 頁) 

西 維 馬 帝國 滅亡 (西曆 四百 七十 六 年) より 後 約 千年間の 歐洲 は、 基督 思想の 全盛期、 歷 史家が 所謂 

中世 1" 黑の 時代で ある。 

大帝 國が 滅びて 統一^の なくなった あと は、 勢 ひ 群雄 割據 の戰國 時代になる。 平和の 時代に は歡樂 

の 美酒に 醉 うてす ベて を 忘 じた 人た ち も、 ひとたび 戰亂の 世と なれば、 忽ち 現世の 幸福 を はかなみ 有 

爲寧： |1 の 世の さま を觀 じて、 ひたすら 墓の あなたの 天國 をのみ 祈願す る。 おの づ から 厭世的 悲 it 的な 

ら ざる を 得ない。 我が 國の 鎌倉時代に 厭^的 怫敎の 盛に なった とおな じ わけで、 所謂 『羅 馬の 平和』 

Pax  Kcnmlla の 亡んだ あと は、 節愁 苦行の 生活と 遁世 主義 somlsticism と を 中心とした 基 哲敎が 

勢力 を逞 うする に 至った の は、 まことに 當然の 成行きで ある。 

紀： 兀ニ、 三 世紀の^ から 旣に、 自我 的 本能 主義の 異敎 思潮に 對 する 反動と して 現 はれた この 宗敎的 

禁慾 主， Religious  asceticism は、 詳しく 言へば 知識の 禁壓と 快樂の 否定との 二つであった， 

現世の 生活 は、 當 時の 佾 侶の 一一 一一；： 葉で いふと 試 驗の狀 態に 在る ので、 吾々 は此 世で 抑拟 難行苦行 をつ 

づけ、 それによ つて 來 世の 安樂と 幸福と を 得る ので ある。 また 美 は陷萍 であり、 一切の 快 樂は惡 魔の 

誘惑で ある、 吾々 は 唯 この 誘惑に 打 勝つ ことによって のみ、 ^に祌 の 救濟を 得る の だと 說 かれた。 現 

在の 生命の 力 や 要求 を 極端に 虐げ、 靈的 生活の ために 肉的 生活 を 全然 壓 服しょう とした 點に 於て、 日 


本の 或 時代の 怫敎 思想 をお も はせ る ものが ある。 一休と いふ 坊主が 杖の さきに 髑髏 をつ けて、 現世の 

享樂の はかなき を敎 へて 歩いた やうに、 中世の 基督 敎 僧侶 も 亦 腐った 死骸と 蛇と 蛆蟲 とで 滿 ちた 骨 堂 

を 開けて 見せて、 人生 はこの 通りお よと 善男善女に 說 いて 聞かせた もの だ。 

中世の 宗敎 がいかに 甚だしく 肉 を 虐げ たかは、 當 時の 高僧 聖 フ ラ ン シ ス 上 入 st.Francis  oi  Assisi 

の 一 代 記 を 讀んだ だけで も わかる。 上人 はもと 相當な 家柄に 生れながら 身に は 檻褸を 纏うて 乞食の や 

うな 生活 を 送り、 諸國を 流浪し 到る ところに 祌の道 を說き 貧者 を 救うた。 遂に 親戚 故舊 はもと より、 

チ ヤス ティ ティ オビ ィ ディ エンス 

父から も 見放され たの を 幸 ひ、 神 を 唯一 の 父と して 益々 敎法 のために 盡 くした。 淸 淨、 服 從、 

淸 贫 の 三つ を 根本に して、 飽くまで も 自我と 肉的 生活と を 否定した。 夜 も 眠ら ゃ斷食 をして、 日に 

三た びわれ とわが 身 を鐵の 鎖で 鞭打った。 食物に 趣味 を 感じない やうに、 わざく 灰 をな かに 混ぜて 

食った とさ へ傳へ ら れてゐ る。 かう して かれは フラ ン シス 力 ン 派の 宗祖と なった ので ある。 

すべての 美と 快 樂は皆 ことぐ く、 現世に あって 人 を 誘 ふ陷穽 であると 言って、 或 坊さん なぞ は 美 

しい 瑞 西の 山の なか を 旅する のに、 山水の 美に 目 を觸れ ないやう にと 決して 左右 を昆 なかった、 とい 

ふ 有名な 話も悔 へられて ゐる。 之れ を かの 美的 享樂を 以て 中心とした 希躐 思想に 較べる と、 眞に 千里 

の 差で はない か。 

次に 知識の 禁壓に 至って は 更に 甚だしい。 折角 希躐羅 馬の 異教 時代に 進んで ゐ た擧藝 の 研究 は 全く 
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によらせられ、 一世 を 擧げて 無知 文盲の 愚民の 世界と 化した。 個人に 自由 もなければ 自覺 もなかった。 ^ 

唯もう 一向^ 念に 祌を 祈願 すれば それで 救 はれる、 無學 文盲 こそ 信仰の 母 だと 言って、 法王の^ 威の 一 

もとに 遂に は 聖書 をす らも 讀 むこと を 禁じた。 民 を 愚に する 法と して は 確かに 秦 の始皇 の焚喾 などよ 

り も、 なほ 一歩 を 進めた やりかたであった。 無知蒙昧の 徒の 迷信に つけ 込んで、 聖骨ゃ 呪符 や、 その 

ほか 色々 の fctisl- を寶 つて 巧みに 世 を 欺き、 むかし 耶蘇の 說 いた 敎とは 似ても 似つ かぬ S 脊 敎を說 

く 坊主ば かりが 多かった。 それら は先づ 兎の 角と しても、 歐洲 中世史 上の 最大 事件で ある あの 前後 八 

囘の 十字軍と いふ 馬鹿馬鹿しい 騷ぎ を考 へ て昆 ただけ でも、 當時 のこと は 大抵 推測せられ るで はない 

力 

また 思想界の 指^者で あるべき i 舌の 哲學 が、 當時は 全く 基督 敎の 御用^ 學 であった。 卽ち 中世の 

ス コラ 哲^-は、 その 名の 示す 如く 基督 敎佾侶 を 養成す る 學林卽 ち schola から 出た 說 である。 だから 

哲^-者と はいふ ものの、 純なる 眞理の 探求者で はなく して、 つまり 敎 法の 學者 Doct2.cs  ccclesiae 

に 過ぎなかった。 ^^敎 の說 くと ころに 都合の よさ さうな 理窟 をつ けて、 うまく 信仰と 道理との 調和 

を 謀って 行けば それでよ かった ので ある。 之 を 以て、 かの 舉術 的で あり 知識 本位であった 古代の 希躐 

哲學に 比するならば、 おに 驚くべき^ 化であった。 獨斷 主義と 形式主義と、 これ を 除けば 中世 竹舉は 

IV であった。 


以上 は 普通に どの. 麼史の 本に でも 說 明され て ゐる話 だが、 ここに 一 つ 特に 思潮 史の 研究者に とって 

最も 與味 ある 現象が あった。 それ はかう いふ 禁慾 主篛萬 能の 世界に 於て すら、 なほ 人 問 自然の 本能の 

欲求に 枳 ざした 異敎的 現世 主義が、 ほ然 動かすべからざる 潜勢力 を 有して ゐ たとい ふ亊實 である。 禁 

慾 節制 を 旨 と した 宗敎 生活の^ 院の奥 ^くから は、 藝 術と 歡樂を 求め る聲 が、 たと ひかす かながら も 

絕ぇ. れてゐ たので ある。 この 反 某^ 敎的氣 分が 種 々さまぐ に 姿な 變 じて、 落莫たる 中世 思想の 

半^に^ し .sftA.- 飾った とい ふ 事 は、 藝術史 の 研究者に とって 此上 もな き與味 ある 問題で あるが、 い 

ま 試に その 例證 となる 二三の 事^ を舉げ よう。 

先づ第 一 に舉 げらるべき もの はかの 豊富なる 中世 傳說 である。 これが 近代 浪漫派の 文藝に 如何に 有 

力な 詩 村 を 供給し たかは、 讀 者の 旣に 知らる る 通りで あらう。 たと へば、 初 は 英國の Marlowe 次 

いで は TO: 班. ォの Calderon 等に よって 戯曲 化され、 後 遂に ゲ H テの 大作と なって 全世界に 知られた、 

かの Faust 你說の 如き これ 全く 中世 異敎 思想の 變 形に 外なら ない ので ある。 概して 當 時の 惡 魔と か 

魔法と かいふ 觀念 は、 疑 もな く 反^^的^ 想の 權化 ともい ふべき 性質の もの だが、 その 中に 甚だしく 

詩的な 滑 精な また 狂的な 分子の 多い こと を、 私な ど は 非常に 面白く 思 ふので、 Mcphistopheles は卽 

ちその 最も 著しき もの、 徹頭徹尾 これ 破壞 思想、 懷疑的 態度、 乃至 異敎の 氣分を 人格化し たる ものに 

外なら ない。 (序ながら、 近代に 於て バ イロ ン等の 文學を 魔王 派 Satanic  School とい ひ、 更に 後の 
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Baudelaire 一派の 詩文 を 惡魔派 Diabolists の 名に よって 呼び、 その 反 基督 的、 反道德 的、 或は 肉的 

官能的 藝術 たるの 意味 を あら はすの も、 荜竞 同じ 異敎的 傾向 を 示す の 意に 外ならぬ。) 

ここ を くと き、 ふと 私 は 嘗て、 マ ァロォ の 古曲 『フ ォォス タス 博士』 " Doctor  Faust- s  " に 下 

の やうな 一 節 を 讀んだ こと を 想 ひ 起す ので ある。 フォ ォスタ スの 心のう ち で 一 1 つ の聲が 耳語 い てゐ 

る。 その 一 っは祌 のおん 許へ と 彼 を 呼ぶ 聲 であるが、 他の 一 つ は それと 反對に 『神 はお 前 なぞ を 愛し 

やしない、 お前 自分の 意志、 それが 卽ち お前の 神で あらう。 そして それ は 地獄の 與 へる もの を 欲しが 

つて ゐる』 とい ふ。 また 善の 精と 惡の 精と が 現 はれて、 一は 天國を 示し、 他 は 現世の 歡 樂を說 いて フ 

ォォス タス を 誘 はう としたが その 結^、 かれは 遂に 幾人 かの 女に 闢係 する やうに なった とい ふところ 

が ある。 これな ども 矢張り 毁肉兩 生活の 不調和から 來る 中世の 人の 煩悶 を寫 した もの だ、 と 見る の 外 

は 無から う。 

またもつ と 面白い 事に は、 異 敎的藝 術的氣 分が 常時 の 基督 敎 そのもの のうちに 色々 現 はれて ねた 事 

である。 たと へば 粛像 にある 基督の すがたが、 古代 希臘の 美しい 牧羊者の それにな つて ゐ たり、 或は 

むかしの 異教徒の 祭典 を その 儘 宗教の 俵 式 禮拜に 用 ゐてゐ た なぞ は、 當 時の 人が 表面 だけ は 飽くまで 

も叛的 宗教 的で ありながら、 寳は 肉體美 を讃し 歡樂を 求む る 熱意 を^ら した ものに 外なら なかった。 

もの ほか、 南佛 地方に 出た IVoubadours の 詩人が 地上の 歡 樂を頌 し、 燃 ゆる やうな 戀を 歌うた 名高 
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い 抒情詩の 類、 または Auc-assin と Nicoktte の 美しい 戀 物語、 近世に 至って Wagner の 樂剷を は 

ト9 スタン  イゾルデ  タン. K ィゼル 

じめ、 多くの 詩人が 材料に 使った Tristan と Isolde 或は TannhSuser の 傳說、 または 羅 馬の 大詩 

人 Virgil が 當時は 魔術師と して 傳 へられて ゐた 話、 美と 愛の 女神が かくれて ゐた * ヰ イナ ス山 venu- 

sberg の傳說 (詩人 swinlsrlle の 名作 『ギィ ナスの 讃美』 rss づ encris 參 照)、 昔の Troy の 

Hector や Helen の 物語、 これら は 悉く 皆當 時の禁 愁的 宗教の 領域 を 離れて、 別に その 背後に 潜ん 

でゐた ゆたかな 藝 術的氣 分の 所產 であった。 

また 獨 逸の 詩人 Heine の 散文 集に、 『流謫 の 神々』 " Die  GStter  is  wxil - と 題した 一 篇が ある。 

紀元 三 世紀の ころ 基督教の 全盛と 共に 全く 力 を 失って ひそかに 山野 を 落ち延び、 果敢ない 流宽の 身と 

なった 希 臘の祌 々の その後の さま を 面白く 書いた 物、 中世 傳說に 於け る 美しい 異敎的 藝術的 分子の 存 

在が、 ここに も 窺 はれる ので ある。 中世に なつてから は、 古代の 神々 はいろ， （-に 姿を扮 して 遠く 埃 

及に 週れ、 そこで は 動物に 口 十變 りして 隠れて ゐ たの も 多かった。 或は 商寶 人に 化けて ゐ たの も あつ 

た。 獨 逸の 森林に 樵 夫と なって 雇 はれ、 もう 祌酒 は飮 めす 麥酒 ばかり 飮ん でゐ たとい ふやうな 神様 も 

あった。 なかで.^ 祖祌 アポロの 話が おもしろい。 アポ 口 は 牧羊者に なって、 塽太 利の 山間に 隱 れてゐ 

たので あるが、 いつも 好い 聲で 美しい 歌 を謠ふ もの だから、 遂に 或學 問の ある 坊主から その 正 體を嗅 | 

ぎ 付けられた。 これ は 何でも 異教の 神々 にち が ひない とい ふので、 法廷に 引き出され 嚴 しい 拷問に か ^ 


けられた。 アポ r! も 仕方なし に 遂に 實を 白狀 した。 いよく 刑に 處 せられようと いふ 時、 せめて 今生 1 

の 思 ひ 出に いま 一曲 を彈 じ、 美しい 歌を謠 つて 見たい と賴ん だ。 すると ァギ： 口の 聲の すぐれて 美しい 一 

ば- リ ひなく、 けだかい 眉目 淸秀の 美男で あるのに、 今まで 唯もう うっとりと 聞き惚れて ゐた 女人 ど 

もが K に 泣き出して、 遂に は 皆が 病人に なって 了った。 何でも あれ は vampire であるに 違ひ& いと 

いふので、 日を經 てから アポロの 墓 を § いた。 死骸に 榨杭を 突き さし さへ すれば 女 どもの 病 は 癒る だ 

らうと いふので、 さて 掘って 見る と 墓はぱ であった とい ふ 話。 これな ど は 特に 名高い 話で、 先日 も 現 

代英國 文壇の 名家 Galsworthy の 文集 を讀 んでゐ たら、 下の やうな 一節が あった。 今お も ひ 出した 

か ら序 に #1 き附け てお く。 

： a legerul  r-ns,  that  driven  from  115(1  to  laml  by  Christians,  Alio  low  himself  in  Lower 

Austria,  but  those  who  aver  they  I  Em  there  in  the  thirteenth  century  were さ rong  ；  it  was  to 

these  enchanted  dims,  frequcnte-1  enly  by  the  mountain  slsyher 一一 s,  that  he  certainly  came. 

—Galsworthy,  The  HI  of  Trsulauluy,  p.  71. 

^しこれら の ほかに まだ、 當時 潜んで ゐた 美的 享樂の 思想 を 最もよ く 表 はした ものが ある。 それ は 

近世 文默 學の發 達に つれて その 道の 學 者が、 wavaria の 僧院の 經藏に 奥深く 祕 めら れてゐ たの を 探 

り 出し て^た 一 卷 の羅甸 詩集、 題して carmina  Burana とい ふ寫 本であった。 


おもむろに. 髯を撫 して 道を說 くやうな 老人なら ばい ざ 知らす、 靑 春の 血う ちに 燃えて 見る もの 問 

くもの、 すべてが 皆お のれの 生活 內容 を豐 富に する やうに 感ぜられる 二十歳 あまりの 若盛りに、 どう 

して あの 死灰 枯木の やうな 修道院の 禁慾 生活が 堪 へられよう。 十二 世紀の ころ、 歐羅巴 大陸の 諸方に 

散らばって ゐ た大舉 を、 あちこちと 遍歷 する 靑年擧 生が 肉の 歡樂を 歌 ひ 奔放の 熱情 を 洩らして、 それ 

が 遂に この 一 卷にを さめられた やうな 美しい 詩篇 をな したので ある。 この 詩集 は 別に また 『放浪者の 

ジョ ン アディ ン ト ン シ 乇 ン ヅ 

歌』 Car ョ ina  Vagoruni ともい ふので、 近代 英國 散文の 大家 John  Addill^tcn  synsncls は， その 

1 部を譯 して 『酒と 女と 歌』 " Wine,  woman,  and  Song" と 題した。 集中の 歌 は 主として 羅甸 語で 

あるが、 獨逸語 も 交って ゐる。 なかには 神 や 天國を 歌った 宗敎詩 も 這 人って ゐる。 そして 最も 面白い 

こと は、 詩形 だけ は 全く 當 時の 基督教の 讃歌と 同一 の體 を用ゐ たこと で、 その 怪しい 不調和が 特に 私 

どもの 目を惹 くので ある。 

さて 此 詩集 を 讀んで 行く と、 そこに 歌 はれた 美と 戀と舂 とが いかにも 强く 肉感的で、 燃える やうな 

情埶. 〔の 溢れて ゐ るのに 誰し も 驚く の である。 實際 あの やうな 時代に かう いふ 歌が 出る かとお も ふだけ 

でも、 いかに i の歡樂 と藝術 衝動と が 深く 人心 に 根ざして ゐ るかに 今更の やうに 私 ども は 呆れ るので 

ヸィ ナス  フノ- リス フロ オラ シィ シリア 

ある。 異敎 時代の 美と 春と 愛の 祌 V2U1S の 讃美 はもと よりの こと。 Phyllis,  Flora,  Caccilia とい 

ふやうな 名 も 美しい 麗人に 捧げて 思を抒 ベた 歌、 久しく 忘れられて ゐた 希躐の Paris や Helen の 
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名 を さへ、 この 集のう ちに は遨 見る ので ある q 

先づ 女の すがた ゃ肉體 Q 管 歌った 句に は、 どうかす ると 近代 Q 稱詩 でも 及ば まやう if 

色彩が ある。 百合 ゃ蔷 薇の 美し さ を頰の 形容に 使って、 さて 『花 かざりし たる 額、 黑き 眉』 3.25 

Bimiss  coronata,  superdliunl  nigl.ata とい ふやうな 句 力 ある。 

Frons  et  gula,  labra,  mentum 

Dant  amoris  alimentum  ； 

Orines  ejus  atlamavl, 

ouonlanl  fuere  navl. 

Icarm.  Bar;  p.  SI* 

額、 喉、 唇、 頤、 

みな 戀の 糧を與 ふ。 

かの 髮を われ は 愛せ リ、 

こがねの 色に て ありし かば。 

(これ はシ モン ヅの 英譯 にないので、 原詩 を 引用した) 

シ モン ヅ は^^ 行 を 評して、 『リズムと 重々 しい 羅甸 語と が、 三 行 目から 四 行 目へ 急に 移る 變 化と 

相矣 つて、 よく 情の 高調 を あら はして ゐる』 と 言った が、 それが いかにもと 肯 かれる。 
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今 は 引用 を 省く が、 酒 神 Bacchus の 讃美の 歌な どに は、 春の 希 職の 詩人 Anacreon の 快 樂歌も 及 

ばない やうな 絶唱が ある。 ここに シ モン ヅ の英譯 のうちから、 名高い 數節を 引用して 詩 風 を 示さう。 

先づ 現世の 讃美と して、 集中で 一番 名高い 歌" Gaudeamus  igJtur  ： (『されば 吾等 は よろこぶ』) に 

は、 冒頭 先づ 

!Jet  us  live,  then,  and Ibe  glad 

While  young; lif e*s  before  us 1 

After  youtliful  pastime  hatl. 

After  old  age  hard  and  sail, 

Barth さ ill  slumber  o,er  vis. 

と 歌って、 それから 人生の 幸福 を 願 ひ、 最後の 二 節に 下の 數 行が あ^ 

liive  all  ^irls!  A lleilltl!  to  you. 

Malting  ma-Ms  and  beauteous! 

!Jive  the  wives  and  I30O.  too. 

Gentle,  loving,  tender,  true. 

Good,  industrious,  duteous! 

Perish  cares  that  pule  and  pine  I 


ら 3  . 


でな rlsl!  envious  SPBOS  ！ 

Die  the  Devi】,  thine  and  mine  I 

Die  tlic  stilrchlnecked  JPJailistine  I 

ひ Conors  an《l  dcfamers  ! 

また 靑春は 歡樂の 時で あると いふ 意 を 歌って、 

>vhiltsoe-cr  tlic  rest:  may  do. 

Let  us  then  Le i -laving: 

Talce  the  I-ilstllne  that  is ュ ue 

wllilc  メ ve-re  yet  a-Maving; 

I  am  yolsTO  yss^  arc  you  ； 

"I-iH  tlie  time  for  playing* 

—Np  37 :  Phyllis. 

また 女の 肉體荧 を讃 した 美しい 歌の 一例と して、 『リディアに 寄す』 とい ふ 歌の はじめ 數窣を 揭げょ 

う。 この類の 秀句 は 集中の 隨 所に 見られる ので ある。 

TO  LYDIA 

Ly-Jla ご riKtlt,  f  c-^  yirl  more  whit© 

•Than  thu  milk  CM  mornini?  new. 
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Or  youn^  lilies  in  the  light! 

IVTatdsa  with  thy  rose-whiteness,  bis 

Of  red  rose  or  white  rose  pales. 

Ami  tlic  l£lisllecl  ivory  fails. 

Ivory  fails. 

Spreatl, O  spread  my  girl,  thy  hair 

Ambcred  hued  and  heavenly  brlghr 

Ah  £ne  gclil  or  gcklcn  ； lir  ！ 

〇 shew  thy  threat  so  white, 

、rhroat  and  neck  that  marble ゆ ne 

Ov ひ r  thy  .white  breasts  incline, 

Breasts  incline* 

JJife*  O life  thine  eyes  that  are 

Underneath  those  eyelids  dark, 

L-ustrous  as  the  evening  star 

*Neath  the  dark  heaven-s  purple  arc  — 

Bare,  O  bare  thy  disks  of  rose, 

byed  .with  Tyrian  red  that  glows， 


Red  that  glowa- 

Give,  O  TOi メ ，0  ？ 0X0 lii〕s  of  love 

，rliat  the  coral  boughs  ec】il 一 se; 

Give  r ノ v な et  kipses,  tlove  by  dove* 

S£oit  resccrulin^  on  niy 1】1 き 

Sec  my  soul  how  forth  Kile  fhcssl 

*J^eathl  cacli  Idss  my  pierccn  heart  (lies. 

Pierce ュ heart  dies. 

生活の ために 抑 へられ 虐げられて ゐ たかう いふ 藝術的 本能 的 欲求の 聲は、 やがて 十五 六 世紀に 

及んで 遂に 文藝筏 興と なって、 人心 を-中世の 長い 眠から 目 ざました のであった。 Pater は その 『文藝 

復興 期』" The-  Renaissance  " に 於て、 中世のう ちに あら はれて ゐ たこの 異敎的 現象に 就いて、 下の 

やうに 言った (原文 贫 略；^。 

中世に 於け る 理想と 想像の 發现、 心の 自由 を 主張す る こと、 これら を 名 づけて 余 は 『中世の 文藝 

ハ』 と 云った が、 その 最も 著しい 特徴の ひとつ は 反道德 主義 antillomianisnl で、 卽ち 常時の 

逬德 宗教の！： 念に 反抗す るの 精神であった。 彼等 は 官能と 想像の 快樂を 求め、 美 を 愛し 肉 體を崇 

^する に當 つて、 全く 基杼 敎的现 想の 域 を超脫 した。 これ はかの、 全く 死んだ のではなくて 一時 
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ギィ ナス 山の 洞に かくれて ゐ た希鼸 のヸィ ナス の 再来で、 また 色々 に 姿 を かへ て 世界 を あちこち 

とうろつ く 古代 異教の 祌々 の再來 であった。 中世 を 特に 『信仰の 時代』 だとして 論す る，、 たち は 

かう ハふ 要素 を 全く 無視して ゐ るが、 この 反抗の 耍素を 認めた ことが、 やがて 佛蘭西 浪漫派の 作 

'ク トル  n ゴォ 

家の 中世 描寫 をして 暗示に 富んだ 興奮 的の ものたら しめた 所以で、 たと へば Victor  Hugo の 

『鐘樓 守』 "Notre  Dame  clc  Paris" の 一 篇の 如きが それ だ。 この 要素 は ひとしく また Abelard 

の 物語、 タン ホイ ゼル の傳說 にも あら はれた。 

Ipater,  The  ^if^i  (Macmiuan*s  New  Shilling  Lib.  Edition)，  p.  p 


第 四 思潮.^ の 囘顧 「近世) 

1 近代 思想の 黎明 

近代 思潮の 源泉 II 古 學復與 II 異敎 思潮 の 復活 —— 人間 本位の 思想 —— 

新文學 の勃與 II 肉と荬 と 造形 藝術 II 各國 の繪畫 彫刻 —— ルネッ サン ス 

の 年代と その 歴史的 意義 I 『モ ンナ. ダン ナ』 

E  Thus  .what  the  wortl  Renaissance  really  means  is  new  ^WH^F  to  liberty — the  siprit  of  Iruslsul 

recovering  consciousness  and  the  power  of  self-determination,  recognlzmTO  the  beauty  OM  the 

outer ン rorl-l,  and  of  the  lJ21y  through  art,  liberating  the  reason  in  science  and  the  conscience 

in  rjligiop  restoring  culture  to  the  intelligence  and  establishing  the  principle  of  politicaJ  f  reetiom. 

—J.  A.  sy.morK.-s,  .Resiss さ ce  is  Italy  ；  the  y!;7e  of  the  Despots,  p.  22. 

文お^ 興と いふ  一一 一 H 葉の 眞の 意味 は、 a 由の 新しき 誕生で ある。 人心が C 覺 と自已 決定の 力と を 恢復 

し、 外界の 獒を 認め、 藝術 によって 肉 體の美 を 認め、 科學に 於て は 道理 を、 宗敎に 於て は 良心 を 解 

放し、 效化を ^知の 域に 復歸 せしめ、 政治 上 自由の 主義 を 確立した 事で ある。 (シ モン ダ 『伊太利 

文爇復 典 史論』)。 
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かって 肉に 飽 いた 者が 靈を 求めた のと は 正反對 に、 今や 中世の 暗い 冷たい 宗教 生活に 疲れ果てた 人 

の 心 は、 おの づ からまた 肉的 現世 的 方面に 向った、 そして 古代 希臘の 美しい文 明と 花やかな 藝 術を復 

興しよう とした。 たと ひ 政治 史の 上に 何等 急激な 破 壞ゃ變 化 は 無くと も、 思潮の 流 はおの づ から その 

行くべき 道 をた どって 暗遷默 移す るので ある。 新しい 何もの か を 求めて やまない 人心 熱烈 痛切な 耍 

求、 冒險 進取の 氣風、 そこに 近代 思潮の 源は發 したので あった。 

思潮の 一 大轉 機に 臨んで、 歐洲に は 文明 史上 最も 注目すべき 幾多の 事實が あら はれた。 先づ 西班牙 

にあった 亞剌 比亞の 文明が、 希職羅 馬の 學問 を歐 洲全體 に傳播 させた こと、 十二 世紀の 頃から は伢太 

利の I?ofogna 、英國 の 牛 维 などの 有名な 諸 大學が 起った こと、 君斯土 堡の陷 落と 共に、 そこに 居た 

フロレンス  メディチ 

東方の 學者は 遛れて 伊太利に 走り、 希臘 古典の 研究 は Florence の 市長 Medici 家の 保護の もとに 益 

签盛 となった こと、 また 各地 方の 寺院の 奥から 古文 學の斷 簡零墨 を 漁って、 考證 訓詁に つとめる 多く 

の擧 者の 出た こと、 幾 百年 間 全く 顧みられなかった ホォ マァゃ Sophocles の 詩歌、 アリス トテ レエ 

ス、 プラト オンの 哲擧 を、 當 時の 學 者が 心血 を 漉いで 研究し はじめた こと、 すべて これらの 事 實は當 

の 陸地 發見、 航海 冒險 熱の 流行、 印刷術の 發明 などと 共に、 敎課 用の 西洋史に すら 必 す詳說 されて 

ゐる富 ゆ ゑ、 私 は 今 煩 を 避けて 說明を 略す る。 

こ の 新風 潮 新 傾向が 遂に 花 々 しく 十五 世紀 の 欧羅巴に 成熟した の を 名 づけ て 文藝 復興と いひ、 すべ 


ての^ 史家 は 近代史の 第： K を そこから 數 へる。 狭義に 解 すれば ルネッサンスと いふ 言葉 は、 『新生』 

或は 『苒 生』 を 意味す るので あるから、 單 に異敎 時代 卽ち 希臘羅 馬の 學藝 復活に 過ぎない が、 實を言 

へば 中世 基督教の 因襲 や 權威を 破って、 今や 人心が 個人的に 覺醒 した こと を 意味す るので ある。 自然 

を 重んじ 自由 を 貴ぶ 異敎 思潮の 再起で ある。 天國の 幸福 を 祈願す るよりも、 人 は先づ 現在 人生の 享樂 

を 求めよう とする。 永らく 法王の^ 威の もとに 禁壓 せられた 知識の 耍求 は、 今や その 桎梏 を脫 して 學 

藝の自 .H 討究に 多年の 渴を醫 したので ある。 この 時代に 名高い かの wopler や Galileo や COP6T- 

n,^-s などの 學 物理 學 上の 大發^ は、 卽ち 批評 的實驗 科學の 精神が 獨斷的 宗教 信仰に 代った ので、 

と^が 卽ち 近代 思想の 源で あると 共に？ また 一 面に 於て、 古代 希臘の 舉藝の 復活に 他なら ない ので あ 

る。 (おもへば 現代の 科學と 宗教との 衝突、 - 知識と 信仰との 不調和が、 この 文藝 復興 期の 希臘、 王義對 

£;仃 敎 思想 Q 衝突に、 源を發 して ゐる ことに 注意せ ねばならぬ。) 顧みれば 古代の 異敎 文明 滅びて より 

殆ど 一 千年、 その 間、 半 未開の 喑黑狀 態に 葬られて ゐ た歐羅 巴に、 今や この美し い 新時代の 曙光 は 現 

はれた ので ある。 かくして 今まで は 全く 獨斷 的宗敎 の扠隸 であった 藝 術ゃ舉 問が、 近代的 精神の 心髓 

である 自由と 獨立 と を 得た の で、 南歐 伊太利 こそ 卽ち こ の 異敎忍 潮 復活の 新氣 運の 發源 地で あ つ た。 

中世の 間 は 一意 専念に 祌ゃ天 阈を のみ 祈って、 人 は 全く 自我と いふ もの を 忘れて ゐた。 それが 今や 

人 ひの 覺酲に K され、 古代 希 腿の 『なん ぢ 自ら を 知れ』 とい ふ 熊 度に 歸 つたので ある。 祌 本位の 思想 
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は 威んで 人間 本位の 思想が 之に 代った。 ちゃう ど當 時の 閣龍 等の 陸地 發昆と 同じ やうに、 つまり 今 ま 

で 忘れられて ゐた 『人』 とい ふ 者 を 新に 發 見した ので あるから、 文藝 復興 期の 思想 は、 一に また 人間 

主義 卽ち humanism の 名 を 以て 呼ばれる ので ある。 これ を 學藝の 上から 言へば、 今までの 宗敎 家が 

『^つ 知識』 divinarun-  reri  cdgnitio をのみ 重んじた に對 し、 新しい 學者は 『人間の 記錄』 ま 2. お 

hu3aniores を 研究す る ものであった。 シ モン ヅは その 大著 『伊太利 文藝 復興 史』 に、 『文藝 復興の 大 

業 は、 世界の 發 見と 人間の 發見 となりき』 "Hhe  great  achievements  of  the  Renaissance  were 

tb ひ disco^ry  of  the  AASrM  imd  ？ discovery  of  man- 一  とき 口 ひ、 また 

『文藝 復興 史は藝 術 や 科學ゃ 文學の 歴史で はない、 また 國 民の 歴史で もない。 それ は歐洲 民族のう ちに 

あら はれた 人 II 精祌の a 覺的 自由に 到達した 歴史で ある』 *  as  history  of  the  ReDailnce  is  no- 

the  history  of  arts,  or  of  sciences,  or  of  literature,  or  even  of  nations.  It  is  the  history  of  the 

attainment  of  self-conscious  freedom  by  the  human  spirit  nulniflea  in  the  European  races.- 

.127s  』<!e  of  the  Despots.  P.  3. 

基膂敎 文明に 對 する 異教 文明の 勝利、 また 靈に對 する 肉の 復活、 宗教に 對 する 藝 術の 復興であった 

この 新 m 心 潮 は、 先づ 南方 伊太利の 沃野に 派手 やかな 文藝の 花を唤 かせた。 遠く 先づ Dsltc が 『神曲』 

"Divine  Comedy  " はいふまで もな く、  Petrarca が 情熱 を こめた 小曲 や、 Boccacdo の 美しい 散 
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文の 物^に よって、 當 時の 伊太利 文舉は 千古に 誇るべき 不朽の 大作 を 得た。 この 三人 は 共に 美しい 1. 

愛 を もとにして そこに 新しい 人生の 意味 を 求めよう とした。 また 佛蘭 西の方 を昆れ ば、 Rabelais の 

モンティ ヌ  エッセィ X  コンサ アル 

諷刺お 讓も、 Montaigne の 論集 もこの 時代の 產物 である。 Ronsard 一派の 抒情詩 人が 佛蘭 西の 新し 

い！： 語 や 文舉の もと をな したの も、 同じく この 時で ある。 西班牙 文學 では、 こ の あ ひだ 日本の 文藝委 

. I  - .  セル ゲン テス  P オン キ ホォテ  カル デ U ン 

員^が^ 譯を 企てた Cervantes の 名作 " ！}(m  Quixote" を 出し、 cakkren の 名高い 戯曲 もこの 折 

に出來 た。 英吉利 文學 では 豪放 t 十 落の 天才 マァ a ォの釗 詩と なり、 SP2K.2T の 『仙女 王』 " Faen.e 

に lK.cnc" となり、 また 遂に 大沙 翁の 戯曲と なった ので ある。 

,,  ルネッサンス 

：史 にこれ を 詩文 以外、 他の 铕畫 彫刻 等に 就いて 考 へて 見ても、 文 藝復與 は^に 欧洲 近^: 藝 術の 黎明 

期であった。 十二 世紀 ごろから 後になる と、 佛蘭 西に も獨 逸に も 伊太利に も 常に^ 家 や 彫刻家が 居つ 

たが、 その 作品に は 古代 希 職の 藝 術に 見られる やうな 美と いふ ものが 無かった C むしろ 幼稚な 不完全 

な、 怪異 不可思議 ともい ふべき 作ば かりであった。 顔面に は隨分 活氣も あり 人 を 動かす やうな 表情 も 

あつたが、 からだの 方 は 全く 均齊の 美を缺 いた、 手足ば かり 無闇に 細長い、 釣合の 惡ぃ 實に變 挺な も 

のであった。 それに また 遠近法な ども 全く 無茶苦茶 であった。 (後に なって 出た 近代 浪漫派 の 爇術 は、 

却って 昔の かう いふ 奇拔な 怪異な 藝術を 喜んだ ので あるが、 それ は刖 問題 だ C) この 風 を 一新して、 

に 整った 美しい 作品 を 出し、 裸體 にした 本當の 肉の 美 を 研究す る やうに なった のが、 卽ち 文^復興 


以後の 藝術 である。 

また さきに も 述べた 如く、 中世 は 一切の 舉問藝 術 をして 宗敎 信仰に 服從 せしめた 時代で ある。 だか 

ら繪盡 なぞ も 全く 神聖な、 謂 はば 抹杏 くさい 教訓的 宗教 的 性質の ものば かりで、 美と か快樂 とかい ふ 

-.  ラファエル 

分子 は 毫も 兌ら れ なかった。 それ をー變 した ものが 卽ち當 時の 伊太利の 霱 聖 Raphael で、 力れ 力ま 

だ 二 ト五歲 の 春に ク^. icau の 宮殿に 書いた 壁 書 こそ、 實 にこの 繪書 史上に 一新 時期 を 劃した もので 

あった。 卽ち 在来の 宗教 趣味が ー變 して、 ここに 眞の藝 術 美 を 本位と した 新書 風が あら はれようと 

する 其 轉機を 代表す る 者であった。 そして 之 を眞に 自然に 歸 らしめ たもの は、 かれと 同時代の 巨匠 

co^o  d ダ a  0 が 曠世の 奇才であった。 かの ぺ イタ ァ の 『文藝 復興』 に は 下の やうに 言つ て あ 

る (原文 省略〕。 

『十 一紀の 運動 は 二重に なって ゐた、 卽ち なかば は 復古、 なかば は 所謂 『近代 精神』 の 勃興で、 それ 

-. 'ァ. ム  ァ ン ティ クイ ティ  ネ イチ ュ ァ  *  、 し 1 

に は ^め 主義と 經驗 に訴 へる ことが 伴って ゐる、 古代に 歸る ことと. ^然 に歸る こととの 二つ 力 含まれて 

ゐる、 ラフ ァ エル は 前者 を、 レオナルド は 後者 を 代表す る。』 

_— Th»  .Renaissance  fMacmiuan-s  New  shilling  Lib.  e(litlon,)p.  113. 

尹 太 利の ほか、 西班牙に は Velasquez,  Ril い era,  Murillo などが 出た。 殊に、、 エラス ケズ の窗な 

ど は 十九 世紀の 印象派に さへ 影響を及ぼして、 近頃で は 最も 持 難され る 古名 家の 一人で ある。 また 弗 
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羅ぉ 土の 方で は Rubens 一派の 名作が ある。 たと ひ 宗敎ゃ 古代 神話に 題目 を 取った 盡 であっても" W 

^而 とい ひ身體 とい ひ 全く 以前の 宗敎盡 の 風で はなく、 肉附 きのい い 血色の 美しい 白哲 紅顔の 弗羅曼 一 

人 特^の 相貌 を ゑが くの が、 此 派の 特色であった。 また 此弗 羅曼 派に 對 して、 和 蘭 派の 方に は KCS. 

brandt があった、 かれが 近代の 風景 富と 風俗 霜との 始祖で ある こと は、 今更い ふまで もなから う。 

彫刻で は 十五 世紀の なかごろに Donatello が 出た が、 次いで また Michelangelo に 至って 筋肉 竹 

格の 美 を 研究し、 その 大作に 遣憾 なく 新時代の 精神 を發 揮し、 靈肉 合一 の 思想が 生んだ 大藝術 を 完成 

したので ある。 

一 口に 文藝役 興と いっても、 必 すし も歐洲 各國に 同時に 起った 現象で はない。 從 つて 厳密に その 年 

代 を 定める こと は 出来ない が、 先づ 十四 世紀の 中葉から 十六 世紀に わたった 色々 の 新 運動の 總稱と 見 

てよ からう。 伊太利 は 最も 早く、 和 蘭 は 最も 遲れ て、 十七 世紀に この 新 精神の 勃興 を 見た。 そして 北 

歐スカ ン ディ ナ^アと 獨逸 北部と は 遂に この 運動に 與ら すして、 近頃まで 蒙 味 喑黑の 別天地に あった 

こと は 特に 注意すべき 現象で ある。 

享樂 耽美の 風潮、 靈と 肉と を 調和 せんとす る 努力、 人心の 個人主義 的 覺醒、 肉的 本能 生活の 肯定、 

獨 斷と樯 威と を排 する 批評 的 精神、 I すべて これら を 一 言に してい へば 希 職 主義の 復活が、 この 

近代 思想の 黎明期 を 最も あざやかに 色 づけた ものであった。 


(昨年の 秋、 京都の 文藝 講座で 私が 思潮 11 のこの あたり を說 いて ゐた 時、 ちゃう ど その 二 前に 大阪 

の 刺 場 近 松 座で、 藝術哝 が 演じた マァ テル リンクの 『モン ナ. * ワン ナ』 Monsl  Vanna を兑た ので、. V 

れに 就いて 下の やうな 事 を 語った。 おもへば 十 年の 昔、 まだ 私が 大學 の學 生であった ころ、 英！： の撿 

せが この^の 上場 を 禁じた のに 對 して、 常 S. あの！： の笫  一^の^ 人 や 作家が 殆ど 總 出で、 連署 をして そ 

の不 is をせ i つた 抗議の 文 を、 英國の 或 文^ ti で^た。 そして その 顷出來 てゐた 英譯を 早速 先輩から 借 

"て 譲んだ" いかにも WIS: 逍德を 無^した 點に 於て、 英國の 官憲に は 確かに shocking に 思 はれさうな 

作 だと 知った。 しかし それよりも 私の 先づ 感じた の は、 此 劇が マァ テル リンク 初期の 作の やうな 純然た 

る祌祕 いではなくて、 氣分 や^ 調よりも 寧ろ 一種の S 想 を 喑 示す る もの だとい ふ點 である。 先 づ笫ー こ 

い つ 

の 作者-〕 初期の 刺に は、 人物に せよ 事件に せよ、 ただ^ 然 たる 祌祕の 空：^ に 包まれて、 何時 どこの 話 だ 

とも K 定 しないの が 普通で あつたが、 此 『モン ナ \7 ンナ』 は、 叨、 りかに 十五 世紀 文藝 復興 期の 伊太利 

で、 フィ レン ヅヱ、 ピィ ザの 市 府の狨 である ことが 示して ある。 元來 この 劇 は、 マァ テル リンクに し 

て は あま リ 人物 事件が 明跄 であり 淤手 であるので、 これ は 俗受を 主にした 所謂 富て 氣 味の もの か、 乃至 

は 作 * の 夫人で ある 女優 ルブ ラ ン に演ら せて 引 立つ やうに、 あん な^を わざと 書いた の だと いふ 評 も あ 

るが、 私 は 必ずしも さう ぱかリ とは^ はない。 元 來マァ テル リンクに は 英文 學の 感化が 著しい が、 この 

一 W も、 英^ 近代の 大 詩人 ブラウ 一一 ング が问じ 時代の フィレ ン ツエ、 ピィ ザの 話 を材 とした 悲劇 "Lllria" 

を 舉 んだ の だと霄 はれる ほどで、 マァ テル リンクが この 一曲の 狙 ひどころ は、 仝く ルネッ サン ス 時代の 

新 精神 新氣述 を g= 示しよう としたの だと 私 は S ふ。 中世 以來 OS: 製 道 德の覊 絆を脫 して、 更に 新しい 美 

しい 生沽に 赴かう、 自由な 天地 を釗 造しょう とい ふ ^時の 時代精神 を、 愛と いふ ものに よって 描かう と 

したの が、 この 作の 屮ん ^想で はなから うか。 最後の 幕に、 ダン ナが逮 に 夫 グイド ォを 去って、 敵將で 
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あった。 フ リンチ ダ ルレ の 方へ 赴かう とすると ころ、 彼女の 言葉に 『これから 美し い^が はじまる でせ う』 

とい ふの は 何 を 示す ので あらう。 美しい^ こそ、 まさに これから 始まらう とする 近代 生活、 自由 淸 新の 

坊 地を听 示す る もので はなから うか。 今までの 1" い 々小敎 ゃ道德 を 離れて 了って、 眞 に 解放され た 花やか 

な 新人 生が ここから 始まる とい ふ^ 味で はなから うか。 私 は 近 松 座の 觀制 によって、 よほど 以前に 讀ん 

だ此 名作の 記^が 新に された の を 幸 ひ、 ルネッサンスの 條に 近代 思^の 黎明 を說 くに？ おって、 敢 へて 此 

1 節の 無駄話 を 加へ た)。 

二 近世 史の 波瀾 

mi& 上 の 波瀾 II 1 1 大 思潮 の 混？ S 時代 II 十 七 八 世紀の W 恕界、 (第 1 ) 

宗 纹 改革 II (第 二) 主知的 倾向 II ^熱の 反動 —— 知 識^ 能 主義 II ペイ 

n ン、 デ カル 卜の 哲^ —— 啓蒙運動 II 裕俗 主義 II , 第 三) 十 ：！ 典 主義の 文 

^ —— 古 典の 研究と その^ 拜 —— 藓術 上の 法 則 II 文 字の 彫琢—  — 佛？ 3 西 

^易 十四 世 王朝の 文^ I- 英國の 古典 淤文學 —— 形式 模 做と 似而非 古典 主 

義 

力 ン 卜の 哲^ —— ル ソ ォ の思恕 d 浪设 主義 —— 自然 淤 時代 —— 近^史 上 

甚伢敎 思潮と 異敎 思潮と の 混合と そ の 消長 —— 一 一 十 世紀 現代 の 思潮 —— 基 

督敎 思想の 受けた る 二 つ の打擎 II (參考 ) 二 大勢 力の 銜突 I 懷疑^ 恕封 

祌^ 思& 


一 66 


The  Renaiscencc  is,  in  15rt,  ； i  return  t§.;lras  the  -l-agan  frit  a  return  tovsras  the  life 

of  the  senses  ami  the  Una2.ln-ling.  The  KcfornuiHon,  on  the  ether  haml,  is  the  very  opposite 

to  this;  in  Luther  tls.0  is  nothing  Greek  or  llan ;  vehemently  as  he  attacked  the  allcraticn 

a  St.  FK5cis,  Luther  kul llinsclf  something  of  St.  Fnscis  in  Em  ；  he  f  a  tiKrnsaml  times 

sore 巳 du  to  St.  Francis  than  to  Theocritus  cr  to  Voltaim  The  Reformation  was  a  reaction  oi- 

the  moral  and  spiritual  sense  against  the  carnal  and  pagan  sense. 

.—Matthew  ArnoW,  Essays  is  cvi~icM§,  VL 

文^ 興よ 一部分 は^^の 精 祌に歸 る こと、 また 官能と 智禁 との 生活に 歸る ことなり。 然るに. ぉ敎 改革 

よ 之と 正反對 にして、 ルゥ テルに は 何等 異敎 希臘の 分子な し、 かれは 激烈に 聖 フランシス 尊信 を 攻擎し 

たし ども、 ルゥ テル かれ a ら^ フランシスの 分子 を 有したり しな リ。 かれは シォ タリ タス や. ヲルテ エル 

に^たる よりも、 ^かによ く 聖 フランシスに 似た リき。 宗敎 改革 こそ は赏に 肉的 異敎 思想に 對 する^ 祌 

的 思 恕の反 M なリ き。 (ァ ァノ ルド 『批評 論^』 のうち 『與敎 及び 中世の 宗教心』) 

すべての 生命の 流 は 波動で あり 曲折で ある。 一高 一 低、 一張一弛、 或は 右し 或は 左して その 進轉の 

徑跻 にさき.^ な 波狀を ゑが いて 進んで 行く。 かの 人文 發逹の あと 或は 思潮 變遷 の^^ に、 古き を 繰 

返す と昆 ゆる は實は 新しき 創造であって、 波瀾 曲折 は卽ち この 變化 流轉に 際して 生す る 現象で ある。 

古代の^ やかな 希臘 文明が 羅 馬に 傅 はって、 遂に その 帝政の 末年に 廢れ、 之に 代った 基督 敎 思想 は 宗 

敎信 偉大なる 力に よって、 約 一千 年 II 中世の 峤黑 時代 を 通じてよ く 人心 を 統一し 支配し^ た。 そ 
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の 流が 遂に また 一 大轉機 に 到達して ここに 文藝 復與 となった。 さすが は 近世 史の 出發點 である 

だけに、 この 大波のう ねり は 驚くべき ものであった。 それ は 最早 單 なる 古代 思想の 復活で はなく し 

て、 それよりも 遙 かに 複雜 なる^ 亂し 紛糾した 新 現象 を 生す るに 至った。 

これまで 私 は 希^ 思想と 茈^: 敎 思想との 举 或は 對立 によって、 ともかく 思潮の 大勢 だけ は 說く事 を 

^たが、 すでに 文 藝復與 によって 近代 思想 の^が 開かれた 今と なって は、 最早 さう 簡單な 說明を 許さ 

ない 冬く の が 新しく 生じた。 卽ち 十七 八 世紀から 十九 世紀に かけて は、 これ を 希 職 思想と 希伯來 

思想との 浞淆 時代と^、  二 湖 交流の 複雜 時代と 名 づける のが 至當 であらう と 思 はれる。 (そして 十九 

世紀の 末 ごろから、 二十世紀の はじめに かけての 所 li 『現代』 と 呼ばれる 時代 こそ、 頓に また 希臘思 

^ーレ^對^ 越の 地位 を 占む るに 至った 時期 だ、 と 見る のが 私の 論のお 給で ある)。 ここに は先づ 十七 

八^ 紀を 一 絡に して、 その 思潮の.^ 勢 を假に 三つに 分けて 說く としょう。 

め 一は、 Luther によって 起された KK 示敎 改革の 思想 史上の 意義 W 

文 ^_n_M ハ によって 爲 先に 打撃 をう けた もの は、 言 ふまで もな く羅馬 敎會 であった。 卽ち 一方に 於て 

古典 研究の 結 * は、 今まで 祌聖 であり 絡對 であると 認められた 羅 馬敎會 の^ 相 を^ 露し 他ぶ に 於て 

は、 新しい 人心の 覺醒が 生み出した 自. S 主義 個人 主蕤の 思想が、 敎 樅に 反抗して 之 モ破壞 しょうと し 

で。 か 0^ おに 次いで 基^ 敎國の 人々 に^く^ まれた、 十. A 世紀の Thosas  A  Mslpis のお^ 『基 
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督の 模倣』 ： Ils.tatio  Christi  " の 如き は、 卽ち 最もよ く當時 新人の 胸に 兆して ゐた 宗教心 を 示し 

たもので、 敎命 僧侶の 干涉を 離れて 直接に 基 杼の敎 を 仰ぎ、 聖喾 の說 くと ころに よって^に 髙く 美し 

い 信仰の 彼岸に 達しよう、 とい ふの がその 中心思想であった。 この 點に 於て は 宗教改革 は、 文 藝復果 

の 一 面た る自 山の 精祌、 また 敎權 破壞 主義の 當然の 結 栗であった。 

しかし また 他の 點 から 言 ふと、 宗敎 改革 は文藝 復興の 風潮に 對 する 反動の 現象 だと も 見られる。 卽 

ち當^ 希臘 思想 復活の 結果、 あ、 まりに 本能 的 肉的 現世 主義が 盛に なり、 敗德亂 倫の 風が 一世に 瀰漫し 

たのに 對し、 道心 堅固な 宗敎 信仰 を 以て 之 を 抑制しょう としたの も、 確かに また 宗教改革の 一面に 外 

ならなかった。 たと へば かの 英國に 於け る淸敎 徒の 運動の 如き は、 その 最も 著しき 一例であった。 文 

藝復舆 の 現世 主義の 餘波 をう けて、 肉の 歡樂 に沈湎 して 動もすれば 驕慢 放肆な らんと する 一 代の 倾向 

に 反抗し、 殊に 王侯の 暴虐に 向って 最も 烈しい 痛搫を 加へ たのが、 卽 ち淸敎 徒であった。 さきに 沙翁 

の處 女王 朝 以來發 達して 來た英 國の釗 場 は、 遂に これら 敎徒 のために 敗德の 源泉 を 以て 目せられ、 一 

時 は 全く 閉鎖せられ るの 運命に すらた ちいた つた。 さきに ； たび 解放され た 肉的 藝術的 生活が、 更に 

tV の 反動と して かくまで も 酷い 壓迫 をう はるに 至った こと は、 文藝 史上 最も 注目すべき 現象で あ つ 

た。 

第二に は、 文 藝復與 期の 新 精神た る希臘 思潮の 顯 著な 一方 面であった 主知的 傾向が、 特に それの み 
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擴大 されて 十七 A 世紀 思想界の 中心 勢力と なった 事で ある。 

逍^ 先生 を 尻目に かけ、 正義 人 近の ごとき を 言 ふに 足らす と 喝破し 去って、 ひたすら 國 家と 君權の 

离 能を說 き、 榄謀術 數を敎 へた MachiavelH の 『帝王 論』 (英譯 " The  Prince" 一  五三 二 年) は 

確かに 一代の 快 著であった。 はるかに 後に 出た 一一 イチ H の 絶叫と 相呼應 して、 希 職 思潮の 一面た る 現 

世 主義の 美的生活 論 を 最も 極端に 最も 痛快に 叫んだ もの、 これが また やがて 文 藝復與 期の 歐洲 人心の 

傾向であった。 殘忍 横暴 を 極めて 貪婪 飽くを 知らなかった 者 は、 獨、 王侯の みで はない。 肉 慾に 耽溺 

■< -ノ 

して 一切 を 忘れ、 あらゆる 悪 德を 犯しても 自我の 滿足を 得ようと する 風潮 は 一世 を蔽 うた。 そして か 

ういう 現世 主義に 反抗して、 そこに^に 敬虔な 崇高な 宗敎 信念 を鈹 吹しょう としたの が、 卽ち 宗敎改 

革の 一面であった こと は旣に 上に 述べた。 しかし 人心 動搖の 時代の^と して、 もの は 忽ち 極端から 極 

端へ と 走って 行く、 卽ち この 宗教改革 はまた 一種の 狂 熱 の 傾向 を 生み出して、 遂に は 中世の 禁愁 

主義 を またも 一度 繰 返す ことかと 怪しまれ るに 至った。 かの 十七 世紀 前半の 歐洲を 全く 戰 塵の 巷に 化 

した  一 ^の宗 敎戰爭 たる 三十 年 戰爭の 如き、 耍 する にこの 狂 熱 的 傾向が 生み出した る 慘釗に 他なら な 

かった。 靈を 忘れて 肉に 行かう とする 者と、 肉 を 忘れて 篛に 行かう とする 者と、 ひとしく 共に 聰明な 

る 取 知の 支配 を 失って 極端 は 極端と 相戰 つたので ある。 

猛烈なる 自我、 王義者 と 極度の 宗 敎逍德 と、 兩方 ともに 久しから すして その 熱 は 冷めた。 熱が 冷 
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めた と き靜か に 自己 を 振り返 つて a て、 そこで 氣附く の は冷靜 にして 聰明なる 理性と 智力の 難 有 味で 

ある。 十七 八 世紀 思想界の 主知的 唯理 的 の 傾向 は、 卽 ちかくの 如き 人心の 要求 あつたれば こ 

そ 生れた ので ある。 

この 傾向 はー轉 して 直ちに、 さきの 文 藝筏輿 期の 容觀 的、 自然 科擧 的、 實驗的 精神と 相 結び、 また 

かの 一 切の 權威 を排 せんとす る 知識 萬 能 主義 (Baccn の 所 , 『知識 は 力なり』 I15a  scienlia  potestas 

Cst,lwa8n,  Mcdilationes  sacvs と 相 合した。 かの 近世 哲學の 一 一大 源流と も 云 ふべき もの、 一 は英 

吉利 のべ イコンに 發 したる 經驗 論で、 これ は 一切の 偶像 idola を破壞 して、 飽くまで も事實 に徵し 

寳 驗に徵 して 進まう とい ふ 歸納的 研究の 態度、 他の 一 つ は佛蘭 西の Descartes に發 したる 唯 理哲擧 

で、 これ はかの 名高い 『我 は考 ふ、 故に 我は存 す』 Cogito  ergo  sum とい ふ 言葉に ある 通り、 先づ 

一切 を 疑 ふとい ふ 懐疑 的 態度 を 以て、 すべての 正確なる 知識の 基な りと した 說 である。 近代の 自然 科 

舉の 精神 は、 全く この 英郎の 組織的 哲學を 源と して 發 してね る。 更に また 之 を 推し 進めて 考へ ると、 

十八 世紀 英佛獨 の 思想界 を 代表す る 所謂 啓蒙思潮と いふ もの も、 全く この 主知的 傾向から 生れた こと 

は、 理の 極めて 睹 易き ところで あらう。 

啓蒙運動 卽ち Enlightenment は、 一 に また 智力の 解放 ひョ andpation  intellectuelle を 以て 呼ば 

れる。 傳來 の偏昆 迷妄 を 打破して 人智 を啓發 しょう、 とい ふの が 本来の 主旨であった。 文藝 復興より 
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このかた 發逹 して 來た 自然科^と、 义 それに 關聯 して 起った 哲擧 宗敎道 德に關 する 研究、 殊にべ ィコ 

ン の經驗 論な ど を平县 通俗に 說 いて、 之に よって 一般 文化の、 進歩に 貢獻 しょうと つとめた の だ。 そ 

の 特色が 唯理 的で ありまた 理知 萬 能であった こと は 今更い ふまで もない。 

さて かう いふ 唯理的 主知的 傾向 は、 一 般の 思想 上に 於て 狂 熱 を 忌み 感情の 奔放 を 避けよう とする 結 

果、 何事に も逍现 が 命す る 中^の 道 を 行かう とする。 從っ てまた 如何なる 場合に 於ても 冷靜な 常識 や 

分^ を 離れまい とする、 循俗主 筏 を 生す るに 至った。 熱烈と か 矯激と かいふ 霄 葉で 形容され る やう 

な ； 切 想行爲 を非認 して、 ひたすら 法則 を 遵奉し 惯 習と 先例に 逮は ざらん とする 倾向を 生じた。 

これ は 人々 の ^志 や 感^ を 尊重す る 個人主義 の 思想と、 全く 正反對 の 行き方で ある こ と を 注意 せねば 

ならぬ。 

竹屮 二の 問題 は、 上來 述べた やうな 思想界の 主知的 倾 向が、 十七 八 世紀の 文藝上 に^して 如何なる 傾 

クラシシズム 

向 を 生じた かで ある。 この 問に 對 して は、 極めて 概括 的で は あるが 先^ 古典主義の 文藝 だと 答へ て不 

都合 はない。 

古典主義の 文舉 は、 平たく 言へば 现に 落ちた- ズ學 である。 感情の 埶ー烈 もなければ、 想像の 奔放 を も 

許さない 冷やかな 理知の 文舉 である。 徒らに 機^の 鋭き を 誇って 文字の 彫琢に 耽り、 i 早に 美 跻駿句 を 

聯 ぬるの ほか 餘念 なきもの である。 或 者 は 詩の 形 を 借りて 實は 枯淡の 现を談 じ、 或 者 はまた 之て 以て 
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諷刺 嘲謔の 利器と なすに 過ぎない。 一言に して 言へば、 眞の 詩情に 乏しい 理窟つ ぼい 散文的な 文擧を 

言 ふので ある。 

さきの 文 藝復與 期の 古典 學者 は、 心血 を灑 いで 希臘羅 馬の 詩文 を 研究した。 そして その 結 菜 は 古文 

學を 尊崇 敬慕す るの 餘り、 その 典型に 據っ たもので なければ 眞 の文舉 ではない と考 へる に 至った。 內 

容と 形式の 調和、 その 統一、 完美、 莊嚴、 均齊 はすべ ての 藝 術が 模範と して 仰ぐべき 唯一 最上の もの 

で、 そこに は藝術 上の 法則 artistic  canons も 見出さ るれば、 また 絕對美 beauty  absolue の 標準 も 

ある。 この 法則、 この 標準 を 守って 毫も 亂るる 事な きもの こそ、 眞に 優秀なる 藝術 品で あると 彼等 は 

考 へた。 この 點に 於て 古典主義 は、 藝術 上に あら はれた る敎 權主蕤 であり、 また 循俗 主義で ある。 

一 歩を轉 すれば、 毫も 潑淛 たる 生氣を 有せざる 月並の 文 舉に墮 する ほか 無き ものである。 

古典主義が 奉す る藝術 上の 法則の 一 例 を 言へば、 劇に 於け る 三 一 致 Three  Unities の說の 如き そ 

の 最も 著しき ものである。 卽ち昔 § アリス トテレ H ス の說 いた 所では 一 篇の悲 釗は必 す 同 一 の 事件と 

場所と 時日と で 成立たねば ならぬ。 卽ち希 職の 古 劇で は、 その 舞臺 となる 場所 は 終始 皆 同じ 處 であ 

り、 劇中の すべ て 3^ 件 は 同 一 日間の 出來 事で あり、 その 釗 中の 色々 の 事件 も 主な 一 つの 筋に 1L 係の 

無い もの を 入れて はならぬ、 とい ふこと にな 豸てゐ る。 かう いふ 八 釜し い 規則 を 守った ことが、 卽ち 

古 典 劇の 特色で ある。 かの 浪漫的な 沙翁剌 など は 全然 この 三つの ； 致 を 無視した もので (『あらし』 


"T2npcst" の やうな 除外例 は あるが)、 從 つて 十七 八 世紀の 古典派から は、 粗笨 破格の 戯曲と して 

三文の 價値 もない やうに 一 百 はれた ので ある。 (序にい ふが、 近代の イブセン 劇で この 三 1 致を嚴 守し 

た 例が あるが、 それ は 勿論 法則 遵奉の 精神から 來 たので はない ので、 あれ は 全く イブセンが 作劇 上の 

露の IS 際 的 必要が 然 らしめ たので ある。) 

また 當 時の 古典派 文學が 如何に 文字の 末に 胬 心した かの 一例と して は、 十八 世紀 文舉の 一 特色で あ 

る 婉曲 語法 Periphrasis のこと を擧げ よう。 卽ち當 時の 文人 は 貴族的で あり 技巧的であって、 何で 

も 自然の 情 を露伃 にあり の 儘に 言 ひ 表 はすこと を 下品 だと 思った。 直截に 言 ふこと を 避けて、 わざ わ 

ざ 古代の 文舉を 模倣した 廻りく どい 修飾語 法 を 用 ねようと した。 夕日と いへば 濟 むの を reddening 

Phoebus といって 見たり、 魚 を scaly  tribe だの、 鳥 を plumy  form だのと いったの は、 ちゃう ど 

以前の 日本の 和歌 ゃ漭 詩な どに あった 月並な 一 百 ひ 廻 はしと、 全く 同じ やりかたであった。 

さて かう いふ 倾， M の文擧 は、 當時歐 洲文擧 の 中心 勢力であった 佛蘭 西に よって 代表 せられる。 かの 

光 t ^爛たる 路^ や 四 世 王朝の 佛蘭 西文學 に、 評壞 の權 威と して 仰がれ、 殆ど 藝 術の 法則 を 示す 立法 

者の やうに 货 ばれた Boilcau こそ、 皆に 古典主義の 文學の 指導者であった。 殊に かれが 羅 馬の 古詩 

人 ffioratius を 模倣して 作った 『詩論』 パ L-Art  Pc6tiq-e  " ( 一  六 七 四 年) は、 詩の 技巧と 形式と を 

說 いた 一代の 名著で、 整齊の 美と 明晰の 美の 重ん すべき を敎 へた その 詩說 は、 實に當 代の 騷人 をして 
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向 ふところ を 知らし めた ものである。 なほこの 路易 王朝 盛期の 劇詩 入と して Racine-  Conicillc, 

Molitre 等の 大名 は、 今 さら 私が ここに 擧げ るまで も 無から う。 

ドラ イデ ン 

また 之 を 英吉利で あると、 古典派の 詩歌 を 代表す る もの は 十七 世紀に 於て eryden であり， 十八 

ボォプ 

世紀に 於て Pope である。 二者と もに その 詩 村と すると ころ は、 當 時事 實の諷 ^か 或は 敎^ か、 然 

ら ざれば 律語 を 用ゐる 談理の 類であって、 毫も 感情と 想像の 分子 を 交へ ざる 乾燥無味の も ので あつ 

た。 ただ 詩の 形式美、 文字の 彫琉 とい ふ點に 於て は、 殆ど 英吉利 文擧の 古今 を 通じて この 時代の 詩 

歌に 優る ものな しと 云って 差 支ない。 殊に 英吉利 の 古 典 派 詩 人 が^ら 用 ゐた五 脚 對聯の 英雄 體 1S.C1.C 

couplet とい ふ 詩 律 は、 この ドライデンと ボォプ との 作に よって 眞に 美の 極致 を盡 くした ので ある。 

ここに 一 つ 注意すべき 點は、 この 十七 八 世紀に 於け る尙 古の 風潮 は、 眞 に希臌 古典の 精 祌を傳 へた 

もので は 無くして、 寧ろ それから 流れ出た る 羅馬文 舉卽ち 羅甸の 詩文 を、 それも^ に學ん だので はな 

くて 單に 形骸 を 校 倣した ので ある。 だから 此の 風潮 を庹の 古典主義と 云 はすして、 却って 似而非 古典 

主義 1 お eudo-Qassicisnl の 名 を 以て 呼ぶ ので ある。 元 來希臘 思潮の 著しき 特色 は、 物質と 精神と、 

肉と 靈と、 或は また 理性と 感情と、 外形と 內容 と、 これらの ものの 間に 毫も 不調和 を 見る ことなく、 

總 てが 渾然たる 一致 をな して ゐ ると いふ 點 にある。 それが 羅 馬の 文擧と なると、 旣に希 臘 を舉ん でか 

ら出來 たもの だけに、 そこにもう いくらかの 不調和が 現 はれて ゐる。 それ を、 また 後の 古典派 は 直接 
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にん へ 行かす、 主として 羅馬を 模倣した ので あるから、 遂に 古典の 神を沒 却す る やうな ことに 

なった ので ある。 おも ふに 希臘、 殊に 雅典 盛期の 藝 術の 贵 ぶべき ほ、 うちに 燃 ゆる やうな 情熱 を 包ん 

で 而も 亂れ す騷 がざる 莊^ 沈靜の 美に あった。 理想に あこがれ 感情に 醉 うて、 なほ 之 を 抑 ふる 冷やか 

た^ 知の 力 を 失 はす、 從 つて 內容と 外形の 美と が 完全な 一致 を 得て ゐた點 にある。 そして この 一致 調 

和 ^また 極めて 自然に 無意識に、 少しも 斧鑿の 痕を とどめす して 成し遂げられた 點に 特色が ある。 十 

七 八 世紀の 文藝 は、 耀. 党 その 半面 を 舉んで 朱 だ 到らざる ものに 過ぎなかった。 徒らに 形式 を擧 んで眞 

意 を 逸し、 その^ 果は熱 もな く 情 もな い 理 に 落ちた 詩文 を 生じた ので ある。 

以上の 大勢に 反抗して 起った ものが、 浪漫主義で ある。 

十八^ 紀 末から 十 火 世紀の 初に かけて、 古典主義が 浪漫主義 となり、 それが 更に 自然 主篛 となって 

干 八..：： 七十^ 前後の 科舉萬 能の 時期 を 割し、 次いで 前世紀 末から は、 ^に 反 自然 主篛の 風潮が 之に 代 

つたので ある。 この 最近 百餘ザ 間に 於け る文藝 思潮の 變遷に 就いては、 さきに 私が 『近代 文舉 十講』 

の 方で 稍 詳しく 論じた 事で あるから、 ここで は 一 切の 說明を 省略して 單に 綱目と 要點 だけ ケ舉げ る こ 

とに した。 

さて かの 啓^ 遝動も 漸く その 本來の 面目 を 失って、 遂に は 一種の 權 威 を 以て 社會に 臨む が 如き 傾 


向 を 生す るに 至った ので、 この 方面に 於て それに 反抗して 起った のが、 卽ち 批評 的 精神 を^て 根柢と 

した Kai 一 t の 哲學 であった。 しかし 之に 次いで 文藝の 方から 見て 最も 大切で あつの は、 啓蒙運動の 主 

知的 人工的 傾向に 反對 して、 自然の 儘なる 感情 生活 を 重し とした Rousseau の說 であった。 かれが 十 

七 八^ 紀の冷 索なる 循俗 主義、 形式主義に 對し、 おも ひ 切って 『自然に 歸れ』 と 叫んだ 聲 こそ、 Is 

に 近代 浪漫主義 の曉 鐘で あつたの だ。 過去 幾千 年 の 問 人類が 迪 つ て 来た 文化 發逹 の 徑路を 振り 返 つ て 

見る とき、 人 は 果して 今まで 眞に蹈 むべき 道を蹈 んで來 たので あらう か。 在-米の 因襲 や 法則 を 打ち破 

り、 も ー度敢 初から 新しく 出直して 本當の fresh な 人生 を 生きるべき ではなから うか、 とかう 思 ひ 

かへ したと き、 そこに 近代 思想の 顯著な 一方 面と もい ふべき-原始 生活 追慕の こころが、 先づ ルソォ 

に 起った ので ある。 これ は獨 n 浪漫派ば かりで なく 後の 自然 派に 至って 更に 一 段の 力 を 加へ、 今に 及 

ん でな ほ藝術 思潮の 根本 をな して ゐる 所の 自由主義、 偶像 破壞、 民主的 精神， 自我 解放 思想の 源 

である。 

浪漫派の 文藝 は、 極端なる 主觀的 性質の ものであった。 冷やかな 理知 や 形式 を排 して、 熱烈の 感情 

と 奔放の 空想 を 貴んだ 抒情 主義の 文藝 である。 從 つて 在來 ありふれた 題目 を 避け、 珍奇 怪異な 變りも 

の を 村 料と し、 烈しい 悲哀、 不可思議、 恐怖、 戰慄、 憧憬、 すべて さう いふ ものにば かり 目 を 着けた 

のが 此 派の 特色で ある。 その 結果、 地上 現在の 生活に 極めて 疎い 非現實 的な 超自然の 藝術 となって 了 
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つたの はお 然の 勢で ある (本 仝 集 第 一 卷 『近代文^ 十講』 笫 五講笫 一 節參 照)。 

さて この 浪没 派が その 極 盛期 を 過ぎて 稍 老いん とする 前世紀の 中 ごろ、 之に 代って 猛然と して 現 は 

リアリズム ム ェビ リア リ 

,! つ 能の 思想 は 忽ち 全歐を 風靡して、 玆に 自然 派の 全盛時代 を劍 した。 現實 主義、 實驗主 

ズムォ T- ぜク ティ ヸズ ムス ケダ 7 イシ ズな マ テ^-リアリズム 

0,  $4  物 iir すべて これらの：： N 椠が當 時に 於け る藝術 思潮の 糨 々な 方 而を代 

表する ものであった こと は、 旣に讀 者の 熟知 せらる る 所で ある、 (本 * 第 第一 卷 『近代 文學 十講』 第三 講锒四 

節、 第二 節 以下、 第 六講、 笫 七講參 照)。 

ここまで 論じて 來て、 さて 私 は 本論の 最初からの 立場で ある 基督 敎 思潮と 異敎 思潮との 對 立と いふ 

點 に立歸 つて、 ー應考 へな ほして 昆 たい。 卽ち さきに も 一度 述べた やうに、 文藝 復興 以後す ベての 近 

クラシシズム 

忡 ^湖 は、 全く 古代の 異教 思想と 中世の 基督 思想との 會流 交錯に 他なら ない が、 かの 古典主義 以後 自 

然 、に^に 至る までの 約 二 世紀 間の 藝術 も、 無論 この ニ大 思潮の 混淆から 生れた ので ある こと を、 特に 

强 めて ここ に^ 返し て おく 必要が ある。 

十六^ 紀 d 文^お 興 期 は、 いままで 中世の 基督教に 抑壓 されて ゐた 異教 忍 潮の 復活であって、 それ 

以後の 所謂 廣ぃ 意味の 近代 ^想 は、 要するに 皆文藝 復興 期の 精神の 镟績で あ ると 昆る のが 苦 通の 說 

だ。 しかし また 仔細に^ 察して 見る と、 その 間に は 非常に 複雑な 混 滑 も あれば、 また 起伏 消長の^ 史 

も 繰 返されて ゐる。 先づ かの 宗教改革 は、 自由 革新の 運動であった 點に 於て は 異教 的で あるが、 他の 
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一面から 見れば、 文藝 復興 期の 異敎 思想が あまりに 肉的 本能 的なる に對 して、 籙的 基督 敎 生活 を 鼓吹 

する ものであった。 それから あの 頃 新しく 英吉利 ゃ佛蘭 西に 出た 哲學 は、 その 實驗 科學 的なる 點に於 

て異敎 的で あつたが、 それ も 後に 至って 漸く 樯威を 以て 社會に 臨む に 至って は、 また 著しく 中世 敎の 

臭味 を帶 びた ので ある • だから それに 次いで 出た 啓蒙運動 は、 信仰 ゃ權 烕を排 して 希 職 思想の 知識 本 

位の 自由 精神 を鈹 吹した ので ある。 また かの 十八 世紀の 古典主義 は、 その 名の 示す 如く 專ら希 臘羅馬 

の 文藝を 模倣す る もので あつたが、 それと 同時に 徒らに 模倣 を 事と して 因襲 を 貴び、 欉 威に 盲從 する 

の點 からい へば、 その 半面 は 明らかに 中世 思想の 分子 を 代表して ゐる。 さて かう いふ 風潮に 反抗して 

起った カントの 哲擧 は、 その 批評 的 自由の 精神に 於て 無論 異教 思潮の 分子 を 有って ゐた。 ところが、 

それに 次いで 出た ものが 卽ち 十九 世紀 劈頭の 浪漫主義で あるから、 これ はもつ と 烈しい 自由 思想 個人 

主義 を鈹 吹した 點に 於て、 言 ふまで もな く異敎 的で ある。 しかし ここに 注意すべき こと は、 classic 

とい ふ 言葉が 古代 異教の 文化 を 意味す る 如くに、 romantic とい ふ 言葉 は その 語源から 毘て も、 中世 

の 基督 敎 時代 を 意味す る もの である。 卽ち 浪漫主義の 一 面に は 熱烈なる 中世 思慕の 精神、 卽ち Me- 

aiaevaliss とい ふ ものが あって その 根牴 をな して ゐ たので ある。 浪漫主義 のうちに は、 だから 異敎 

分子と 共に この 中世の 基将敎 分子が 相 混合して ゐる狀 態であった。 

次いで 出た 自然主義 は 固より この 浪漫主義の 緞 綾であった が、 その 特色 は桢 端なる 唯 物的 機械的 人 
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生觀 にあった。 だから その 實驗科 學萬能 主義の 當 然の歸 結と して、 先づ 神と いふ 超自然的な 空疎な 觀 

令 ：- を 叩き 壞 してし まった。 さきの 浪漫派で は、 その 開祖の ルソォ の やうな 猛烈な 論客で さへ、 まだ 神 

とい ふ 思想 だけ は棄 てす に、 その 著書の 隨處に 信仰の こと は說 かれて ゐた。 さう いふ もの を 全然 破壞 

し 去って 地上 眼前の 現實 生活の み を 重し とし、 ひたすら それにの み 執着しょう とする 傾向、 卽 ち希獵 

思想の 最も 顯 著な 一面 を あら はした のが、 自然主義で あつたの だ。 卽ち この 天國を 否定し 神 を破壞 す 

る S3 想 こそ、 實に 近代史の 上に 於て 基督 敎 思潮が 受けた る 最大 打擊 であった。 

さう だ、 いかにも 今にして おもへば、 自然主義の 功過 は 全く その 破壞的 方面に あつたの だ。 浪漫派 

時 ャの{ 仝漠 たる、 夢の やうな 理想 を排 し、 徒らに 天國 にあ こがれた る 者 をめ ざまして、 最近の 肉的 異 

敎的 現世 主義の ために 道 を 開いた だけが 自然主義の 手柄で、 その 根柢た る 唯 物觀に 至って は、 到底 行 

き 詰った 悲ぉ の& を帶 びた る 消極的の ものに 過ぎなかった。 その 唯 物觀が やがて 廢れて 最近に 於け る 

樂天的 新 理想主義 となった ので、 ここに 眞の 積極的 建設的の 努力 時代が 現 はれた。 露 肉 合一の 異敎思 

潮が 全勝 を 得た のが、 卽ち 最近の 傾向で あ ると 私 は 信じ てね る • 

囘顧 すれば かの 十七 八 世紀の 啓蒙運動 や 古典主義より、 權 威服 從 因襲 模倣の 傾向 を 除き 去って、 そ 

の 5-:^ 现 in 本位の 傾向 を 採り、 浪漫主義より は その 空想的 方面、 特に 中世 思慕の 態度 を 削り 去って、 

自由なる W 人 主^の 思想 をのみ 傳へ、 次い で 起った 自然主義から は その 現 莨 主義の み を 採って 決定 


的 唯 物 觀を棄 て、 かくの 如くに して 出來 たもの が卽ち 一 、一十 世紀 現代の 異敎^ 想 で^ると 思 ふ。 古典 主 

義、 浪漫主義、 自然主義、 すべて さう いふ ものの 有して ゐた 長所と もい ふべき 希躐 思想の 分子 だけ を 

傅へ て、 文 藝復與 期 以後 ここに はじめて 二十世紀の 劈頭に、 めざましき 異教 思潮 勝利の 時代が 出現し 

たので あると 私 はお も ふ。 

歐洲 古来の 基督教 思想の 勢力 をして、 近世に 至って 著しく 弱から しめた ものが 二つ ある。 一は 獨逸 

の大 思想家 大 詩人 ゲ H テに よって ひろめられた 異敎 主義、 他 は 十九 世紀の 中頃、 科舉が 全盛 を 極めた 

ころの 自然主義であった。 前者に よって 美と 藝術 とが 人生の 福音と して 說 かれ、 後者に よって 物質的 

機械的 人生 觀が 唯一 の眞理 として 說 かれた こと は、 たしかに 基督教に とって は 大打擊 であった。 たと 

へ ばかの 一一 イチ H の 反 基督 說の 如き も、 昆 かたに よって は 全く この 異教 主義と 自然主義との 二つの 流 

れ から 出た もの だと も考 へられる。 かう して 基督 敎が 近代に 至って 漸く 1- お 勢 を 示し、 本来の 面目 を 失 

ふに 至った とい ふ 現象 は、 西洋 基督 敎國 の^者に より は、 却って 吾々 異邦人に して 彼方の 思想 ゃ文藝 

きはだ 

を 研究す る 者の 目に、 それが ー脬 際立って 見える ので ある。 私は必 すし も 現代の 基督教が、 中世 修道 

院の それや 或は 淸敎 徒の 信仰の やうで ない こと をのみ いふので はない。 また それが 澎湃 たる 異敎 思潮 

の 勢力の 前に 屈服して、 色々 の 名の 下に 著しく 異敎 化せん としつつ ある 現象 を 指す ので もない。 今日 

虡 に文藝 思潮 の 板 本 を 動かして ゐる活 きたる 力と して、 S ^敎の 信仰 —— 特 に その 蹈的權 ^が 驚く ベ 
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く 微弱で ある こと を、 私 は 誰が 何と 强 辯しても、 否定すべからざる 事實 だと 信す るので ある。 かの 

Maeterlinck の 祌祕^ 想 C- 如きが、 殆ど 基^教 的 色彩 ゃ- 帶 びす、 所謂 『無 神の 宿命論』 un  fatali- 

snie  sans  Dk.u だと 呼ばれた とい ふやうな 事資 は、 單に此 趨勢の 一 端 を 語る ものに 過ぎない。 殊に 最 

近 一 部の 文 藝に現 はれて ゐる葡 敎 復 活 の 現象の 如き、 歐洲の 批評家に してな ほ且 これ を 目して、 

異教 化された る 基 1^ 敎 であると 喝破して ゐる ではない か。 

(參 y) 

おも ふに 二つの 勢力が 衝突し 爭鬪 すると ころに 人生の 悲釗は 生す るので、 この 悲劇が あれば こそ 思 

想 界には 進歩 も あり 展開 も あるので ある。 若し 常に 一 つの 力の みが 優越の 地位に 在って 動かな けれ 

ば、 人 の^ あは まことに 太平 無事で は あるが、 驚くべく 單 調な 同定 沈滞の 喜釗に 終って 了 ふので あ 

らう。 そこで 個人の 生活の 上に 肉と 薆と、 理想と 現實 と、 感情と 理性との 分裂が あり 衝突が ある やう 

に、 欧羅巴の 思想 史には 常に 唯心論と 唯物論と、 羅甸 民族の 傾向と 獨逸 民族の 傾向と、 古典主義と 浪 

漫 主義と、 これら 二つの ものの 對 立が、 人文 進化の^ 史を つくって 來 たので ある (本書の 序論 參照) • 

ところが 私 は设初 この 論文の 出發點 を、 異敎 思潮 對 基督 敎 思潮の 抗爭に 置いて、 現代 を 以て 異敎 思潮 

豚 利の 時代、 新異敎 主義 Ncc-paganisnl の 世界 だとす る 結論に 到達しょう とい ふので ある。 が、 ま 

た 更に 之 を 別な 方面から 論す ると、 歐洲 三千 年の 思潮 史は 懐疑主義 對祌祕 主義の 消長 史だ とも 言 はれ 


るので ある。 先 づ笫ー に 希 躐£1 馬の 古代 を懷疑 思想の 時代と し、 次いで 中世 を祌祕 信仰の 時代 だとす 

る。 それが 文 藝復與 期に 入って 自然 科舉の 勃興、 人心の 覺酲 と共に 再び 懷 疑の 風潮 を 生じて、 それが 

十八 世紀末に 及んだ。 十九 世紀 劈頭の 浪漫^ 篛は、 また 愦緒キ ：觀を 中心とした 祌祕 思想 時代、 次いで 

起った 科舉萬 能の 自然主義 時代 は、 い ふまで も. なく 無 现 ^無 解決 を 叫ぶ 極端な 破 壞的懷 疑 時代で あつ 

, - ゾ  -fc  -  ^  •  i  r  イン テュ イシ ヨン 

力。 ところ か 十 火 世紀の 末年から 今世紀に 及んで は、 資^と 共に 直感 を、 理知と 共に 愦緖を m ん する 

また 全く 新しい 意味の 祌祕 思想の 時代が 出来た、 とかう いふ 風に 見る ので ある。 この 最近の 變遷の 年 

代に 就いては 米國 —— 實は瑞 典の 批評家 Bjorlslan とい ふ 人が、 その 著 【 明日の 聲』" Voices  of 

、rc-nlorrcw  " のうちに 下の やうな^ 解 を 述べて ゐる。 卽ち千 八 百 八十 六 年 イブ セ ンが " Kcsmcrs- 

holm" を 出した 年に、 文藝 上の 自然主義、 哲學 上の 唯物論の 最後 は旣に 目前に 迫って ゐた。 それから 

後：：： 年、 卽ち千 八 百 八十 九 年に 三つの 逢 I 物 —— それ は當時 あまり 世の 注意 を惹 かなかった が、 今日 か 

らい へば^に 新 思想の 曉鐘 とも 云 はれるべき 三つの 書物が、 この 新時代 を 代表すべき 三人の 天才に よ 

つて 書かれた。 それ は 

： 、 新祌祕 思想 の 詩人 マァ テル リンクの 最初 の釗 『マレ ィヌ 姬』" Princess  Mak-illc  " (これに 

よって 彼 は 『白 耳 籙 の 沙翁』 の 名 を 得た」) 

^  J  , 、 、ベルグ ソ. ノ 

な 一 一、 ぎ神祕 思想の 哲擧者 Bergson の 最初の 力 著 『時間と 自由意志 3  "Time  and  Free  Will に 
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第三、 新祌秘 思想の 豫言か Grierson が、 英人 でありながら 巴 M で 佛語を 用ゐて 書いた 一 小冊子 

I- 理想主義の 反抗』 "La  R&volte 1 二 6alistc  " 

で、 それより 以後に 發 達した 現代 新 思潮の 萌芽 は、 多く これらの 三 大著のう ちに 現 はれて ゐ るの を昆 

れば、 この 千 八 百 八十 丸 年 を 以て 先 づ殺近 思潮の 廻轉期 だと 見、 現代 思潮の 特色 を 以て この 新 祌秘思 

想-^ 利で あると： a 做す ので ある。 これ も 一 種の 昆 かたと して、 とにかく 參考 までに 擧げ てお く。 
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第五 希臘 思潮の 勝利 

一 靈肉合 一 觀 

n バ アト ソン の希隞 思想 論 II 靈肉合 一 觀 —— ^洲 最近の 反物質 主義 il - 

象徵 主義 I 肉の 讃美 者 ホヰッ ト マ ン I 肉の 要求と 靈の 要求 -— 千 八 百 

八十 九 年 

Let  US  net  always  say 

" Spite  of  this  flesh  tcrday 

I  strove,  nuule  hl;;l-l,  gained  ground  upon  the  whole  Is 

As  the  bird  wings  ;5ll  sings, 

!!et  us  cry  s  An  TOCCll  tilings 

Are  ours,  nor  soul  helps  flesh  more,  now,  than  Sesh  helps  soul 一 " 

i W7.0w,ninro,  Robfn  .Ben  Emt ,  xii. 

『今や 吾^ はこの 肉 を 顧みず して 努力し、 概してい へば 向上し 進步 したるな リ』 と は 常に 言 ふ 勿れ。 

鳥が 飛び 趺ふ 如くに、 先 づ斯く tn はしめ よ、 『すべ ての 好き もの は 吾等の ものな り、 肉が 靈を 助く る 

ょリ 以上に 靈は. S を 助く るに は あらず』 と。 (ブラウ- 一 ング 『ベ ン* エズラ 師』) 
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英！； の 名高い 說敎 家^ re(lerick  Robertson は希躐 思想の 特 徵を數 へて、 第- に は 少時も^. みなき 

努力、 ^二に は その 現 世界的なる こと、 笫 三に は 美の 崇拜、 第 四に は 神で ない 人^的な もの を 3 ぉ拜す 

る こと、 この 四つ を數 へた。 これら は^が 考 へても 與議 のない 點 では あるが、 私 はこ こで 希 職 S 想 そ 

の ものに 就いて 論す るより は、 寧ろ それが 如何な 心點に 於て 現代 思潮の 根柢 をな して ゐ るか を 示した 

いので あるから、 必 すし もこの ロバ アト ソンの 說 には從 はないで、 刖に異 つた 四つの 方面から 說く事 

にした) 

^一  に は 希 職人の 抱いて ゐた物 I ^論の 思想 は、 決して かの CI 然. 王^ 的 唯 物觀の 額ではなくて、 寧ろ 

最近 思潮の . 面で ある 物^; 卽精祌 の 忍 想、 換ー ！K すれば 璲肉合 一 觀 であった- 

古代 希 蠟の竹 人 は プラト オンに せよ アリス トテレ H ス にせよ、 みな 物^の 實在を 認めた。 彼等 はす 

ベ ての 物^ を 單に精 祌の顯 現に 過ぎない、 と兑る やうな 唯心論 的の 忍 想 は 抱かなかった が、 また それ 

と：！ 時に： 方に は、 自然主義 論者 や 或は 科擧萬 能 論の 信^が 言った やうな、 純粹の 唯物論 を も說 かな 

かった ので ある。 希躐 思^の 特色 は、 飽くまで 現在の 肉的 物質 生活に 執着しながら、 同時に また その 

港 礎の 上に 建てられた 靈 的精祌 生活 を 否定し なかった 點 にある。 そして これが また、 ^洲 現代の 思潮 

と 殆ど 方向 を 同じう して ゐる と^られる 所以で ある。 かの 『詩歌 的 數舉』 の 創始者な りと いはれ た 故 

Ficar6 の 所說、 また 物现學 者の 立場に 在って 令し きりに 祌祕 信仰 を說く み1^  £orll の宗敎 
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論、 寶 驗 とともに 直覺を 重し とする Bergson の 哲學、 そのほか 故 James の實用 主義より、 最近 英 

1ゥ* リア リズな  才. I ケン 

米の 新實在 論ね 言 ふまで もな く、  Eucken が 精神 生活の 論に 至る まで も、 その 間に 程度と 色調との 相 

異 こそ あれ、 みな 悉く 希臘 思想の 根柢た る 翳 肉 一 致觀と 行き かた を 同じう した もので はなから うか。 

バンく とも、 その 間に 一脈の 相 通す る 所な しと は 言 はれない であらう。 

最近の 反 自然主義、 非 物質主義の 傾向 は、 要するに 肉に 對 する 露の 覺醒 1.6veil (le 1 が nie であつ 

た。 文^ の 上で は 最も 廣 い 窓 味で 言 つ た 新浪没 主義 の 思想、 また その 主要な 傾向 を 言 ひ あら はした 所 

シムボ リズム 

謂 象 徵丰. 義 そのもの も、 羅^す るに この 露 肉 一 致の 世界 觀が 生み出した 文學に 外なら ない ので ある。 

客 f 异と、 ；+. 觀界 と、 EI に兑 える 世界と 目に 見えざる 世界と、 物質 界と^ 界と、 また 有限の 世界と 無限 

の 世界との 問に は、 そこに 互に 相 應じ相 通す ると ころの： 致 照應が あろの だ、 と 言った 佛蘭西 象徴派 

の 詩人の 如き 、今にして おもへば 卽 ちまた 此 E 取 近 思潮の 曉 銃であった， u 兒られ るで あらう。 

.n 然と 人道と 民主主義との 詩人であった 米國の Whitman が、 その 死後、 ことに 最近 數年、 益々 

甚だしく 西歐 の 文 擅 化 持囉 され るに 至った の は、 彼の 思想が 露-肉 の 調和 を 根本と して 極めて 大^に 肉 

の 美， V 諧 嘆した からで ある。 『肉 若し 靈 にあら すん ば 何 をか靈 とい ふ』 と 彼 は 言った が、 この 態度 こ 

そ .§ ち 毫も 靈 肉の. 小 調お を 感じなかった 希臘 思想の 特微 ではない か。 その 作 『自己の 歌』 Seng  of 

M，yse}f は、 此 詩人の 人生 觀の 最も 完全なる 吿白 であるが、 そのな かに (第 四十 八 節)、 
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JL  huve  Haul  that  the  soul  is  lie け 一 llcru  th:tii  t】lc  l.cdv. 

And  I llavu  Kiull  tha.t  tliu  licxly  is  not  more  th-ul tli な soul. 

Anil  ncth】nK,  not  Goil,  Is  greater  to  one  tbau  onu-s  Kclrt  is. 

遝は 肉に 過ぎず、 肉 は 5K に 過ぎず と 我 言へ り。 また 何者 も、 たと ひ祌 といへ ども、 人に とって 自已 

ょリ ベなる 者な し。 

また 『われ は エレキ の 肉 體を歌 ふ』 "I  Sing  of.  the  Body  Electric" と 題した 詩の 第 九 節に は、 

IS ど： 一： 行に わたって 人體の 各部 を 仔細に 列擧 し， さて 最後に かう 言った。 

C 卜 say  ？ aid  no け tls づ； irts  arul  poems  eft  t!ic Ibo 一. ly  only,  bu<;  the  soul, 

o  I  8ay  now  these  are  tl!t!  soul ！ 

これ はた だに 肉體の 各部と 詩に は 非ず して 靈の それな リ、 とわれ は 言 ふ。 ああ 我 は 言 ふ、 これら は？ a 

なリと C 

€： 體を歌 ふに 常って ホヰ ッ トマ ンの 飾りな き大膽 なる 詩句 は、 卑猥の 識 なしに 之 を 日本語に 移す こ 

と の 到底" 个 可能な も の が尠 くな い 位で ある。 

人が 肉の 要求 を感 する こと 現代の 如く 痛切に また 激烈な 時代 は、 未だ 嘗てなかった。 もより 今人の 

肉の 耍求 は、 それが 強烈な だけ それだけ、 また 靈に對 する 强ぃ 要求 を も その 中に 包含して ゐる ので、 
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ちゃう ど 古代の^ 始 的な 希^ 人が したやう に、 靈と 肉との ^然 たる 一致 合體の 境地に、 眞の 生の 充實 

を昆出 ださう として ゐる のが、 現代の 特徴で ある。 

さきの 自然 派 時代の 肉的た 唯 物主篛 が、 前世紀 末から 起った 『靈の 覺醒』 に 促されて、 最近の この 

靈肉 一致 觀に\ つたこと を、 少しく 精密な 年代に 就いて 言 はう とすれば、 先 づ千八 百 八十 九 年と いふ 

ところ を、 この 廻轉 期と 兑 做して よから う。 旣に 前章の 終に ビ H ルクマン の說を 紹介し て 言 つ た 通 

り、 この 年に マァ テル リンク、 ベ ルグ ソン 等の 名著が はじめて 世の 視聽 を聳て しめたと いふ 著しい 事 

實の ほかに、 小說の 方で も、 佛蘭 西の wom-gct が 精緻な 心理 描寫の 筆を揮って、 佛 蘭两靑 年の 懷疑 

的 倾向を 戒めた 名作 『^子』 "Lc  Disciple" が この 年に 出て 、在来の 唯物^ 想に 代 ふるに 最近の 新 

思想 を 以てした こと を、 先づ 注意せ ねばならぬ。 なほ また これと は 稍 時 を 隔てて、 今ではもう 故人に 

ロッド  メル シ オル K ゥ プ オギ ュヱ  ！ 

なった Rod が 『生命 感』 -Lc  sens  dc  一 a  Vic: を 書き、 また 故 Mclchior  tie  \-og{ie が 『露 西亞 

小說』 "Roman  russc" を 出した の も、 今日から おもへば、 呰、 现 代の 新倾 向に 移らう とする 世紀末 

の轉 期を豫 示した ものに 他なら なかった。 

二 聰明の 智力 

明敏なる 理知 —— マシュ ゥ. ァァノ ルドの 所說 — シ ョォ、 アナ トオル *フ 


ランス —— 厳正 と 明晰 —— 希臘藜 術 の 特色 —— ク ラ シ シ ズ ム —— II ィ チェ 

の 『悲 弒發生 論』 II 希 職人 0 運命 觀 I . 諦めと 努力 I 人生 仝 面の 觀察 

Who  s;uv  lifr>  steadily  and  kiw  it  whole. 

— M.  Arnold,  To  a  Friend. 

しかと 人生 を or その 仝 部 を 見た る 人、 ソフォ ク リイ ズ。 (マ シュ ゥ. ァァノ ルド 『友に 寄す』) 

Gri- 一 CEIeit,  was  war  sie  ？  Verstanil  1511  jvlafs  usl ivulrheit. 

希 職 風と は何ぞ や、 明察と 節度と 明晰と 是れ なリ。 (シル レル 『希 腿 風』) 

次に^ 近の 傾 {! はたと ひ祌祕 を說き 天地の 一 大 靈氣 を 信じ、 また 不可知の 世界に 思 を 寄 せて ゐて 

も. それ はかの 無知な 中世の 人 や 或は 昔の 浪漫派の 詩人が したのと は逮 つて、 その 根柢に は 極めて 聰 

明に してお 敏 なる 理知の 力 を 失って ゐ ない、 とい ふ點に 特色が ある。 現代の 人 は 最早 さきの 自然主義 

時代の やうに 直接 經 験の 萬 能 を 信じ、 自然 科舉が 示し 得る 所 を 以て 唯 一 最上の もの. たと は 信じて ゐな 

いが、 それともに また 科學的 研究、 批評 的 精神の 重ん すべき を 忘れす、 道理と 知識と に對 して は 極め 

て-ゆ 靜に、 謙讓 な^^- Q 態度 を 持して ゐ るので ある • 何亊に 限らす 自分の 智力が 認めて 然り となす 所 

でたくて は 承知し ない。 これが やがて 異敎 思想の 特色で あり、 また 文藝 復興 期の 眞精祌 でもあった。 
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(ここに 理知と いふの は 最も 廣ぃ 意味に 於て である。 それ はも はや 以前の 自然 派 時代の やうに 直接 經 

驗と 客觀の 世界に 閉ぢ 籠め られた 窮屈な 智力 をい ふので はない。 時には 想像の 羽翼に 駕し 直感の 力 を 

も藉 つて、 人生の 全域 を 透察して その 眞を摑 まう とする 明敏なる 心の 作用 を 意味す るので、 たと へば 

サゼ ッス 

マァ テル リンクの  ーーーーロ つ た clairvoyantc な智 の 如き を も 含め て 言 ふので ある。) 

は眞を 語る に 在り、 また^ 識 して 自然に 應 じて 行動す るに 在り』 -  wisdom  is  to  speak  truth 

ェ フ ィサス  へ ラ クライ タス 

§d  snsclollsly  to  act  acc-:r(li3^  to  n£lture  - と 一一 一一 口った の は、 Ephesus の哲ス Heraclitus であ 

つた。 今日で は眞 の希臘 思想の 源流 は、 ソクラテスな どよりも 却って 此 ヘラ クライ タスに 在り と^ら 

れてゐ る 位で、 こ の 言葉の 如き は眞 に希臘 古代の 人の 中心思想 を 言 ひ あら はした もので、 それが また 

やがて 現代の 精神に 他なら ない。 かの ブラト オンが 純なる 知識 を 愛する 者、 事物 を ありの 儘に 觀 察す 

る 者 —— 卽ち ま AOJ§- ま C にして はじめて 神聖の 生活に 達し 得べ しと 言った の も、 また 同じ 意味で は 

なから うか。 古代の 希臘 人が 如何に 鋭く 事物 を觀 察し、 明晰なる 想像力 を 有し、 また それ を 直截に 雷 

ひ あら はすこと を 知って ゐ たかは、 今 n^M0 —— 特 にァ ティカの 語 を 研究す る 者 の 容易く 首肯し 得 

ると ころで ある。 

英國 近世の 大 批評家 マ シ ユウ • ァァ ノル. ドは その 名高い 論文の 一つに 於て、 希 職 思想 を 希伯來 思想 

と 比較し、 前者 は 後^の 如く 單に 神の 敎を 信じて 敎權 に服從 する もので はない、 自ら 正しく 又 明らか 
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に^^の ほ ffl を：：^、 自己に よって 理を さぐり、 眞を 求めよう とする ものであると 論じて、 さて 下の や 

うに 言った。 (原文^ 略) 

S 知を脫 する こと、 事物 を ありの 儘に 見る こと、 ありの 儘 を兑て その美 を昆る こと、 これ 卽ち 希躐 

思想が 有した る單 純に して 興味 ある 理想で ある。 この 现 想の 單 純と 妙味と あるが ために、 希^ 思想 

と 北：^ 想に 養 はれた 人の 生^と が、 筌 靈の 安靜を 得、 明晰と 光彩と を 得る ので ある。 吾人が 呼んで 

swcctllc-ss と light と 呼ぶ ものに 滿 つるので ある。 

 〇ulture  and  Anarchy,  chall. IV. 

現代に 於て 英國の ae3ard  Shaw の 皮肉な 嘲笑 的 態度の 如き、 畢竞 非常に 聰明なる 理知 を 以て 凡 

ての 社^: 現^の 奥の 奥まで、 裹の 裏まで を 透察した る 結 * が、 遂に あれほどまで 冷やかな 觀察 者と な 

皮. y  M となり 得た ので ある。 彼の 作物の 如 き は 最も 嚴密な る 意味 で 言 つた 智の 文學で あ る。 また 之 

アナ トオル フランス 

と は 全く 趣 を 異にして は 居る が、 怫蘭 西の A-latolc  France などが 書く 物 も、 全く 沈靜な 智力の 所 

產 である。 現に かれの 近 紫 『祌 は渴 す』 " Lcs  Dknix  ont  soif  " (近頃 英譯が 出来た) の 如き、 白 匁 

の 鈸さを 以て 古今に 限りなき 人情の 機微 を 穿ちた る 好適 例で ある。 

希 瞰人は 如何に 熱した る 感情の 高潮に 達した 場ん" でも、 冷やかな 理知の 力 を 失はなかった。 情熱の 

ペイ タァ  インケルマン 

奔放 を^の 冷靜 によって 抑へ る こと を 忘れない 民で あつ た。 勺 ater が winckc.lnli ョ -1 を 論じた 文中 
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の 語 を 借りて 言へば、 彼等の 特性 は 『熱情 ある 冷靜』 passionate  coldness であった。 そして 此 傾向 

クラシック 

が 著しく 藝 術の 上に 現 はれて、 整齊 典雅の 美と なり、 所謂 古典の 嚴正 severity と 明晰 clearness と 

レツ シ ング 

をな した ので ある。 I.essing が 『ラ ォコ オン』" Laocoon  " の 頭に^; W した ギ ンケ ルマンの 一一 一一 "葉に， 

希躐藝 術の 特色 は 『けだかき 單 純と 靜 かなる 偉大』 Rile  Einlieit  -ョ (1 stillc  Grf なりと いひ、 大 

なる 海が、 たと ひその 面に 波た ち 騒ぐ とも 深き 底は靜 かで あるのに 似て ゐる、 と 評した 意味 も 全く こ 

こに 在ろ。 

古典お 術の^と して 何よりも 贵 ばれる 釣合、 卽ち proportion など も、 よく 考へ て 見る と 決して 單 

なる 法則 や 規範ではなくて、 つまり 泰物を ありの 儘に 兑て、 その truth と realty を摑 まう とする 

智力の 顯现に 外なら ない。 或 事件に せよ 或 人物に せよ、 それ を 描いて ちゃんと 釣合が 取れて ゐな いと 

いふ こと は、 つまり 自然 そのものの 眞を 逸して ゐ るから だと 思 ふ。 かの アリス トテレ エスの 哲學の 基 

礎で ある 『中^』 ヨ ca 一  1 の說の 如き、 眞に 希躐藝 術の 根本 精祌 であるが、 あれ は 單に兩 極の 中 問と い 

•  アル ティ メイト トル ウス ァリ ティ  — 

ふだけ の^ 味ではなくて、 つまり 究極の 眞 と 實 と を、 聰明 怜悧な 理知の 力に よって 捉へ るの 

謂で あらう。 後の ト 七 八 世紀の 古典、 王該 の^ 藝の 如き は、 全く 此眞 精神 を 逸して 單に 古典の 外形 を擧 

ぴ、 ことさらに それ を 規矩 準繩 として 校 做しよう とした 結^、 かの 生氣 なき 月並の 藝 術に 堕した ので 

ある (本書 七 四页 I— 六 七頁參 照)。 內容と 外形と、 理知と 情熱と、 すべての 問に 不調和の 缺點を 有 
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たなかった 古代 希躐の 天才 は、 その 自然の 儘な 天賦の 能力に よって、 故意に ではない 全く 自發 的に、 

冷やかな 整った、 そして 明晰な 藝術品 を 作り 得た ので ある。 從 つて その 冷やかな 所に 情熱 も あれば、 

整ったう ちに も 生氣の 躍動が a られ たのであった。 熱烈の ほ； 情 を 端正の 外形に 包んだ 古代 藝 術の 祌品 

は、 かくの 如くに して 生れた ので ある。 近^に なって 歐洲 文壇の 一角に 新しく 新 古典、 王 蓊の聲 を 聞く 

に 至った の も、 羅竞 私が ここに ふ 所の m ハ敎 思潮の 一面 を 復活させる もので は 無から うか。 自然に 親 

しむ 原始的な 氣分を 失 はす、 表面 は冷靜 素朴に して、 うちに 複雜多 趣の 熱意 を 籠め、 よく 節制と 統 一 

と を 全うした る 現代 藝 術の 倾， M を 以て、 私 はたし かに 希臘藝 術の 精神の 復活 だと 見て ゐ るの だ。 

二 イチ H は その 『悲劇 發生 論』 "uic  Gebnrt  (k-r  TragSdic  " の 中に、 希臘 思潮の 本質 を！ 一つに 分 

けて、 アポロ 刑 ヒ al511ini.il つ と ディ ォ 一一 ソス型 (Kcllysischc となした。 前者 は 希臘の 突の 祌、 太陽 

の祌、 また t 耀 たる 光明の 神に なぞらへ ただけ にな やかなる と美と を贵 び、 明晰な ろ^の 傾向 を 代 

表する。 後^ は 酒と 歡樂 の祌 ディ ォ 一一 ソスを 思 はせ る やうな、 陶醉と 熱情と 签 想と 夢幻と を 代表す 

る。 從 つて 魔く 之 を 人間 生活の 上から； 一 r へば、 ァボ a 型の 傾向 は 知識、 義務、 慣習、 形式な どの 靜的 

方面に、 ディ ォ 一一 ソス型 は 自由、 與奮、 直^、 戀愛 などの 動的 方面に 現 はれる ので ある。 そして こ Q 

f  I. つの ものが よく 悲釗的 調和 を 得 てね る 事が、 卽 ち希臘 の 思想と 藝 術が 千古 に^. 拔 せ る 所以に 外なら 

ない" 換言すれば ディ ォ 一一 ソ ス 型の 自由 奔放な 愦 熱と 空想と を、 抑制し 限定し 形成す る 所の アポ a 黻 


95- 


の^ 祌、 卽ち 智力の 聰明 を 失 はない 所に、 希腦 思潮の 眞 面目が 見られる。 

さて この 冷靜な 智力 は、 希臘 人の 人生 觀 をして 希 伯來 人の それと は 全く 異なった 特色 を帶 びし めた 

と共に、 そこに また 一種の 運命 觀を 生す るに 至った。 此點に 於ても 私 は 現代 文學の 思潮との 間に 再び 

明白な 類似 を！^ 出す ので ある。 

上に も 述べた 如く、 希蠟人 はすべ て ありの 儘の 事實を 極めて 聰明な 頭で 考察した。 經濟上 また 科學 

上の 現象 を 自然の 儘に 如實に 見て ゐた。 だから 希伯來 人の やうに 矢 鰐に 大きい 馬鹿々 々しい 希望 を 抱 

いて、 それが 到底 實 現されない からといって 天國 とい ふ 一 つの 理想 境を刖 につく つたり、 現世 を 苦 患 

の 世界と 見て 了 ふやうな 事 は 決してなかった。 最初から、 さきの さきまで よく 見通し をつ けて、 ちゃ 

んと 諦めて ゐた。 限り ありと 見た 此 現世に 於て、 出来るだけの 幸福と 光 榮とを 得ようと する 努力が、 

異教 思想 の 特色であった。 そこ に また 希臘 人特冇 の 運命 觀もぁ つたの だ。 

希 職の 古釗は 一 種の 宗敎觀 に 基づいた もので、 一 面から い へ ば 運命の 不可抗力 を 示した もの だと 見 

ソフォ ク《> ィズ  イイ ディ パス 王 

られ る。 たと へば scphodes の CBdipus  WCX でも、 一天 萬乘の 英邁の 君が 一朝 運命の 数奇に 弄ば 

れて は、 あはれ な 乞食とまで なって 了った、 すべて アポロの 神託 その 儘に 成り 行く 事 を 示した 一種の 

運命 劇で ある。 人 問が いくら じたばたしても、 天地 を 貫く 一大 靈氣、 一大 偉力の 前に は當然 のま 配 を 

甘受せ ねばならぬ^ を 示した ものである。 私 は 現代 文藝 にあら はれた Andreyev ゃマァ テル リンク 


や、 その他 新 浪^派の 名の もとに 呼ばれ 得る 多くの 作家が、 明らかに この 運命の 不可抗力 を 認めた 者 

の 多い の を 見て、 そこに 此異敎 思潮の 意義 を 想 はすに は ゐられ ない。 

はじめ まだ 智力の 明敏で ない 時、 人 は 情意の 促す がま まに 色々 の 希望 や 欲求 を 抱く、 これが 卽ち希 

伯來 思想の 時代で、 その 希望 を现想 境に して 祌ゃ 天國 とい ふ もの を 希 伯 來人は 作った ので ある。 之 を 

近世で い へ ば 浪漫派の 筌想 時代 愤憬 時代に 相當 する ので、 さていよ./ \- その 欲求の 實 現されない 事 を 

知った 時、 そこに 所 ii 現實^ 露の 悲哀 を感 する 自然主義 時代が 來る、 行きつ まった 決^論の 人生 觀も 

生す るので ある。 しかしな ほ 更に それが 一歩 を 進めて 現代の やうな、 深い 本當に 聰明な 理知の 力が 出 

來 ると、 希臘 人の やうな 遝 命に 對 する 冷靜な 諦め を 得て 了 ふ。 徒らに 現在の 人生 を 悲觀し 煩悶す る こ 

との 代りに、 ^り ありと 知りつつ なほ も 健氣に 求めて 止まざる 努力と 脔 闘と を 桉け るので ある。 その 

限り ある 世界に 在って 十分 現在 刹那の 享樂を 求めて 止まな. s。 これが 卽ち 自然主義 以後 現代の S 潮の 

著しき 特徴で はない か。 

た ほ 一 つ 一一 一：：： ひ 添へ たいの は、 希躐人 は眞に 聰明な^ 力 を 以て 事牧の ありの 儘を靱 察した ろが 故に、 

萆に 人生の 悲しむべき 半面 をのみ^ る ことなく、 光明 善美な 側 を も 併せ 觀^ し^た。 從 つて 自然主義 

時代の 人た ちの やうに、 事物の 莨 を兑 ると いって 決して 厭世的になる ことはなかった。 醜悪と ともに 

^卖 を、 .啭黑 と共に 光明 を：^ 得る 者に して は じめ て、 明敏た る ^力 を 有する ものと 云 ふべき ではな か 
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らう か。 現代の 人々 が、 自然主義者の 悲觀 より 更に 一歩 を 進めて 光明 歡 喜の 一面 をみ とめ、 かくてよ 

く 人生の 全面 を 透察す るに 至った こと は、 確かにす ぐれた 深き に 徹する 智 性の はたらき である 事 を 思 

はねば ならぬ。 

三 現代 生活の 享樂 

今人の 現世 主義 —— 今日 を享樂 せよ —— レミ. ドウ • グゥ ル モ ン —— 現代の 

宗敎 II オイ ケ ンの 宗敎觀 I 建築に 於け るゴ シッ ク 式と ルネッ サ ン ス式 

— ラ スキン の^. — 希 g 人の 現世 思想 I 人間 本位 —— 神の 思想 —— # 

ィ ナス I- -I イチ H の：^ 的 個人主義 II その 超人 說 II ショォ の 『人と 超 

人』  祌と 超人と  グゥ ル モン の說  希臘の ァ ン ティ ァ ス —— 自我 

の 解放 II 個人主義 I 希臘 人の 祌 I 聖書 ！ プ n ミ イシ ュ ウスと 約 百 

と の 比較 II 政治 上 の 自由 —— モォ リス • バレスと 『自己 の 崇拜』 —— そ の 

作品 

NaltTe,  par;llh-e,  _liBpar;uh.c  ：  culbliez le  dernier  termc.  La  sa-gesse  huma-ine  est  de  vivre  comme 

si i on  so  deviiit  Jama-IB  alourir,  et  de  cur-illir l;i  minute  prefsnui  0O3-3C  si  elle  一. leva-il! 

— Kemy  de  Gourmont.  s?,e  Nidt  §  zwo!em&ols.J7,  p.  J.G-. 

生れ、 現 はれ、 滅す、 唯 この 最後の 語 を 忘れよ。 さながら 人間 は 死せ ざる ものの 如くに 生き、 現在 
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の 刹那 を さながら 永遠なる かの 如くに 味 はへ よ。 是れ人 問の 智な リ。 (レミ • ドウ .ゥグ ウル モン 『リ 

ュ クサ ンブ ウルの 一 夜』) 

次に は異敎 思潮の 現世 主義、 卽ち 天國ゃ 未來を 祈願せ すに、 現在 當 面の 生活 を享樂 して 人生の 歡樂 

に醉 はう とする 倾向、 これが 卽ち 現代 思潮の 一面であって、 また 中世な どの 基督教 思想と 全く 相反す 

る點 である。 

基督 は 1K 國を 地上に 實現 すべ しと 敎 へたに も拘 はらす、 中世 以後の 基督 敎徒は どこまでも 現世 を 否 

定し 一-恋 魔の m 窟 となし、 苦 患に 滿ち たる 穢土で あると 觀 じた。 地上の すべて は s の 空 vanitas  va- 

nitinn  (『傅 近の 書』) で、 無上の 幸福 は 之を來 世に 求む るの 外な きものと 信す るに 至った。 然るに 現 

代に 現 はれて ゐ る異敎 思想 は 宗教の 上に も 道德の 上に も、 来世と か 天 國 とかい ふ考を 一 切 放棄して 了 

つて、 ただこの 現在の 生活に 滿足を 得よう、 充實を 求めよう とする ので、 從 つて その 結^が 自我 主義 

となり、 本能 主魏 となり、 個人主義 となり、 現實 主義と なり、 また 享樂 主義と なり、 或は 倫现 上に い 

ふ 所 の 功利 說ゃ快 樂說を 盛なら しむる に 至った ので ある。 世に 最近 の 思潮 を 呼ぶ に 新 希臘、 干： 篛の名 を 

以てする 人の あるの は、 恐らく 此點に 着眼した ので あらう と 思 ふ。 かの 羅 馬の 詩人 Koratil-S が 歌つ 

た 『未來 を あてに はせ す、 唯今 日 を 享樂 せよ』 Carpe  diem,  quas  ml.ninnnn  credula  postero とい 

ふ 霄 葉 は、 これ また やがて 偽らざる 現代人 の聲 であらう。 (ラスキンの 著 『野生 の 橄欖 の 冠. f  crown 
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of  Wild  Olives" の 序詞 參 照。) 

佛蘭 西の 文 擅に いま、 詩人と して 批評家と して また 小說 家と して 雄視 して ゐるレ ミ.. ドウた グ ウル 乇 

ンは、 この 異敎 思潮 を 代表す る 最も 大膽 なる 壯 快なる 思想家の 一人で ある。 その 肉的 快 樂說と 自我 中 

心の 本能 主義に は、 かの 一一 イチ H 等の 所 說とは 稍 方向 を 異にして 更に 深く 新人の 心 を 動かす に 足る も 

のが ある。 彼の 名作 『リ ユタ サン ブ ウルの 一 夜』 Une  Nuit  §  Luxembourg  (Ml き は、 神人の 

.對 話 を かりて 巧みに 作者の 思想 を 書いた もので、 ここにい ふ 現世 主義 は 比  一 ^-の 隨處 に 現 は， e てゐ 

る。 

D  n-y  a  de  Et  cr_§atllres  humaines  que  celles  gui  s-a(lorent  elles  m§mo  ct  qni  s ぶ hulienl; ^ 

t】rer  -5 leur  IKltm.e  to-t lo  vain  bonheur  qui  y  est  ccntcuu  Vidn,  main  l.l-d,  et  sculc  rtUlitt い. 

silvern-  que  rcn  Il-a  qu* 一 mo  vie  et  qu"e】le  est  limits;  ！  II est  nr5  hcurc,  ut  une  seule,  le-r 

vendager 】a  vigne  ； le  matin, le  raisin  est  &pre  ； le  soir,  i】 est  trop  SUC1.6.  Ne  perdez  vos  jours 

rn  a  -iclu-er  vers  le  passe,  ni  ^  pleurcr  vers  1-ilvenir.  Vivcz  vos  heu2;H,  Yiv§  VCB  minutes.  Les 

joies  sont  des  n§rs  que  la  pluic  va  ternir  OS  qui  vont  B、eAE§mer  au  vent 

Une  imit  as 卜. §5 さら os-f/,  --.  :IIK 一. 

「賁き 人 問 は 先 づ自已 を 愛し、 自己の 本性より して そのうちに.^ る 凡ての 空なる 幸福 を 取 出 ださん 

とする 者に 外なら ず。 幸福 は 空な り、 され ど そは眞 にして また 唯一 の にて あるな り。 人 はた だ 一 
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の 生 を 有する のみに して 而も その 生 は 有限な り。 思へ、 かの 荊 萄の實 を 摘む 時 はた だ 一時 あるの み。 

朝に は 酸く 夕に は旣に 甘き に 過ぎた"。 過去の ために 嘆き 未來 のために 嘆いて 日 を 過ごす こと 勿れ C 

なん ぢの時 を 生きよ、 爾の 分秒 を 生きよ、 歡樂は 花な り、 雨 降らば 色褪せん、 また 夜半に 嵐の 吹か 

ぬ もの か は』 

さて かう いふ 現 主篛 のために、 直接 最も 烈しい 變化を 受けた る もの は宗敎 である。 人 は 多く 現代 

に 於け る 信仰の 衰退 を說 くが、 それ は 寧ろ 宗敎 そのものに 對 する 人々 の考へ かたの 變化、 宗教の 現世 

. 化と 見做す のが 至當 ではなから うか。 また かの 宗教に 對 する 懐疑の 風潮な ども、 一方から 言へば 權诚 

の 打破で あるが、 實は 近代 人の 人生 觀が あまりに 現世 的に なった ために、 舊 信仰が 力 を 失った に 過ぎ 

な S ので はない か。 此點に 就いては オイケン も 同じ やうに 說 いて ねる。 卽ち 現代人の 考へ では、 科學 

の 進歩、 物質文明の 力な どに よって 吾々 は 現 實界に 於け る 十分な 滿足を 得る ことが 出来る。 かの 空漠 

たる 天國を 夢み るよりも、 遙 かに 手近な 確實な 存在 を 有する この 眼前の 生活に こそ 努力すべき であつ 

て、 また 他 を 顧みる の 暇 はない と 人々 は 思 ふので ある。 つまり 現實感 が あまりに 盛な ために 宗敎的 欲 

イリ ウジ ョ ン 

永が なくなり、 その 結果 はやが て 宗敎を 一種の 幻覺 なりと 見、 alltllropomcrphisln に過ぎない とさ 

へ觀 する に 至った の だ。 之 を 分り 易い 譬で 言へば、 人が 老いて 一方に 智能が 鈍り 他方に また 體 力が 衰 

へて、 すべての 物的 肉的 願望が 少 くなる と、 自ら 來世 をた のみ 祌佛を 信仰す るが、 之と 反 對に歲 も わ 
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かく 理知の 力 も 盛に、 またす ベての 自我の 欲求が 熾であって、 現世に 對 する 希望 や 執着が 强ぃ間 は、 

現在 生 活 に 忙敉さ れ て お 寺詣り の 餘裕も 無 いわけで ある。 

さて かう して 出來 たのが 現代の オイケン などの 宗敎觀 である。 卽ち 現在の 人生に 對 して、 以前の^ 

籽々 やうな 消極 否 定の 態度 を 取らす に、 どこまでも 人生 を 肯定して 現在に 努力し ようとい ふ 熱意に 

根ざした る、 享樂と 活動と を 根本に したる 新 宗敎を 鼓吹す る 人が 多くな つたので ある。 オイケン は、 

问 より 二 イチ H の やうな if 端な 自我 主義に 反對 して は& るが * それと 共に また 自己 を實 現し 自己に 歸 

ると いふ 事 を 以て 神の 要求 だとして 說 いて、 さて 下の やうに 言った。 敎會を 維持して 行かう とい ふな 

らば、 ^1: 卞 在来の やうに 宗敎を 救^所と して 見る 浪漫的な 靜 寂な 考 へ かたで は 駄目で ある。 露の 現世 

の 享樂、 充實 生活の 福音 を說 く^; でなければ ならぬ と 彼 は 言つ てゐ る。 

さて この 異敎 思潮の 現世 主義 は先づ 著しく 藝 術の 上に 現 はれた。 たと へ ば 中世の 基督 敎を 代表す る 

ゴシック 建築が、 凡て 高く 天に 冲する 尖塔で 成立って ゐ るの は、 いかにも 地上 生活 を 離れて 天國 にあ 

こがれる 心 持 を 現 はして ゐ るに 對し、 かの 重々 しい どっしりした 感じの ある 文藝 復興 式の 建築 は、 飽 

くまで 地上 現世の 生活に 執着す る希臘 思想 を 表現す る もので あらう。 この 點に 就いて ラ スキン は、 

『近代 粛家 論』 第五 卷：^ 九篇に 下の やうに 言った。 

AU  the  nobleness  as  well  as  the  faults  of  the  Greek  art  .were  dependent  on  its  silking  the 
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Blost  of  this  present  life  ；  its  dominion  was  in  this  world.  Florentine  art  was  esBentiopy  Christian 

.ascetic,  expectant  cf  a  better  world,  and  antagonistic,  therefore,  to  the  Greek  teelper.  So  that 

the  Greek  element,  once  forced  upon  it.  destroyed  it.  There  was  absolute  ilsompatiwlity  bet- 

ween け hem. 

『希 sla 術の ^所 も、 また その 凡ての 崇高 も、 ^1 現在の 人生 を 重んずる のによ るの だ。 その 領^ は 

仝く 現世に ある。 フ n レンスの； f 術 は、 その 本質に 於て 某 督敎的 禁慾 的で、 ょリ よき 来世 を 期待す 

る、 從 つて 希^の 精神と は 反 封で ある。 だから 1 たび 希^ 風が 之に 强 ひられて は 忽ちに して 滅びた。 

二者に は 到底 IS 立す ベ からざる 點が あるの だ。』 

すべて 現在 生活 を. 中心に して 考 へられて ゐた^ 臘 では、 幸福と いふ 觀念も 希伯來 人の それと は異っ 

V -、 天ヒ の樂阑 など は 夢み なかった。 現世に 於て 富 を 得、 健 魔 を 得、 また 美しき もの 愛すべき もの を 

身る ことが 彼等に とって 何よりの 幸 幅であった。 scion の 一一 一一：： 葉と して 傅 へられて ゐる 幸福 說に、 『人 

もし 叫 眩 すこやかに、 病な く 不幸な く、 兒孫榮 え、 自ら も 風采よ ければ、 また そのうへ 臨終 も 事な け 

1.±. まことの 幸！？. i と 呼ぶ こと を 得ん』 と ある。 また 秀拔な 人物と いふ 觀念 も、 基督教で いふ 聖者の 

やうな 超越 的の もので はなく、 希臘 人の は 飽くまで 肉的 現世 的の 英雄であった。 ホォ マァの 詩に あ 

の 如き は、 智 と美と 勇と を 兼備した 點に 於て 希臘 人の 理想的 英雄であった。 


—— 102 


また 希 職人 はすべ てお hsuanize した。 かれらが 神話に 現 はした 思想 も 全く 人ュ問 ゥ.； であった ♦ 

かれらに は 神人の 區 別と いふ ものが 無かった。 Protagoras の 言った やうに、 『人間 は 萬 物の 尺度』 

avdpsnot:  -TOV  namev であった が 故に、 その 多くの 神々 に は 一として 神様ら しいの は nip ない。. 

外貌と いひ 性格と いひ、 凡てが 地上の 人間で ある。 希躐の 神々 は 嫉妬 も すれば 怒り もす る、 亂暴も 働け 

ば 泥棒 もやり かねない。 それぞれ 明らかな 確かな 個人性 を 具へ た、 謂 はば 地上の 英雄に 過ぎない r 希 伯 

來の 宗敎 にある やうな 超自然的な 靈性を 具へ た 神 さまと は、 全く 性質 を 異にして ゐる。 希 ，H 來人 はす 

ベて を 唯 一 至上の 神 H ホバ に歸 して 考 へたが 故に、 森 羅萬象 一 として 神意の 外に 現 はれた る ものに 非 

ざるな しと 見た。 天地 山川の 美を觀 じても 美 そのもの を 貴ぶ に は あらす して、 その 背後に ありと 言 じ 

たる 神の 榮光 を拜 したので ある。 殊に 大 なる 神の 御前に 在って は、 蠢爾 たる 人間の 如き 殆どい ふに 足 

らす として、 ひたすら その 至高 至大の 露 を拜 した。 『視 よ、 もろく の國^ は 桶の ひと しづくの 如く、 

はかり  ラ 

權衡 のちり の 如くに^ ひ 給 ふ、 島々 はたちの ぼる 瓖 埃の 如し、 レバノンの 柴 にたら す、 そのな か 

は燔 祭に たらす、 エホバの 前に はもろ もろの 國民 皆な きに ひとし、 エホバ はかれら を 無き ものの 如く 

空しき ものの 如く 思 ひた まふ』 GfMI;f 十.^ I) とまで 言った が、 此點に 於て、 希臘 人が 自然 を 自然 

そのもの のために 愛し、 また 飽くまで も 人間性 情の 美 を i んじ たのと は、 眞に 好個の 對照 をな して ゐ 

るで はない か。 
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かくの 如くに して 希臘人 は、 何よりも 先 づ人問 自然の 本能と 肉體 生活の 美 を 貴んだ。 愛と 美と を 代 

表した 女祌. ヰィ ナスの 讃美 は、 よく 此方 面の 思想 を 現 はした ものである。 生命の 强さ を與へ 人生の 歡 

樂を與 ふる 力と して、 昔から 多くの 詩人 は此 女神に 熱意 を こめた^ 美の 歌 を 捧げた。 

さて 異敎 思潮の この 現世 主義 を、 近代に 於て 最も 大膽に 露骨に 官； 傳 し：？！ 歌した る 思想家 は、 獨 逸の- 

イチ H であった。 かれが 共」 督敎 思想に 反抗して 本能 生活の 滿足を IP へ、 美的 享樂に 基礎 を 置いた る 個 

人 主義 を 絶叫した 壯快 の 所說は 、確かに 近代の 人 心に 最も 痛切な 反響 を 呼び 起した もの であるが、 耍す 

るに それ は、 一 二 千年の 昔の 希臘 思想 を 現代に 復活した ものに 外なら ない のであった。 かれの 思想 は旣 

にいく たび か 我が 文坷に 紹介せられ たる もの、 今 更^が ここに 繰 返す まで もなから うが、 かれは 希躐 

羅 馬の、 征服お 勝利者の 道德 や-以て 主の 道德 なりと して 之 を 唱道し、 被^ 服 者なる 摘 太 人の 基督教 道 

德を 以て 奴隸 の^ 德 だと 兌 做した。 膨者 勇者の 道徳に は 『生の 喜び』 la  joie  dc  vivrc が 溢れ、 勇氣 

と 力と 誇と が充 ちみち てゐ るが、 弱者 敗者 G 道德に 至って は 全く 屈從 的で、 そこに は充寳 したる 力と 

いふ ものが a られ ない と考 へた。 かくして かれは 基籽敎 の 愛他主義、 平等主義に 反抗して 自我 主義、 

^平等主義 を唱 へ、 scho1,hallcr 等が 人生 否定の 厭世 觀に對 して、 人生 肯^の 英雄主義 を 叫んだ。 

しかし 彼の 所說 のうちで、 現代に 於け る 異教 思潮の 要素 を 最もよ く 現 はして ゐる 部分 は、 いふまで 

もな くその 超人 說 である。 かれは " zarathl-stra  " に 於て、 超人 は 地の 意義 を 代表す る。 同胞よ、 願 
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はく は 地に 忠 なれ、 かの 天上の 希望 を說 くが 如き 空漠の 言に 耳 を 傾く る 事 勿れと 敎 へた。 かれは 人生 

に 於け る 不斷の 向上と 努力と を說 き、 自我 を 中心とし たる 進化 發展に 最上の 意義 を 置いた。 かの 博愛 

とい ひ 平等と いふが 如き は 寧ろ 一 の罪惡 であって、 自我の 意力に よって 我等 は 遂に、 精神的 人格 的の 

意味で いふ 貴族で あらねば ならぬ。 さう して 出來 たのが 卽ち 超人で ある。 おもへば 近世の 實驗 科舉と 

自然主義の 思潮 は、 まさに 基督教の 祌 を破壤 して 了った が、 それに 代って 現 はれた もの こそ、 この 地 

上 現世 を 重んじた 超人 說に 外なら ない ので ある。 もはや 偉大と 崇高 を 神の 中に 昆 出す ことの 出來 なく 

なった 現代人 は、 ここに 超人 を 信仰して それ を 望む やうに なった。 Darwin は 吾人に 向って、 人 問 は 

蟲 から 進化して 遂に 現在の 所まで やって 來 たの だと 敎 へた。 嘗て 進化の 道程に 通って 來た锿 とい ふ 過 

渡 時代が あった やうに、 吾々 は 今 この 人間と. S ふ 一階 段に 在る。 この 人間の 儘に 吾人 は 向上し 進轉し 

て 遂に 超人』 の 域に 達すべく 努力せ ねばならぬ。 超人 はか かる 意味に 於て 嘗て 昔の 希臘 人が 考 へて 

ゐた 地上の 神で あり、 人間の 英雄なる 者に 外ならぬ ではない か。 

. 私 は玆に 至って、 また ショォ の 『人と 超 入』 "Man  an(一  sllpcnlKm  " に 現 はれた 思想 を 想 ひ 起さ 

ざる を 得ない。 勿論 英國の 此戲曲 家 は、 一一 イチ ュの やうに 明確に 超人の 理想 を 示して はゐ なかった。 

ショォ の 超人 は、 つまり 現在の 普通人よりも 遙 かに 強い 健康 を 有し、 すぐれたる 腦カを 有する 者の 謂 

で、 それ はつ まり 人種改良 によって 進化が 齎す 所の 社會的 所産で あると 彼 は 一一 一一 口って ゐる。 が、 かくの 
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如き は卽ち &ィ|_ の 所謂 『神』 と 甚だしく 類似した る觀 念で はなから うか、 と 私 は 思 ふ。 ショォ はまた ^ 

イブセンの 作 『皇帝と ガリ レャ 人』 (本書 三 三 頁 —三 六頁參 照) を 批評して、 あの 戯曲に あら はれた 『第 一 

着 國』 と、 自我 を 神な りと する 人 I- 卽ち ここに 云 ふ 超人— と 兩方を 結び付けて、 下の やうに 論 

じた。 

-Emperor  and  Galilea 口  xsght  have  been  aylropriatcly,  if  Igsaisuy.  nicd  The  Mike  of 

f  the  MyBtic  It  is  Maxims  WIS  fores  the  choice  on さ nan,  net  g  between  ambitlg 

and  Irinciple—bctln  Paganism  and  Christianity—between  "  the  old  beauty  that  is  no  longer 

heautif-l I  the  new  truth  that  is  no  longer  true,"  but  between  Cbrist  and  Julian  rBI. 

MaxlB  knews  that  there  is  no  gcing  back  to  "the  6rst  enirc  "  of llm  IIS.  415 

sind  empire,"  chriln  or  selrblatory  idslisn,  is  already  r き n  at  heart.  -  The ま3 

it, す lit  r IIS  for:  the  clirc  of  Man  asserting  the  eternal  vugty  cf  his  own  I. 

He  -ho  can  I  I  net  on  o?Ii,  not  i  tc  the  cr 籠， 15t  in  hii--lf  is  I  :  he  s  the 

San  to 1 wl  bridge  between  the  t-esl 一 and  spirit-  ,.a  this  thh.-l  SI  m 

l-r  the  irit  shall  not  be  -nknown,  nor  the さ 一 sh  st.u.vl, ns- ま -ill I  g ュ  一 >Hid. 

『皇帝と ガリ レャ 人』 は、 殺 II ひ 方 だがし かし 適切に、 神 I マ クシ マスの 過& だと 名 づけて 

よから う。 &、. -と、| と、 I 異敎 主義と 蠢と ー 『もはや 美で ない 古い 类と、 もはやお 


でない 新しい 1K』 と、 これら 二つの 者の いづれ を 選ぶ と いふので はなく、 基！ I とジ ュ リ ァ ン自 らも 

の いづれ を 取る かとい ふ選擇 を、 皇帝に 强 ひた 者 は マ クシ マ ス である。 異敎の 肉感 主義の 『第 一 帝. 

國』 に 今更 歸られ もしない 事 は マ クシ マス も 知って ゐた。 さリ とて 『第二 帝 UJ 一 卽ち某 #敎 的 或は. H 

己 否定的の 唯心論 も、 旣に极 本から 駄目に なって ゐる。 そこで 彼が 求む る 所の もの は 『第三 帝！：， 一  1 

II 卽ち c らの 意志の 永遠に 正確な 事 を 主張す る 『人』 の 帝 II である。 神 は オリ ムパ ス 山上に 在る- 

ので もなければ 十字^ 上に 在る ので もな くして、 c 我のう ちに 布る の だと 考 へる 人、 さう いふ 人 こ. 

そ此 『第三 帝！：』 を^ 設 して、 ブランドの 镞 肉の 間の 橋梁 を 造る 人で ある。 第三 帝國. i 於て は靈が 

知られずに あると いふ 事 もな く、 肉が 飢 ゑる 事 もな く、 また 意志が 苦しめられ 敗られた る 事 もない 

であらう。 

—— 『イブ セ ン 眞 瞌』 六 五 I 六 六 頁 

靈肉 一 致の 第三 帝 國は卽 ち 超人の 國を 意味す る。 超人 その 者 は卽ち 地上の 神 を 意味す るので ある。 

また さきに 言って グ ウル モ ンも、 此點に 就いて 下の やうに 一一 一一！： つた。 

u  r-SK-- ミー Jerait  bcaucoul!  a  un liomine,  il resfsmbkl.ait  l-SUK.CUP  i  Illci-msrne,  qui  suis  un 

B-rhs-lnle.  Al-ltil-lk-z  vous  &  rinsni  et  Ycus  ； ivez le  S2U  Tout- puissant  tenement  concevable. 

Les  rellTOJCns  ct les l>hi】osophles  modest_JS  »Jlli  on<;  imaKin^  Diou  scus  la-  form-J  <l-un  homme  pa-rfait: 

silt  dcmeurees  au  nioins  duns  les  limites  d-uue  analogic  raisonnable.  Mci, 1- 一 m  -10s  <licux  all*a- 

dor(！nt  les  homines,  je  vols le  dis  en  toute  humility  divine  :  je  suis  un  Isnlme  et  Dieu  St 15 

homme. 
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祌は 人の 如く、 我の 如く、 ある だら う。 我 は 超人で ある。 爾 自ら を 無限に 多から しめよ、 さらば そ 

こに 唯一 の、 眞に考 へられ 得べき 全能の 祌が 出来る。 神と いふ 者 を 完全な 人間の 形に して 想像した 

宗敎 ゃ控へ 目な 哲學 は、 今日まで 尠くとも 理^に かなった 類似の 範圍 内に 残った。 我 は、 V 々の崇 

J せる 祌々 の 一 人で あるが、 十分 祌 さまら し い 謙遜 をして かう 言 はう、 が0 は 0人0で0ぁ0 る、 ぎ o は- でが 

ると e 

力う いふ 風に 神 を 地上に 引きす りおろ して、 人 問 化して 了 ふとい ふ 異教の 態度 は、 佛蘭 西の この^ 

思想^の 作品の いづれ にも a られ る。 (メレ ジコ ウス キイの 著 "Tolstoi  as  M§  and  Aitist"  二 六 

七 mil 一六 八 K をも參 照せ よ)。 

私 はい ま 現世 主義 を鼸 する に當 つて、 はしなくも 希躐 神話に ある 巨人 ァ > れ tT^;w の 話 を 想 ひ 出し 

た 『地の hrvj  tc-rrae  Hlh-S と 呼ばれた この 巨人 は、 足が 地上に 在る 問 は 力ま ことに 山を拔 くば かりで 

あるが、 一 たび 地 を 離れて 空中に 上げられ ると 全く 力 を 失って 無能になる。 此弱點 を IfcJc ュ IrlwM が 看 

破して、 遂に 見 ごと 彼に 打 勝った とい ふ 話が ある。 思 ふに アン ティ ィァス は 心靈を 意味す るので、 こ 

の 一 寓話 は、 物質 界 肉界 を 離れ 地上 現世 を 離れて は、 心靈の 殆ど 力なき ものである 事 を 示した ので あ 

らう" * 
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異敎 のこの 現世 主義に 聯關 して、 私 はこ こに 『自己の 崇拜』 とい ふこと に 就いて 一 言しょう。 

自我の 解放と 個人の 自由 を强く 烈しく 主張す る 傾向 は、 遠く 源 を文藝 復興 期の 異教 思潮 勃興の 時に 

發し たこと は、 旣に 上に も 述べた。 近代に 及んで は 先づル ソォの 呼猇を はじめと して、 前世紀の 浪漫 

チ イク 

的 時代より 自然主義 時代に 至って、 益々 熱烈 矯激の 度 を 加へ、 最近に 至って また 更に 一段の 力 を增し 

たる やの 觀が ある。 今日す ベての 思想、 すべての 藝術 は、 益々 あざやかに 個人的 色彩 を帶 びて 來た。 

1 切の 權威 を排 し傅說 を破壞 し、 そこに 淸新 強烈の 自我 を 基礎と した 新 生活 を 創造し ようと 努む るに 

至った。 ただ その 個人主義が、 さきの 自然 派 時代の やうに 虚無 否定の 一面に のみ 偏せ すして、 今 は肯 

定し 建設 せんとす る 努力の 盛な ことが、 現代に あら はれた 著しき 變化 である。 (近代の 個人主義に 就 

いて は、 ほぼ 『近代 文舉 十講』 第三 講 第三に 述べた)。 

さて この 權威^ 排し 個人の 自由 を 重ん する 現代の 傾向 は、 世間に 旣に いくたび か說 かれた 問題で あ 

るから、 之に 就いては 私 は 今更霄 を 費さない。 唯 これが また 希 臘に發 した 異敎 思潮の 著しき 一面で あ 

つて、 希伯來 思想の 流と は 全く 反 對の倾 向の 現代に 現 はれた ものである 事 を 一 言して おく。 

私 はさきに 本書の 序論で ニ大 思潮 を對照 比較した とき、 希臘の アポロの 神殿に ある 『雨み づ から を 

知れ』 の 語と 相對 して、 聖書が 說く神 を 知り 神 を 畏れよ とい ふ霄葉 を擧げ て、 一は 個人的 自由の 主 

義、 一は 敎權 服從の 思想 だと 言った。 今 この 點を 明らかにする ために、 二者の 宗教に 對 する —— 寧ろ 
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祌に對 する 思想の 相 異を考 へる のが、 何よりの 捷徑 であると 思 ふ。 

ホォ マァに は、 人々 みな 神 を 有たざる ベから す (Odyssey  III,  48. 參照) とい ふ 語 あるが、 實際希 

蹶人は 決して 無 宗敎無 信仰の 民ではなかった。 それ はちゃう ど 現代の 人が 決して 無宗敎 でない のと 同 

】 の 意味に 於て である。 ただ 異敎 思潮に あら はれた 神の 思想 は、 人間が 造り 人間が 考 へた 祌 であつ 

て、 希 伯 來の祌 の やうに 唯 • 絡對の 權烕を 以て 人に 臨む が 如き 性質の ものではなかった。 希 職の 方で 

は 人あって 後に 祌が あるの だが、 希 伯來の 方で は种 あって 後に 人が あつたの だ。 前者に あって は祌は 

ィ イス キラ ス 

人生の 一部に 過ぎない が、 後者に あって は 神が その すべてであった。 これ は お schylus ゃホ ォマァ 

の 文 學に現 はれた 祌と、 以賽亞 の 書に あら はれた 祌 との 思想 を 比較 すれば、 一見 明瞭で ある。 甚だし 

ァ リスト i ァネ エス  . 

い 例 をい ふと Aristophanes の 喜劇、 殊に 『鳥』 "The  Birds" など を讀 むと、 盛に 祌榇を 冷 かした 

り 嘲弄した りした 痛快な 面白い 文字 を 澤 山に 昆 るが、 これな ど は 希 伯來の 方で は藥 にした くも 無い こ 

とで ある。 第一、 希臘に は權威 *v 以て 祌の 法則 を 示すべき 聖書と いふ 類の ものが 絶無で ある。 固より 

かの アポロの 託宜 などが 無いで はなかった が、 それ も 單に或 特殊の 事情の 場合、 一時的に その 命を聽 

くだけであって、 謂 はば 人 問の 御 都な？ 王義 から 割り出され たものに 過ぎない。 決して 之に よって 希臘 

人の 全 生活^ 律し^ 縛しょう とい ふ 稗の 力はなかった ので ある。 要するに 希 臘人は 勝手に 神を挤 へて 

隳 手に それ を 信仰して ゐ たので、 そこに 何等 思想 上の 壓迫制 肘 を 見なかった。 かれら は 如何なる 場合 
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にも、 ^想 上 絡對の 自由 を 失はなかった。 

私 は 再び この 差训を 明らかにせん ために、 讀 者が 希 伯 來文學 にあ る 約 百の 話と、 希臘祌 話に ある 

Proniethetis と を 較べられん 事 や 希^す る。 約 百もプ 口 ミィ シュ ゥ ムも兩 方と も 正 篛の士 でありな が 

ら、 しかも 神の ために 不相當 な 苦痛 を與 へられた。 約 百 は 『祌を 畏れ 惡に 遠ざかる』 正しい 人 問で あ 

るのに、 天 は 之に 向って あらゆる 苦忠を 下し、 財 を 奪 ひ 病を與 へ、 彼が 一家 を さへ 诚 ぼした。 また ブ 

口 ミ イシ ュ ウス の 方 は 人權の 擁護 者と も 云 ふべき 巨人、 わざく 天の 火 を 奪ひ來 つて これ を 人 問に 與 

へたが、 それ を も ZSS の 神 は 怒って Caucasus 山上の 岩に 縛り付け、 鷲 をして 日毎に その 肝臓 を 

啄 ましめ たとい ふ。 ここまで は兩方 ともよく 似寄った 話で あるが、 約 百の 方に は、 エホバの 祌 からど 

んな 目に 合 はされ ようと も、 絕對 無限の 服從の ほかはなかった ので ある。 天地の 事が お前 なぞに 解る 

もの かとい ふ祌 様の 一喝に 遇へば、 それ 切り 畏まって 引 込む。 何故 あっての 苦 患 だか、 祌の 方で も そ 

れは 一一！ E はす、 約 百 も 聞かう と はしない、 全く 御無理御尤もで 恐れ入って ゐ るの だ。 そこにな ると 希臘 

の プロ ミ イシ ュ ウスの 方に は、 自覺も あれば Q 由 もあった。 儼として^ 成に 服し ないだ けの 自我の 主 

張が あった。 イイ スキ ラス の 書いた 『プ II ミ イシ ュ ウス』 を 讀んで 見る と、 第一 プロ ミ イシ ュ ウス は 

ジュ ウスの 神が 怪しから ぬと 言って、 平 氣で神 を 呪って ゐる、 決して 無條 件の 服從 なぞ はしないで、 一 

どしどし 神 さま を やっつけて ゐる。 ハ アキ ユリ ィズ が來 て、 あの 鷲 は 殺されて しま ひ 鎖 も 遂に は 放た 1 


しま ひ 

れ てし まふと、 いよく 祌 様との 對決 になって、 終結に は 作者 自ら 大に 神の 不當 を攻擊 する やうな 具 

合に すらな つて ゐる、 その 態度が すべ て 約 百と は 全然 反 對に出 來てゐ るから 面白い。 

以上 は 宗教の 方面から 見た ので あるが、 政治 上に 於て また 希臘 人が 如何に 個人の 自由 を 重んじた か 

は、 歐洲の 古代史 を繙 いた 人の 何人も 首肯す る 所で あらう。 たと へば 希臘 人が 『自由』 とい ふ 意味に 

使った i&vyopirl とい ふ 一一 一一： 葉 は、 全く 『言論の 自由』 の 意であった とい ふ 如き、 よくこの 點を證 し 

てゐ ると 思 ふ。 

さて 目を轉 じて、 現代 文藝に 就いて 自我の 滿 足と 自由 を 主張す る 傾向 を 見る と、 これ は 殆ど 例證の 

あまりに 多く あまりに 煩 はしき に堪 へない ので ある。 最近 三 四十 年歐洲 のす ベての 作家に、 多少な り 

とも 著しく 此 傾向の あら はれて ゐな いもの は 一人 もない。 が、 私 はこ こに マての 最も 大^なる 壯快 なる 

乇ォ リス. c レ ス 

代表者と して Maurice  warrcs の 名 を擧げ てこの 一節 を 終らう。 

かれは 現代の 佛蘭西 文壇に 於け る 最も 急激なる 新派の 先驅 者であった。 一 切の 權 威と 傳說と を 侮蔑 

し、 自我の 外なる すべての 者 を 目して 野人と 呼んだ。 それ は 以前 耽美派の 人た ちが 世の 俗衆 を 嘲って 

J-hiHstin つ と 云った よりも、 更に 烈しい 更に 大きい 意味に 於て であった。 個人主義の 人、 快樂 主義の 

人と して、 かれが 一 切の 思想の 根柢 は、 所謂 『自己の 崇拜』 -Lc  Cultc  (hi  Mci- にあった。 これ は 

先づ 彼の 最初の 小說 『野人の 眼前に』 "Sous  1-CBil des  Bar  bares  " にあら はれ、 次いで 『自由の 人』 


 112 


"L-Honlnle  Hbrc. " 『法の 敵』 " L- Ennesi  des  Lois" 等に 至って、 益々 露骨に 鮮明に 示された。 殊 

にこの 最初の 作な ど は、 主人公の 名 もなければ 勿論 職業 もない、 家 も國も 一定の 住所 も 何もない。 こ 

の 男に とって 唯一 の 存在 は 何かとい ふと、 それ は 自我 卽ち 自分の 心、 唯 それの みであった。 一切の 外 

物と 隔離して 深く 自己の どん底まで 探って 行く と、 そこに はじめて 本 當の內 部 生活が 見出される。 恰 

も 土の なかの 根の 如く、 粗鑛 のなかの 黄金の 如く、 或は また 鑛 山の ダイヤモンドの やうに、 そこに 眞 

の 自我と いふ ものが 潜んで ゐる、 これ こそ 宇宙の 根柢で ありまた 唯一の 富 在で ある、 とい ふの が この 

1 篇の 眼目 だ。 主人公が 靑舂 五ケ 年の 閲歷を 叙して、 歸 すると ころに 卽ち 自我の 權 威を說 いた ものに 

外なら ない のであった。 (勿論 最近 數年、 この 作者の 思想 は 初期の 頃のと 稍 趣 を 異にした 感は ある 

が、 自我の 權烕を 高調す る點に 於て は 少しも 變り はない ので ある。) 

四 美の 宗敎 

肉感 美の 崇拜 I 美と 善の 一 致 II 希伯來 思想との 比較 II 肉 體の美 

—— 男性美 —— 口 ダ ン —— ぺ イタ ァ —— ヮ ィ ル ド —— ダ ン ヌ ンチォ I 

——ビ H ル • ル ィ —— レオン • バクスト の藝術 —— 參考書 

*  Beauty  is  truth,  trutli  Ibeauty  ； II that  is  all 

Ye  know  on  earth,  and  all v<"  neea  to  Isow, 
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 Keats  ：  Ode  。さ a  Gveci  t/m 

美は眞 なり、 眞は 美な り、 是れ爾 が 地上に 於て 知り、 また 知る を耍 する すべてな り。 (キ イツ) 

•Art  is  the  BynthesiF-  on  beauty  in  Natsri ;  and  lK;;sty  is  as  serious  as  dcatli  itKelt.- 

 FnsciH  Gricrson,  The  .Ff-ss-r  0J-  tha  c/.ndenscs-  p. 18» 

^術 は 自然に 於け る^の 綜合な り、 美 は その 厳淑 なること 死と 異ならず。 (フラ ン シス っク リア ソ ン) 

美と 藝 術との 宗教、 ことに 肉感 美の 崇拜、 これが また 現代に 現 はれた 異教 思潮の 顯 著な 一 方面で あ 

る。 かの 亨樂 、王義 とい ひ、 快樂 主義と いひ、 耽美 主篛 とい ひ、 藝術 至上 主義と いひ、 或は 美 的 個 

ン ディ f デ ユア リズム  ヘレ 一一 ック 

人 、？ H 蕤と いふ 如き 種々 の 名に よって 呼ばれる 傾向 を 人 r ここに 總 括して、 すべて 呰 上に 述べた 希臘 

現世、 王篛 者の 當然 の歸 結た る 美の 崇拜を 根本に して 考へ るの は、 必す しも 無理で なから うと 信す る。 

希伯來 思想の 特色 は、 旣に 述べた 如く、 ことさらに 肉的 生活の 美と 快 樂に面 を そむける 禁愁. 王義に 

あった。 ちゃう ど 佛敎の 首 葉で 色相 界の 妄執と か煩惱 とか 云った やうに、 あらゆる 物慾と 肉 情 を 否定 

した。 之に 反して 希臘 人の 思想 は 全く 現世の 意 を 中心とし、 美の 極致 はやが て 自ら 善と 一 致す る 事 を 

疑はなかった が 故に、 かれら はこと さらに 道 を說き 德を獎 める 事 をし なかった。 私 どもが 古代 希 職の 

|K 才が 遣した 作品 を讀 むに 當 つて、 特に 强く 注意 を惹 かれる の はこの 耽美主義の 傾向に 在る。 ホォマ 

ァの叙 $ 詩に も、 Sappho の 抒情詩に も、 また Herodotus の歷史 にも、 アリス トフ ァネ エスの 喜 
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劇に も、 誰か そこに 慈悲 や 正義の 敎を 聞く 人が あらう ぞ。 かの 使徒 保羅が 自ら 語り 人に 問 ひ、 聲を高 

くし 淚を灑 いで 道を說 いたのに 較べる と、 哲人 ソ クラ テ H スゃ プラト オンに さへ も、 道舉 先生 臭味 は 

甚だ 薄 か つた やうに 思 はれる。 かくの 如く にして 希 職 が 千古に 誇る ベ き 豐 富なる 藝術を 遣した るに 比 

して、 古代の 希 伯來來 民族の それ は 此點に 於て 驚くべく 貧弱であった。 第一 先 づ肉體 美を寫 した 彫刻 

とい ふ 物 を、 彼等 は 持たなかった。 唯 文學の 方で 舊約 書に 詩歌 も 戯曲 も あるが、 それ も 皆宗敎 的な も 

のば かり、 僅かに 『雅歌』 の i に 肉 體美 の 譜嘆を 聞く に過ぎない (^^SK! せ 嫌 

iil) 元来 美感の 著しく 發逹 して ゐた 希臘人 は、 美 そのものに よってお のづ から 自分の 心. の淸 くせ 

られ 高められる 事 を 知って ゐ たが 故に、 彼等 は人體 美の 極致 beau  ideal を寫 したる 神 像 を 造って 之 

を拜 したので ある。 卽 ちかの 一切の 偶像 禮拜 を嚴禁 した 希伯來 人と は、 此點に 於て 全く 正反對 であつ 

た。 #躐 人の 宗敎 的禮拜 は、 決して 祌の 力に 向って 祈り 求めた のではなくて、 美 そのもの を崇 拜し讃 

嘆し 渴仰 する ものに 外なら なかった。 ペイ タァが 名著 『希臘 研究』 -  Greek  Studies"  (二 九 tn:n) に 

言った 言葉で いふと、 希臘 宗教の 中心 動機 は、 全く 『肉 體の 崇拜』 th ひさ orship  of  the  body にあ 

• -  から ゾ：  •  フィ ディア ス 

つたの だ。 何が ゆ ゑに 希 臘人は 神靈に 人間の 體 を- 與 へた かとい ふ 問に 對 して、 希臘 彫刻の 祖 phl.dias 

は 答へ て、 天地 問に 人體 ほど 整齊の 美を盡 くした もの は 他に 無い からで あると 一一 一一：： つた。 とにかく 人 問 

の 肉 體は靜 的 美と 動的 美と を 鈹ね備 へた 最も 完 きものの 一 つで あらう が、 先づ この美に 着目し 之 を 一 


m 一 


切お 象の 首位に 置いて、 祌 として 肉 體美を 尊んだ の は、 全く 希 臘人を 以て 祖 とする。 

山水 明媚の 美鄉に 住まって ゐた 希臘人 は、 自然美に 對 して それ を讃 嘆す るより は、 寧ろ 親しみ 馴れ 

てゐ た。 從 つて 彼等が 熱烈なる 努力に よって 求めん としたる 突 は、 主として 人體の 美で あつたと ラス 

^  \i. 一一 ョっ こ ( 『近代 翕 家 論』 第三 卷第 四篇第 十三 章、 自. 十二 節-至 十四 Y- を， きさき こも 一 ぎ っ^  n く， &く  2 

キ ン おちった (節。 澤 村氏譯 「美術と 文學」 三 〇 三 頁 I 三 〇 九 H 參照、 そこて さきに も 一一 目った .5  く^く^ 

肉の 一致 を 信じて ゐた 彼等 は、 この 肉 體美を 得ん がた めに 精祌の 修養 を も その 耍素 だと 考 へた。 換言 

すれば 肉の 美 を 得る こと は、 やがて これが また 靈の 向上で も ある 事 を 疑 はなった 彼等 は、 『王冠 を 得 

ん より は 美しき 肉體を こそ 得 まほし けれ』 と 言った。 また 多くの 點に 於て 普通の 希臘 風の 物質的な 考 

へ かたと 趣 を 異にして ゐた プラト オンで さへ も、 肉體美 は精祌 美の 表現 だと 說 いて、 哲學 者の 中で も 

詰らない 扠は、 先づ その 面貌が 醜で ある、 禿 頭の 保 儒で ある なぞと 書いて ゐる。 すべて かう いふ 考へ 

かた を、 かの 中世^ 督敎 徒が、 五體を 臭骸と 見做して 極力 それ を 蔑んだ のに 比する と、 眞に萬 里の 差 

ではない か。 

女性美 はいふまで もない が、 希臘人 は、 、ヰ ンケ ルマンの 美術史に 詳しく 說 かれた やうに、 殊に 男性 

荬 を贵ん だ。 それ も 顔面ば かりでなくて、 ra: 肢^ 體 凡ての 筋肉 姿勢の 美し さを贵 /だ。 かの 五 年に 一 

度の Olympia 競技の 如き も、 今の 世に いふ 體 育と やらの 俗惡な 動機から ではなく、 肉 體の眞 の 訓練 

によって 身體 各部の 整った 美しい 發達を 見ようと いふ 催しに 外なら なかった。 わけて 男子が 十五 六歲 
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の 頃、 + 漸く 成熟期に 入らう とする 折の 美しい 血色 や 姿勢 を、 希 職の 人 は 何よりも 貴んで、 美少年に. 

ナァシ ッサス 

關 する 多くの 物語 を 後世に 遺した。 また スパルタ 人の 母 は、 自分の 部屋に アポロ や Narcissus の 莠 

しい 彫像 を 置いて、 やがて 生れよう とする 胎兒 がそれ に似て 美し かれよ と 祈った。 かほ どまで 肉體の 

ブ ラ クシ テレ エス 

美 を責ん だれば こそ、 男性の 美 はフィ ディア ス、 女性の 美 は Praxiteles の 作品に 於て、 希腦の 彫刻 

は 世界の 藝術 史上 眞に 千古の 偉觀 をと どめ 得た の である。 

さて この 肉の 美を崇 拜す る異敎 思潮 の 特色が、 如何に 力 强く現 代 藝 術の 根本 を 動か して ゐ るか は、 

今： 史 ここに 說 くまで もなから う。 その 幾多の 實 例に 至って は 到底 一 々之 を擧 ぐるの 煩に 堪 へない。 か 

つて 自然 派 時代の 人が 醜 を 兌た 所に さ へ、 今の 新しい 藝術家 は 更に 深く その 奥に 潜む 內 部の 美 を兑ょ 

n ダン  II 

うとす るで はない か。 自然のう ち眞に 昼く 醜なる もの は- つも 無い と 一一 目った ズ o(Hll の. き、 卽ち固 

より 此精祌 の 人であった らう。 彼が 彫刻 は 人體の 各部に 溢れた る 生命の 力 を とらへ て、 先入の 未だ 曾 

て氣づ かなかった 運動の 美 を、 筋肉 ゃ關 節のう ちに 表現しょう とした。 元來& ダンに とって は、 生き 

てゐ ると いふ 事 それ 自らが 旣に 美な の だ。 ところが この 生命の 現 はれて ゐ るの は單に 顔面の 表情ば か 

りで なく、 全身す ベての 筋肉 運動に その 表現が ある。 だから 彼 はすべ ての 肉の 運動 美 ケ-現 はして、 之 

によって 意志、 思考、 感激、 興奮、 情熱、 想像 等 一切の 精神 活動 を、 自然の ままに 現 はし 得た ので あ 

る o 
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また これ はすつ と 古い 話になる が、 吾々 は 如何にして、 人生の 脈搏のう ちから 最高の 美の 感 覺を以 S3 

て 見られ 得る 凡ての もの を la る 可き だら うか、 と 云 ふ 問に 對 して そ は藝術 だ、 と 答へ た 英吉利の ヲル 一 

J7， 。ヽ- ？ァ へ^^は 先づ 枝が 『文 第 ほ 興』 の 『結論』 とい ふ 一文 を精讀 せられよ。 た； はかれの n^"!^^、fux 

タァ *ハ イタ ァ , き -.Marius  the  Kricm.£u  " にも 同樣な 思想が 見られる が、 この 方 は 單に希 腿 風の^ 的 快樂主 

はい はす もがな、 この ペイ タァの S をば 裏し 具體化 

ォ スカァ ワイルド  イイ スセ テイク • ムゥヴ メント 

したる 〇scar  Wiklc の 一 生と その 藝術 も、 ひろく 讀 者の 知らる る 通り かの 耽美 運動 の 源で あつ 

た。 ワイルド は あらゆる 肉感の 美 を 漁り、 刹那の 享樂を 追うた 揚句、 遂に 獄中の 吿白錄 に、 われ は 我 

が 生命の 庹珠を 酒杯のう ちに 投じ、 笛の 音に つれて 花 哚き亂 るる 道 を 歩んだ ので あると 自ら 語った で 

はな. S か。 殊に かれの 小說 『ド オリ アン ，グレイ』 "Dorian  Gray" にあら はれた 新希臘 主義の 思想 

の ごとき は、 要するに 宫能を 以て 靈 性の 根本な りと 兑、 木 能 そのものが 卽 ち精祌 であり 靈魂 であつ 

5* ン メンチ ォ 

て、 二者 は 全く 合 一 したる 存在 を 有する こと を 示した ものである。 また かの D-Annunzlo を 見ても、 

彼 は 明らかに 最も 著しく 靈 肉の 一 致 を 信じた 藝術 家で ある。 彼が 純然たる 生理の 根柢から 人生 を解釋 

して、 美を感 t 乂 する 人で ある こと は 『快 樂兒 " The  Child  of  Pleasure  " や 『死の 勝利』 " ，rlle 

ァ ァサァ シ モン ズ 

1ビ1ョ11>11 of  I>1. 。th" の やうな 作を繙 いた 人の 誰し も 首肯す る 所で あらう。 Arthur  synlons  ("stll- 

di-  s  i-1 IVosc  ami  vvm- ： のうち ダ ン ヌンチ ォ論參 照 ) の 評語 を 借りて 言 へば、 ダン ヌン チォ にと 

つて は、 美は现 K 世界に 於け る 最も 現 S 的な もので、 視 たり 觸れ たり 聽 いたりす る 所に、 また 吾々 の 


情 執； ゃ渴 仰のう ちに、 または 侗 性の 滿足を 探求す る 執着のう ちに、 美ぞ 創造す る ことが 卽ち 生の 最も 

大切なる 部分で あるの だ。 (ダ ン ヌ ンチォ の 傑作で 旣に廣 く 日本の 讀書界 に 行 はれた 石川戲 庵氏譯 

『死の 勝利』 の 如き、 この 耽美的 肉的な 希臘 風の 快樂 主義 を あら はした 詞 句は篇 中の 隨處 に 見られ 

る。 試みに 石 川 氏の 譯本五 七 一 頁、 六 〇 四 頁より 六 〇 七 頁まで、 六 一 六 頁より 六 一 七 頁まで などの 部 

分 を飜し 見られよ、 思 牛ば に 過ぐ る ものが あらう。)  . 

なほ 最近の 例 をい ふなら ば、 § 西の 詩壇に いま 異敎 主篛の 使徒 だと 呼ばれる 5errc  Lmiys が、 

古代 希臘の 美的生活 を 追慕して その F  gra-Klc  sensuality をな つかしみ、 希獵諸 神を讃 して その美と 

力と 藝 術と を頌 する 心 も、 卽 ちみな 此 傾向の 一 面で はない か。 また 露 西亞の 猶太 人で 繪 書と 舞臺 装飾 

に 『色彩の 抒情詩 人』 と 呼ばれ、 最近 三 四 年 西歐の 藝苑を 驚かして ゐる Leon  Kakst の藝術 は、 全 

く 彼の 希臘 研究 (特に ホ ォマァ 研究) から 出た ものである。 在来 未だ 嘗て 昆られ なかった やうな 大膽 

な 奇拔な 色彩の 配合に、 躍動す る 生命の 力 を 託し、 觀者 をして その 強烈な 刺戟に 醉 はしめ すん ば已ま 

ない のが 彼の 作の 特色で ある。 衣裳 や 背景に 使った 毒々 しい 色彩の 絕 叫が、 一種の symphony をな 

して 銳く 官能に 迫る 特色 は、 かれが 確かに 最近 藝術界 に 於け る 色彩の 革命 者 を 以て 目せられ る 所以で 

ある。 

ハ ^ ぎ) 希臌 文明の 近代に 及ぼした 影響 を 論じた もので は、 下の 書 は 一 讀に航 する。 
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" Wliat  Ha.\s  tls  Greeks  Done  for  Modem  CIViHNatloll r  " Lowell  Lecture  o 

:508—1909;  By  John  PentJand  Mal£Ay.  (G,  r-  PutnanVs  sells,  1909) 

これ は 詩と 散文、 建築 彫刻、 繪 II 音 樂、 科擊、 政治 法律 哲舉 宗敎 等に わけて 論じて ある。 ま 一 

た 

" Hrtrakls  of  Revolt,  stu&es  in  Modern  Liteiatur ひ wild  Dowlnel By  \villiam 

Barrv.  (H5kles  and ひ tollwllton,  1009) 

の 終の 三 章  cha?  IX.  Neo-pa^anism.  Chap.  X.  Later  Dyy  pawans,  Cha で. X. 

Fried  rich  NictNscnc. 

など も參考 になる だら う。 但し 私の 所論 は、 少しも これらの 書に 負 ふ 所 は 無い。 


第 六 EF- 一  L.OGUE 

現代 文學の 新潮 

現代 爇 術の 思 湖 —— 生活の 愛慕と 享樂 II ヒュ ゥマ  一 I スト —— S 近の 

佛蘭 西文學 —— 過去の 人ビ ェ H ル。 ロティ —— 新 傾向 —— 懐疑 厭世の 

舊 思想 II 行 的 努力 —— 人生の 赏際的 傾向と 文藝 の接觸 —— 新 傾向 

の 代表作 —— 家族 主義 —— 自我 主義と 共存 主義 I- 祖先の 信念に 歸る 

こと II 『人生派』 の文藝 II ク 口 オデル の絕叫 II その 詩 風 I 『VJ 

の淤』 の 諸家 —— ロマン. ロランの 『ジャ ン. クリストフ』 I 加 特カ敎 

復活 —— 希 臘戰士 の 生活 

, Lc  sage  n*a  qu*une  croyance  :  scl-nlsnlc  ； トー！  sage  n-a  qu-unc  patric  :  Jul-  VIC.* 

— K-enly  <lc  (lournlonf,  Um  Nuit  §  IMXetrs 霧. g,  p. 1 ひ 5. 

^人 はた だ 一 の 信仰 を 有す、 そ は 自己な り。 賢人 はた だ 1 0- 祖國を 有す、 そ は 人生な リ 。(レミ *ド 

ゥ • ゲ ウル モン )o 

ト teU  you  tliat  as  lonro  as  I  cau  conceive  somethinTO  Tbetter  than  myEicl^  I  cannot Ibe  eisy  unless 

u.  a-m  Stl-Jvln で to  L-rJnTO  it  into  existence  or  dcarinw  the  way  for  it.  -rhilt  is  the  law  of  Kly Ise. 
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That  is  the  working  within  Bie  of  Life，s  incessant  aspiration  to  higher  organisation,  wiaer, 

deeper,  intenser  self-snsciousness,  and  clearer  self 上 Inderstilnc-ing. 

 Shaw,  Jfas  SB  <S?/P3 ミー s.  Act;  In. 《p. 

元來 i は 自分より ^ いもの を考へ 得られる 問 は、 それ を 生み出す か、 乃至 は それが ために 途を開 招 

くやう こつと めなければ 心の 滿足は 得られない。 それが 僕の 一生の 法則、 『生』 の絕 えない 渴 望の、 

^の 心の中に 働いて ゐる 姿なん だ、 絕 えず 一層 高い 組 緩、 一層 廣ぃ 深い 强ぃ 自己 意識、 一 翳叨^ な 

自己 理解に 到達し ようと 足搔 いて ゐる 『生』 の、 僕の 心の中に 働いて ゐる姿 だ。 

II ショォ 『人と 超人』 (細 E 氏 譯ニ九 二 WO 

a 代藝 術の 特色 は 之を歷 史的に 考 へれば、 つまり 基督教 思潮に 對 する 異教 思潮の 勝利 に 他なら な 

い。 幾 肉の 間に 何等の 分裂 不調和 を 見なかった 古代 希臘の 人が したやう に、 現在の 人生に 對 する 熱烈 

をな して ゐる。 さう 考 へて 

ル  ライフ *フ ォォス 

進、 シ 3 ォの いふ 生の 力、 

1メ： ， -,  ァク ティ ヸス 

或 ままた オイケンが 精祌 生活の ための 脔鬪 Kanlpf  lull  cincn  geitigen  Lebcnsmllak を說 く、 ％ 勘 

^ これら はみ な 所說の 內容に 多少の 差 こそ あれ、 その 間 互に 一脈の 相 通す ると ころ ある は 否^す ベ 

か ら ざ る 事赏 であると 思. ふ。 

見 t 人り、， ノま、 レ ミ • ドウ • グゥ ル モン の 言葉で 言 へ ば、 人生 そのものの 爲に人 生 を 愛す る もの 


raalour  de  la  vie  15ur 】a  vie  ellc-mgnle である。 卽ち 彼等 は 飽くまで も 人生 を 肯定 せんとす るヒ 

ゥマ, 一 ストで ある。 ヒュウ マニス ト であるが 故に 個人、 王義 者で あり、 自我 主義者で あり、 享 樂主篛 

翕で ある。 殊に 靈と 肉との 合一 を 信 やる 彼等 は、 精祌 生活の 充實を 求む るが ために 肉の 歡樂を 求めて 

やまない。 その 鋭敏な 官能の 力に よって 生活 內容を 豊富に すべく、 絕ぇ. f 強烈の 刺戟 を 渙 り 膝 間の 本 

能 滿足を 求める の も畢竞 これが ためで ある。 ペイ タァの 名高い 一 W 葉 を 借りて 言へ ば、 『常に 硬い 齊玉 

の やうな 焰を て燃燒 し、 ^喜 を 持镜 する こと 』*  to  burn  always  with  this  hard,  genilike  f^lTne, 

to  maintain  this  ecstasy- これが 卽ち 現代の 人々 の 得ん とする 生活で ある。 そして かくの 如^ ^1 -て 

W 來た 花やかた 曲 m ほな 生活の リズム を、 かって 原始時代の 人が 試みた やうな 自然と 無 邪 氣とを 以て、 

-之を 一一 目 語に 或は 霜 布の 上に 表現した ものが 卽ち 現代の 藝術 である。 まだ 血の 燃えて ゐる 心臓 を その 儘 

ポスト • ィムプ レツ ショ 一 一 スト  シュ トラ ウス  ドウ ビュ ッ シィ 

書 布の 上へ 投げ出し たやうな のが 後 印 1 ^派の 繪 肅 だと すれ は、. D ダンの 彫刻 も、 Strauss や Debussy 

クレ fl;-  一一 ジン ス キイ  ナチュラリズム  サン ジ^ ルジュ ドウ 

の音樂 も、 Craig の 舞 棗 装飾 も、 Nijinsky 等の 露西亞 舞踊 も、 本然 主義の 詩. <  Saint-Gccrg つ s  de 

か ouh6Her が 詩集 『熱烈なる 人生の 歌』 "Chants  cle la  Vie  Ardente  " も、 英雄 讃美の 詩 も、 ひとし 

く 皆 靈肉合 一 の 生命力が 產み 出した る新藝 術で はない か。 また マァ テル リンクで も、 Verhacrcn で 

も、 IL チ G.  Wells でも、 ゴ ルス ヮ アジ ィ でも、 1 さ gllic.r でも 現代詩 文界の 巨匠 は、 色々 の 意味に 於 

.,て みな 先づ第 一 の 眞のヒ H ゥマ 一一 ストで はない か。 三千 年 このかた 欧洲 文明の 根柢 をな して ゐた^ 拆 


. た る 希臘 思潮の 流が、 前世紀 末から 今世紀に かけて 急に また 力強く 色 あざやかに 現 はれて、 そこに こ 

れらの 新 異教 主 篛の藝 術 を 出した ので ある。 

私 は 現代 文學 のこの 新潮 を 最もよ く 代表せ る 一例と して、 最近 佛蘭 西の 文壇に あら はれた 新 傾向に 

就いて 一 言しょう。 

故國の 風物 はいふまで もない、 日本 や 支那 や 印度の 景情を 描いて は、 かの 精緻で しかも 花やかな、 

八を醉 はさなければ 止まない 才筆の 裏に、 いつも 限りなき 憂愁の 思 を 託して ゐた serre  Ibti の 如 

き 人 さへ、 外阈 ではと にかく、 佛蘭 西で はい ま旣に 過去の 人となりつつ ある。 歐洲 最大の 文豪と して 

稱揚 された 1.1 日に く ベら て、 +は 彼が 稀世の 名文 も 新時代の 人の 胸に は 何等の 響 を 傅へ なくなった。 

今日 佛蘭 西の 年 わかい 敎育 ある 智的^ 級卽ち jsncsse  intdlectudlc を 代表す る 思想 は、 もう 少しも 

厭世と か 悲哀と かの 色 を帶 びて ゐ ない 純粹な optimism になって ゐる。 熱烈な 生の 耍求を 基礎と し、 

強大な 國民的 民族的 勢力 を 未来に 對 する 理想と して、 勇往^進 しょうと いふ 雄々 しい 態度で ある。 懷 

疑の 雲を拂 ひのけて、 自己 を 45 じ 人生 を 信じて 進まう とする 古代の 希躐 人の 樂天觀 である。 歷 史を迪 

モォパ クサ ン 

つて 考、 て 見る と、 十九 世紀の 間 こそ 佛蘭 西の 思想 は、 いかにも あの Maupassant 時代の 自然主義 

の餘 毒と も 云 ふべ き 憂愁 悲觀の 雲に 蔽 はれ、 『世紀 病』 と 呼ばれた 厭世 思想の 惡 夢に 魔 はれて ゐ たが、 

あれ は 今日で はもう Taine や Kenan と共に 遠い 過去の ものと なって、 ニト 世紀 時代の 佛蘭 西の 新 
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思想 は、 寧ろ その 以前 卽ち 十八 世紀 ごろの あの 甚だしく 貴族的な 思想、 花々 しい 勝利者の 態度に 歸ら 

うとしつつ あるの だ。 佛蘭西 文明の 最も 光榮 ある クラシック 時代の 理想に あこがれ、 彼等 はい まこの 

ii 貝い 傳說に 新しい 生命 を 見出さう と 努力しつつ あるの だ。 人生 そのもの を 肯定し、 實行的 努力 を 生活 

の眞 謙と 考へ るに 至った。 + から 二十 年 も 前に は 殆ど 痴人の 囈語 だと 目され た 愛 國 の說 さへ、 今 

日で はかれら が滿 腔の 熟 誠 を こめた る 絡 叫と なって ゐる。 かう いふ 有様で、 先 づ實行 生活 そのものに 

對 する 愛と 享樂 とから 成立つ 希臘的 現世 主義が、 新時代の 作品の 中心 動機 Leitmotiv であると 見る 

べき だ。 從 つて 文 藝は 今や 益々 人生の 實際的 方面に 密接し 來 つて、 政治 軍備 殖産 工業な どの 當 面の 問 

題と 聯關 し、 はて は體育 競技 や 航空機の 競爭に 至る まで、 民族の あらゆる 生命 活動の 現象に 相卽 不離 

の 關係を 持つ に 至った のが 最近の 現象で ある。 これと いふの も 畢竟、 かの 古来の 基督 敎ゃ 或は 哲學者 

が 言った、 人生の 目的と か 意義と かいふ 空疏な 抽象的 觀 念に は 目 も くれす、 直接に おのれの 生命力の 

• 全部 を 提げて、 眼前 刹那の 生活に 侵 人し 執着し、 亨 樂し翫 味しょう とい ふ希腦 的の ヒ.！ L ゥ マー ーズム 

が、 その 基 をな して ゐ るので ある。 現在 生活 そのものに 對 する 熱誠 眞摯 なる 愛慕が、 その 根本 動力で 

ある 事 は 言 ふまで もない。 

勿論 今日と 雖も まだ、 前代の 遺藥を 以て 目すべき 深い 暗愁の 色を帶 びた 作が、 相當の 名聲を 博して 一 

<ゐ る^も 無いで はない。 たと へば 昨年 ( 一 九 一 三年) 五月に 出た octave  Mirbeau の 『野犬』" Dingo"  2 


- など は その 一例で、 これな ど は 矢張り 純粹の 厭世主義、 破壞 主義 また 極端な 個人主義の 所產 である。 

しかし これた どと は 全く 正 反對の 思想 を あら はした る 下の 如き 最近 の 諸 作 を 見よ、 

Hcnrv  Bordeaux 作、 『家』 La  Maison  ( 1 九  一二 年) 

Maurice  Barr&s 作、 『靈感 の 丘』 La  Colline  inspire-  ( 一九  一 ニー 年) 

Paul  Adani 作、 『ス テフ ァ ユイ』 Stephanie  (一九 1 三年) 

こ ，1 らは： 一-: つと も 昨年 あたり 怫蘭 西の 文壇 を賑 はした 名作で、 また 實際 この 新時代 を 代表す る 作家 

と 作品 とで ある。 どれ を： a て も 人生の 寳行的 方面 に 對す る 熱愛と 享樂 の 熊 度が 明らかに はられる と 共 

に、 歡 喜と 光明と が 全篇に 溢れて ゐる のが 特色 だ。 殊に ボル ドォの 『家』 など は、 以前から この 作者 

獨特 の 主張で あ る 家族 主義 の 思想 を 基と した も ので、 さきの 自然 派 時代 の 喑擔た る 個人主義 の 思想 と 

. はちゃう ど 正 反對を 行った ものである。 なほ 家族 主義と 云へば、 モォ リス *バ レスの 『根 引され たる 

もの』 -Lcs  Ix.raci-lf  " ブ ウル ゼ H の 『舍營 " I」Etap6  Estauni6 の 『酵母』 " Le  Fcr ョ 21t" 

- など、 これら 近年の 名作 は侗 人の 責任と 義務と を 重んじ、 家族の 連帶 共存 を 中心思想 とした ものに 他 

ならない。 これら は 上に 述べた 愛國 主義と 共に、 現代 新人の 實 生活に 對する 熱烈の 愛が、 具體 的に 顯 

鬼した 當然の 成^で あると 昆 るべ き だら う。 

玆に 注意すべき 事 は、 かの 偏 狹同陋 な 利己主義な らばい ざ 知らす、 苟も K の 個人主義の 自 山な 活動 
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ならば、 それ は 決して 社會的 民族的 共存 主義と 相容れな いもので はない、 否な 寧ろ 積極的に 自我 中心 

の 努力 をして こそ、 それが また 自ら 家族の ためで あり、 國 家の ためで あり、 一般人 類の ために もなる 

の だ。 換言すれば 己れ の 全力 を發 揮して 自我の 滿足を 得ようと する 事 それ 自身が、 やがて また 熟愦 を 

以て 同胞の ために 盡 くす 所以に 他なら ない ので、 眞の 個人主義と 利他主義との 契合 點は 全く 此處 に存 

する 事 を 思 はねば ならぬ。 それ は 人 問 一般の 天性が 社會 的な もので あり、 狭い 自己の 小！ K 地に 立籠つ 

て 孤立した 自己 を 守る ことが、 決して 自我に 滿 足を與 ふる 所以で ない とい ふ 確固たる 事實 が あ る以 

上、 一 點の疑 を さしはさむ 餘地 のない ことで ある。 にも 拘 はらす、 さきの 自然主義 時代の 人に は、 極 

めて 睹易 きこの 論點を 誤解した 人が 多かった ので ある。 

さて この 潑淛 たる 生氣に 溢る る實行 生活 卽ち 活動の 前に は、 一 切の 懐疑と いふ ものが 先づ ノ 掃 せら 

れ なければ ならぬ。 始終 疑惑の 雲に とざされて ばかり ゐた ffiaslct の やうな 男に、 遂に 何の 强ぃ實 

t 仃ョか 昆られ よう ぞ。 卽ち 人に は 活動すべく 先づ鞏 同なる 何等かの 信念がなくて はならぬ。 勇ましく 

『我 は 信す』 credo と 言 ひ 得る 人に して、 はじめて 實 行の 人で あり 得る の だ。 そこで さきの 自然 派の 

懐疑 時代 を 去って、 今や 新 思想の 時代に 入った 佛蘭 西の 新人 は、 先づ 第一 に、 彼等の 祖先が 千 有餘年 

そ 1- を 基礎 こして 活動して ゐた： H ハ】 一目 念に 歸る こと、 retour  aux  croyances  ancestralcs を 必要と し 

た。 この 言 念 は寳 に單 純で ある、 まことに 子供の やうに 單純 である。 が、 その 單 純な ところに こそ 强 


い 活動の 力が 篚 つて ゐ るので、 以前の 懷疑 時代の 人た ちの やうに、 ただ 屁理笳 ばかり を 列べ て ゐては 

疑惑 を 益々 荣く する ばかりで、 强ぃ實 行 力の 出 やうがない ので ある。 そして かう いふ 信念 を 基礎と し 

て 生れた 藝術 こそ、 卽ち 最近 文舉の 新潮 を 代表す る 人生派 L-Ik-ok.  dc la  Vie の 作物で、 新 詩人 

£lja^c"s  f-iqy をして、 一躍 佛蘭西 詩壇の 一 方に 雄視 せしめた 『ジャ ヤス ， ダルクが 慈悲の 不可 思 

議』 "Lc  Myst6re  de la  charity  de la  charily  dc  Jeaime  d-Arc  " と、 『聖 なる 群宽 の 不可思議』 

"Le  Mysore  des  Saints  innocents" のニ大 詩篇と、 また 最初から 獨 逸の 方で 頻りに 持 離さ おた 

5^1 Claudel が 『新世紀 を 祝す る 五大 頌詩』 cinq  gl.andcs  Odes  sui vies  (rim  proccional 

pcur  sahK.r le  Si6c:c  nouveau  " と は、 共に この 壯烈の 人生派の、 王 張 を 宣言す る 獅子吼であった， 

ク 口 ォ * テル はこの 詩篇に 於て 下の やうに 叫んだ。 

* こ rllcn  ;1 ヨ i!,  il nc  faut  concert ミ iscun  1-lan 1 0  men  Slmu  sauvage,  il Haut  nous  tesr 

librus  l-r£ts,  conlmu Ich  immenyes  bandea  fraglles  d-hirondpues  quaud  sans  voix  rer-ntit 

raE お 1 autcmnall 0  mon  s-me  inllgtiente,  l-.al.ciue  ;i 1-aigle  sans. art!  Comment  ferlcus  nous 1.C 一 lr 

aj 一 stcr  aucun  vers?  A l-;liglc  qui  Is  suit 15s  fairu  sen  Hi 一 1 m£me  ?  Que  mon  vers  nti  sst  rien 

d-eBCIave 1 Mais  tul que  1-aigIC  iu;iria や lui  B-est  jut か sur  un  graiul  llcisson,  ut Ion  nc  voit  1.121 

qu-lul へ. <.l; 二； St  tcllrhi】lcu  d-aileH  ct  reclaboussment  de  1-C25S 1 

あ、 わが 粍 祌ょ、 何等の 成 t に 諮る ことな かれ。 あ、 粗野なる わが 精神よ、 自由 なれ， 常に 身楛へ 
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せよ。 さながら 萆 なき 秋の 招きの 響く とき、 碎け 易き 燕の 大群の 飛ぶ が 如く なれ。 ああ わが 氣 早な 

る 精神よ、 何の 智巧 もな き 大號の 如く なれ。 或 詩 を 製作 せんた め、 吾等 は 如何に かすべき。 おのが 

教を锊 むすべ さへ 知らざる 大梵の 如くに。 わが 詩 は 何者に も屈從 する ことなし。 され どかの 海上の 

大鹫 が、 突如と して 大魚 を拉し 去る とき、 人 は 輝け る 翼の 旋風と 波の とばしり と を 見る のみならず。 

天空 を 行く 猛鷲 の 自由な る 生命力の 迸發を その 儘に 詩に しょう、 在 來の型 を 破って 全く 藝術的 本能 

と直覺 とで 行かう、 とい ふこの 大 磨な 宜言 は、 よく 人生派が 製作の 中心 動力 を 喝破した ものである。 

第一 かれの verset とい ふ 詩體が 示す やうに、 それ は 殆ど 何等の 拘束 を 受けない 自由な 散文で あつ 

て、 ただ 呼吸の 切れ目に 段落が あるば かりで ある。 さて かう いふ 主張 は、 ク n オデルの 詩と 戯曲との 

シ. *■ ルル ル ゴフ イク アン リ パタイ ュ  ボルト リイ シュ フランシス ジ ャ ム 

外に、 詩人で はまた Charles  !Le  Gomk.,  Henry  Bataille,  Porto-Riche,  Francis  Jam  lues 等に あら 

はれ、 散文で は旣に 述べた モォ リス っハ レス を はじめ、 Andr£  〇ide,  Alphonse  de  Chateaubriand, 

アンドレ シュア レス ルネ ポア レヴ マル ゲリト ォォ ドウ シャ， -ル ルイ フィリップ マダム n レット 

Andre  suar^s,  Ren ひ woylesve,  Melrgtlent ひ Audoux,  charlcs—lyouis  pllilipp-c,  Mme.  〇olettc 等の 

作に、 その 著しき 特徴 を發 揮して ゐる。 もとより 十人十色、 毫も 模倣 踏襲の あとな き銘々 獨 創の 個性 

を發 揮した fK 才 では あるが、 とにかく 彼等が 原始的な 希 職人の 古へ に歸 つて 人生 を享樂 し、 之に 向つ 

て ~YCS、 を唱 へ、 未來に 希望 を 抱き 意志の 自由 を 信じ、 自己の 力 を 疑 はす、 訓練に 服しながら 而も 

自由に、 勇猛 精進し ようとい ふ點に 於て はみ な 一致して ゐる。 かれら は、 さきの 自然 派の 人々 が 人生 
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に對 し-. ^観 的 傍観 的 態度 を 執り、 『人生の 斷片』 tranche  de  vie  (  一一 f~r§lf^ls  ) を 描く と 言 つ 

た、 あの やうな.^ だるつ こい 行き かた をし ない、 直ちに この 流動し 躍進せ る 絶えざる 生命 そのものの 

核心に 突入して、 さながら 大 鷲が 海中の 魚 を拉し 去る やうに、 直ちに 現實の 中心 生命に 肉薄し ようと 

いふ 熱烈な 態度 を 執る もの だ。 Henri  PVanck の 言葉で いへば、 『われ は 生の 激流に 身を投じて 泳が 

う！ -  -J。  nagcrai  dans  rean  vioknte  de  la  vie- とい ふの が、 まさに 此 派の 根本的 精神で ある。 

私 はま だ ここに 現代 歐洲 最大の 作家と 仰がれて ねる Komain  Rolliscl の 名 を擧げ なかった が、 彼 

は 言 ふまで もな くこの 佛蘭西 人生派の 最も 顯 著なる 大立者の 一 人で ある。 さきに 書肆 丸 善が この 人の 

大作- Jca 一  1 chTistophe、 の 英譯四 冊 を、 二十世紀 最大の 小說 として 廣吿 してから は、 わが II にも 旣 

に多數 の愛讀 者が あらう と 思 ふが、 あの 小說に 描かれた Beethoven の 樂天觀 こそ、 ^に 希 職に 發し 

た^ 敎忍 想の 結 品で あると 私 は 見て ゐる。 悲痛なる 運命に 屈せす に、 ひたすら 雄々 しい 態度 を 以て 現 

せ 人生の 窑 闘を統 けよう、 人は說 なぞと 云って ねて は 駄目、 ただ 運命に 立ち 向 ふその 態度 —— 心^へ 

パ 旰べ E"」、 悲しみに 打燧 つての ちの 歡喜 ellrch  Lddcn  FrclKlc これが 卽 ち本當 の 人生 味の あると こ 

ろで、 Eroica, の 昔 樂が卽 ちそれ ではない か。 この 作者の 寫 したべ エト ホォ、 、ェン は、 飽くまで 人生の 

ありの 儘を觀 察して、 その 悲痛 喑黑の 相に 雄々 しく も 面 を 向けながら なほ 自己の 信念 を 失 はす、 人生 

を 肯 定し 正面から 立ち 向 ふ 戰士の 態度 を 取らう とした もので、 『生』 のた めの 奮闘と いふ ことが この 
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1ヒ，- -， 、》.、m?-  ,  >o  、さきに 述べた クロ オデルの 大慜の 比喩 を はじめて 讀ん だとき、 私 はこの 『ジ ヤン • タリ 

大作の 中、 も ^想で ある ,ス トフ』 のなかの、 下の 言葉 を 想 ひ 出した ことがある。 に art 1  一 cur  1-art!   Une 

foi  maTOnsaue  ！  Mais  la  foi  seulcmeut  rles  forts.  Ll-art  ！  Etreindre  la  vie  ；  comme  ra-igle  sa  prse,  et  rempor- 

ter  dans  1-air,  s-elever  avec  eue  diss  resp,_.ce  scrain !  :?our  cela,  il faut  des  serres,  cle  vastes  ailes* 

eu  nn  coeur  j 一 uissant.  t/l, さ s  Chrisiophe  a  PS-YU 

nv  p 134. これ はほんの 參考に 害き つけて おく  ) 

最後に 私 は、 最近 歐洲 思想界の 一 隅に あら はれて ゐる新 加 特カ敎 (また 加特 力役 活 とも 云 ふ) のこ 

とに 就いて ニー n してお かねば ならぬ。 この 现象 は獨り 人生派の 諸家に 於け るば か" でな く、 さきの 象 

徴派 時代の ullysnmns 等の 時分から 旣に 著しかった ので。 又 これ は佛蘭 西の みならす、 英吉利の 方 

でも 例へば 故 Francis  -Thompson が祌祕 思想 を 歌った 詩篇が、 近顷 になって 非常に 持囉 されて ゐる 

の も、 一つ はこの 加 特カ敎 の 思想が あるから だ。 

ところが これら 新 思想家、 特に この頃の 怫蘭西 文學に 起った 加特カ 主義と いふ もの は. 昔からの と 

は ^ だしく 趣 を 異にした 全く 異敎 化された る 基督教で ある。 極めて 實際 的な 現世 的な 信仰であって、 

つまり は 人生の |t 際 的 方面 に 於け る かれらの 信念 の 根柢 をな し てゐ るの だ。 かれらの 宗敎 信仰と い ふ 

の は、 或 場合に はつ まり 一種の 愛國 心で あり、 祌は 祖國の 擁護 者 だと 見做されて ゐるの だ。 少しく 極 

端に 一一 一一；： ふと かれらの 祌と 言って ゐる もの は、 彼等の 實 生活に おける 力 の 愁 望 を祌に 寄せて、 之 を 

toncrete にした 希^ 風の ものに 外なら ない の だ。 かう いふ ことに 關し てはいつ も 現代に 於け る 最も 
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大膽な 批評家で ある レミ • ドウ っグ ウル モンの 論文 集 『思想 研究』 " La  CUItsv  dcs  sees" のうち 

に、 私 は 嘗て ド の やうな 言葉 を 讀んだ こ と を 想 ひ 起す ので あ る。 

Le  catholicisme  est le  christianisme  paKanis か. Religion  ^ la  fois  mystique  et  sensuelle,  il pcu 外 

Batsrajre,  et  il  a-  sat】sf;lit  nniqucusnt,  IXJUdant  lonmB  temps, les  &eux  tendances  prinsrdialeB  e<: 

contraaictoircs  de l*liumanite,  qui  sont  de  vivre  H- la  fois  do-ns  le ゆ ni  et  dans  l"innni,  ou,  en  termeB 

plus  acceptable^,  dans  la  sensation  et  (lars  rintellimence. 

 (iyurmont,  CuUu  .e  des  Id^s,  p.  13G. 

加 特カ敎 は異敎 化された る 某 籽敎 である。 祌祕 的な と共に 感覺 的な 宗敎 であって、 從 つて 人生の 二 

つの 极本 的な 而も 相^ 馳 せる 傾向 を滿 足させ 得る し、 また畏 い あ ひだ ffi 足させて 來た。 卽 ちその 二 

つと は、 同時に 有限と 無限との うちに 生きる こと、 或は またもつ と 都合の いい 言葉で 言へば、 感覺 

のうちに と智 のうちに と 兩方 に 生きる ことで ある。 

由 來加特 カ敎の 信仰 は 肉感的 倾 向を帶 びて ゐる ために、 近代 人の 鋭敏なる 官能 を そそり；： 勿い。 とこ 

ろが 肉的な と共に 濃厚な 一種の 祌祕的 傾向な 帶 びて ゐ るの が、 また 新異敎 主義の 特色 だから、 二者が 

ここに 相 一 致して 近頃の 思想界の 勢力と なった 事 は 當然の 結 菜で ある。 

之 を 要するに 二十世紀 劈頭の 文藝 思想 は、 自然主義 以後の 反動の 勢 をう けて、 今し きりに 強烈なる 

自我の 创迭と 現在 生活の 充實 を耍望 してやまない。 獨 逸の 一一 一一：： 葉で 所謂 生命の 火に 燃 ゆる もの、 ベルグ 
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ソ ンが 所謂 創造的 進化の 世界に 不斷の 向上 を はかり、 勇猛なる 不退 轉の 努力に 自己の 心境 を 置かう と 

する ものである。 肉的に 偉大なる 英雄が、 やがて また 靈的 生活の 崇高 を 伴うて、 二者の 問に 渾然たる 

一 致 あり 調和 ある 生活 を 見出す に 至って、 ここに！ IM に われら をして 希臘 英雄 時代の 戰士の おもかげ を 

偶ば しむる ものが ある。 

あ.^ かくて また 藝術 の 新潮 は、 花やか な異敎 時代の 昔 に歸 つて 行く ので ある。 


文藝 思潮 論 終 
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苦悶の 象徵 


The  colours  of  his  mind  seemed  yet  unworn  ， 
For  the  wild  language  of  his  grief  was  high, 
Such  as  in  measure  were  called  poetry. 
And  I  remember  one  remark  which  then  Maddaio 
made. 

He  said  :    "  Most  wretched  men  are  cradled  into 

poetry  by  wrong  ； 
They    learn   in   suffering   what   they    teach  in 

song." 

一 Shelky.  Julian  and  Maddaio. 


八^;       ま      六 五 

―      六         ^\         ―  五 


四 四 さ  -^r 
-     o  か 
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『苦悶の 象 徵』 目 次 

ん 牙 I 倉 个寄 

一二つ の 力  

二 創造 生活の 欲求  

三 强制抑 壓のカ  

L! 粹 1耶 ハ刀ネ 學  

M 人間苦と 文藝  

六 苦悶の 象 徵  

第二 鑑赏論  

一 生命の 共 感  

二 自己 發 見の 喜び  

三 悲劇の 淨化 作用  

四 有限の 中の 無限  


五 文 藝鑑赏 の 四 階段 ；… ；  

六 共鳴 的 創 作  

二 文藝の 根本 問 题に關 する 考^ 

1 豫 ：一 一一；： 者と しての 詩人  

二 理想主義と 現 貧 主  

三 短 篇 『頸 か ざ り』  •.  

四 白 日の 夢  

五 文 藝と道 德  

K 滔と 女と 歌  

四 文學の 起源  

1 祈 禱と勞 働  ：.•：：：：：•，：. …： .：.•：： 

二 原始人の 夢  


第 I 倉 作 論 

I  二つの 力 

鐵石相 打つ ところに 火色が 散る ごとく、 奔流 岩に 堰 かるる ところに 飛沫が 紅霓 をな すと 同じく、  二 

つの 力の 衝突す ると ころに、 美しく 派 乎 やかなる 人生の 萬 華 鏡、 生活の 種々 相が 展開 せられる。 "No 

struggle.  Is  dralrnt" と は ブリュ ヌ ティ H エルが 戯曲 を解釋 して 言った 一一 一一 口 葉で あるが、 なにも それ 

は 劇との みは 限らない。 方向 を 異にした 二つの 力が 相 觸れ相 打つ 葛 藤が 無ければ、 吾等の 生活、 吾 

等の 存在 は 根本に 於て 意義 を 失 ふので ある。 生の 苦悶 あるが 故に、 また 戰の 苦痛 あるが 故に、 人生に 

は 生き甲斐が あるの だ。 かの 權 威に 服從し 因襲に 束縛 せられて 羊の ごとく 從 順なる 酔生夢死の 徒 や、 

利害の 打算に 眼 くらみ 物慾に 顷 使せられ て、 启 己が 『人』 としての 全 的 存在 を 忘れ 娱 てた 俗 漢 などが 

未だ 曾て 感得し 味 到し 得ざる 心境  < 生の 深き 興趣 は、 要するに 強大なる 二つの 力の 衝突から 生す 

る 苦 II 懊惱の 所產に 外なら ない。 わたくし は 文藝の 基礎 を この 點に 置いて 解釋 して 見たい と 思 ふ。 さ 
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らば 一 一つの 力の 衝突と は —— 

二 创造 生活の 欲求 

まっし ひら  ラ *フ オル ス ^イヴ ル 

電光の 如く 奔流の ごとく、 驀地に、 殆ど 盲目的に 突進して やまざる、 生命の 力 を 人 問 生活の 极 

本な りと 見る こと は 近代の 思想家の 多くが 一 致す ると ころで ある。 かの 變化 流動 を現實 そのもの なり 

と觀 じて 創造的 進化 を 説いた ベ ルグソ ンの 哲舉は 勿論、 また シ" ォ ペン ハウ H ルの 意志 說 にも、 ュ ィ 

チ " の 本能 論 超人 說 にも、 バ アナ アド • シ "ォの 戯曲 『人と 超人』 に 現 はされ た 『生の 力』 にも、 ェ 

ヮ アド • 力 ァ ペン タァ が 人間 生命の 永遠 不滅の 創造性 を 認めた 宇 {.H 的 自我の 說 にも、 或は また 近く は 

バ アト ラン. ド • ラッセルが 『改造の 根 本義』 に唱 へた 衝動の 說 にも、 ひと IW 皆 かかる 『生命の 力』 

の 意味が 窺 はれる ではない か。 

凝 M: 停 滯を厥 ひ^ 協 降服 を 避け、 自由と 解放 を 求めて やまざる 生命の 力 は 意識的に もまた 無意識的 

にも、 絕ぇ す內 より われら 人間の 心 胸 を 熱しつつ、 その. 奥深く に 烈火の 如くに 燃え上がつ てゐる 。 こ 

の 炎々 たる 焰を 外から 八 K 丸 重に 蔽 うて、 巧みに 全體 を運轉 させて ゐ るから くりが 卽 ちわれ われの 外 

的 卞に，.： であり、 經濟 生活で あり、 また 社 會と云 ふ 冇機體 の 一員と しての メカ-一 ズムの 生^で ある。 こ 

れを r: ふれば、 ^命の 力 は機關 車の ぼ いら あのな かに 在って、 猛烈なる 爆發 性、 危險 性、 破壞 性、 突 
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逝 性 を 有する 蒸汽 力の ごとき もの だ。 この 力 を 外部から 機械の 各部 分が 制^しつつ 束縛しつつ、 而も 

また 同時に その 力に よって 總 ての 車輪 を廻轉 させて ゐ るので ある。 かくして 機關車 は、 耍 せられた る 

速度 を 以て 1 定の 軌道の 上 を進轉 して 行く。 蒸汽カ そのものの 本^ は 飽くまで も 利害の 關係を 絶し、 

道德ゃ 法則の 軌道 を 離れて、 殆ど 盲目的に 突進し 跳躍 せんとす る 生命力に 外ならぬ。 換ー W すれば、 此 

場合 內 部から 出る 蒸汽カ の 本質的 耍求は 、 機械の 他の 部分の 本質的 耍 求と は 明らかに 正 反對の 方向 を 

取って ゐ るので ある。 機關 車の 內部 生命の 力で ある 蒸汽カ は爆發 せんとし 突進 せんとして、 自由 解放 

を 求む る不斷 の倾向 あるに 反し、 機械の 外的な 部分 は 都合よ くその 力 を 利用し、 之ト 制^し 拘^す る 

ことによって、 本來は 重力に よって 停止 せんとす ス.+:;7 ^を も、 この 力に よって のト： を.^ らして ゐ 

るので ある。  一 

われらの 生命 は 天地 萬 象に 普遍なる 坐 命で ある。 しかし この 生命の 力が 或侗 人に 宿って、 その 『人』 

や 一通 じて 現 はされ る 時、 それ はやが て侗 性と なって 活躍す る。 內に燃 ゆる 生命の 力が 侗性 として 發揮 

せられる とき、 卽ち 人々 が 自己の 個性 を 表現し ようと 云 ふ 內的耍 求に 迫られて 動く とき、 そこに 本當 

の 創造 創作の 生活が ある。 だから 自己 生命の 表現 はやが て侗 性の 表現で あり、 侗 性の 表現 は卽ち 創造 

の 生活で あると 言 ひ 得られよう。 人 問が 眞の 意味に 於て 『生きる』 と 云 ふこと、 換言すれば 生 の 喜び 

と 云 ふ もの は卽ち この 侗 性の 表現、 創^ 創作の 生活 をす ると ころに 見出される ので ある。 若し 個人が 
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^銘々 の 個性 を 全然 否定して これ を 放棄し 抑壓 するならば、 全く 同じ やうに 造られた 泥 人形 を 列べ た お 

の も 同然で、 おなじ やうな もの を さう いくつ も 生かして おく 必要 はない わけ だ。 社 # 全體 から 見ても I 

個人が 銘々 自分の 個性 を 充分に 發 揮す るので なければ 眞 の 文化 生 活が 成立し ない こと は、 旣に 多くの 

人々 が說 きふるした ことで ある。 

かくの 如き 意味に 於け る 生命力の 發動、 卽ち 個性 表現の 內的 欲求 は、 われわれの 靈と 肉との 兩 方面 

に 於て、 種々 さまざまの 生活 現象と なって 現 はれる。 卽ち 時に それ は 本能 生活と なり 遊戯 衝動と なり 

或は 强烈 なる 信念と なり、 高遠の 理想と なり、 舉 徒の 知識 慾と なり、 また 英雄的 征服欲 望と もなる。 

更に それが 哲人の 思想 活動と なり 詩人の 情熱、 感激、 憧憬と なって 現 はれる 如き 場合に は、 最も 强く 

最も 深く 人類 を 動かす ので ある。 そして かくの 如き 坐 命 力の 顯現は 利害の 念 を 超 絡し、 善惡 正邪の 價 

判斷を 離れ、 道德の 批判 因襲の 制 賻を脫 して、 ひたすらに 飛躍し 突進 せんとす る 傾向 を 持つ ところ 

に 特徴が ある。 

H 强制抑 壓のカ 

然しながら 人間の 生活 はさう 單 純に 一 本調子に は 行かない。 自由 不覊 ならん とする 生命力 をして 十 

分に 飛躍せ しむべく、 また 忍 ふ 儘に 個性 を發 揮せ しむべく、 われわれの 社會 生活 は餘 りに 複雜 であり 


人 問 そのものの 本性 もまた 餘 りに 多くの 矛盾 を 內に藏 して ゐる。 

われわれが 社會 とい ふ 大きい 有機 體の 一 員と して 生活す るた めに は、 必然的に その 强大 なる 機 制に 

服從 しなければ ならぬ。 われわれ は 自己の 內 面より 迫り 來る 個性の 耍求卽 ち 創造 創作の 欲望の 上に、 

链 えす 何等かの 鹧迫强 制 を廿受 する こと を餘 俵な くせられ る。 殊に 近代 社會の 如く 制度 法律 革備 警察 

等の あらゆる 制 ffi 機關が 完備し、 また 一方に は 生活難と いふ 恐るべき 威嚇が 存在す る 以上、 われわれ 

は 意識的 に も 無意識的に もこ の抑壓 から 脫 する わけに は 行かない。 個人の 自由 を 減^せ ん とす る國家 

至上 主義の 前に 首 を 垂れ、 創造 創作の 生活 を 否定し 去らん とする 資本 萬 能 主義の 膝下に 跪く くら ゐ 

は、 尋常 茶飯の ことと 心得て 居らねば、 一 日 も 生きて は ゐられ ない のが 實狀 だ。 

內に 動かう とする^ 性 表現の 欲望が あれば、 これに 對 して 外から 絡え す社會 生活の 束縛 強制が 迫 

る。 二つの 力の 間に 苦しみ 藻搔 ける 狀 態が 卽ち 人間 生活で ある。 これ は 今日の 勞働 I 單に 筋肉 勞働 

ばかりでなく、  口舌 勞働、 精神 勞働、 何でも 總 ての 勞 働の 狀 態に 就いて 考 へれば 明白で ある。 勞働を 

快樂 だとした の は 遠い昔の 話であった。 規則 や 法規に 縛られす 生活難に 追 はれす、 資本主義、 機械 萬 

能 主義の 壓迫を 受けす に、 銘々 が 自由に 個性 を 表現す る 創造 生活の 勞 働を營 むこと を 得た の は、 過去 

の 世 か然ら すん ば 一部の 社會 主義 論者の 夢想した ユウ ト ピアの 話で ある。 一個の 花瓶に も  一 口の 短刀 

にも、 自分の 心血 を 注ぎ 自己 生命の 力 を 捧げて、 神に 奉仕す る 如き 敬虔な 心 持で 造る ことの 出来た 社 


143 —— 


會狀態 は、 今日の 實 際に 於て 絕對に 不可能な こと だと 見ねば ならぬ。  お 

7- 

今日の 實際 生活から 言へば、 勞働は 卽ち苦 患で ある。 個人から 自由な 創造 創作の 欲望 を^ ひ 去つ 

て、 壓迫强 制の もとに 身動き ならぬ 生活 をさせる ことが 勞働 である。 生活難の 脅威 を 武器と せる 機械 

や 法則 や 因襲の 強力の 前に、 人間 は先づ その 人間ら しき 個性 生活 を棄 てて、 多 かれ 少 かれ 法則 や 機械 

の奴隸 となり、 甚だしき に 至って は 自ら 機械の 化物と な i ければ 棲息し 得られない 狀 態とな つた。 

八 字 鬚を貯 へた 敎育家 なぞと 云 ふ敎育 機械 も あれば、 銀行 や.^ 社に は 風采が 頗る ハイカラ に 出来上が 

つた 計算 機械 も 多い。 見渡した 所、 勞働を 享樂 して 居さうな 人間 は 殆ど 無い のが 今日の 有様 だ。 これ 

で どうして 『生の 喜び』 が 見出されよう。 

人間が 外から 迫る 力に よっての み 動かされる 機械の 化物と なること は、 人^と して の 最大 苦痛で あ 

る〕 その 反對に 自らの 個性の 內的耍 求に 迫られて 勞働 する こと は 常に 快樂 であり 愉悅 である。 同じく 

庭石 を 運び 樹木 を植ゑ かへ る 庭 造りの 勞働 も、 傭 主の 命令 や 或は 生活難の 脅威に 迫られて 貸 銀の ため 

に 働く 植木屋の 職人に 取って は 苦痛で ある。 しかし 同じ 仕事 を、 金 持の 御隱 居が 自已內 心の 要求の た 

めに する 場合に、 それ は 明らかに 快樂 であり、 逍樂 である。 かくて 勞 働と 快 樂 との 間に は、 仕事 その 

ものの 本質的 差異が ある わけで はない。 換  一一 一一 E すれば 勞働 そのものが 苦 患 あるので はなく して、 苦. M を 

與 ふるもの は 錄竞 外部から の 要求 卽ち强 制 抑壓に 他なら な いので ある。 


現代に 生きる ものの 生活 は、 街頭に 荷車 を曳 いて 走る 駄馬と 同様 だ。 外面 的に 考 へれば、 あれ は 確 

か に 馬が 車を曳 い て ゐ る に 相違な からう。 馬の 方で もまた いっぱ し 自分が 車を曳 いて ゐ る氣 かも 知れ 

ない。 ところが 實際 はさう でない。 あれ は 馬が 車を曳 いて ゐ るので はなく、 實は 車の 方が 馬 を 押して 

走らして ゐ るので ある。 車 ゃ軛の 制壓が 無ければ、 馬 は あんなに 汗水 垂らして 喘ぎながら 走る 必要 は 

無い ので ある。 今の 世に 朝から 晩まで 俥を驅 つて 飛び 廻 はり、 一 かど 活動家の 積り でゐる 敏腕家 なぞ 

と 云 ふやから も、 實 はかの 憐 むべき 駄馬と 相距る 一歩の 生活 を營ん で、 而も 自分 だけ は それに 氣附か 

す 得意で ゐ るので ある。 

シ ル レル がその 有名な 美的 敎育 論に 於て 述べた ところに よれば、 遊戯と は勞 作者の 意向と 義務と が 

うまく 一  致 調和した 場合の 活動で ある 。『人間 は 遊ぶ 場べ 口に 於ての み 完全に 人間で ある』 へ し。 

I  \ あき 參 股/ 

その 意味 は、 人間が 自己の 內 心の 要求に よって 動き、 外的 强制を 受けない 自由な 創造 生活 を 指して 遊 

戲 なりと 兑 たので ある。 世俗が 勞働を 貴し として 遊 戲を賤 しむ 如き は、 絕ぇ す强 制に 甘ん する 扠隸生 

活に麻 揮した 人た ちの 謬見で あるか、 然ら すん ば專制 主義者 ゃ资 本家が 自分 等に 都合の よい 得手 燧手 

X まひ ごと 

な 世 迷 一一： c に過ぎない。 考 へても： a よ、 人 問と して 自己 表現の 創造 生活より 贲ぃ 生活が またと ある だら 

うか 】 

创^ の 無い ところに 進化 はない。 いつも 外的 要求に のみ 動かされ 妥協 降服の 生活 を 繰返し、 阖性表 
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現の 資さ を 忘れた もの は、 千年 萬 年ん マ もな ほ 昔と 同じ 生活 を 繰返して ゐる禽 獸の屬 だ。 自己 そのもの 

の 生命力 を發 揮しょう ともせす、 ただ 因襲に 縛られ 傳 統に囚 はれ、 先人の 爲す ところ を 模倣して 平氣 

で ゐる扠 隸 根性の 人間 は、 此 意味に 於て 畜生と 同列の もので、 さう いふ もの を 何千 萬 人 集めて 見た つ 

て、 文化 生活 は 成立し ない * 

しかし 以上の 言 は單に 吾々 と 外界との 關 係からの み 言った もの だ。 しかし 二つの 力の 衝突 は、 單に 

自己の 生命力と 外部から 來る ところの 强 制抑壓 との 間に 起る とのみ は 言 はれない。 人間 は旣に 自己 そ 

の もののう ちに、 二つの 矛盾した 耍求を 持って ゐる。 たと へば われわれ は 飽くまで 個人と して 生きた 

いとい ふ 欲望 を 持って ゐ ながら、 同時に また 人間が 社會的 存在 物で ある 以上、 家族と か社會 とか 國家 

とか 云 ふ ものに 調和して 行かう とい ふ 欲望 を も 持って ゐる。 一 方に は 自由に 自己の 本能 を滿 足させた 

いとい ふ 欲求が あると 共に、 また 人 問の 本性が 道德的 存在 物で ある 以上、 他方に はさう いふ 本能 を 抑 

壓 しょうと いふ 欲求 を も 生す る わけ だ。 たと ひ 外部からの 法則 や 因襲に は 縛られす とも、 自己の 道德 

によって 自己の 耍求を 抑 へ よう 律しょう とする のが 人間で ある。 われわれ は 獸性惡 魔性と ともに 祌性 

を も：： ？ へ、 利己主義の 要求と 共に 愛他主義の 欲求 を も 持って ゐる。 その 一方 を 生命力で あると 云 ふな 

らば、 他の 一 方 もまた やはり 生命力の 發 現に 相这な い。 かくの 如くに して 精神と 物質と、 靈と 肉と、 

理想と 現赏 との 間に は 結えざる 不調和が あり 不斷の 街 突 葛藤が ある。 だから 生命力が 旺盛で あれば あ 
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る ほど、 この 衝突 この 葛藤 は 激烈で あらねば ならぬ。 一方が 積極的に 進まう とすれば、 他の 一方 は 消 

極 的に 之 を 阻止 抑壓 しょうと する。 そして 進まう とする 力 はこれ はやが てまた 抑 へ ようとす る 方の 力 

と 同一で ある こと を も、 玆に 注意して 置かねば ならぬ。 殊に また 抑 壓が强 ければ 强 きに 比例して 爆發 

性 突進 性 は 益 々強烈と なり 熾 熱の 度 を 加へ る。 兩者は 殆ど 正比例 を爲 して ゐ ると 昆 て も 可い。 少しく 

極端に 言 へば、 抑壓 がな けれ ば 生命力 の 飛躍 は 無 い と 言 つても 差 支ない ので ある。 

かくの 如き 二つの 力の 衝突 葛藤 は、 內的 生活に 於ても 外的 生活に 於ても、 古往今来 すべての 人間が 

經驗 すると ころの 苦痛で ある。 たと ひ 時代の 大勢、 社會の 組織、 また 侗 人の 性情、 境遇の 相違な どに 

よって 大小 強弱の 差 こそ あれ、 原始時代より 今 n に 至る まで この 苦痛の ために 惱 まされない 人間 は殆 

ど 無い わけで ある。 昔の 人 は それ を 『人生 不如意』 といって 嘆いた。 儘ならぬ は 浮世 だと もい つた。 

今の 言葉で 言へば それ は 人間苦で あり 社會 苦で あり 勞蚴 苦で ある。 獨 逸の 厭世 詩人 レ H ナウ はこの 苦 

悶を名 づけて 世界 苦惱と 云った が、 みな 名 こそ 異なれ、 その 意味す ると ころの 內容 は畢竞 飛躍 突進せ 

ん とする ex 叩 力が、 これに 反對 した 力に よって 抑壓 される ところに 生す る悶 へ であり 惱み であるの 

だ。 

この 苦悶に 堪へ 得す 或は 絡 望の 極、 生 を 否定し 去って 自殺す る ものの 場合の 外 は、 人 はすべ て 何 

とかして この 苦境 を脫 しこの 障碍 を 切り 拔 けて 突進しょう とする。 かくて われらの 生命力 はさながら 
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坍 に 坂 かるる^ 流の 如くに、 淵 をな し IS を-なして 奸餘^ 折した る；.：；： 路を 取らねば たらぬ】 成 は^ ケ帅 

^に 立てて 她^: の 敵 を 切り まくりつつ^^ 猛迆 する 戰 にの 如 タト 欣ケ も^め わば ならい) -\ こ 

に、 生きん とする の％ 力が あると^に、 人 化の W 吣も亦 生やる ので ある。 より A き、 よりれ き尘^ 、 

より， I： 山なる 化れ を创^ す ベく 人 は 不斲の V, わ A-  ^け てゐる 。 

だから 生きる とい ふこと は 何等かの^ 味に 於ての 创^ であり 创作 である。 に^に^く。 も、 ^れ所 

で 計^ をす るの も、 ^に 柳す の も、 ^に-おる の も、 みた ゆしく nzj の^ 命 力の^ 现 である 以上、 それ 

が^- 〈1 あるれ 度の 创^^ ^である こと は^: おせられない。 しかしながら そ れ は^な 创^ 生活 である 

ベ く^りに 多くの 抑^ 制御 を 受けて ゐる。 利 ポ關 係に W はされ、 法則に 左ム せられて めど. せ^きの 取 

れ ないやつな 慘さを さへ：^ るからで ある。 ところが 人間の 種 *c な 生活 活動のう ちで 玆に ただ 1 つ だ 

け、 おお 無條 件に、 純： 無 雜な创 ^生活 を^む^ 界が ある。 それ は卽 ち- ズ おの 创作 であろ。 

文藝は 純然たる 生命の^ 现だ。 外界の 抑^ 强 制から 全く 離れて、 絶 S^N 山の 心^に 立つ V 倘 忡 ケ^ 

现 1^ る 唯 一 の 世界で ある。 名利 を 忘お 奴？ f 根^ を 去り、 ； 切の 觀紗制 縛から 放 たれて、 そこに はじ 

め-.」 え^ 上。^ 作 は 成立す るので ある。 れ 叫の n  ;A を；^ にしたり、 w  -ii! 料ケ . したりす るのと は 全 

く迎 つた 心境に 入って、 はじめて の 文^作品 は EE 來 あがる" ただ それ 自己の 心 胸に 燃 ゆ 乙 感激と S 

K レた 

れて. に^かされて、 ： 大地 创迅の 朝、 祌が爲 したのと H! じ权^ の 门，」^ 現 をれ ひ は、 獨 り.. 乂处 
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あるの みだから だ • われわれが 政治 生活、 穷^ 生活、 社^生活 等に 於て 到^ は^し はない^ 命 力の 無 

條 件な 發 現が、 玆 にの みは 完全に 存在す る。 換霄 すれば 人間が 一切の 说偽 や 胡 ¥ 化し を^て て、 «s 

に «1 劍に 生きる ことの 出来る 唯一 の 生活 だ。 文藝が 人間の 文化 生活の 设离^ を 占め^る 所以 もまた こ 

の點に 在る。 これに 校べ ると 他の 珐 ての 人 問^ 動は呰 われわれの 焖性 表現の はたらき を Is* し 破. おし 

躁 g する もの だとい つても 差 支ない。 

然 らば、 わたくしが SK に 述べた やうな 抑 懕 から 來る ところの 苦悶 馋愤 と、 この 絶 對创迮 であると こ 

ろの 文綦 とは^して 如何な ろ 翻 係に 立つ もの か。 また^に 创 作家ば かりで なく、 その 作品 を^ 赏 する 

の 側 からい へば、 人 問 苦と 文藝 との 關 係- V- 如何に 見るべき だら うか。 わたし は これらの 問題に 對 

する 自分の 脊 を述 ぶる に 先だって、 先づ その 準備と して 玆に引 W したいの は、 ^近の 思想^に 著し 

き 努力 を^た 一 つの 心理 學說 である * 

四 祌 分析 ゆ 

:t&^ や as 鏡 をのみ 弒 みに する 研究が 必す しも H: 理に 到達す る 唯一 の 近で ない こと をお り， 攻驗 

科 能の 夢から 醒めよう として ゐろ 近時の 舉界に は、 しきりに 神秘的な 思索的な、 そし 一 また K 分 

浪^ W たれ 彩を帶 びた 楝々 の ゆ^が 努力 をれ るに 至った。 わたくしが 玆に引 W しょうと すろ 拚祌 分析 


^ の 如き、 科舉者 の 所^と して は餘 程^ 色 の變 つた ものである。 

塊 多 利の 維納 大舉の 精神病 學敎 授ジグ ムンド • フ n イドが、 ブ a ィ H ル とい ふ醫者 と共に、 千 八 百 

トラ ムゥ • ドイト ゥング 

九十 五苹に ヒス テリの 研究』 を 公に し、 次いで 千 九 百年に 名著 『夢 の 解釋』 を 出して よりこの か 

た、 この 精神分析の 舉說は 曰を逐 うて 益々 多く 學界 思想界の 注意 を 喚起して ゐる。 新しい 心理 擧に於 

ける この 一派の 舉說 は、 ^て ダァ ヰンの 進化論が 生物 學に 於て 有した 地位に 等しい とまで 言った 人が 

ある。 (フ 口 イド 自身が、 この 說を コバ ァ 一一 カス の 地動說 以来の 大發毘 の やうに 吹き 立てて ゐ るの は 少 

少 恐れ入る が)。 それ は 兎に角と して、 この 精神分析 論が 着想の 極めて 抜なる 點に 於て、 また 多く 

の喑 示に 富める 點に 於て、 變態 心理、 兒童 心理、 性慾 學 等の 研究に 一 新 境を柘 いた こと は辜寳 であら 

う。 殊に^ 近數年 この 舉說は 單に精 祌病舉 のみなら す、 敎育學 ゃ社會 問題の 研究者に 影響し、 殊に ま 

たフ n イドが 機智、 夢、 傳說、 文藝 創作の 心理 等に 一種の 解 釋を與 へたが ため、 今日で も文藝 批評家 

の^に もこの 舉 說を應 用す る 人が^ だ 多くな つた。 そして Freudian  Ronlanticisnl と 云 ふやうな 奇 

找な 新^ を さへ 耳に する に 至った。 

新しい 學說 はこれ を 無條 件に 受取る わけに は 行かない。 精神分析 學が 學界 の定說 となる までに は、 

多くの 修正 を經 ベく 今後な ほ 多くの 歳月 を耍 する ことで あらう。 實際 わたくしの やうな 門外漢の 目 か 

ら兑て も、 この 舉說に は 多くの 不備 缺陷が あり、 俄に 首肯し 難い ものが ある。 殊に それが 文藝 作品の 
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說 明解 釋に 適用せられ ると き、 最も 甚だしく 牽强附 きの 迹を a 出す からで ある。 

フ ロイドの 所 說はヒ ス テリ 患者の 治療法から 出發 した。 彼 は 希 職の ヒッ ボタ ラテ H ス以來 今日に 至 

るまで、 醫家を 手古摺らせて ゐる この 不可思議な 疾串 3 ヒス テリの 病嫫 が、 串 5 者の 钥愍 のうちに ある、. i 

VJJV  V  . 

.i 傷害 Psychischc  traila にある こと を 發 見した。 卽 ち强烈 なる 與奮 性の 欲望で ある 性慾 —— それ 

を 彼 は hbkk) と 呼んだ —— が、 嘗て 息 者 自らの 道德 性と か 或は 周 園の 事情な どに よって 抑壓 阻. iS せら 

れ、 そのために 患者の 內的 生活に 酷い 外傷 を 受けて ゐた。 而も 患者 自ら は 過去に 於ても 現在に 於ても 

いたで 

ガンし も それ を 意識して ゐ ない。 さう いふ 過去の 苦悶 や 痛手 は 今旣に 彼の 記憶の 圈外 にさ へ も 逸し 去つ 

て、 自分に はさう いふ 苦痛 を 一お も^ 識 して ゐ ない ので ある。 それに も拘 はらす、 患者の 『無意識』 或 

は 『潜在意識』 のなかに は、 この 抑壓 から 受けた 痛ましき 傷害が 內攻 して ゐて、 さながら 液 中の 沈 滓 

の 如くに 淺 つて ゐる。 この 沈 滓が 現在 患者の 意識 狀態を 動かして 病的なら しめ、 甚だしく それ を搔き 

亂 して ゐ るの が ヒ ス テリの 症狀 である ことに フ 口 イド は氣附 いた。 

そこで これに 對 する 治療の 法と して は、 精神分析 法に よって、 この 病 源で あり 禍根で ある 傷害が 患 

者の 過去の 閱歷の 那邊に 在る か を 探索して、 それ を 除去し 极絶 しなければ ならぬ。 卽 ち抑壓 せられた 

欲望 を 自由に 發露 せしめ 表現せ しむる ことによって、 『無意識』 界の 底に 殘留 せる 沈 滓 を 取り 拂 ふので 

ある。 それに は 催眠術 を 施して、 忠者 をして 過去の 閱歷經 験の 中 これ ぞと思 はれる 亊件を 語らし める 
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か、 或は 巧妙た iZ 答 法に よって 苦悶の 原因 を 出来るだけ 自由に 開放 的に 語り 盡 くさしめ る * つまり 今 ^ 

まで 抑 壓が加 はって ゐ たのが 病 源な の だから、 その 抑 懕七 取 去って、 欲望 を 今の 意識の 世界に 持 出さ 一 

せる。 これによ つて 抑壓が 除去され る と 共 に 病 は 治療す ると いふので ある。 

わたくし は 兹にフ 口 イド 敎授が 公に した 一例 を 引用して a よう。 

ひどい ヒ ス テリに 罹って ゐる年 わかい 女が あった。 その 女の 過去の 閱歷を 探る と 下の やうな ことが 

あった。 自分 を 非常に 可愛がって 吳れた 父親が 死んで 了っての ち 間もなく、 その 女の 姉が 結婚した。 

ところが どうした もの か、 この 女 は 姉の 夫に 不思議な なつかしみ を 持って、 お 互に 親しくす る やうに 

なった" W よりそれ が戀だ なぞと は 毫も 意識して ゐな いので ある。 そのうち 姉 は 病氣に 罹って 死ん 

だ。 母親と； 緖に 旅行して ゐ てこの 事 を 知らなかった 女 は、 家に 歸っ てはじめて 亡き 姉の 枕頭に 立つ 

た 時、 ふと かう 思った、 姉上が 死なれた の だから 私 は 今 は あの 男と 結婚が 出来る わけ だ。 

あによめ  、 * 

n 本で は 弟妹が 嫂 や 姉婿と 結婚す る こと は ざら にある が、 西洋で これ は 不倫 だと！ a 做されて ゐる。 

現に、 フロイド 敎 授の國 では 知らないが、 英吉利で は 近頃まで 法律で これ を 禁じて ゐる ことが 戯曲 小 

說 などに 現 はれて ゐる。 姉婿に 懐かしみ 親しみ を 持って ゐ たこの 女 は、 ふと 結婚と いふ 觀 念が 胸に 浮 

ん だとき、 社お 的 21 襲の 前に 跪いて、 この 欲筌を 自ら 抑壓 阻止して しまったの だ。 もとより 結婚と い 

ふ觀 念が うかぶ くら ゐ だから 女は姊 婿に 想 を 懸けて ゐ たの だら う。 (^觀，|5^，。子^|^|她賤 


職 f き Isl^fgsy れ が)。 しかし 明らかに それが 戀 だと は 自分に も 思って ゐ なかった。 そして 

時が 經っ と共に 女 はこの こと を 全く 忘れて 了って ゐた。 後に 激烈な ヒ ス テリ 患者と なって フ a イド 敎 

授の 診察 を 受けに 來た 時には、 嘗て さう いふ 欲望 を 抱いた こと さへ も 想 ひ 出せない 程であった。 それ 

が 敎授の 精神分析 治療 を 受けて ゐる 間に、 顯在 意識の 上に 呼び返され、 非常な 情熱と 與 奮と を 以て 表 

現された 時、 この 患者の 病 は 癒えた さう だ。 この 派の 擧說 では 忘却と いふ こと を も 抑 隨 作用に 歸 して 

ゐる。 

フ " イド 敎授の 研究が 公に されてから、 この 學說 は獨 り歐羅 巴ば かりで なく、 特に 米國に 於て 最も 

多く 舉 徒の 注目 を惹 いた。 怫蘭西 ボル ドォ 大擧の 精祌病 舉敎授 レジ ィ 氏に 『精神分析 論』 の 著 あり、 

瑞西 ツユ ゥ リツ ヒ大 擧のュ ング 教授 は 『無意識の 心理、 性慾の 變 形と 象徵の 研究、 思想 發達史 に對す 

る 貢献』 を 公に し、 以前 加奈陀 ト。 ン ト大舉 の敎授 であった ァァ ネスト， ジョ オン ズ氏は 、『精神分析 論 

集』 (改訂版 は 一昨年 出版) に、 夢 や 臨床 醫學ゃ 教育 心理な どに 關 する 研究 を 集成し、 また 靑年 心理の 

研究で 最も 廣く 我が 國に 知られて ゐる 米國の クラ ァク 大學總 長スタ ン レイ • ホ オル 敎控 や、 或は フ a 

イド 氏と M じく 維納の 醫者 である ァ アドラ ァ氏 などに よって、 この 擧說は 更に 多くの 補足 修正 を經 

た。 

しかしながら 精神病 學ゃ 心理 舉 から 兒 てこの 舉說 の當否 如何 は、 わたくしの やうな layman  Q 知 
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ると ころで はない。 また 精細なる 硏究に 至って は、 旣に我 邦に も久保 ドクトルの 『精神分析 法』 や、 九 

州 大^-の 榊 教授の 『性愁 と 精神分析 學』 の 如き 好 著の ある こと ゆ ゑ、 私 は玆に 多く を 語る こと を 避け 

たい。 ただ 文藝の 研究^と して、 最近に 公に せられた ァ ルバ アト， 乇ォ， テル 氏の 新著 『文舉 に 於け る 色 

^的^ 械 や、 ハァ、 、エイ 氏が 此擧說 の 見地から、 米國 近代 文學に 於け る寫實 派の 翹楚で 今 は 故人と な 

つた ハウ H ルズ 氏に 加へ た 批評の 書に 接し、 又 昨年 學生 のために 沙翁釗 マクべ スを講 する に當 つて コ 

リ アツ トの 新； i をよ み、 そのほか スト リンドべ ルヒ、 m ルズ 等の 近代 文豪 を 同じ 方法に よって 研究し 

た 諸家の 論文 を讀 むに 及んで、 わたくし は それらの 多くが 甚だしく 偏 僻の 所說 であったり、 或は また 

亳も 文藝ヒ の 根本 問題 に 觸れて 居なかった りする こと を遗憾 に 思った。 そして 私 が 平素 考 へて ゐ ると 

ころの 文爇觀 —— 卽ち 生命力が 抑壓を 受け ると ころに 生す る 苦悶 懊惱 が 文藝 の 根柢で あり、 そして そ 

の 表現 法が^^ の 象 微主籙 である こ と を、 いまこの 新しき 學說を 借りて 明らかにして 兌たい と 思 ふの 

である。 苦 通の 文藝 家の 所論と ちがって、 この 心理 舉說が 例の 科擧者 一流の 組織的 體制を 具へ てゐる 

ところが 私の 目の 着け どころ である。 

註 ( 1 ) The  Erotic  Motive  in  L-itur;lturc.  .By  Allsrt  Monlell.  New  York,  Boni  and  Livcriglit.  1919. 

註 (二)  WiUiam  !}ean  Howct-S :  A  Study  cf  tls  Aclliuvcmcut  of  a  L-iterary  Artist. 13y  Alxantler 

Harvey.  New  York,  B.  W.  Huelsch.  1917. 
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註 (一一 一) The  wysters  of  lia-dy  M;icbcth.  .By  I.  w.  Corkit.  New  York,  Moffat,  Yard  and  CP  1912. 

Si  (四) Aumust  ！ strindberm,  a  psyclloa-nalytic  Study.  By  Axel  Jolmn  UppvaJl.  Poet  Lore,  Vol.  XXXI- 

Np  M.  spring  Numlbcr. 

H.  Q.  wens  and  His  Mental  Hinterland.  .By  Wilfrid  :L;_.y.  The  Booliman  <N2V  York),  for 

July  1917. 

五 人間苦と 文藝 

この 舉 派の 說に從 へば、 在來の 心理 學 者が いふ 意識と 『無意識』 (卽ち 潜在意識) との 外に、 ^に兩 

^の 中 問に 位する ところの 『前 意識』 Preconscious,  verbewusste が ある。 卽ち當 人 は 今 記隐 して ゐ 

すまた 意識しても ゐな いこと でも、 嘗て それが 自分の 體 驗の內 にあった 以上、 何時でも 自發 的に 想 ひ 

起し 得る か、 或は 聯想 法な どに よって 苦 もな く 意識 界に持 出す ことの 出来る ものが 前 意識で ある。 意 

識を舞 臺に譬 ふれば 『無意識』 は 恰も 奥の 方に ある 樂屋 である。 その 樂屋の 中に ゐる 役者が 舞臺へ W 

て 來て藝 をして ゐる やうに、 無意識の 中の 內容が 意識 作用 を 左右して ゐ るので ある。 ただ 吾々 は それ 

を氣附 かすに 居る。 氣附 かすに 居る の は、 中間に 『前 意識』 とい ふ 仕切が あって、 截然と して 兩者を 

tll^ して ゐ るから だ。 『無意識』 の內容 をして 『意識』 の 世界へ 出で しめない やうに、 監視 作用 をな す 


目附役 (censor,  zensur) が 儼として 境界線 上に 立^ をして ゐ るの だ。 道德 とか 因襲と か^ 害と かか 

ら生 する 抑 腿 乍 ffl はこの 目附 役あって はじめて 出來 るので、 一 一 つの 力の 衝突 葛藤から 生す る 苦 i! 懊惱 

は、 卽ち 心的 傷害と なって 『無意識』 界裡の 奥 ふかく 葬り去られる。 われわれの 體驗の 世界、 生活 內 

容 のなかに は、 痛ましき まで 多くの 心的 傷害が 隱 されて ゐ ながら、 而も 意識的に は それに 氣附 かすに 

ゐ るの だ U 

然るに 意外に もこの 無意識 心 理は 驚くべき 力 を 以て われわれ を 動かして ゐる。 個人と して は 幼年 時 

代の 心理が 大人に なつてから も 有意 無意の 間 に 作用して 居り、 また：^ 族と して は、 その 原始的 祌話時 

代の 心理 が 今 もな ほそ Q 民族に 影響 して ゐる。 (思想 や 文學の 方の 傅統 主義 は この 心现 から 研究す る こ 

とが 出來 よう。 ュ ング 授敎の 所謂 『集合的 無意識』 the  Collective  Unconscious, また スタン レイ *ホ 

オル 教授の 『民族 心』 Folk-soul と稱 する もの 皆 これ だ)。 フ a イド 說に從 へば、 性慾 は 決して 舂機發 

動 期 を 以て 現 はれる ので はなく、 嬰兒が 母親の 乳房に しがみ 附 くの も、 女兒が 異性で ある 父親に 附耱 

ふの も 皆 a に 性慾が： S: 川して ゐ るので、 これが 抑壓を 受ける と、 記憶され てゐ ない その 心的 傷害 は大 

(一) 

人に なつてから 色々 の 形に 變 化して 現 はれる。 フ 口 イドが 適例と して 引用す るの は レオ ナ ルド *ダ つ ヰ 

ンチ である。 かれの 大作で 藝術界 に 於け る 千古の 謎 だと 見做されて ゐる 『モナ • リザ』 の 女の 微笑 は、 

•§ ち S 家 レオナルドが 五つの 歳に 別れた 母親. の 記憶 だとして 考證 された。 かの 露 西 亞のメ レジ コ ウス 
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キイが 小說 『先驅 者』 に 描いた この 文藝 復興 期の 大 天才 レオナルドの 人格 は、 いま 精神病 舉者 によつ 

て 解剖 せられた 結^が この 無意識 心理に 歸 せられ、 彼が 後年の 科學 研究 慾、 飛行機 製作、 同性愛、 藝 

術 創作 等 は、 みな 幼時の 性慾の 抑壓 から 来た 『無意識』 の 潜 勢 的 作用に 歸 せられて ゐ るので ある。 

註 ( 1 」 simmunll  Freud,  Bine  Kindlsitserinnervln ぬ ties  Leonardo  da  Vinci,  L-eipziro  u.  .\vien,  Deutsche. 

1910. 

m に レオナルドば かりで なく、 この 派の 擧者 は、 沙 翁の ハム レット 劇 を も、 ワグネルの 樂釗を も、 

また トルストイ ゃレ H ナウ を も、 この 研究 法で 解釋を 試みた。 なほ フ a イドに はゲ H テを も精祌 解剖 

に 掛けようと いふ 計畫 があった さう だ。 わたくしが 前に 擧 げた アツ プヅル 氏が クラ ァク 大^に 出した 

學位 論文 スト リンドべ ルヒ 研究の 如き、 また その 最近の 一例で ある。 

どこまでも 欲 笔を滿 足させようと する 力と、 これと 反對に 働く 抑壓 力との 葛藤 衝突から 生す る 心的 

傷害が、 『無意識』 界裡に 伏在す と 說く點 に 於て、 わたくし は少 くと も文藝 上の 見地から は、 フ u イド 

說に 異議 を さし 禅む 餘地 はない と 思 ふ。 ただ 私が 最も 慊焉 たらざる を 得な いのは、 彼が すべて を^ 

リ ビド才  I 

『性が. 渴望 にの み歸 せんとす る偏兑 である。 部分的に 一 方からの み 物 を 見ようと する その 科舉^ 媳 

である。 勿論 この 點に 就いては 同じ 派の 多くの 擧 徒の 間に も さまざまな 異論が あるら しい。 卽ち 『性 

的渴 望』 に 代 ふるに 興味の 語 を 用 ゐるを 可な りと した 人 も ある。 ァ アドラ ァは 『自我 衝動』 Ichtrieb 
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なリ と^ 張した。 英吉利 派の 舉者 は、 嘗て ハミルトンが カントに 倣って 造った 『意欲』 conation の 

語 を 以て これに 代へ ようと もして ゐる。 しかし 私： 個と して は、 この 文の 冒頭に 述べた やうに、 これ 

V おも^い 意味に 於て いふ 生命力の 突進 跳躍と 見做す を 以て 妥當な りと 信じて ゐる。 

おに 自. H を 求め 解放 を 求めて やまざる 生命力、 個性 表現の 欲望、 人間の 創造性 を强 調しょう とする 

傾向 は、 さきに も 述べた やうに、 最近 思想界の 大勢で ある。 これ は 前世紀 以来の 唯物觀 決定論に 對す 

る 反動 だと 見られる。 卽ち人 問 は 自然の 大法に 左右せられ 機械的 法則に のみ 支配 せられて 身動きの 取 

れな いもの だ、 と考 へたの が 自然 科 舉离能 時代の 思想であった。 それが 二十世紀に 入って 著しく 勢力 

を 失墜した と共に、 また 一 方に は 因襲 ゃ權 威に 反抗して 自我と 個性と を 貴ぶ 近代的 精神 は S 々その 勢 

を 熾なら しめて、 玆に 人間の 自. H 創造の 力が 認められた。 

すでに この 生命力、 この 创造性 を 竹定 する 以上、 わたくしども は、 この 力が それと 反對の 方向に 働 

かう とする 機械的 法训、 囚襲 道德、 法梂的 拘束、 社^的 生活難、 その他 色々 の 力との 問に 生す る 衝突 

を 以て 人 問 苦の 根柢な りと a 做さざる を 得ない 9 

そこでよ ほどお 芽出度い 人 問 か、 或は 脈の 上り かけた 老人に あら ざる^り、 吾々 は 朝に 夕に この 二 

つの 力の 衝突から 生す る 苦悶 懊惱 を經験 せざるを得ないと いふ ことになる。 言を換 へて いへば、 生き 

てゐ ると いふ こと は卽ち この 戰の 苦惱を 繰返して ゐ ると いふ ことに 他なら ぬ。 われわれの 生活が 上 JJ 
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りで なく 深ければ 深い ほど、 生命の 力が 籠って ゐれ ばゐる ほど、 この 苦しみ この 惱 みは 益々 烈しから 

ざる を 得ない。 胸奥の 深き に 潜める 內的 生活 卽ち 『無意識』 心理の 底に は、 極めて 痛烈に して 深刻な 

多くの 傷害が 蓄積 せられる。 さう いふ 苦悶 を經驗 しつつ、 多くの 悲慘な 戰を戰 ひっつ 人生の 行路 を 進 

み 行く とき、 われわれ は 或は 呻き 或は 叫び、 怨嗟し 號泣 すろ と共に、 時に また 戰 勝の 光 榮を歌 ふ敉樂 

と 讃美と に 自ら 醉 ふこと さへ 稀で はない。 その 放つ 聲 こそ 卽 ち文藝 である。 ， 痛手 を 負 ひ 血み どろに な 

つて、 悶 へつつ も、 また 悲 みっつ も、 諦めん として 諦め 得す、 思 ひ 止まらう としても 止まる ことの 出 

來 ない ほどに 强ぃ 愛慕 執着 を 人生に 對 して 持つ ときに、 人間が 放つ 呪詛、 憤激、 讃嘆、 憧憬、 歡 呼の 

聲が卽 ち文藝 ではない か。 かくの 如き 意味に 於て、 文 藝は眞 善美 C 理想に 向って 向上の： 路を迎 り 行 

く 生命の 行進曲で あり、 また 進軍の 喇叭で ある。 朗々 として 響き わたれる その 聲が、 天地 を 貫き 百 代 

を 動かす 偉力 を 持つ 所以 は玆に 在る の だ。 

生は戰 である。 地上に 生を享 けた その 第一 日 II 否な その 最初の 第一 瞬から して、 旣 にわれ われ は 

戰 の 苦惱を 經驗し て ゐ る。 嬰兒 の 肉體 生活 そ の ものが 明らかに 飢^ や 徽留ゃ 冷 熟と の不 斷の戰 ではな 

いか。 安らかに 平和に 母の 胎內に 眠り 得る 十 個 月 はしば らく 問 はす、 一 たび 母胎 を 離れて 一 つの 個 的 

存 在 物と しての 生を始 むる や 否や、 この 戰の 苦痛 は 避け 難き ものと なる。 母胎 を 出る と共にお ぎ や 

^と 叫ぶ あの 聲 こそ は、 人 問 苦の 叫びの 第一 聲 ではない か。 安らかな 母胎の 床 を 出て はじめて 外界の 
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刺戟に 觸れた その 瞬時に 放つ 產聲 が、 はじめて 馬 を 『生』 の 陣頭に 立てた ものの 雄た けび の聲 である 

か、 はた 苦悶の 第一 聲 であるか、 或は また めでたく 生 を 地上に 享 けたる ものの 歡 呼の 聲 であるか、 そ 

は ともかくも、 かの 呱々 の聲 はか かる 意味に 於て 文藝と 全く 本質 を じくした もの だと 見る ことが 出 

來る。 やがて 飢诹を 免れん がた めに、 嬰兒は 更に 母の 乳房 を 求めて 藻搖 き、 乳 を與 へられて 後 は 天使 

の 如く 眠れる その 顔に 美しい 微笑 さへ も 見られる ので ある。 この 藻搔 きと この 微笑と、 それ は 卽ち人 

問の 詩歌で あり 藝術 である。 生の 力に 溢れた 强ぃ 子供 ほど 呱々 の聲 もまた 大きい。 その 聲、 その 藝術 

の 無い ものに は、 ただ 『死』 が あるば かりだ。 

美の 快感 だの、 趣味 だのと いふ 極めて 消極的な 呑氣 な考で 文藝を 解釋し 得た の は 過去の ことで あつ 

た。 文藝が 若し 俳 茶の 筵に 過ぎない か、 花鳥 風バ のた のしみ であるか、 或はお 姬樣の 慰みに する 綺匿 

ごとであるなら ばい ざ 知らす、 苟も 文化 生活の； 1 取 高位に 立てる 人 問 活動であるなら ば、 やはり その 根 

抵を 生命 力 の 躍進と いふと ころに 置いて 解釋 する より ほか 道 は 無 い と 思 ふ。 ダ ン テ や ミルトン や バイ 

口 ン を^み、 或は ブ ラウ 一一 ング、 トルストイ、 イブセン、 ゾラ、 ボォ ドレ エル、 ドスト イエ フス キイ 

等の 作品に 接する とき、 誰か また、 さう いふ 駄洒落 的の 呑氣千 萬な 遊戯 氣 分を容 れる餘 地が あらう 

ぞ>  わたくし は、 文藝 上に、 ただ 美しいだ の、 面白いだ のとい ふ快樂 主義 的 藝術觀 を 飽くまで も 排斥 

したい。 殊に 生の 苦 惱の釗 しい 近代に 現 はれた 文舉に 於て、 殊に 痛切に この こと を感 する。 情話 式の 


遊^ 記錄、 不^ 少ハ 牛の い たづら 日記、 文士 生活の 樂屋 落、 若し そんな ものの みが 我が 文壇 を 横行す る 

ならば、 それ は 疑 もた くわれら の 文化 生活の 禍 である。 文 藝は斷 じて 俗衆の 玩弄物で はなく、 嚴肅に 

して ま た 沈痛な る ベ き 人 問 苦 の 象徵 であるから だ。 

六 苦悶の 象徵 

ぺ ルグゾ ンと问 じ やうに 精祌 生活の 創造性 を 認めた 伊太利の ク Q ォチ - の藝術 論に よれば、 表現 は 

藝 術の すべてで あると 說 かれて ゐる。 卽ち 表現と はわれ われが 單に 外界からの 感覺ゃ 印象 を 他動 的に 

受 入れる ので はなく、  5： 的 生活のう ちに 取 入れた さう いふ 印象 や 經驗を 村 料に して、 新しい 創造 創作 

をす る ことで ある。 かう いふ 意味に 於て わたくし は 上に 述べた 絕對 創造の 生活 卽ち藝 術が、 苦悶の 表 

現で ある こと を 言 ひたい。 

ここに 至って わたくし は 再び フ ロイド ！ 派の 舉 說に歸 つて、 それ を 引用す る こと を 便な りと する。 

それ は 彼の 夢の 說 である。 

夢と いふ 時 ふと 私の 心頭に は、 ブラウ 一一 ング が畫聖 アンド レア を 歌った 詩 中の 一句が 浮ぶ。 

II l〕reanl ？  stnvrt  to  do,  and  agonize  tc  do.  And  fail 3  doing.  I ymdrea  del  saTto. 

『夢む とや、 爲 さんと 努め、 爲 さんと 藻搔 き、 而も 爲すを 得ざる なり』。 この 句 は 最もよ くフ。 イドの 
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欲^ 說に當 て 嵌まる。 

フ a イドに 從 へば、 性的 渴望は 人間が 平生 覺醒狀 態に ある 時には、 例の S 附 役の 抑^! 作用 を 受けて 

ゐる ために それが 自由に 意識の 表面に は 現 はれない。 ところが この 目附 役の 張番が 弛む 時卽ち 抑壓作 

用が. 減す ると き は卽ち 睡眠の 時で ある。 性的 渴望 はこの 睡眠 狀 態の 時 を 目が けて、 意識の 世界へ 飛び 

出さう とする。 それでも なほ 目附 役の 目 をく ぐるた めに は、 色々 な出鳕 目な 變裝 をし なければ なら 

ぬ。 夢の 本當 の內容 —— 卽 ちいつ も は 無意識の 底に 隱れ てゐた 欲望が、 そこいら にあり あはせ の 人物 

事件と いふ やうな もの を 變裝の 道具に 使って、 辻 棲の 合 はない やうな 扮裝 をして 出て くる。 この 變装 

マ II フ エステ fr フゥム イン ハルト  ラテ ンテ • トラ ゥム イン ハルト 

は 夢の 顯 在內容 で、 潜在的な 無意識 心理で ある 欲望が 卽ち 夢の 潜在 內容 であ 

り、 また 夢 の 思想で ある。 變 裝は卽 ち象徵 化する ことで ある。 

南極 探撿に 出かけた 一 行が 食料品の 缺 乏に惱 むと き、 そ Q 人た ちの 多數が 夢に 見る もの は 山海の 珍 

味であった さう だ。 亞弗 利加內 地の 荒漠 たる 沙漠 を 行く 人の、 夜な く 夢路に 通 ふ もの は、 美しき 故 

國の 山河で あると いふ。 滿 足せられ ない 性慾 衝動が 夢の 中には 滿 足させられて 或 病的 狀 態になる こと 

は、 性慾 舉 者の 所 說を俟 たす とも 普通 世人の 知る ところで あらう。 これら はフ n イド 說が 最も 都合よ 

く 適用 せられる 場合で、 夢と して は 甚だ 單 純な ものである。 プラト オンの 『共和 國』、 モ オアの 『無 可 有 

撙』、 さて はまた 近代の 社會 問題に 就いて 書かれた 色々 の ュ ゥト ピア 文學の 類が、 思想家の 欲求 を その 
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al: 夢物語に 托して 表現した のと 異ならない。 潜在 內容 たる 思想が 極めて 簡單な 露骨な 顯 在內容 (卽 

ち 外形) を 取って 現 はれて ゐる 場合で ある。 

爲さ うと 努め、 爲 さう と藻搔 き、 而も 爲すを 得ない その 憧憬、 その 欲求が われわれの 大きい 生命力 

の顯 現た る 精神的 欲求で あるときに、 それが 絡對の 自由 を 以て 表現せられ たる 夢、 これ を藝術 だと 見 

る こと は 出来ない であらう か。 ベ ルグ ソンに も 夢の 論が あるが、 精神的 活 力が 感覺 的な 色々 な 形 

を 具へ て 現 はれた ものが 夢 だと a て ゐる點 に 於て、 たと ひ 欲望 說とは 全く 趣 を 異にして ゐ ると は い 

へ、 二者の に 相 通す ると ころ は あると 思 ふ。 

しかし 如何にして 文 藝が人 問の 苦悶の 象徴と なる ので あるか これに 對 する 私の 見解 を 更に 明らかに 

する ために は、 精神分析 學 者の 言 ふ 夢の 說 明から なほ 少しく 借用して くる 必要が ある。 

夢の 根源 をな して ゐる 思想 卽 ちその 潜在 內容 は、 甚だしく 複雜 多方面な ものである。 まだ 物心 も 知 

ら ない 幼年時代からの 經驗 が、 多くの 心的 傷害と なって 『無意識』 の 圈內に 蓄積し 伏在して ゐる。 そ 

のうちの 幾つかが 夢と な つて 現 はれる ので あるが、 顯 在內容 の 方 はこれ に 比して 遙 かに 簡單な も の に 

縮小され てし まふ。 一場の 夢の 舞臺 にあら はれる 背景 や 人物 や 事件 を 分析して、 その 一 々の ^ をた よ 

リに 潜在 內容の 方 を 探って 行く と、 そこに は 非常に 複雜な 根本の ある ことが 見出される。 夢の なかに 一 

は 途方もない 人物 や^ 件が 紐 合 はされ て 居たり、 迤 だしい アナ ク： i 一一  ズムの 配合が 出来て 罟 たりす る s 


の はこの 陂 縮 作 用 あるが ためだと いふ。 ちゃう ど 演劇に 於て は 三 ra: 十^に 亘れる 事象が、 わ 

づ かに 三 四時 問 の 演出に よって 表現せられ ると 同じく、 また ロゼッティの 詩 『白 船』 にある やうに、 

人が 溺れて 死 せんとす る 一刹那、 おのれの 長 s 遠い 過去の 經驗を 瞬時に 夢み るの も、 呰 この 作用で 

ある。 花 山院の 御製に 

長き 夜の はじめ を はり も 知らぬ に 

いく 世の 事 を 夢に 見つ らん  (綾 拾 遣 集 十八) 

と あるの は 夢の この 表現 法に 相當 して 居る。 

また 夢の 世界 は藝 術の 境地の やうに、 一一 イチ， -が謂 ゆる 價値翊 倒の 世界で ある。 そこに は 轉 移 

ァレ <  fh, 

作 用 があって、 夢の 外形で ある 顯在 內容に は、 つまらぬ 事柄と して 現 はれて ゐる 事件 も、 极本は 

非常に 重大な 思想に 基づいて ゐる。 新聞の 社會 面を賑 はして ゐる 市井の 雜事 も、 近所の 夫婦の 痴話 喧 

啼も、 それが 沙翁ゃ イブセンの 维に 描かれて 舞臺 面に 演ぜられる 時、 その 根柢に ある 人生の： 大事 實 

一 大 思想 を喑 示して ゐ るのと 同樣 である。 夢は藝 術と 同じく、 利害 ゃ道德 やすべての 價値 判斷を 超越 

した 世界で ある。 尋常 茶飯の 小事 件 を、 夢の 中で は 天下 國 家の 大事の 如くに 取扱 ひ、 或は それと は 正 

反對 に、 驚天動地の 大事 件 を も、 夢で は 平々 凡々 の 些事と して 取扱 ふこと が出來 る。 

かくの 如くに して 夢に は、 また 戯曲 や 小說と 同じ やうな 表現の 技巧が ある。 事件が 展開したり 人物 
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の 性格が 現 はれたり する。 或 シチ， -ェ イシ 3 ンを寫 し、 動作 を 描く。 フ & イド はこの 作用 を 描寫と 

名 づけた。 

註 (一) 以上の 作用に 就いて、 詳しく は sigm.  Freud,  Die  Traumcleutung,  S.  2221272 參照。 

だから 夢の 思想と 外形との 關係 は、 フロイド 自身の 一一 一一 C 葉 を 以て 言へば、 『同一の 內容を 二つの 別々 

な國 語で 言 ひ 現 はした やうな もの だ。 換言すれば 夢の 顯在 內容は 夢の 思想 を 他の 表現 法に 移した もの 

に 他なら ぬ。 その 記號と 連結と は、 われわれが 原文と 譯 文と を 比較す る ことによって 知る ことが 出來 

る』。 cit.  S.  222)。 これ は卽ち 明らかに 一般 文藝の 表現 法で あると ころの^ 微キ藝 ではない か。 

或 抽象的な 思想 や 觀念は 決して 藝術を 成さない。 藝 術の 最大 要件 は その 具象 性に ある。 卽ち或 思想 

內容 が、 具象的な 人物と か 事件と か 風景と かいふ 生きた 儘の もの を 通して 表現せられ ると き、 換言す 

れば 夢の 潜在 內容 が變 裝し扮 飾して 出て くる 時と 同一 の 徑路を 取る ものが 藝術 である。 そして この 具 

象 性 を賦與 する ものが Sf ち 象徵と 呼ばれる。 象徵 主義と は 決して 前世紀 末に 佛蘭西 詩壇の 一派が 標榜 

した 主篛 ばかりで はなく、 すべての 文藝は 古往今来、 みな かかる 意味に 於て 象徵 主義の 表現 法 を用ゐ 

て 居る の だ。 

象微に はいつ も 外形と 內容 との 問に 價 値の 差が ある。 卽 ち象徵 それ 自體 と、 象徵 によって 現 はされ 

てゐ ^內容 との 問に 輕 重の 差が あるの は、 上に 言った 夢の 轉移 作^と 全く 同一 である。 色で い へば 白 
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が^ 潔 S: を、 黑が死 や 悲哀 を、 黄金色が 權カゃ 光 榮を表 はす やうに、 また 宗教に 最も 多い 象徴の 如 

く 4- 字 架、 蓮華、 火焰 などが 意味す る內容 が、 それぞれ 大きい 神祕 的な 潜在 內容を 包んで ゐ るのと 同 

樣だ。 近代の 文學に 就いて 言っても、 イブセンの 『建築 師』 の 主人公が 高 塔の 上に かかげよ うとし 

たぶ は 理想 を象徵 化した もの、 また 彼の 『幽 靈』 のうちに ある 太陽 は、 個人主義の 自由と 美と を 表象 

して ゐ ると 解 釋 される。 卽ち皆 簡單な 具象的の 外形 (顯在 內容) を 借りて、 その 中味に は複雜 な精祌 

的の もの 理想的の もの、 或は 思想 感情 等 を 表 はして ゐる。 この 忍 想 感情 は卽ち 夢の 場合の 潜在 內容に 

相 する。 

かくて (ぉ徵 の 外形の やや 複雜 になった ものが、 諷喩、 寓 話、 喩 話の 類で、 それら は ある 眞理、 あ 

る 教訓 を その 儘 露^に、 動物 譚ゃ 人物 事件に 當て はめて 表現した ものである。 しかし その外 形が 更に 

投雜な 事象と なって、 强ぃ情 緖的效 架を具 へ 刺戟的 性質 を帶 ぶる に 及んで、 それ は 立派な 文藝上 

の咋 品と なる。 ダンテの 『神曲』 が 中世の 宗教 思想 を 表 はし、 ミルトンの 『失樂 園』 が文藝 復興 期以 

後の 新 敎忍想 を.？： 容 とし、 沙 翁の 『ハム レット』 が懷 疑の 煩悶 を喑 示し 表象す ろに 及んで ここに 眞の 

& 術お に 成る。 

註 ( 一 本 仝 集 第 一 卷 『近代 文學 十講』 第十講 第一 一： 節參 

Silberer,  Prolblcms  of  Mysticism  and  Its  Symbolism.  (New  York,  IVIoiSat,  Yard  all-l cc,  .1917... 此咨 


 m 
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も 铳祌 分析 學の 見地から 書かれた もので、 象 徵と喩 話と 夢との 關 係に 就いては、 同書 parti.  Sections  I, 1RJ 

Part  II, Section を參 Sif 

かくの 如くに して フ n イド 敎授 一派の 舉者 は、 希 躐のソ フォク リイ ズの 大作、 悲劇 『イイ ディ パ 

スー を解釋 して、 有名なる CEDIPUS  COMPLWX の說を 立て、 また 民族 心理の 方面から la て、 古 

代の 祌話 傳說 のす ベて を 以て 民族の 美しき 夢な りと する 結論に 到達した。 

內心 にあって 燃 ゆるが 如き 欲望が 抑壓 作用の 目附 役に よって 阻止せられ、 そこに 生す る 衝突 葛藤が 

人 問 苦 をな して ゐる。 然るに この 欲望の 力が 目附 役の 抑壓 から 免れて 絶對の 自由 を 以て 表現 せられる 

唯一 の 場合が 夢で ありと するならば、 吾々 の 生活の あらゆる 他の 活動 卽ち 社會 生活、 政治 生活、 經濟 

生活、 家族 生活 等に 於て、 われわれが 常に 受ける 內的 及び 外的の 强 制抑壓 から 解放せられ、 絕 對の自 

由 を 以て 純粹 創造 をな し 得る 唯一 の 生活 はこれ 卽ち藝 術で ある。 生命の 根柢から 動き 出る 焖 性の 力 

を、 さながら 問歇 泉の 喷 出す るが 如くに 發 揮し 得る もの は、 人生に 於て ただ 藝術 活動 あるの みで あ 

る。 春が 來て 草が 芽 を 吹く ごとく、 鳥が 歌 ふごと く、 唯 それ 抑へ がた き 止み難き 內的 生命の 力に 迫ら 

れて、 自由な 自己 表現 をな す もの は藝術 家の 創作で ある。 科舉 的に のみ 物 を 見る 習 ひの 心理 學 者の 眼 

に は、 それが 『無意識』 と 見 ゆる ほどまでに 大きい 深い 有 意識な 苦悶 苦 惱が實 は 心 靈の奥 ふかき 聖殿 

に 潜んで ゐ るので ある。 自由な 絕對创 造に 於ての みそれが 象徴 化せられて、 ここに 文藝 作品 は 成る。 
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人生の 大苦 患、 大 苦惱、 それ は 夢の 場合に 欲望が 扮 装し 變 装して 出て くると 同じ やうに、 文藝 作品 

に 於て は 自然人 生 の 色々 な 事象 な 身に 耱ぅ て 象徴 化し て 現 はされ る。 これ を 以て 單に 外的 事象 の 忠寶 

なる 描寫 であり 再現に 過ぎない と^るが 如き は、 謬れ る 皮相の見 だ。 だから 極端なる 寫實 主義 や 平面 

描寫論 は、 空现 空論と して はとに かく、 實 際の 藝術 作品に 於て は 無意義の ことで ある。 ゾラの やうに 

極端な 唯物主義の 描寫 論を唱 へた 人で すら、 その 作 『勞 働』、 『木の芽 だち』 等に 現 はれた 现想 主義 は 

明らかに 彼 自らの 議論 を 裏切って ゐる ではない か。 かれは 自分の 欲望の 歸着點 である 现想 を、 その 作 

品に 於て 喑 示して ゐる ではない か。 また 近頃 獨 逸で 唱 へられる 表現主義と 稱 する ものの 如き、 その 

主張 は 要するに、 文藝 作品 を 以て 單に 外界の 事象から 受 入れる 印象の 再現に 非す となし、 作家の 內心 

に 宿れる もの を 外に 向って 表現す るに 在りと いふに 歸着 する。 それが 從來の 客観的 態度の 印 象 主 

義に 反抗して、 作家 主觀の 表 現 を 強調せ る こと は、 輓 近の 思 艇界が 生命の 創造性 を 確認す るに 至 

つた 大勢と 一 致した もの だと 見るべき だら う。 藝術は 飽くまで も 表現で あり 创造 である、 自然の 再現 

でもな く 校 3 でもな い。 

潜在意識の 海の 底の 深い，/ \ ところに 伏在して ゐる 苦悶、 郎ち 心的 傷害が 象徴 化せられ たもので な 

ければ、 大藝 術で はない。 淺ぃ上 つらの 描寫 は、 如何に それが 巧妙な 技巧に 秀でて ゐても 腐の 生命の 

藝 術の やうに 人 を 動かさた いの だ。 突 込んだ 描 寫とは 風俗 壊亂の 事象 なぞ を、 事 も 細かに ただ 外面 的 


に精寫 する の 謂で はない。 作家が 自己の 胸奥 を 深く、 またより 深く 掘り下げて 行って、 自己の 內容の 

底の 底に ある 苦悶に 達して、 そこから 藝術を 生み出す と 云 ふ 意味で ある。 自己 を 探る こと 深ければ 深 

いほ ど、 その 作 はより 高く、 より 大に、 より 强く あらねば ならぬ。 描かれた る 客觀的 事象の 底まで 突 

込んで 書いて ゐ ると 兑 える の は、 實 は何ぞ 知らん、 それ は 作家が 自己 そのものの 心 胸 を 深く ゑぐ り 深 

く 探って ゐ るに 他なら ない。 ク a ォ チェが 精神 活動の 創造性 を 認めた 所以 も、 矢張り かう いふ 意味 か 

ら だと 私 は解釋 して ゐる。 

誤解して はならぬ。 作品に 現 はれる 個性と は、 決して 作家の 小我で もな く 小主觀 でもない。 また 筆 

を 執る 最初 か ら 意識し て 表現し ようと した 觀念 とか 概念と か であって はならない。 さう いふ 風に して 

出來 たもの ならば、 その 作物 は淺 薄なる 栴へ 物と なって、 そこに 無理が あり、 不自然が 生す るた めに 

眞の 生命の 普遍性 を 具へ す、 從っ てまた 讀 者の 生命 を 動かす だけの 偉力 をも缺 くので ある。 日常生活 

に 於て 我儘と 自. H とが 區^ せられなければ ならぬ やうに、 藝 術に 於て 小 主觀と 個性と は 截然と して 區 

別せられ なければ ならぬ。 創作家が 飽くまで も 忠實に 客 觀の相 を ありの 儘に 再現し ようとい ふ 態度に 

出て こそ、 そこに 始めて 作家の 無意識 心理の 底から、 その 自我 や 個性が 無理 をせ すに 渾 然として 自然 

の 儘に 表現 せられる。 換言すれば、 かくて こそ 生の 苦悶が 發 してお のづ からに 象徵 化せられ、 『心』 は 

『形』 となって 現 はれる。 描かれた 客 觀界の 事象 そのもの のうちに、 作家の 眞 生命が こもる ので ある。 
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玆に 至って 客觀 主義の 極致 は主觀 主義と 一致し、 理想主義の 極致 はまた 現實 主義と 合 一 して、 そこに 

眞の 生命の 表現た る 創作が 出來 あがる。 主觀 と容觀 とか、 理想と 現實 とか を 峻別して ゐる問 は、 まだ 

祌の 創造と 同じ 程度の 創造にまで は 到達し 徹底して 居ない ので ある。 大向然 大生 命の 眞髓 は、 そんな 

態度で 摑み 得られる もので はない と 思 ふ。 

如何に 馬鹿々 々しい 签想 的な 取りと めの 無い 夢で あっても、 それ は必す やその 人の 經驗 の內 容に存 

する 事物が、 色々 に 組合 はされ て 再現せられ たものに 他なら ない。 その 幻想 その 夢幻 は、 畢竟す るに 

自己の 胸奥に 宿れる 心象 を寫 生し 描寫 して ゐ るので ある。 單 なる 模寫で もなければ 模倣で もない。 创 

ゆ 3 创 作の 根本 意義 はこの 點に存 する。 

文藝に 於て 樂天觀 と 厭世 觀 とか、 或は 現實 主義と 理想主義 とか の^を 立てる の は、 要するに まだ 

生命の 藝術 として 根柢に 觸れて 居ない 表面的 皮相 的な 論議で ある。 現實の 苦しみ 惱 みが あれば こそ、 

われわれ は樂 しい 夢を見る と共に、 苦しい 夢 を も毘 るので はない か。 現在に 滿 たされ ざろ 不斷の 欲求 

が あれば こそ、 天國 とい ふ 具足 圓滿の 境 を 夢み る 理想家 ともなれば、 また 地獄と いふ 大苦患 大懊惱 の 

世界 を も 夢想す るので はない か a 才人 往く として 可なら ざるな く、 政治 科 舉文藝 の すべてに 於て 超凡 

の 才能 を發 採し、 他人 目に は 極めて 幸福な 得意の 生涯 だと 見えた ゲラァ の閱歷 にも、 苦悶 は 絡え なか 

しあ 2-  ： 

つたの だ。 彼 はみ づ から 言った、 『世人 は 私の こと を 幸 輻 な 人間 だとい ふが、 私 は 苦惱の 一生 を 送った 
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の だ。 私の 生涯 は 永久の 礎 を 一 つづつ 積み上げる ことに 捧げられた』。 こ の苦惱 からして、 彼の 大作 

『ファウスト』 も 『ゴ エル テ ルの ゎづら ひ』 も 『ギル ヘルム • マ イス テ ル』 も 夢と なって 現 はれた 

の ひあった。 政^の^ 亂に 身を投じ、 いくたび か 妻に 別れ、 自ら は 遂に 盲目と なる 悲運に へた ミル 

パラ^イス スト  ，ハラ ダイス *リゲ インド 

トン は、 『失 樂 園』 と共に 『復 樂 園』 を 書いた。 ベア トリ チ H の戀に 破れ、 また 流竄の 身と なった 

并 ジョ ン 

ダンテ は 、『神曲』 に 地獄 界、 罪界、 天堂 界の幼 想 を 夢み たので ある。 戀に なやみ 妻に 先 だ たれた ブ 

ラウ 一一 ングの 剛健な 樂 天詩觀 を、 誰か また その 苦悶の 變 形轉換 でない とい はう ぞ。 若し それ 大陸 近代 

の.. ズ舉に 於て、 ゾラ や ドス トイ H フス キイの 小說、 スト リンドべ ルヒ、 イブセンの 戲 曲の 如きに 至つ 

ヹルト ？ン rl メルツ  な 

では、 世界 苦 惱の悪 夢に 魘される 人の 呻きの 聲 として 聞くべき ではなから うか、 夢魔が 叫ばせる 恐 

ろしい 呪 詛の聲 ではなから うか。 

佛蘭 西の ラマ ルティ イスが ミルトンの 大作 を說 明して、 『失樂 園』 は淸 敎 徒が 聖書の 上で 眠った 時 

に 見た 夢で あると 富った の は、 單に 形容の 語と して 見る 可き ではない。 『失樂 園』 とい ふ大 叙事詩 は、 

聖赘卷 頭の 天地 创 造の 傅說を 夢の 顯在 內容 として はゐ るが、 その 根柢に は、 苦悶の 人 ミルトンの 淸 

リタ  一一- ^ム  セィ ダン 

敎 思 想が 潜在 內容 となって ゐる。 大 魔王と 神との 戰ゃ、 FT テンの 樂 園の 叙述な どが われわれの 心 を 

動かす ので はない。 さう いふ 外形 を 通して 讀 者の 心 胸に 傳 はり 来る 詩人の 痛烈なる 苦悶が、 われら を 

動かす の だ。 
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この 點に 於て は 萬 槳集も 古今 集 も、 蕪 村 芭蕉の 俳句 も、 また 西洋の 近代 文學 も、 その發 生の 根本に 

於て 本質的の 差異 はない ので ある。 昔の 和歌 俳句の 詩人 —— 櫻 かざして 今日 も暮 しつの 大ぉ 人に は、 

無意識 心 理 の 苦 IS が 現代 に 於け る ほど 痛烈 でな く、 從 つて 心 的 傷害 もま た淺 かった だけの 差で ある。 

人 M として 生きて ゐる 以上、 人^苦が 大宮人に も、 北歐の 思想家に も、 また 旅行 脚の 俳人に も、 様 

に 皆 『無意識』 界裡に 潜在して ゐて、 そこから 文藝の 創作 は 生み出され たの だ。 

われわれの 生活力が、 體 内に 侵入した 徽 茵と戰 ふ。 その 戰は 病苦と なって 現 はれる とともに、 そこ 

に體溫 が異 党の^ 騰を なして 發埶 一す る。 ちゃう ど それと 同じ やうに、 動いて 止ま ざらん とする 生命力 

が 抑 戲强 制を受 くる 狀態 は、 苦悶で あると ともに そこに は 熱 を 生やる。 熱 は 抑 壓に對 する 反應 作用で 

ある、 acticll に對 する reaction である。 だから 生命力が 强 ければ 强ぃ ほど、 また 盛 なれば 盛なる ほ 

ど、 この 熱度 もまた 高から ざる を 得ない。 昔から 多くの 人 は 文藝の 根本に 色々 の 名を附 けた。 ぺ イク 

ァ はこれ に 名 づけて f 情熱 ある 觀照』 impassioned  contcm づ lation と 云 ひ、 メレ ジコ ウス キイ はこれ 

を 『情 想』 passislatcthollght と 呼び、 また シェ リイの 『雲雀の 歌』 の 末節の 句 を 借りて、 『調和 ある 

狂亂』 llarlr.oniis  madness と 名 づけた 評 家 も ある。 古へ の羅馬 人 は 『情 的 奩墩』 f.llror  pocticus の 

語を以 て こ れを言 ひ 現 はした。 言紫 こそ 異なれ、 そ の 意味す ると ころの 內容は 畢竞こ の 熱 を 指す もの 

に 外なら ない。 沙翁 はこれ を 更に. 一歩 進めて 次の 如くに 歌った" これ は创作 心理の 過程 を 最も 詩的に 
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曽ひ現 はした 貢 葉と して、 昔から 人 n に 膾炙せ る ものである。 

、rhe  poet 一 s  eye,  in  a ま e  frenzy  rolling, 

i  glance  i  f  .§  t。  earth,  fr。s  earth  to  heaven; 

And  as  imagination  bodi ひ s  srtll 

The  forms  of  things  unknown,  the  p。et-s  pen 

Turns  thes  to  shapes,  and  gives  to  airy  nothing 

A local  habitation  and  a  nam ひ. 

—Mid 霞 l.mrr  Night ぶ bream.  Act.  v.  Sc. i. 

まな 二  i  1  ソ —一  ItJ 

一^ 毁 妙な 想 ひに 驅られ て、 狂 ほしく 廻轉 する 詩人の 眼 は、 いま 天 を 見る 力と すれ は 地 

を兑、 池 を f かとすれば 天 をき。 さう して 糧が、 未だ 曾て 世に 知られざる 事物の 

形 を具體 化する^ れて、 詩人 Gis それ if らしめ、 囊 として f る ものに 居 

處を與 へ 名を與 ふ。 

(『眞 夏の 夜の 夢』 -— 坪內 氏譯) 

t 句う 第二 仃 にある ま c  frenzy は、 K じく また 私の 言 ふ 意味の 『熱』 を 指した もの だ。 

"しながら 熱 そのもの は 無意識 心理の 底に 潜める 潜熱で ある。 それが 霧 品と なる に は象 徵 化せ 
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られて 或 具象的の 表現と ならねば ならぬ。 沙 翁の 右の 句の 第三 行 以下 は卽ち この 象微化 具^化 を 指し 

たもの だと 見るべき である。 詳しくい へば 目に 兑、 邛に閗 くことの 出來る 感覺的 事象、 卽ち 自然人 生 

の 现象を 通して それが 容觀 的に 放射 せられる。 ^人の n に ははえなかった やうな 人生の 或 姿 を、 『想像 

が、 未だ 曾て 世に 知られざる 事物の 形 を具體 化する』 ので ある。 空 漠 たる 捕捉すべからざる. a 然 人生 

の^^ を焖ん で、 これに 『處と 名と』 を與 ふるものが 创 作家で ある。 そこに 極めて 强き 的確なる 實在 

性 を 有する 『夢』 が W 來上 るので ある。 今の 詩人 15ct と 云 ふ-百 葉 は、 その 語源が 希臘 語の poicin= 

to  make から 出て ゐる。 『造る』 卽ち 創作す ると は卽ち この^ 徵化 具象 化であって、 沙 翁が ここに 言 

ふところの f. 知られ ざ る 事物の 形 を具體 化す るに 隨れ て 定形 あら しめる』 ことに 外なら な いので ある。 

ぬ 初先づ この 具絷 化された る 心像が 作家の 胸中に 宿る。 それ は 恰も 懐姙の 場合と 同じ やうに 最初 は 

胎兒の 如き 心像で、 conceived  image に過ぎない。 西洋の 美舉 者が 言 ふ 『不 成形の 胎牛： 物』 abortive 

sllccpticll で ある。 旣にヤ まれた る もの は必. f や 外に 生れ 出で ねばならぬ。 そこに 作^の，：： 已 表現 

(8eK-expression 或は SCIf-cxtc.rnaKzation) の 止み難き 內的耍 求 は 迫り 來 つて、 やがてす ベ ての 母が 經 

験す るのと 同じ 『生みの 苦疝』 は 生す る。 作家の 生みの 苦痛 は、 卽ち 如何にして 胸裡に 宿れる もの を 

d 然 人生の 感^的^^ に耱か 上げて 客 觀界に 放射すべき か、 また 现趣 情景 兼ね 備 はれる. 一 つの 新しき 

完全なる 統 • ある 小天地と たし、 人物^ 象と なして 表現すべき かの ための 苦痛に 外なら ない。 そして 
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それ はまた 母親が すると 同じ やうに、 作家 自らの 血 を 分ち 靈と 肉と を彻 つて、 一 つの 新しき 創造物と 

して 産み出す ことで ある。 

『生みの 苦痛』 を經 ての ち、 出產を 終った 母に 歡 喜が あると 同じく、 自己 生命の 自由な 表現 を 全うし 

た 創作家に は、 抑兩 作用 を 離れて 到達し 得た る 創造的 勝利の 歡 喜が ある。 原稿料と か 評判と かいふ、 

^際 的な 外的な 滿 足から 得られる もの は單 なる 快感に 過ぎない が、 それと はまた 別に、 更に 大きく 更 

に^きに 位す る歡 立： が 必すゃ 创造创 作に は 伴 はれる ので ある。 


第二 鑑賞 論 

一 生命の 共感 

以 k わ たくし は创 作家 の 側から のみ 文藝を 論じた。 然 らば こ れを 鑑賞 者 卽ち讀 者觀客 の 方から 兌る 

とき、 『無意識』 心理の 奥 ふかく 潜める 苦悶の 夢 或は 象徵 が文藝 であると 云 ふこと は、 如何に 說明 せら 

れる だら うか。 

わたくし はこの 點 を解釋 する ために、 先づ藝 術の 鑑賞 者 もまた 一 種の 創作家で ある こと を說 いて、 

创 作と 鑑^との 關係を 明らかにせ ねばならぬ。 

文 藝の创 作 は その 木質に 於て、 上に 述べた やうな 夢と 同； な ものであるが、 その 或 種の もの は 夢よ 

りは遙 かに 多く の 現 實性を 具 へ 合理性 を 持 つて ゐる と 共 に、 夢の やうに 支離诚 裂な 散漫な も ので はな 

くして、 立派に 統： せられた 事象で あり、 また 現寳の 再現で あらねば ならぬ。 夢が 『無意識』 心理の 

底に 潜む 心： に 根ざせる と 同じく、 文藝 作品 は 作家の 生活 內容の 奥深き に 潜める 人 問 苦に 根ざ 
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して ゐる。 だから 作品に 描かれた 感覺的 具象的な 事象 を 通して 表出 せられて ゐる もの は、 更に その 內 

面に. E る 作家の 個性 生命で あり、 心で あり、 思想で あり、 情調で あり、 氣分 であるの だ。 換首 すれ 

ば、 さう いふ 茫漠 として 捕捉すべからざる 無形 無色 無臭 無聲の ものが、 形 や 色 や 匂ゃ聲 ある 其 免. 的な 

人物 事件 風景、 そ^ 色々 の 物 を 材料に 使って 表出 せられて ゐる。 その 具象的 感覺 的な ものが 卽ち象 

徴と 呼ばれる。 だから 象 徵とは 暗示で あり 刺戟で ある。 また 作家の 內部 生命の 底の 底に 沈める 或 もの 

を 鑑賞 者に 傳 へ る 媒介物に 他なら ぬ。 

生命 は 宇宙人 生に 遍在せ る大 なる 生命で ある。 それが 個人 を 通して 藝術的 個性と なって 表現せられ 

てゐ るの だから、 その 個性の 他の 半面に はまた 大きな 普遍性が あらねば ならぬ。 卽ち 苟も 横目 緊鼻の 

人間で ある 以上、 時の 古今、 地の 柬西を 問 はす、 誰に も 共通の 人性が あると か、 或は 同じ 時代に 生き 

て 同じく 苦しい 現代の 生活 を 送って ゐる 以上、 西洋人 も 日本人 も社會 政治 上の 同じ 問題に 心を惱 まさ 

れて. 3 ると か、 或は 同じ 國 同じ 時代に 同じ 民族と して 生活して ゐる 以上、 誰の 心に も 共通な 思想 ゃ感 

情が あると かいふ 風に、 生命の 內容そ f ものに は、 人間と しての 普遍性 共通 性が ある。 換言すれば、 

人と 人との 間に 生命の 共感 を 呼び 起す だけの 共通 內容が 存在して ゐる。 かの 心理 擧 者が 『無意識』 『前 

意識. f 意識』 と 名 づけて ゐる ものの 總量 は、 わたくしの 一一 一 n 葉 を 以てすれば、 それ は 生命の 內容 である 

が、 乍 家と 讀 者との 生命の 內容に 共通^ 共感 性 あるが ために、 それが 象徵 とい ふ 刺戟性 暗示 性 ある 媒 
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介 物の 作 川に よって 共鳴 作用 を 起す。 そ こ に藝術 の 鑑賞 は 成立す るので あ る。 

生命の 內容、 それ を 更に 刖 In すれば 體驗の 世界で ある。 ここに 體 験と は、 その 人が 身に 沁みて 感 

じたり 考 へたり、 或は^たり 聞いたり 行ったり した ことのす ベて を 指す ので ある。 外的に もまた 內的 

にも その 人の 經驗 した ことの 總量 をい ふので ある。 だから 藝 術の 鑑赏 とい ふこと は、 作家と 讀^ との 

間の 體 暖め 共通 性 共感 性 を土臺 として 成立す る。 卽ち 作家と 讀 者との 『無意識』 『前 意識』 『意識』 の內 

に は、 ！ S 方に 共通 同感し 得べき ものが 存在す る。 作家が 象徵 とい ふ 媒介物の 强き 刺戟 力に よって 讀者 

に 暗示 を さへ 與 へおば、 忽ちに して これに 應 じこれ に 共鳴して、 讀 者の 心 胸に もまた 同じ 生命の 火が 

燃え あがる の だ。 その 刺戟 をう けた だけで、 讀 者み づ から もまた 燃え あがる ので ある。 作家の 胸奥 深 

くも 沈んで ゐた 苦悶 は、 かって 矢張り 讀 者の 方の 心 胸に もあった 經驗 であった からだ。 これ を譬 ふれ 

ば、 薪に 可燃性 あるが 故に、 象徴と いふ 燐寸を さへ 使へば、 他から これに 點火 する ことが 出來 ろのと 

n 伐で ある。 全く 可燃性の ない 石に 火 を 移す ことの 出来ない と 同様に、 作家と 共通 共感すべき 生命 を 

おしない 俗. 忠、 沒 趣味、 無理解の 低級 讀 者に 對 して は、 たと ひ 如何なる 大作 傑作と 雖も 何等の 感銘 を 

與 へ す、 また 如何なる 大 天才 大^; 家と 雖 もこ の 種の 俗 漢に對 して は 手 も 足 も 出な いので、 さう い ふ佟漢 

は 要するに、 藝術 上から 言へば 緣 なき 衆生 度し難き 輩で ある。 かかる 場合、 鑑賞 は 全く 成立し ない • 

これ はよ ほど 以前の 古い 話で あるが、 嘗て 文教の 要路に 當 つて ゐた男 があった。 頭腦 がよ ほど 古 ぼ 


けて 脈が^ りかけ てゐ たの だら うが、 當 時文 S を 風靡して ゐた新 文藝の 作品 を 讀んで 見て 彼の 言 ふ^ 

とが 如 JF にも 馬鹿げ てゐ た。 あんな 面白く もない 話 を 長々 と 書いて、 結末の 所 は 何だかす つ。 ほかされ 

たやうな 詰らない もの だ。 今の 靑^. は 何が 面白くて あんな 小 說を讀 むの だら う、 と 怪しんだ さう だ。 

卽 ちかう いふ 老人 —— たと ひ 年齢 は 若くても こんな 老人 は 世 問に いくら も 居る が. I と靑- 牛と では、 

たと ひ 同一 時代 同； 社. T- に 生きて 居ても、 體驗の 內容が 全然 相違して ゐる ために、 その 間に 共通 共感 

すべき 生活 內容が 全く 無い ので ある。 鑑賞の 成立す 可き その 根本が 缺 けて ゐ るので ある。 

いふまで もな く 體驗の 世界 は 入に よって 遠 ふ。 だから 文藝の 鑑賞 は讀 者と 作家と 雙 方の 體 験が 近似 

して ゐる こと、 また その 深さに 於て 廣 さに 於て 大きさに 於て 高さに 於て、 兩 方が 類似して ゐる こと を. 

唯. 一 最大の 耍件 として 成立す る。 換 一一 一一" すれば 二者の 生活 內容 が、 質的に も 量的に も 近似して ゐ ればゐ 

る ほど、 作物 は 完全に 味 ははれ る わけで、 その 反對の 場合に は 鑑賞 は 全く 成立し ない ことになる。 

大藝術 家の つて ゐる 生活 內容 は、 その 包含す ると ころの ものが 非常に 大きく また 廣汎 である。 コ 

オル リツ ヂ が沙翁 を^して " mir  nlyriad-iuclcd  Shakespeare  " と 言 つ た 所以 は 卽ち玆 に 在る ので、 

時代に 於て 三百^ 以前の イリ ザべ ス 朝の 作家で あり、 場所に 於て 遠い 英吉利と 云 ふ 異邦の 人の 作で あ 

るに も枸 ± ，ら す、 彼の 作：！ § に は時處 の刖を 超越して、 fi: 代の 人 を 動かし 千里の 外に 響く ある もの を 包 

含して ゐる。 たと へ ば 彼が 描いた 女性に しても、 ジ ユリ H ッ ト とか ォ フ ィ リアと か ポオ シァと 力； i ザ 


リンドと か クレオ パ トラと か 云 ふ 女 は、 シ" リ ダンが 描いた 十八 世紀 式の 女 や、 或は ディケ ンズ、 サ 

ッ カレイの 小^に 出て 來る 女た ちょり は、 遙 かに 多く 近代的な 『新しい 女』 である。 ベン， ジョン ソ 

ン は：^ を 譜 美して ：HC  was  not  of  an  age  but  for  all  this  " と 言った。 まこと 沙 翁の やうに 自 

由な 大きい 创造创 作の 生活 を やれる やうに なると、 それ は 全く 天地 自然の 刽造 者た る 神に 最も 近い 域 

に 達した^ だと 言へ る。 同じせ" 椠は或 程度に 於て ゲ ヱ テ にも ダンテに も當て 嵌まる だら う。 

しかし 非 に 飛び離れた 特異の 天才の 場合に は、 その 人の 生 ^内容が 同時代の 他の 人々 のと は 全く 

類 を 絶して、 遙か向 ふの 方に 進んで 行って ゐる 場合 さへ 往々 にして： られ る。 十八^: 紀に 出た ヰ リア 

ム， ブレイクの 祌 秘^ 想 は、 その 詩集が 出た 後 殆ど； 世紀 を 隔て、 漸く 前世紀 末、 歐洲の 思想界に 神 

秘象徴 主義の 潮流が 现 はれる に 至って、 はじめて 人心に 反響 を 喚び 起した。 初期の ブラウ 一一 ングゃ 或 

はス ヰン. パアンな どが 少しも 世に 認められす、 當 時の 聲 望が 群小 詩人に すら も 及ばなかった の は、 彼 

等が その 頃の 同時代の 人と 生活 內容に 共通 共感すべき 何物 を も 有しなかった ほどに 進んで ゐ たから 

だ) 所謂 時代 意識 を 越えて、 十 年 二十 年、 否な ブレイクの 場合の やうに 百年 も 前へ と 進んで ゐ たため 

だ。 常時の 人々 がま だ 内 生活に 感じて 居なかった 生の 苦痛に 悶へ、 早く も、 旣に 遠き 世の 夢 を 兑てゐ 

たからであった。 

共同の^^ さへ あれば、 遠い 諾 威の 國 人であった イブセンの 書いた 物で も、 同じく 近代 生^の 經驗 
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からの 所産で あるが 故に、 强く 吾等の 胸奥に も 響く ので ある。 幾千 年 前の 希腦人 ホォマ ァの喾 いた ト 

c ィの戰 や、 ヘレン、 アキ リイ ズの話 は、 そこに 共通の 人間味 あるが 故に、 二十世紀の n 本ん が^ん 

でも 矢張り 心 を 勁 かされる ので ある。 ただ 餘 りに 多く 時處を 異にして 製作 せられた 藝術品 を 鑑賞す る 

場合に は、 旅行 舉問 などの 力に よって、 作者の 環境 閱- 膝、 その 時代の 風俗 習惯 など を 調べて、 讀 者が 

自分の 體驗の 足らない 部分 を 補ったり、 或は 自分の 努力に よってた とひ 幾分たり とも その 時代の 雰圍 

氣の 中に 生き 得る だけの 用意 を 必要と する。 だから、 さう いふ 特殊の 努力、 たと へば 研究 なぞと いふ 

こと をし ない 人に とって は、 ホォ マァ、 ダンテより は、 たと ひ それらより 劣って 居ようと も、 やはり 

£弋 の 作家の 方が 面白く、 同じく 近代で も外國 のより は 日本の 作家の 方の が 興味 を 引く の は、 この 理 

由 あるが ためだ。 また 比較的 多くの 人々 に 共通な 淺ぃ 平凡な 經驗を 書いた 作家の 方が、 高遠な 複雜な 

冥想 的な 深い 經驗を 表出した 作家に 比して、 遙 かに 多 數の综 1 を 動かす の も 同じ 理由に 基づく。  ロン 

グフ - 口 ォゃバ アン ズの 詩歌が、 ブラウ 一一 ングゃ ブレイクな どよりも 多くの 人に 讀 まれ、 俗 だとい は 

れ た白樂 天の 作品が、 氣 韻の 高い 高靑邱 なぞより は遙 かに 多數 者に 一  する 所以 もまた 此點に 在 

る 0 

ミルトン は 男 生に よって 讀 まれ、 ダンテ は 女性に よって 喜ばれる と 云 ふの も、 靑年 にして バイ ロン 

を 讚み、 中年に して ヮァ ズヮ スを讀 むと 云 ふの も、 またお 伽噺、 武勇 譚、 冒 險小說 の 類が 多く 幼年 者 
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少， や^によ つて^ み菩 ばれ 大人の 感與 を惹 かないの も、 それ はみ な內 生活の 體驗の 世界の^ に^ づく お 

、"H  S  2 

の だ。 これ は 人々 の 年齢に よっても 性に よっても 異り、 國土 によって もまた 人種に よっても 異る。 未 一 

だ 曾て 日本の 樱の 花 を见た 經驗を 全く 持た な い 西洋人 に は、 櫻 を 詠 じ た 日本 詩人 の 名歌 を讀ん で も、 

われらが その 歌から^ る^ 與の 十分の 一 をす らも 得る こと は 難いで あらう。 未だ 曾て 雪 を 見た 事の な 

い 熱 帶國の 人に とって は、 雪の 歌 は 寧ろ 感興 少き 索漠たる 文字と して 終る であらう。 旣 に體驗 の內容 

が 異なって ゐ るから に は、 そこに 描かれた 雪と か 櫻と か 云 ふ象徵 は、 鑑賞 者の 內 生命 圈の深 きに 潜め 

る 感情 や 思想 や ^調 を 喚び 起す だけの 刺戟的 喑示性 を 全く 冇 しない 結果に 終る か、 或は 甚だしく 微弱 

な ものと ならざる を 得ない。 沙翁は 大作 家に 相違ない。 しかし 沙 翁と Hi! じ 浪漫的な 生活 内容 を^し な 

かった 十八^ 紀 以前の 英阔 批評家 は、 毫も 彼の 作 を 顧みなかった。 おなじく 近代で も 杜翁ゃ ショォ は 

少しも 浪漫的な 體驗 の^ 界を おしなかった がた めに、 沙翁 を攻擊 し、 また 反對に 浪漫的な マァテ ルリ 

ンクの 如き は 遠く^ 代と！； と を 異にした にも 拘 はらす、 沙 翁の 戯曲に 深く も 心 を 動かされ たので あつ 

た • 

二 自.： J 發 兌の 喜び 

爱に 至って 私 は 少しく 自分の 用語 を 補訂して 置かなければ ならない。 わたくし は 上 來體驗 とか 生活 


內容 とか 經驗 とか 云 ふ 言葉 を 使 W して ゐ たが、 生命に は 普遍性が ある 限り、 廣ぃ 意味の 生^ そのもの 

が 直ちに 讀 者と 作家との 間の 共通 共感 性 を 構成し 得る ものである こと はいふまで もない。 たと へば 生 

命の 最も 著しき 特徴の 一 つで ある 律動の 如き、 それ は 如何なる 場合に も必す 一人より 他人へ と 傅 はる 

性質 を 持って ゐる。 一方で ピアノ を彈 すれば、 龔者 にあらざる 限り は、 聽 者の 方で も 不知 不識 その 音 

を閒 いて 手拍子 足拍子 を 取る。 たと ひそれ を 動作に 現 はさす とも 心の中で 踊る。 卽ち ピアノの 鍵盤 を 

たたく 音 は、 聽 者の 生命の 中心 を 動かして、 そこに 新しき 振動 を 喚び 起す 刺戟的 噔示性 を 有して ゐる 

からで ある。 生命 そのものの 共鳴で あり 共感で ある。 

かくの 如くに して 讀 者と 作家との 心境が ぴったり 行き 合った ところに 生命の 共鳴 共感が ある 時、 そ 

こに 藝 術の^ I 賞 は 成立つ。 だから 讀者 觀客聽 衆が 作家から 受ける ところの もの は、 他の 科 輋者ゃ 歷史 

家哲學 者な どの 所 說に對 する 場合と ちがって、 それ は 知識 を 得る ので はない。 象 徵卽ち 作品に 現 はれ 

た 事象の 刺戟 力に よって、 自分の 生活 內容 を發 見す るので ある。 藝術 鑑賞の 三昧 境、 又 その 法悅 は、 

卽ち この^ Iljl^ か^ 6, に 他なら ない。 ^徵 とい ふ 刺戟性 暗示 性の 媒介物 を 借りて 作^が 表現しょう 

とした 自己の 內 生活 を、 讀者 はまた 自分の 胸奥に もこれ と共^す る もの を兒 出した 歡喜 である。 ちゃ 

うど 陲遝に 襲 は.^ た 時、 我と わが 手に 自分の 膝 をつ ねって 自分の 生きて 居る こと を發 見す るのと 同じ 

fc- うに、 人 は文藝 作品に 接して 自分の 生きて ゐる こと を感 する ので ある。 詳しく 言へば、 讀 者み づカ 
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ら 自己の 『無意識』 心理 (精祌 分析^ 派の.. s たちの 言 ふ 意味に 於ての) の 中味 を發 見す るので ある。 

自分の 魂の 姿 を、 詩人 ゃ藝術 家が 揭 げた 鏡の 中に 見出す ので ある。 この 鏡 ある ことによって、 人は自 

分の 生 沽內容 を まざまざと 見る ことが 出來 るの だ。 同時に それ はまた、 自分の 生活 內容を 深く し 大き 

くし 豐 かなら しむる^ 好の 機會を 得る ものである。 

描かれた-る 事^ は^ 徴 に過ぎない、 夢の 外形に 過ぎない。 この 象徴の 刺戟 あるに よって、 はじめて 

證^と 作^と；.！ 方の 『無意識』 心理の 內容、 卽ち 夢の 潜在 內容が 共鳴し 共感す る。 そこに 文藝 作品 か 

ら摻み 出で 湧き出る ところの 實感 味が あるの だ。 夢の 潜在 內容、 それ は旣に 上に も 述べた 如く 人生の 

苦 il ではない か、 世界 苦惱 ではない か。 

だから 文藝 作品の 與ふる ところの もの は、 知識 information ではなく して 喚起 作 川 evocation で 

ある。 10 者 を 刺^して 自己 體驗の 內容を 自ら 喚起せ しめる ので ある。 讀 者が この 刺戟 を 受けて 自ら 燃 

える の は、 卽 ちまた j 糚 の创 作に ほかなら ない ので ある。 作家が 自分の 生命 を免徴 によって 表現した 

とすれば、 この^ 徴を迎 して 讀者 もまた 自分の 胸中に 创作 をして ゐ るので ある。 作者の 方が u 出的刽 

作 productive  creation をして ゐる とすれば、 讀者 はこれ を受 入れて 自ら また 共鳴 的 創作 responsive 

creation を爲す ものである。 し 一重の 創作あって はじめて 文藝の 鑑賞 は 成る の だ。 

かるが 故に 抑鹏を 免れた 絕對自 .E の 創造 生活 を 享有し 得る もの は、 獨り 作家ば かりで はない。 ただ 


『人』 として 生きて ゐる 他の 幾千 萬 幾 億 萬の 普通人 もまた、 作品の 鑑赏 によって 作家と 同じ 創造 生^の 

境地に 完全に 味 到して ゐ るので ある。 この 點か らいへば 作家と 讀 者との 差 は、 自ら これ を象微 化して 

表現す ると 然ら ざるとの 別に 過ぎない。 換言すれば 文藝家 は 表現に よっての 創作 をな し、 讀者は 喚起 

によっての 創作 をな す。 われら 讀 者が大 詩篇 大戲曲 を鑑赏 して ゐる 際の 心狀 は、 ちゃう ど 他人の 踊る 

の を 見、 歌 ふの を聽 いて ゐる 時に、 われらみ づ からは^ら すと も 歌 はすと も、 心の中で 別に 踊り も 

すれば 歌 ひもして ゐ るのと 全く 同様 だ。 その 時 それ は旣ぅ 他人の 踊り や 歌で はなく、 われらみ づ から 

の 踊りで あり 歌で あるの だ。 詩歌 を 味 はふ 時、 われらみ づ から もまた 旣に 詩人で あり 歌び とで ある。 

作家 と 同じ 创造创 作 の 生活 を營ん で、 抑壓作 W から 脫 却し た 夢幻 幻覺 の 境地に 引 入れられて ゐる わけ 

だ" 引 人れ る だけの 暗示 作 W をした ものが 卽ち 象徴で ある。 

かくて 鑑賞 もまた 一 種の 創作で あるから に は、 そこに 侗 性の はたらきが 根柢と なって ゐる こと は 言 

ふまで もない。 卽ち 同一 の 作品から 受ける 感銘 や 印象 もまた、 個人々々 によって異なる わけで ある。 

換言すれば！ つの 象徵そ 通して それから 受 入れる 思^ 感情 氣分 など は、 鑑賞 者み づ からの 偭性 ゃ體驗 

や 生活 內容 によって 人々 の 問に 相異が あらねば ならぬ。 批評 を 以て 一種の 創作な りと し、 創造的 解釋 

creative  interpretation なりと^ 做す 印象批評 は、 卽ち この 見地に 立てる ものである。 嘗て この 點に 

就いて、 佛蘭 西で プリ --ヌ ティ H  H ル の 客観 批評 說と、 アナ トオル • フ ラ ン ス の 印象批評 說 との 問に 
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起った^ 名な 論が は、 近代の 藝術 批評 史上に 一 新 時期 を 劃した ものであった。 プリ ユスティ ェ H ルは 

元來テ イス や サン ト *ブ ゥヴと g じ やう に 、 科學的 批評 の a 地に 立って、 傅統主 莪 の 思 恕を抱 いた 人 だ 

けに、 批評の 標準 を 客觀的 法則に S き、 毫も 個性の 尊 威 を 認めなかった。 これと 反對に アナ トオル • 

フランス は、 ルメ  H トル や、 或は 英吉利の 方の ヲル タァ • ぺ イタ ァ等 と共に、 批評と. お 作品 を迎 して 

自己 を 見る こと だと 說き、 評 家の 主觀的 印象に 重き を 置いた。 飽くまで も鎩賞 者の 個性と 创造 性と を 

認めて、 鑑賞と は 『傑作の うちにあって 自己の 精祌 の胃險 をす る』 こと だとまで 言った。 ルメェ トル 

に 至って は 更に 桢 端に 批評の 客観的 標準 を 排斥して、 鑑賞 老 の主觀 にの み 重き を 置き、 自我 を 以て 批 

評の 极柢 となし、 ペイ タァ もまた その 論集 『文藝 復興』 の 序文に 於て、 批評と は 自分が 作品から 受け 

る 印象の 解剖で あると 說 いた。 ブリュヌ ティ H エル 一派の 客觀 批評 說は、 今 n では 旣に科 舉萬能 见想時 

^の逍 物と して 古びた。 何事に も 個性と 创造 性との 重んじられる 今日の 思想 倾 向から 言へば、 少 くと 

も文藝 鑑賞の 上に 於て、 わたくしども は フランス、 ルメ  H トル 等の 主 觀說に 一致 せざるを得ないので 

ある" ワイルドが 『最高の 批評 は 創作より もより 多く 创作 的な り』 "The-  highest  criticism  is  more 

civativc-  than  creation: と 言った 意味 も玆に 在る と 思 ふ。 (ワイルドの 論集 一!- 意 向』 のうち 『藝術 家 

としての 批評家』 の項參 照)。 

談 おも はす 岐路に 入った が、 作家が 描いた 事象 は象徵 であるが 故に、 それから 受ける 感銘に よって 
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.讀 ^は 自分の 內的 生命に 火を點 じて 自ら 燃燒 する ので ある。 換言すれば、 自分の 體驗 の內容 を これに 

よって 發 見し、 刽作 家と 同一 の 心境に 味 到す る こと を 得る ので ある。 その 體驗の 內容を 成して ゐるも 

の は、 作家の 場合と 同じく、 人 問 苦で あり 社命 苦で あらねば ならぬ。 この 苦悶、 この 心的 傷害 は 鑑賞 

者の 無意識 心理の 中に も 同じく 沈 滓と して 伏在して 居た が 故に、 完全なる 鑑賞 卽ち 生命の 共鳴 共感が 

そこに 成立す るので ある。 

ここに 至って 私 は 嘗て 請んだ ポオ ドレ H ルの 散文詩に、 わたくしの 言 はんとす ると ころ を 巧みに 譬 

した 『窓』 と题 する 一 篇 のあった こと を 想 ひ 起す。 

广 CIS  oui  rco.£lr(le  du  dehors  a  travers  tine  fcnetre  ouvcret  ne  volt  laTnrus  autan 汁 

de  chcses  que  eels  (51 regard つ une  ren ひ trc  fcrrncc. II  n 一 est づ as  (rol)Jc.t で】 us  profond, 

plus  inysteneux,  plus  fecoMd,  plus  ts&n^hreux,  plus  eblosssant  (lu-unc  fen^tre ひ clair&c 

(rune  dlandellc.  ro  clu 一 on で ent  voir  £5  sole】I  est  toujours  rnclns  int&ressalrt  qlK-  ce 

qui  sc  fsss  dcrncre  I3e  vitrc.  D15S  00  tro=  nclr  on  lurmneux  vit 】a  vie,  rdvc  la 

v】e,  SOS &. e 】a  VK-. 

Par  dela  des  va^lss  de  toits,  j、aper90is  une  lenlme  nrure,  node  (KMa,  pallvre,  tou- 

lours  penciled  sur  cjuelcjue  chese,  et  cjui  ne  sort  Jalnais.  »,00  son  vis£l^e,  avee  son 
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,-^t(Tnell.t,  avec  son  geste,  avec  prcs〔lue  rlen,  j、£u  rcfait:  】-hJst〇lre  d ひ eet1:e  icmnie,  ou 

phitot  sa  I^pcndc,  et  (Juc 一 qucfois ic  30  la  raconte  d  inol-merne  cn  plcurant:. 

ひ i c*2rt ひ te  un づ auvrc  vieux  Jioninie,  j  aurais  rcrait  la  s】cnnc  toul:  0.USS1  ais^menL 

Ivt ie  30  ccsclle,  ^OM.  cpa-VOJr  v ひ cu  c<:  son ゆつ ri:  (Jiuls  (1 ぺ strcs  que  rnol-ln ひ rnc. 

Pcut-ctre  30  (llrcN-"v〇us  :  <TWS-ttl scr  (一 ue  cettc  ^STendc  soit 】a  V31e  rj-  Qu 一 llnportc 

cc  que  pent  ctrc 】a  ren.htc  plrtcee  hors  (1c  32,  si  die  2 に i  ^nde  v】vre,  a  sentir  clue 

j ひ sss  et  cc  cjuc  je  suis  r 

(大 怠) 開けた 窓の 內部を 外から 見て ゐる人 は、 閉ぢた 窓 を 見て ゐる人 ほど 多くの もの を 兌る こと は 

出來 ない。 蠟燭で 明るくな つて ゐる 窓、 それに も增 して 深みが あり、 祌祕 的で あり 夢幻 的で あ 

り、 陰喑 であり 眩惑 的で ある ものが またと あらう か。 皎々 たる 白日の もとに 兌ら れ得る もの は、 

窓 硝子の 後に 在る ものより は、 いつも 與 味の 少 いもので ある。 あの 黑 くて 明るい 穴の なかに、 生 

は 生き、 生 は 夢み、 生は惱 んでゐ るの だ Q 

むか 二  リ 

^うてる M 板の 彼方に 中苹の 女が！ 人ゐ る。 もう 皺が 寄って 貧乏で、 いつも 俯向いて 何 かして 

ゐる。 そとへ も 出て は 行かない。 その 顏 つき、 着物、 身 振から、 また 何とい ふ 事 はなしに、 私 は 

あの 女の 身の上、 その 來膀を 想像して 居た。 そして 時々 それ を 自分で 繰返して！ ^て は 泣く ので あ 
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あれが 若し 女で なく 貧乏な 老 SR で あっても、 私 は 矢張り そ の 男の 來歷を 容^く 想像した で あら 

ラ 0 

そして 私 は寢に 就く， 自己 以外の 他人に 於て 私 は 生き もし、 惱み もした こと を 得意に 思って。 

君 は 恐らく 言 ふ. だら う、 『そんな 來 據が眞 であると 君 は 信じて ゐる のか』 と。 わたくし 以外の 現 

實が 何う あらう と 構 ひ はしない。 ただ 私 はこれ によって 生き、 自分が 存在す ると 云 ふこと、 自分 

が 如何なる もので あるかと 云 ふこと、 それ を 感じさ へ すれば 可い。 

蠟燭の 光に 照らされた 閉ぢた 窓 は 作品で ある。 そのな かに 居る 女の 姿 を ちらと 昆て、 讀者は 自分の 

胸中に 色々 な创作 をす るので ある。 その 窓、 その 女 を 通して 實は 自分 を發兑 して ゐ るの だ。 自己 以外 

の 他人に 於て 自分 は 生き もし、 惱み もして ゐ るの だ。 そして 自分の 存在と 生活と を 感じ もし、 味 は ひ 

もして ゐる。 鑑賞と は卽ち 彼のう ちに 我 を發兑 し、 我のう ちに 彼 を 昆 出す ことで ある。 

三 悲劇の 淨化 作用 

私 は 如上の 所說を 最も 適切に 例證 する ものと して、 悲劇の 快感に 就いて 語らう。 卽ち人 問が 泣く こ 

Hi は 苦痛で ある。 然るに わざわざ 金まで 拂 つて 悲しい 芝居 を昆に 行って 淚を 流す ことが、 问& 快感 を 
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與 へる もので あらう か。 この 問題に 就いては 昔から 多くの 舉說が あるが、 わたくし はかの アリス トテ 

レ H スが 『詩 學』 のなかに 說 いた 有名な 淨化 作用の 說を、 下の やうに 解釋 する こと を 以て 最も 妥當な 

りと 信じて ゐる。 

一, リスト テ レ H スが 『詩 學』 に說 くと ころに よれば、 悲劇と は 『憐 み』 pity と 『恐れ』 fear とい 

ふ 二つの 感 を 起させる もの だ。 觀客は 芝居と いふ 媒介物 を 通して 泣く ことによって、 自分の 胸裡に 

欝 精し 結 ぼれ てゐ たこの 悲痛な 感情 を 洗 ひ 去り 淨め 去る こと (catharsis) が、 悲劇の 與 ふる 快感の 基 

である。 今までの 緊 張した 心の 狀態 が淚を 流す ことによって 緩和され ると とろに、 悲釗の 快感 は 生 

する。 自分の 內 生活の 奥 ふかく 潜める 心的 傷害 卽ち 生の 苦悶 を、 舞臺 上の 悲劇と いふ 媒介物に よって 

意識の 表面に 發露 せしめる。 ちゃう ど 前に 述べた ヒス テリの 患者 を 治療 するとき、 無意識 心理の 底に 

. 沈める 心的 傷害 を 探し出して、 十分 これ を 表現せ しめ、 談話せ しめ、 『無意識』 界裡 にある もの を 『意 

識』 界へ持 出さし める 疮 法と 全く 同 一 の ものである。 精神分析 學者 はこれ を 談話 治療法と 呼ぶ さう だ 

が、 それ は耍 する に淨化 作用であって、 悲釗の 快感の 場合と 全く 同一 だと 私 は 觀てゐ る。 平素は 抑 腿 

作 川 を 加 へられて 胸 屮に結 ぼれ てゐた 苦悶の 感情が、 藝術 鑑賞と いふ 絕對 自由の 創造 生活 を營み 得る 

膝 に、 解放 せられて 意識の 表面に 出る ので ある。 昔から 文藝は 人生に 慰安 を與 へる と 言 ふの は荜竟 

俗說 に過ぎないが、 それ は 要するに 抑壓 から 放 たれた この 心境 を 指した もの だと 觀 るべき だ。 


たと へば 冷酷 無情. な 高利 貸の 親爺の やうな 奴が、 芝居で 親子 別れの 場 を 見て そっと 淚を 流す。 わた 

くした ち はこれ を 側から la て、 あの 冷血漢の 腹の 何 處を搜 すと あの やうな 淚 があった の だら うかと 怪 

しむ。 しかし それ は、 平生 利息の 計算 をして 我利々々 亡者に なって ゐる時 はいつ も抑壓 作用 を 受け C 

ゐた 感情が、 芝居と いふ 象徴の 刺戟性に よって、 無意識 心理の 底から 喚び 出された 一滴の 淚に 外なら. 

なかった。 高利 貸と 雖も 人で ある。 人で あるから に は 人 叫と して 普遍な 生活 內容を 持って は 居る の 

だが、 平生は それが 黄金 慾の ために 抑壓を 受けて 居た に 過ぎな. い。 淚を 流して 彼が 快感 を 得た 刹那の 

心境 は、 s- も藝術 鑑賞の 一二 昧 境に 入って、 舞臺 のうちに 自己 を 見出し、 自己のう ちに 舞臺を 昆 出し 得 

た 喜びで あつたの だ" 

文藝は 象徵の 暗示 性 刺戟性に よって、 巧みに 讀者を 一 種の 催眠 狀 態に 導き 幻想 幻覺の 境に 入らし め 

る 。夢の 世界に、 また 純粹 創造の 絕對 境に 誘 ひ 来って、 これによ つて 讀者觀 客 自ら をして おのれの 生 

活內容 を 意識せ しむる ものである。 讀 者み づ からの 心の底に もまた 苦 悶 がなければ、 この 夢 この 幻覺 

は 成立し ない。 

旣に 苦悶と 云 ふ、 苦悶が 『無意識』 のうちに 潜む とい ふの は 理窟に 合 はない などと 言 ふの は、 三百 

代言 か； i 理的 遊戯 者の n 吻 に過ぎない。 ュ ング 等が 『無意識』 と稱 する もの、 實は それ は 絶大なる 意 

識 であり、 また 宇 {.E 人生の 大き. な 生命な ので ある。 たと へば われわれが 小我 を 守って ゐる間 こそ 『我』 
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と 云 ふ 意識 をお する が、 それが やがて 宇帘 天 地と^ 融 お 合する 程の 大 我の 域に 進めば、 そ はやが て 無 

我の 境に 入る のと！： じい。 われわれが 眞に宇 {.H の 大生 命の 流のう ちに 生きて ゐる 時、 その 生命 を 意識 

して ゐな いこと は、 ちゃう ど われわれが 筌氣 のうちに 在りながら 空氣を 意識 しないと 同様 だ。 .S 氣に 

何等かの 刺戟 動 搖を與 ふること によって、 はじめて われわれ は {4! 氣を感 すると 同じ やうに、 われわれ 

は 藝術作 "§ の^ 徴の 刺戟 をう けて、 はじめて 深く 自己の 內 生命 を 意識す る。 これによ つて 自己の 生命 

感を强 くし、 生活 內 容を豐 かにす るの だ。 そ はまた やがて 無^の 大生 命に 觸れ、 自然と 人 問との 實 

に 到達し、 その 核心に 觸れる ことで ある。 

四 有限の 中の 無限 

上に も 述べた やうに、 個性の 极柢 となって ゐる 生命 そのもの は、 全 實 在 全 宇 { 山に 遍在せ る 永遠の 大 

生命の 流で ある。 だから 個性の 他の 半面に はまた 普遍性が あり、 共通 性が あらねば ならぬ。 これ をた 

とふれば 一 本の 樹の 花や 實ゃ 葉の 如く、 その 一つ； つ は 飽くまで も 個性 を 保持して^: 在の 意義 を 持つ 

てゐ る。 つ. つの 葉 や 花 は 各々 獨自の 存在 を糗 け、 それが 了れば 凋落す る。 しかし それ は 板木で あ 

る ことろ の 一木の 樹 そのものの 生命が 個性と なって 現 はれて ゐる ので あるから、 一枚 づ つの 葉に も、 

また 花に も實 にも、 みな 共通 普遍の 生命が あるの だ。 その 普遍性 共通 性 永久性 を 土 裏と して、 一 so 


藝術的 鑑賞 卽ち 共鳴 共感 は 成立す るので ある。 この こと を 白 耳篛の 詩人 シャ ルル • グン • レルべ ルグ 

o&sr 卷 『^人 ダ ン • レル ベルグ』 參照) の 作の 下に 歌った のが ある。 

Ne  Suis-Je  く ous  

Ne  SU1SIJC  vous,  n  etes-vous  】nol, 

c  clioses  que  二 e  I1K-S  d()lpls 

Je  touclie,  ct  dc la  lunlKTe 

Dc  nics  vcux  £bl〇uls? 

Ficurs  cu  jc  rcsnn.c,  soldi  ot\ ic  Iss, 

pt"l づ eut  inc  (lire  ou ic  nnls, 

Ou  je  c ヨ nnicnce  r 

Ah 1 C|ue  n】on  cceur  miinnii 一三 

Partout  se  rctroiivc  ！  Que  votrc  s，-v ひ 

c^est  mon  san^  ！ 

conlmc  ts  hcau  fieuve. 


V)3 ~ , 


I い ii toutes  choses  la-  Illume  vie  coule, 

t-.t  nous  revons ie  memc  r&vc  (La  Chanson  f?-.E-ts.> 

おお 指先で 私が ふれる ものよ、 

おお まば ゆき 瞳に うつる 光よ、 

私 は 君た ちで あり、 

^たち は 私で ない のか 知ら？ 

私が 匂 を かぐ 花、 私 を 照らす 太陽、 

もの 思 ふ 私の 魂、 

何處で 私 は 終り、 何 處で私 は 始まる か を、 

誰が 私に 言 ひ 得よう？ 

ああ！ 限な く 私の 心の 

到る 所に 兑出 さるる こ と， 

おお 樹木よ、 お前の 樹液 は 私の 血で あ ス* よ！ 


美しい 河流の やうに 

ものみな のうちに 同じき 生命の 流れ 

われ 等み な 同じき 夢を昆 る。 

(堀 ロ大學 氏譯) 

侗 性の 半面に は 又 生命の 普遍性 あるが 故に、 『われ 等み な 同じき 夢を見る』 ことが 出來 るので、 かの 

奎 フランシスが 動物に 說敎 したの も、 佛 家が 狗 子に 佛性 ありと 見た の も、 皆 そこに 生命の 普遍性 を認 

めた からで あらう。 だから 單に讀 者と 作品との 間に 於け る 生命の 共感ば かりで はなく、 一切の 萬 象に 

對 して かくの 如き 享樂的 鑑賞 的 態度 を 以て 臨む ことが、 卽 ちわれ われの 藝術 生活で ある。 日常生活に 

於け る 理笳ゃ 法則 や 利害 ゃ道德 などの 抑壓 から 全く 放 たれた 『夢』 の 境地に 入って、 自由な 純粹 創造 

の 生活 態度 を 以て 一 切の 萬 象に 對 するとき、 そこに 始めて われわれ は眞に 自己の 生命 を味識 すると 共 

に、 また 字 {山 の 大生 命の 鈹 動に 耳を澄ます こと も出來 るので ある。 それ は 湖上の 氷、 W り をす る やう 

に、 內 部の 深い 水に 少しも 觸れ ないで、 ただ 表面 外面 を 上、 W りして 行く 俗物 生活で はない。 自我の 根 

抵 にある 眞 生命が、 宇宙の 大生 命と 交 感し 交流す るに 至って、 そこに 眞の藝 術 鑑賞が 成立す る。 そ 

は單に 事象 を 認識す るば かりで なくして、 一切 を 自己の 體驗 のうちに 受 入れて 味 はふ ことで ある。 そ 一 

5 

の 時に 得る ところの もの は、 kncwlcdirc ではなく して さ isdcnl であり、 fad ではなく して truth ん 


であり、 また 有限 Hnitc のうちに 無^  infinite を、 『物』 のうちに 『心』 を 見る ことで ある。 それ は卽 

ちお^の つちに S ら 生きる ことで も あり、 自己 を發 見す る ことで も ある。 リップス 一派の 美舉 者が 美 

感の根 W: たりと して 說 ける 感情移入 Ei 一  Ifl.ihlung の學說 も、 亦 この 心境 を 謂へ る ものに 他なら ぬ。 卽 

ち敏者 も 作家. と共に 同じく 營 める 創造 生活の 境地で ある。 私 は 嘗て この こと を 廣く人 間 生活の 問題と 

して、 也の. 4-著 こ， 於て 論じて S いた C  (第三 卷 『象牙の塔 を 出て』 中の 『觀照 享樂の 生活』 參照) 

五 文藝 鑑賞の 四 階段 

更 に 文 藝鑑赏 者 の 心理 過程 を 今少しく 秩序 だ て て 分解し て 見る と、 先づ 下の やうな 四つの 階 没に 分 

• ける ことが 出來 ようと 思 ふ。 

笫！、 现 知の 作用 

先づ 文句 の 意味 を 理解す る と か， そ の 內容 の 筋道 を遂， o プ - それに 與味を 持つ とかい ふこと が 第一 

階哎 であって、 この場合、 主として 働いて ゐる もの は理 知の 作用で ある。 しかし これ だけで は 

に藝 術と しての 文學に はならない。 他の 歷史 ゃ科舉 的の 叙述で も 何でも、 凡て 言語で 言 ひ 現 

は された も の に は 理知の 力 で 理解す ると いふ こ とが 先き に 立 つ の は 無論で あ る。 しか し文舉 作品 

と稱 せらお る 物のう ちに も、 ^ら 或は 主として 理知の 興味に のみ 訴 ふる 種類の もの は 甚だ 多い 0 
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通俗的な 淺 薄な、 そして 到底 深く われわれの 內 生命に 觸れ 得ない やうな 種類の 低級 文攀 の 多く 

は、 讀 者の 理知の ゆ 用に のみ 訴 へて ゐる 物が 多い。 たと へば 筋を逐 ふだけ の 與味を 目的に 作られ 

イン テレ クチ r- アル • 

た 探偵 小說、 冒 險譚、 講談、 下等な 活動 寫莨 釗、 新聞の 通俗 小說 などの 類 は、 多く 理 知 的 

t 奇 心を滿 足させれば それで 濟む ものである。 所謂 『明晩のお 樂 しみ」 で、 次 は 話が 如何なる 

かとい ふ 好奇心で 讀者を 釣 つ て 行く" 或は また 描かれた る 事象 そのものに 對 する 興味に 基づく も 

の もこの 稲 類に 屬 する。 獨 逸の 學 徒が 名 づけて 『村 料 興味』 stomntcresse と 云 ふ ものが それ 

だ" 卽ち讀 者が 見たり 聞いたり して 居る 人物、 事件が 描かれて 居る とか、 或は 何 か內幕 話の 素 破 

拔き であると か、 また 例へば 屮 村吉藏 氏の 脚本 『井 大老の 死』 が 水 戶浪士 の 事件の ため 新聞の 

社會 面を賑 はした 結采、 多くの 人 は その 方の 興味から この 作を讀 みこ の 芝居 を 見た 場合の 如く、 

作 中の 事象 そのものに 關係 ある 興味 を感 する ので ある。 

S 呉の 藝術 品た る文擧 作品に 對 しても、 低級な 讀者は 動もすれば この 第 一 階段より 以上に は 進ま 

ない。 何の 小說 を讀ん でも、 何の 芝居 を 見ても、 單に 話の 筋な どにば かり 興味 を惹 かれたり、 或 

は 言葉の 意味の 穽 鑿に のみ 沒 頭したり する 人 は 甚だ 多い。 『井伊 大老の 死』 の 作者 は 勿論 藝術 品と 

して あの 戯曲 を 書いた 事 は 言 ふまで もない が、 世 問 一 般の 俗衆 は その 內容 たる 事件に のみ 注意 を 

惹 かれた。 だから 如何に 立派な 作品で も、 讀 者の 種類 如何によ つて その 藝術的 惯値を 無視せられ 
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る 場な II は 甚だ 多い ので ある。 

；、 感^の 作 W 

五感の 中で も、 文舉に 於て は 特に 多く 音樂 色彩な どの 聽覺視 覺に訴 へる。 英詩の 中で 最も 官能的 

だとい はれる キ イツの 作の やうに、 味覺 やゆ、 覺を 刺戟しょう とする の も ある。 また 祌經の 感性が 

異常に 鋭くな つた 近代の 頻疲の 詩人、 卽ち ボォド レ H ル 等と 同一 系統に 屬 する 諸 詩人の 作物 は、 

^に視 覺聽覺 (卽ち 色 や 昔) だけで 滿 足しないで" 不快な ゆ、 覺 にさへ も訴 へようと する ものが あ 

る。 しかし これら は 寧ろ 異常の 場合で、 古今東西の 文舉に 最も 重き をな す感覺 的耍素 は、 言 ふま 

でもな く 耳に 訴ふる ffiE 樂的 要素で ある。 

ミィタ /  I 

詩歌に 於け る 律 脚、 平仄、 押韻 等 はこの 设 も重耍 なる ものであるが、 また 一般に 詩人の 聲調は 

藝術 品と して 非常に 大切な 地位 を 占めて 居る。 一 般に 抒情詩 はこの ff|S 樂的 要素に 重き を 置く もの 

で、 たと へば ポオの 『鐘』 の 歌、 コォ ルリ" ヂが 夢のう ちに 作って 自分 さへ いつ «1 いたか 知らな 

かった とい ふ 『ク ゾラ • 力 アン』 の 如き は、 詩句の 意味 (卽ち 上述の 理知に 訴 ふる 分子) など を 

殆ど 有しないで、 純然たる 言語の 音樂を その 作の 生命と して ゐる。 怫蘭西 近代の 象徴派 詩人の ご 

とき 特に この 點を强 調した もので、 なかには 美女の 名前ば かり を 五十 行 以上 も列擧 した だけで、 
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それで 詩の 音 樂を 作った もの さへ ある。 

(註 1 ) Catulle  Mend^s,  Recapitulation.  1892 

ョ 本の 三味線、 琴な どの 音樂が 極めて 簡單 である やうに、 日本人が 樂 聲に對 する 耳の 感覺 が發 

達して ゐ ないた めで あらう、 日本の 詩歌に は 厳密な 意味で いふ 押韻 を缺 いて ゐる (多少の 除外例 

は あるに もせよ)。 しかし 韻文で も 散文で も 苟も それが 藝術 品で ある 以上 は、 聲 調の 美 を 要素と し 

て 居ない もの はない。 たと へば 

レ Q 力め  らん じ S. う 

ほととぎす 東雲 どきの 亂聲に 

湖水 は 白き 波た つらし も  (與謝 野 夫人) 

の ごとき、 耳に 受けた 感じが 旣に みごとな 音樂的 調和 を 得た 聲 調の 美 を 持って 居る。 叙景 詩と レ 

て 成功して 居る 所以で ある。 

第三、 感覺 的の 心像 

こ れは 直ち た感覺 そのもの に訴 ふるに あらす して 、 想像 的 作用に 訴 へて 或感覺 的な 心像 を 喚び 起 
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すので ある。 卽ち^ 一  の 理知、 第二の 感覺 等の 作用 を經來 つて、 ここに はじめて 姿態、 景狀、 音 

響 等 を、 心裡に 活躍せ しめ 服 前に 努鬆 たらしむ るに 至る。 いま 便宜の ため 俳句 を 以て 例と せば 

鱗 散 る 雜魚場 の 跡 や S の W  子规 

ゆきな 

お komi 市の 雜 踏が 濟んだ あと、 雜魚場 は 全く 靜寂 である。 そして 往來 する 人の 影 もま ばらな 通 

夂？ つ あちこちに は、 銀の やうに 白い 鱗が 散らばって 晝 問の 名殘を 留めて ゐる。 その 銀鱗が きらき 

ら と：！： 光 こ 映す る 夏の 夕な ど、 ぶらぶら 散策す る 折な どの 情景 を讃 者の 眼前に 浮ばし める。 唯 そ 

れ だけで この 十七 字 詩は藝 術と して 立派に 成功して 居る。 また 

丌 .パ 雨に かくれぬ もの ゃ瀨 田の 嵇  芭 蕉 

£Jd 八^の 一、 瀨 田の 麼 橋が さみだれの 頃 煙霧 模糊た るな かに、 くっきり 黑く兑 えて ゐる。 さな 

がら 一 幅の 墨 綺の 山水 畫の やうな 趣を喑 示す る ものである。 殊に 第一 第二 の^の 調子で ぼんやり 

してお いて、 ^一一 句 『瀨 田の 橋』 で 強く 重く した この 句の 翳 調が、 旣に 巧みに この 喑示カ を 助け 

てゐ る〕 卽ち 第二の 感覺の 作 川が この 俳句の 鑑賞に は ffi 大な 助け をな して ゐ るので、 心像 その も 

のが 聲調を 完全に 調和して ゐる こと は^に 必要 條 件の 一 つで ある。 

しかし 以上の 现知 作用、 感覺作 川 及び 感覺的 心像 は、 主として 作物の 技巧的 方面から 受ける も 

ので、 それだけ では まだ 意識の 世界の 比較的 表面的な 部分 を 動かし 得た に過ぎない。 换ー W すれ 
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ば、 以ヒは 寧ろ^ 微の 外形 に^し、 また^^の 胸裡に 起させた 幻想 夢幻の 顯^. 2： 容 (卽 ちゆの 外 

形) を 形造る に過ぎない。 まだ 理^ や 物質 や 感覺の 世界 を 超越して はゐ ないから だ。 これ を 超越 

して^に 深く 誠^ 胸奥の 無意識 心理に 肉迫し 突入して、 刺戟的 1リ： 小 力が 化 命の 內容 に觸れ る， V 

き、 そこに 共^ 共感 を 喚び 起す に 至って、 はじめて 文 藝の鑑 K は 成る。 それ は 卽ち讀 者の ^紐、 

1, ^祌、 铽分を 励 かすと いふ 意味で、 これが 卽ち 作品 鑑 れ の：^ 後の 過程で ある。 

に- -ノ  rr、  i-=JKCI、  M.,-  M,\ に -、 

ここに 至って、 遂に 作者の 無意識 心理の 內容 が、 M 者の それに 傅 はって、 胸奥の 琴線に 反 i! を 喚 

び 起す ので ある。 暗示 は玆に その 砹 後の 口 的を逹 する ので ある。 作品 を 通して 現 はされ た 作家の 

人生 觀も社 #觀 も 自然 靓 もまた 或は 宗敎 信念 も、 この^ 叫^ 段に 入って 遂に^^ の體驗 の^ 界に 

觸れ る。 

この^ i: の ものの €： 容は 人^にと つて 意義 ある 一 切の もの を 也 含す るが 故に、 それ は 人 il 生命 

の複雜 なる が 如くに 衩雜 であり、 また 多^ 多找 である。 餘范 なく これ を說 刚し盡 くさん とする こ 

と は、 わたくしどもの 企て 及ばざる ところで ある。 かの 突 學 者が 說く ところの 美的 感情 —— •§ ち 

鑑 (A 者の 胸奥の 琴線に 喚び 起される 窗 動の 強弱 大小の 差に よって、 これ をお 高と 優 突と に 分 
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ち、 或は 質の 變 化から：^ て、 これ を 悲壯と 有情 滑 精と に 分けて 論す る 如き は、 卽ち この 第 四の 階 

段 を 分解し 說明 せんとす る： つ ® 企てに 過ぎない。 

蘇 術と しての すべての 文學 作品の 鑑賞に は、 以上. の 如き 四つの 階段が 必す あると 私 は 信じて ゐる。 

しかし この 四つの もの は 作品 ©性 質に よって 輕. 重の 差 を 生す る。 たと へば 散文 小說、 殊に 客觀的 描お 

の，：：： 然 派小說 或は 純粹の 叙景 詩 (卽ち 上に 引. 用した 和歌 俳句の 如き) などに 於て は、 笫 三までの 作用 

が 非常に 重き をな す • また 抒情詩、 殊に 近代 象徴派の 作品の 如きに 於て は、 第一、 第三 は^だ 輕 くし 

て、 ^二の 感覺的 作用が 直ちに 第 四の 情緒. 王觀の 震 動 を 喚び 起す。 また イブ セ ン 一 流の 社 會釗、 

問^ 釗、 思想 釗 などの 類に 於て は、 第二の 作用 寧ろ 輕く、 英吉利の シ " ォ、 怫蘭 西の プリ -ゥの 戯曲 

の 如き、 第三の 感覺的 心像 を 充分 讀^ 觀 客の 心に 喚び 起さす して、 餘 りに 露^に 直截に 第 四の 思想 を 

のみ 傅 へんと する がた めに、 純藝術 品と して は 寧ろ 不完全なる 一種の 宣 傳と 化する こと すら 稀で は 

ない。 また 浪漫派の 作物 は. 第： の 理知 作用に 訴 ふること 最も 少く、 これに 反して 古典派の 如き 自然^ 

の 如き、 讀者 の 理知 を 動かす こ と 最も 大な る もので あ る。 

更に また 同一の 作物に 對 しても、 讀者銘 々によって、 この 四つ の^に 輕 重の 差 を 生す る。 卽ち 上に 

も 述べた やうに、 低敉な 讀者觀 客が 戲曲小 說に對 する 場合の 如く、 第一 の 理知 作用に のみ 重き を笸ぃ 

て 話の 筋 なぞば かり a ようとす るの も ある。 また ある もの は 第一 一 第三 をのみ 働かせて その 作 口 S の 背後 
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にめ る 思想 や 人生 觀に 留意す る こと 挱き人 さ へ ある。 これらの もの は 何れも 作品 を 完全に 味 はった と 

は 言 はれない ので ある。 

六 共鳴 的 創作 

わたくし は玆に 至って、 さきに 述べた 創作家の 心理 過程と 鑑賞 者の それと を 比較して おく 必要が あ 

る。 卽ち 詩人 や 作家の 産出 的 表現 的 創作と、 讀 者の 方の 共鳴 的 創作 (鑑賞) と は その 心理 狀 態の 經過 

が 正 反對の 順序 を 取って 居る。 作家の 胸裡の 無意識 心理の 底から 湧き出で たもの が、 更に 想像 作用に 

よって 或 心像と なり、 それが 感覺ゃ 理知の 構成 作用 を經 て、 象徵の 外形 を 具へ て 表 斑せられ たもの が 

文^作品 である。 然るに 鑑賞 者の 場合に 於て は、 最初 先づ 理知 や 感覺の 作用に よって、 作 中の 人物 事 

象を讀 者の 胸中で 一 つの 心像と して 受 入れる。 その 心像の 刺戟的 喑示 性が 更に 深く 讀 者の 無意識 心理 

の 底に 喰 ひ 入って、 右に 述べた 第 四の 思想、 情緖、 氣分 など 無意識 心理の 底に ある 生命の 火に 點 火す 

るの だ。 故に 前^ は 根柢た る 生命の 核心から 發 して、 それが 花と なり 實 となった もの、 後者の 方 は、 

その 花で あり 實 である 作品から、 理知 感覺の 作用で 自己の 腦裡に 一 つの 心像 を 浮べ." それによ つて 根 

^に 在る 無意識 心理 卽ち 自己 生命の 內容に 到達して 行く。 これ を圖示 すれば、 
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iL^Z 象徴 化せら ノ 

れ たる 表現 j 


が#. 


A タ \ 


ま 


- 作家の 無意識 心理 


/ 讀 者の 無意識 心理 

作家の 心的^ 路は、 だから 棕合 的で また 能動的で あり、 讀 者の は 分解的で また 受動的で ある。 右に 

述べた 鑑赏 心理の 四つの 階段 を顚 倒して、 第 四より 起って 第一の 方面に 向って 進む ものと^れば、 そ 

れは 卽ち创 作家の 心理 過程と なる わけで ある。 換言すれば、 生命の 內容 より 突出して 意識 心理の 表面 

、へ 出る のが 作家の 產出的 創作で あり、 また 意識 心理の 表面から 這 入って 生命の 內容 へと お 人して 行く 

のが 共鳴 的 创作卽 ち鑑赏 である。 かるが ゆ ゑに 作家と 讀 者と 兩 方で、 これ だけの ぴ つたいと 同じ 心的 

過程が 操 返さる るなら ば、 そこに 作 口 i の 全き 鑑賞 は 成立す る。 

トルストイ は その 『藝術 論』 に 於て、 單に 美と か 快感と かで 藝 術の 本質 を說 明しょう とした 古来の. 
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諸說 を排 して、 下の 如き 斷案を F して ゐる * 

" To  evoke  in  oneself  a  feeling  one  has  oi  experienced,  and  having  evolsd  it  in 

oneself,  the?  by  means  of  movements,  lines,  colours,  sousds,  or  forms  expressed ョ 

words,  so  to  transmit  that  feeling  that  others  3ay  experience  the  same  feelinglthis 

is  t:hrt  activity  of  art 

"Art  is  a  human  activity,  consisting  in  this,  that  2S  3S1 consciously,  by  means 

-fccrulill  external  si ち is,  hal-ls  on  t (一  others  feelings  he  has  livc-1  throusl 一， al-l i 

other  people  are  infected  by  these  tbcliiigs,  and  a 一 so  cxpcnc-nce  then-. 

——Tolsu>y,  What  is 」 ま f,  p.  no. 

先づ おの L が嘗 つて 經驗 した 感情 を 自己の 胸中に 喚び 起す。 それ を 喚び 起してから、 更に 

遝動ゃ 線 や 色彩 や 音響 や、 或は また 言語に よって 現 はされ た 形象な どに よって、 他人 もまた 

司 こくその き货 を經 験し 得る やうに これ を傳 へ る こと ——— これが 藝術 活動で ある 

人が ある 外的の 記號 によって、 自己の 體 験した 感情 を 意識的に 他人に 傅へ、 他人が こ 4 ら 

の 惑淸 のために 動かされて、 また 同じく それ を經驗 する。 かくの 如き 人間 活動力 As ち藝 術で 

ある。 


ト ルス トイの この 說は藝 術 一 般に 就いて 立言した ものであるが、 これ を單に 文舉に 就い ての み考 

へ、 觅 にもつと 深く 細かく 分析して 行くならば、 結論に 於て.. H 來 私の 述べた ところと ほぼ 一致す る も 

ので ある。 

ここに 至って 前述の 印象批評の 意義 もまた おの づ から 明らかで あらう。 卽ち 文藝が 飽くまで も 個性 

の 表说 である 以上、 單に それ を客觀 的な 理知的 法則に よって 批判しょう とする こと は 無意味で ある 9 

批評 の 根柢 もま た 創作の 場合と 同じく、 讀者 の 無意識 心 理の 內容に 存在 せる こと は 言 ふまで もない。 

卽ち 理知 や 感覺の 作 川 を 過ぎて、 なほ 更に 深く 自己の 無意識 心理にまで 到達し、 その 無意識 界の ある 

もの を 意識 界に 喚び 起し 得て、 そこに 始めて 作品の 批評 は 成立つ ので ある。 卽ち 作家の 方で はもと も 

と 無意識 心理の 方から 出立して ゐ るの だから、 自分の 心的 徑跻に 就いて、 明瞭に^ 識 して は 居ない。 

£れ に反して 評 家の 方 は 自己の 無意識 界裡 にあった もの (たと へば 悲釗を 見た 時の 淚) を 新に 作品に 

よって 喚び 起され、 意識 界に持 出した の だから、 その 意識 (卽ち 印象) を 充分に 分析し 解剖し 得る の 

である W マシュウ • ァァノ ルド は 文藝を 以て 『人生の 批評』 "a  criticism  of  life なりと 言った が、 

文藝 批評 は卽ち 評者が ある 作品 を 通して、 また 評 家 自らの 『人生の 批評』 を 語る もので あらねば なら 

ぬ" 
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第三 文藝の 根本 問題に 關 する 考察 


一 豫言 者と しての 詩人 

わたくし は 以上の 所論 を 基礎と し、 これ を實 際に 適 川す る ことによって、 一般 文藝 上の 根本 問題 を 

解."、 しゅる と 言 じて ゐる。 そこでい ま 多くの 問題 を 一々 ここに 列舉 する の烦を 避けて、 今まで 文藝の 

硏 S が簡 として つか 就いて、 私 GaslQ 實例を 示し、 他 は S 自らの 考 

察 批叫こ 任せようと 思 ふ。 本章に 於て 說く ところ は、 すべて 以上 述べ 来った 私の 創作 論、 鑑賞 論 力ら 

當然 引き出され るコか あり、 また 註疏で あると 見ら る べき ものである。 

 3, 1 ： 义, ^つ 匕.^ 隹. i  o 昜 <&^-。 より 高く、 より 犬なる、 より^き 生 

文藝は 生命力が 絕對の 自由 を^て. ^現せられ た^ 一に も 力 

活こ 向って 躍進 せんとす る 創造の 欲求が、 何等の 抑壓 拘束 を 受けす に 表現 せられて ゐる ために、 そこ 

こまいつ も 大きな 未来が 暗示せられ てゐ る。 過去より 現在に 續 いて ゐる 生命の 流が、 文藝 作品に 於て 

のみ は、 S こ 昆 出すべからざる 自由な 飛躍 を爲す こと を 得る が 故に、 人間の 他の 活動 I, それ は 皆 周 
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から & 々の 抑顿を 受けて ゐる —— より は、 十 歩 も 二十 歩 も 前に 突出して、 所 IS 『心の 胃險』 sph-itu 

al adventure を やる ことが 出來 るの だ。 常識 や 物質 や 法則 や 因襲 や 形式の 拘束 を 超越して、 そこに は 

^に 新しい 世界が 發 見され 創造され る。 いまだ 政治 上經濟 上社會 上の 現象に 現 はれて 來な いものが、 

^く K に 文藝上 の 作品 のうちに 喑示 し 啓示 せ られる の は 全く これが ためで あ る。 

かって カァ ライル は その 『英雄 崇拜 論』 や 『バァ ンズ 論』 のうちに、 羅甸 語の vates と 云 ふ 言葉が 

^初 豫 を^ 味し、 後に それが 轉じ てまた 詩人の 義 にも 用ゐら るるに 至った こと を 指摘して ゐる。 

^人と は 先 づ露感 に觸れ て豫赏 者の 如く 歌 ふ 人の 意であった。 卽ち祌 託を傳 へ、 常人の 未だ 感じ 得 ざ 

ると ころ を 感^して、 これ を 一代の 民衆に 示す 人に 外なら なかった。 イスラエルの 民草に 祌 のみこ こ 

ろ を 傅へ た 古への 豫 一一 S ^と！： じ もの だと 考 へたので あった。 羅馬 人が 更に この 語を轉 用 して、 敎師り 

^にも 川 ゐた例 は 殊に 興味深き ものが ある。 詩人 —— 豫ー 一目 者 ！•— 敎師、 この 三つの ものが vatcs の 

1 語で 言 ひ 現 はされ たと ころに、 文藝 家の 犬なる 使命が 見られる。 

文 都； I 上の 天才 は 飛躍し 突迆 する 『心の 冒險 者』 である。 しかしながら 一人の 英雄の 事業の 背後に は 

幾多の 無名の 英雄の 努力が あると 同じく、 大藝術 家の^ 後に は 其 『時代』 が あり 『社 會』 が あり、 『思 

潮』 が ある こと を も 否む 譁には 行かない。 文藝は 飽くまで も侗 性の 表現で あると 共に、 その 侗 性の 他 

の^ 而には 普 魁 性 を も 伴って ゐる。 齊遍の 生命が 同時代 或は 同一 社會、 或は 同！ 民族に 餳 する 總. ての 
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人々 に 遍在す るから に は、 詩人が 自ら 先驅 者と なって 表現した ものが 一代 民心の 歸趨を 示し、 ^代 精 

祌 の那逡 にある かを唔 示すべき ものた る は 當然の 結 * である。 かくして より 高き、 より 犬なる 生活の 

可能 を喑 示す る點に 於て、 文藝家 はべ イタ ァの言 つた 如く 『文化の 先驅 者』 であらねば ならぬ。 

一 つの^-代 一 つの 社^に は、 その 時代の 生命が あり、 その 社會の 生命が あって、 不斷の 流動 變化を 

統 けて ゐる。 それが やがて 思潮の 流で あり、 時代精神の 變遷 である。 これ は 時運の 大勢に 促されて、 

何 處 からと もな く 動き 出る 力 だ。 その 初に 當 つて は、 殆ど 何等の 耱 まった 形 もなければ 體系を も 具へ 

てゐ ない、 ただ 茫漠 として 捕捉すべからざる 生命力 そのもの である。 藝術 家が 表現す ると ころの もの 

はこの 生命力 そのものであって、 決して 固定し 凝固した 思想で もな く、 概念で もない。 纏まった 主義 

などと 稱 すべき 性質の もので は 勿論ない ので ある。 いくら 抑壓 作用 を 加 へ て も 抑制し 禁壓し 得べ から 

ざる、 行くべき ところまで 行かなければ 止まない 生命力 そのものの 具象的 表現が 文藝 作品で ある。 一 

代の 民衆の 胸の 奥に は 潜みながら、 また その 『無意識』 心理の かげに は 隠れて 居ながら も、 ただ 不安 

焦躁のお も ひに 驅 られつつ も、 何人も これ を 捕捉し 表現し 得ざる ある もの を、 藝術家 は その 特異の 天 

才の 力に よって これに 表現 を與 へ、 夢の 形に 象徵 化し 得る ので ある。 逸 ni. くも これ を 把握し 表現し 反 

映した ものが 文藝 作品で ある。 旣に それが 一 つの 體系 ある 思想と か觀 念と かに 纏め 上げられて 了 へ 

ば、 哲學 となり 學說 となり、 更に また その 思想 ゃ舉 說が實 行の 世界に 寳 現せられ る 時には、 政治 運 
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動、 社 # 運動と なって、 もう 藝 術の 国外に 逸し 去つ て しま ふ。 かくの 如き 現象 は 過去の 文藝 史が赝 ^ 

例お せる^ K で、 佛蘭西 革命 以前に ルソォ 等の 浪漫、 王 if の文舉 がその 先驅 をな し、 さらに 手近な こ 一 

ところでは ギ クトォ リア 朝の 保守 的贵族 的 英國が 今 H の 民主的 社會 主義 的 英！： に轉 化する 前、 すでに 

前世紀の 末 ごろから シ 3 ォゃ h ルズ の 因襲 打破の 文藝が 起り、 また それらよりも：； 十く 怫蘭 西颓廢 派の 

文學が 頑固な 英 國に輸 人せられ、 近代 英！： の 激變は 最も n 十く から 鮮やかに その 詩文の 上に 現 はれて ゐ 

た。 口 本の 例で 見ても、 頼 山陽の 純然たる 文藝 作品で ある 『日本 外史』 とい ふ 叙事詩が 明治維新の 先 

^をな し、 n 露戰ゅ 以後に 起った 自然主義 文 舉の遝 動が、 口 十く 旣に 最近の， テ モク ラシィ 遝動 や、 因襲 

打破 社^: 改造 の 運動の 先驅ぁ つたこと は 疑 ふべ からざる 文明 史的 事實 であった。 また 文藝 作品と し て 

は敁も 原始的で 簡単な 意謠、 流行 唄の 類が 民衆の 自然の 儘な 聲 として、 能く 時勢 を 穿ち 大勢の 噔遷默 

移 を 暗示した こと は、 獨り 外國の 古代に 於ての みならす 口 本の 歷 史上に も歷見 られる 現象であった。 

古く は、 n 本紀に 出て ゐる 『わざうた』 (直 謠) と 云 ふの は卽 ち純粹 の民謠 で、 國 民の 禍福 吉凶 を豫言 

した ものが 多かった。 すっと 近代に なっても、 德 川の 末年から 明治の 初年へ かけての 民族 生活の 動搖 

時代に 於て、 流行 唄の 類が 如何に 痛切なる 時代 生活の 批評で あり 豫 一一 一一 〔であり^ 吿 であつ たかは、 今な 

ほ われわれの 記憶に 新なる ところでは ないか。 

米 國 の 或 詩人の 句に 


F-irst  from  the  pcople-s  heart  must  spring 

、rlle  passions  whid-  tie  learns  tx>  sln^  ; 

They  are  tli ひ wind,  t ザ ひ harj>  is  he. 

To  voice  their  titrul  rnelody. 

11 13.  Taylor,  ylmTas/s  T"§wsr. 

情熱、 それ は先づ 民衆の 胸の 奧に萠 す、 これに 表現 を與 ふるものが 文藝 家で ある。 いづく からと も 

なく 吹く 虱 を絃ェ とらへ て、 いみ じき 妙 音 を かなで 出で る AEClian  lyre の やうに、 詩人 w i 

、むの 動く 機微 を捉 へて、 これに 藝術的 表現 を與 ふるもので ある。 『目に はさ やかに a え』 ない 民衆の 無 

意識 心理の 內容 を、 天才の 鋭敏なる 感 性 が 逸：： 十く も それ を 摘んで 表現す るので ある。 かかる 意味に 

於て、 十九 世紀 初期の 浪漫的 時代に 於て、 シ" リイ や バイ a ンに現 はれた 革命 思想 は、 すべての 近代 

史の豫 言で あり、 また それらより 後の カァラ ィルも トル ス トイ も イブ セン もマァ テル リン クもブ ラウ 

H ング も、 皆 新しき 時代の 豫言 者で あつたの だ。 

因襲 道德ゃ 法則 や 常識な どの 立場から 見れば、 だから 文藝 作品 は茈 だしく 亂^ な 不都合な 危險な も . 

のと も la られる 場合が あらう。 さう いふ 一 切の もの を 超越した 純- 無雜 なる 創造 生活の 所產 であると 1 

ころに、 文藝の 本質が あるの だ。 天馬 Pegasus の 如き 天才の 飛躍に 大 なる 意義が 見出され るの だ。 《* 


豫 一一 一一 C 者 ややもすれば 故 國に容 れられ ない と 同じく、 詩人 もまた 餘 りに 多く その 時代よりも 先んじた o, 

先驅 者であった がた めに、 迫害せられ 冷遇 せられた 例 は 甚だ 多い。 ブレイクが 百年 後に 於て はじめ 一 

て 世界に 認められ るに 至った 如き 例 は、 その 最も 著しき ものであるが、 シ- リイの 如き スヰン パアン 

の 如き ブラウ 一一 ングの 如き、 また イブセンの 如き 革命的 反抗的 態度の 詩人 的豫言 者 は、 多く その 前半 

生に 於て か 或は 時に その 全生涯 をす らも、 撼軻； 小 遇のう ちに 終った 例 は 枚 擧に遑 なき ほどで ある。 フ 

P ォべ エルです らも 生前に は 全く 歡迎 せられなかった とい ふ事寳 の 如き、 或は 樂聖 ワグネルが、 バイ 

H ル ン王ル ウド ヸ" ヒの 知遇 を 得る まで は 長く 流離 落魄の 生を迗 つて ゐた 如き、 今日に してお もへば 

寧ろ 不 S 議 なくら ゐだ。 

昔の 人 は、 民の 聲は 神の 聲だ  一 vox  potsli,  vex  Dei- と 言った。 祌の 聲を傳 ふるもの、 神に 代つ， て 

叫ぶ もの、 それが 豫；； ：： 者で あり 詩人であった。 しかし 神と か インス ピ レイ ショ ン とかい ふ ものが、 人 

間 以外に^ 在す るので はない。 實は それ は 民衆の^ 部 生命の 欲求に 他なら ない ので ある。 『無意識』 心 

理 のかげ に 潜んで 居ろ 生の 要求で あるの だ。 經濟 生活、 勞働 生活、 社會 生活、 政治 生活な どの 場合に 

は、 ， 物 主義 や 利害 關係ゃ 常識 主義 ゃ道德 主義 や 因襲 法則な どの 抑 爾制縛 を 受けて ゐる內 部 生命の 耍 

求 —i 換 一一 一一 〔すれば 『無意識』 心理の 欲望が、 絕對 自由な 創造性 を發 揮して 美しい 夢の 形 を 取った 『詩』 

となり 藝術 となって 表現 せられる。 


無神論 を唱 へて 大 舉を逐 はれ、 矯激なる 革命 論の ために は戀 にや ぶれ、 はて はスぺ "チアの 海に 溺 

れ て迫敢 なき 三 4- 歳の 短 生涯 を 終った 抒情詩 人シ - リイが、 吹きす さぶ 西風に 托して 思 を抒 ベた^ 名 

な 大作の 激調を 見よ" 

Dtl づ e  my  de£l(l  tllou^hts  over  <:ne  universe 

I」ke  witllcrcd  leaves  to  (ゥ nclccn  a,  new  bui:li J 

And,  by  i:lie  incantation  2  this  verse, 

scatter,  as  from  an  unextinguishsl  Jsarth 

Ashes  cind  sparks,  nly  words  anions  Tn£lljl〈ln(l J 

Be  through  SY li づ s  to  tnlawilketlcd  eartili 

The  ^2- 3^^,  of  a で ropiiccy!  0  wind, 

Ir  winter  comes,  can  sfs. 一 ng  he  lar  一) evnn(l ^ 

—shcl 一 ey,  ph  lo  tlie  Is  wind, 

^命 詩人 シ ェ リイが 『醒めざる 世界に 向って、 豫 首の 喇叭 たれ』 と 叫んだ この 歌が 出來 てから 約 百 


年 を經た 今日、 ボル シ-  * ヰ ズムは 世界 を戰慄 せしめ、 改造 を 叫び 自. m を 求む る^ は 地球の 隅々 にまで 4 

も 及んで ゐる。 世界の 最大の 抒情詩 人であった 彼 は、 同時に また 大な る豫霄 者の 一人であった の だ。 一 

二 理想主義と 現實 主義 

^人 は 言 ふ、 文藝の 社會的 使命に は 二方 面が ある。 一 つ は その 時代 ゃ社會 の忠實 なる 反映で あり、 

他 は その 未 來に對 する 豫言的 使命で ある。 前^ は 主として 現實 主義の 作物で あり、 後者 は现想 主^ 

或は 浪漫主義の 作品で あると。 しかし 私の 創作 論の 立場から 言へば、 かくの 如き 區刖は 殆ど 問题と 

する に 足らない と 思 ふ。 文藝 がその 時代 その 社會を 飽くまで も 深く 突 込んで 描寫 し、 時代 意識、 社會 

^識の 底の 底に 潜める 無意識 心理 をまで も把拇 すると ころに 達すれば、 そこにお のづ から 未 來に對 す 

る 要求 や 欲望が 暗示せられ なければ ならぬ" 現在 を 離れて 未來は 存在し ない。 現在 を 描いて 深く その 

，心に 透徹し、 ^人 凡俗の 目の 届かない 深さにまで 到達し 得るならば、 そ は 同時に また 未 來に對 する 

大 なる 啓示で あり、 豫言 であらねば ならぬ。 フ b イド 一 派の 舉 徒が 唱 へる 夢の 解釋 である 欲望 說、 象 

徵說 からい へば、 夢に よって 未來を 知らう とする 夢 占 (夢 刺斷) の 如き もまた 必す しも 痴人の 迷妄と 

のみ は考 へられない。 それと 同じく 過去 現在 を 通して 未來を 夢み る もの は文藝 である。 K に 現在の 生 

命の 中心にまで も 突 込むならば、 生命 そのものに 永久性 普遍性が ある 以上、 過去 現在 を 通して 未來が 


暗示せられ ねばならぬ。 これ を譬 へて いへば、 名醫が 人體を 診察して 眞に その 病 源 を 看破し 病苦の あ 

ると ころ を 知るならば、 これに 對 する 治療法、 息 者の 耍求 もまた おの づ から 明らかで あらねば なら 

ぬ" 息 者の 未來 のために する 治 痰 法 を 知らな いのは、 畢竞 患者 現在の 病 狀に對 して 診斷を 誤れる 藪醫 

者で あるから だ。 この こと は 私が さきに 創作 を 論じて、 ゾラの 作品 を 引合に 出した 一節 (本書 一六 八) 

參照) によっても 明瞭で あらう。 ただ 現實 をのみ 寫 して、 しかも 未 來に對 する 豫言的 使命 を果し 得な 

いやうな 作物 は、 畢竟 それが 藝術 品と して 偉大なら ざる を證 する もの だとい つても、 必す しも 過言で 

はなから うと 思 ふ。 

三 短篇 『頸 かざり』 

モ ォパッ サンの 短篇で、 その 傑作の 一 つ だとい ふ 定評 ある ものに 『頸 かざり』 と 云 ふの が ある。 話 

は 極めて 簡^ だ。 

或 陂辨の 細君が 夜會へ 行く のに、 金剛石の 頸 飾 を 知人から 借りて 出かけた。 その 晚、 家への 歸り 

がけに それ を 遺失して 了った。 そこで 已むを 得す 夫と 相談して 幾千 金の 借財 をして、 同じ やうな 

頸 飾 を 買って これ を辨 償した。 それから 七 年 問と いふ もの この 負^ 償却の ために 一 生 懸命に 儉約 

して 働いた。 全く 面白く もない 長い 月日 を 送った。 いよいよ 負怙 全部 を惯 却した 時、 よく 調べて 
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兑 ると 先年 借りた 頸 飾 は^ 玉で、 ゎづ か百圆 位の 價 しき やない もの だとい ふこと がわかった 9  g 

若し 夢の 外形た る 事象 だけ を 見るならば、 この 小話の 如き は實 に、 極めて 詰らない ー篇の 落し 話に i 

過ぎない だら う。 詩歌 戲曲 小說の 凡て を 通じて、 それが 藝術的 創作た る 惯値を 有する 所以の もの は、 

iw かれた る^ 象の 如何によ るので はない。 それが 造り ごとで あらう と事實 であらう と、 作家の 直接 經 

験で あらう と、 問 接經驗 であらう と、 また 複雜 であらう が簡單 であらう が、 現實 的で あらう が 夢幻 的 

であらう が、 文藝の 本質から いへば それ は 問題で はない。 問题 とすべき は、 それが 象徴と して どれ だ 

けの 刺饯 的^ リ： 小 力 を 持って ゐ るかと 云ふ點 にある。 作者 はこの 亊象を 村 料と し、 如何に 之 を 取扱って 

tvc^ を创^ した か、 作者の 『無意識』 心理の 底に は 果して 如何なる ものが 潜在して ゐ たか、 さう い 

ひ と 

ふ點 こそ 先づ 吾々 の 着目す ベ きと ころで ある。 モォ パッサ ン はこの 頸 飾の 話 を 他人から 聞いた の 力、 

或は 想像で 柿へ たの か、 或は e 接 經驗を いぢつ かの か、 其邊 は先づ 第二の 問题 として 吾等 は 先づ、 こ 

の ^家が^ くべき 現 資性 を その 描 寫に與 へ、 巧みに 讀者を 幻覺の 境に 引き入れて、 その 刹那 生命 現象 

アイ ail カル 

の 3M を喑 示し 得た 枝 倆に 敬服 させられる。 人生の 極めて 皮 肉 な悲釗 的な 姿 を 少しも 概念的 哲理に 墮 

しない やうに 吾人に 暗示し、 直感的に 端的に、 生ける が 儘に、 われわれが これ を受 入れて 生命 現^の 

K; に 觸れ、 囊に 述べた 鑑賞の 第 階段にまで 到達し^ る やうに、 仕向けて 吳れた 鮮やかな その 手際に 

慾 かされる ので ある。 この 落し 話は羅 竟晤 示の 逍 具に 使 はれた 象徴に 過ぎない。 沙翁 がその 三十 七篇 


の戲 曲に は、 嘘八百の 歷 ^談 や、 昔話 や、 井戶端 評定 か 新聞の 社 食 面の 記事に 過ぎない やうな 世 11 話 

を 村 料に 用ゐ て、 縱横 無盡に 彼の 創造 創作の 生活 を やった のであった。 

しかし モォパ ッ サンに して 若し 最初から *『 人生の 痛まし. S 皮肉』 とで も名づ くべき 抽象的 概念 を 意 

識 的に 衮现 すべく この 『頸 かざり』 を 書いた のなら ば、 それ は藝術 品と して 遙 かに 簡單 にして 低級な 

ァレゴ リイ 式の ものに 墮 して、 あれ だけの つよい 現實 性、 寳感 味が 出ない ために、 生命の 表現と して 

は 失敗した に 相 遠ない。 痛々 しい あの. ^吏の 夫婦 者 を 生ける が 儘に、 まざまざと 吾人の 眼前に 活躍せ 

しむる こと は出來 なかった であらう。 モォバ ッ サンの 『無意識』 心理に 在った 苦悶が、 夢の 如く ここ 

に粲微 化され たれば こそ、 『頸 かざり』 一 篇は 立派な 生きた 藝術 品と して 讀 者の 胸奥に 生命の 振動 を傳 

へ 得る ので ある。 讀者は 誘 ふて また 同じ 悲痛な 夢を見させる ことが 出來 るので ある。 

或 小說家 は、 自分の 直接 經驗 でなければ 藝術 品の 村 料に はならない とで も 心得て るら しい。 馬鹿 馬 

鹿し い 謬^だ。 若し さう であるならば、 泥棒 を 描く ために 作家 は 自分で 泥棒 をし なければ ならぬ、 人 

殺し を寫 すため に 作家 自ら 人殺し をせ ねばならぬ。 沙 翁の やうに 王侯から 卑 人に 至る まで、 弑 逆から 

戀 愛から 幽鏺； ^物から 戰爭 から 高利 貸から 何から 何まで 描いた^ は、 それ を 一 々自分の 直接 經 験で 行 

つて 居て は、 人生 五十 年 はおろ か、 百年 千年 生きて 居た つて 出来る 話で はなから う。 姦通 を 描いた 作 

家が あれば、 あの 小說家 はたし かに 自分で 姦通 を やった に相逮 ない と 言 はれ 得る だら うか。 描かれた 
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事象が 立派に 象徴と して 成功して 居るならば、 また 問 接經驗 と雖も それが 直接 經驗と じ やうに 描か 

れて ねるならば、 嘘八百の 挢へ 物で も それが 嘘八百の 椿へ 物で ないやう におされ てゐ るなら ば、 その 

作品 は 偉大なる 藝術的 價値を 持って ゐる。 文藝は 夢と 同じく 象徵的 表現 法 を 取つ てゐ るから だ。 

直接 經驗 のこと に 就いて 想 ひ 起す 話が ある。 昔から 道心 堅固に 行 ひすまして 極端な 禁慾 生活 を迗っ 

た 坊さんが、 立派な 戀の歌 を 詠んで ゐる。 それ を^て、 この 坊さんの 私行 を 疑った 人々 が 多い。 坊さ 

んと雖 も 人の子で ある。 たと ひ 直接 經驗 に戀 はしな くと も、 彼の 體 験の 世界に は 美女 もあった らう、 

懋愛 もあった らう。 殊に 性慾に 抑 墜 作用 を 加へ た 心的 傷害 は 無論あった であらう。 それが 歌と いふ 夢 

の 形に 現 はれた と a る こと は、 決して 無理から ぬ こと だと 私 は 思 ふ。 

坊さんの 戀歌 のこと を考 へて 見る と、 心理 學 者の 說く 二重人格 とか、 人格の 分裂と かいふ ことが ま 

た 思 ひ 合 はされ る。 かの ステ イヴ ン ソン の 傑作と して 名高い 小說 "Dr.  Jckyll  and  Mr.  Hyde" の 場 

合の やうに、 同一人 格に して、 善 入た るジィ キルと 惡人 たる ハイドとの 二つの 精神 狀 態が a られ るの 

である。 これ は卽ち 私が 最初に 述べた 二つの 力の 衝突 を 具象 化した もの だと 昆て 可い。 元来 人 問の 性 

格に 矛盾が あると 言 はれる の も、 SHS 兄 この 人格の 分裂、 二重 人 格の 行方で 解釋 せらる 可き もの だ 

と 思 ふ。 卽ち 一方に 罪惡 性が あっても、 それ は 平素は 抑 ^作用の ために 無意識の 中に 押込められて, 

意識の 表面に は 現 はれない。 然るに 一朝 催眠 狀 態に 入る とか、 或は 歌 を 詠む やうな 自由 創选の 境地に 
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人る 時、 この 罪 惡性ゃ 性的 渴望は 突如と して 意識の 表面に 躍り 出で て、 其 善人、 共 高僧の 平素の 意識 

狀 態と は 似ても 似つ かぬ 行 をしたり、 或は 歌 を 詠んだり する ので ある。 沸敎に 『降魔』 と 云 ひ、 或は 

フ e ォべ H ル の小說 『聖ァ ントァ ヌの 誘惑』 の やうな 場合の 如き も、 心的 傷害の 苦悶が 無意識から 意 

識へ 躍り 出で る 精祌狀 態の 具^化で あらう。 或は また 平素は 非常に 陰 氣な^ 人 的な 人に 滑 精 作家が 

きま ひめ 

多ぐ、 例へば 夏目漱 石， 氏の やうな 生 M 面目な 陰欝な 人が 『坊ちゃん』 や 『吾輩 は 猫で ある』 を 書く ュ 

ゥモ リストで あり、 ジ 3 ラサ ン • スヰフ 卜の やうな 男が 『桶 物 語』 を 書き、 また 最近の 研究に よれ 

ば 『膝 栗毛』 の 作者 十返舍 一九が 極めて 陰氣な 人であった とい ふ 如き、 みな 私 はまた この 人格 分裂 說 

を 以て 解釋し はると 信す る。 平素は 抑歷 せられて 無意識の 圈內に 伏在して ゐる ある ものが、 純 粹创造 

の文藝 創作の 場な 口にの みは、 それが 表面へ 躍り 出して 自己 意識と 結び付く からで は 無から うか。 精神 

分析， お 派 の 人に は、 皮肉な ど を もこれ で 解釋し て ゐ る學 者が あ る 。 

B 術 創作の 場合 を譬 へて いへば、 酒に 醉 つたと きと 同一 である。 血氣 盛な 社員が 會社 銀行の 事務 窒 

に 居る 時 は、 重役 や 支店長に 頭 を 下げて ゐる。 それ は 利害の 及ぶ ところ 年末の 賞與 金にまで 影響す る 

から、 自分で 抑壓 作用 を 加へ てゐ るの だ。 ところが 往々 にして 酒宴の 席な どで 重役の 老人 や 課長な ど 

に^って 掛 るの は、 ^酊の 結^、 利害 關係 ゃ善惡 批判の 抑壓 作用が 除去され たので、 その 眞 生命が 猛 

然として 躍り 出で た狀 態で ある。 翌日に なって また 重役の 勝手口から 奥さんへ 詫 を 入れたり 執り成し 
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か i 敉 みに 行ったり する 時 は、 また- .« び 抑！.； 作 州が 蓋 をし 栓 をして ゐる ために、 前 晚とは 似ても 似つ か 

まき 

ぬ^ 入^に S 來 上って ゐる。 羅 馬 人 は 『酒のう ちに 眞 あり』 In  vino  verilas と 言った。 酩酊の 寺と 

同じ やうに、 藝術家 は その 創作の 場合に 於て 最も 純眞た る 偽らざる 自我 を 表現して ゐる ので ある。 御 

川 新 M の 主^ が 社說を 書 いて 居る 心现狀 態と は 正反對 である。 

四 白日の 夢 

からお 人 ゃ藝術 家な どの インス ピレ イシ ヨンと いふ ことが^ 說 かれた。 譯 して 『祌 來の靈 輿』 と 

でもい はう か、 そんな ものが 突如と して； 大 外から 天降って 來る わけ は 無い ので、 それ はつ まり 作家 自 

身 の 無^識 心理の 底 か ら 湧き出で る 生命の 跳躍 そのものに 名づ けられた^ 名 だ。 本當 の 自我で あり 本 

當の 個性で ある。 ただ それ 『無意識』 心理の 所產 なれば こそ 贵 いの だ。 若し 顯在 意識の やうな 上つつ 

らな 表面的な 精祌作 川で 出來 あがった ものなら ば、 その 作品 は 持へ 物と なり、 造り 事と なって、 眞に 

者の 方の 中心 生命に も强ぃ 振動 を傳 へる こと は 不可能になる わけ だ。 わたくし はかの 所謂 制作 

感興が、 深い 無意識 心理の 底から 出る ものである こと を 信じて ゐる y 

作品が 露に 作家の 創造 生活の 所産であるなら ば、 對象 として 作 中に 描かれて ゐる 事^ はつ まり 作家 

その 人の 生活 內容 なので ある。 『我』 以外の 人物 事件 を 描い て、 莨 は 〖我』 を そこに 描き出し たの だ 
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(鑑赏 者 もまた この 作 を 『味 はふ』 ことによって、 鑑賞 者み づ からの 『我』 を發 見す る)。 だから 或 作 

^を 研究す るた めに は そ の 作家 の 閱瞎 體驗を 知る 必要が あると 共に、 ま た 作品 を 通し て 作家 その 人 を 

知る ことが 出来る。 かの フランク • ハリス は 古文書 舊記 等に 據ら す、 ただ 沙 翁の 戯曲 を 通して 『人』 

としての 沙翁 を-論 斷 しょうと 試みた。 これ は在來 の考證 一 點 張りの 舉究を 驚かす に 足る 大膽な 態度で 

あるが、 私は此 種の 研究 法に も 亦 十分の 意義が あると 信す る。 ゲ H テの 『- 、ェ H ルテ ルの ゎづら ひ』 と 

共に 彼の， m 傅と 兑る べき 『詩と H 赏』 を繙 き、 ルソォ の 『新 H  口 ィズ』 の戀 物語と 共に 彼の 『吿白 

錄』 第 九 卷を讀 むと き は、 實 生活に 於て 戀に 敗れた これら 大 天才の 胸奥の 苦悶が、 如何に 『夢』 とし 

て これらの 作品に 象微 化されて ゐ るかが 明らかに 知られよう。 

文藝创 作の 心境 を 一種の 夢な りと 解釋 する わたくしの 以上の 所說を 見ての ち、 讀者 は古來 多くの 詩 

人 や 作家が 夢の 經 験に 就いて 如何に 考へ て 居る かを撿 せられるならば、 思 ひ 半ばに 過ぐ る ものが あら 

うと 思 ふ。 わたくし は 最近に 讀んだ 與謝野 夫人の 隨筆集 『愛、 理性 及び 勇氣』 の ー卷 から、 下の 一節 

を 引用して 參考の 便に 供しょう。 

古人の やうに 夢の 中で 好い 歌 を 感得した やうな 經驗は 持ちません が、 小說 やお 伽噺の 構想 を 夢の 

中で 捉へる こと は I ^あります。 それに は 空想的な もの もあります が、 夢の 中で は 意識が 一 方に 集 

つて Hi り郯 くた めでせ う。 微妙な 心现ゃ 複雜な 生活 狀態を 0 が覺 めて 居 か 時よりも 一 胯 よくお.：^ 


221  


的に 觀 察する ことの 出來 るば かりで 無く、 それにお のづ から 明晤の 度が 適度に 附 いて、 ちゃんと 

一 つの 戥術 品と して 立體 的に 浮き 上って 構 岡され て 居る 場べ c があります。 さう いふ 場合に、 人が 

夢 を 兄て ゐる とい ふこと は 眠って ゐ るので なくて 藝術家 としての 最も 純粹な 活動 を して 居る こと 

におる と 忍 ひます。 

それから、 また、 平生 ぼんやりと 考 へて 居る こと や、 どうして 解釋 して 好い か 解らないで 行き 惱 

んで おる 問 题 などが、 はっきりと 夢の 中で 剁斷 のつ くこと もあります。 さう 云 ふ 場な 口に 夢と 現^ 

との il に 境目と いふ ものが 無い やうな 氣 がします。 と 云って、 私 は 夢 を 少しも 當て にして 居る の 

では 無い のです が、 小 野 小町が 夢 を 愛した とい ふ 氣持は 私に も 想像す る ことが 出來る やうに 忍 ひ 

ます。 "與謝 野 夫人 著 【愛、 理性 及び 男氣』 一四 七 K) 

^に创 作ば かりで なく、 鑑赏 もまた われら 日常の 實際 生活から 離れた 『夢』 の 境地に 引き入れられ 

て、 はじめて 可能と なる。 昔から 文藝の 快感に は、 無關心 (Hsinterestcdllcss とい ふこと が耍 素で あ 

ると 一 W はれる の もこの 點を 指した の だ。 卽ち^ 際 生活の 利害 を 離れて こそ、 はじめて 現^ を 凝視し 靜 

觀し觀 し、 また 批評し 味識 する こと を 得る ので、 たと へば 動物園の ライオンの 雄姿 を 見て、 山野に 

^哮 する その 生活 をまで も 想 ふとい ふやうな 場合、 もし そこに 鐵 柵と. s ふ 隔てがなかったならば、 わ 

れ われ は 猛^の 位險が 身に 迫る とい ふ 恐怖の ために、 ライオン の 眞の姿 を 凝視し 靜觀 する こと は 到底 


不可能で ある。 そこに 檻の If 柵が 我と 彼と を 隔てて 無關 心の 狀態 にわれ を 置いて 吳れ るが 故に、 この 

きざ な o- 

爇術的 觀照は 成立つ ので ある。 ハイカラな 氣 障な 服装 をした 男が 石に 躓いて 倒れた とする。 それ は 確 

かに 滑稽な 場面 だ。 しかし その 男が 若し 自分の 親兄弟 か 何 かであって 直接 自分との 問に 利害 關係 ゃ實 

際 上の イン テレス ト があるなら ば、 われわれ は それ を 一 場の 痛快な 滑稽 味と して 受取る こと は 出来な 

いで はない か。 そこに 自分の 實際 生活との 問に 或 餘裕と 距離が 存 すれば こそ、 深く 現實 として この 場 

面 を 感じ 味 はふ ことが 出來 るので ある。 卽ち 右の 與謝野 夫人の 一 W 葉で いへば、 『夢』 の 中に 於て ー歷寫 

實 的に 觀 察する ことが 出來、 藝術 家と しての 活動が 爲 され 得る ので ある。 ある 人が 言った、 五感のう 

ち藝 術の 根本と なる の は視覺 と聽覺 とだけ だ。 卽ち この 二つの 咸 (覺は 他の 味覺、 咬覺、 觸覺の 如くに 

直接的 實際 的で なく、 そこに 距離が 存在す る。 卽ち 視覺ゃ 聽覺は 距離 を 磨て て 觸れる ことで ある。 如 

何に 肌 ざ はりの 好い 天 It 絨 でも 美味い 料理で も、 それ は 決して 完全な 詩で もな く藝術 品 でもない。 料 

理 人を藝 術^だ とはい はれまい。 觸覺 ゃ味覺 には此 『隔たり』 がない ために、 それ 自らで は 文 藝の領 

域に は 這 入らない 感覺 である。 それ は 藝術的 たるべく 餘 りに 肉感的で あり 實際 的で あるから だ。 ライ 

オンの 檻の 鐵 柵が 無い 場合と 同じい からだ。 (以上 『夢』 と 云 ふの は 『實際 的』 の 生活 を 離れて ゐ ると 

云 ふ 意味で ある。 更に 適切に い へば II 醒めた る 者の 白日の 夢』 詩人が 所謂 ，，\vaki=g  dream" に 他な 

ら ない。) 
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この 『非^際的』 であると いふ ことが、 われわれ をして 利己的 情慾 そのほか 色々 の雜 念の 13 ひから 

離 K せしめる ことによって、 絡對自 山の 囚 はれない 創造 生活^ 營 ましめ る。 卽ち あらゆる 抑壓 から 放 

たれ 淨化 せられた 藝術 生活、. 批評 生活、 思想 生活 はこの 『非實 際 的』 I. 非寳利 的』 と 云 ふこと を、 最大 

耍 件の 一 として 成立す る。 美女 を： ^て はこれ を 己が 妻と せんとし、 黄金 を 見て は 自ら 富まん こと を 思 

ふの が 吾人の 際 生活に 於け る 心境で、 若し それだけで 終始す るなら ば、 それ は 動物 生活であって 靈 

的 精祌的 方面 を 有する 眞の人 問 生活で はない。 われわれの 生活が 『資 利』 『實 際』 と 云 ふ ものから 淨化 

せられて 醇化せられ て、 『離れて 兑る』 こと を 得る 『夢』 の 境地に 入って こそ、 そこに はじめて われ 

われの 生命 は 高められ 深められ、 強調せられ 擴大 せられる ので ある。 渾沌と して 無秩序 無 銃〜 なる が 

如き この 世界が. 一 つの 耮 まった、 秩序 あり 統一 ある 世界と して 靓^ せられる の は、 ただ それ 『夢の 生 

活』 に 於ての みで ある。 『賨際 的』 と 云 ふこと から 生す る雜 念の を拂 うて 淸朗ー 碧、 さながら 明錢止 

水の ごとき 心境に 入る とき、 そこに 藝術 的觀照 生活の 極致 は 到る。 (第三 卷 『觀照 享樂の 生活』 のうち 『截 

照と は，】 麥照) 

かくて 『白日の 夢』 に 於て、 われらの 肉眼 は 閉ぢて 心眼が 見開く。 それ は卽ち 靜思觀 ii の 三昧 境に 

人った 時で ある。 實行を 離れ 欲念 を^し、 外圍の 粉々 擾々 を 逃れて 到れる 自由の 美鄉、 叙 智の孬 光 は 

さながら； 人心に 懸れる H: の 如くに その 一切 を 照らして ゐる。 この 幻像 この 情景 は、 これ を粲^ によつ 
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て 表現す るの ほか 道な きもので ある。 

すべ て 文學に 限らす 一 切の 藝術 創作 は、 渾沌と して 不統 一 なる かの 如くに 見 ゆる 日常生活の 事象に 

^一  を 認め 纏まり を兑 出す ことで ある。 卽ち 無意識 心理の 作用に よって、 作家 も 鑑賞 者 も 皆と もに 自 

己の 選擇 作用 を 働かして ゐる。 その 人銘々 の選擇 作用に よって、 色々 の 立場から 色々 の 態度で、 統一 

ある 創造 創作が この 渾沌た る 事象の 中から 耱め 上げられ るので ある。 卑近の 例 を 以てい へば、 たと へ 

ば 私の 書 齋には 原稿 や 紙片 や 文 具 や 書籍 や 雜誌ゃ 新聞な どが 紛然 雜 然として 混 亂の狀 態に 置かれて ゐ 

る 一 他人の 目から 昆れ ば、 確かに それ は 渾沌た る ものである。 しかし 私 は 他人が この 室に 入って 一指 

を だに それに 觸れる こと を 迷惑に 思 ふ。 そこに 私み づ からの 目から 見れば、 立派な 秩序 も あれば 統一 

も あるの だ。 もし 女中の 手で それが 片付けられるならば、 また 別の 個人の 立場からの 選擇 作用が 行 は 

れ るが 故に、 大切の 原稿が 羝； 5 と 問 違 へられたり、 書物 排列の 順序が 遠って 手近に 在るべき ものが 遠 

くに 在ったり して、 私に とって は 非常な 不便 を 感じなければ ならぬ。 立場と 態度と を變 へて 物 を 見る 

とい ふこと になれば、 個人々々 によって 差異 ある は 勿論、 同一人に 於ても また 異なれる 銃. 一が 見出さ 

れる。 文藝の 創作が 飽くまで も 個性 を 土臺 として ゐる 所以 はこ こに 在る。 たと へば 一 つの 景色に 對し 

て も、 A 力 人が a るのと B の 人が 見る のとで は、 そこから 摑み 出す ものが 非常に 違って ゐる。 また 東 一 

から^る のと 西から！ るのと、 或は 左右 上下、 各 その 立場の 差に よって、 それぞれ 異なった 選擇 作用 ^ 
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が 行 はれる の だ。 同. 人が 同* の 對紮を a るに も、 股 ぐらから 倒に 兑 た：^ 色 は 通に 直立して a た景 

色と 全然 趣 を 異にして ゐ るのと 同じ だ。 (序ながら、 自然人 生を藝 術 的に 見る こと を 知らない 形式 法則 

乾 能 主義者 或は 道舉 先生の 徒 は、 これ を譬 ふれば 私の 書齋を 片付ける 女中の 如き もの だ。 何も 解ら な 

い でた だ 書籍 の 寸法 や 色 合 によって、 或は 單に 因襲 的な考 へ 方から 硯筘ゃ 煙草盆 の 位置 を 定め る こと 

によって、 わたくしと 云 ふ 個人の 書 齋の眞 味 を 破壊し 了る ものである。) 

五文藝 と道德 

お 後に わたくし は 文 藝と世 ii 並みの 道德 との 關 係に 就いて 言って S かう。 文藝が 罪惡 を 描き 不位全 

の 忍 想 を ts; 吹す るの は 怪しから ぬ、 崇高の 逍念、 健全の 思想 を 書いた もので なければ 大作と はい へ な 

いで はたい かと。 これ は 文藝と 人生との 關係を 徹底的に おへて 兑 ない 人の いつもい ふ 言 ひ 草 だが、 上 

來 私が 述べ たと ころに よって この 問 题は旣 に 明らかで ある と 思 ふ。 卽ち 文藝は 生命 その ものの 絡對自 

由な 表現で ある。 われわれが 社 舎 生活、 經濟 生活、 勞慟 生活、 政治 生活 等の 場合に はる 善惡 利害な ど 

一切の 價^ 判斷を 離れ、 何等の 抑 蛾 作 s を 受けない 純 露な 生命 表現で ある。 だから 道德 的で あると 罪 

惡的 であると、 美で あると 醜で あると、 利益で あると 不利益で あると、 そ は 呰文藝 の 世界に 於て 問 ふ 

ところではな いので ある." 人^ そ Q ものが 祌性を 具へ てゐ ると ともに 獸性： 惡 魔性 を も そな へ、 われ わ 


れの 生活に も從っ て 美な 一 面と ともに 醜な 一 面の 存在す る こと を も 否定す る こと は 出来ない。 殳藝の 

世 はに 於て は、 醜に 對 して 特に 美を强 調し、 悪に 對 して 特に 善 を高唱 する 作家の 貴き と 同じく、 近代 

の文學 などに 特に 多い 惡魔 主義の 詩人、 —— たと へば ポオ ドレ H ルの やうな 『惡の 華』 の 讃美 者 も、 

自然 派の やうな 獸慾 描寫の 作家 も、 また 皆 それぞれ 充分な 存在の 意義 を 持って ゐる。 ただ 文學は mo- 

ral である こと を 必耍條 件と はしない やうに、 また immoral である こと を も 固より 必要と はして 

t= ない。 それ は 上に も 述べた やうに、 『實際 的』 の 世界に 通用して ゐる 一 切の 價値 判斷 から 全然 離れた 

立場に 立てる non-moral な もの だから だ。 (第！ 一一 卷 『觀照 享樂の 生活』 のうち 『觀 照と は』 參照) 

問お は 或は 言 ふだら う、 然 らば 昔からの 文舉に 殺人、 淫獏、 貪慾な ど を 材料に した 罪惡 的の ものが 

特に 多 いのは 何故 だと。 これ は 作家の 方から 言へば、 いつも 最も 多く 抑壓 作用 を 加 へられて ゐる 生命 

の危險 性、 ^^性、 爆發 性の 一面が 純粹创 造の 文藝の 世界に 於ての み、 自由に 表現せられ ようとす る 

倾向 あるが ためだ。 また これ を 讀者 鑑賞 者の 側から 言へ ば、 文藝の 作品に 接する 場合に 於ての みは、 

人^性の 屮に存 在す る惡 魔性、 罪惡 性が 抑壓を 離れて、 そこに 作品との 間に 共鳴 共感 を 起す ことによ * 

つて、 また-種の 生命 表現 をな して ゐ るから だ。 人間の 生命の 存 する 限り、 また 解放 を 求む る 欲望の 

あらん 限り、 抑^ 作 W を 突破した 罪 惡と云 ふ ものに 對 する 人間の 與味 は、 とこし へに 絡つべからざる 一 

7 

ものである。 これ は文藝 以外の ものに 於ても、 たと へば 活動 寫眞、 新聞の 社會面 記事な どに ある 强 お 


盜、 敉人、 ^通な どの 事件が 永久に 人々 の 興味 を惹く 所以で はない か。 佛蘭 西の グゥ ルモ ンの霄 葉に、 

スキャンダル  . ， 

『多くの 人 は 醜 聞 を 愛する。 他人の 醜行の 暴露に、 隱れ てゐる 自己の 醜 を まざまざと 見せて 吳れる 

からだ』 と。 それ は卽 ちわた くしが 上に 述べた 自己の 發兑の 喜びで あると ころの 共.^ 共感に 他なら な 

いの だ。 

かくの 如くに して、 文 藝の內 容には 人間 生命の 一切の ものが ある。 ただに 善と 惡と、 荧と 醜との み 

でない、 立： びと ともに 悲しみ を、 愛慾と ともに 憎 悪 を も 見出す。 心篛の 叫びと ともに、 また 抑へ がた 

き愁 情の 叫び を も 聞く ことが m 來る。 換首 すれば 人間 生命の 飛躍 そのものに 接して ゐ るので、 ここに 

道德ゃ 法則に よって 律す る を 得べ からざる 流動 無 礙の新 天地が 存在す る。 深き 自己せ 察 も眞の S 在觀 

照 も、 何等 囚 はるる ところな き 『離れて 見る』 此 境地に 入って、 はじめて 可能と なる ので は あるまい 

か 。(この 點に 於て は 科^も 文藝も 同じで ある。 卽 ち科學 もまた 『實際 的』 『實用 的』 と 云 ふこ とから 

かれて： ^ ^もの だ。 二 點^の 设 短距離 は 直線たり、 惡貨は 良貨 を驅逐 す、 と 科學の 理論 はいふ。 然し 

それが 道德 的で あるか 否か、 善で あるか 惡 であるか は 科舉に 於て 問 ふところ ではない。 理論？ 0<>ry 

と 云 ふ In 紫の 語源た る 希 職 語の theSria が靜觀 凝視 觀照を 意味し、 それが また 芝居 卽ち觀 劇場 Thea- 

tr ご- - と 同一 語源に 出づる こと は、 かかる 點 から 見て 興味 ある ことで ある。 
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六 酒と 女と 歌 

ラァ小 • プ ウル • ラ アル 

以上の 如き 意味に 於-て、 『藝 術の 爲の藝 術』 1-art  pour  「al.t とい ふ 主張 は 正常な ものである。 藝術 

が籙術 それ 自らの ためにお 在して、 自. E な 個人の 创 造を營 み 得る とい ふ點 にこ そ、 藝 術が 露に 『人生 

の 爲の藝 術』 たるの 意 篛も存 する わけ だ。 若しも 藝術を 人生の 他の 何等かの 目的に 隸屬 せしめようと 

するならば、 その 刹那、 旣に藝 術の 絕對 自由な 創造性が、 たと ひ 一部分で も、 否定せられ 毀掼 せられ 

たので ある。 從 つて それで は ー藝 術の 爲の藝 術』 でない と 同時に、 また 『人生の 爲の藝 術』 にも 成ら 

ない ので ある。 

ルバ ィャ アト 

希 職 古代の アナ クレオ ンの 抒情詩 も、 波斯の 古詩 人ォ ォマァ • カイ ャ アマの 四 行 詩 も、 酒と 女に 得 

ゲイン ，ゲ イブ *ク ント *ゲ ザング 

られる 刹那の 歡樂を 歌に した ものであった。 また 中世の 歐洲 大舉の 若い 舉徒は 『酒と 女と 歌』 

Weill-  Wcib,  und  Gcsan^ と、 この 三つの 享樂を 一 つに して 讃美した。 いかにも この 三者に は、 古往 

今來 いつも 道舉 先生 をして 镙^ せしめる 共通 性が ある。 卽ち 酒と 女と は 主として 肉感的に、 また 歌 

(卽ち 文學) は精祌 的に、 いづれ も 皆 生命の 自. E 解放 ハ昂奮 跳躍 を 得る ところに、 偸 悅と歡 樂を與 ふる 

ものである。 もと を尋 ぬれば、 m 常 生活に 於け る抑壓 作用 を 離れ、 これによ つて 意識的に も 無意識的 

にもし ばしたり とも 人 §1 苦 を離脫 しょうと する 痛切なる 欲求から 出た もの だ。 アル コ オル 陶醉と 性慾 
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滿 足と はと もに、 文藝の 創作 鑑賞と 間 じく、 人 をして 抑壓 から 離れし むる ことによって、 暢然 たる 

『生の 菩び』 を 味 ははし め 、『夢、 の 心的 狀態 を經驗 せし むる ものに 他なら ぬ。 ただ それが 甚だしく 生 

沽の 肉感り 感覺的 方面に のみ 偏し、 また 單に 一時的 瞬 的の 果敢ない 淺 薄な 昂奮に 過ぎない 點に於 

て、 『歌』 卽ち文 藝とは 全く 性質 を 異にして ゐ るので ある。 £.卷 『文藝 思潮 論』 第三 『思 剷史 の^ 顧』 末お 

參 SD 


第 四 文學の 起源 

一 祈 禱と勞 働 

すべ てのものの 發 達は單 純より 複雜に 向って 進む ことで ある。 だから 或 事物の 本質 を 明らかにしよ 

うと すれば、 先づ その 起源に 溯り、 それが 最も 純 腐に して 簡單な 原始時代 にあった 狀 態を囘 顧し なけ 

れ ばなら ぬ。 

生きる とい ふこと は 求める ことで ある。 人 問の 生活に は必す 何等かの 缺陷が あり 不滿が ある。 如何 

にかして この 缺陷を この 不滿 を充 たしたい とい ふ 欲求 は、 やがて また 生命の 創造性 だと 見られる。 愤 

院に 入って 禁慾 生活 を 送れる かの 修道の 士の 如き、 一 見 すれば 一 切の 欲望と を斷 つもの の ごとくに 考 

へられて ゐるが 、 寳 はさう ではない。 彼等 は 現世 的な 肉 慾と か 物慾と か を離脫 する ことによって 眞の 

自. S と 解放と を 求め、 靈 的に 具足 圓滿な 超然たる 新 生活 境に 入らう とい ふ 別な 大きい 欲望に 動かされ 

てゐ るので ある。 すべて 極端と 極端と は 相似た もので、 生の 欲求の 極度に 強烈なる ものに 至って は、 
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生命 そのもの を 絶つ ところの 自敉行 爲を以 てして すら も、 その 欲求 を滿 足させ ようと する 場合が ある 

ではない か。 

缺陷と 不滿と は、 卽ち 生命の 力が 內的 にも 外的に も 抑 せられ 阻止 せられて ゐる狀 態で、 それが ま 

た 入 il の澳惱 であり 苦悶で ある。 個人の 生活が 欲望と 滿 足との 無^の 逑铳 であり、 一 つの 滿足は 更に 

次の 新しい 砍望を 生じて、 それが 次から 次へ と 栗し もな く 綾いて 行く と IM じ やうに、 人類の： i 史 もま 

た 原始時代から 今日に 至る まで、 否な 更に 未来永劫に 向っても 永久に この 狀 態を跺 返す ので ある。 

仰壓 から 生す る 苦 n そ解脫 し、 暢 然として 自由なる 生命の 表現 を 求めて 『生の 喜び』 を 得べ く、 原 

始^ 代の 人類 は 何を爲 した か。 文明の 進歩と 共に われわれの 生活 は精祌 的に も 物^的に も 複雜の 度 を 

加 ふるが 故に、 現代に 於て 更に また 未來に 於て、 變化を 加 ふると 共に その 複雜性 は 益々 加 はって 行 

く。 しかも 人^生命の 本来の 要求に 變化 なき 限り、 換贯 すれば 根本に 於て 不變 なる 人 問 性の 儼として 

な 在す る^り、 原始人 類の 單 純な 生活に 見られた 現象 は、 現在 未来に 於ても 永久に 繰 返される ので あ 

る。 

^洲 中世の ベ ネデ ィ タト 派 佾院の 生活 を 示す 一一 H 葉に、 『祈 禱と勞 働』 crare  (t laborarc とい ふの が 

ごん！ ssi 

ある』 これ は 日本の 禪寺で 托鉢の 僧が 坐^ や 勤行と 共に、 衣食住の 萬 事 を も 同じく 宗敎 的の 修行と し 

て 敬虔な 心 持で 自ら 處理 して 行く のと 同じ 生活 をい つた ものである。 それと 似寄った ことが、 人間と 


—— 232 


して 極めて 單 純な 生活 をして ゐた 原始人 類に 就いても 考 へられる • 卽ち 原始時代の 人 は、 さし^！ り 乎 

近な 日常生活に 於け る 衣食住の 物的 欲求 を滿 たさんが ために、 山に 獵り 野に 耕す 勞 働に 從事 すると 共 

に、 また； 方に は 怪しげなる 異敎の 神々 の 前に 跪き、 木 や 石で 持へ た 偶像の 前にぬ かづいた。 このき 

代に 於て、 生命 宇^の 發現 として 最も 著しく 彼等の 目を惹 いた ものが 一 一つあった。 換ォ すれば 彼等 は 

この 二つの もの を對 象と して その 『夢』 を 描いた。 それ は 日 巧^ 辰と、 性慾の 表象と しての 生殖器と 

であった。 露天の 下に 起臥して 日と なく 夜と なく 彼等 は 天體を 眺めて、 そこに 宇 {山 を 支配せ る不變 の. 

法則と 無始 無 終 悠久の 世界 を 夢み た。 人 問が 如何と もす る 能 はざる 絶大の 無限 力 を も 認めた。 更に ま. 

た 目を轉 じて 自已を 顧みれば、 身 內に燃 ゆる 烈火の 如き 欲望が、 性慾 を 中心として そこに 白熱 點に逹 

して ゐる こと を も考へ たので ある。 人間の 生活 意志の 最も 強烈なる 表現で ある 食慾と 性慾と の う ち 

で、 前者 を 彼等 は 不完全ながら も勞 働に よって 滿 たし^る と共に、 後者の 欲求の 更に 力強き. もので あ 

る こと を 知った。 兩性相 交 はって 新しき 一 つの 生命 を 創造し、 これによ つて 種 を 保存 するとい ふ 事 ff 

の 前に、 彼等 は 最も 大 なる 驚嘆 を 禁じ 得なかった からだ" 

二 原始人の 夢  一 

この 二つの 現象 を兩 極端に 置いて、 その 中間に 彼等 は 森 羅萬象 を 『夢み』 て、 これ を禮讃 しまた 禮 お 


拜 した。 お，， まひ、 呪文 を 唱 へ、 祈禱を 捧げて 自己 生命の 要求 欲望 を、 それら 客 觀界の 具 集 的な 

事物に 向って 放射しつつ、 極めて 幼稚な 簡單な 表現 をした のであった。 生の 躍動 は 彼等 をして^ 限界 

にあって 無^に あこがれ しめ、 絶大なる 欲望の 充足 を 願 はしめ たと き、 そこに 原始 宗教の 最も 普通な 

形で あ る 天然 祌敎 と 生祯器 崇拜敎 とが 生れた。 欲求が 制限 抑遯 を受 くると ころに 生す る 人 問 苦と 原始 

宗教と、 それから 夢と 象微 と、 かう いふ 風に 速 絡を附 けて 考 へるならば、 聰明なる 讀者は 文藝の 起源 

が 果して 何處に 在る か を赀 られ るで あらう。 まことに 原始時代に 於け る 宗教の 祭式と 文藝 との 關係 

は、 姉妹で あり 兄^で あつたの だ。 『すべての 藝術は 宗敎の 祭檀に 生れる』 とい ふ 言葉の 意味 も、 また 

この 點に存 する こと を 知られる だら う。 日本に 於て 支那に 於て また 埃 及、 希臌に 於ても 印度、 パレス 

タインに 於ても、 或は 今 n なほ 原始 狀態 にある 蠻 民の 國に 於ても、 この 現象 は 等しく 呰 指摘し 得られ 

る 事^で ある。 

原始 狀 態に 於て 人^の 欲求 は 極めて 簡單 であると 共に、 その 表現 もまた 犟 純であった。 先づ 日常 生 

活に 於け る寳利 的な 欲求から 出發 して、 そこに 簡阜な 夢が 成立つ。 たと へば 孕魃に 苦しめられ 雨 をお 

も ふこと 切なる とき、 たまたま 雲^ を 望めば 彼等 は 天に 祈る。 天に 祈って 雨 降れば、 彼等 はまた 感謝 

と 讚 TK と を捽げ る" 水災ゃ 風害の ために 穀物 や 家畜 を 奪 はるれば、 かれら はこの.：！： 然 現象 を 呪， 詛 する 

とともに、 甚 たしく それ を 恐怖し 畏敬す るに 至る であらう」 彼等 は 自然力に 抵抗す る 力が 甚だ 弱いた 
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めに、 地 水火 風に 對 しても 日月 星辰に 對 しても、 ひたすら 感謝 や 讃嘆ゃ 或は 呪詛 恐怖の 感情 七 以て こ 

れに向 ふ- 是に 於て か 星 も 空 も 風 も 雨 も、 皆 それら は 詩 化せられ 象徴 化せられた 夢と して 表現せられ 

た。 殊に 原始人 類の 幼稚な 頭腦に は、 自分と 外界 自然 物との 差別が 甚だ 明瞭で ないた めに、 森 羅 萬 象 

皆お のれと 同じく 生けり と觀 て、 离 物に 喜 怒 哀樂の 情 を さへ も： □? 出さう とする。 殷股 たる 赏 鳴 を 神の 

怒の 聲 なりと おも ひ、 鳥 歌 ひ 花 唤くを ながめて 春の 女神のお とづれ なりと！^ る。 かくの 如き 感情、 か 

くの 如き 想像 を 一 つの 搖籃 として、 そこに 詩と 宗教と 云 ふ 雙生兒 は 生 ひ 立った ので ある。 

この 原始 狀 態より して 更に 一歩 を 進 むれば、 ここに 智力の 作 用 は 加 はって 好奇心 も 起り 模倣 慾 も 出 

來る。 更に また 前の 畏敬 や 恐怖 は、 ー轉 して 無限の 信仰と なり 信顿 ともなる。 火 を 見ても 生殖器 を 見 

て も、 读の 尻の 赤. s のを昆 ても^ それぞれの. e 來を考 へ て： ^たり 理窟 を附 けたり して、 はて は それ を禮 

讃し渴 仰し 崇拜 する。 もと を尋 ぬれば 皆 生命の 自. e な 飛躍が 阻止せられ 抑鹏 せられる 苦悶、 卽ち 心的 

傷害から 生す る 象徵の 夢に 他なら ない。 滿 たされざる 欲求、 そのまま^ ちに K 行の 世界に 移す を 得 ざ 

る 生の 要求が、 形態 を變 じて 表^せられ たもの だ。 詩 は 個人の 夢で あり、 神話 は 民族の 夢であった。 

その 最も 單 純な 原始 狀 態に 就いて 見れば、 かくの 如くに して 祈 禱禮拜 の 折の 心 もちと、 文藝の 創作 

鑑賞に 於け る 心境と に は、 明らかに 一 致が あり 共通 性が 見られる ので ある。 

(未 定 稿) 
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キ イツの 特色 ——- ランダ ァ II 笫 二流の 革命 詩人 II 千 八 百 三 十 年代 の 詩界 —— 新來 の 詩 

人 は誰ぞ 

第二 節 詩界の 新潮  g 

sss^ と 羅^ 底 格 主義 II 羅^ 底 格 主義の 歐 洲文學 — 此 主義の 特色 I. m 阅 n 然の淸 

興 — 俗 馱民謠 の復沽 —— 處女 王朝 文學の 情熱 ここに W 現す I. 古代 祌 話と 中世 傅お II 

^&の 0 —— 以上 の 内容 を 欲 ふに 用 ゐられ た る 詩形 I 其缺點 II 和 馱 との 比較 —— 二 

大潮 流の 融和に なれる 近 英詩 耿 
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第二 章 最近 英文 學の 後景  

人文 一 般の 趨勢 I 大 革命の K 主 主義. I 詩文に 於け る 其影礬 —社會 主義と 文學 _| 大 

革命の 國民キ ：義 I 自然 科 學の發 達 II 其 影^ (I 物質的 文明 I 近世の 生活 II こ，, こ 

對 する 近 英詩 人の^ 度 

第三 章 新時代の 代表的 詩人  

第 I 節 テ -1 ジ ン  

文 6 史上の 地位 —— 少壯 時代 II 千 八 百 一一 一 十 年の 詩集 — 第二の 詩集 II 千 八 百 四十 二 年 

の 詩集 II そ の 學琅 造詣 II 推敲 改竄 _| 『プ リン セス 』| (桂 冠 詩人 —『ィ ン •  メモ リア 

ム』 II 『モ ォド』 111 代の 大作 『ァ アサ ァ 王の 欲』 II ァ アサ ァ傳說 の 由来 d 傳說の 

梗桕 -I 全篇の 次笫 I- 其 思想 I 海洋に 關 する 詩 欲 — テ 二  メ ン の戲 m II 晚 年の 作 口" 

n 臨終 I- 時勢と テ -I ソ ン -I 科學の 感化 II テ -ー ソ ンの思 S — その 技巧の 美 i- そ 

の 用語 II 兄なる 二 詩人の 作品 

第二  ® ブラ ク -1 ング  

序說— 幼少 時代の 雲— シ h リイ の感 化— 2 觀光— 『パ ラセ ルサス』 （I 『ン A 


デ 口 』 — エリザベス • バレット • ブラウ- 1 ン / —— 相思と 二人の 詩 欲 II 夫奏 詩人 相携 へ 

て 南 缺に奔 る II 南^ 生活 I ^時の 詩作 II 夫人の 死 —— 佛國 漫遊 II 詩界の 一 大勢 力 

— 晚年 の 作品 —— 其 死 —— ァ ソ ラ ン ド ォ の 跋歌 —— そ の ^仰 —— 善惡 の 銜突 —— そ の 人 

生觀 — 『降誕 祭 前夜』 I 剛健 の 精神 II 戲曲的 透察 の 詩才 I 沙 翁と の 比較 I 近英戲 

g の特徵 I 心遝の 解剖 I モ ノ  。グ II 大作 『環と 書』 — 物語の 梗槪 II 其 序 歌 —— 全 

篇 の 次第 I 短篇の 名作 I 耮 * 音樂 に 於け る 造 SI II 描寫 の 詩 筆 II ^溢 難解 —— テ -I 

ソ ンと ブラウ -I ング  その 對な 

第 四 章 懷疑 厭世の 詩 派  ：：：.：：：•  

千 八 百 五十 年 ごろの 詩塽 II 大勢の 一 轉槻 II 哲學的 傾向 —— 詩人と して の マシゥ • ァァ 

ノ ルド II 其 詩人 的 生涯 I 懐疑 厭世の 思浏 I ^慰安 を 自然界に 求む II その 厭世 悲觀の 

眞相 II ヲ ルグヲ ル ス崇拜 及び 二 詩人の 比較 II 『ド ォヴァ の濱』 II 輓欽體 —— 長 篇の名 

作 II 『ソォ ラブと ラ ス タム』 の 名作 I 短篇の 諸 作 — 彼の 典难 主義 ！ 念 世 詩人 クラ フ 

II 閱歴 の槪略 II 短篇の 杼淸詩 II 『旅路の 戀』 I 詩人 ジ H 1 ムズ • トムソ ン I！ 彼 は 

英國 の， ホォ —— 純然たる 厭世 悲觀の 詩人 —— 『恐ろしき 夜の 都』 

00 スパ ズ モ ディック 派の 詩人  


此^の 特質 —— 內容と 外形 II 懐疑 ^學の 傾向 I バ ィ n ン の 感化 II 其 名稱 の山來 II 

此淤. S 詩人 —— ベ ィ レイ II 『フエ ス タ ス』 II シド -I ィ. ドべ ル  『樺 馬 人』 —— 『ポオ 

ル ダ ァ』 —— その 戰^. 詩 —— ァ レク サン ダァ • ス ミス —— ゼ ラ ルド. マツ セ ィ —— ※働 者の 

^人 —— 愛 國の耿 II ブラウ- 一 ング 夫人 I 『荊^ 牙 ソネッ ト集』 I 女性 詩人の 特 K I— 

女 詩人と 伊太利 亞 

S 人 章 ラファエル 前 派 (p  .R  .B  •)  

第 一 節 詩人 ロセッ ティ 兄妹  

序說 ！ I ラ ファ H ル前 汲の 起源 II ラ スキンの 所說 II 此坝 の 特質 II 中世 尊^  I 文藝 

史上 。 セッ ティの 地位 II 南歐の 血統 —— ダ ンテ の 名 —— 幼時の 素養 —— ラ フ ァ ェ ル 前淤创 

. 立 —— こ ひ 妻 I その 死 I 急激の 祌鸫性 II ^笾發 掘 II 『肉感^ 淤』 の攻擎 II 晚年 

I 南炔 中世 一 超 世 高蹈の 詩人 II 『驚^の 復活』 —— 拚憲 と詩跌 II ソネッ ト體 I 

『生命の 家』 D その 中心思想 II 其^ 欲 —— 戀愛詩 I 此 集の 特色 II 离賛の ツネット 

II バ ラッ ド體 — 此體の 名作 —— 『布； 大聖 女の 耿』 —— 其 抒情詩 —— 哲理 K 想の 詩篇 II 

伊太利 詩肤の 18 譯 —— 佛^ 西 詩 欲の 銶譯 —— 古語の 復沽 —— 萆 調の 美 —— ダ ンテ の 感化 

—— 戀愛觀 —— ビ ィァズ 氏の 說 II 散文の 茅 『手と s』 —— 女 詩人 クリスティナ. 口 セッ ティ 
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の閱腌 —— シ モ ン ズの 批評 —— 其 宗敎詩 II 叙事詩 1.— 象徵詩 —— 詩人 兄妹 

第二 節 この 詩 派の 諸 詩人  

ロセッ ティと モリ ス —— モリ ス の 幼少 時代 —— 處女作 は の 先鋒 —— 此 作の 内容 

I 美術 ェ藝 品の 製作 II ゾンェ ィ ソン の 生涯』 II 『地上 樂 B I 北 歐傳說 の 研究 II 北 

歐の 古代 趣味 I 社會 主義者 II チヨ ォサァ の 感化 II 中世 思慕 ！ n セッ ティとの 比較 

—— スヰン パアン I— 素養 II 悲仰 『ァ タ ラ ン タ， 一 ——— 萆調 の 美 —— 『ボ ェムズ •  H ンド. バ 

ラッグ』 第一 卷 II 其 特色 II 怫蘭 "3 詩 欲の 影響 I 古典 文學の 素養 —— 急激の 自由主義 

II 海洋の 愛 II 其バ ラッ ド體 —— § ！ ケ ル 卜傳說 II 其 散文. I 反抗的 革命的 精神 

II シヱ リイ —— 此诋の 諸 詩人の 關 係—， —少数の 讀者 

0  ^  HUM 


第一章 英國 近代詩 壇の 革新 


第一 節 佛同 革命 前後の 英詩 摘 論 

詩文の 傳統 熱情の 馱 I  —革新 0 曙光 II クウ パァ ！ ブレイク — クラップ 

！ バ ァ ンズ ！ ，：《 巾 K 權の 近世 的大 思想 II 大 革命と 英詩 I 湖畔 詩^ I  n 

ヮ ルリ ッデ ——- サウジ —— ス コ ッ トの& 詩 ！ バイ 口 ン —— 十八 世紀 詩 風の 破缭 

 n エリ ィっ 25Hff 詩  キ イツの 特色  ラ ン グ ァ  ^  二流の 革命 詩 入 — 

千 八 百 三十 年代の 詩界 II 新来の 詩 入 は誰ぞ 

一 日に して 成ら ざり し は、 あに 羅 馬の みか は。 げに 支藝は 大業な り。 文 S 商 照、 光芒 燦爛たる 一 代 

の 詩文が 其 極り なき 隆運 を 示して、 之 を 萬 邦の 古今に 比して 匹儔な しとい ふ もの あらば、 そ は 決して 

突如と し はれた るに あらす。 幾多の 波 潤と 曲折と を經、 滔々 として 絶 ゆる^な かりし 一大 潮お 

が、 はからす も 絶大の 氣 運に 際 會 して、 玆に 遂に 澎湃 として 天に 冲す るの 勢 を 得た る ものに 外なら 

す。 言を換 へて 之 をい へば、 詩文の 發 達に は 常に 連綿たる 傳統 なくん ば あらす。 われい ま 本書に 於て 
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英國饅 近の 詩歌 を說 かんとす るに 當 りて、 先づ 少しく その 以前に 溯り、 十九. 世紀 初期の 詩歌に 就 いて 

概 舰ケ- 試み、 一代の 傾向が 歸趨 すると ころ を 尋ねん と 欲する も、 近代詩の 由って 來る所 を 明らかにせ 

ん とすれば なり。 

そのむ かし、 處女 王朝の 御宇に 空前の 發達 をな したりし 英詩の 琴の 音し ばし は 絶えて、 人の 胸奥に 

湧き出で たる 血 あたたかき 熱情の 歌き こえ やなりし より 殆ど 百 五十 年。 この ii、 聲調 形式の 美 を 競 ひ 

て眞情 をうた ふこと 稀な りし 詩歌 は、 バ アン ズ、 クウ パァの 作品に よりて、 根柢より 一 大變化 を 蒙む 

るに 至りぬ" これ ぞ 近世 英詩の 淵源と 昆 做すべき 最も 重要なる 革新の 時期に して、 自然と 人生と に對 

する 詩人の 態度 は、 ここに 全く その 趣 を 異にする に 至れり。 

英詩の 晨星 チヨ ォサァ に はじまりて、 ス ペン サァ、 シ" イクス ビアな ど噼 世の IK 才 によりて 大成せ 

られ たる 詩界の 風潮 は、 佛^ 西の 影響 をう けたる ァ ン女 王朝の 詩歌に 於て また a るべ からざる に 至り 

ぬ" ドライデンと 之に 次いで 起り しポ ー プ など、 皆 自然 を 忘れ、 想像 をす てて、 情熱 ケ- 疎んじた る 詩 

歌 を 以て 一代 を風麼 したれ ども、 やがて 起り し 古典 研究の 風 は、 グレイ (一七 一六 I 七 六)、 コ リン 

ズ (一七 ニー  I 五 九) 等の 詩人 を 生み、 沙 翁と 同 代の 作家の 名 什に 精緻なる 討究 を 試みて、 いにし 

へ を 忍ばん とする 者 多く、 有名なる パァ シィの 『古お 拾 遣』 (l)r.  percy-s  Kcliques  oi  Ancient  Eng- 

lish pcetry,  1765) あら はれて、 はやく 旣に 後の スコッ ト 等の 素 をな しぬ。 マク ファァ ソンの 『オシ 
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アン』 (Macpherson、s  Ossian  17G0-:G3) また 殆ど 時 を 同う して 出で たる は、 英國 のみなら で 大陸の 

文舉 にも 多^の 影響 を與 へぬ。 詩界に 於け る 革新の 氣運 いまや |S 勃と して、 新時代の 暁 色す でに 東 fK 

におら はれ、 過去 詩壇の 明 S 漸く 光な からん とす。 

この 時に 於て 最も 顯 著なる 現象と 兑做 すべ き は 詩 體の變 化な り。 彫琢の 末技に 走りて 牛： 命な く 熱情 

なき 在来の 詩 風 を 破壊した る もの は、 まごころ 厚き 詩人 クウ パァの 抒情詩に して、 之 を 大成せ しもの 

はバ アン ズの 詩集な りき。 更に 之 を 自然と 人生と に對 する 詩人の 態度に 見ん か、 人類の E! 然界に 於け 

る^ 係 漸く あきらか ならん とし、 ボ ー プ 一派の 作に 於て は、 人間 を 主題と して 僅に その 背 景 に 川 

ゐられ たる 天地 山川 は、 いまや ー轉 して 詩歌の 最も 主要なる 題 村と なりて 現出し、 蘇^ 土の ひと トム 

ゾンが 四季 折々 の樂 しき 田園の 風光 を 叙した る 名作 ( 一七 二 六— 三 〇) は 此方 面に 一新 時期 を 劃した 

りき。 コ リン ズ、 グレイの 諸 作の ほか、 ひろく 邦人の 間に 知られた るゴ ー ル ドス ミスの 『旅人』 (一七 

六^) 『荒 村 行』 ( 一 七 七 〇) また 此新 思潮の 代表に あらす や。 また 更に 之 を 人間に 就いて 見ろ も、 從 

來 の偏狹 なりし 風潮 は 去って、 詩人の 同情 は ひろく 異邦の 俗、 ならびに 下 翳 社會の 民衆に も 及びぬ。 

上來 のぶる 所の 詩界 革命の 大業 を 起し、 前代の あと を 承け て 後の 詩人 をつ くりし もの は クウ パ ァ、 

クラ ッ ブ、 バ ァ ンズの 三 詩人 なれ ど われ 等 は先づ ここに ヰ リア ムっフ レエ ク (一 七五ヒ I 一  八 一 一七) の 一 

大名 を 逸すべ からす。 かれは エリ ザ 王朝の 詩 風 を 追慕して 之 を 復活した る ひと TH ドヮ アド 三世』 の お 


斷片に は 明らかに マァ ロウの 豪壯 な^ 遣 韻 を 聞く こと を-^ ベく、 『詩 神に 寄す る 歌』 は、 在來 の詩欤 に 

稀な りし 熱情 あ ふるる が 如くに して、 バ ラッド 體の諸 作に は、 『オシ アン』 や、 パァ シィの 『古歌 拾 

遣』 の 風致 を寓 せて、 その 影響、 後の ヲル ヅヲ ルス 等 を 起しし のみ か、 また ラフ ァ H ル前 派の 作品に 

影響 を與 へ、 今な ほ 二十世紀 初期の 英國 現存の 詞人ィ ー ッの 歌に 祌祕幽 奥の 遗韻 を傳 へたる、 まこと 

に 驚くべき にあら す や。 

ヰリ アム • クウ パァ (一 七三 一— 一八 〇〇 、が ホォマ ァ其他 古典の 飜譯、 ならびに 諷刺の 歌な ど は、 

寧ろ 前代の 傾向 を 代表した る 者 なれ ど、 そのす ベての 詩篇に^ えたる； 秫 の宗敎 思想 こそ、 實に 後の 

大詩 人テ 一一 ソ ンゃゾ ラウ 一一 ング にあら はれた る 同じ 要素の 源泉と も昆 做すべき もの なれ。 『ジ ョ ン • 

ギル ビン』 などの 輕 妙なる 滑稽 は、 更に 新 趣味 を 英詩の 歷史に 加へ、 かの 母のう つし ゑ を 得た る 折の 

歌な ど は、 H リザ 王朝 以後な がく 前代の 詩歌に 絕 えたり し 人 問の 眞情を 流露せ る點に 於て 最も 注目す 

べき もの。 また ブレイクと おなじく 動物 を 詠 じて、 之が 人間との 關係を 歌へ るが 如き は、 その後 代に 

大なる 影響 ありし 點 にして、 大作 『タスク』 ( 一 七 八 五) の ごとき、 みづ からが 田園の 生活 を 歌 ひて 結 

ぶに その 宗敎 思想 を 以てし、 自然と 人生と に對 する 新 詩人の 態度 ここに 益々 あきらかなる を る ベ 

し C 『貧者の 詩人』 と 呼ばる るジ ， 1ヂ*ク ラップ ( 一 七 五 四— 一 八 三！ 一) の 作 は、 クウ パ ァ に a ゆる 

が 如き 『ユウ モア』 を缺 きたれ ど、 その まづ しき 村び との 生活に 温き 同情 を 寄せた る まごころの 歌 こ 


そ、 新 詩界の 傾向 を 代表した る 者 なれ。 され どこ こに 注目すべき は、 戀 愛の 至情 を 歌へ る 詩歌の 絕ぇ 

て 久しく 英詩に 見られ ざり し 事に して、 今や この 方面に 於て、 處女 王朝の いにしへの 趣 を 復舆し 得た 

る もの は、 ロバ アト •. パアン ズ (一七 五 九 I 一七 九 六) の 作に 外なら す。 かれが 最初の 成功 こそ、 其 

かぎりなき 淸 新なる 戀愛 詩に て ありし なれ。 みづ から も贫 しかりし この 田園の 詩人 は、 贫 者に 對 する 

同情の あっき もお のづ から なれ ど、 クウ パァ、 クラップ を 合 はせ て此三 詩人が、 殆ど 時 を 同う して 同 

1 方面に 留意した るも奇 ならす や。 

さはいへ ど、 詩歌の 發達は 常に 時代思潮の 喑遷默 移に 伴 ふ。 余が 以上に 說 きたる 諸 詩人 を 動かし 

て、 殆ど 時 を 同う して、 同一 倾向 を帶 ぶる に 至ら」 めた る 當 時の 思想界 は 如何な りし ぞ。 自由：^ 權の 

思想、 はやく 旣に 歐洲の 天地に 瀰漫 して、 『自然に 歸れ』 と 叫びし ルソ ォの聲 は 時人の 耳 を そば だて 

ぬ" 都 門 を 去って 田園の 風， 致に 與趣 ^覺 え、 過去 文學の 中心たり し賣族 社會を 顧みす して、 素朴なる 

農夫 や 貧 人の 生活に、 詩人が 多大の 同情 を 催 ほした る も、 呰 一に この 近世 的大 思想の 反影に 外なら ざ 

るな り。 おも ふに 近世 文明の 淵源なる 文 藝復與 期の 時代に 其 萠芽 を發 して、 漸次 發 達し 來れる ill.3、 

悌 愛、 平等の 思想 は、 人類の 間に 設けられ たるす ベての 差別 を 打破し 去って、 狠中 また 階級、 國家 

的 境界の 類 をお かす、 政治、 宗敎、 道德 など、 人文の あらゆる 方面に 著る しき 影響 を あたへ ぬ。 詩文 

の界、 豈獨 りこの 餘 波の 圏外に 脫 する こと を 得ん や。 しかれ ども 思想 はなが く內 に沈滯 せす、 やがて 
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佛 に 於て 有形の 行爲 となりて 現 はれし もの、 卽 ちかの 大 革命に して、 千 七 百 八十 九 年の バスティ ー 

ュ破壊 は、 まさに 其 最高 頂點に 達した る ものな りき。 

近世 人文.^ 上の この 大 なる 事件 は、 また 英國の 詩歌に 一新 時期 を 劃した る ものにして、 寳に千 七 百 

九 ト^より 千 八な 三十 年代に 及べる 四十 有餘 年間の 英詩 は、 殆どす ベ て 同様の 傾向 を 以て あら はれ、 

十 八 紀晚期 ，ぃ 風潮 を 完成し て、 更に ここ に 未曾有 の 大發達 をな したる 4- 九 世紀 英詩の 基礎 を つ くり 

ぬ。 かの ヲル. ッヲ ルス、 コ ウル リツ ヂ、 サゥ ヂ等 湖畔 詩人 の 一 派まづ 所謂 "pantisocratic" の 同情 を 

以て 此大 革命の 氣 運に 呼應 して 叫び たれ ど、 やがて 腥風血 雨 その 悲慘の 極を盡 すに 及んで 遂に これ を 

去り、 スコット また 之に 背きて、 革命が 破壊した るいに しへの 世に あこがれ、 バイ ロン、 シ I リイ は 

情の 筆を揮うて 俗習に 反抗し、 革命の 思想 を 歌 ひ 出で ぬ。 キ イツ、 n 1 ヂャ ァズの 二人の みは 此氣 

遝 に與ら ざり しか ど、 その 熱情 を 人心に 鼓吹した る 偉功 はた 沒 すべ からざる もの あるな り。 

湖畔 詩 社 (この 名稱は 固より 嚴密 なる 文藝 批判の 許す ところに あらね ど) の 一派が 詩界 に貢獻 した 

る 偉業 は、 われ 等の 最大の 注意 を 促すべき ものな り。 先 づ千七 巧 九十 八 年 を 以て、 ヲ ルヅヲ ルス (一 

七 七 〇— 一 八 五 〇) とコ ウル リツ、 チ (一 七 七 一 T 1 八ョ 四) との 合作に 成りた る 『抒情詩 歌桀』 出で 

たり。 此 詩集 を 以て、 直に 詩跟發 達の 一 傅 機と なす は、 文學 史家 往々 にして 異說を 挿め ども、 自然と 

人生に 對 する 舊來 詩人の 態度 をー變 して、 別に 新生面 を拓 きたる は 毫も 疑 ふべ からす。 さきに この 二 
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詩人、 共に 杖をソ マ ァセッ トの 阜に曳 き、 或は デヴ * ン の演邊 を さすら ひて、 かなた、 茜 さす 夕べ の 

空 を^み 日と 共に 沈み ゆく 帆 かげ を 眺めて、 自然の 靜 境に 詩思ヶ 養 ひし もの、 やがて この 新 韻 をな し 

て騷 壇に あら はれた るな り。 而 して ニ大 詩人 は 此 集に 於て ひとしく 想 像 的寫實 主義 をと りたる なれ 

ども、 兩 者お のづ から 其方 面 > 一 異にしたり。 ヲ ルヅヲ ルス は 尋^一様、 卑近の 生活 を 描き、 その 富瞻 

なる^ 才 よく 之 を^ 化した る もの。 コ ウル リツ ヂに 至って は材を 超自然的なる 說 話の 類に とりて、 精 

f る SS! を讀 者に 與 へんと したる ず 。へ^』 4- 第 ザ | ぎお^^;^ Mt) 

ヲル ヅヲル スが觀 じたる 自然 はこれ 活 きたる 自然にして、 山川 草木す ベ て を 一 貫した る 一 の 至大 至 

高の 靈が、 人 問の 精神と 常に 調和 を 保ちて、 兩者 互に 相 通す る ものなる を 信じ、 .GE 然に對 する あこが 

れの おも ひ は、 彼が 妹に 對 する 愛情と 毫も 異なれる を 見す。 され ど 自然に 對 する この 愛 は、 更に 一歩 

を 進めて 人類に 及びぬ。 湖畔の 夕まぐれ、 牧笛の 聲 かすかなる を 耳に して は、 牧宽 野人 は 直に 自然界 

の 一部なる を 感じ、 歌 ふところ はかれ 等の 3呉 情に て ありし なり。 げに 『愛 を かれは 賤が 伏屋に 昆 出で 

ぬ。 日 ごとの 師と仰ぎし は 森と いさ、 川、 また 星 あかき 大空の 靜默、 さみしき 山 かげの 眠な りき』。 か 

くの 如き は あきらかに 前代の 詩人と 正 反對の 思想に して、 倫敦 の熱閙 のち また を 歩める 折 も、 大 降 諸 

邦に 杖を曳 いてし ばし 自然界の 美に 背きた る 折 も、 この 根本 思想に 何等 ことなる 所 あるな し。 退いて 

ひそかに ライ ダル 山 下の 居に 靜思 せる かれが、 人類に 對 する 愛 は 自由 平等の 思想 をして 益々 ふかき を 
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加 へしめ、 那 翁の 暴 戾を愤 る こと 最も 大 なりし も宜 なる かな。 

コゥ ルリ ッヂの 詩篇が 節奏の 美に 於て 英詩の 古今に 比な く、 後代の 騷人 ここに 舉ぶ ところ 頗ス、 大な 

る は！ 一目 ふ を 待た ざれ ど、 彼が 過去の 夢幻 的なる 說話 を材 として、 たくみに 幽玄の 趣 致を寓 せた る は、 

ながく 後人の 讃噢を 値すべき なり。 ことに その 自然 を 描く や 簡潔の 筆致 神に 人り て、 光景の あきらか 

に null に 生動す るを覺 ゆる は、 われ 等 をして ダンテが 祌 曲の 筆 を 想 ひ 起さし む。 そのす ベての 特色が 

K もよ く あら はれた る 『ェ ンシ" ント。 マリナ ァ』 の篇を 誦した る もの は、 この 詩人が 同情の いかに 深 

厚なる や を 知る ベ く、 ひとたび は 謳歌した る 佛國^ 命が 遂に 殘暴を 極む るに 至って や、 服從 なき 自. S を 

悪み たる 彼の 思想に 至って は、 他の^ 作に もこれ を 鋭 ふこと を 得べ し。 (コゥ ルリ ッヂ とヲル ヅヲル ス 

との 評 論 は 世 問 もとより その 書に 乏しから ね ども、 全般の 傾向 を 知る に 於て は 余 は 特に シャ ー プの著 

『自然 詩論』 と、 近英 散文の 大家べ イタ ァが 『ァ ッ ダ レシ エイ シャン』 に收 めた る 論文の 精讀 を薦 む)。 

詩人と して サウジ (一七 七 W— 一八 II 三) の價値 は、 かみの 二 詩人に 劣りた るの 觀 なきに あらす と 

雖も、 時人の 尊崇 はむしろ 却て 其 上に ありし を 以て、 熱情 あり 滑 精 ある 其豐 富の 述作が、 時代に 與 

へたる 感化 決して 尠 少なり とせす) 殊に その 二 大作 『サ ラバ』 と 『ケハ アマ』 と は材を 遠く 異域の 說 

話に とりて、 自然 入 生に 對 する 其 深き 洞察 を、 壯歷の 詩 筆に よせた る 雄篇な り。 

コ ウル リツ ヂ、 ヲ ルヅヲ ルスの 『抒情詩 集』 サウジの 名作、 出で て 後 ここに 暫く 寂寞な りし 詩界 は、 


やがて 『最後 樂 人の 歌』 (一八 〇 五) の 作者 スコットに、 皆 ひとしく 其 視線 を あつむる に 至れり。 小說 

の 方面に 於け るかれ の 偉業 は しばらく ここに 論ぜす。 詩人と して 其 作品 に 後代の 非難 を 招きた る 幾多 

の 缺點は あれ ども、 文舉 史上の 地位に 至って は旣に 牢乎と して 動かす 可から ざる もの あるな り。 中世 

の 騎士 時代 を詩材 として、 巧に 自然の 風光 を 叙した る その物 語 詩 は、 いかばかり 時代の 思潮 を 動か 

したりし ぞ。 パイ ロン これが 爲に 起り、 シ" リイ、 キイ ッ亦 時人の 注目 を惹 くに 至りし も かれが ため 

のみ。 なべて スコットの^ 篇には 种祕幽 奥の 趣す くな けれど、 その 極めて 明快に して 生氣 躍る が 如き 

叙事の 筆 は、 當 代に 殆ど 其 比 を 見 ざり き。 かれは 獨 逸文 舉の 影響 をう くる こと 甚だ 多く、 ことに 其國 

の 歌謠に 眞絷の 研鑽 を かさね、 十八 世紀の 詩人 ビ ュル ゲルの 作 『レノ ォレ』 (K ョ gds  Lenore) の ご 

とき は、 みづ から 筆 をと りて 之 を英譯 する に 至れり。 ゲ ー テが ライン 河畔の 中世お 歌 ひしと 同じ 態度 

を 以て、 かれは 蘇^ 土の 生活 を 描かん と 欲したり しなり。 おなじく 革新 期の 詩人 なれ ど、 ヲル ヅヲル 

スは 目前 卑近の 生活 をのみ 寫 したる に反して、 ス コ ッ トは 直に 現代 を 超越して 過去の 時代に 讀 者の 同 

情 を 喚び 起さん と 試み、 また シ .* リイ は 多く 未來の 代に あこがれぬ。 

ひとしく 革命的の 時代精神に はぐくまれ たる 詩人 なれ ど、 パ ィ b ンと シ" リイと は 上述の 諸 詩人に 

比して 少しく 趣お 異にせる ものな きに あらす。 蓋し ヲル ヅヲ ルス、 コ ウル リツ ヂの 如き は、 對 岸怫國 

の 民衆が 自由 を 叫びた る 活動の 初期に 於て 之に 呼應 したる もの なれ ど、 遂に 脛 風 血 雨の 慘を 見る に 及 
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びて、 自由 を 名と せる 罪惡 のい かに 大 なるやに 驚き、 ただ 詩壇の 革新 を 鼓吹した るに 止まり、 いまだ 

社. 德に對 して 何等の 反抗 を 試み ざり き。 これ あるに 至りし は、 卽ちバ ィ ロン、 シ" リイの 一流が 

所謂 英 人の 『偽善』 に對 して 絡 叫し、 道^ 先生 をして 顔色な からしめ しにはじ まる。 

バ ィ" ン (一 七 八 八— 一 八 1 一四) が 初期の 述作に は、 過渡 時代の 詩人の 常と して、 猶 十八 世紀 舊派 

の おもかげ をと どむ る も あれ ど、 また 熱烈なる 破壞的 勢力が 詩壇に 與 へたる 一大 革命 は、 他の P 一人の 

企て 及ばざる ところな り。 革命 詩人と しての 其 特色 ことに 著る しき 『ドン • ジュ アン』 に！ ^よ。 在來の 

政治. ：-. 小^ 逍德 など、 人文の すべての 方面に 對 して その 反抗の 氣焰 たる 所謂 バイ n 一一  ズム の猛 勢、 ほと 

んど面 を 向く 可から ざる もの あるな り。 篇 中に 『詩 は 情熱に 過ぎす』 と 喝破した る、 一一 一一； 1 ふこ ころ は 本 

能 を 重んじて 意志 を棄て 個. < "的 想像 を恣 にす ると 共に、 道義 惯習 等の 驟紗 を脫 する に 在り。 かって 力 

ァ ライルが 評して 言 ひけん ごとく、 猛 鷲の 肉に^ ゑた るが 如き 彼が さけび は、 壯 列-: いふ 可から ざる 詞 

章の 美と 相 待ちて、 詩界に 新ら しき 光明 を^ら したり。 熱烈 奔放なる 彼が 詩想 ひとたび 筆端に あら は 

るるに 及んで は、 そのす ベての 豪放なる 作品 は 叙事詩 戲 曲の わかちな く、 常に かれみ づ から 一. 主人公 

としたる 純然たる 主觀 詩と 化し 了り て、 所謂 『世紀 病』 に- Ma 一 (1= SkVlc の體 現に あらざる なし。 

ナボレ 才ン 

げに彼 を 以て 詩界 の大那 翁な りと する は、 自我の 傾向 あくまで 强 うして、 其 作品に 現 はれた る 彼が 個 

人性 は、 さながら 烈火 天を燬 くの 概 あれば なり。 ゲ ー テが 評して、 詩文 界 また 斯 くの 如き 拔 群の 性^ 
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-, V 有する 者な しと！ ぽ ひたる は宜 なる かな。 

さは い へ ど、 かみに 述べ たる 諸 詩人 はお ほかた 新 舊のニ 大潮 流が 互に 衝突せ る 時期に あ りし を以 

て、 未だな ほ 或 程度に 於て 過去の 風潮 を脫 却せ ざるの 觀 なきに あら ざり しも、 今や セ イタ 一一 ック派 詩 

人の 領袖、、 ハイ a ンが 最後の 猛 擊に會 して、 十八 世紀の 詩 風 また 毫も 名殘 をと どめざる に 及んで、 ここ 

に 純然たる 新世紀 を 代表せ る 二 詩人の 現出 を 見る に 至れり。 シェ リイ (一七 九 二 II 八 ニニ) と キイ 

ッ (一七 九 一八 ニー) とこ そ は、 げに 新しき 十九 世紀の 詩人な りき。 

『吿 天子の 歌』 『雪』 など 珠玉の 名篇 によりて ひろく 邦人の 問に 知られた るシ *- リイ 詩篇 は、 全く 枯淡 

なろ 批評に よりて 傅へ 得べ からざる もの。 げ にや 『地上 を 去り、 焰の雲 を さながらに、 あまがけり 行 

きて、 高く またい やた かく、 飛ぶ や 碧空 を 歌 ひて はの ぼり、 のぼりて は 歌 ふ』 この ethereal の 詩人 

こそ は、 われ 等み づ からが 現代 生活 を 超越して、 直に 其 作者に 向って 深厚の 同愦を そそぐ に 非 すん 

ば、 味 ふこと を 得べ からざる ものな り。 宇宙の 至上なる 美 を 感受す る ことの 敏き は、 彼 をして さし も 

豐麗 なる 英詩の 古人 マ を 通じて、 抒情詩 人と して 殆ど 匹儔な からし めんと す。 奔放なる 熱情と、 一種の 

祌祕 なる 幽 致と を 具へ て 自然界に 對 する や、 ヲ ルヅヲ ルスが 冷靜 なる W 理を 根柢と せる に反して、 か 

れは 常に 愛 を もて 原動力と なしたり しなり。 

『ァ ドネ イス』 の 悲歌 あるが ために、 また 共に 年 わかう して 世 を 去りた る 薄倖の 詩人 なれば にや、 キ 


イツの 名 は 常に シ， - リイと 共に 相 併び て稱 せら るれ ど、 美に 對し、 人生に 對 する ふたりの 態 庞 はいた 

く 趣 を 異にしたり。 シ - リイの 現世に 對 する 詩觀が むしろ 超然と して、 稽朧 捕捉すべからざる 如き も 

の あるに 比して、 キ イツの は 微細なる 事物のう ちに も、 過去の 時代 を 通じて 能く 現 |3： 界を 洞觀し 得た 

りき。 靑 春の 埶 くが 如き 抒情詩 人と して は、 、、ハイ 口 ンが 奔放なる 不滿 のさけ び、 シ - リイの 夢想 

^おんお も ひに 比して、 キ イツ の は 常に 感官の 美 を 重んじた ス淸 新の 氣 ある を 特色と なす。 

キ イツ はげに も宗敎 信仰の 態度 を 以て 美 を 崇拜 しぬ。 先づ其 大作 『H ンデ イミ オン』 (一八 一八) の 

はじめに 見よ、 『美なる もの こそ、 と はに 歡 ^なれ。 その 愛く しき はい ゃ埒 して また 何の 時 か 無に 錡す 

べき ぞ』 とい ひ、 また 名 だかき 『希 If 古 瓶の 歌』 の 終に 『美 は眞 なり、 眞は 美な り、 地上に ありて 知 

るべき は 唯 だ これの み』 と 一一 n ひたる は、 みづ からの 信條を 明らかに したる 語なら す や。 而し てまた こ 

の荧を 感受す る に當り て 、 かれが 世の常の 詩人 に すぐれた る は 五感 の 官能 に より て 外界の 印^ を受く 

るに 敏 き^に して、 試に 『セント • ァグ ネスの 夕』 ( 一八 二 〇) の 作に 見ん も、 觸覺 味焭^ 覺等 のす 

ベての 感 能に 著る しき 印象 ある を 知るべし。 更に また その 夠 爛たる 詩 風に 至って は、 かれは E に エリ 

ザべ ス 王朝の 詩歌に 範を とりて、 ス ぺ ンサァ の ごときに 最も 深く 私淑した るな り。 

前代の m 心 潮 を 味 ひて これ を 移植す るの 技 は、 キ イツに 於て 吾人の 最も 注意すべき ところな り。 千 八 

百 十二 年 H ル ギン 卿が いにしへ のァク a ボ リスに 得て 更に 大英博物館に 納めた る 希臘の 彫刻 は、 近英 
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の藝 術に 多大の 影響， V 與 へたる ものにして、 キ イツ 先づ 深く こ こ に參 して 古代 希 職の 思潮 を 感得し、 

更に また 一方に 於て 豐麗 なろ 屮世 傅說に 美の ぽ. 髓を とらへ て は、 かの 『ki はれみ 無き た を やめ』 の ご 

とき 名篇を 出し、 题村を この 二方 面に 得た るな り。 もとより 深遠の 學殖 を缺 きたれ ど、 その 稀世の 天 

才 よく 幾多の 名 什 を 作りいだ しぬ。 後の テニソン かれが 爲に 動き. スヰン パアン ここに 舉び、 ラフ ァ 

ェ ル前 派の 風潮 その 源 を かれに 發 しぬ。 げに振 古 その 比 を 毘ざろ 十九 世紀 後半の 英國 詩歌に 最大の 影 

響 を 及ぼした る もの は、 此 詩人が 二十 六 歳の 短 生涯な りき。 詩界 刷新の 大業 ここに 至りて 完成 を吿ぐ 

るに 至りぬ。 

キイ ッは、 天才な り、 必す しも 深く 古代 思潮 を 研究した ろに あら ざれ ども、 ここに 深遠の 擧殖を 以 

て 能く 古典 の 美 を さぐり、 近英の 詩歌に 古代 藝 術の 趣 致 を 移して. ヰクト リア 朝の 英詩に 尙 古の 風 を 促 

したる 大才 は、 ヲ ルタァ • サヴ " ー, チ • ランダ ァ ( 一 七 七- A— 一  八 六 叫) に 外なら す。 もとより 彼の 

イマ ジナリ コン ゲァセ イシ ヨン 

名聲の 由って 来れる は 散文の 名著 『想 像の 會 談』 にあれ ども、 音調と 色彩の 美 を 兼ね 備 へたる 叙 

事 詩 『ジィ バァ』 〇chir  (一 七 八 九) を はじめと して、 其 他の 諸篇 はいかば かり 後の 詩人 を 動かした 

りし ぞ。 ことに 彼が 晩期の 詩集 『希臘 風』 Hellcn 一  八 四ヒ) に a えたる 作 は、 ホォ マァの 造語 を 

校し、 ^ねて 羅 甸文學 に^ゅる 牧歌の 微韻 幽趣 を傳 へたる 妙い ふ 可から す。 また その 無韻詩 律 は 後の 

テ 一一 ゾ ンが舉 びたり しもの、 殊に スヰ ンバァ ンに 至って は 影響 をう くる 事 最も 多く、  ^歐觀 光の 稃に 
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のぼり、 親しく この 老 詩聖に 會 してより 尊崇 敬^の 情 極めて 切なり き。 

以上 說く ところの 諸 詩人 は 前代の 詩 風 を 刷 掃して 更に 新潮 を 起した る もの、 卽ち rcnustic  sentil 

mentalisni はバ ィ a ンに 於て、 沈 靜の竹 现派は 湖畔 詩人に 於て、 现想界 の 妙 境に あこが るる 一 派はシ 

h リイ、 キ イツに 於て、 皆と もに 有力なる 代表者 を 得て、 次代の 詩歌に 偉大の 影響 感化 を 及ぼした る 

なり。 而 して かみに 舉 ぐると ころ は 此 革新 期に 於て 光芒 最も 燦爛たる 偉才 なれ ども、 吾人 はこ こに 

お な じく 詩界 革新 の 大業に 與 りて 多大の 勢力 あ りし 第二 流に 屬 すべき 多くの 詩人 ある こと を 忘る ベ か 

らす。 先づ その 主なる もの を擧 げんに、 パイ P ン傳を 編みた るかれ が 友 ム，' ァは、 樂人 なりき。 英國 

は い ふまで もな く 遠く 南歐の 俗樂を 精 杏して みづ から 詩篇 を 之に 合 はせ たる ほか、 常に 詩 題 を 異域に 

もとめた る は 新 詩の 發 達に 力 ありし 所以な り。 大作 『ララ *ル- 'ク』 "Lalla  wocklr に は朿邦 印度の 

說話 をと りて、 みづ から 樂耳を 有する 詩人に あら すん ば 能 はざる 聲 調の 美を恣 にしぬ。 トマス • カメ 

ル亦 過渡 時代の 詩人な り。 『希^の 快樂』 ：The  Pleasure  of  Hope" の ごとき は 明らかに ボ ー プ 一 派の 

詩 風に して、 後代の 顧みざる ところ なれ ど、 新 詩 風 盛に 起る に 及んで あら はれし 小 詩篇 ゃバ ラッドの 

たぐ ひ は、 ながく 英^の 珠玉た る を 失 はす。 このほか、 散文の 大家 マコ ゥ レイの 詩歌 は 寧ろ 天才の 餘 

技 なれ ど 詩人の 讃稱を 博し、 ム ー ァ、 B 1 ジャ！ 'ズ などが 巧なる 無韻詩 律の 美 を 以て 珍奇の 题目を 歌 

ひし もの、 ^秸の 詩歌に 於て 殆ど 英詩に 比な き トマス • フッド、 巾幗の 詩人 ヒィ マンズの 短篇、 または 


ぺッ ド ー ズが處 女王 朝 盛期の 戯曲 を まねび たる 作、 十八 世紀 詩歌の 特色た る 典雅の 趣 を 更に 新時代の 

色彩に うつした る 詩人 ピ ー コ ック など は、 呰當 代の 詩壇に 重き をな したる もの なれ ど、 最近の^ 欲 を 

說 かんとす る 本書の 序論に おて は 余 はこれ 等の 詳說に 及ぶ 能 はざる を憾 む。 

以上 われ は 十八 世紀の 末^よりの 英國 詩歌 を通覽 して ほぼ 十九 世紀の はじめ 卽ち千 八 百 三十 年代の 

ころに 及びぬ。 いまや 怫！： 革命 以前に 起り たる 詩 風 革新の 大業 全く 成りて、 新潮 勃與 の氣遝 その 頂點 

に逹 し、 ^壇 はしば らく ゲ！ 'テが 所謂 Uebc-r  alien  Gipfeln  ist 1 ク 1ー1 のさ まとな りぬ。 先づ 常時の 詩 

^を ii= すれば、 ヲ ルヅヲ ルス、 コ， 'ルリ ッヂ、 サウジ 等 湖畔 詩人の 老大家な ほ存 すれ ども、 雄篇 大 

作-世の 耳目 を 驚かした る 時代 は、 すでに 其 以前に 屬す (ヲル 、ヅヲ ルス は 千 八 百 五. 4- 年まで 壽を 全う 

したれ ど、 その 秀拔の 作 ありし 盛期 は 一七 九 八— 一八 〇 八の 十 年 問な り)。 キ イツ、 バイ ロン、 シ エリ 

ィ 世 を 去りて 時代 反抗の さけび また 問えすな りぬ。 スコ ットは その 晚年負 侦の窮 闳 に 苦み て營々 と 

して 述作に 從事 したれ ども、 今や 旣に 心身の 衰弱に 堪へ すして、 彼が 多作の 生涯 はかなく も 千 八 百 三 

+  二 年 (これ 後段に 至りて 說く 可き 議院 改善 案 通過の 年に して、 功利の 說を唱 へたる ベン ザム、 さき 

の 革新 時代の 詩人 クラップ、 また 獨 逸の ゲ ー テ などの みまかり たる を 以て、 ながく 人文史 上に 記憶せ 

ら るべき 年な り) を 以て 終りぬ。 殘月 中空に かかりて 光な く、 曉 S 僅に 夜の おもかげ をと ど むれ ど 


i 曙光 はやく ぽに. m に 人に しらみぬ。 昆ょ 吾人が 後 章に 於て 說く 可き 十九 世紀 後半の 英國 人文の 大 

0, 渐く此 時に おいて あら はれん とする にあら す や。 宗教 科學 政治の すべての 方面に わたりて 千 八 百 

三十 年 は實に 一大 轉機 なりき。 鷄嗚嗞 を吿 ぐる 詩壇の 新聲、 これ を いづれ の詞 客にか^ くこと を 得べ 

き。 あたらしき 氣運は 新しき 詩人に よりて 歌 はれざる 可から す、 誰ぞゃ この 新来の 詩.^ と は。 

第二 節 詩界の 新潮 

典她 主義 と 羅^ 底 格 主義 II 羅ほ底 格 主義 の 歐洲 文^  —  - 此 主義 の 特色 I- E 國 

S 然 の ^興 II 俗 欲 K 謠 の 復活 I 處女 王朝 文學 の 情熱 こ こ に 再現す —— 古代 神 

話と 中 I 傳說 i 詩 欲の 題材 I 以上の 內 容を欲 ふに 爪 ゐられ たる 詩形 II 其缺 

點 II 和耿 との 比較 —— 二 大潮 流 c 融和に なれる 近 英詩 耿 

佛^ 大 革命 の 前後に 於け る 英詩 發逹 の あと を 廡觀し て その 歸 趣す ると こ ろを考 ふれば、 此詩 新 革 

の 大業 は 詩文 界に 於け る 一 一大 潮流の 衝突に 外なら ざる を 知らん。 詩 界は理 の冷靜 を 去って 怙の 熱烈に 

走らん とし、 單調を 忌みて 多 趣 を よろこび 都會 生活 を 捨てて ra 園 自然の 淸與に ふけり、 校 做 を 事と せ 

しもの 今や 更に 獨創を 尊ぶ に 至りぬ。 一語 之 を盡 くせば、 十八 世紀の 典雅、 篛が 羅曼底 格 主義の 洪濤 

におして、 半世紀の^ にお ほかた 北 ハ 破壊 を 見る に 至りし ものな り。 げ にこの 詩文 界のニ 大湖流 は^ 洲 
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近代の 詩文 を 貫通せ る 偉大の 勢力に して、 そが 常にい かなる 性質 を帶 びて 開展 せる や を詳說 せん は、 

阆 より 此ー窣 の 論述が 盡 くし 得る 所に あら ざれ ど、 ただ 此 英詩 革新の 時代に おける 倾向 として、 及び 

後代 ヸクト リア 朝 盛期の 詩歌に 及ぼせる 絡大の 影響に 就いて、 粗枝大 葉の 論 を 試み、 ここに そが 發展 

の あと を尋 ぬるの 耍 あり。 

ト八 世紀 後期より 十九. 世紀の はじめに 到る 歐洲の 詩文 は、 ひとし く 皆 典雅 主義 に對す る 羅曼底 格 主 

ム  ァゥ フク レ ルン グ 

篛の 反抗に して、 お ほかた 後者の 勝利に 歸 したる ものな り。 獨 逸に 於て、 常理 主義の 傾向 勢 一お へて、 

『シュ トウル ム.ゥ ント • ドラ ング』 "Stu21  ull(l  Dra-lg"  (stcrln  and  stress) 一  派の 運動 先 づ羅曼 底 

格 主義の 魁 をな し、 英詩に 及ぼせる 影響 最も 大 なる ビュル ゲル を はじめと し、 ゲ ー テ、 シ ルレ ル、 ティ 

イク、 ノヅ リス、 ホフマン、 クライスト など 枚 擧に遑 なき 稀世の 大才 みな 此 主義の ためにれ 山 丈の 氣焰 

を あげ、 洪濤 更に 大英の 詩壇 を 動かし、 また 南歐 伊太利 亞の 地に うつりて は マン ゾォ -ー、 レオ パル デ 

ィの名 ！：§ を 起し、 佛蘭 西に 於け る ルソォ の呼號 はスタ H ル 夫人の 二 大著、 『獨逸 論』 "lAlllcmaglle", 

/ 佛 "1 西 文學に 於て literature  romantique,  rcmantisel 二お^ 『.^^侖 = "De 1-1 Littoralurl 

V などの 語が はじめて 現 はれた るは此 書に 於て なり  、* よも ui^egs』 utlt-xraturc 

(原稿 拾 四 頁 分 脫§ 


おに 一歩 をす すめて、 歌に は 通俗 日用の 語 を 用 ふべ く、 かざりな く 俘り なき こころ を 歌 ふべ しと 唱 

•  り リカ ルバ ラッヅ 

へたる は、 人 をして 湖畔の 詩聖が 『抒情詩 集』 卷 頭の 自序 を 想 ひ 起さし む。 更に^ 川景樹 の說、 古語 

を排 して 音と 意と の 調和 を 獎說す るに 至れ る は 時流 を拔け る^ 見 よ く藝術 の 眞 識を體 したる ものと 言 

ふべ し。 まさに これ 羅曼底 格 派の 最高潮 バイ ロン、 シ "リイ 等の 時代に 比すべ からす や。 

しかれ ども われ 等 は、 此點に 於て 常に 粗大の 論議 を 以て 詩文の 評 隙 を 試み、 ひたぶ るに 典雅 派の 形 

式^^の 風 を 排斥 せんとす る 一派の 人々 に 同すべき にあら す。 まづ： 般的倾 向に 就いて 言へば、 羅曼 

底 格 派 は 確かに 詩形の 美に 於て 未だ 至らざる もの 多き を 知らざる 可から す。 埶 I 情 あ ふるる が 如き もの 

おの づ から 筆端に あら はれた るが 此 派の 詞章 なれば、 詩想の 絢爛 ややもすれば 外形と 相伴 はざる の憾 

み 多く、  正の 藝術 品と して 內容 外形の 調和に 於て 遺憾な しとすべからざる もの 多し (わが 萬紫桀 に 

於ても 確かに 此缺點 あり r 之に 反して かの 十七 八^ 紀の 典雅 派に 至って は、 ことさらに 枯淡 無味の 哲 

现 或は M 刺 を內容 として、 之 を 典 歷の辭 句に うつし、 巧に 短 長 五 綴 音の ヒ a イツ ク* 力 ブレットの ごと 

き 詩 律 を 用ね て、 推敲 洗煉の 極致 をつ くし 朗々 誦すべき 珠玉の 篇を なした る を 誇れる もの、 英詩發 達 

の あとより 考察 すれば、 詩歌 形式の 完美 まことに 此 派の 盛袞の ごとき は あらす f わが 新 古今^の 如き 

D マ ン ティ ック クラシック 

も 卽ち然 り)。 おも ふに 詩文 界 における 羅曼底 格と 典 雅と は、 政治 上に 於け 不專制 キ-義 と 尺 主 主義と 

り^ 係に 相似た る もの あり (ュ ー ゴォ 曰く、 羅曼底 格. 王義は 文舉に 於け^ 自. E 主^に して， 文 舉の自 
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由 は 政治の 自. s の兒 なりと)。 個人の 權威を 重ん する 民主的 傾向が 其 極端に 走る に 及んで や、 遂に 政權 

を 無視し 國法 を輕ん じ、 あらゆる 形式の 束縛 を脫 せんとして、 やがて ここに 大 革命 以後の 佛國の ごと 

き if 亂を 生す。 されば とて 形式 の 束縛 が 峻厳に 失す るに 當 つて は 民衆 は遂 に 専制政治 の 弊 賽に埤 へ ざ 

るに 至る は 明らかな り。 これと同じく、 十八 世紀 文學の 形式主義 偏理 主義 その 弊の 極まる ところ 遂に 

詩情 を沒 却して 藝 術の 本位 を 失し、 ここに 遂に 其 反動と して 極端なる 羅曼底 格の 狂浪 怒濤 を 起しぬ。 

而 して 古今の 史上、 この 二 大倾向 は 常に 各々 其 盛衰 與 亡を爭 へる を 昆 るな り、 卽ち 政治 上に 於て かの 

バ ステ イイ ュ 牢獄の 破 壤が贵 族專 制の 政 を 倒せし と 同じく、 詩文 界に 於ても 亦羅袋 底 格 派 は 十八 世紀 

の 詩文 を 打破して 奔放の 情熱 をのみ 恣 にし、 遂に 其 極端に 走らん として 形式美 を 閑却す るに 至れるな 

り。 然れ ども：^ 衆の 福 社 は、 秩序 あり 制裁 ある 自由 を 享有す るに 在る と 同じく、 詩文 界に 於ても 內容 

形式の 完美 はまた まさに 此ニ大 傾向の -致 調和に 待たざる ベから ざるな り。 而 して 余が 後段に 說 かん 

とする ギクト リア 朝の 英詩 こそ は、 此 正反對 なる 二 潮流の 後 を 承け、 羅曼底 格と 典雅 派との 長所 を あ 

はせ てこ こに 遂に 詩歌が 絶大の 發達 をな したる に 外なら ざるな り。 而 して 此 一 一流が 融和して 內容 外形 

ともに 完 美なる Bi を 作りた る は、 余が 前節の 終に 述べた るキ イツと ランダ ァ との 作品に 於て、 旣に 

明らかに 之 を 知り 得べ きなり。 

いまこ こに、 最近の 英詩が 羅曼底 格の 思想 を 歌 ふに 當り、 十ヒ八 世紀 典雅 派の 形式美に 負 ふ 所 極め 
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て^るし き 1 一三の 例證 を擧 げん。 卽 ちかの ドラ イデ ン、 ボ ー プ等 によりて 驚くべき 發逹 をな したろ だ 

脚 對聯の 英雄 體 (heroic  couplet) の 詩 律 は、 十九 世紀に 入りて キイ ッ之を 用ゐて 『レ ミヤ』 『エンデ 

イミ オン』 の 大作に 成功し、 後の テ 一一 ゾン、 モリス はまた 更に 巧に 之 を用ゐ て、 眞に此 律の 特色た る 

俊膛 高雅の 趣を盡 くしたり。 而し てまた 聲 調の 美 を 以て 殆ど 最 i 詩に 一 大 革命 を 起した るス ヰンバ 

ァ ン の 鬼才 は、 同じ 律 を 用ゐて ゲルト 傳說を 歌 ひ、 『トリスト ラ ム • ォヴ • ライ ォ ネス』 の 名作に めざ 

ましき 新調 を 創む るに 至れるな り。 なほ 更に 顯 著なる 適例 を挛 ぐれば、 テ 一一 ソン 一 代の 大作た る 『ァ 

アサ ァ 王の 歌』 は、 後段に 述ぶ るが 如く、 其 內容は 純然たる 羅曼底 格の 詩想に 外なら ざれ ども、 詩形 

に 於て は 寳 に 典雅 派の 體 をと りたる もの、 卽 ち南歐 の詩體 若しくは ス コット の八緻 音の 形な ど を用ゐ 

すして、 ミルトンが 其大 叙事詩に 用ゐ たる 無韻詩 律の 詩形 を 採れる にあら す や。 世の 徒に 典雅 派の 詩 

風 を輕ん する 人、 先づ 深く これ 等の 點に想 ひ 到らざる 可から す。 

近代の 英詩 發逹が この 二 大潮 流の 合一 に 基づけ る 事 は、 別に また 之 を 思想の 方面より 觀 察せん こと 

を 要す。 おも ふに 露 理の 討究 は 十九 世紀 思想界の 最も 著る しき 特徴に して、 科 等の 發達、 國家 興亡の 

あと、 殊に 文藝に 於て は 心理 解剖に 長 じたる 小說 家の 輩出、 みな 能く 之を證 す。 こ は卽ち 革命 期の 極 

端なる rl お 底 格^^が、 ただ 是 感情 をのみ 尊重せ るに あきたら すして、 遂に 反動の 勢 を 現出した る A 

のな り。 故に ヸクト リア 朝の 傾向 は理を 重んじた ると 共に、 また 情 を 尊ぶ 革命 期の 風潮 を 失 はす。 二 
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者 は 互に 相俟ら て、 共に 兩 立して 詩歌に 現 はれたり。 言を換 へて 之 を 言へば、 シ- リイ、 バイ a ン 一 

派の 極端なる 感情 至上 主義 は 更に 緩和 せられて、 ボ ー ブ 等の 精確 明晰なる 偏理の 傾向と 相 合し、 十八 

世紀の 風潮の 一部 更に 面目 を 一新して 復活し 來り、 十九 世紀 初期の それと 合し、 ここに 詩歌の 絶大な 

る發達 を^ る に^れる なり。 吾人 はこの 思想 の變遷 によりて 促され たる 詩歌 發達 の 傳銃を 明らか に せ 

んが ため、 まづ其 後景なる 一般人 文の 推移 を 究めざる 可から す。 乞 ふ 章 を 改めて 次に 之を說 かレ。 


第二 章 a 近 英文 學の 後景 


人文 一 般の 趨勢 —•— 大 革命の 民主主義 I 詩文に 於け る 其 影 iJ 11 瓧會、 王 義と文 

^  ！  — 大 革命の^  K 主義 I 自然 科學 の發逑 I 其影饗 II 物質的 文明 II 近世 

の 生活 I これに 對 する 近 英詩 人の 態度 

さきに 述べた るが 如く 千 八 百 三十 年 は 最近 英文 學の 起源に して ギクト リア 朝の 詩文 はこの 頃に 於て 

旣に その 萠芽 を あら はした ると 共に、 周圍の 光景 また 時 を 同う して その 面目 を 改めつ、 一代 民衆の 生 

活に大 なる 變化を 現じたり。 おも ふに 現代 精神の 反影た る 文藝は 常に 世 運の 遷移と 聯關 せる を 以て、 

ほぼ 其 時代の 人文 一般の 趨勢 を 解す るに あら すん ば、 詩文の 研究 はい まだ 到れり となす 可から す。 こ 

れ われの 本論に 入る に 先 だち て、 玆に 一 般の 思想界お よび 政治 界 等に 於て 文藝に 多大の 影響 ありし 特 

微の あらまし を說 かんとす る 所以な り。 

近世 史 における 絕大の 事件た る 佛國大 革命が 理想と せる もの、 一 は 民主々 義 にして 他 は國民 主義な 

りき。 先づ 前^に 就いて 首 はんに、 政治 上の 民主. _<義 はは やく 旣に 文藝 のうへ に 現 はれて、 かの 偏理 
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的 形式的の 十八 世紀 風潮 を 斥け、 自由 を 重んじ 自然 を よろこばん とする 中世 主義 を 起す に 至りぬ。 か 

の噢太 利の 宰相 メッ テル 一一 ッヒが 反動 政策 はしばし 歐洲に 保守の 傾向 を 起し たれ ども、 全 世紀 を 貫流せ 

る 革命の 潮流 は 一 の 維納 會議の 能く 制し 得る ところに あらす。 千 八 百 三十 年の ころに 至って は 更に 革 

命的大 思想の 捲 土 重 來の勢 すさまじく、 ブル ボ ン 家の チ ャ アル ズ十世 この 年 を 以て 王位 を遂は る る 

や. 反響 は 直に 欧洲の 全部に 及びて 民主、 王義の 運動 は 更に 勢を增 しぬ。 遂に 此 傾向 は ー衣帶 水の よく 

隔て 得る ところに あらす して 英國に 及び、 他の 諸 邦 におけるが 如く、 民權の 歷史に 新しき 時期 を劃レ 

ぬ- なべて 近世の 英國史 は 固より 苹 命の 歷史 なれ ど、 之 を 大陸に 比すれば、 すべての 改善が 劍と 血と 

を兑す して、 全く 言論に よりて なされた る を異れ りと す。 政權は 久しく 富の 程度と 宗教の 仰と によ 

りて 區別 せられた る 一部の 社會が 専有す ると ころな りしが、 この頃に 至りて 幾多の 改正案 議會を S 過 

して、 民 權の仲 張 漸く 全 からん とする に 至れり。 先づ舊 敎徒 自由 法 案の 議は ( 一 八 | 一九) 國會 

を 通過し 一」、 舊敎 信者 も ひとしく 參政 權を與 へらる るに 至り、 かの マコ ウレ ィ 卿が 大演說 を 試みし i§ 

院 改善 案 ( 一 八 三 二) は 更に 地主 富豪の 專横を 抑へ て、 商工業の 發 達に 力 ありし 中流 社 # の 乎に 政權 

を 移しぬ。 後 また 千 八 百 六十 七 年お よび 千 八 百 八十 五 年に 同様の 改革 成りて より、 政權は 更に 分 たれ 

て 下 曆の勞 働社會 にも 與 へ ら るるに 至りぬ。 斯 くの 如くして 前代に 於て 殆ど 少數 政治の 狀 態に ありた 

る英國 政治 は、 半世紀 を經 すして、 國母 王朝の 御宇に 於て 最も 完全なる 民主政治 を 起し、 階級の s は 


267  


1 滴の 血 を 流さす して 打破 せらる るに 至りし なり。 而 して 之 を 文舉に 見ん か、 かの 十八 世紀の^ 族： £ 

倾向を 破壊して あたたかき M 情 を ひろく 人類の あらゆる 階級に 及ぼし、 田夫 農 人の 生活に 淸與 をお ぼ 

え- ^しき 下層 勞 働^: の勞 役に 詩情 をよ び 起した る トムソン、 バ アン ズ よりして シ" リイに 至る 諸 詩 

人の 態度 は、 ギクト リア 朝の 文舉に 於て、 如上 說く ところの 民 權の發 達と 共に 益々 著る しき 現象 を虽 

する に 至れるな り。 

この 民主々 義の 運動に 聯關 して、 なほ 社會 組織の 根本的 改革 を 要求 せんとす る社會 主義の 一派 は、 

「怫 1： に 於て ォ オギ ュ スト • コム トの 哲舉 と共に 起り たる ブル ゥ. ドンが 有名なる 『財産 私有 は强 

^なり』" La  rspriat  c-cst 1c  Vol" といへ る 斷定に 至りて 其 極端 を 示しぬ。 英國に 於ても 同じく 

『社會 新說』 の 著者 a バ アト • ォゥェ ン 等の 主張と なり、 博愛 平等の 思想に 根牴 をお きて 民心 を 動か 

しぬ。 これ 佛の サン ：ン モン 等と おなじく、 財產の 私有 • 相 續*自 出競爭 等に 起因せ る 現 制度の 宿幣を 

痛論して、 下 餍社會 の 窮苦を 救 はんと 慾した る ものな り。 後 更に 世紀の 中葉に 至りて、 キング ズレ 

クリス-アイアン ソン ァ" ズム  、  I  y  k  -  -  '  r 

ィ、 モウ リス 二 氏が 獎說 したる 基督 敎的 社^主義と なり、 また トルストイの 論と よく^ 力よ ひたる う 

スキンの 社^ 改革 說 となりて、 呰贫 富の 隔絶 を 打破 せんとし たる ものな り。 この 現象 は 詩文に あら は 

れて 夙に 先 づヰリ アム • ゴ ドヰン の小說 "Ca!ch  Williams" を 起し、 後の キングズレイ、 ハム フリ 

ィ，ヮ アド 女史、 ヲルタ 丁  • ベザント などの 社 會小說 の 源 をな しぬ。 また カァ ライルの 諸 作が この 民主 
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、王義 の 運動に 影響せられ たる こと 著る しき、 或は ジ" ン • スチ ユア ー ト • ミルの 論議が 社 ^机 織の 問題 

と 密接の 關係 あるが ごとき は 言を俟 たざる なり。 更に また 方面 を 異にして 此 傾向 をフ ッドの "song- 

of  the  Shirt" ブラウ 一一 ング 夫人の "Cry  of  olildren"  H ベ ニイ ザ. エリオットの "Corn に i\v  Rhy 

ales" 其 他スパ ズモ ディック 詩 派の 諸 作な ど 詩歌の 類に 求 むれば 殆ど 枚 擧に遑 あらざる べし。 固より 社 

會 問題が 英詩に あら はれた る は 單に此 時代に 限らす して、 遠く チ 3 ォサァ の 『カン タ アベ リイ 物語』 に 

も社會 階級の 狀態を 窺 ふべ く、 沙， 翁の 『リイ ァ王』 に 人道主義 あら はれ、 降って クラップ、 パァ ンズ 

みなこ こに 着眼した る は あれ ど、 なべて 貧富の ごとき 問題の 鮮明に あら はれた る は、 當代 詩歌の 一大 

特徵 なりと い ふ 可き なり。 

佛蘭西 革命が 第二の 现想 となした る國民 主義 は、 歐洲 中世の 統 一 なき 封建 制を變 じて 國民的 基礎 を 

明らかにし、 人 稷の圑 結 を^ 固に せんとす る ものにして、 これ 亦 十九 世紀の 大 精神た る を 失 はす。 こ 

の 影響と して は、 諸 邦の 人文 は科舉 とい はす 哲學 とい はす 詩文と いはす、 备々 その 國、 お 的 特色 を帶ぶ 

るに 至れり。 而し てこの 國民 主義が 更に 一歩 を 進めて、 各國が 勢力 範圍と 利益^ 係との 增進 をつ とむ 

イン ビ リアリズム 

る こと 大な るに 及んで は、 乃ち 更に 帝 國主篛 を 現じた るな り。 而 して 之が 先驅 をな せる もの は 卽ち日 

2^ すと 誇れる 大 領土 をつ くり 得た るァ ン グロ  • サクソ ン K 族に して、 テ 一一 ソ ン の 作 中に 

r  peat-  not,  isle  ot  blowing  wc こ dland,  isle  or  silvery  parapets  ！ 
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Tho-  the  Roman  eagle  shadow  thee,  tho 一  the  gathen-ng  enemy  narrow  thee, 

Thoti  shalt  wax  and  he  shall  dwindle,  thou  shalt  be  the  mighty  one  yet  I 

Thine  the  liberty,  thine  the  glory,  thine  the  deeds  to  be  celebrated, 

Tliine  the  Inyriad-rolling-  ocean,  light  ynd  shadow  illimitable. 

Thine  the  lands  of  lasting  summer,  many  blossssing  paracuses. 

Thine  tlie  zo-.^^  and  thine  the  sostll  and  tliine  the  Ixittle け lulnder  of  Gcd. 

と pi へる は 詩聖が 愛國の 至情 を 海岸に 寄せ、 將 米の 英國を 歌うて、 意 第 宇大 を 呑まん とする 國 民の 光 

榮を其 壯醒の 律語に うた ひたる もの。 後の キップリングの 詩歌の ごとき も、 まさに 純然たる 此 現象の 

反影に 外なら ざるな り。 

ト九^ 紀の &治界 における 民. 王 的 傾向 は 更に ポジ ティ ギズム となりて、 卜 人類の 知" 的方而 にあら は 

れて は. Q 然 科^の 空前の 發述 となり、 また 「一 情意の 方面に 於て、 物質文明の 旺盛 を 致し、 近世の 思想 

界を. ー變 する こ 至れり。 今 これ を 英國に 就いて 兑ん か、 近^ 英文 舉が まさに 共 萌芽 を發 せんとせ る こ 

プリンシプル スォヴ クオ a 

ろ 卽ち千 八 巧 三十 年 を 以て、 地舉者 ライエル (sir  Charles  Lyell  179711875) の 大著 『地 舉 ^ 

I？』 先づ 世に出で、 地球の 過去 現在の 狀態を 明らかにして 在来の 妄說を 破り、 後の 進化論の ために 道 
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を^き たる は 近 英科學 の 大發违 の先驅 をな せる ものに ほかなら す。 雨後 あら はれた る 斯界の 大家 は殆 

ど； K 擧に遑 あら ざれ ども、 フ ァ ラ ディ Michael F.  raday  (1791—1S67) は 科 舉物现 ゆの 研究に 不朽 

の 韋業を 傳ヽ、 ジュ. I ル (Jams  presstt  J§le  1818—1SS9) は 近世 物理 舉の 大發 見た る energy 

下^の 說を證 し、 また ダル トン (Jolln  Dalton  176GI1844) が 原子 說を 明らかに したる ごとき は、 近 

世 科學の 面目 を 一 新した る ものな り。 このほか ハ ム フ リイ • デヸィ (Humphry  Davy  177SI1829) 

t 'リア ム • トムソン ( William  、f  he ョゾ (ョ 18241) トマス • ハク スレ ィ (Thosas  Huxley  1823—1895) 

等の 研究 は、 近英の 科舉を 以て 大陸の それに 比して 毫も 遜& なきものと なしぬ。 然れ ども、 ここに 歐 

洲 近世の 科學的 思想 をー變 し、 文舉宗 敎哲學 等の すべてに わたりて 多大の 影響を及ぼし、 舉藝界 全般 

C 一  大 革命 を 起した る は、 ダァヰ ン (Charles  Robert  Darwin  1S00—18S2) が、 其 稀世の 大著 『自 

吠 1 .3? ぷ こよる 種の 起源』 "Origin  of  Speeics  by  Means  of  Natural  Selection" を 千 刀 百 五 寸 九 年に 

於て 世に 公に せる 事な り。 さきに ライ H ルは、 地球が 急激の 變化 によらす して 漸次の 發達を 遂げた る 

ものなる を 明らかにして、 生物の 發達 また 之に ひとしき を說 きたれば、 當 時の 學界に 進化の こと は旣 

にあ まねく 知られ たれ ども、 進化の 理法 を說 きて 之 を 自然淘汰の 論に 歸 したる は 實にグ ァヰン に はじ 

まる 。ゥォ レス (Alfred  mussel  Wallace) また この 大發 見に 與 つて 力 ありし が、 のち ハ アバ アト *ス 一 

ベ ンサ ァがサ ile ィ お ぉジの ^ に 至って 完全の 域に 達しぬ。 げ にも われ 等 人類が 仔 在の 极 本的觀 念に 就 " 


いて 至大の 變化を 起した る もの こそ、 ダァヰ ンが この 驚心駭 目の 新說 なり けれ。 

この 科舉の 大發逹 こそ は、 革命 期の 後 を 承け て やや 萎靡 倦怠の 倾 ありし 民心に 一 大與沲 を 促せし も 

のにして、 哲學 祌學の 媒介に よりて 詩文のう へに も 著る しき 影響 感化 ありし こと 疑 ふ 可から す。 おも 

ふに おゆ 上お よび 地舉 上の 新說 はいふまで もな く、 生物 學 上の 新發兑 も 亦 至大の 動搖を 民心に 起した 

るが 故に、 思想界 は 今や この 新 現象 を迎 へんが ために 多大の 勞カを 注ぐ に 至れり。 かの 名佾 一一 ウマン 

1 派の 士が 批評 的 祌學に 反抗して 敎權の 尊 威 を 主張した る牛津 運動、 槍盡 詩歌の 一 ー界に 跨れる ラ フ ヮ 

H ル 前 派の 主張、 また カァ ライル の 冷嘲、 ブ ラウ 一一 ン グ の 理想的 樂天 主義、 マシゥ • ァァノ ルドの 基 

^：效 "ごとき、 みなこれ 智的 • 道德的 • 藝術 的の 諸方 面に 於て 近代の 要求 を滿 足せん とする ものにし 

て、 科學が 時代思潮に 及ぼせる 影響に 外なら ざるな り。 

おなじ ボジテ イヴ イズム の 傾向が、 更に 人の 情意の 方面に 現 はれた る もの を 物^文明の 旺盛と なす。 

これ 卽ち絕 大の發 達 をな せる 自然 科擧が 吾人の 生活のう へに 適用せられ たる 近世の 大發 明、 その^ 礎 

をな す や 固より 論な し。 此點に 於ても 千 八 百 三十 年 は 最も 史家の 注目す 可き ところに して、 かの リブ 

ダブ ウル、 マン チェス タァ 問に 鐵 道の 開通 を 見た ろ 年に して、 まことに 近代の 交通 發達史 の 第一 頁 を 

なせる が ゆ ゑな り。 後 七 年 ギクト リア 女王 卽 位の 年 を 以て 電信 は はじめられ、 翌年 1&< に 北米^^との 

問に 汽船 航路の 開かる る あり。 三十 八 年 また 現今の 郵便 制度 を 創始す るの 議、 議會 にあら はれ、 交通 
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機關の 整備 漸く 全き を 得ん とせり。 これより 先き 紡績 • 織物， 銥等諸 稀の 製造 機械 は旣に 英國に 於て 發 

明せられ たる 外、 歐洲諸 邦に 起り し 電氣採 鑛火藥 等の 大發明 これより 後に 相 踵ぎ て、 殆ど 枚 擧に遑 あ 

らす。 その 結枭は 工業の 發 達と 人 問快樂 の增 進との 一 一方 面に 著る しき 現象 をな して 现 はれぬ。 

斯 くの 如き 趨勢 は、 時人の 生活に いかなる 影響を及ぼしたり しぞ" 交通 機關の 發逹は 一面に 於て す 

ベて 地理 的 分界 を 破壞し 去り、 在来の 地方 的 偏見の ごとき 殆ど！^ るべ からざる に 至り、 下曆 社會 にお 

ける 教育の 普及 は、 當 時日 を遂 ふて 益々 その 數を增 したる 新聞 雜 誌と 相俟 ちて、 共に 皆 知識の 普及に 

驚く 可き 效果を 齎らし、 國 民が 物質文明の 恩澤に 浴す る 能力 をして 益々 大な らしめ ぬ。 更に 他の 方面 

に 於て は、 國 民の 生活 狀態 は签 々繁劇 複雜 となりて 功利 唯 物の 傾向 盛に、 山村 水 廓いた ると ころ 鐵道 

と 工場と を 見ざる なきに 至れり。 千 八 百 四十 四年ヲ ルヅヲ ルスが 靜に晚 年の 餘生 を樂 める 湖畔の 地に 

鐵道 敷設の こと ある や、 老 詩聖 は E 圜の淸 境た めに 俗衆の けがす ところな らん を 恐れて 之 を 非議した 

れ ども 功な かりき。 詩人の この 一 小話 は、 能く 近世 生活 狀 態の 半面 を 示したら す や。 

教育 • 出版物 • 交通 機 關の增 加に 伴 ひて 人^の 發達 あまねく 四民に 及ぶ や、 物资 文明の 方法 材料 は 益 

益 ゆたかに して、 问 時に 諸般の 發明を 運用す る 能力 は 著ろ しく 增大 しぬ。 かくの 如くに して 近代 國民 

の 生活 は、 その 客観的 若しくは 社會的 方面に 於て、 劇烈なる 生存 兢爭の 狀態を 起し、 更に 主觀的 また 

は 精祌的 方面に 於て は、 烦悶 となり 神經 過敏と なりて、 纏て 十九 世紀の 終に 近づく に 及んで、 西歐に 
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あまね き 世 紀 末の 氣風を 現じた るな り。 かの 北米の 詩人 ボウの 怪奇 怯^の 作が 頻に 英怫 の^人 を 

應 化し、 或に 象徴詩の 吒盛 ♦VIS- るに 至れ 7 ぶ！： この 傾向に 基づけ るの み。 さきに はカァ ライルの^ お を 

蒙り、 のちに ノルダウの 冷嘲 トルストイの 非議 を 招きた る 近世の 思 湖 は、 W 甚 なる 刺戟 を 絶 ゆる こと 

なく 人心に 與へ、 現 育 キ^ は 心的 生^り 諸方 面に あら はれて、 神秘 キ： 義と なり 偽^の 倾^ となり 蚀疑 

的と なりて、 近代^ 海の 湖 流うた た^なるの 努を呈 し、 その 扮糾 錯雜 また 前代に 比な からん とす" お 

も ふに 無邪^なる わら はの 物の あはれ も 知らで 戯 はむ るるに も 似たら んチ ■ ォサァ の 代に も あらす、 

W おの 血つ ちに 燃えて 活氣 横溢、 いさみたち たろ 沙翁 時代の 英！ » にも あらす、 执 袴の 子等が 典 腚侵雅 

の 風致. v まね まびて 才^. v 銃へ ろ やうなる ボ. I プの 時代 は旣に 夢の ごとく 去って 名殘 をと どめす。 社 

合 • ，：. 小耖 • 科^ 等 あらゆる 方面に 於て 常に 新しき II 题と W 接し、 匆忙繁 刺なる 尺 衆の 生活 を 反映した 

--っ ... ゾ. に； V, 一ん 英^に 起り たるな り。 此 現象 は、 ギク トリ ァ翊 に廣濶 なる 舞^ を^て 前古 比な き發^ 

をな したる 小 說が客 奴 的に 忠 W なる 描 寫を盡 したる ところ なれ ど、 その 荮欲 にあら はれた る 影 缚に至 

つ て は のづ から. N と 趣 *V 異にせる ものな きに 非ざる なり。 

上來躭 くと ころの 近 * 文明が * 近の 英詩と いかなる 關係 ある や は、 後段に^ を ffi ぬるに 及んで おの 

づ から 明らかな るべ けれど、 今た〃 お， て 摘みて 一； はば、 近英 の^人が 尺主主 莪と科 ゆ^^との ニ大 «f 

向に 對 する 熊 度 は、 ほぼ 分ち て：：： 様と なすこと をれ べし。 先づ 「 身は紛 々投々 たる 功利 唯 物の 界に在 
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第三 章 新時代の 代表的 詩人 


第一 節 テ -1 ソン 

文學史 上 の 地位 —— 少壯 時代 II 千 八 百 111 十 年の 詩集 II 第 1 1 の 詩 第 II 千 八 百 

四十 二 年の 詩集 II- て 8ゅ 祯造詣 I 推敲 改窟 II 『プリン セ ス』 — ^冠 詩人 

. -I マン •  メモリ アム』 I 『モ ォド』 I. 一代の 大作 『ァ アサ ァ 王の 欲』！. ァァ 

サ ァ傳說 の由來 II 傳說 の楨槪 I 全篇の 次第 II 其 思想 I. 海洋に 關 する 詩 欲 

(I テ -I ソ ンの 戯曲 II 晚 年の 作品 I 臨終 （I 咔 勢と テ -I  y ン I 科學の 感化 

II テ -I ソ ン の 思お-  その 技巧の 美 -!- その 用語 I- 兄なる 二 詩人の 作品 

a マ ンテ イツ ク  クラシック 

羅 愛 底 格 の 想 を 典雅 の 技巧に うつして、 內容と 外形と 併せて 發逹 しき たれる キ イツの 詩篇が 文藝史 

上に 有する 地位 は竟に 牢乎と して 動かすべからざる ものにして、 流星の 光に も 似た る 其 短 生涯の 製作 

はなが く 後代の 騷客を 動かして、 ギクト リア 朝 盛期の 詩歌 をつ くりた るな り。 而 して 直に かれの 後 を 

轺 ぎて 其 感化 を 蒙り、 十九 世紀の 大半 を 通じて 英 國の騷 擅に 君臨し、 つねに 詩阈の 王冠 を 戴きた る^ 
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世の 大 詩人 はテ 一一 ソ ン なりき。 

げ にやさき の 羅曼底 格 主義 勃興の 特徵は 殆どす ベ てテ 一一 ソ ンの 詩歌に 集められて、 遣憾 なく^ 合せ 

られ 大成せられ たるの みか、 更に この 天才が 特 得の 麗筆に よりて、 前代に 見る を 得 ざり し 新しき 精彩 

を 加 ふるに 至れり。 テ 一一 ソ ンの 作に は、 、、ハイ 口 ンの壯 烈とス コ ッ トの淸 新を缺 きたる を 憾みと すれ ど 

も、 自然界の 觀察は 湖畔 詩 社の 精緻に 劣らす、 流水の よどみな きに も 似た る 其聲 調の 美に はコゥ ルリ 

ッヂの 遣 響 を傳 へ、 シ-  H リイが 漂渺 たる 祌韻 更に その 幽婉を 加へ、 豊麗の 色彩 さながら 紅 霞 紫雲の 

美 を^むが ごとき は 之をキ イツに うけたり と覺 ぼし。 さりながら この 傳統 を紹 ぎて 起り たる テ 一一 ゾ ン 

の 作品に は、 さきの 諸 詩人に 見られ ざり し 二つの 主なる 特徵を 有す e 希臘 古代の 彫塑 または 南歐藝 術 

の^ 趣ケ- 傅へ たる 装飾の 美に してい 圓滿 流暢なる 其 詩 風 はなが く 英文 舉 の光榮 たるべく、 更に 思想の 

方面に 於て 一種の 哲舉を 含蓄して 當 代の 紛糾 錯雜 せる 思潮 を 反映し、 宗敎 政治 科 學社會 等の 方面に 一 

代 の 注目 を 促し た る 新し き 問題に 廣濶 な る 同情 あ まねく、 時 代精祌 の 喑潮 に 不斷の 留意 を 怠 らざ りし 

も 彼の 特色な り。 處女 王朝の 御宇に おける ス ペン サァ、 クロム M ル時 代の ミルトン、 アン 女王 朝の ボ 

1 プ とひと しく、 テ 一一 ソ ンは 此點に 於て ギクト リア 朝の 代表的 詩人な りと 謂 ふべき 也。 

アル フ レツ ド，テ 一一 ソン (Altvcd  Tc-nllyson  Mxc  —1 さ 2) は、 千 八 百 九 年の 夏リ ン コ オン シァ 州の 

孤村 ソマァ スビィ に 生る。 ここに かれの 父 は 牧師の 聖職 をと りたり しが、 ー帶の 幽境す ベて 靜 なる 自 
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然の淸 趣 ゆたかに、 その 風光 は 幼き 詩人の 胸に 終生 忘る る 能 は ざり し 深き 印象 をと どめた るもう ベな 

り。 こやまの 下り坂 やう やくゆる く、 森の こだち を ぐらき 山 かげの ^湲 たる 流の ゆかし さは、 後年の 

囘想を 呼び 起し、 千 八 百 三十 年の 詩集に も 故里の 景 情を懷 うて、 

 the  WOCK1S  that  l)ell: tnc  ^rav 一 lill-slue, 

1 he  seven  elms,  the  poplars  four 

nlat  stainl  besicJe  my  fath  r-s  door. 

And つ I 二 (-nv  innn  the  1)rook  tha/t  loves 

re  pur】  o、er  matted  cress  and  rllyhc.cl  sand. 

Or  ニニ llpk-  in  I'll つ dark  or  rushy  coves. 

Drawing i 一 ito  his  n;ll.n>\\  c-althcrn  ul.ll. 

In  every  ellx>w  and  turn, 

「he ョ ter 一 d ll.lhnt つ of  tl】e  rough  woodland. 

 CMc  lo  Memory. 

と 歌 ひたる も 其 一例に して、 かれの 詩篇に は 故山の 敍景 なりと おぼしき 辭句 はなはだ 多 かり。 一家の 

系統す でに 天賦 の 詩才 を 傳 へたれば にや。 二人の 兄 フレデリック ( 一 八 〇 七 i 一  八 丸 八/チヤ アル ズ 
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< 一 八 〇 八— 一 八 七 九) と共に わが テ 一一 ゾ ンは十 一 一歳の 幼き ころより 旣に 詩作に 長 じ、 で 八 百 一 一十 七 

年に 出で たる 『二人 兄弟の 歌』" poess  by  Two  Krothers" に、 まこと は 一一： 人の 作を桀 めた るな り。 

鄕 里に ありて 初等の 敎育を 終へ、 千 八 百 二十 八 年 を 以て 劍 橋 大學に 人る。 ここに また 無韻詩 ー篇を 

作って 賞 を 得、 詩才す でに 同窓 を 驚かしぬ。 かの べィコ ンの 研究に 名 ある ジ -ィム ズ，ス ベ * ティ ング、 

有名なる ス 『一一 一一 ロイ 語 研究』 の 著者 トレ ンチ、 詩人と して また 政治家と して 種々 の 方面に 異彩 ある 才人 口 ー 

、ド， ホウ トン、 その他 知名の 士 にして 當時 その^; 友たり しもの 甚だ 擗 からす。 かれは 固より ひろく 交 

友 を 求め ざり しか ど、 これ 等の 人々 との 友情 はこと に 濃 かなりき。 なかに も 最も 吾人の 注目すべき は 

かの 應史家 ハラムの 長子 ァ アサ ァ* へ ン リイ， ハ ラムに して、 溫 良の 質 を 以て 才藻 すぐれたる 人、 テ 一一 

ソンが この 大學 時代に 刎頸の 友な りしが、 少壯 はやく 澳都 維納に 逝き、 好望の 將 來を殘 してむな しく 

異鄕の 露と 消えぬ。 詩人 ふかく 哀悼のお も ひに 堪 へやして、 のち 遂に 蛻歌 『イン •  メモリ アム』 の大 

作 あり。 

千 八 百 三十 年 詩集 『おもに 抒情の 歌』 "poel  chieAy  Lyrical" を 公に す。 かれが 詩人と しての 生 

^ここに 初 まる。 この^ は 多く 交友の 間に 行 はれた る ほか、 いまだ ひろく 讀書界 の 注目 を惹 かざりし 

ゝ ど、 コ ウル リツ ヂの ごとき は旣に 詩才の 凡なら ざる を 認めたり き。 しかれ ども 今日に 於て 考 ふれば 

あと 

こ はげに 新 詩 風の 曉琉を 以て 目すべき ものにして、 この 靑年 詩人が 驟調^ 格に 苦、 七した る痕歷 々たる 
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は、 ボ ー ブの遣 風 を蟬脫 して 詩形の 美に 新樣を 創めん としたれば なり。 その キ イツに 學 ベる ところ は 

同より 大 なれ ども、 彼の 唯美主義の 傾向 を脫 して 训に眞 と 善と を 以て 之に 加へ、 美感 は^に 逍 充の感 

念と 相伴 ふ を 以て まことの 詩人な りと する 其 思想 は、 この 時す でに 集中の 『詩人』 『詩人の 心』 等の 諸 

篇に窥 ふこと を 得べ し。 

千 八 百 三十 年 父み まかりぬ。 翌年 テ 一一 ソン は 業を卒 へす して 劍 橋の 大學を 去りて 家に 歸り、 のち 

六 年の 問 は 故山の 淸 境に とどまりぬ。 この ころ 健康す ぐれ 詩才 は 旣に圓 熟の 域に 入り たれば 營々 とし 

て 述作に 從 事し、 無 一 一の 親友 ハ ラムとの 交情い よいよ こまやかに、 詩人 は 妹 H ミリ ィを 以て 之に め あは 

せぬ。 この 樂 しき 靜 平の 生活 幾 月に わたり、 その 結 * として あら はれた る を 第二の 詩集 二八 三 三) 

となす。 さきの 處女 作に 見えた る 浮華の 弊を脫 して、 思想と 聲 調との 融和 やう やく 全く、 わが 邦人の 

こ， も ひろく 知られた る 『美女の 夢』 "A  Drcani  of  Fair  Women" 『イノ ウー 一』 "cwllone" 『美術 殿』 

,Thc-  Palace  cf  Art" 『シャロットの 姬』 "The  Lady  cf  Shalott" 『食 蓮國 人』 "The  Lotus  waters" 

等の 秀什 を收め たれ ど、 高調い まだ 凡俗の 耳に 遠くして、 徒らに 評 壇の 冷嘲 を 招きた るに 過ぎ ざり 

き。 精 苦の 作 世に 迎 へられす して、 詩人の 心 は怏々 として 樂 ます、 秋 九月 また 刎頸の 友 ハラムが^ 都 

の 客舍に 逝く や、 憂愁 更に 加り て健廣 これより 衰へ、 且 いたく 眼 を 患 ひて、 しばし が ほど は 詩 籬 を 

も捨 つるに 至りぬ。 この 當 時の 苦悶 その 極に 達して 遂に 自殺 せんとまで も 忍 ひつめ たる 胸奥の^ は 


『二つの 聲』 "The  TTwo  Voices." の篇 となりて あら はれたり。 のち 一 家相 携 へ て 故里 ゾ マ ァ ズビィ 

を 去りて 居 を 倫 敦にト し、 文界の 名士 カァ ライル、 ランダ ァ、 サッ カレイ 等と 往来し、 此 ii 沈默卜 ギ 

しづかに 詩 思 を 養 ふ、 遂に 千 八 百 四十 一 一年 詩集 一 ー卷を 公に す。 舊 作はテ 一一 ゾ ンに 常なる 細心の 推敲 改 

竄を加 へられて 其 第一 卷に收 めら れ、 更に 新作 幾 卜篇を 以て 第二 卷 となす。 詩 村 を ひろく 諸方 面に 採 

り 古典に "Ulysses- の 如き を 得、 また 中世 基督 敎の 精神に "Sir  Galahad,"  "Styiitcs" 等の 题 nz を 

選びた ると 共に、 また 近代の 風致 を も 遠ざからす して 牧歌 "The  Gardeners  Daughter" のた ぐ ひ を 

ここに 加へ たり。 近世の 物語 風の 詩篇お ほかた は 無韻詩 律 を用ゐ たる ものの 起り し は、 此 詩集に かれ 

が 『アイ ディル ズ』 と稱 した^ものに はじまる。 ヲ ルヅヲ ルスめ きたる 簡朴 の詩體 rDora" の ごと 

きも 其 一例な り。 ァ アサ ァ 王の 最後 を 詠 じたる 歌 は 集中の 白眉 なれ ど、 殊に 注意すべき は 『ロック ス 

レイ 館』 "Lodcsk-y  walr の 名篇に 近英の 思潮 を 反映した る もの、 こ は 科 學の發 達に 激した る 常 代の 

靑ハ 牛が 胸奥の 聲 なりと a るべ し。 おも ふに 此 集に 至って はテ 一一 ソンの 詩 風 は、 少時の 絢爛の 弊 を脫し 

て 益益 圓 熟の 域に 人り、 雄勁の 體を 得て、 高 俊の 調 やう やく 時人の 耳 を そば だてし めぬ。 評 家が さき 

の 冷嘲い まや 變 じて 讃美の 聲 となり、 玆に 詩人の 名聲 ながく 動きな きに 至りぬ。 湖畔の 詩聖 はこの &、 

テ 一一. ソ ンを 以て 说存 第一流の 詩 客な りと いひ、 また 『ドウ ラ』 の 作 を 誦して 『かくの ごとき 牧歌 をつ 

ぐらん はわが 終生の 願な りしが 遂に 果さ ざり き』 と 嘆 じぬ。 また 或 評 家の ごとき は 此千八 百 四十 二 年 2 


を 以て テ 一-ソン 一代の 作品の 大 轉 機と なし、 以後の 諸 作 を 以て 遙 にこの 著に 劣れり と斷 じたる 

もお り" 

靜 平の 生涯に して 若し 詩才の 發 達に 利 あらば、 世に テ 一一 ソ ン ばかり 羨むべき は あら じ〕 親しき 友が 

きの^ まじ かめし は 素より なれ ど、 祌經 するどく 常に 沈みが ちなる 彼 は 多く 交遊お 求めす、 閑居 獨り 

巧 お に 耽り、 または 靜に 自然の 淸趣 をた のしみ ぬ。 おも ふに かれ 亦ヲ ルヅヲ ルスの 同じく 田園に 人と 

なりし s 然の 友に して、 物質文明が 致せる 匇 忙繁釗 なる 近世の 都^ 生活 は その 好む ところに あら ざり 

き。 され ど 彼 はまた 同時に、 精勵 なる 讀書 家な りしな り。 これ ヲ ルヅヲ ルスと 全く 趣 を 異にした ると 

ころに して、 この 點に 於て は、 自然 趣味 を 悉く 書卷 にの み 得た る ミルトンと 相似た る もの あり。 おも 

ふに、 近代に 至りて 古典の 研究が 空前の 發逹 をな したる 結艰、 近英の 詩人 多く はこ こに 造詣す る こと 

深く、 われ 等舉 あさき 者 は 表面の 詞章 を たどりて 其 美 を翫赏 すと も、 典據の あると ころ を 知らす して 

厲趣を 逸する の 憾み 甚だ 多し。 テ 一一 ソンの ごとき 辭句 はむしろ 平明なる がごと きも、 希腿羅 馬の 古文 

て參 する ことの 深き、 おの づ から 彼が 詩篇に あら はれた る もの 多き を兑 る。 その 深く ホォマ ァの美 を 

感导 したる は、 精妙 机ぎ りなき 無韻詩 律の 譯詩 すでに 明らかに 之を證 すれ ども、 テ -ー ゾ ンに 最も 大な 

る 影響 を與 へし 古詩 人 はセォ タリ タスな り。 碧 海の 風 あたたかに、 ^靑く 空 ほがらかなる 南歐の 孤島 

こ、 H ト ナの壯 匿の 氣を 仰いで 起り たる 『牧歌』 の師祖 は、 此 十九 世紀の 大 詩人に 著る しき 感化 を 及 
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ぼし、 その 詞句聲 調 を まなび、 題 村 結構 を 摸した る あと 慼然 たる もの 尠 からす。 羅 甸文學 にあって は 

ヴァ アジ ル、 力 トウル ラス、 ルク ティ ウスの 遺 響 また テ 一一 ソンの 詞章の 問に 散 a す。 これ 等に 就いて 

ことごとく 例設 を擧 げん は 限な けれども、 ホォマ ァが用 ひたる 3f>。r\  /Azov  Ip^eTOS ひ (sa,、 の i 

ヘス ヰンバ アンの ァタ ランタ. イン. カリ ドン』 中、 有名の 合唱に) まテ 一一 ソンの 『ユリ シス』 に その 儘に 川ゐ 

V  T-hc  shiulows  and  windy  places とい ひ I- も IE- じ w ぎな り }  I 

られ、 『ドウ ラ』 の ごとき 素朴の 語 を用ゐ たる 詩篇に ありても 

And  ±lc  rea「ers  rea で、 d, 

A3(l  the  sun  fell,  and  all  the  kind  was  dark. 

の ごとき は 明らかに ホォ マァが 

を まねび たる ものな り。 また 『エド ヰ ン • モリス』 の篇に 

Shall  not  Love  t(>  me 

As  in  the  Lytln  sonra-  I  learnt  at  scllcol. 

Sneeze  out  a  full  <3od-t>less-you  rlwllt  and  】cft  r 

と ある は 力 トウル ラスが 

soc  ut  dixit,  £510r,  slnlstn.1  tit  £5te 


£83  


Dextra  stern uit:  £ld  probivtlonem. 

のこと を 指した る ものに 外なら す。 かの ァ アサ ァ 王の 最後 を 詠みた る 歌 は、 結構 をホォ マァに 取りた 

れど、 

This  \vyv  and  tllyl:  dividing  die  swift  33(1 

の 句 は 殆ど ヴ アジ ルの イイ 一一 イド 第 八 章 一 一十 行なる 

Atquc  aninuini  nunc  cdereni,  nunc  (llvlditllluc. 

を 飜譯 したる ものに あら？。  SS^B また テ 一一 ソンが セ ォクリ タスの If 模倣 

し JU る は 『イノ ウー 一』 の 作 を 以て 最初と なす。 毎 節の はじめに 『母 ァ イダの 山よ、 いま はの わが-言葉 を 

問き ね』 といへ る 『リフレイン』 を 繰 返へ したる は、 セォ タリ タスが ダフ 一一 ス の 悲愁に 『はじめよ、 

詩祌、 森の 歌 を』 の 調 を 重ねた るを擧 び、 なほ 

For  now  tlie  noonday  (luiei:  hokis  t.llc  Inn  .. 

Th-C  frra?shopper  is  silent  in  the  grass : 

T-h ひ HNard,  with  his  shadow  on  the  stone, 

ズ csts  】ikc  a  shadow,  and  the  cicadi  skeps. 

The  purple  Hewers  drooI】 ： tlie  woljen  bee 
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Ts 】i 一 v-cra(11cd  :  I  alone  awake. 

Mv  eyes  arc  full  of  tears,  my  heart  of  love, 

Mv  heart  is  breaking,  and  my  eves  iire  dim. 

An-!  I  all】  an  ilweary  of  my  Hfe. 

—— PI,  24IS3. 

Lo,  now  the  sea  is  silent,  and  the  winds 

Are  hushed.  Not  silent  is  the  wretchedness 

Within ョ y  一) r,ast;  but  I  am  all  aflame 

With  love  for  him  who  made  me  thus  forlorn, 

A  thing  of  evil,  neither  said  nor  wife. 

 The  Enchantress  {Theocritus,  Jr.  38141) 

め ごとき *-r^ は篇屮 に茈だ 多し。 (テ 一一 ソ ンとセ ォクリ タスの 關 係に 就きて は、 北米の ステ ッド マン 氏 

€4" 最も 精 f 極む)。 かくの 如き はお ほかた 余が 旣に ベた る 千 八 百 三十 三年お よび 四十 二 

年の 霞に 就いて 摘出した る 1 なれ ど、 後の 大作 『プリンセス』 『イン -i リ アム』 等に 至って 

は 其 例 益. ^多くして、 殆ど 枚擧の 煩に 堪 へす。  ー 

靜 寧の 生活が この 大 詩人に 自然界の 精緻なる 透察と 深遂 の學殖 とケ與 へし^ は、 研究者の 觀過 すべ 
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からざる ところ なれ ど、 更に 其.々 篇の 推敲に 多大の 勞カを 割く を 得せ しめたる 事 を も 忘る ベ からす。 

げ にや； 大才は 努力に 基づく と說 きたる 哲人の 敎 はわが テ 一一 ソ ンに 於て 最も 眞 なる を兑る ベく、 ふかく 

詩人の 天職 を自覺 して 熱誠 眞摯、 詩歌の 大業に 身を娄 したる 點に 於て、 英國 古来の 詩人 中テ 一一 ソンと 

比すべき もの は、 ミルトン、 ラル.. ッヲ ルス、 ブラウ 一一 ング 等の 少數 あるの み。 細心 熟慮、 精緻の 觀察 

を 怠らす して 胸裡に 湧きく る 感興 遂にと どめが たきに 及んで 初めて 筆を呵 し、 作成る や、 斧正 改^ 幾 

+囘を 重ねて 乃ち 之 を 世に 問 ふ。 而 して 後 しづかに 評 家の 說に耳 を 傾け、 退いて 深く 精 思 を 凝らし、 

ここにな ほ 韻 を 正し 語 を^むる、 苦心の 慘嬉 たる 想 ふべき なり。 はじめ 共 處女作 出で て 評 家の 冷嘲 を 

招く や、 のち 沈思 十 年 また 一作 を 出さす。 傍ら 詩 思 を^ ふと 共に、 舊 作の 推敲 を かさねて 後 これ を以 

て 世に 問 ふに 及んで 令名 一時に 高 かりき。 はじめ 三十^の 詩集に あら はれ、 のちの 桀には 全く 削り 去 

られ たる skippil-w  wope" の 小品の ごとき は 其 平凡に して 散文的なる、 今日に 於て 之を讀 む わ 

れ等 をして^ して 詩聖の 作なる や を-疑 はし めんと す。 また かの チ "- ォサァ のー跑 炫の娬 をよ みて 夢み た 

る 作、 いま はテ 一一 ソン 一 代の 絶唱に して、 全 章 さながら 珠玉の 燦爛たる を 見る の 想 あれ ども、 さきの 

三十 三年の 集に 出で たる ものと、 それより 十 年後のと を 比較 對 照して 研究せば、 改. M の あと 藶々 とし 

て 詩人が 精 苦を兒 る を 得べ し。 一 例を舉 ぐれば、 篇中ィ フィゲ 一一 ァ の 最後 を 叙した る 一 節 

The  Iliyh  mtists  fllcker*d  £is  <:Fiey  lay  "lilcat: ; 
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r!1e  crowds,  tlie  temples,  \vaver、d,  and  tlie  sliore; 

TouchM;  and  I  linew  no  lllorc. 

は 前の 詩集に 於て は、 

The  tail  masts  flickered  as  thev  lay  afloat; 

Tlic  temples,  and  tlie  people,  and  tlic  sllcre; 

One  drew  a  SI5rp  knife  thro*  my  tender  throat, 

と あり、 この 第三 行と^ 行と は 最も 多く 評 家の 嘲笑 を 招きた る もの、 當時 ロック ハ アト 氏の ごとき は 

wllat  rsclling  Si3j 一 licity,  wllal;  pytlletic  resignation  ！  he  cu<:  2y  ^.ff  nothincr  lucre  ！" 

の 痛切なる 反語 を 以て 冷罵 を 試みたり き。 また かの 戀 にやつ るる あはれ の 少女の こと を 詠みた る 『マ 

リ アナ』 の 後篇^; 節 をと りて、 さきの 桀 のと 四 十二 年の 改作と を對照 せんか、 

(一 83に)  §s 

slind  the  barren  hills  UPSJ  ？  With  one  black  shadow  at  its  fect. 
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with  pointed  rocks  against  the  light, 

craw  slsr づ s 一 ladtAvcd  cv ひ rllullg 

wach  plarhig  creek  find  inlet  IJrlwllt. 

Far,  far,  one  Hwht  l〕lue  ridge  was  s リ en. 

Looming  like  baseless  lairyland 

Eastward  y  strip  or  burning  sanu. 

Dark  rimmed  with  sea,  and  t>are  of  green. 

D2VI1  in  the  dry  salt-marshrts  stcod 

That  house  darlc  latticed.  Not  a  breath 

Swayed  the  rich  vineyard  lm(k-nK.ath, 

Or  moved  the  dusty  southernwood. 

Ivladonlla,  with  nlclodlous  ln(>an. 

Sang  Mariana,  night  and  morn I 

Mildcnna, 】o  ！  I  am  all  alollc, 

LOV?f:rgottcn  and  lo\.e-for】crll.. 

これ 哈ど 全部 を 改作し、 さきの 緊縮して 及ぶべき かぎ 


Tye  -louse  thro、  all  the  k づ el  shines, 

Close-latticed  to  the  l〕roodlnw  heat. 

And  silent  in  its  dusty  vines: 

A  faint-blue  riclwe  upon  the  right, 

P5.  Gllptv  river-bed  ffefore. 

And  shallows  oti p  distant  sliorc. 

In  p-laring  sand  and  inlets  cnwllt. 

wut  *  Ave  Mary,-  Injulc  she  moan. 

And  .  A\,e  Milry,-  night  and  morn. 

And  .  All,-  she  sang,  *  to  t>e  all  alone, 

、fc live  forgotten,  and  love  torlorn. 


直少の 語 を 以て 精緻なる 一 幅の^^ を现 ぜん 


と 試みた る もの、 後の 『ァ アサ ァ 王の 歌』 などに 至りて 此風 益々 著る しく、 此 詩人が 大 なる 光景 を 

スケッ チ 

縮寫 する 特 得の 技 を 見るべし。 かれのす ベての 詩篇に 就いて これ^ 斧正の あと を 尋ねん は、 まことに 

興味 あ ^研究 なれ ど、 斯の 如き は 誠實 なる 舉 者が 尠くとも 半 世の 苦心 を必耍 とす 可し。 

四 卜： 一年 以後 その 死に 至る まで、 なべて 平靜 なる 詩人の 生涯に も 俗事の わ づらひ 時に 之 を 侵して、 

波 濶 なき こと 能 はす。 ある 企窠 者に 誘 はれ、 テ -I ソ ンは その 世襲の 產を 傾けて ある 會社 創業の 资に投 

じたり しが、 企圖 遂に 成らす して、 詩人 はこ こに 贫 困の 窮 態に 陷り、 ためにいた くその 健^ 害した 

りし かば、 サァ •  口 バ アト， ビィル 二百 磅の 年金 を 以て 急 を 救 ふに 至れり。 この頃 詩才 漸く 老熟の 境に 

入りて 筆 路签々 暢達なる にいたり、 また ルソ >ォ 以後の 社會 問題 ことに ベ ンザム の 功利 說 など を 考究 

して、 みづ から 固より 政界に 入ら ざり しか ど、 多年の 精 思 を ここに 致し、 その 結 菜 は 千 八 百 四十 七 年 

"The  Princess" の 大作と なり 一 あら はれぬ。 當時 世人が 注目した る 女子の エマ ンシ ペイ ショ ン に關 

する 詩人の 兑地 を、 羅曼底 格なる 戀 愛の 物語に 寓せ、 自然の 法則に 背きて ことさらに 女性 本来の 情 性 

を 抑 へんと する の 無用なる を 示し、 智的 方面に 男子と 拮抗して その 獨立を 主張す るの 妄を辯 じたる も 

の、 われ 等 をして n 本に おける 近時の 同じ^ 題 を 想 ひ 起さし む。 主人公なる 『プリンセス』 ァ イダ 

(wa) は 共 幼時に 結ばれた る 王子との 婚約 を 斥け、 進んで その 身 を 女子 高等教育の 事業に 委ねん と 

す。 王子 はこ こに 於て 二人の 友と 共に 身 を 女性に 扮し、 擧生 として この 女子大 舉に入 りたれ ど、 辜た 


ちまち に發覺 して 校を逐 はる。 王子の 父は强 ひて この 婚約 を 成就せ しめんと て、 プリンセスの 父に， M  | 

ひて 戰を 宜し たれ ども、 遂に^ 方 五十人の 戰士を 選びて その 勝敗に よりて 事 を 決せん とすろ の 協議 1 

なる』 しかるに 王子 この 決闘に 敗れて 慯 つきければ、 さきの 大 寧は變 じて 病舍 となり、 プリンセスみ 

づ から は 王子に 侍して 看誕 のこと に從 ひ、 枕頭に 歌の 卷を讀 みき かせぬ。 かくて 漸く 

Fn 一 m  ； ill a  closer  interest:  fknirislAl  1-11, 

Tenderness  tcu つ h  l:>y  t:oucli,  antl  lasl:,  to  diese. 

Lcvc,  like  an  Alpine  haret-cll  llunw  .with  tears 

By  some  cold  nlo.aling  glacier;  frail  at  Arst 

And  fec.blc,  all  unconscious  itseh, 

Bl-t  such  as  gatl.erM  color  (hlv ご y ュ ay. 

 The  p^o  FT/.. 

胸 こ^え しおの づ からなる 愛 はお さへ がたくて、 遂に 王子に 嫁す とい ふ 物語な り。 全篇み 

な 額？ おき、 id アコ- 2 ビュ ins ふ 議％ の 妙て 以てす。 殊にう" に梯 みたる 抒情 

詩つ 小品、 たと へば 漁夫の 妻が 歌 ふ兒守 歌、 討死に したる もののふの 妻の なげき を 詠みた る 短篇、 ^ 

は 『^^を 夕まぐれ われ 等 たどりて』 とい ふ 歌た ど は、 近英 歌の 絕唱 にして 多くの 讀者 を醉 はしめ 


たる ものな り。 此 作に 見えた る 女子 問題の 旨 はたと へ 時代. V 異にせる われら 異邦の^ 者に 興 あさし と 

する も、 その 戯曲 的 構想と 詞章の 絕美 とに 至って は、 能く 限りなき 翳與を 促して やます、 な 更に 全 

JIT の 美 を 顧みす して、 單に ここに 揷 人せられ た^ 短篇 扞情 詩の 珠玉の み を 以てする とも、 その 俊^の 

光 彩た ほ 能く われ を 眩せ しむる に 足る もの あろな り" 

この 詩人の 無事 平穏な ろ閱^ に 於て、 千 八百^  +年は 最も 記憶 せらるべき 時に して、 この 歳の "、六 

HH ミリ ィ* セル ウッド 嬢と 華燭の典 を擧 げしが、 伉疆の 極めて 多幸な りし は、 『われ かの 君を娶 りしと 

き、 聖擅 のおん 前に、 祌の 平和 はこの 身に ぞ來れ る』 とて、 のち 詩人み づ からの よろこび を 語れる に 

£ すべ し。 また 老詩 隱ヲル ヅヲル ス この 年 を 以て 逝きければ、 テ 一一 ソ ンは其 後 を 承け て桦冠 詩人の 榮 

職に のぼりぬ。 はじめ^ 相 は M 人の 候補者 を 選んで 之 を 女王に 薦 む、 リイ • ハント、 セリ ダン ウル 

ズ、 へ ン リイ • ティ ラァ而 して 硗 後に テ 一一 ソ ン あり。 され ど 皇配ァ ルバ アト 親王 は 曰 ごろ テ 一一 ソンの 

作 を 愛誦した まひければ、 桂冠 は途 にわれ 等の 詩人の 手に 歸 したるな り。 おも ふに 詩 職に のぼれろ も 

の古來 かなら すし も大詩 人に あら ざれ ども、 ヲ ル.、 ッヲル ス に^ぐ にテ 一一 ゾ ンを 以てした る は、 嚴密な 

. る 批評 も 亦 首-せす ると ころな り。 かれが 女王に 奉れる 歌に 湖畔 詩人 を稱 へて 曰く、 

" Victoria,  since  your  royal  ^race 

Ho  one  of  I ひ ss  desert  allows 


P91 —— 


.This  laurel  grrccner  from  ？ brows 

Of  him  tr5.t  uttered  notBlnp-  base;  3 

され ど此 年に 於て 最も 注 HI すべき は、 多年 かれが 心血 を濺 ぎた る輓歌 『イン •  メモリ アム』 "In  Me- 

ヨ -n.iai 一 「の 名作が 世に 公に せられし 事な り。 さきに 述べた る ごとく、 千 八 百 三十 三年 その 『はらから 

. よりもな ほうつ くしう したる』 友ァ アサ ァ • ハラム 

My  Arthur,  wllonl I  stiall  not:  see 

111.1  all niy  widow. cl race  ho  run; 

De»r  jis  <:Iic  Illotllef  to  th ひ son. 

More  lllan  Ir-V  l〕lo.tJlcrs  are  me. 

 h~  ミ、 -r ミミ. IX. 

-の 夭逝 を哭 してより、 ^人 はこ こに 端な く 人 il 生死の 大 問題と 接觸 し、 沈思 其 相：： 年 を かさねて その 限 

りなき 悲愁た 歌 ひし：，： "三. M 一 篇の歷 章い ま 漸く 稿 成りぬ。 饪節八 熟 昔の 四 行より 成りて ahh  a 

C 押^ ケ ゐ たる 此詩形 は、 極めて 稀に H リザべ ス 朝の 英詩た とへば ベ ン • ジョ ンゾ ン などに^ ゆる 

ものにし 一 、 なべて |0敝 莊 重の 詩 風に 適すれ ど 、『イン •  メモリ アム』 の 高調に 響く が 如き 悲^の^ 俅 

はテ 一一 ソ ン以 前に 於て 決して 聞く こと を 得 ざり しもの なり。 ハラムの なきがら を 英國に 迄り て 葬りた 
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る はクリ イヴ ドン 。 チヤ ァチの 墓地な り、 詩人 ここに 亡友の あと を 弔し、 俯仰^ 徊去 るに 忍びす、 滿 

1R ^條 として あたり 物 さびしさ^に 一 段の 悲哀 を 添 ふ』 

1 lie  Daml  一 〕e  to  tJie  Severn  gave 

The  (klrkcn  d lieart  .uult  llsat  no  rnore; 

Thcv  】a.Kl h31 l>v  tbb  pie に sa-nt,  St3cre, 

ArK】 ni the  hearing  <>f IJe  w£lve. 

There  twice  a  (klv  tl】9  Sev2.ll  fins; 

The  sah,  sea-water  passes  t>v. 

And  lulsncs  hah  .tide  babljlinir  Wye, 

And  2akcs  a  silence  in  the  nills- 

nle  Wye  is  hushwd  ncr  moved  along, 

An(l  husl】\l 5V  clee で ost  m,lcf  (Jr  all, 

when  ii】rd  with  tears  tliat  (.annst  fall, 

I IJmn  with  scrrcw  Ch.c\\n3、  sen ぶ. 


Tlie  tide  flows  down,  the  wave  again 

Is  vocal 3  its  wooded  wans  : 

My  deeps-  anguisll  also  falls. 

And  I  can  SJ)ealc  a little-  then. 

t  In  ilfioi き, hy. 

かく も 胸裡に 溢る るば かりの 愁思、 やがてお のづ から 彼 をして 深く 人生 を觀 やる の 機 を 得せ しめたる 

もの なれば、 科 舉の發 達が 宗教 信念 "根^に 動 榣を來 して 懐疑の 喑 潮に 悶 ふる 當 代のお 心に、 切 な 

る 影響 を與 へたる もうべ なり。 おも ふに 常時 は 某 # 敎が自 .E 信仰と 高等 批評との 爲に 原：^ 時代の 敎钹 

を 失 はしと して、 人心に 確固たる^ 仰な く 歸 趣す ると ころ を 知ら ざらん とすろ の 時、 これ を救濟 せん 

として か 0 一一  ユウ マン 等の 牛 津 運動 ありし 頃な り」 まこと や 人心が --TIK.1. つ Hvr ム. nlulc 

i.ailll  in  llollc-st  (1211>t,  wdit.vc  ale,  tl,uln  in  Kit  the  CT2. 二 s"(Irl  Mcrnoaam  x*rvl) と. stl 力 ご 

とき 狀： .ヒ. に陷 りたる とき、 われ 等の 詩人が 此 雄篇 は、 げ にも 不安と 絶望との 域お ま脫 して 更に 超 n 然 

の.. 卫大 な； v 勢ん に信顿 すべき ゲ敎 へたる 福音に 外なら ざり き。 詩 中の 語 を 以て い へば、 『1" 黑を 過ぎて 

TS! のみ^へ との ぼり 行く 大 世界の 祌 壇の きざ はしの 上に』 科學が 民衆の 心璲 的^ 活の^ 域 を 俊さん と 

する に i? して、 詩人の 念 v 示し、 入 ii の遝 命と！ K の攝现 との に は 解くべからざる 關係 ある を^ 示 


したる ものな り。 

結構の 上より いへば、 千 八 百 三十 三年の 秋 ハラムの 訃音に 接して より、 以後 二 年 有半の 問に わたり 

て、 絶望より 信仰に、 1  ロ黑 より 光明に むかへ る 心靈の 行路， を 欲. へる ひとつ づきの 物語 を爲 したり。 悲 

の- M まづ 吹き 起り て、 やがて 風 は 少しな ぎ たれ ど 海な ほ 荒く、 新しき 問題に 觸 るる ごとに 舟 は懷疑 

煩悶の 喑 潮に 漂 ひて 波間に ゆられつ。 遂に 海 しづかな るに 及びて、 心 露 やう やく やすらかに、 うらら 

かなる 碧空の もと、 輕 風に 帆 を あげて 平和の 湊を 指して ぞ 行く- これ 卽ち 聖書の ことば もて 一一 一一：； へば、 

あめ  なやみ  た 4 しひ 

『かれら 天に のぼり また 淵に くだり 忠難 によりて その 靈魂 とけさり、 こなた かなたに 傾き、 醉 ひたる- 

よろ は. ひ  くるしみ      なやみ 

者の 如く 踉蹌 てな す 所 を 知らす。 かくて 其 困苦の うちにて ヱホバ をよ ば ふ。 H ホバ これ を逮 難より た 

づ さへ 出で、 狂風 を しづめ て浪を おだやか になし 給へ り。 かれ 等 はおの が靜 なる を よろこび、 かくて 

^3はかれ等をその望むところの湊にみちびきたまふ13(詩篇第百七篇一 一六— 三 〇) とい ふ ものに 外 

ならざる なり。 

詩人が 人生 問 题に對 する 冥想 思索 を この 雄篇に 味 ふべき は 言 ふまで もな けれど、 哲理 そのもの は 固 

より- ズ藝 にあら す、 故に 秀拔 たる 詩歌と して 之 を 研究 せん ひとは、 この 作に 於て 詩人が 自然の 景情を 

きして、 胸奥の 感想と 之と 相照應 せしめた る 妙趣の ごときに、 深く 意 を 留めざる ベから す (前に も述 

：ぺ たるが 如く、 テ 一一 ソンが 常に ^鈸の 自然 觀察を 怠ら ざり し 事 は、 そのす ベての 作品に 徴 して 著る し 
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け れど も： r ^ 人 こ の 大作の ためにお も ひ を 凝らす こ と^に 前後 十 七华、 その あ ひ だ 居 を 移し て！： V := に 

觸. つ：.？，：：： 然 のさ まも 折々 に 異なり たれば、 作 中 またお のづ から 光景の 變遷 を^る ベ し。 ^は 小山の ほ 

とりに 遠く 海 潮の 音 を 耳に し、 また 林間に 小川の さ ざめ きを 聞き、 百花 殺亂の 11 生、 ^おた る 扮-ト の 

芝生 を逍 0- して は、 四 阇の景 みな 詩人の 胸奥に 入って 靈 化せられ、 折々 の 心情の 變 化に 作うて 之 を は 

映し、 一 ； おの i! に 緊密の 關 係を存 したり。 おも ふに 『イン •  メモリ アム』 は テユゾ ンみづ から： in へ る 

が 如く 『螝欲 0 斷片 集』 なる が 故に、 毎 節 その 內容に 於て 殆ど 獨^ したる 詩歌，.：：^ へ：： と：： 儿 做すべく、 

さながら 数多き 銃の 音 相 合して 一 の 和 諧の調 をな すに 似たり" 從 つてい ま 其 各^ 分に 就きて 然 ベ：^ 

法い 例證 を擧 ぐるに 難から す。 例へば 第 八十 五 歌の 如き、 自然 はこ こに 靑 春歡樂 のお も ひと 相 〈1: した 

る を 斑 ふべ く、 或は 第 百 二十 一 歌に 星 を 詠 じて 『うまし あかお-ゆ ふ づっは 始め 終りの 一 つなる につけ 

し 二つ 名。 わが 鍵の むかしと 現在 を さながらに、 みまし は 所 を こそ 更 ゆれ、 おなじき も のぞ』 と 歌 ひ 

たるが 如し。 また 初めに 叙景 を 試みての ち、 詩人の 心 もち を 之に 寄せた る ものに は、 壯歷 いふべ から 

ざる 秀什 殊に 多し。 たと へば 第 十一 歌に 朝 景色の しづけ さ を 描き、 之と 對 照して^ 1 に^ 十.，：：： 歌に、 -は 

吹きす さぶ 夕 景色に 詩人 胸奥の 不安 絡 望 をう つした る 妙所 あり。 また 第 百 十五の 歌に、 

ンこ \v  fades  tf-c  last  I<>np-  screak  of  snow, 

rjew  bourgeons  every  3£lze  cf  clulc-k 


Al,6ut  the  flowering  squares,  and  thick 

Bv  ashen  r 一し cts  the  violets  bicnv. 

Now  rin^s  the  woodland  1011(1  and  long, 

Tlie  distance  takes  a lovdk.r  hue. 

And  (ll.own-d  in  yonder  living  blue 

*n!e  lark  becomes  a  sightless  sonw- 

Now  dance  the  lights  on  lawn  and  lea, 

l"hefL:cks  arc  whiter  dtnvn  the  vale. 

And  milkier  every  nltll^y  sail 

O11 winding  stream  or  distant  sea  ； 

where  now  the  scamcw  pipes,  or  aives 

In  Yonder  gleiin^  Wi3»  mid  fly 

The  1,-appy  birds  that  change  their  sky 

Tc  build  ;-.n(l ご rco(l ; t.lla 叶 liv つ tlicir  lives 


From  land  to  land  ；  and  m  my  Drcast 

sprlafr  wykens  .too  ；  and  niy  regret 

Becomes  an  Apsi  T】OIOt, 

Aud  tmds  and  L-I0S8036  HIS 汁 bo  rest. 

とい へる は、 かの 『口 ックス レイ 館』 に、 へ 春の 日に わかう どの こころ、 戀の おも ひに 向 ふ』 といへ る 

秀句と 併せて わが 最も 愛誦す ると ころ、 舂を詠 じたる 英詩の 最も 秀拔 なる ものな りかし。 

『イン •  メモリ アム』 の 出で し 翌年 を 以て、 詩人 夫妻 は 南歐觀 光の 程に のぼりし が、 途上 巴 里に 於て 

ブラウ 一一 ン グと會 しぬ。 かの "The  Deky" の篇 は、 卽ち この 旅 を 歌 ひたるな り。 その 翌年 ゥ" リン 

トン 公の 死に 臨みて 作れる 哀悼の 歌 は、 桂冠詩人 として 最初の 成功な りき。 次いで テ 一一 ソン は ワイト 

のね に 家 を購 うてな がく ここに 居をト せし が、 遠く 連れる 草靑 きまき ばの ほとり、 松籟 潮 聲と相 和し 

て 詩人が 幽思を 養 ひぬ。 わが 邦語に も譯 せられた る輕騎 進行 曲 ( 一 八 五 四) の 雷霆の 森く がごと き壯 

調 は、 クライ ミア 陣中の 將士 之を誦 じて 滿 腔の 讃辭を 捧げた る もこ の 頃な り。 

南 英の幽 里 ワイトの 閑居に 人 を 避け、 しづかに 詩 思 を 凝らして 成りた る 作 を先づ 『モ ォド』 Masl 

(一八 ft 五) となす。 さきの 沈靜に 比して この 熱烈 を兑、 輓歌體 の 悲哀 あとな く 去って 戀 愛の 熱情 も 

ゆるが 如き を；^ して は、 讀詩界 はげに 詩想の 激變に 驚嘆な き 能 はじ。 蓋し 深 沈の 竹學は 今や 移りて 濃 
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艷 なる 戀 愛の 悲劇と なり、 之に 托して 功利 唯 物の 時世 を 難 じたる もの なれば なり。 この ー篇は 獨唱曲 

にして、 女 主人公 モす ドを戀 ふる 靑 年が みづ からの 身の上 を 語れるな り。 彼の 父 は 投機に 失敗して 産 

を 失 ひ、 その 結^ 乇ォド の 父 富 を 致しければ、 靑 年の こころ 甚だ 平 かなら す。 しきりに 市人の 不^と 

貪婪 を 難 やれ ど、 ^分 髮の むかしの モォド 今 は^に 戀人 ある をと めの おもかげ は 忘 じがたくて、 心 屮 

の 不 滿^ に m お.！！ の 情に 克っ能 はす" おも ふに あまる 胸裡の 熱愛 を 告げて はやがて^ ゆる 相思の 愦：： z を 

遂リ てこ まやかに、 人 しれぬ ，：は 瀨 のちぎ り、 さて はまた 舞蹈 はてし 夜の 園 生に か をれ る 薔薇 のに ほひ 

ゆかしう、 セ レネ ー ドの 歌、 聲も かすかに 人 待つ おも ひ、 精緻の 詩 筆に 描かれて ここに^ K かぎりな 

き： 聯の戀 愛 抒情詩 をな したる もうれ し。 また 事 遂に 露 はれて 決闘の 慘釗を 現じ、 主人公 は 國を遂 は. 

れて、 絕 望と 悔恨に 心 ちぢに 亂 るる 深 酷の 幾 章に 至って は、 殊に 近代詩 リな. りかし" 作者み づか 

ら言 へ る 如く、 此曲 やや ハ ム レ ットに 似た ると ころ あれ ど、 沙 翁の 大作に ゆる 深遠の 想 ある ことな. 

く、 殊に また 全篇の 結構 は 完全なる 一 の 物語 をな さすして、 支離滅裂の 譏 ある を 免れす" 其 美 は 全部 

としてに は あらす して、 寧ろ 各部 分に^: するな り。 これ 抒情詩 人の W 向す ぐれた ス羅曼 底 格の 作家の 

货 にして、 テ 一一 ソ ンの 如き も 常に 結 0 統 一 を缺 きたる 短所 ある を 免れす。 『イン *メ  v リア ム』 や 次 

に 述べん とする 『ァ アサ ァ 物語』 等の 大作 亦 皆 この 弊 を 免れす) 

『モ ォド』 出で てより 後の 數年 は、 また テ 一一 ソンが 沈默の 時たり) 特に 此 よりして 以後 は、 彼が 在 
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來 いまだ 多く 試み ざり し 叙. 事 詩と 戯曲と に 筆 を 染めた るに 注意すべし。 先 づ千八 百 五十 九 年 を 以て， 

そ。：^ んカを そそぎた る ； 代の 傑作 ァ アサ ァ 物語： Idylls  of  the  Kiwg  " の 最初の 四卷 あら はれぬ * 

雨 時な-隔てて 折々 に 出版せられ たる この 物^の 續篇 は、 千 八 百 八十 ft 年の 詩集 " 、rilvsias  and 

otiK.r  pee ョ のうちに 牧 めら れ たる 『バリ ンと バラン』 の篇に 至りて 大成せられ たり。 かの 好ん 

で々、^ の 卅.：^ にこち たき 談现を 交へ、 詞章の 美 を だに 鑑赏 する の 眼な くして、 猥りに 詩人の 世界 觀を 

^する やうなる 大 一一 1  一口 壯語を よろこぶ 人々 は、 『イン 。メモ リア ム』 の 哲^-的なる を こよな き 名篇の やう 

にい ひなし、 ヴァ アジ ルの 『イイ 一一 イド』 ゲェテ の 『ファウスト』 ダンテの 『祌 曲』 などと 共に * 時代 

思想の 反影た る大 詩篇と たた ふれ ども、 われ 等 は典歷 優雅なる 叙事の 技巧 最も 著る しき r フ リン セ ス』 

と、 この 『ァ アサ ァ 物語』 と を 以て、 詩聖 一代の 作品の 最も すぐれたる ものな りと 信す るな り。 おも 

ふに 戀愛俠 勇な ど 詩情 ゆたかなる 事蹟 を 村と して、 內容と 外形の 調和 全き 歴章 をな す は、 わが テ 一一 ソ 

ンの 長所と する 所に して、 『イン •  メモリ アム』 に 深奥の 哲擧 思想 を 求め、 『モ ォド』 に 熱 列-: の辩愛 をの 

み 賞 せんとす る は、 稍々 批判の 正鹄を あやまり たる もの か。 こはテ 一一 ソ ンが ブラウ 二 ングと 大に趣 を 

異にした る點の 一な りかし。 かの 有名なる 評 家 フレデリック • ハリソン 氏の テ 一一 ソン 攻^ 説 は、 いつも 

われの 首肯す る 能 はざる 所 なれ ど、 嘗て、 『ハ ム レットの 獨白は To  l)c,  or  not  to  l_c 以下 三十 二 行に 

通ぎ す。 しかも 其 思想の き-に 至って は、 イン •  メモリ アム 三千 行と ひとしく して、 人 を 動かす $ まな 
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毫も 遞色 なし』 (^一 flf^l^ ほ £) と 言 ひたる、 固より 誇張の i ほに 過ぎ ざれ ど、 なほ 半面の 眞现 なき 

にし も あらす〕 ず  1 し 精巧なる 盡趣 を帶 びた る 如き テ 一一 ソンの 詩 筆 は、 哲舉 的の 題目 を 歌 ふに 當 つて、 

^長に 失する の 嫌な きにし も あら ざれ * は なり。 

旣に 前章に 述べた ろごと く、 中世 傳說の 復活 は、 近代の 詩歌に おける 羅曼底 格 主義の 極 盛に 伴 ひた 

る 著る しき 現象に して、 就中 ァ アサ ァ 王の 俾說 は、 封建の 騎士が 禮節を 重んじ 義理 を 貴び、 敬虔の 宗 

敎 思想に 戀 愛の 至情 を あはせ た る 詩趣 ことに 深き 物語 にして、 英國 民の 思想 を 古 に 溯り て 繹 ねん と 欲 

する 者の 深く 留意すべき ところ、 從 つて そ を 詩材 としたる 者、 獨りテ 一一 ソンに とどまらす。 モリス、 

スヰ ンバ了 ンの 如き 大 詩人 も 亦 その 傑作の 題 村 を ここに 求めた るが 故に、 特に この 傳說 の. H 來に 就い 

C いま 槪略を 記述す るの 耍 あり。 

輓 近の 學者は 中世 傳說に 精緻の 研究 を 試みて、 ここに 重要なる 三 個の 系統 を 見出で ぬ。 S 第一 は怫 

隨ぼ 系統の 物語に して、 卽ち 所謂 carlcvi 一  ig;an  Cycle  of  IROilce または 『佛人 行事』 とい ふ もの 

是 なり 。 シャ アル マン 帝の 事蹟 を 巾 心 として、 武士  ロォ ランドの 歌の ごと き あり。 g 次な る は 羅馬系 

铳に羁 し、 希践 羅 馬なら びに 廣く 東洋 を も 含み、 ヴ ァ ァジル の 大作 『イイ 一一 イド』 中の 事蹬、 トロイ 

の 物語、 アレクサ ンダァ 王の 古 說等を 傅 ふ。 而 して 之と 共に 吾人の 最も 注意すべき は卽 ち、 g 英國系 

^に， 纏した る Arthurian  Cycle  cf  Kolnance にして、 ゲルト 民族の 幽玄なる 思想 を衮 はした る もの 
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たり。 以上のう ち、 シヤ アル マン 傅； 説の^^ はこ こに 複雜の 近世 思想 を 托する に 難く、 羅. は俾説 また 

素より 文藝 上の 珍た る を 失 は ざれ ども、 移して E ちに 近代の 詩文と な T に 足らす。 獨りァ アサ ァ 王の 

に 至って は、 當 時の 武人の 愛情 節 翁の 微を 穿ち、 こまかく 其 生活 を 描き たれば、 羅曼底 格の 詩 村 

に 璺 富なる こと、 他に 之と 比すべ きもの を：^ ざるな り。 

この 俾說の 由來？ 尋ねて 中世 詩文の 詳密なる S に 入ら スは與 味 ふかき 研究 なれ ど、 今 は そ を詳說 

する の遑 なければ、 唯耍を 摘みて^ はんに、 先づ 共ね 源に 就いては、 セ イン ッべ リイ 敎授の ごとき ァ 

ング a サクソ ン お 族の 古說に 基づく との^;^ ケ i? ふれ ど、 近時の 學說は 殆どす ベて ゲルト 起源 說に ！ 

^す。 紀元後 五六 世紀の ころ、 ゲルト 民族 はゥ. -ィ ルズの 南方より 大陸の ブ リタ 一一 ィに 移住し、 此地 

にァ アサ ァ 物語 を 殘 したりし を、 之に 隣れ る ノルマン 人 そ を 拾集して、 更に 幾多の 潤色 を 施しし が、 

かの ノルマン • コンク ェ ス ト のとき 此傅說 は 再び 英國に 逆行して、 後 遂に マ 口 リイが 喊^ の奇文 『モ 

ルト たタ アサ ァ』 となりて その 完成 を昆 るに 至りし なり。 いま 詩文に 現 はれた る 方面に 於て、 この 傳 

說巧展 の あと を尋 ぬれば、 ゥ" ィルズ の^ モンマスの ジ エフ リ (G8frr ふ， cf  Molllllollth) この 物^ を 

%^  .4  pv  J  、  /  コ -Histori;l  】".its ョ m 或は Ihsts.i;!-  Ke^lsl  J;rlt;5Ili;_-e 千ン ちり o お， 卜. c- 

^成して 『フリ トン 皆 翁』 一 百 三十 年よ リ其死 千 百 \f 十^の あ ひだに 成れ" と焭 ぼし ) の ^著 あ，' 和. 1 グ 

英文^-この 書に 負 ふところ 甚だ 大 にして、 たと へば 沙 翁の 『リイ ァ 王』、 『シム ベリン 」一 の 如き 大作 も、 

* ォ 《- ィ.. グレイ ル 

村 を ここに 得た るたり」 さ^: ど此 書中に 見えた るァ アサ ァ傳說 に は、 た ほ 未だ 聖 杯、 トリ スタ 


ン、 ランス c ツト たどの 物語^ 交 へ す。 千 百 五十 年の こ ろ、 ジ" フリ。 ガイ マァ (GeoAFrcIV  GailllaT) 

之 を ノル マ ン 語に 譯 して、 おなじく  "Etoric  (ks  wlxtons" と 題し 大陸に ひろめられ、 また ゥ エイル 

ズ の人ゥ オタ ァ。 マップ (Walter  Mapcs) の 散文に あら はれて、 ランス ロットの 事蹟な ど 新に 加 へられ 

ぬ」 され どお も 注目す ベ き は. f 一 一世紀の 後半に 佛蘭 西の ク レ ティア ン-ドゥ*ト 口 ァ (chr〔-ticn(k  Troy- 

CS) が 艽篇 の 物語に して、 從來の 傳說の 次序 を 正し 叙述 を 明らん に！、 歐洲 近代詩 文に 多大の 影 を 

あたへ たる 偉功な がく 沒す 可から す。 その 一 ： 小 車の もののふ』 ：Le  Chcvaiier  de  la  cllan-ctte  i 

に 於て 吾人 は はじめて ランス 口 ットと 王妃 ギネ ギィァ との 戀を 昆、 二 『獅子に 助けられし 武士の 物^』 

tl、c  Chevalier  au  L3-cn  " 三 『ェ レ クとェ 二 イド』 ： .Erec  et  Enide  -  (こ はゥ ェ ィルズ の 物 許^ 

『マ ビノ ギオ ン』 MabilK.gioll より 出で、 テ 一一 ソンの 了 アサ 了 物語のう ち " Gerahit  and  Enid  - と 

なれり)。 四 『ク リゼ H』 " CHg ゆ s  " に は ロメオと ジ ユリ エツ トの やうなる 戀 物語な ど ありて、 だ •：：： 人後 

に は、 ワグネルの 樂劇 によりて 近時 わが 邦に ひろく 知られた る 『ペル シ ヴァル』" pcrs.valc  " に、 

ホ才 グレイ ル 

聖 杯 傳說の もと を 窺 ふ 可し。 され ど憾 むらく は此篇 のなかば にし 一作 者 は 世 を 去り たれば、 今 

ゃ聖 杯の 行 銜を說 かんとす る條 にて 物 Jf;i は 終れり。 これより 後、 千 二百 五十 年の^に 至る まで 佛蘭西 

に 出で し 多くの 散文の 物語 は、 また W び 英國に 移りて、 ゲルト 傳說に 著る しき 變化 を與 へぬ" 

後 殆ど ニ^: 紀を經 て、 英國 における 最初の 印刷業 者 カクストン あら はれぬ。 古書 を 上 木して 英！： 文 
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燄 の^^ を 防ぎし 偉功 もとより 大 なれ ども、 千 四百 八十 五 年 マ 口 リイの 名著 『モルト *ダ アサ ァ』 (sir 

闩 hsllas  Maldlys  1V1C1.1C  CTArthur) の 上梓に 於て、 彼 は實に 千古に 沒す 可から ざる 記念-.,，.^ 乘に 

のこしし なり。 蓋し マロ リイの 此奇書 は英阈 中世 に 於け る 傳奇發 達 の 最後 の 時期 を 割した .ん ものにし 

て、 從來 すでに 幾多の 變遷を 遂げた るァ アサ ァ物認 は、 マ 0 リイの 詩趣 ゆたかなる 暢達 簡雅 の^ 文に 

あら はれて 其 完成 を 見る に 至りし なり。 中世 武人が 俠 勇の 氣と 崇高の 節と、 皆 沈靜の 調を帶 びて 極め 

てお 樂的 なる^^に 描かれ たるめで たさ は、 遙に代 を 隔てて 十九 世紀の 大詩 人を勳 かした るも陉 むに 

足らす。 

ラウ ンド i アイ ブル 

0 い：： 十の 武士に 圍 まれた る 中心の 人物 ァ アサ ァ王 は、 のち H リザべ ス 朝の 英文 舉に 於て、 ス ベン 

フ ェ ァ 》; クヰ イン 

サァが 『仙女 王 H の 大作に、 十二の 德を 代表せ ろ 勇士の 物語に その おもかげ を 忍ぶ ほか、 爾後な がく 

^珂沒 ^のク ラ シ ッ ク 派の 勢力に 壓 せられて、 この 豐 匿なる 傳說は 詩文 界 にあら はれ ざり き。 (ミルト 

ン はじめ - 大叙 ポ厶时 モ 作らん とて ァ アサ ァ 物語 を材 とせんと したれ ど、 遂に 之 を 捨てて、 『失 樂園』 を 

とり、 ブラック モ オア、 ドライデン 等に 至って 『ァ アサ ァ王』 の 曲 あれ ども、 これ 等 は 多く 一一 一一 c ふに 足 

らす) かるに 十九 世紀の はじめ、 羅 经底格 文 舉が冲 天の 勢 は 古書 堆裡に マ 口 リイの 古 ま？ V 探って、 

再び 之 や 梓に 上 ぼす に 至りぬ。 テ-ー ソン はこ こに 於て ス ベン サァの 遣 風 を 追慕して、 マ n リ： (テ 一一 

ソンが いへ る MUIlccr) の奇寄 を 村と し、 更に これ を 近世 化し、 この 巾 世の 美談 は 面目 を 一 ^ して 十 
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九 世紀の 英文 舉に 出現す るに 至りぬ。 

『王者の 花ァ アサ ァ』 Fins 力 eguni  Ar?rrs とたた へられた る此 英雄 王の 事镜 は、 もとより. ^锘に 

微 して 確かめ 得べき ものに 非す し て 、 國民 の 想と す る ところ を 傳說に 托せて 作り た る 英明 の 君主な 

り J 占へ ズリ トン 人り 王 U1  一 K.r の 子に して、 ^劍 を妖 術 者 M2-HI1 より 得、 當時 王化 地 を拂ぅ て 、 

麻の ごとく 亂れ にみ だれし 國土を 平定し、 アン グ。 • サ クソン 民族の^ 屋を 抑へ、 蘇 蘭 愛蘭に 轉！ if し 

て之ケ 服し、 装；#敎 的^ キ； として 上帝の 命 を かしこみ て、 異敎 徒の 跳梁 を 防ぎた るな り" はじめ カメ 

リア アドの 王 レオ. K グ ラン (Leodllgrall,  I〈illg  of  cameliard) の 請に よりて 其國を 平定せ しが、 事 成 

り て 遂に 北-女 ギネギ ィ ァ Gucnever,  Guinevere と婚 す。 ァ アサ ァ が 宮廷に こ の 新 后 ，て迎 ふるに 當り 

て ？！ 衞の 住に あたりた る もの は、 ちラ ン スロット Laiic -」 ot にして、 此析 すでに 二人が 道ならぬ 戀 

は はじまり、 他 HI 王阈 滅亡の 因 はやく ここに 胚胎したり しなり。 かくて 名 だかき 十二 囘の戰 に 一 も肷 

を とらす、 連勝の 榮を 重ねて 經阈の 大^ !i く 成らん とする に當 り、 王妃と 通じた るラ ンス n ッ トを討 

たんと て、 ァ マゾ 「ノア は 膺懲の 師をブ リタ ニイに 向けし 其^、 掭 政たり し Modred また 叛旗 を かかげ 

ぬ。 王は歸 りて W び 之ケ. 伐ち、 モド レッド を 殺せし が、 身 また 致命の いたで を 負 ふに 至れり。 王の 理 

想 は 遂に かくて 空しき に 終り、 圓 卓の 武士み な 散 じて、 國土は 再び 四分五裂の さまに かへ りぬ。 

この 物語に 關聯 して また^に 聖杯搜 索 (La にミ ste  dd  Saint  Graal ) の傳說 あり。 聖 杯と は 基督 


305 —— 


V ぉ& の S 餐の 折に ffl ゐ たる 杯 ("The  cup,  the  cup  itself,  from  which  our  Lord/Drank  at  th ひ 

la-Jet  su l>J>rr  \v】1:n  his  crwn.  ,,—Tennvson,  The  Holy  Gmil) にして、 その ありかに 就きて は衆說 

粉々、 遂に 行衞を 知らす。 此器 ときに 光明 を 放ちて 出現す る こと あれ ども、 潔白 純正なら ざる 人の 之 

に 近づく あれば、 忽ちに して そのす がた を沒 すと いふ。 ァ アサ ァ王 配下の 所謂 圓 卓の 武士 競うて この 

祕の器 を 求め/事に 力 を 致し、 うちの 一 人 遂に 之 發見 すと 傳ふ。 

この 傅說 を用ゐ たる テ 一一 ソ ンの諸 作 を 合 はせ、 题 して 『牧歌』 とい ふ は、 おも ふに idyl (また i- 

dyll に 作る) の 語 は 此體を 創めた るセ ォクリ タスの 古詩に 繪 粛 的 詩歌 を 意味し、 牧人の 戀を歌 ひ、 漁 

夫の 生 を ゑが き、 後代の 詩人 これ を拔 して、 多く は 田園 素朴の 生活 を寫 したる ものな り。 テ ュ ソン はこ 

れを稍 廣赣に 解して、 題目の 如何に かか はらす、 すべて 一幅 II 圖の觀 をな したる 作と なし、 少壯 すで 

に 此秫の 作 多 かりし は 前に も 述べ たれ ど、 この ァ アサ ァ 王の 歌 は 特に この 性質 を帶 び、 各篇 みな 獨立 

したる 物語に して、 一連 緩 をな したる 眞 正の 叙事詩と は 稍 その 體を 異にしたり。 ただ 其 中心た る 人物 

と 思想 感情と は、 すべて 十一 ；篇を  一 ^したれば、 一 の 罪惡が 漸次 その 勢を逞 うして、 最後の 悲劇 を 現 

する に 至る までの 發展 の行徑 をた どる こと を^べし。 なほ 全篇 結構の 統一 を 保たん ため、 物語の 叙述 

を W 季折々 の 景愦に 配して、 春夏秋冬の 卷に、 おのく 移り行く 自然の 風致 を 背景に おきたり。 先づ 

ァ了 サァの 生れた る を 歳の はじめと し、 ギネ^ ィァ との 結婚 を 春の 卷 とし、 H 一一  イドに 至って 夏に 入 
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る。 次いで H レインの 悲しき 戀を 叙した る は、 『；： 者 さに 窓う ち 開きた る』 九夏 三 伏のお にして、 かり 舄 

お リイ ，ゲレ ル 

やの 武士が 聖 おのかげ をみ とめた る も S なり。 而 して トリストラムの 戀を說 くに 至って は、 金 風 

梢 を 渡り 黄葉 凋落の 物淋し さ を この 悲哀の 一曲に ffi したる 妙 あり。 更に 進んで、 ギネギ ィァの 悲釗に 

は、 木枯 ふきすさび 初霜し ろき 晚秋 初冬の 景を 添へ、 最後 『ァ アサ ァ王 去る』 の篇に は、 寒月 そらに 

凍る とお ぼしき 夜半の 懂愴、 うたた？ £ 者の 悲痛 感慨 を 深から しむ。 

今 その 題目 を、 著作 年代の 次序に よりて 列記 すれば、 


Merlin  0.11(1 く i\，lcn. 

Utnn  were 

The  Holy  Grail. 

The  Passinir  cf  >^^.--CMt. 

1ズ~1： Ihc  Last  l<)llrnamc3L 


-に uid 
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1872:  〇alvth  and  Lynettp 

1SS3:  Balin  il Ba 一 a? 

このうち Geraint  and  Enid,  Marriage  of  Geraint の 一 ー篇を 除きて、 他 は 皆 マ u リイの 寄に 村 を 

取りた るの みならす、 辭 句のう へに 於ても そを路 襲した る あと 冬 かれ ど、 ー篇の SB 隨に 至って は 全く 

此 詩人の 獨 創に 出で、 古書の 趣 を 去り、 從 つて 事實の 上に も尠 からざる 變更を 加へ たり" 而 して その 

訶藻聲 調の 美 は讀 者の 視聽を 動かして、 さながら 色彩 ゆたかなる！ I 幅に 對 して ® 哓 の 樂弊 な- 耳 に す る 

の 想 あらしむ。 もとより 辭 句の 洗煉に 於て すぐれたる テ 一一 ソ ン の作屮 にも、 わきて たぐ ひ 稀なる 禿 什 

なること は、 研究者の 第一に 注目す 可き ところ なれ ども、 われ 等 はこ こに また、 全篇に あまね き道德 

思想が 其 背後に^: する こと を 忘る ベから す。 此作 中に あら はれた るァ アサ ァ王 は獨り 王者の 德 たかき 

を寫 したる にあら す、 圓 卓の 將士の 事蹟 はまた 中世 武人の 戀愛 胃險俠 勇の 氣 をのみ 示した るに 止まら 

すして、 人生に おける 善と 惡 との 衝突、 吾人の 心 翳と 肉體と の^を 描きた るな り。 全篇の 終に 附 した 

る跋歌 『女王に 捧ぐ』 の篇、 

 Accept  this  old  imperfect  tale, 

New-Old,  and  sn  d()v-lnt?-  sens,-  at  wilr  with ひ oul 

father  tlmn  that  gray  iu-g,  whose  name,  a  ghost. 


streams  lil<:e  a  cloud,  man-shaded,  fros  mountain で eas. 

And  ckaves  .to  C£li3  and  crornken  still ； or  liini 

Of  Geo£F.cy*s  IVJClt,  or  liim  of  MaIleor*s  one 

louclrcl oy  the  adulterous  fins?r  of  a  unle 

nlat  hover  d  between  \vyr  and  wantonness, 

Aiul  cro\VTn3K.S  and  u ひ tp-ronelllcnts  : 

と霄 へ る は、 詩人み づ から 能く 此 作の 性質 をい ひ顯 はした る 語な り。 

王 國興廢 の あとに 就きて 考 ふれば、 先づ "The  cclllinw  of  Arthur" の篇 これが 發端 をな し、 ァァ 

サァは 王位に のぼりて 異端 を征 伏し、 "Gareth  and  LylK.tte  " に 於て は 旭曰冲 * 大の i! 遝を なして、 

圓 卓の 將士 みな 智勇なら びな く、 ァ アサ ァ其人 はさながら 地上に 基督 を 代表した る 王者の 概 あり。 こ 

の ー卷 にの み 王妃 ギネ 茅ィァ のこと 全く！ a えす して、 敗德亂 倫の あと 毫も 現 はれす。 "Enid" の卷 に. 

至って 漸く、 この 王國 滅亡の 因 ケ- なした る 不德の 分子 その 兆 を あら はし、 先づ ギネ. 井ィァ より 初 まり 

たる 不信 嫉妬の やう やく 朝臣の 間に 瀰漫 せんとす。 H ネ の將士 のなかに も すぐれたる 一 人ジ レイン ト 

は、 その 妻 H 一一  イドに 此 風の 感染 せんこと を 恐れて 宮廷 を 去る。 或 時、 半醒 半睡の 間に H  二 イドの 言 

ひたる 語 を 耳に してより、 ジ レイン トは 漸く 妻の 愛 を 疑 ひて 之 を 酷遇した りしが、 身 は 創痍に なやむ 
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に 及ん で 、 妻が やさしき^: 護 に 初めて 其 誠 實をさ とり、 ここにみ づ からの 誤解 を悔 い て 伉 儷 ふ た たび 

睦まじく、  二 入は樂 しく 世 を 終りぬ。 次で "Elaire". の 一段に 至って は^に 後の 悲劇の 序幕 を 開き 

たる ものにして、 淸淨 無^なる この 『ァス トラ ットの 百合 をと め』 が、 ランス y ット を. A: も ふ あはれ な 

る戀の 物語 は、 幽婉 の悲調 を帶 びて 篇 中の 白眉たり。 はじめ ランス a  ノ トは 晴れの 試合に 列せ ざる 山 

を 王に 吿 げしが、 王妃 ギネギ ィァの 一 百 もだしがたく、 迄 こ， 其 名 を 匿く して 演武のお に 臨まん とす。 途 

にァ ス トラ ッ 卜に 立ち寄りて 他 入の 榍を 借りお のれの を贤 けて 去りぬ" かれの 榍 をぁづ かりて 護れ る 

ものに こそ、 ひそかに 淸き胸 をな やまし、 此 勇士に 切なる おも ひ を 運べる H レインな り けれ。 さる ほ 

どに、 ランス ロット は 演武の 庭に めざましき 武功 を樹て たれ ど、 身に いたで を 負 ひければ、 退て さる- 

隱者の もとに ひそみぬ〕 少女 ここに 勇士 を たづね て 看護に 力 を盡 くし、 やがて 包む にあ まるお も ひの 

たけを 語れば、 ランス ロットの 意す でに 王妃に あり、 彼は筌 しく 獨り 去って 王宮に かへ りぬ〕 少女 は 

かな はぬ 戀 にい ゃ埒 す胸の なやみ 積り つもりて あはれ 遂に 世 を 去りけ るが、 死に 臨みて 萬斛の 愁^ も 

哀歌に 寄せた る もの 悲調 ことに 深し。 

： Sweet:  is  .true  love,  ？ o.  wlven  in  va-n,  in  vain; 

And  sweet  is  death  wile で uts  an  end  to  pa.5 .. 


I  I<no\v  nol:  which  is  sweeter,  no,  not:  I, 

Love,  art  tliou  sweet?  tlien  death  niusl; t- ひ： 

Love,  thou  arl:  Litter  ；  swoot:  is  death  30.  • 

c  JLo づ e,  ir  (！c£l th l>e  sweeter,  let  3e  (He. 

ひ \v(-(t  I、o\，e,  tho/t  seems  not-  sacle  to  fad ひ a/way, 

ゾ \v  (t  二 eath  tluit  s リ ems  to  2a】《e  us  loveless  ekiy, 

J l〈n<) メ v  m>1:  which  is  sweeter,  no,  not  I. 

，*  I  i,am  would  fclknv lo づ c,  if  1:lmt:  could  be; 

ト needs  二三 st  r:I 一 o\v  dt-ilth,  who  Cftlls  for  3C; 

Call  and  I  follow,  I  follow  ！  let  me  die." 

遣 言に より、 白衣につつ まれし をと めの むくろ を 一葉の 小舟に 托し、 右手に 白百合、 おがに おも ひぶ 

み 持たせて、 啞の 老翁、 河 を 溯りて、 力 H レオン (caerk-on  upon  usk) なる ァ アサ ァの 王^ I こ 至り 

ぬ。 王 はこの ふみを 昆て 深く その 最後 を憐 み、 さきに 少女の こと を 聞きて いたく も 怒れる 王妃 ギネザ 
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ィァの 疑 も 4 'は 全く 解けて、 むくろ を 厚く 雜られ ぬ。 

ひとたび 兆した る 頹勢は 之を遏 めんに. S なく、 卷を逐 うて 惇德亂 倫の さま 益.々 甚し うして ：The 

Last  Tournament" の篇に は、 マァク 王の 妃 イシ ュルト が 騎士 トリストラムと、 ひそかなる 逢瀨の 

かたら ひ^ま じう、 戀 愛の 高潮に 危機 その 身に 迫れる を 知らす、 朱唇 イン シ " ルト のうな じに 觸 ると 

^ れば 

" wut  while  he  bow 一 d  to  kisf"  the  jewdl-d  throat;, 

out  of  tlic  (itlrk,  just  as  tlie  lips 1 ブ <J  t(mcll-<J, 

JBehind  him  rose  a  shadow  and  a  shriek — 

- J&ark 一 s  wav,-  said  Murk,  and  doATe  hilr-  thrcllwh  tye  !3raln." 

かくの 如くに して 節義 良 操 漸くす たれ、 遂に 『ギ ネギ ィァ の卷』 の 悲劇 を 見る に 及びて は、 さし も濟 

^たる 多士を 擁して 成武を 中外に ふる ひし ァ アサ ァの王 國、 はかなく こ こ に 土 崩 瓦解の 悲運に 陷り 

ぬ。 常に； 土 位^ 奪 を はかりた りし 皇甥乇 ドレ ッド は、 その 惡 める ランス ロットと 王妃 ギネ， 井ィァ との 道 

ならぬ 戀^ あばきければ、 ここに 相思の 二人 は あかぬ 刖れを 惜しみつ つも、 直に 馬に 鞭う ちて 遠く 逃 

れ、 ギネギ ィァは 其 名を齿 げすして ァ アム ズ ペリイの 精舍に 入り、 ただ 一人の 尼に か しづかれ て 憂愁 

て a を迖 りぬ』 K にして ァ アサ ァは 北に ランス ロット を 討ちて より、 更に モド レッド を 攻めん とて 西に 
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向、、 S 一す がら、 ひとり 精舍に 皇后 を 訪ふ。 此時 愛情い まな ほか はらす して 『われ 雨 を 凝さん、 永遠の 

种が说 し 給 ふごと くに』 と 言へ る數十 行に わたれる 王の 一 S は、 人情の 機微 をつ くして 片-墓 句も^ 

ふかく わし 等の- it 阡に 徹する おも ひ あり、 王 は 過ぎし 曰 をお もうて 王妃 を 責めて いはく、 

An(l  till  thl-s  throve  until I さ edued  thee  ！ 

we.icvillw  s lo  mine  helpmate,  one  to  feel 

My  lK,-r  ose  rnKl  rcjolclnw  3  my  J(>y. 

Th21  canic  thy  shameful  sin  with  L ョ K.crt: ; 

Then  came  the  sin  of  IMstrani ョ 1(1 Is:lt; 

Tlien  ethers,  following  these  my  might 一  st  knights. 

And  二 rawing  foul  cnsfslplc  from  lair  names, 

sil- n ヒ also,  till  the  loathsome  。1 隱 

cf  all  HIV  heart  had  destined  did  obtain. 

And  all  tl3y  thee! 

き. I? ァは 伏して i し。 旣 にして 王 ここ I し 去りて 後、 彼女 は 過去の f 吿 白し、 『王の 大 

f 反りし i の われ』 なる I 尼に 吿げ、 これより 持戒 潔靈 にこの 精舍の i となり、 一二 年の 後 


313 -- 


にして 身 まかりぬ。 次に 全篇の 總收 たる" The  Passing  of  Arthur" の卷 は、 王が モド レッド 討. V 

の 最後の 激戰を 叙し その 末路 を 歌 ひたる もの、 悲壯 沈痛なる 英雄 物語の 結尾 をな す。 亂 世に出 現して 

正義と 人道との ためにお のが 理想 や- 實 現せん としたり しァ アサ ァの 志 今むな しく、 偉業な かばたら す 

して、 王妃う ちに 操 を やぶり、 股肱の 老臣 ほかに 叛旗 を かかげて 王位 を 危う せんとす。 危惧 憂慮のう 

ち 王 は 遂に その 最後 の戰に 出陣す。 

For  I,  tfelnw  simple,  tliought  to  work  His  will. 

And  have  .hut:  stncken  with  ？ o  sword  in  vain  ； 

And  all  whereon  I lean 一 a  in  wife  a3d l-risla 

is  traitor  .to  mv  peace,  「incl aJi Idy  realrn 

Reels  book  into  the  beast,  and  is  no  rnore. 

My  God,  1:hou  llasrt  forgotten  mc  in  3V  deatli ； 

May — occ  my  VJlnst — I  一) ass ーョ t  sliall  net  die. 

中... 5 ふかく も とざせる 濱邊 に兩軍 は相會 しぬ。 『悲しき 曰の ゆうべと なれば、 たそがれの 物凄 さは I5r 

に 加 はりて、 北より 吹く 烈しき 風狹 霧を拂 ひ、 風に 作 ひて 潮 はまた 高まりぬ。 王 はお もて 色 を 失 ひて 

戰气 を^ 渡した まへば 笾 影な し」 。やがて モド レッドに 遇 ひ- - ー擊 これ を斃 し、 みづ から も 亦 致命 Q 
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いたで を 負 ひた まひぬ。 こ の 時 ひとり 生き 淺 りし 圓 卓の 武士べ ，チ ィ ギィァ に 命じ 資劍 『 M クスカ リバ 

ァ』 を 水に 投ぜ しめ 身 は 助けられて 湖畔に いたり、 ここに 王 は 麗人 をのせ たる 小舟に 迎 へられ、 何處 

ともなく 去って 遂に また その 行銜を 知らす。 末 段の 救 節 はげに 辭 章の 壯麗 をつ くして、 自然の 叙景と 

事寶の 配合と が 精妙 を 極めた る は、 古人 マの 英詩に たぐ ひ 稀なる 高調な り。 滿 E 蕭條 として 人影 かすか 

. なると ころ、 ベ ディ ギィァ は獨り 湖畔に 立ち、 傷 を 良 ひたる ァ アサ ァは 寺院に 近く 身 を^た へて、 こ 

の 勇士が 劍を 水中に 投じて 歸り來 る を 待てり。 

■  s£lvinw,  t.rorn  the  ruin に 1 slinnc  he  stept. 

And  in  tlie  soon  "Ithwart  tll」 p 一 nt.c こ f  tomlos, 

Wlierc  lay  !;l-le  nli^Ilty  一〕 C3C.S  cf  ancicnf:  321, 

Okl .ksghts,  £u】 二 こ V(T  them け he  sea-  wind  sfsg 

onrin,  dsn,  with  Htxkes  (>t  foam.  He,  stc づで ir-p-  dmvn 

By  zigzag  f-atlls,  and  juts  of  IKJl-nted  rocJc, 

vlanle  on  tlie  shining  levds  of  th-c>  lake. 

ァ アサ ァ をし て 多年の 武功 を樹 て しめたる こ の 靈劍を 今 さすがに 抡て かねつ、 ベ. ティ ギィァ は 一 一度 ま 一 

でも 之 を 匿く さんと 試みぬ。 王 は： 爾 わが 命 を 采 したる 折な に を か a し 何 を か 問き しと^へば、 武士 は お 


t め は 

I lKar(l th ひ ripple  \v£l, 二 nnt?  in  the  re  ds. 

And  the  \v-  d  water  !app】l】yj  cn  the  crap-/ 

次の 折に は、 

I 】learcl  the ン vat-r  lapj 一 in リ cn  th ひ crtitr. 

And  tl】c  long  npplc  wwshir,^  in  the  reeds.* 

冬 の^ 調す でに 能く^ 寞の 光^ を-つつしたら す や。 武士 遂に 命 を 奉じて 之 を 水に 投す、 劍影 f 、： として 

■CC 光に きらめきて は、 

/lie  irlvilt  l,>rajl 二 

jAlade  n^lltnla^s lr-  the  SPICruksr  or  〔hc ln(K)n, 

And  flashm^  r(5n(l  and  rcllnd,  and  \v!llr-\l 5  an  arch 

Shot  like  a  streatscx.  of  the  ncrth  rn  nsrn, 

occn  where  the  movlnlr  isles  of  winter  S1KK-1C 

By  lllKht,  with  noises  of  the  ^cn?03  SCNr 

かくて 王の^ 勇 を 代表した る籙劍 すでに^ てられた る は 武力 盡 きたる を 示し、 王 を 擁して ァギ リオ ン 
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、の 谷 に 隱れた >c 麗人 は、 英魂 を淸 涕 ^裡 に 誘 ふ： 大使の ^徴な りと はる ベ し。 

王ァ アサ ァ、 ^肱の 臣 ランス ロット、 王妃 ギネギ ィァ、 また 叛逆の 將モ ドレ？ ド など、 みな その 侗々 

の 性格に 於て は、 ホ ォマァ のむ かしょり このかた 東西 古今の 詩文に たぐ ひ 多く、 必 すし も奇拔 なろ に 

は あら ざれ ど、 かか ス 古代 傳說の 人物 を 起して その 思 和； 感情 を變じ 、 页に 十九 ^紀 の 舞臺 に 活躍せ し 

め 祌祕の 趣 を 失 はすして 能く 近代 民衆の 最も 高き 美感に 訴へ、 その 道 德心を 動かした る は、 テ 一一 ソン 

の ごとき 大才に 非. f んば能 はす。 殊に 其 中心の 人物た るァ アサ ァ王 は、 王妃の 言へ る 如. く、 げ にも 

rtlle  faultless  kinw  " にして、 また " the  highest  and  most  hum ョ i tco" なる もの、 ここ に^め 

て 5 お 高なる 淸き 人格 を 現じて、 その 寬厚、 慈 仁、 勇武の 德 を遣憾 なく 發揮 せしめた る は、 詩聖が 现想 

とすると ころ を體 現した る ものに 外なら す。 之に 配す るに ギネ. 井 ィァ、 ヱ レイン、 ランス D ット等 を 

以てして、 人 認惑慾 情なら びに 聖愛 等の 分子 を 交へ、 ここに また 圆卓 を圍 める ー圑の 勇士 を 描き 

て、 巧に 紛糾 錯雜 せる 近代 思想 を 中世 騎士の すがたに ^したるな り。 地上に 基督の 王阈を 建^せん と 

てァ アサ ァが 最も^ 賴 したる この 圓 草の 武士 は、 王が 『祌と 人との ため』 に盡 くせる 大業た 輔 けたる 

智勇 兼備の 猛將 にして、 Gawain,  Modred,  Gareth, (以上の 三人 は 王の 甥な り.) 1-cdivcre,  Lancdot, 

J に ay,  Gcraint,  walin,  IVistrani,  Galahad,  Percival,  rellss 等 は その 最も 精鋭なる ものたり〕 この 

ー國の 勇士が 如何なる 性質の ものなる や は、 『ギ ネギ ィァ』 の卷 中、 精舍に 王妃と 會 したる 折の ァ アサ 
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-. ァみづ からの 語に 明らかたり。 いはく 

wut  I  was  first  ()f  all  thie  Ics^s  WV5  drew 

The  kni^llthood-errant  of  this  realm,  and  all 

Ihc  rcalnis,  t(>5Jlncr  under  Ine,  their  H_,  ad. 

In  tliat:  fair  order  of iny ヒ able  Round, 

A  glorious  com づ any,  Uie  flower  cr  rncn, 

-To  serve  as  1】K)(1C1  for  th^ Islghtv  .world, 

bo  is  fair  IJCSnnlllg  of  a  time 

I 】lla<Je  ^llcrn  kiv  tlieir  isnds  in  "nine  £5(1  swear 

1\)  reverence  the  "Is  if  lie  were 

Their  conscience,  and  t-clr  conscience  as  their  king. 

To  break  the  heathen  and  uphold  the  rllnst, 

T:  ride  t、l 一) road  redress ョ lu ニー- aii wrings, 

T<>  s 一 >(-ak  no  slander,  no,  n(>r  listen  to  it, 

T<> 】 つ； h1 sweet  】l\.es  In  purest  C-Klstny, 

To  iovc  one  maiden  only,  cleave  to  her. 

Arid  worship  lier  by  years  of  noble  deeds 


lentil  uley  won  licr  ；  for,  indeed,  I lenew 

no  more  subtle  master  under  heaven 

さ  i 一 3 is  tlic  mfuden  passion  tor  V.  3aid, 

i\cn  only  Keef-  dcw.n  tlie  loase  in  in. 二 i 

l}=t  tcacli  liigh  tnoup.llt  and  aiiriablc  words 

And  courtliness  and  tlic  desire  of  tilme 

And  jovc  01  .trutll  and  all  th-at  makes  a  spa. 

千 八 百 五十 九^ 最初の 四卷を 公に せし より 時 を 費す こと 前後 一 一十 年、 われ 等の 詩人が 畢生の 技 を 揮 

ひたる 鸫心刻 骨の 作 『ァ アサ ァ 王の 歌』 すべて 十二 卷の麗 章 は、 獨り 十九 世紀 英詩の 光榮 たるの みな 

らゃ、 直に ミルトンの 『失樂 園』 とその 光芒 を (命 はんとす る 一大 叙事詩な りと 言 ふ も、 あながち 過褒 

にあら ざるべし。 物語の 布置 結構に 統一 を缺 き、 また 後部の 諸卷に 至って 漸く 羅曼底 格の 趣味う す 

く、  ^德の 寓意に 偏した るが 如き 非難 は あれ ども、 かの ゲ H テの 『ファウスト』 におけるが 如くに、 

詩人が 長年 月 を费し たる 大作に は、 作者 そ の 人の 複雜多 趣な る 思想 の變遷 おの づ からこ こに あら はれ 

たれば、 傳 記の 方面より 之れ を觀 察せん も 亦 興味 ある 研究な り" 

之に 次いで 千 八 百 六十 四 年 を 以て 出で たる は 『ィ ノック *ァ アデン』 にして わが 邦に も 旣に數 種の 飜 
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譯 ありて ひろく 世 に 行 はる。 こ はさきの 『ァ アサ ァ 王の 歌』 が大 英雄の 事蹟 を 題 HI とせる と 全く 其 

アイ ディル 

r, を^に し、 現代の 素朴なる 平民 生活に 材 をと りたる ものにして、 眞に 近世 的 牧歌の 體を 具へ、 從っ 

てさきの 大作と 異なり、 露 情の ゆたかな ると 叙事の 平明 簡潔なる を赏 すべし。 なべて 此 たぐ ひの 詩 風 

は：， ：！ 代英 1： のお 歌に クラ ッ フ先づ 之 を 創めて、 後ヲ ル.、 ッヲル ス の 詩才に よりて 大成せられ、 テ 一一 ソ ン 

く 『ドウ ラ』 の ごときに この 體を まなびて、 別に 新 様の 趣 を 添へ たる は 前に 述べた るが 如し。 ィ 

ノック • ァ アデン は、 舟人の 子に して、 其 友 フィリップ • レイと、 幼時より 共に アン 一一 ィ といへ るむ すめ 

な お ひける が、 ィ ノック 遂に そを娶 り、 二 男 一女 を あげて 樂 しき 家庭の 生活 ひと も羡 むば かりなり し 

が、 或 n 帆柱より 落ちて 傷き、 巳むな く 業 を 廢レて 商船に 惦 はれ、 引き 止む る 妻子 を 家に 殘 して、 身 

は 遠く 故^ を 去りぬ。 フィリップ は贫 にな やめる 此 母子 を 助けけ るが、 十二 年 を 經てィ ノック SI ら ざり 

ければ、 アン 一一 ィ 遂に フィリップと 婚 しぬ。 この間に ィ ノック は 南海の 孤島に 漂流して、 獨り 鄕 のお 

も ひに 堪へ ざり しが、 遂に 便船に 救 はれて 故 阈 に歸 りぬ。 され ど わが 子と アン 一一 ィ とが フィリップ を 

父 とし夫と せる 樂 しき 生活 を 妨げ ざらん とて、 胸 も 裂けん 切なる おも ひ を 抑へ て、 おのが 家に は 入ら 

す" 或 夜 ひそかに 彼が 家庭 圍欒 のさ ま を 垣^^て 苦悶 やろ せな く、 ひそかに 天に 祈りて いふ。 

*  Toe  llar《l tb  bear!  whv  did  th つ y  take  nic  thence? 

o  G(JC1  Almiirlity, び lessccl  Saviour,  rllcu 
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riiat  didst  lq)l】o】CI  m,-  on  3y  lonely  isle, 

U で liolcl  Ine,  F^tllcr,  3  my  loneliness 

A  Httk  lenpvr  ！  £li(】 2 リ, sv ひ me  strell^ul 

Not  .to  tell  tier,  never  to  let  lier  Icnow. 

Help  ITS  not  to  l〕real《 111 d づ on  lier  peace, 

IVly  cllildl.cn  1:co  ！  Musi: I  not:  speak  tc  uleser 

TThey  Jcnow  30  net.  I  sliould  Toetray  myself. 

Never:  No  tather、s  less  Icr  nic n the  ^lr】 

So li に e  tier  mother,  and  ttie  t>oy,  3y  son.* 

ぶく してし ばし の後ィ ノック は 身 まかりし が、 フィ リツ プと 妻子と はの ちに 之 を 知りて 厚く 葬りぬ。 

結構の 均整、 前後の 照應 など、 叙述の 妙を盡 くした る は、 かかる 簡單の 極概が 能く 傳 ふる 所に あら 

ざれ ど、 殊に 末 段 深 酷なる 悲哀 を盡 くした る 幾 章 は、 十 年の 昔 われの 未だ 中學に 在りし 頃讀 みて、 令 

なほ 其 妙趣 を 忘る る 能 はざる ところな り。 物語の 筋 は 海邊の 漁村な どに ありがちの 寧ろ 平凡なる もの 

にして、 わが 邦の 文學 にて は、 西 鶴の 作 中 『懷 硯』 卷ー 『案內 知って 昔の 寢所』 の ー篇 これと 酷 肖し 

(ァス トン 氏 著 日本 文 舉史ニ 六 九 lust 照) たる も而 白し。 テ 二 ソン は ワイトの 嶋に其 居 をな して 詩 思 


321  


を 養 ひたれば、 おの づ から 其 あたりの 漁民 舟 夫の 生活に 目 なれて、 海洋 を 詠 じ， ことに.^ びと な 

としたる 乍 この 外に も 多 かり。 (此 種の 歌はテ 一一 ソンの 作 中、 別に 一分 科 をな せる ものと いふべ く、  W 

究者の 荣く注 怠すべき ところ ".The  Revenge,"  "The  Sailor  woy,"  "The  Voyage" 等の v 篇 にも 

此 詩人が 海洋 を 愛した る 事の 深き を 知る 可し)。 此 イノ  ，ク の篇 は： ^々劇に 仕組まれて 英米に 讃 赏っ」ぉ 

たかく、 欧洲 七 i^: の 語に 譯 せられし のみ か、 佛國巴 里 大學の ベルデ ャ ー ム敎 校の ごとき、 此ー篇 に 

關 して 詳密なる 論文 を 草した る さ へ あり。 

千 八 百 七十 五 年 "^ueen  Mary: の 曲 を 公に せし より、 ここに テ 一一 ソン は 更に 新しき 方面に ルぉ 

才を 試み、 戯曲に 筆を染 むる に 至れり。 おも ふに、 近英戲 曲の 眞の 發逮は 遠く ゴ ウル. ドス ミスの 作 を 

以て 中絶し、 雨後 十九 世紀の 英文 舉は斷 じて 戲 曲の 時代に あらす。 S 近 六 七 年ステ イヴ ン • フ イリ プ 

ス、 ァ アサ ァ. ヰ ング • ビネ b の 如き 大才の 成功 を昆 るに 至りし 以前の 英阈戲 曲 は、 その 詩的 惯^ の大 

なる は あれ ども、 多く は單に 讀體戲 曲に 過ぎす して 場に のぼす に 適せす。 さきに コ ウル リツ ヂ、 シ" リ 

ィ、 バ ィ 口 ン等 前代の 大家 は 『チ ェ ンチ』 『マ ンフ レツ ド』 等 詩情 ゆたかなる 幾多の 戯曲 を ものして、 

旣に 舞臺に 不適 當 なる の點に 於て 失敗し、 後の ブラウ 一一 ング、 スヰン パアン も 亦 その 轍 を ふむ。 テ 一一 

ソン 豈 ひとり 然ら ざる を 得ん や" かるが 故に これ 等 諸 詩人の 戲曲を 研究 せんとす る もの は、 本 來の戲 

曲と してよりも、 寧ろ 叙事詩 または 抒情詩の 秀拔 なる ものと して、 そを觀 察せん こと を 要するな り。 
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然れ ども 革命 期 諸 詩人の 戯曲 は、 題 村 を祖國 の瞎史 にと りたる ものな かりき。 テ 一一 ソン は 今や 沙翁 

^劇の 古に 溯りて 之に 傚 ひ、 先 づ國史 に 注 《n し、 後の 諸 詩人 も 亦 之に 做 ふに 至りし なり。 詩聖 は 夙 

に 英吉利 建^の 三大 時期 をと りて 慼 史的 悲 釗 を 編む の 意 ありし が、 『女王 ヌ リイ』 を设 初と して 翌年 

『〈。ルド』： Irro!(l " を 公に し、 また 名優 ヘンリイ， ァァヸ ン グの 校訂 を經て 舞臺 にも 相 當の成 

功を收 めたり し 『ベ ッケッ ト』 "accket" の 作、 千 八 百 八十 四 年に あら はれて、 この 史的 三 悲 ^ 

は 完成 せられぬ。 かの 最後の サ クソン 王 ハロルド は 英明の 君な りしが、 はかなく も ヘス ティング スの 

一 戰 に收れ て、 英國の 王位 は ノルマンディ 公ヰリ アムの 掌中に 歸し、 英國は 遂に 大陸の 勢力 範圍に 入 

りぬ。 テ 一一 ソ ンは 卽ち國 史上の 此 重要 時期 を 取って 『ハ P ルド』 の 曲の 題材と なし、 古代史の 常と し 

て 幾分 俾奇の 趣味 を帶 びた る この 事實 を、 一 篇の 悲劇に 作りな しぬ。 また 敎界の 英雄べ ッケッ トの事 

を材 として、 へ ン リィー 一世の 人物 を 描き、 宗門と ノ ル マ ン 王家との 問に 起れ る 多^の 衝突 漸く 英阈近 

世 政治の & をな したる 危機 を寫 したり。 また メリ ィ*テ "ドア 治世の 事蹟に 至って は、 大陸 外 邦の 詩 

人 も 之 を 用ゐて 劇と なし たれ ども、、 王 人 公た るメ リイの 人物に は 女性的の 分子 能く 人 を 動かす ものな 

きが 故に、 悲劇の 詩 村. として は 寧ろ 不適 當の感 なき 能 はす。 テ 一一 ソン は 忠實に 史的 事 實を逐 うて 之 を 

詩 化し、 法王 權と 新教の 王政と が 一英 國を爭 へる 當時 紛^の 面目 を寫 すに 遺憾な く、 特に 此篇に 於て 

は 文辭の 修飾 少 くして、 簡潔の 詞章 を用ゐ たりと 雖も、 戲曲 として は 人物 性格の 描寫に 明瞭 を缺 きた 
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るが ため、 寧ろ 失敗に 過ぎ ざり き。 おも ふに テ 一一 ソン は 戯曲 詩人た らんに は あまりに 主觀 詩人の 傾^  ^ 

を帶び たれば、 客觀 的たり イン パァ ソナル たるべき 戲曲 は、 遂に 却て 抒愦 詩の 倾向 を脫 せざる なり。 一 

故 ここれ 等の 諸^; のうちより 其數節 若しくは 救 行 をのみ 取らば、 悲壯 よく 人 を 動かし、 熟 情 あ ふるる 

パスト 

が 如き 詞句數 ふるに 1 あらざる なり。 なほこの 外、 "HF-  Ircslise  of  May" (1 八 八 二) は牧 

歌^ b 戯曲に して、 農 人の 美しき むすめが 浮華なる 一 靑年 紳士に かどわかされて 身 を 亡ぼす あはれ な 

る 筋な り。 また" The  falcon" ( 一  八 七 九) の 曲 は、 ボッカ チォの 『卜 口 物^』 に a えたる 中世の 戀 

愛談を 取り、 "The  foresters" ( 一  八 火 一 一) に は、 いにし へ 英！： 內 地の 森林に 武勇の ほまれ 高き やか 

らの者 ども 立て籠りて、 ノルマン 人の 政治に 抵抗した る 折の 物語 をと りたる もの、 さきの 諸 作と 種類 

を M じうした る史釗 なり。 要するに テ 一一 ソ ンの戲 曲 は、 その 量に 於て 彼の 家集の 四 分の 一 以上に のぼ 

れ ども、 文學 史上の 意義に 至って は、 さまで 重き を 置くべき にあら す。 

千 八 百 人 十三 华 女王より 授爵の 恩命 あり、 詩 祌に仕 ふる 聖 なる 使命 を帶 びた る 身の、 人爵 を 意と せ 

ざる はもと より なれば、 瞎^ 逡巡 これ を 久しう したれ ども、 虞 翁 の泐途 にも だし 難くて 之 を 受け 

ぬ。 弱り 女王の 恩寵 あっきの みならす して、 一代の 尊崇 敬慕の 情 を 一身に あつめた る 詩聖、 ここに 於 

てトぶ g の 一議 席 を 占む るに 至りし が、 斯 くの ごとき は 前代 未だ 曾て 其 例な きと ころな りき。 老來、 想 

^々ゆたかに、 筆い よく 健に して、 會 心の 友と 共に、 好んで 宗敎 を談じ 政治 を 論じ また 詩文 を說 


く。 かたはら 營々 として 詩作に 從 事し、 成りた る もの 幾篇 ながく 詩壇の 珍た る を 失 はす。 なかに も 

『ロック ス レイ 館』 の 後篇の ごとき は 最も 秀でた る ものにして、 この 詩人が 前後 六十 年 問に おける 時 

代觀察 の §J 遷を ここに 窺 ふべ く、 前篇 の 主人公が I： ゆる が 如き 靑春 の 熱情 今 は 去 つて、 冷 灰の ごと き 

老 紳士が 沈靜 なる 悲観と 變 じたる も ゆかし。 而 して 四十 年の 問 隙 を 隔てて 出で たる 此 詩篇 前後 一 ー篇の 

相異 は、 是 やがて 時勢の 遷移に して、 さきの は 女王 朝 初期の 科擧、 王篛^ 主 主義に 對 する 情熱の 聲と見 

るべ く、 後篇の は 保守主義が 抱け る 不信 懷 疑の^ 想の 反影に 外なら ざるな り。 なべて テ 一一 ソ ンが晚 年 

の 諸 作 は壯年 時代のに 比して 劣れる に は あら ざれ ど、 深 沈の 想 まさりて 舉 たらざる の憾 あるの みか、 

槨 だくみ のこと さらに 强き 色彩 を川ゐ たるが 如き 熊 あり。 さきの を彌 生の 花のお 盛 色 も 香 も ゆかしき 

に 比すれば、 晚 期の は、 さながら 花よりも 紅なる もみ ぢの色 こそ すぐれたれ、 金 風 梢 を 渡り、 萬 木す 

でに 枯稿 凋落の すがた あはれ に、 沈^の 氣萬浆 を蔽 へる にも 似た らん か。 而 して われ 等の 詩人 晩年の 

瞑轵沈 m 心 は、 かく も 悲愁の 色 を帶び たれ ど、 おも ひ は 遠く 高 上の 界に 在りて、 雲 暗澹たる 天の一角つ 

ねに 一 道の 光明 を 望み、 希望と 信仰と しばらく も 胸奥 を 去らす して 心 やすらか なりし はテ 一一 ソ ン の特 

色な りと いふ 可し。 試に 之 を その 最後の 作 -The  Dreamer" に 毘 よ。 眠れる 人、 ？ | 签を めぐり 行く 

この 世界の 慟哭の 聲を、 夢寐の 問に 聞く、 これ ぞ 罪と 禍 とに 壓 せられ、 行衞も 知らす 運命に 役せられ 

たる 億兆 K 衆の あはれ なる 叫びな り。 詩人 乃ち この 世界 を激勵 して 曰く 『終りよ きもの 皆よ し、 日 を 
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めぐりて ぞ隨 ひゆけ』 と。 また "-rhc  Silent  v(>ices" の 歌に は 死者の 靜 寂の 聲 かれ を 呼びて、 

For\var(l  to  the  starry  tra.ck, 

GHrnnlcrJnp-  ul)  tv-e  nclp.nl:  beyond  3e, 

On,  a5J  always  on." 

と。 そのほか 同じく 千 八 百 九十 二 年に 出で たる 詩卷に 『疑と 祈』 『信仰』 などの 小 篇を味 はば、 詩聖 

晚 年の 思想 ここに 其 一 斑 をう かが ひ 得べ からす や。 

千 八 百 九十 二 年 秋 九月、 テ 一一 ソン ふと 病の 床に 就きし が、 なほ 枕頭に 坐した る國 手と 共に、 グレイ 

が坡 上の 哀歌 を 論じて 餘念 なかり しとい ふ。 後 數ロ病 益々 篤き に 至り、 家人 をして 沙 翁の 集 を 取りて 

之を讀 ましむ。 翌朝、 R うらら かなりければ 詩人 は 身の 床上に 横た へ、 『窓の 扉 を か、 げょ、 われ 空と 

光と を 仰がん』 と 言 ひて、 窓外の 景を 望み、 傍に なほ 沙 翁の 『シム ベリン』 の 曲 を 放た す、 開かれた 

さは 此 曲の を はり 

" Kynfr  ？ op  like  fruit,  3V  J=ol-l, 

Till  tJ15  .tree  die."   。~mli><-lme.  Act  sc. ひ 

とい ふく だり なり。 越えて 十月 六日の 夜半す ぎて、 詩人 は 春の 海の やうなる その 靜 けき 生涯 を 終り、 

遂に. E 玉の 樓に のぼりぬ。 げに 偉人が 臨終の さま こそ、 往々 にして 共 生涯 を 語る もの なれ" 是 より 先 
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テ 一一 ゾ ン 八十 一歳の 折、 未来永劫の 界を碧 海の 渺茫 たるに 寄せた る絡唱 『か 門 をよ ぎりて』 <-cros- 

s  tls  tear" とい ふ^世の 歌 あり e 曰く、 『日 は 落ちて 夕づ つきら めく、 ほがらかに 呼ぶ 聲 すなり、 

われ^に？ T でん 其 時、 水 1： のな み 音 しづか なれ。 はても なき かなたの わたつみ ゆ、 来し ものの、 また 

もとへ 歸 らん 折 は、 うしほ 滿 ちて 波 は靜 に、 泡た たす、 動け る 潮 は 眠る が やうに。 たそがれ ほの 喑く、 

やがて 晚鍾 ひびきて、 遂に は 闇の 夜ぞ。 船出の 折に 願 はくば、 別れの 悲 なかれ かし。 うしほの ままに 

『時』 と 『處』 の 境 こえて 遠く われ は 行く とも、 水門 を 出で たらん^ 時 は、 導きの 神に まのあたり 會 

はんと ぞ おも ふ』 と。 西 寺 院の 葬の 折に も唱 へられた る この 名高き 悲歌の こころ は、 如何に 時 

人の 胸に 響きし ぞゃ。 げに 詩聖の このね が ひ はかな ひていと も靜 なる 臨終な りけ り。 

テ 一一 ソン は 近代 英國の 代表的 詩人な り。 怫の ティンの 舉說 もし 一面の 眞理 ありと せば、 われ 等 は 

milieu を 離れて こ の 絡大の H< 才を解 する こ と 能 はす。 舊 思想す たれて 新 思想い まだ 起らざる ネ代 に呤 

て、 相 蹄で 起り 來れろ もろく の 新しき 現象に 接觸 して、 或は 『イン， メモリ アム』 に 人生と 信 S- と 

を說 き、 『プリンセス』 に 女子 問題の 3 曰 を せ、 『ァ アサ ァ 王の 歌』 に 道義の 失墜 を說 き、 『n ックス 

レイ 館』 前後 ニ篇に 進歩 保守の 時代 傾向 を 反映した るが 如き は、 余が 旣に 上に 述べた ると ころ、 其述 

作の 一 々に 就きて われ 等 若し 深く 其 裏 面 に 伏在せ る 意義 を尋 ぬれば、 近英 人文の あらゆる 問題に 多少 一 

の聨 あらざる なく、 殊に 冷 索なる 思想家の 談理の 文を讀 むよりも、 與 多く 感 更に 深き もの あり e ま g 


朱 I 考參書 Tennyson  as  a  Student  and  Poet  of 
寳 I  Nature  by  Lockyer,  (AIacm.)131 ひ. 


た 殊に 近代の 科擧的 精神が この 詩聖の 作品に 與 へたる 影響と して、 觀 察の 精緻なる こと 前 

代に 比な く、 燃 犀の 詩 眼よ く 微細の 事物 を も 逸せざる 妙趣い ふべ からす。 而 して 凡庸の 詩 

人に 在って は 精密の 觀察 却て 往々 にして 詩趣 を沒 却す るの 憾 なきに しも あら ざれ ども、 テ 

一一 ソン は 之に よりて 却て 一段の 装飾 美を增 したる 觀ぁる を 偉な りと す。 その 晤 喩を用 ゆ 

るに 當 りても 旣に單 なる 修飾 法の 域を脫 して、 直に 鋭敏なる 感覺 を强 めんと したる もの あ 

り。 その 極端なる ものの 一例と して は、 

.Brealc,  .tllou  dee!>  va.se  or  clllllinET  tears 

.Tlla.t  p.nef  has  sliaken  into  irost. 

これ 或低溫 度に 於け る 水が 震動に よりて 氷結し、 遂に その 器 を 破る とい ふ實驗 物理 擧の 1 

現^ を 借り 來 りて 情の 激越に たと へたるな り。 また 土星 は 非常の 速度 を 以て その 軸に 囘轉 

すれ ども、 周 圍の環 は 毫も 動く 事な き星舉 上の 觀察 をと りて、 

Still  sis,  Willie  Saturn  whirls,  liis  steadfast  sliaae 

ひ Iccns  on  】lls  luminous  rlnj,-.. 

i，rlle  Palaoe  cy  .Aro 


^ ~~ 328 


の ごとき 形容 をな したる、 其例尠 からす。 また 殊に 風景 動植物 等 自然界の 萬 象に 對 する 精細の 筆 は、 

英詩に 殆ど 其 比を毘 ざると ころ、 

Now  thrice  tlKll!  sornlng  Guinevere  】Kl(l  dimlZd 

Tlie  3an<:  1x)\ver,  irorn  wnosc  111^ 一 i crcsi:,  tliey  s、lv. 

Men  saw  i:Jie ぬ o(ny  hills  ()f  ^C-SOMWO^^ 

.zbui  white  satis  ftmna  em  the  now  isca ; 

(The  ili.am§<?  0/、<7謹§0 

この 第 四 行 目 は 英阈柬 方 海岸の 實景 として スキ ンバ ァ ンも 嘆賞 措 かざりし ものな り。 また さながら 精 

細の 粛筆 を用ゐ たるが 如き は、 

>  stunip  of  o^lc  lialr-aenxi, 

FVoin  roots  like  soine  t>lack  coil  of  carven  snakes, 

clutchwd  at  tlie  crag. 

i,The  Last  Toumammt) 

片言隻句 を も ゆる かせに せざる テ 一一 ソンが 謹 嚴の詩 筆 は、 此 精緻の 觀察 によりて 常人の 昆 ざると ころ 

を 見て 之 を 喩に 用ゐ、 ここにつ とめて 陳腐 平凡に 陷ら ざらん とせる 深き 用意の 存 する は、 研究者の 
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觀 過すべからざる 特徵 なり。 イノ ッ クが逮 く國を 去らん とする や、 

now  that:  slladow-  or  13scllance  ^ppear、d 

No  3.aver  i:tian  as  WI121  sonie  Jitt】e  cloud 

Cuts  OA-  nerv  Thl^hvslv  or  t:he  sun. 

Ana  isles  p li p-ht  in  1:he  ofHng.. 

{Enoch  ひ 2 

また この種の 精巧なる 明喩の 例と して は、 

Ihen,  as  tlic  wlllte  C5C1  l^Iittcnnp-  st:ar  s  303 

Parts  frorn  a  t>anlc  of  snow  and  by  and  by 

SI11】S  Into  croklcn  CIOU(l,  tlie  nuuden  rose, 

AtkI  left  licr  lna】den  coucli,  £5(1  r<)1K(l  hcrsdi, 

(Marnagc  of  CVr ミミ) 

佛國 革命 騷亂の あと を 承け ての ち、 那 翁の 戰爭 となり また 革新 保守の ニ大 傾向の 衝突 起り こ、 扮々 

禝々 いくたび か 流血の 慘^ を 演じて、 血 なまぐさき 風、 全歐に 吹きす さびし 時代に 出で たる 諸 詩人 は 

シ H リイ、 ペイ t ンの 壯烈 はいふ 迄 もな く、 コゥ ルリ •  ノヂ、 ヲ ルヅヲ ルスの 如き すら、 雷 霆電擊 疾風 
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に駕 して 萬 軍 を叱咜 する の激 調、 おの づ から 其 作品に あら はれた る もの 多 かり。 然れ ども テ 一一 ソ ンの 

時代に は騷摱 あとな く 去りて、 千 八 百 三十 二 年 その 處女作 を 公に せし 頃 は、 議院 改善 案 議會を 通過し 

て 民 權の仲 張 漸く 完 きに 近く、 世紀 中葉の 平和 時代 まさに ここに 其 序 を 開かん とせる 折な り。 西歐の 

天 地 漸く 平 穩に歸 して、 英國^ 運の 隆盛 前古 その 比な からん とす。 詩聖の 作は從 つて 激越 狂奔の 態な 

く、 沈靜 にして 祌祕 なる 天地 こそ 其 詩 眼に 映 じたる なれ。 政治 上の 極端 說 すたれて 文 敎大に 興り、 科 

擧の 進歩 は宗敎 上の 自由主義 を 生じた ると 共に、 また 信仰 を危 くせんと する の 恐な きに 非す。 社會は 

古法の 猥に棄 て 難き をお も ひ、 阈 家が 民衆に 對 する 責務 益々 重く、 貧者に 寄す る 同情 は， 著る しく 深厚 

の 度 を 加 へ ぬ。 すべ て斯 くの 如き 平靜 なる 新時代の 精神 は、 テ 一一 ゾ ン の 詩歌に 明瞭なる 反響 を 聞く C 

と を 得べき のみなら す、 更に そ を 助長し 鼓吹した る もの また 甚だ 尠 しとせ ざるな り。 殊に 女王 御宇の 

後半に 於て 英國の 領土 は 殆ど 全世界に あまねく、 國民 をして 其强大 を自覺 せしめ、 此 一 大王 國を統 一 

せる 中心た る 王位に 對 する 尊崇 敬愛の 至愦を 助長した るはテ 一一 ソ ン の 偉業 にして、 これ 後日に 至りて 

帝國 主義の 名；：：： の もとに、 大英 民族が 雄飛の 根本的 大精 祌を爲 したる ものに 外なら す。 『ァ アサ ァ王 

の 歌』 の跋、 女王に 奉る の 歌に 曰く、 

.Tile  lo-vn-j  to  t.llelr  crown 

>3  loyal  .to  tselr  own  rar  sons,  wllo  lov. ひ 
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Our  ocrtall-esplr ひ wl.th  h2.  t>ouncl】ess  horses 

For  ever-.hroadcnJ3p-  t,3e_.lanci,  and  Iier  .tllronc 

In  our  .vast  Onent,  anci cne isle,  CSS  isie, 

Tha.t  knows  not  licr  cwn  greatness : if  slie  knows 

And  cireads  it:  .we  are  Iall、tK 

上に 述ぶ るが 如く a 詩人 テ 一一 ゾ ンは 旣に亂 世の 產物 にあら す、 國 民が 其 隆運と 平和と を！！ 歌した る. 

時代に 出で て 一 代 民衆の 精祌を 反映し 指導した る詞 客な り。 この 故 を 以てさき の 革命 時代の 諸 詩人が 

不稱 奔放の 風 あるに 反して、 彼が 時代 精 祌に對 する 態度 は、 極端 を 避けて 中^ をと りたる 自. E 的 

保守の それなり。 彼 は 喜んで 新 思潮 を容れ たれ ども、 また 同時に、 父祖より 傅 へられた， る 宗敎的 信仰 

と道德 思想と を柬 つる こと あら ざり き。 またお のが 性格の 極めて 沈靜 なる は 勿論、 詩人と して は、 自 

然と 人生と に 於け る 法則 を 重んじ 秩序 を贵 び、 萬^の 根柢に 伏在せ る 不變の 規律に 深き 注意 を^ら 

ざり き。 いはく 『われ は 自然 を も 死 を も 呪 はす。 蓋し 何物と いへ ども 法則に 背きた ろ ものなければ な 

り』 と。 而し てこの 法則 こそ は 萬 有の 裏面に 活動せ る祌の 絶大なる 勢力が 外に 顯 現せる ものと なし、 

1 種の 汎神論 を 以て その 思索の 根抵 におけ り。 ：、l,he  Higher  pantheism" の 一 小篇 よく 此 思想 を 歌 

ひたる あり、 『日 H 星辰、 海洋 山野、 —— あ、 靈ょ、 これ 等 は 主なる 神の おもかげに 非す や。 *  *  * 


祌は 法則な り。 *  *  * 人 はまな こ 昆 る を得ャ 耳 聞く こと を 得す、 若し われ 等 見る 事 を 得、 聞く こ. と を 

博ば、 この おもかげ、 そは祌 にあら ざらん や』。 また 詩 中の 人物の ロを藉 りて、 テ 一一 ソンみ づ からぬ 

E5S を 語れる 有名の 一節 あり、 曰く 『自尊と 自 知と 自制と、 この 三者の み 能く 人に 王者の カを與 ふ * 

のリ  つ 

しかれ ども 人生の 目的 は 力の みに あらす、 (そ は 求めす とも 得られん)。 まことの 智は法 に從 ひ、 義 

に 服して 恐る る ことなき なり。 且は その 成り行き を 顧みす、 正しき を 正しき として 行 はんこ そ、 ま 

ことの 智 なりと いふべ けれ』 ど。 斯 くの 如くに して、 自然の 大法 を 重んじ 狂奔 を 戒めた るテ 一一 ソ ン 

は、 自然の 風景 を 叙す るに 於て も穏雅 なる 田園の 靜寧を 愛し、 戀愛を 描く に當 つ てまた 篛務敬 直の 念 

を 逸せす。 ギネギ ィァの 道ならぬ 戀を寫 してな ほ且 肉感の 細事に わたらす して、 精神的 方面より 悖德 

の 恐るべき を說 きたる にと どまる。 殊に 政治 上の 自由に 對 して は、 急激の 手段 を 用 ふる 事な くして 靜 

に 囱 然の 法則に よれる 漸進的 發逹に 待つべき 事 を 主張し、 かの 佛阈 革命に、 千古の 慘釗を 演じた るセ 

イス 河畔 熱狂の 徒 を 忌む こと 甚 しかりき。 ああ これ 實に、 一滴の 血 を 見す して 圓滿の 自由 を 得た る 近 

英阈 民の 代表的 詩人に 非す や。 

然れ ども 半世紀 間の 問、 テ 一一 ソ ンが 詩界に 覇を稱 して、 一 代 民心の 敬 仰 を 得た る 所以 は、 獨 りこの 

時代精神との 關係 あるが 故の みに 非す して、 純然たる ー藝術 家と して、 其 技巧に 慘憎 たる 苦心 を 重ね 

たる もの あれば なり。 ジォ ーヂ* エリオット かって^へ らく、 英語の 話さる る 間 は、 テ 一一 ソンの 詞 調 
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デ アド * ラ ングェ I ジ  1 . 

は 人の 耳を樂 ますべし。 また 若し 英語が 死 語 となる の 日 あらば、 その 思想 を うつせる 燦爛たる 

言語、 お よ び 思索 感情 空想 の あら ゆ る 色彩 を 交 へたる いみ じ き^ I 幅 は、 今人が 讀む ホォ マァ、 ビング 

ァ、 ホレ ー スの 如くなる べしと。 げ にも 其 詞章の 美 は、 露珠 碧玉 紅玉の 數を盡 くして 連ねし 寶 珠の燦 

爛たる を 望む に 比すべく、 『すべ ての 詩祌の 妙趣 は 一 語のう ちに も 哚き匂 ひたり JT テ 一一 ソ ン が^：^ を 

用 ふる 事の 精巧なる は、 われさきに 之 を 言へ る を 以て、 今 その 技巧の 他の 特徵に 就いて 著る しきもの 

を擧 ぐれば、 先づ 北ハ聲 調の 美が 內容と 一致 調和した る 點に類 ひなき 妙趣 ある を 見るべし。 こ、 に ニコー 

の例設 を擧 ぐれば、 

^'クラン グフ アルべ 

一 -ぜ 色 (若しくは 『ねいろ』 Timbre) に關 する 例 

け lie  slcndrtr  s(rea.ls 

Alonw  tVie  cliff  <:o  tall  and  jpause  and  rail d5  sees. 

I —— —The  Lotos  E-lcrs 

詩人 口 1* テ ン •  ノウ ェ ル此 一 行 を 評して n く、 ああ これ 實に 精巧なる 一 幅の 書圔 にあら 

す や。 一 W 語と 聲 調と を 以て 其 意義の 反響と なし 輔 助と なすこの 詩人の 著る しき 手腕 を こ 

こに 見る 可し" 各 A  fall,  pairs つ， fall の あとに 二三 個の 段落 cesura を蹬 きたる のみな 

らす、 母 昔の 長さと 廒 さと は 流動 子 昔 (こ、 にて はの L 音 を 指す) と 相伴 ひて、 眞の謚 
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圖を なす。 その 趣 われ 等 をして ミルトンが "From  morn  to  noon  he  fell,  from  noon 

to  dsvv  eve,  a  sinn ョ er>s  day" の 佳句 を 想 ひ 起さし むと。 

All dyv  the  wind  brcythes  low  with  m.ewoser  tone : 

Tllro- ひ very  hollow  ca.v ひ and  alley  Ime 

.Rcnmd  and  round  the  spicy  do さ ns  tlie  yellow  x-o~os.dll st is  blown. 

 The  Lotos  Eaters 

流. ィ動コ 子音 と廣き 母音の 響 を 繰り返して、 溫柔の 調お のづ から 軟風の さま を あら は 

したり。 

th ひ blade  Aew 

splintcn.ng  in  six,  and  diiikt  upon  the  stones. 

これ さきの 例と は反對 にて、 短き 鋭き 母 昔 ゃ齒音 0 アンタル • サウンド) の 類 を 用ゐて 

鏗鏘の 響 を あら はした る もの。 わが 實 朝の 『金槐 集」 なる 名歌、 『大海の 礎 もと どろに 

ょヽ良 Q われて 碎 けて 裂けて 散る かも』 の 下の句に、 た 行，^  u^tj 行な どの 堅銳の 音を闭 

ゐ て 詩 意 を うつした ると 同じ 類な り。 
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朱 j     See  p.  29. 

書 i     Laurie  Magnus:  Introduction  to  Poetry. 


Dry  c】ash》d  liis  JlaFriess  in  tne icv  cfwes 

Ann  barren  cllasss,  and  all  to  left  and  rip-hl: 

rhe  bare  black  cnff  CIang、d  rcund  hij  pw  Is  I5sed 

Pns  icct  on  juts  of  s】il ぶ) リ rv  crag  <:Iiat  risg 

SIiarp>-smitten  wltll  the  dint:  of  armed  heels  

And  on  p  sudden,  lo  ！  tlie  level  】ake 

And  the  lon^  glories  of  as  winter  3 oca. 

 The  Passmg  of  Arthwr 

この 第 一 行に K の 首 字 疊起法 (ァ. リ テレイ シ a ン)、 第三 行 b、  C の 首 字疊起 

法、 第 四 行に"、 a の 短音 冬く， 最後の 二 行に 長音 多し。 而し てまた 初めに 

喉 音 g の 强き音 を 出して、 最後に ー の 流動 音 を用ゐ たり。 殊に 第三 ほに は强 

セント 

勢 ある 一 綴 の 語 を 重ねて 反響の 連 綾 をう つしたり。 

二 『リズム』 に關 する 例 

テ 一一 ソ ン の 無 韻律 (ブラ ンク • ゲァ —ス 〕 に 就いては、 別に メ  3 ァ 氏の 著 『英詩 

律 脚 論』 に精敏 の硏究 あり。 
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The  一  tre  of  一  the  I  一  CIS  |  vies. 

 Enoch  Aram. 

-, こ チ てつ-: (llvpermetrical) なる が 故に 音調の 搖 

單に 流動 音 1. を 重ねた るの みならす #胪€ r  M>r 

曳に 句意 を ひびかせ たるな り。 

So  th&se  一  were  w&d  一  and  m6rr 一  1-ly  rang  一  the  sf 

SI 一  ly  rA づ g  一  the  Ulls  一  and  s  一  I  l( 一 

Bui:  n&v  一  er  S6r  一  ri ly  一  beat  Ann  一  ie-s  hedtt. 

—— Ifdd. 

これ も 音調に^ もち を 寄せた る 適例 なれ ども、 特に 第三 行 目の 32iy の 語に 重き ァ 

ク セント I」 きて f あら はし、 前 二 行に IE じ 語と 異にした る は、 テ-ー ソンの 用意 

の存 する 所 を 知ろ に 足らん。 

F£t  the 一  light  of  一  her  (yes  一  into  一  ms  Hfe 

Smite  on  一  the  sdd  一  den. 

 The  coming  of  Arthur, 

、くの n  くて、 アイ アム ビックに 代 ふるに 强弱ニ 昔の トロ キイ を 交へ て 單調を さけ、 一昔 


調を强 めた る 例 甚だ 多し， 

In  cata  一  ract  aft  一  er  cata  一  ract  to  一  the  sea 

 CEacme. 

第一 および 第三の 律 脚に シラブル を增 して、 水勢の 滔々 たる 趣 を あら はした るな り。 

And  Aash  一  ing  found  一  and  round,  |  and  whi  一  in  an  arch 

 The  Passing  ^ .  Arthur 一 

ァ アサ ァ たフ リム レイの 論集 (ラウト レツ ヂ版三 三 頁) に 曰く、 

『これ 昔の 評 家が 重んじた る 意と 音との 適應 したる いみ じき 例な り。 綴 音の 數を增 して 

アナ ペスト をな したる は (が ^  ^-)、 普通の 調を變 じて、 之を讀 むに 當り 急激の 調 

を增 さしめ、 以て 劍が 『パ ラ ボラ』 線の 彎曲 をな して 投ぜら るる 趣 を 耳に ひびかせたり』 

と。 蓋し "a-Kl  round  and  round" と跺 返へ して 其 行の 終に 至る に從 つて 昔 調 益々 急 

纹を ほへ、 次の ラク 初めに 突如と して shot なる 一 緩 音の 語 あら はれ、 急 調 ここに 最高 

點に逑 すると 共に、 刽は卽 ち 武士の 手 を 離れて 投 ぜられ しなり。 

This  heard  Geraint,  and  grasping  at  his  sword, 

M-l 一 h:  but  a  8i さ gle  bound,  ssi  with  a  is  。f  a 
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ひ nore  thro*  1:he  swarthy  neck,  

 ccramt  and  J^hld, 

この^ 1 一行の 昔 調の 急なる は劍を 振り 動かす 様を寫 したるな り。 香 川景樹 翁の 歌論に、 

『語調の^ 急 はむか ふところの 情景の 自然に 從ふ ものな り』 と 言へ る例設 はテ ュ ソンに 

極めて 多し。 

これ 等 は 旣に俗 を 異にし 阈語を 異にせる われ 等の 耳に すら 感じ 得べき 著る しき 例 を、 家集のう ちに 

就きて ただ 不規則に 選び出で たるに 過ぎす。 用語 聾 調に 驚く 可き 技巧 すぐれたる 此 詩人の 作に、 此独 

の 例證は 殆ど 無限な りと いふ 可し。 なほ 此 ほか テ 一一 ソンの 語法に 著る しき 特徴 は、 同一 語 を 幾^かく 

りかへ して、 そ を 强く言 ひ あら はした る ことなり。 たと へば、 

everywhere 

jlwo  lieads  5  snlllcll,  two  t>esid ひ t:he  heartli. 

Two  in  the  tisglea  lousiness  of  tne  world, 

に \vo  5  tl:s  lil〕eral  oASces  of  lire, 

i ノ vo で IvnTnaets  dro づ t  ror  on ひ <:o  sound  tlie  al>vss 

Or  science  £5d  t,he  secrets  or  1:hc  Imud. 
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 T】le  prvnc€ss，  ^ 

(なほ また、 The  Koly  Grail, 11. 103,  104;  233—236;  3701327 ;  472—475 ;  The  Marriage 

of  Geraint, .  50—54  ；  Enoch  Ardcn, 1L  S0I593  ；  The  doming  of  1】. 459—461 

などに も 同様の 例 あ るを參 照す べし) 

また 仔細に テ 一一 ソンの 用語に 就いて 檢 すれば、 その 文字 は 色彩 ゆたかに して 幽趣 かぎりなく、 一幅の 

好き B を逡 語に を さめた る 姿 ある もの 多し。 いま ァ アサ ァ 王の 最後 を 叙した る 詩 中に 二三の 例 をと 

れば、 

I  heo-rd  t;lie  n.f>f>Ie 囊 shma  3  th ひ reeds 

And  the  wil<3  water  lappmg  on  the  crag. 

 Tlie  Passina  o/  Arthur. 

^と巖 とに 打ち 寄す る 水の さまの 異れる を、 lapping と washing との 二 語に よりて、 其け じめ を寫 

したる 微妙の 技巧 は、 評 家の ひとしく 讃 嘆す るも宜 ならす や。 また 

The  bold  Sir  Bedfvere  uplifted  him. 

Sir  wediverc,  last:  of  all  his  Isl^nts, 

An 二  hs-c  hl3 け o  a  chaj】cl  5gh  t:he  neld. 


A  tndken  chancei  with  a IDrokes  cress. 

That  stood  oil »  dark  strait  of  t>arren  land. 

〇n  one  side  lav  .the  ocean,  and  on  one 

L,ay  a  great  wafer,  and  th ひ moon  was  full. 

 Tile.  Pasmia ミ. Arllmr. 

ここに lake とい はすして water の 語 を用ゐ たる を、 或 評 家 は街氣 ありと して 非難 すれ ども、 こに 

やがて 詩人の 精緻なる 川 意の 存 する 所なる を 知らざる 可から す。 おも ふに、 water の 語 を用ゐ たる 

は 高所 に 登りて 忽ち 股下に 渺茫 たる 湖水の 横た はれる を 見た る 一刹那の 印^ を 设も 巧に 言 ひ顯 はした 

る もの、 もし 之 を ； a  great  lake" などと いはん か、 或 形と 大 さと を 具へ たる 水の さま 先 * つ 讀^: の. 

心に うかびて、 一 E したる 折に 未だ 河と も 湖と も兑 分け 得ざる 其 瞬時の 觀 者の 心 もち を 寫す能 はす.. 

これ 此 場合に 於て "a  great  water" とい ふ 語の 感覺 的に して また 繪盡 的に、 從っ てまた 詩的なる 

に 若かざる 所以な り。 テ 一一 ソンが 鏤心刻 骨の 名作 を讀 むひと、 先づ 細心 精^、 辭 句の 末に 這般の 妙趣 

を 掬 せん 事を耍 す。 

テ 一一 ソンの 用語に 就きて なほ 深く 注意すべき は、 すたれたる 古語 を 復活し、 また 新語 を 案出して、 

眞を うつす と共に 平凡なら ざらん 事 をつ とめた る gj に存 す。 幾多のう る はしき 古^ サ クソン、 ス カン 
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Laurie  Magnus,  Ji)th  C.  Lit.  p.  227. 
Locksley  Hull の 例 ノ夂び pp.  232—231. 


ディ ナ ギアな どの 死語に 新しき 生命 を與 へて、 十九 世紀の 英語に これ を 役^, せし もの は、 

實こ I テ 一一 ゾ ン の 詩歌な りズ たと へば ya き igale;  grig;  flay- ま nt;  quitch など レ ふき s に^、。 

ま，. こ-ま 語 を 創^して、 今 は 普通に 行 はるる に 至りた る selfless-  tonguester などの 語も尠 

力ら >r 

以上 說き 来れる 形式美の 點に 於て、 英 國の國 語に 多大の 影響を及ぼ したる 事 は沙翁 以後 

に 於 ごまた テ 一一 ソンの ごとき は あら じ。 その 研究せられ、 模倣せられ、 引 W せらる る 事の 

多き は、 ボォプ の 典雅なる 詩篇に すら も 劣る まじく、 樂聲の 劉 咬と 色彩の 妙趣と を 鈹ね備 

へたる 點に 於て、 テ 一一 ソン は 羅曼底 格 運動の 最頂點 に 達した る大 詩人に して、 彼が 文舉史 

上の地位 はな かば 此方 面に 在りと いふ 可し。 

叙述つ 更に" 化 ひ、 わにら はこ こに テ 一一 ゾンの 兄なる 二 詩人の こと を略說 して、 この 章 を 

終らん と 欲す。 さきに も 述べたり しごとく、 桂冠詩人 はじめ 其 處女作 を 公に する や、 二人 

の 兄 フレデリック Frederick IV- ヨ， ys こ n  ( 一  八 〇 七— 一 八 九， 八) および チ ャ アル ズ chark-s 

Tennyson-Tur  一  K.r  ( 一  八 〇 八— 一八 七 九) の 作 を も 共に 『二人 兄弟の 歌集』 に錄 しぬ" さ 

丁 ど. 爾後 アル フレ ッドの 盛名 獨り 高う して、 赫燔 たる 光の もと 星辰の 光な きが ごとく 


- ~ 342 


ひとしく いみ じき 天稟の 詩才 を享 けたる 兄 二人、 ながく 詩壇に 問え ざり しが、 近時に 至りて 漸く 其 詩 

才を 認められ、 時々 出で たる 二人の 詩集 數卷、 また 今人の 注目 を惹 くに 至りぬ。 フレデリック は 牧歌 

の體に 秀でて 弟なる 大 詩人の おもかげ ある も ゆかしく、 典麗の 聲調を 用ゐて 自然の 風光 を 叙した る 詩 

歌 は、 技巧の すぐれたる 類 稀なる 麗 章^り。 また チヤ アル ズの方 は、 その 作品に 溫雅 なる 宗敎 趣味 あ 

るの みならす、 また ソネットの 名家に して、 この 詩體に 於て は 疑 もな く 十九 世紀の 巨匠の 一に 數 ふべ 

ソネ ト, エンド • フユ ジテ イヴ 。ビ イセ ズ  -  に 1 1  » 

し。 千 八 百 三十 年に 出で たる 『小 典 零 章』 を はじめと して 三卷の 詩集と、 淸^ の 思想 を 典雅な 

る 十四 行 詩に 托した る 詩篇との 妙趣 は、 近 英詩 歌の 珍た る を 失 はざる なり。 なかに も 『レティ ィの地 

球憐』 『大洋』 『s のた そがれ』 などの 篇を 以て、 余 は ソネッ ト の上乘 なる ものに 數 へんと 欲す。 付 む 

べき はこの 人、 身を侨 職に おきて、 終生 を 詩 祌に捧 ぐる 能 は ざり しこと なり。 

第一 I 節 ブ ラウ  一 一 ン グ 

序說 — 幼少 時代の 素養 II シ H リイの 感化 —— 大降觀 光 II 『パ ラセ ルサス』 

. —— 『ソル デ。 一  エリザベス • バレット 。ブラウ ニン グ  相思と 二人の 詩 

^ I 夫妻 詩人 相携 へて 南 歐に奔 る —— 南歐 生活 I ^時の 詩作 II 夫人の 死— 

IS.S —— 詩界の 一 大勢 力 I 吣 年の 作品 —— 其 死 —— ァソラ ン r ォ の跋耿 
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—— その 信仰 I. 善 惡の銜 突 -I その 人 A 觀 —— 「降誕な 前夜』 — 剛 佻の 精神 

. I 戯仙的 透察 の 詩才 I 沙 翁と の 比較 —— ：.K 英 戯曲 の 特徴 II 心笾の 解剖 — 

モノ  口 ゲ — 大作 『環と 書』 I 物語の 梗概 —— 其序耿 I 仝篇の 次第 II 短篇の 

名作 —— 箝离 昔樂に 於け る 造詣 II 描 寫の詩 筆 II 附谧 難解 —— テ 一一 ソ ンとブ ラ 

ゥ  ー| ン グ —— その 對立 

チ. 一一 ソ ン と HE じく ブ ラウ 一一 ン グも 亦、 十九 世紀 劈頭の 羅曼底 格 派の 後 を 承け て 北ハ大 なる 影響 ケ蒙 

り、 近英 人文の 一大 轉機 たる 千 八 西 三十 二 年の 前後に 於て 共に 詩人 的 生 泥 を はじめ、 雨後 六十 年 ひ 

としく 詩 祌の寵 を 得て 相 伍して 騷 擅に 覇を稱 し、 おなじ^ 潮に はぐくまれ たる 近 英の大 詩人な り。 ヲ 

ルヅヲ ルス を 敬 仰し、 シ" リイ を嘆赏 し、 また 深く キ イツの 美 を よろこびて、 その 傳統 を轺 ぎた 

る は、 二者 まことに 軌をー にす。 しかれ ども その 舉ぶ ところ 等しう して 互の 交遊 またう とから ざり し 

此 同時代の 二 詩人 は、 幾多の 點に 於て 明らかに 背馳し 相違し 隔絶した る 趣 ある は、 人 をして 處女 王朝 

の 昔に おける 沙翁 とべ ン • ジ 3 ンソ ンニ 派の 對照を 想 ひ 起さし む。 同じく 時代思潮と 密接の 關係 ある 

詩人 なれ ども ブラウ 一一 ングの 天 才は、 テ 一一 ソ ンが 愼重寬 和の 傾 あるに 反し、 時勢に 對し遙 に大瞻 に、 

また 奔放に、 獨立 的なる を異れ りと す。 みづ から も 一一 目へ るが 如く 彼 は 健 岡の 人な り、 民衆の 毀眷 褒^ 

は 毫も その 意と すると ころに 非す、 ただ 勇往邁進、 砂 を 飛ばし 石を镢 つて 疾驅 その 往 かんとす ると こ 
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ろに 往く。 かれが 1 代の 思想 を 指導す る や、 げに將 軍 鞍に 跨って 萬 軍に 令す るの 概 ある を 見るな り-. 

ブラウ 一一 ン グもテ 一一 ソ ンと 同じく その 全生涯 を 詩歌に 捧げた る 人な り。 され ども さきの 桂冠 詩 入 

が、 大陸 観光の 遊 ありし ほか 多く 故國を 去ら ざり しと 異 りて、 ブラウ 一一 ングは 一 生の 大部分 を 異邦の 

地に 送りぬ。 從 つて 其 詩篇の 題目 も、 お ほかた 英^ 以外の 事物 を 選びた るが 多し。 かれは 千 八 百 十二 

年の 五月 倫敦の 南郭に 生れし が、 父 は英蘭 銀行の 書記に して、 母 は獨逸 商賈の 女な りき。 少時の 敎育 

をお ほかた 家庭に 受け、 正則の 課程 を 履 まざれば、 ra: より 大擧の 業を卒 へす。 意に 任せて ひろく 群籍 

を涉獵 したれ ども、 精 心 細緻なる 學 徒の 風な く 厳密なる 訓練 を 受け ざり し 事 は、 其 一生の 作品に 著る 

しき 影響を及ぼしし 點 にして、 これ また テ 一一 ソ ンと大 に その 趣 を 異にせる ものな り。 天才 は 幼に して 

旣に その 鋒 鋩 を あら はし、 はやく 自ら 詩人た らんこと を 決心し、 父 また 讀書を 好み 才擧 ならび 秀でた 

る 人な りければ、 この 寧 罄兒を 指導す る こと 甚だ 宜しき を 得たり き。 はじめ バイ a ンの詩 風 を 慕うて 

奔放なる 律語 を聯 ねし が、 のち シ I リイ、 キ イツの 作に 親しむ に 及んで、 さきの バイ ロニ ズム を棄て 

たり。 なかに もシ" H リイ を 尊崇す る こと 最も 深う して、 その 作 は 殆ど 之を讀 まざるな く、 終生 その 

感化 を 蒙りし こと 甚だ 尠 からす。 梢に 鳴く 夜 吿 rtl の聲 うら 悲しき 舂の 宵、 はじめて シ " リイの 詩卷 

を繙 きたる の 感想 は、 晚 年な ほ此 詩人の 胸奥 を 去ら ざり き。 處女作 『ボ オリ イン』 (一 八 三 三) 千 

三十 行は大 なる 成功に は 非 ざり しか ど、 ここに 旣に 彼の 特色 著る しきの みならす、 また 歷々 たる シ" 
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リイの 餘響を 聞く こと を 得べ し。 

この 處女作 出で し 年の 冬、 ブラウ 一一 ング は北歐 漫遊の 程に のぼり、 露京聖 彼^ 堡に 客た る こと 三ケ 

月、 その 交際 場 裡に加 はり、 また 氷雪に とざされ たる 蕭 殺の 景に 詩情 を 養 ひて、 此 §1 幾多の 述作 あり 

き。 これより 更に 杖 を南歐 伊太利 亞の 地に 曳 きて、、 H 一一  スを訪 ひ、 遂に 倫 敦に歸 りて、 千 八 百 三.；' 五 年 

『パラ セ ルサス』 Paracelsus の 無韻詩 を 出しぬ。 是 時勢の 喑 潮に fel さして 向上の 一路 をた どり 行く 

思索 家 を 歌 ひたる もの、 パ ラセ ルサス 歳^て 二十、 先づ 『知識』 を 以て 『こよな きもの』 sinsllulll 1£- 

nu ョ とお も ひ、 二人の 友の すすめに より 退きて 舉藝に 身 を ゆだねし が、 後 八 年 遂に 滿 足を^ ざり し 

に、 伊太利 亞の 詩人 Aprile と 邂逅す るに 及んで、 ここに 『こよな きもの』 を 『愛』 に 求めん として 

また 得す、 友に すら la 拾 てられて 聖セバ スチォ ンに 今や 逝かん とする 時、 遂に 『愛』 と 『力』 とを以 

て 『こよな きもの』 と聲 明す とい ふ 物語、 いづこ ともなく ゲェテ の 『ファウスト』 に似^ ひたろ 趣 あ 

り、 ブラウ 一一 ングが 初めて 詩壇に その 旗 轔を飜 へ したる は此 作な りしな り。 翌年 悲刺 『スト ラウフ ォ 

1 ド』 straATOrd の 曲いで て舞臺 にの ぼされ たれ ど、 成功な くして やみぬ。 のち 數 年の 問、 プロ ヴァ 

シスの 詩 ソル デロ  sorddlc のこと を 村と したる 作の ほか、 かれの 作 中 抒情詩の すぐれたる もの 多く 

此 3； に 出で ぬ。 『ソル デ a』 は此 詩聖の 傑作の 一 にして、 先づ ダンテの 『神曲』^ 罪界 ふぶ ひ：！ に兑. 

えたる ソル デ 口 のこと に 筆 を 起して、 その 心粱變 遷の あと を 叙した る もの〕 ブラウ- 1 ングの 『特徵 た 


る 辭：？ ハ，； i^l 維 解 は、 この頃より 旣 にいた く 評 壇の 冷嘲 を 招きて 名聲 いまだ 揚ら す。 以後 二十 年 世 は 

多く 此大 詩人 を颐 みる ことな かりし と雖 も、 ブラウ 一一 ングは 毫も これが ために 屈せす、 "Bells  and 

r: 三 cgranates  "二八 四  一 I 1 八 四 六 ) に 抒情詩 戲曲 等の 類 を 集め て 世に 問 へ り。 

この 詩集 刊行の^ に、 かれ また 伊太利 亞に 行きて、 千 八 百 四十 五 年の 新春 英國 に歸 り、 この 時 はじ 

めて、 其 未來の 夫人た る 巾幗の 詩人 H リザべ ス *バ レ ッ トの作 を 誦して 嘆賞 措かす。 是ょ りさき、 女 

詩人の 名 聲はテ 一一 ソ ン と相倂 びて 旣に 文界に i い-しく、 遙に ブラウ 一一 ングを 凌駕したり しなり。 殊に さ 

る 親しき 友の 媒 によりて、 この 二 詩人 は 互に その 性行 を 知り、 思慕の 情禁 する 能 は ざり しが、 一 月 十 

さ ブラウ 一一 ン グが这 れる 最初の 書翰に、 『われ 君の 書 を 愛し またき み を 愛す』 と 書き やりし より、 ゆき 

かふ 玉章の たび 重りて、 綿々 たろ 簪戀 のお も ひ はいよ/ \ 深く、 昔に のみ 菊の 白露よ る はおき て、 晝 

-は おも ひに あ へす 消ぬべき さまな りしが、 同じ年の 五月 一 一十 日 かねての 約 を 履み て ブラウ 一一 ングは 初 

めて 女 詩人 をお とづれ ぬ。 H リザべ ス *バ レ ット 生れながら にして 蒲柳の質、 ながく 脊髓病 を 患 ひて 

この頃な ほ 病 * にあり しが、 二 詩人 は 半日の 淸談に 興つ きす、 おはしめ りが ちなる 陰 暗の 病室、 け ふ 

. の みは うらら かなる 养の日 かげ 照 り そ ひて、 ふたりの 胸に 燃 ゆる 愛の 靈光 ここに 滿 ちたら へり。 女 詩 

人の 最大 傑作と もい ふ 可き ソネッ ト集屮 の 一 篇に、 後 この 折の 感懐 を 歌 ひたりと おぼしき 一 節 あり、 

『祌^ の もの あり、 背後に さまよ ひて わがう しろ 髮を こそ 引き たれ、 時に 聲 ありて 問 ふらく、 君 を 引 
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、きと どむ る は誰ぞ やと。 「死」 なりと われ 答 ふれば、 鏘々 たる 銀^ さらに 響きて 「死に は あら で^に 

とそ あれ」 と』 。ブラウ 二 ンブも 亦の ちに、 『なほ 一 語』 『わが 星』 『慷邊 にて』 などの 短 ^^草、 或は 

、大作 『環と 書』 の 第一 卷の 末尾お 名なる "p lya.c  LI  half  angel  and  half  bird  " 以下の 數十行 

に、 女 詩人の 天才 を 讚した るな ど、 妻 を 憶 ふの 歌尠 なから す) 

さて ブラウ 一一 ング はこれ より S! もな く 結婚の 事 を 中 出で たれ ども、 身の 動きだに かな はぬ 赏忠の 女 

. なれば、 バレット 女史の 父 は 固よりか たく 之 を 斥け、 醫が 伊太利 SI に轉 地を勸 むる を も肯ぜ ざり き。 

われ 等が 詩人、 時には 深奥の 竹理に 冷なる 沈^ 瞑想 を 凝らせ ども、 素より これ 熱情お さへ 難き 人、 

斯くて は 世の常なる 結婚の 成り 難き をお も ひ、 また 轉地疮 養が 焦眉の 念なる を 知りて、 翌 四 十六 年 秋 

九；^、 ひそかに 華燭の典 を 擧げて 後一 週 問、 新婚の ブラウ 一一 ング 夫妻の 詩人 は、 相携 へて 突如と し 

て 巴 里に 渡り、 遂に 南欧^ 太 利亞の 地に 奔 りぬ。 先づ ひととせ を ピサに 送りて 後 更に フ。 レンスに 遷 

i ここに 永く 偕老の 居 を 卜したり。 久しく 病床に 呻吟して 命 且夕を はかられ ざり し 薄倖の 女 詩人、 

, 今や 伉 儷 全き を 得て、 なやみ は 日に 輕く、 みづ から 今 は 病 ある を 知らざる までにな りぬ。 ブラウ 一一 ン 

グ 乃ち 妻と 共に、 時には 『1 馬の 舊 都に 古代 藝 術の 幽趣 を傯 び、 また アル ノの 河べ、 山紫水明の 境 を さ 

. まよ ひて、 自然 G 淸 興に 詩 思 を 凝らしつつ、 この 二 詩人の ために 世^げ にもと こしへ なる 春と こそ 兑 

えし か。 
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千 八 百 五十 年テ 一一 ソ ンの 大作 『イン •  メモリ アム』 世に出で たる 年、 ブラウ 一一 ングは 『降誕 祭の 前 

夜と 復活祭の 日』 "chn.stmas  Eve  and  Easter  Day" の 獨唱曲 を 公に し、 後 五 年 また 詩集 『男女』 

"Ms  and  Women" の 一 卷を 以て 世に 問 ひ、 遙に、 同じ年に あら はれし 桂冠詩人の 作 『モ ォ. ド』 

を 凌駕した りき。 さきに 結婚の 當 時に 在りて は、 ブラウ 一一 ングの 名 聲は遙 に その 妻に 及ばす、 ^人 は 

： エリ ザべ ス • バレ ットの 夫と して 僅に 彼 を 知りた るに 過ぎす。 然れ ども 此 -S に 至って はわれ 等の 詩人 

聲譽 すでに 漸く 詩壇の 一 方に 高 からん とし、 一 派の 評 家の 冷遇 は あれ ども、 詩才す でに 其 妻の 上に あ 

る を 明らかにし たるの みならす、 當 代の 詩壇 能く 彼と 拮抗し 得べ もの、 獨りテ 一一 ソン ありし のみ。 お 

もへば 南歐に 客たり し十餘 年の 歳月 は、 其 修養 研鑽の 時代な りしな り。 いまや 詩才 發 達の 高潮に 逹し 

て、 戯曲 的 透察の 靈眼 益々 鋭く、 此 詩集 『男女』 に收 めら れ たる 五十 篇は、 殆ど ブラウ 一一 ング 一 代の 

名作 を 網羅し、 綺羅 燦然と して 目 を 奪 ふ もの、 まさに 桂冠詩人の 千 八 百 四十 二 年の 詩集と 相 比すべき 

ものな り。 

常時 妻なる 女 詩人 は旣に 一 子 を 擧げ、 洋々 たる 家庭の よろこび 日に 加 はりて、 樂 しき 平 靜の生 を 送 

りたれ ども、 家計 甚だ ゆたかなら ざり き。 翌年 或 友の 身 まかりし によりて 其 遣產を 譲られ、 渐 くにし 

て 窮乏 を 免れぬ。 され ども 悲しき かな、 一難 去って また 一 憂 來るを 如何にせ む、 夫人の 健康 漸くす ぐ 

れ すなり て、 千 八 百 六十 一 年初 夏の ころ 遂に 五十 五 歳 を 以てみ まかりぬ。 (ブラウ 一一 ングは 時に 歳 四 和 
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九) 。ま 人 はい ひ 知らぬ 悲嘆に くれて、 ありし日の 思 ひ 出に 憂愁 更に 深き を增 すなる 南欧の 山 光水 色 を 

. 見 すてて、 程なく 故山に 歸 臥す るに 至れり。 かの 『前途 ケ 一望め』 "prospice- と题 したる 名歌に、 死 

. を 恐る る ものの 妄を笑 ひて 人生の 不滅 を說 きたる 末に、 

0  thou  soul  of  my  soul ！  I  shall  clasf-  thee  again. 

And  witli  God  t>e け lie  res は ！ 

とい へる 秀句 は 亡妻 を 憶 ひたる 胸奥の 聲な りかし (Ms£、 末」 

性け だかく 才 すぐれたる 愛妻の 死を哭 して、 彼が ために は 地上 樂 園のお も ひ ありし 南欧の 美鄕 をす 

ら あとに して、 今^,、 國に歸 りし ブラウ 一一 ング、 しばし は 友との 交 を も 避けて 閉居 ひとり 憂の 曰を逡 

りたお ど、 こ はみ づ から 病的なる^ 覺 りて 再び 交際 社會に 入り、 また 諸 國を遍 魅しぬ。 嘗て 佛蘭 西の 

北： ^て ひとりに て 旅した ると き、 鐵 道に 不測の 變 ありて 多く 人命 を 損した る 事 ありし に、 ブラウ 一一 ン 

グは比 折 偶然^ 一一  ソンと 相會 し、 二人ともに 時 を 失して 此 列車に 乘り 後れし かば、 はからす も 共に 其 

命 を 全うした る 奇談 あり、 天 もまた 此ー 一大 詩人の 壽を惜 みて 大作の 完 きを^る こと を 期したり しか。 

比.； g よりして ブラウ 一一 ングは 年 ごとに S をブ リタ 一一 ィの 濱邊に 送りけ るが、 こ は 共 詩作の 上に 尠 から 

ざる 利^ を與 へたり とお ぼしく、 设も 多く その 傑作 を牧 めた る 詩集の 一 なる 『劇中 人物』 "eranlads 

perscnae" ( ； 八 六 W) は i し 常時に 成りた る ものな り。 
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ブラウ-一 ング はまた 佛蘭 西に 於て 筆 を 執りて、 其 一代の 大作 『環と 書』 "TThe  wing  and  the  Book" 

十一 ー卷 ( 一 八 六 八— 六 九) すべ て 一 一 萬 一 千 行 を 完成し、 性格と 境遇との 描 寫に特 得の 技を恣 にした る 

のみ か、 事相 を 解剖 分析して 眞を 穿ち 微を閬 くの 精巧に、 絡 代の 手腕 を 示し、 智力 を 以て すぐれたる 

此 詩人の 特色い まや 明らかに、 名聲 ながく 定 りぬ。 蓋し 千 八 百 五十 年より 以後 二十 年 問、 世 はこの 稀 

世の 天 才を 見る に 驚異の まなこ を 以てし たれ ど、 いまだ 之を讃 嘆し 傅 唱 する の 域に 至ら ざり しが、 千 

八 百 七十 年 以降 その 死に 至る まで ブラウ 一一 ングは 實にテ 一一 ソ ンと相 併び て 英國の 詩界に 覇を稱 し、 時 

代の 思潮 を 導きた る 一大 勢力に 外なら ざり き。 かれが 怫國の 海岸 を 愛する ことの 深き、 齊 佛戰^ の騷 

擾をも 意と せす して、 年 ごとに 夏を此 地に 送りぬ。 この頃 思想と 詩 筆と 共に 签々 圓 熟の 境に 入りて、 

名作の 出づる こと 甚だ 多く、 なかに も 最も ひろく 人口に 膾炙した る 『ェル>-* リイ ル』 の篇に は、 ラ， 

ォ，' グの 海戰に 佛國の 艦隊 を 導きた る ブレトンの 一水 兵の 事蹟 を 叙して、 この 無名の 英雄が 妻 をお も 

ふやさし き 心を寫 したる もの、 かの 『ゲン ト より エイ タスに 報を傳 へたる 歌』 と 相 並びて、 ブラウ 一一 

ングの 作 中バ ラ ッ ド體の 秀逸なる ものな り。 

晚 年に 至りて 希臘古 劇の 研鑽に 心 を 委ねて、 之 を 敷衍 改作し、 性格の 解剖に 獨 得の 技 を 揮 ひて 新 様 

の铌 を寓 したる も Q あり。 千 八 百 七ト七 年カァ ライルの 勸 によりて 『ァ ガメム ノン』 を飜 したる もの 一 

世に 聞 ゆ。 翌年 そのうつ くしう したる 友 H ジ ヤトン • ス ミス 孃の 俄に 世 を 去りた る を 嘆き、 切なる 哀 3 
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掉の おも ひ褀へ 難くて 顿 歌 ー篇を ものし、 題して 『太陽』 "Lasaisiaz- とい ふ。 こ はゼネ ヴァ より 

程遠から ざる 山莊 に、 亡友と 共に 送りし 樂 しき 夏の 日 を 思 ひ 出で て、 其 家の 名 をと りたる もの。 まさ 

に 桂冠詩人の 『イン •  メモリ アム』 に 比すべき 悲歌に して、 ブラウ 一一 ングの 人生 觀は 此篇に 於て 最も 

明白に 示されたり。 ただ 现の 深奥 ややもすれば 詩情の 美 を 傷 けんとす る 彼の 缺點、 益々 此等晚 期の 

述作に 著る しき を 憾みと す。 

此年 ブラウ 一一 ング 再び 伊太利 亞に 行きぬ。 これ 妻 を 失 ひて 後 はじめて にして、 遂に 餘生 ケ、 昔な つ 

かしき この美 鄕に 送れり。 常時 ブラウ 一一 ング の名聲 すでに 詩 擅に 高く、 かって は 其 作の 晦谥を 非議し 

たる ー晈 も、 今や 彼が 獨特の 妙趣 を よろこびて、 遂に その 眞價を さとり、 千 八 百 八十 一年に 至りて 遂 

に ブラウ 一一 ング 研究 會の 創立 あるに 至れり。 晩年 十 年の 間、 詩人み づ から 其 作が 旣に 不朽なる クラシ 

ツクの 列に 入りた る を 見 たれ ど、 なほ 孜々 として 述作の 筆 をと どめ ざり き。 この 問ゴ 一一 スに住 ひける 

が、 千 八 百 八十 七 年 遂に 邸宅 を此 市に 購 ひて 居 をト しぬ。 ここに 在る こと 二 (牛、 しばし の ゎづら ひの 

後、 千 八 百 八 卜 九 年 冬 十二月 遂に 淸淨 界裡の 永眠に 就きぬ。 遺骸 は 故國に 送られて、 西 寺院 

に 葬られたり。 ブラウ 一一 ングは 魁偉の 風采 を備 へて 筋せ たくましく、 熱情に 富める 快活の 人、 その 生 

をお ほかた 佛蘭西 伊太利 亞の 地に 送りければ、 擧止 風貌お のづ から 南欧の 風 ありし と 傅 ふ。 

詩集 『ァソ ランド ォ』" Asolando" は 伊太利 亞 における 彼が 逝去と、 恰も 日 を 同う して 倫敦に 於て 


出版 せられぬ。 此 集の 跋 歌はテ 一一 ソンの 『水門 をよ ぎりて』 と 題した る辭 世の 歌と 比すべき 名篇 にし 

て、 ブラウ 一一 ングの 作 中 最後の もの、 さながら 死に 臨める 白鳥の 高唱 にも 似たり。 この^の^ 三 節 及 

び 四 節に 詩人み づ から を 說 明して 曰く、 

-one  who  never  turned  his  !3ack  but  marched  breast  forward, 

NevcT  doubted  clouds  would  l.)rc£ll<:. 

Never  dreamed,  though  right  were  worsted,  wronp-  would  triumph. 

Held  w-e  fall  to  rise,  arc  IKlAk-d  to ュ p.ht  ^O^^OM.. 

slcq)  to  w£d〈e. 

No,  at  noonday  in  hustle  of  man 一 s  work-time 

Gtvct  the  unseen  witll a  dies'  ！ 

wld  hlnl  forward,  l-reast  and  liack  as  either  should  .he, 

StnVe  and  thrive  ！  ?y,  "  Speed, —fight  on,  fare  ever 

i-here  a-s  Iicre  s  * 

S 人が 臨終の 床に 就きし 前、 ある 夕、 この^ 三 節 を 傍人に 讀み 聞かせて いふ、 『かかる こと ズ はハ たづ 
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らな る大 一一 一一：： 傲^と 聞 ゆべ く 抹殺す ベ き に 似 たれ ど、 實 はこれ 單な る眞理 に 外なら す、 眞な るが ゆ ゑに 

存 すべし』 と。 げ にも 意氣^ 然として 男 壯剛邁 のす がた ある この ー篇の 思想 は、 如何ば かり 時人の 胸 

奥に 徹したり しぞ や。 祌を 信じ 善 を 信じて ただ 勵聲 叱咜、 能く 沈滯 せる 人心 を 其 樂 天 、王^に よりて 鼓 

舞激拗 したる 點に 於て、 此作は 最もよ く 彼の 特微を あら はした る もの、 獨り 『ァソ ランド ォ』 の跋た 

るの みならす、 其  一 ^の 作品の 結尾と なすに 適せす や。 之をテ 一一 ソ ンの 平明なる 辭^の 歌と 比し 來ら 

ば、 一 一詩 人の 態度お のづ から 著る しく 異れる を 知る に 足らん。 なべて さきの^ 冠 詩人の 作， て讀 めば、 

おに^^ を 渡る 軤風 たもと を拂 ひて そこ はかと なく 美 香の 黧 する を^ ゆれ ど、 ブラウ 一一 ングの は、 疾 

風怒號 すると ころ 海 潮の 鼕々 たる を閒 くの 想 あるな り。 

かみに 述べた る 『ブロス ビセ』 や、 この 『ァ ゾラン ドォ』 の跋 歌に も 著る しき 如く、 祌に對 する 信 

B: あくまでも 笨 ra: にして、 人生 を樂觀 し、 身 を 當代悛 疑の^ 潮に 投じ たれ ども、 窀も 之が ために 動か 

さるる 事な かりし は、 ブラウ 一一 ング が剛壯 なる raR 性的 天才な りし 所以な り。 自然と 人生と に對 すろ： S 

情 極めて あくまでも 健全なる 其 所信 を抂 げすして 歡喜悦 樂の生 を 送り、 不屈 个撓 の精祌 よく 終 

始を  一^した る は、 われ 等の 欽 菽 に堪 へざる ところ、 『ただこ こに 生存 せん はよ からす や、 心と おと 

丌-感 と、 とこし へに 歡樂 のうちに 用ゐん はふ さはし からす や』 と、 共 名作の 一 に 言 ひたる は、 げに彼 

みづ からの 信條 なりき。 ブラウ 二 ン グの强 健なる 身 8£ はおの づ から 不屈の 精祌を そのうちに 宿し、 


やがて そは庾 淵なる 同情と なり、 偉大の 性格に あら はれ、 屹 然として 一代に 雄視 する ものな り。 かれ 

の 傑作 の 一 に數 ふべき 『 ビ パ 過ぎ行く』 " Pippa  Pcasses  "とい ふ戲 曲め きた る 作のう ち、 ァゾ 口 な 

る 機 織の をと めが うた ふ^、 お簡 にして 意 はなが く、 そ を 耳に したる 罪 ふかき 人の 胸に いみ じく も； 

のみこ ころ を傳 へたり。 欲に いはく、 『年 は <K そ 春、 日 は 朝に て、 あさ 七 時、 片山堡 つゆ ぞ玉 なす、 雲 

かたつむ o  (ば-り  9  9  9  9  J  9  9  9  W 

雀た 力く 飛び、 蝸 牛 は 荊棘に 在りて、 大祌 はみ そら をし ろし 給 ふ" —— 世 は 斯く一  ぞ^ もな き』 

と。 わ づか八 行の 歌、 これ まことに ブラウ 一一 ング の宗敎 にあら す や。 試に 當 代の 時勢 をお もへ、 シ- 

リイ、 バイ 口 ン 等の 熱狂なる 革 八 叩 期い ま旣に 去って、 基督 敎 反抗の さけび 亦閗 えすな りしより、 民衆 

はテ 一一 ソ ン の溫藉 なる 高唱に 耳を倾 はつつ ある 時な り。 從 つて ブラウ 一一 ングも 亦 信仰の 詩人な りき、 

基^ 敎の 深き 精 祌に參 して 極めて 自 山の a 解 を 持し、 祌の 愛と 力と を 信 やる と共に、 人類の 愛、 たか 

き现 想、 科學藝 術の 大精祌 など、 すべて 皆 確 Ml 不拔の 信仰に よりて かれの 心裡に 動かす 可から ざる 根 

柢を 有す。 而 して 此廣 泗 なる 信仰 は その 源泉 を 心 露に おける 善惡の 衝突に 起し、 幾多の 詩篇 この 衝突 

を 描きて また 餘ー g なし) 時 ありて 惡の 勝利に 歸す るの 觀を呈 する も あれ ど、 そ は 表面の ことに 過ぎす 

して、 彼め 述作の 眞精祌 は 常に 善が 窮極の 勝利者なる を 示した る ものに 外なら す。 現世に おける 惡は 

寧ろ 進化の 階段と^ 做すべく、 勇往 直前 能く 此惡に 打ち勝つ とき、 卽ち ここに 吾人 は^に 到る の t に 

於て ！歩を 進めた る 也" 換 1 一一；： せば、 此善惡 の 衝突 あるに よりて ここに はじめて 進歩 を 生す るな り。 蓋 
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し 進歩 は ブラウ 一一 ングが 人生 觀の 根柢 を爲 せる ものにして、 かれ 謂へ らく- 

sc  triumph  ever  shall  renew  itself; 

Evc.r  whal】  end  in  dlorts  higher  yet, 

w^cr  t>egin. 一、 

現世の^ 涯は來 世に 對 する 难備 た. =、 吾人 は此 世の ままなら ぬに ffi 倒せられ て、 失^ 落膽の 淵に 陷る 

の 非なる と共に、 また 現在 を 以て 終桢 となし 具足 圆滿の 境に 在りと おも ふべ からす。 此 不完全 この 缺 

陷、 これ やがて 人生の 光榮 にして、 われ 等に 迤步 あり 發逹 ある 所以に 外なら す。 たかく は 至上の 祌、 

しも は 禽獸の 問に 介在して、 われ 等. は^に 一 -意向 ヒの念 を 放た す、 憧憬のお も ひ を 失 はすして こそ、 

吾人 はこの 缺 陷を滿 たして 前進す る こと を 得べき なれ。 殊に かれは 宗教の ドグマ を 斥けて、 ただ 紫な 

る 神秘と して 基督 を 信じ、 宗敎 にして 若し 常に 一定の 形式に ra: 着 沈滞 すれば、 吾人の 精祌的 生活 はた 

めに その發 展を 妨げられて、 ここに 終を吿 ぐべ しと 確信した りき。 彼お もへ らく、 死 は 人生の K 後に 

あらす して、 吾人の 生 は未來 永： g の 遠き に 及ぶべき なり。 ただ 其 生が のち 如何に 形 を變 すべき か は、 

これ 窥ひ 知るべからざる 祌祕 なりと" 然れ ども ブラウ 一一 y グが來 世に 對 する この 豫言的 信條 は、 毫も 

迷信の 類に あらす して 精緻なる 論理に 考へ、 人生の 源. M たる 愛に 其 根柢 をお きたる 說 なり。 ra: 海 同胞 

皆 これ 神の 一族な りて ふ 主義 を 抱きた る 彼の 跋濶な る 同情、 また この 愛の 信仰に 基づく" 故に あまね 
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く 同情 を 以てすべ ての 宗敎 を容れ 毫も 偏狭の 風な く、 殊に 羅馬舊 敎に對 して 極めて 宽大の 態度 を 持し 

たりき。 老米 益々 宗敎 信仰の 形式 制限 を 排斥し たれ ども、 如上の 信仰に 至りて は、 たと ひ 题目詩 風の 

變化 ありと しはい へ、 處女 作より して 『ァ ソラ ンド ォ』 の跺 歌に 至る まで 終始 を 一 貫して^ も異 ると 

ころ ある を 見ざる なり" おも ふに 科 攀萬能 主義 は 旣に當 代の 思潮 を 動かし、 原始 宗教の 美 を 犠牲に 供 

して、 或は 批評 的の 祌學を 起し、 懷 疑の 思想 を 生みた る 時代に 於て、 詩人 ブラウ 一一 ングの 此宗敎 きが 

獨り屹 然として 時流 を拔 ける、 げ にも 偉なら すと せんや。 

宗教に 關 する 北 (詩篇 は、 純然たる 彼が 信仰の 吿白 なりと いふ 可し。 而 して 最もよ く ブラウ 1ー ングの 

宗敎觀 を あら はした る 作 は、 かの 『降誕 祭 前夜』 の獨白 詩な り。 これ 牛 津大擧 に 宗教 運動 盛な りし 時、 

テニソンの 『イン •  メモリ アム』 と 年 を 同う して 出で たる もの、 共に 當 時の ァァ ノル ドー 派の 詩 風 

:(||) を 起す に 多大の 勢力 ありし ものな り。 この 詩の 主人公、 はげしき 風雨に 遇 ひたる 祈し ばし の 宿 

り を 得ん とて、 と ある 異宗 の 含 堂 に 人れ り、 しかるに 其怙 が 偏狹 阇陋の 暴 言 を逞 うした るに 堪へ銥 ね 

て、 遂に 此堂を 去りぬ。 それより； 冉び 風雨の 難 を 冒して 戶 外に 出で しが、 なほ 思 ひかへ せば やや^ 容 

のこ ころ 起り、 价の を 今 はさまで 惡 くから す 忍 ふに 至れり。 かくて 靜思默 想獨り 佇む ことしば 

し。 時に 忽然と して 雨 はれ 風 を さまり て、 天空 快濶 月光 淸し〕 ふと a れ ば前而 に基赞 のみす がた 现は 

れ給 へり、 おもて そむけて おはす を、 御裳祸 しかと とらへ まつれば、 やがて 羅 馬なる 聖ピ イタ ァ の^ 
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へと 導かれぬ。 され ど 彼 殴せ， に は 人ら すして、 ただ 其 俵 式の さま 如何にとう かがへば、 今までお のが 

兑 しと は異 ざまなる 法の きの、 またい ひしらぬ 畏 さある を 兌、 羅 馬蔡敎 にも 信と 愛との 深き を 今更に 

身に 沁みて 覺 えぬ。 之より 更に 基. 督に 導かれ、 轉 じて 遂に 獨逸 大舉の 講堂に 行きぬ" ここに 冷 靜の頭 

腦を 以て 明確の 論理 を 推し、 極めて 自由なる 批判 を 神 學に加 ふる 碩儒 あり。 かお 今 その 說に耳 を 傾 

け、 たと ひ 趣 を こそ 與に したれ、 ここに も 亦 问 じ 信と 愛との 存 する を 知り、 またお のが 信仰と 異れる 

<8 故 を 以て あながちに 他 を 斥く るの 非なる を覺 りぬ、 蓋し 祌 のおん 前に ありて は 凡て の 信仰み な 一 な 

れば なり。 され ど 斯くて は餘 りに 冷淡の 傾な からす やと 思へ る 折、 顧みれば おのれ 旣に 基^の 御 裳裾 

を^ 放した る を氣附 きて その 過ヶ覺 りぬ。 此時 風雨 は 再び 起り 來り てもとの やうな ス 苦み を 受け、 い 

ま 消え 行く 基^の おんす がた を 追 ひて、 W びし かと 御衣^ 袖に 鎚 りて 更に 最初の 會堂 へと 誘 はれ、 遂 

になが くこ こに 止まれり。 信と 愛と、 たと ひ 北 (様 を 異にしたり とも、 眞理は 如何なる 形式に あら はる 

ると も、 決して 之 を 斥く る^な からん と 今 はお も ひ 定めしな り。 ブラウ 一一 ングは 此篇に 於て、 一 1 昔 派 

と 維 馬^ 教と獨 逸の 自. H 祌學と を展觀 して、 ひとしく 寬容の 態度 を 以てすべ てに 臨みし が、 寧ろ 最後 

の獨 逸お 徒の 偏理を 斥けて 前 二者に 同情の 筆 を W ゐ たり。 ただ 懷 疑の 喑 潮に 漂 ふこと なくして、 確固 

た る 信仰 を 持した る大 詩人 の 面目 全篇 に 躍如たる を；^ る 可 し - 

突風 怒 ：1 の^ なきに も以 尺る 近 英過波 時代の m 心想界 にあり て、 以上の ごとき 態度 を 以て 時勢に 臨 


みたる 曠世 @大才 ブラウ ュ ングの 詩歌 は、 さながら 巍 然として 威 四海 を壓 しさ かまく E 浪を 蹴立てて 

進み 行く 般艟の ごとき かな。 處女作 『ボ オリ イン』 に はじまりて 『ァソ ランド ォ』 に 終れる 幾 十篇の 

述作 は 略 半世紀に わたりて 營々 として 其 詩 筆 を 絡つ ことな かりし 結^に して、 彼が 詩 神に 棒げ たる 不 

朽の 貢な り。 げ に全桀 の浩擀 なること に 於て 沙翁 以後の 英國 詩人に 匹儔 を a ざる は 彼が 緞 横の 詩才 を 

示した ると 共に、 精力の 旺盛と 心身の 剛壯 また 他に 比な きを 證 して 餘り ある を觀 るな り。 之 を 同時代 

の騷 擅に 兌ん も、 テ 一一 ソ ン の溫藉 閑雅なる はい はす も あれ、 ロセッ ティ の 性癖 やや 病的 倾向 を帶 び、 

マシゥ • ァァノ ルドの 詩觀が 憂 悲哀の 調 あるに 比して、 われ 等が 詩人 獨り 豪壯の 趣を恣 にし 躍々 た 

ソ. ^タト 

る 生氣の 超然と して 群を拔 ける は、 げ にも 偉なる かな。 ランダ ァ かって ブラウ ユング を讃 したる 小曲 

あり、 曰く 

" sllalss^eare  is  not  our  poet  124:  worlcps. 

Therefore  on  Jiim  no  speech  ！  and  brsr  lor  thee, 

JBrcwrntlp  ！  since 广 h£5cer  wils  fl】i\-c  a-Ila  nale. 

No  man  liath  wa】l*;-d  alone-  our  roads  wHli  stiep 

So  active,  so  InqsFITitr  eye,  or  toatru ひ 

s(>  vaI.K-(l 5  discourse. 
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ブラウ ュ ン グは倾 向に 於て 純然たる 戯^ 的 詩人な り。 

さ れ ど 其 戯曲 は 固より 舞臺 にの ぼすべき 性^の ものに 非す し て 、 た だ 詩歌 としての 惯 位に 於ての み 

不朽の 名聲に 値すべき ものな り。 

殊に また 彼が 浩瀚なる 全柒の 大部分 を 占めたる 獨 白體、 牧歌、 その他 抒情詩の 類に は、 詩 風と 题目 

とより 云へば 種々 の變化 あれ ども、 形式と 精祌 とに 於て は呰 悉く 戯曲の 趣を帶 びざる ものな しと 云つ 

て 可な り。 

或 詩 題を捉 へて これ を 叙す るに 當り、 彼 は 先づ內 部より 之を觀 察せん とする が 故に 所謂 心现體 とも 

稱 すべき 一 種の 特色 を 有す。 

その 作お が長篇 短篇の いづれ なる を 問 はすお ほかた 皆 モノ ドラ マの 體 なる は 之が ためにして、 卽ち 

すべて 詩屮の 人物が 讀 者に 向って 自己の 胸奥 を 語り 『われ』 とい ふ 第一 人 稱を用 ふる を 常と せり。 

これ！： i にかれ が惯 用の 手法に して、 斯くてな ほよく 千篇一律の 弊な きを 得た る は、 眞に 古今 を獨歩 

せる 此 天才の 特技と も 云 ふべ き 乎。 

深く 人心 の 內 部た 透察し て その 機微 を 逸せ ざ る點に 於て は、 之 を沙翁 と 比して 必す しも 異な ると こ 

ろ を 見 ざれ ど、 ブラウ- ング は竞に 諸種の 人物 を 綜合して 完全なる ー篇 の喜釗 或は 悲釗を 構成した る 

もの 無き は 何故 ぞ。 
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おも ふに かれは 燃 摩の 詩 眼よ く 精緻なる 透察 を 試み、 人 胸奥の 機微に 徹する の 明 はあり たれ ど、 

その 描け る 人物 は 個々 の 性格の 躍如たる にも 拘 はらす、 互に 獨立 の狀態 にあり て、 沙 翁に la るが 如き 

全部の 統一 がな く、 相 V； の闢 係の 明白 を缺 きたる 憾 あり。 

これが おの づ から 周 圍の狀 態が 二 詩人に 及ぼした る 影響 にして、 沙翁は 繁劇な る 活動 の 世界に 於て 

筆 を 執れる を 以て、 その 描け る 性格 はお もに 動作のう へに あら はれた るに 反して、 ブラウ 一一 ングは 外 

部 生活が 寧ろ 沈靜 にして、 尺 心. 5： 部の 狀 態の 繁 雜混亂 を 極めた る 時代に 出で たる 人、 從 つて その 描け 

る 人物 は 動作に 於て 著る しからす して、 寧ろ 思想： 方面に 於て 個々 の 性格 を活 現した る倾向 あり。 詳 

しく 言へば、 ブラウ 一一 ングの 戯曲 は 動作 そのもの によりて 讀 者の 注意 を惹 くものに 非す、 心性の あら 

はれた る ものと しての 範圍に 於て のみ 動作 を { おした るな り。 

卽ち沙 翁 等の 場合に 在りて は、 多く 性格が 集合して 其 相互の 關 係が 動作に 於て 一 の 結^と なりて あ 

ら はれ、 喜劇たり 悲劇た る もの なれ ども ブラウ 一一 ングの は 唯 性格に 影響を及ぼす ものと して 動作 を 描 

くに 過ぎす。 

これ 彼が 心现 解剖に 長 じたる と共に 詩 屮の 動作 を寫 すに 精微な らす、 從 つて 戯曲 的 統一 を 破りた る 

所以に 外なら ざるな り。 

かくの 如き は獨り ブラウ 一一 ングに 於て 然るの みならす して、 英國 十九 世紀の 諸 詩人お ほかた^ 此倾 
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向を帶 びた るが 如し。  ^ 

おも ふに 是. ヰクト リア 朝 及び 其 以前の 詩壇に 優秀な 曲を昆 ざる 主なる 理由の 一 に數 ふべき か。 一 

卽ち此 時代の 詩人が 生れながら にして 皆 ことごとく 戯曲 的 一大 才を缺 きたる にあら すして、 時勢の 風 

潮お のづ からこ こに 到ら しめたる をお も はざる 可から す。 

卽 ち複雜 深遠なる 思索の 傾向 は 動作の 方面 を輕視 せしめ、 人心 內 部の 活動に 注意 を 尊ら ならしむ。 

殊に 自意識の 發達は 常に 戯曲の 製作に 便なら すして、 バイ n ンの 作に 昆 ゆるが 如く 主人公 は 常に 作 

^その 人 を 現す るに 至り、 或は シ " リイの 戯曲、 ブラウ 一一 ングの 『ビバ』 等に 於け るが 如く、 殆ど 純 

然 たろ 抒情詩の 倾 向を帶 ぶる に 至らし む。 

斯 くの 如き は卽ち 諸人 物の 相互の 關係を 描き出す に 非す して、 個人の 心情 を寫 すに 全力 を倾 倒せる 

に 哉. W せる 也" 元來 ブラウ 一一 ングは く 心鏺の 不滅 を 信じた る 詩人な り。 四 大分 離して 現 身 は 朽ち 果 

つと も、 心 靄. のみ は獨り 永劫の 生 を 保ちて 地上に 於て 得られ ざり し 滿足を 更に 他界 來 世に 求め、 その 

瑪 仰のお も ひとこし へ に 絡 ゆる 事な きを 信じたり。 

ォ にも 人間に 於て 心靈 ばかり. Sim きもの あらす と 固く 信じた る ブラウ 一一 ング、 その 述作が すべて 此心 

餮の 解剖に 外なら ざる は怪 むに 足らざる なり。 

かれ かって 『ソル デロ』 の篇に 附記して いはく 『われ は 心 翳 發展 における 事相に 重き をお けり、 他 


豈 討究に 値せん や、 少く とも われ は 常にし か 思 ひぬ』 と。 

これ 赏は ブラウ 二 ング 自ら 其 凡べ ての 述作に 毘 ゆる 最も 著る しき 特^ を 明 一一 H したる もの】 

身 を さま. <\- の 境遇に おきて は、 人の 心懿 にもお のづ から 外界の 變 化に 伴へ る 多 趣 多様の 變遒發 達 

なくん ば あらす。 而 して 精緻の 詩 筆よ く 此眞趣 を 描き出 ださんと したる もの 卽ち 彼の 詩篇に して、 共 

作 はお ほかた 所謂 『心靈 の粛 圖』 の 類に あらざる はたし。 

個々 の 性格 をと りて 其 中： S る 心靈を 極めて 精密に 分解し、 微を 穿ち 幽を SI きて 殆ど 餘す ところ 無 

く、 種々 の 方面より 其 莨 相 を 明らかに せんと 試みた るな り。 

其嚴密 なる 態度 は、 さながら 解剖 舉 者が 人體 各部の 機能 構造 を 研究す るが 如く、 化舉 者が 瓦斯の 分 

析を 試む ると 異ならざる なり。 

獨り 戯曲の みならす その他の 諸 作に 於ても 彼が 常に 獨. R 體を ^ ゐ、 その 解剖 せんとす る 人物み づか 

ら をして 自己の 性格 を 語ら しめたる は、 こ の 特質 を發 揮す るに 便な りしが 故な り。 

おも ふに 動作 を 主と せる 戯曲に 在りて は、 篇中 種々 の 人物 は 言語 或は 行爲 によりて 相互の 上に 影響 

を 及ぼし 互に 相關 係して、 以て カタ スト！ I フィを 作る が ゆ ゑに 對話 の必耍 あり。 

然れ ども 專ら. ^性 をのみ 明らかに せんとつ とめた る ブラ.^ 一一  ング の. M の 如きに 於て は、 周圍を 排除 

して 一 人物に のみ 興味 を 集注し、 その 者 をして 意識的 或は 無意識的に S 己の 心 靈の內 部 を 語らし むる 
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獨 {：  II を 以て 適 常と なすが 故な り。 

十九^ 紀 英文 舉の 『雄 篇』 にして、 また ブラウ 一一 ングが 一 代の 大作た る 戯曲 『環と 書』 The  1RT 

i ミ and  the  wcok 全部 十二 篇も、 亦 此方 法に よって 成れる ものに 外なら. や。 旣に戲 曲と いふ、 全篇 

の， 成よ く 統一 を 保ちて、 如上 說 くが 如き 倾向 ざる やの 感 あれ ども、 ！：： 際 はこれ また 侗々 の獨白 

體の 集合に 過ぎす して、 普通の 戲 曲と 全く 様式 を 異にしたり。 

卽ち^ 屮 人物が 互に 相 語れる に 非す して、 かれ 等 は 個々^々 に讀^ に 向って 自己 を說 明せ ろな り。 

ブラウ 一一 ン グは此 作の 題 村 を 古へ 羅 馬の 殺人事件に とり、 懐恰 なる 血な まぐ さき 一條の 物語な ど 人 

をして 戰 慄 せし むる ばかりなる を 巧に 詩 化して、 よく 白 璧の微 瑕な きが 如き 大詩篇 を 編みた る は、 心 

性の 分析 解剖に 彼が 特有の 技 を 揮 ひたれば なり。 

構想の 雄大 旣に 能く 人目 を 眩す るの みならす、 篇中 人物と 境遇と、 複雜 精緻 を 極めて、 またい ふ 可 

からざる 壯 籠の 觐 をな したる は、 さながら ゴシ ック 風の 大 殿堂が、 尖塔た かく 雲 を 凌ぎて 牢乎た る 地 

盤う ご きな きが 如く 內部 装飾の 美と 五彩の 燦爛た る を^むの 靓 なきに あらす。 

ブラウ 一一 ン グー 日フ a レンス の 書肆に、 一 小冊子 を 得たり。 十七 世紀の 終の ころ 羅 馬に 起り たる 或 

殺人事件の 翊末 をし るし、 法廷 審判の 記錄 より 法王の 宣告に 至る まで、 詳密に して^らす 所な し。 

され ど 固より 一箇の 無味 枯淡なる 實記、 法律 を宗 とする 者に あら すん ば 毫も M ハ趣 を^えざる ものな 


れど、 詩人 はー謌 して 忽ち ここに 大作の 詩 村 を 昆 出で たるな り。 いま 先づ 全部 物^の 極 概を說 かん。 

殘 忍なる 伯爵 ギ イド • フランチ- シ  一一 Guide)  Frallceschini は 歲旣に 五十、 贫 しかれば 富める 女 を 

聚 りて 窮乏 を 免れん として 遂に ボム ピリア pompilia といへ る 少女と 婚 しぬ。 

然るに この 少女た を やかに 德 すぐれたれ ど、 素より 財 ゆたかな るに 非す。 

ただ 其 養父母、 眞を譌 りたる によりて 結婚の 成立 を^た る なれば、 程なく 伯爵 は 此事を 知りて いた 

く 失^せり。 旣に 老いて また 性 酷^なる この 夫、 固より うる はしき 可憫の 妻の 情に ほ ださる る 事 もな 

く、 今やい かで か 之 を 無き ものに せんとて 酷遇 虐待 到らざる はなく、 また 之 を^さん にも 國 法の 禁に 

はかに 犯しが たきに、 しばした めら ひて 機の 到る を 待ちぬ。 

あはれ なる ボム ピリア は 苦悶に 堪へ かね、 この 無道の 夫を粲 てて 家 を 出 でんと すれ ども、 敎會と 法 

律と 共に 之 を 許さ ざれば、 忍びに 忍びて S 愁の日 を 送りけ るに、 やがて 身 は 遠から す 母と ならん とす 

るに 至れり。 

ここに 於て 遂に 絡 望の 勇 を 鼓し、 おのが 友なる アレッツォの 或 若き 僧に 保譴 せられて、 ボム ピリア 

は 恐ろしき 夫の 家 を 出で て 父母の もと を さして 逃れぬ。 

们^: はい まや 機の 熱せる を 見、 家の 武人 を從 へて 共に 其の あと を遂ひ 二人 を 捕へ たれ ど、 こたび は 

逸に 意 を 架 さ ざり き。 
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然るに ボム ピリアと 拊とは 道ならぬ 契 を 結びたり との 嫌疑に て r 維 馬の 獄に投 せられぬ。 

ここに^ 判 ありて 事の 無根 は 明白と なり、 寃は雪 がれ たれ ど、 佾 はかくて 敎會の 名 を： や：： したる の 故 

を W て 近 放せられ、 ボ ム ピリア は 後 漸く 其 養父母の 家に 歸るを 許されたり。 

^におり て ボム ピリア は 一 男 兒を擧 げたれ ど、 そ を かたく 幼兒の 父た る 伯^ ギ イドに 秘めけ るが、 

事^ち にして 伯^の に 人り しかば、 かれ 今 は 如何にもして ボム ピリア を^さん と 決、 もす るに 至. w 

蓋し 國 法の 定むる ところと して 伯 锊の財 は 必ゃ此 男兒の 有に 歸 すべき を 以て、 かくて はいつ まで も 

その^める ボ ム ピリア の 家の 緣を 絶つ こ と 能 は ざれば なり。 

之より 一 一週： n を經 て、 兇惡 なる 伯^ ギ イド は 遂に 人の 刺 i 介を隨 へ て ボム ピリアの 家. v-製 ひ 彼女と 

其 老いた る 養父母 を も 併せて 殺害したり。 

され ど ボム ピリアの みは、 いたで を 負 ひながら 不思 にもな ほ 三 n の E! 生きながら へたれば、 此罪 

惑の^ 説 をな す 事 を 得たり しなり。 

な_符 よ 卽夜馎 - ^ き 、 大膽 にも 自ら の 兇行 を 公言し て 憚る と ころ 無く、 妻す で に 操 を 破りた るが 故 

に、 われの 此擧は 正義の 所遛 たるに 過ぎす と强 辯し ぬ。 

さりながら ボム ピリアの 潔. I：： は 隅な く證 明せられ、 伯 W は 遂に 死刑の-：: 且吿 を^け たり。 
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ここに 於て 社 食の 有力者 は 種々 の 遝動を 試みて 此贵 族の 命 を 助けん と はかり、 高位 高官の 人々 はみ 

な 伯锊の 味方と なりて 之 を 辯 護し、 贵族 社會の 名譽を 傷け ざらん とつと む。 

事 遂に 法王に 上告 せられて 其.^ 判に 委せら る。 時の 法王 は 聰明に して 誠赏の 人、 審判 は 設跡を さぐ 

りて 最も 明らか に事實 を觀 破したり。 

蓋し 法王 は 老熟の 才 にして、 多年の 經驗 よく 人間 胸奥の 消息 を 察する の 明を備 へたれば、 みだりに 

傍人の 言に 動かされす、 斷乎 とし 一-罪 を (n; 吿し、 遂に 伯爵 を 死刑に 處 したるな り。 

かみに も 述べた るが 如く、 此 大作 全部 十二 卷は^ 篇屮 各人 物の 獨 白より 成る を 以て、 讀者は 同一 の 

物語 を 極 々の 人の 口 より 繰返し 聞くな り。 

も 之に よって 毫も 吾等 を 倦まし むる 事な く、 伯 锊に向 ふかと おもへば、 更に また わかき 妻と 俠 © 

なる 倂の 身の上に 深き あはれ を 催さし む。 

變ヒ 極り なくして 毫も 單 調の 弊な き、 人 をして 絡大の 天才が 鬼ェに 驚かしむ。 

いま 全 十一 ー卷の 目を擧 ぐれば 

I.  The  Ki  ng  and  the  Book. 

II.  Half- Koine. 

III.  、rhe  other  Waif-Rome. 
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IV.  Tertl.unl  Qu;.d. 

V.  Count  Guido  pvanceschl.ni. 

VI.  Gsseppe  Ca づ onsjlcc-lli. 

vs.  Diii  EEyadnthus  dc  Archais,  paf  i  procurator. 

IX-  J=ris  Doctor  Jolsnncs-JBaptista  Bcttinius,  Fisci  et  Kev.  CP  Apostol. 

A<】 づ ociitus. 

J,  ope. 

NIL  The  LSook  and  the 力 ino- 

第 m は 先づ此 作の 序 歌 I す もの なれ ど、 零 の 詩人 が卷 頭 S  く 序 歌の 體、 fa 

聯 ねて 修飾の 用に 供し、 或 は季？ 一」 全篇の 裏面に 潜める 塞 また il 豫め 示す のみに は あ 

ら すし て、 ブラウ 一一 ング はこ こに 大膽 なる！ 新體を 創始し、 世 の評ま. 驚かしぬ。 卽ち 物語の 全， 

ことごとく 此序 歌のう ちに 說き 終りて、 世の 作家が はじめ ことさらに 一 篇の歸管 おぼろげに し、 き 

を遂 うて 讀 者の 注意 を 誘 はんとす る惯 用法の 正 反對に 出で たるまり。 
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之 をた とふれば ブラウ ュ ン グの此 第一 卷は、 さながら 樂 劇の 前 曲の 如き か、 卽ち 一個 獨 立の 題目 を 

とりた るに 於て 其效 ra ^を ひとしう したる もの あり。 

卽ち 先づ或 風景の 寫眞と 記事と を 揭げ、 以て 人 をして 北ハ實 景に 接せん との 願 を 切なら しむる の 類な 

り。 

^卷 先づ题 名の 由 來と全 篇の 結構と を說 くに、 金環の 象徵を 用ゐ たり、 卽ち ブラウ 一一 ング が、 古び 

たる 一 包の 小冊子に 得た る 殺人事件 を 詩 村と して 此作を 編みた る は、 さながら いにしへ ヱ トル リアの 

名工の 金環 をつ くるの 法と 相似たり。 

純 粹無雜 の 黄金 は 柔軟に 過ぎて 技工 を 施しが たき ヶ 以て、 之に 金 合 を 交 ふると ひとしく、 詩人が 古 

書に 得た る ii 馬の 殺人 物語 は、 作者の 想像の 新しき 分子 を 加味 せられて、 ここに はじめて 一個の 藝術 

品た る こと を 得べ し。 

また 中心に 事 S の眞相 ありて、 多くの 證跡 あたかも 環 をな して 之 を圍繞 せる が 如きな り。 

さて 斯 くの 如くに して 枯淡なる 一 侗の 物語 は 詩人の 創造力 を 加 へられて、 旣 に生氣 あり 活動 ある 人 

物が 演す ると ころの 悲劇と 變じ たる を 以て、 ここに ー篇 物語の 梗概 を 極めて 平明の 詩 筆 もて 叙述した 

然れ ども 此第 一 篇に 在りて は 詩人 は 明らかに 物語と 讀 者との 中 問に 立ち、 悲劇 は 未だ 詩人に よりて 
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讚 者に 語らる るに 過ぎす， * 

故に 更に 一歩 を 進めて 作者 は 全く 其 姿を沒 し、 篇 中の 人物 をして 直接に 請 者 若しくは 靓 者に 向って 

語らし むる はこれ ブラウ 一一 ング獨 得の 技に して、 卽ち 細工 を 了れ る 後、 さきに 純金に 加 へられた る 合 

金 を 除去して、 遂に 完全なる 指環と なすと 全く 其 趣 を 同じう す。 

ここに 於て か 物語の 外部た る 事件の 進行 は、 更に 變 化して 內部 個性の 發展 となり、 詩 中の 人物 は 各 

自舞臺 に 出現 し來り て 其 胸奥 を 語り 出づ る 獨， 白體を 現す る 也 ) 

全篇み な 伯爵が 法王に 上告して、 其 藩 判を受 くる 迄の 間に 起れ る 事件な り。 

これより、 いよいよ 悲劇 中の 人物が 出現し 來る 迄の 間に 於て、 第二 篇 より 第四篇 にわたり て、 三人 

の羅ぉ の ひと 各々 世上 一派の 意見 を 代表して、 此 事件が 営 時の 羅馬^ 民に いかなる 感想. V 與へ しゃ を 

叙述したり。 

これ 劇の 本體に 入る に 先 だち て 初め 先づ之 七圍繞 せる 周 圍の狀 態 を 明らかにし、 後 はじめて その 中 

心に 及ばん とする 作者が 周密なる 用意の 存 すると ころな り。 

卽ち 笫ニ篇 なる 『羅馬 の 一半』 は此 事件に 關 する 世人 意向の 半面 を 代表せ る 一 人物の 獨 白に 成り、 

伯^ を 辯 護せ る 側の 所昆を 示し、 次の 篇 『羅 馬の 他の 一半』 は 之に 反して、 可润の ボム ピリア その 

養父^と に 十分の 同情 を 表し、 伯爵 ギ イドの 兇暴 を 難す る 他の 一派 を 代表せ り。 更に 第叫篇 『或 第三 
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者』 と题 したる は、 以上 二 派の いづれ にも 偏す る ことなくして、 硗密 なる 中正の 批判 を 試みん とする 

1 人が、 位 たかき ふたりの 人に 向 ひて おのが 所 兌 を 語れるな り。 

その 達觀は 能く 兩^ の眞 相 を 精 察して 餘す ところ 無 けれど、 竞に 是非の 斷案 なくして やみぬ。 

^は 進んで 之より 共 中樞に 入らん として、 、王耍 なる 三侗の 人物 ここに 現 はる。 

先づ 第五 篇に 主人公な る獰惡 の 伯锊ギ イド あら はれ、 今や 栲 問の 苦 を 受けて 殺人罪 を 自白 し て 後、 

事件の 颢 末を陳 ベて 自ら 辯 護す。 

滔々 數萬 言、 論證の 巧なる、 吾等 をして 殆ど 老 伯の 是 にして、 却て ボム ピリアの 非なる にあらざる 

や を 疑 はし めんと す。 

自已に 有利なる 場 八；： のみ 眞を かたり て ぼ^ 扣 交へ、 しきりに 眞挚の 態度 を 粧 うて 密 1^? の 同情に 訴 

へんと す。 

先づ ボム ピリアの 赘 父母お のれ を 欺け る を 難 じ、 おのれ は その 若き 妻 を 愛すれ ども、 妻 は 毫も 溫き 

情愛 を 以て 老いた るかれ に 酬いざる のみ か、 あだし 男に おも ひ を 通じ 遂に は ii ぶみ の ゆきか ひも 度 重 

れ りと 誣 ゆる、 その «| 證の 巧緻 は 眞に聽 ^をして 曲^-の いづれ に 在る や を- 怿 ましむ。 

いはく、 われ は 家門の 名 を 重んじ、 また 熱誠に 敎會の 信仰 を 奉す る 者、 ^がかの 若き 美しき 佾と通 

じて 竊に 逃亡す る や、 いかで 默する こと. iV 得べき、 愤恚 或は 激しき に 過ぎた らん も、 斐を^ しし は卽 
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ち 此の 信仰 ある 故の みと。 兇 惡殘忍 をい とも 巧に 正義の ことば もて 蔽 ひぬ。 

次なる^ 六 編 にあら はるる は、 かの 俠 勇の 佾 カボン サ ツチに して， その 獨白 はさきの 伯爵の 才氣縱 

横の 辯に 比して 好個の 對 照の 觀 をな したり】 

お^り は 熱し、 抑 へんと 欲して 抑へ がた き 愤懣と 苦悶と が 胸裡に 溢れて、 やがて 悲疝埶 一誠の 辭 をな 

したる もの、 片言^句 も 皆よ く聽 衆の 血 淚を誘 ふに 足れり。 

はじめて 或 劇場に ボム ピリア を： a し 時よりの ち、 二人の 逃亡に 至る までの 物語 を、 ただ 有の 儘に 述 

ベて 蔽ふ ところな く、 以て 公正の 批判に 訴 へぬ。 

され ど 矯激の 一一 目 あるひ は 人の 誤解 を 招きて、 神聖なる 敬愛 は 却て 道なら ざる 戀と 誤られん 事 を 恐 

れ、 つとめて 語 を 柔らげ 激情 をと どめん とす。 遂に 最後に 失望の 絡 叫を殘 して 彼 は 法廷 を 出で たり • 

たださき の伯锊 年老いて 形容 枯槁 せる に 反し、 佾は突 貌秀- 龍の ひと、 靑 春の 熱血 胸に 湧く と兑 ゆる 

は 聽 衆ケ- して、 ボ ム ピリア の關 係に 疑圑を 抱かし めし ぞ是非 もな き。 

^くて 吾等 は 正邪 いづれ に 在る や を 定めかぬ る 時、 第 七篇に 至れば、 致命の 重傷 を负 うて 今 病床に 

橫 たはり 濒死 のさ まにある 十七 歳の わかき 窭の、 哀れなる 獨 白を聽 くな り。 

いまだ 多く 世故に たけざる に、 身 はは やく 旣に此 人生 悲慘の 極に 投ぜ られ たる 一 少女が 可憐に して 

無 邪氣な る 臨終の^、 切 々 として 讀む もの の 胸に 迫り、 斷 腸の ^ひいよ い よ 深き に 痛ましむ" 
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年甫め て 十三、 淸く うつくし きをと め 心の、 身の 行末 を 思 はす、 おのれよ りは^ 怙の齢 を 重ねた る 

男の 許に 嫁ぎ、 世の 夫と いふ ものみな なさけ 深き 人の みと 思 ひき や、 酷薄 冷遇 到らざる なき を も 忍び 

しのびて、 ただ 服 從の道 をの みぞ 忘れ ざり ける。 

さりながら^ いま は 常なら で 母と ならん も 近き に 在る を 知る に 至りて は、 未だ 生れざる わが 兒 のた 

めに 斯くて あるべき にあらねば、 ボ ム ピリア 遂に 意., V 決して かの 俠 勇の 佾を よびて 助 を 乞 ひ、 共に 夫： 

の 家 を 去りた るな り。 

これより 後、 殺害の 日に 至る まで 彼女 はた だ 夢心地に 日を迗 りて、 慰めと なり 喜びと なる もの 獨り 

こ の愛兒 あるの み。 

やすらかに 此 兒を產 ましめ 給 ひ、 前後 一 一週 日 母み づ から； ゲ- して 保育せ しめ 給 ひし 事 を祌に 感謝し、 

令 もな ほ 夫 をう らます して 終始 かれ の 惡を言 は ざらん とつと めぬ。 

なべて 深刻な る 悲哀 に 次ぐ に 滑稃を 以てした る は、 對 照の 妙に よりて 益々 悲釗 の 感興 を 深から し む • 

る もの、 例へば かの 沙 翁の 『マク ベ ス』 曲 中 ダンカン 王弑 逆の 後に 來る 有名なる！： 骄醉 狂の 一場 は、 

卽ち 北ハ 好適 例 な りと す。 

ブラウ ュ ング も亦此 大作に 同じ やうなる 手法 を 用ゐ、 對照を 試みて 悲釗 の效架 を^したり とお ぼ 

し" 
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卽ち 上來述 ぶる ところの 备篇、 序.. v 追うて 悲惨の 趣 を 深から しめ、 殊に ボム ピリアが 臨終の 獨. n に 

至って は、 まさに 悲釗の 最高潮に 逑 して 直に 讀 者の 心 胸 を 突く のお も ひ あり。 

然るに 笫八篇 に 於て は、 劈頭の 數行 すでに 律 脚の 風 を も 異にし、 忽然と して 滑 稃の趣 を 現じた る は 

先づ われ 等 をして 驚異の 感に打 たれし む" 

卽ち 此篇は 伯爵 ケ辯 護せ ス 側の 法徘 家の 辯 論 なれ ど、 毫も 執； 誠 R 摯の 態度 あるな く、 おのが 八 歳の 

男：； 儿 のために 催せる 誕辰の 祝に 心 を 亵 はれ 嬸々 として 樂 しげに、 また 餘念 なきものの ごとし。 

殊に 送迎に 遑た きば かり 多くの r ま甸 語を揷 入して 、 徒に 殖を街 ひ 淺雜の 論 を川ゐ て 、 他人の 

を 知らざる に 似た る も はがゆき 心地 せらる。 

而 して 次の 篇 ボム ピリアの 辯 誰 者 に 至って は、 その 冷淡 は ま た 前^に^ な らす。 

殊に その 態 は あはれ むべ き 女性 のために 罪狀を 否定せ んと 試み るに あらやして、 „4 に愦狀 の 己む を 

得ざる に 出づる を^ じ その ^淑 純潔 を讃 したる に 過ぎ や。 

徒た 文飾 を 事と し、 またお のが 名利 を 謀りて、 贵族 社會の 感^ を 害せん^ を 恐れた る あと 歷々 たる 

を兒る 可し。 この 一 ー篇は 全曲のう ち 最もお もしろ からざる 部分な り。 

與味 索然た る 此ニ篇 を 過ぎて、 今や 曲の 後篇に 入らん とすると ころ、 卽ち 坑 十 卷は作 中の 絡唱 にし 

て、 題して 『法主』 とい ふ。 


，， 


此 ほの しめ やかなる 詩 調 は、 旣に 能く 聰明なる 法王の 審判、 莊重硗 正の 趣を寫 すに 適したり。 

法王 は 周圍の あらゆる 誘惑 障 礙ケ排 し、 日 を 重ねて 此 疑獄 を^^し、 今や 漸く 最後の 判決に 到達し 

^人^ を 以て 死罪に 處 せんと 定めぬ。 

され どい よ，/ \ その 宜吿^ * 署名す るに 當 つて 更に またお のが 誤解 なきや を 疑 ひて、 之 を 先例に 徵せ 

しも 可 等 得る ところ 無く、 遂に 斷乎 として 自己の 所 昆が祌 人の 共に 正しと 認む ると ころなる を 自信し 

て、 ここに 伯爵の 死罪 を 宣言し ぬ。 

あはれ なる ボム ピリアの 『淸 淨 潔 白』 を證 して、 『祌 のおん 胸に 捧げん わが 薺 薇』 なりと 讃 

し、 また わかき 佾の いみ じき 扳舞を も激赏 せり。 

^十 一 卷は曲 中の 人物 最後の 獨白 にして、 刑に 臨みて 獰惡の 伯爵み づ から 北 ハ 胸奥の 祕を 語る。 

今や 旣 にさき に粧 ひし 偽善者の 假 面を脫 して、 赤裸々 たる 一 兇漢の 面目 われ 等の 眼前に 躍々 たる を 

愤 怒と 絶望と に、 滔々 數萬 一一 一一：： を つらねて 嘲罵 暴 一一 目を恣 にした る 時、 彼 を 刑場に 導かん とて 獄卒 は戶 

を 閒 きて 人れ り。 

いま はの 折に 叫びし 最後の 數語 

" Abate I Cardinal — christ—MarialGocr?-..  


pomf-ilia,  will  you  let  1:l.lem  murder  aire  ？  3 

ここに ボム ピリアの 淸淨 またお のづ から 明らかな るに 至れり。 

最後の 卷は 全篇の 總收 にして 『書と 環』 と 題したり。 

はじめなる は ー篇の 書翰に して、 ゴ 一一 スの 一 紳士 書 を 其 友に 寄せて 近況 を 继 じ、 併せて 伯^の 末期 

を 記した る もの。 

次なる 二つ は、 雙 方の 辯 護の 任に 當 りし 一 一人の 法律家が 此 事件の 結采に 就きて 述べた る 書信 に し 

て、 最後に 遣 產はボ ム ピリアの 子に 傳 へ ら るる 事 を 定めた る 判決 あり。 

ブラウ 一一 ング はこ こに 全篇の 悲劇に 對 する おのが 感想 を 叙し、 現世に 於て ただ 證跡を たどりて まこ 

との 正篛 求めん 事の 至難なる を 示し、 さきに 地金な りし 一個の 物語 は 今や 禱造 彫琢の 技を經 て、 こ 

こに まどかなる 一個の 金環 をな し、 詩篇 全く 成りぬ。 

詩人 これ を 亡妻な る 女 詩人に 献 じて 悲曲 は 終 を 吿ぐ。 

さきに も 述べたり し 如く、 ブラウ 二 ング が心靈 に ffi きをお くの 結 架と して、 其 戯曲 は 動作より は 思 

想の 方面に 精し く、 或 人物が 何を爲 せじ か を 描き出 さんより は、 先 づ彼は 何者 ぞ、 I： か 故に 之 を爲せ 

しか 等の 問題 を 解決す るに 全力 を 傾注した る ものな り。 

楚 つて 常に 個性 を錙 分銖析 する に 便な ろ獨. GI の體 を用ゐ て、 一 時に 一 人物 をのみ 現じ 來 りて そが 胸 
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M の 思想 感！ g を 共 人 みづか らを して 語らし む。 

故 に 證^ は さながら 訴訟 を聽く 判官 の ごとく、 ま た 廣濶な る 想像 の辁 地を與 へらる るな り。 

かれの 作 は 事件の 眞 相を殘 りなく 吾等の 眼に 呈出す る ものに あらす して、 ただ 喑 示を與 ふる も 

の、 從 つて 作 中の 人物の 語る ところ を聽 きて、 讀 者み づ から 考察す るが 故. に 特殊の 趣を覺 ゆるな り。 

事件 發展 の あと を遂 うて 個性 を 分解 せんとす るに あらす して、 作 中の 人物が 或 危機に 臨みた る 刹那 

の 心 持 を 描きて、 共 心性 を 明らかにせん とする もの。 

而 して かれの 最も 顯 著なる 此 特質 を 造憾 なく 發镩 したる もの は、 卽ち 上述の 大作 『環と 書』 に 外な 

ら ざるな り。 

然れ ども 斯 くの 如き は、 かれが 初期の 作 『パ ラセ ルサス』 に 於ても 旣に 然る を 見る のみなら す、 『男 

女』 『劇中 人物』 等の 詩集に 収められ たる 短篇の 秀什も 亦 皆獨白 詩の 趣 をな したる は、 寧ろ 後の 此 大作 

を 成さん がた めの^: 練な りしと 兑る こと を 得べ し。 

さりながら ブラウ 一一 ング にして たと ひこの 大作な しとす る も、 彼は猶 その 秀拔 なる 多くの 短篇 を以 

て、 英文 學の 史上に 光榮 ある 不朽の 地位 を 占む る 事 を 得べ し。 今、 これ 等 多種多様の 珠玉 をと りて 一 々 

に 詳說を 加へ ん遑 あら ざれ ども、 われ は 特に 叙事 的 抒情詩の 類、 愦熱 盛に 生 氣潑^ たる 詩篇に 此 詩人 

特有の 樂： 大 思想 をう かが ひて 興趣 S も 深き を覺 ゆる 者な り。 かの セ イン ッ ベ リイ 敎授が 英國の 戀愛詩 
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のうち 古今た ぐ ひなし とまで 讃 嘆した る 『ふたり 行く もけ ふ を 限り』 "The  Last  Rk3e  Together" の 

歌 は、 戀 人に 捨てられし 男の、 ただ 女々 しき 淚には あらで、 胸に ffi ろる 想^の 情 を 抑へ、 のちの 悅樂 

を冀 ひて 今の^ 愁を 忍ばん とする もの。 また 同じく 戀 愛の 悲歌 『舟の なか』 "In  a  Gondola" とい ふ 

は、 人：：： をし のぶ 戀人 ふたり、 夜、 湖上に 舟を泛 ぶる 樂 しさ 架敢な くも 非命の 最後に 終る あはれ を 歌 

ひたる。 『ェ， 、エリン • ホ，' プ』" wvelyn  Hope" に は、 さる 男お のが 切なる おも ひ を まだ 吿げ でありけ 

るに、 はやく も 逝きに し 共 をと めの 屍 を 見て、 またも 來ん 世の 戀に あこが るる あはれ 深き 短篇。 『古 

城の 戀』 ：Love  among  the  Ruins" とい ふ 作に、 さながら 漢詩に 見 ゆらん やうなる 忮 十：： の を. し 

て、 『戀ぞ こよな き』 とい ふ 結句 を笸 きたる 歌な ど は 戀愛を 题：： ： となした る 作 中 ブラウ 一一 ング が^^ 1 

の 妙 を 兌る に 足 る ベ き 代表的 作品な り。 古 來戀愛 の 埶ー情 を 歌うて 唯 其 感愦的 方面 を 描きた る も の は、 

チ ョ ォサァ 以来の 英阈 詩人に 決して 乏しと せ ざれ ども、 ここに 竹舉 的の 觀察を 試みて 精細の 分析 を敢 

てしたる もの は、 古今 を 通じて 能く ブラウ 二 ングの 右に 出づる もの あるな し。 かれが 特^た る 思索的 

傾向 は 此方 面に 於ても 著る しき を 見るべき なり。 試に かみの 諸 作の ほか、 『ゼ ー ムズ • リイの 妻』 

"James  Lcc、s  Wife" とい ふ 九. 篇の獨 白 詩 を 誦して、 熟 情に ：s みまた 詩人の 趣 ある 妻の 戀 愛の 苦悶 を 

描きた る 妙 什を呔 はば、 わが 此說 の妄 ならざる を 知る に 足らん か。 また 彼が 樂天 的 世界 觀を映 じて 人 

^生死の 問题を 詠 じたる 『ラビ たへ ン *H ヅラ」 の 宗教 詩 は、 さきに 言へ る 『プロ ス ピセ』 と共に 『死 
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の 恐ろし さに 心 を 煩 はさ ざり し』 (Timor  m:r<is  r:n  二  Irr.-rml ) 此大詩 入の 心 露不 威の赁 仰 を あ 

ら はした る 雄篇な り。 同じく 『荒野の 臨終』 "A  R.ath  in  the  Desert" とい ふ 作 も、 當 代の 宗敎 思想 

に對 する 此 詩人の a 解を寓 したる 名歌な り、 卽ち聖 約 翰、 迫害 をの がれて 其 友に 助けられ、 と ある 洞 

穴に かくる、 いま はの 際に 臨みて 看護の 人々 に 向 ひそのお も ひ を 語り、 後代 必. f 懐疑の 世 あらん 事 を 

豫言 する さま を、 史 S を 離れて 活寫 したる ものな り。 このほか 叙述の 巧妙 は 目 を 驚かし、 或は 思想の 

幽遠よ く讀者 を醉 はしむ る 如き 妙 什の 一 一三 を擧 ぐれ は、 『マァ ティン • レ ルフ』 "Martin  Rclph," 

『イワン • ィヮノ ヰ ツチ』 "Ivan  Ivanovitch" 等に は 深刻 骨に 徹する が 如き寫 實の妙 を 味 ふべ く、 聖 

書に 村 を 取りて 希伯來 のい にしへ をし のばしめ たる 『ソ オル』 ^ョ： " (M51^^ss^lis^)、 

斷片の 悲劇 『露臺 にて』 *-1=  .._  R.-15I1,V" などの 妙趣 は、 確かに 此 詩人 一 代の 傑作 中に 數 ふる 事 を 得 

べし。 また 武勇の 事蹟 一 歌へ る もの 甚だ 多き うち、 前述の 『H ル>1* リイ ル』 の 外、 『佛陣 美談』 "I-i- 

dent  of  the  Erencll  cam?" 『フ アイ， テイク ビ デス』 •  Phddippd  es" の壯烈 あり。 殊ぉ 彼が 得意と せ 

る文藝 復興 期の 詩 題 をと りたる もののう ち、 『わが 故 公爵夫人』 ；ぼ y  Last  Duchess," 『高 佾、 聖 ブラ 

ク セ了ト 寺に 墳墓 を 命す』 "The  Bishop  orders  his  Tib  al St.  PTaxed-s  Chqrch" の ごと. き 特に 秀 

拔の きこえ 高し。 また 故 S の 春 を 懐 ひたる 『異域 望鄉』 "aoi  Thoughts  fri  Abroad" の 歌に 一 

^S$S?.K したる 有名^ 句 ある もつ へ わが 國の凍 m 泣 * 氏の 詩集 一一. 白 羊宮』 中の ー篇 「あ、 大和に しあら まし " 

^ゾ S を 余 f ヌ 『4 グ, P ま の グ かば 一とい ふ は、 此お を模 したるな らんと 馬場 孤蝶 氏の 言 はれし 如く、  3 


B's スタイル ノー 節ヲ設 クべシ 
Amy  Stuirp:  Vict.  Poets,  p.  52. 
^ 此ぉ Amy  Skirt  P-  50.  p.  57. 麥 照 


liuM^) 愛國の 至誠 を こめし 『海上 故 國を懷 ふ』 "Home  Thoughts  from  the  sea" 

等の 小篇は ひろく 人：！ に臉 炙し、 ^くも 近 英詩 歌の 研究に 志す 人の 觀過 すべから ざる 妙 什 

なり" 村 をと る範圍 の廣濶 なる 事 近世 詩人に 其 比 を 兌ざる ブラウ 一一 ングの 作に 就きて、 一 

一 に斯 かる 列擧を 試みん は 際限な けれども、 玆に 特に 注意すべき は 彼が 綺盡と fpjE 樂 とに 於 

ける 造詣な り。 素より 彼 は 詩歌の 方面に 全生涯 を 捧げた る 人 なれ ど、 同時に 其 姉妹 薛 術に 

も 心 を 致せる こと 深く、 输ま I 昔 樂の 趣味に 關 して はまこと に 英文 學 のうちに たぐ ひなき 詩 

人な り。 殊に 驚くべき は、 斯 かる 方面に 特別 知識 を冇 したる が 故に、 詩人 自ら^に 粛 家と 

なり 樂人 となりて 語^ 出づる もの、 ^能く 音 樂锛ま I の 眞精祌 が 人心と 關聯 せる ところ を 明 

ら かにし 得たり。 一代の 作 中 昔 樂に關 したる は 名 什 は、 先づ 『アプト フォグ ラァ』 ：Abt 

Voglcr" に 樂聲の 人心に 及ぼす 影響 を 歌 ひたる を壓卷 とし、 そのほか 『ガルッピの 樂』 

"A  Tcccata  cf 〇ah1pprs" には輕 快の 調 ひと を醉 はしむ ろ 妙趣 ありて、 『サク セ， ゴ， 'タ 

の マスタ ァ.ヒ "ゥ グス』 -Master  Hugucs  of  Saxe-Gotha" の ごとき は、 比^ こ り 

深き 人に 非 すん ば 能 はざる 精緻の 筆な り。 繪 盡に關 する ものに て は、 『アンド レア， デル • 

サ ルト』 "Andrea  (1C1  Sarto" の あはれ と、 『フ ラ.リ ッ ボ.リ ッ ピ』 "Fra  LipIK)  Lippi" の 

瓢 逸と を 以て、 われ は全粲 中の 雙壁 なりと 信す。 
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ぎく ブラウ 一一 ング はもと 深く 繪 ^に 意 を 致した るが 故に、 詩 中 またお のづ から 叙景の 筆 

の 凡なら ざる を 見るな り。 また 其 作 は 韻 梂の變 化に 富みた る ほか、 音調に よりて 精 祌を傳 

ふるの 技す ぐれ、 川 語の 巧緻よ く 事物の 眞相 を活寫 する は 如何なる 繪肃 彫刻と い へ ども 企 

て 及ぶべからざる 妙趣 あり。 而 して 嚴密 精緻の 觀 察を寫 し、 すべての 現象 を まのあたりに 

&躍 せしめん とする が 故に、 彼 は 常に 期す ると ころ は 美な らんより は 寧ろ^な らん 事 を 欲 

する 也。 たと へば、 『夜の 逢瀨』 "Meeting  at  Night" とい ふ戀の 歌に、 月 かげ あはき 野 

路 すぎて 妹が 家 をお とな へば、 

A  ta!)  a€  tf-e  .pane,  the  quick  SJIarl!  scra/tcll 

Anc  tHUC  spurt  of  a  Ilp.ll.tecl  rna.tcll. 

And  a.  voice  J ひ ss  loud,  .th-ror-e.h  jovs  and  fears, 

rhis  tlie  <:.wo  yopw^w  ccatln^ ひ acli  .to  each  ！ 

こ は 優歷の 趣な けれど、 ^寫の 技す ぐれた る 例と して 人の よく W 川す ると ころな り。 なほ 

歌の こころと 音調と を 巧に 調和した る 例と して 著る しき は、 三人の 騎士が 『ゲン ト より ェ 

イクス に 報 を 傅 ふるの 歌』 "How  they  13rouwht  the  Good  News  from  Ghent  to  Aix: 

にして、 衣 半 馬に 缏 ちて 馳せ 行く 勇士の さま を、 da も堪 へぬ ばかりの 急 調に寫 したる あ 
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り。 ま ヒ^ 刺^- 亞の 名將ァ ブト *ェ ル* 力 ドルの もと へ 百難 を 胃して 使命 を^ら せる 男士を 

^二た る 歌 -Through  the  Metidja  to  Abd-el-Kadr、- も、 問 じく 砂塵 を 蹴立てて 躍り 行 

く睽馬 のさ ま を、 極めて 奇なる 韻律に あら はしたり。 卽ち 

As  I  ride,  as  I  ride, 

Nc-er  has  sfrnr  3y  swift  horse  phed. 

Yet  his  hide,  streaked  and  pied. 

As 1 ride,  as  I  rule, 

Sliows  where  sweat  has  sprung  and  aricu, 

II zc-H.a-FO こ ！A-d,  ostrlcll-thigllcd II 

Hcnv  lias  vied  strkle  with  stride 

As  I  n(l ひ, as i rule  ！ 

期く の 如き もの 凡べ て 五節、 卽ち tie と 同一 の 韻 を^ 返す 事、 全 章 中 六十 四 同に 及び、 

^^i、  ^,fli 等の^ 脚 を 混^し、 巧に 駿馬の 疾驅 する を 描きた る は、 所& #BS 法の 

類な り。 更に また 前述の 『エゴ リン *ホー プ』 に 沈 靜の調 を 味 ひ、 『フ アイ ディ ツビ デス』 の 

雄 速 を赏 したる もの は、 內容 外形の 調和 全くして、 その 技巧が 決して 凡手の 能くす る 


ところに 非ざる を 知る 事 を 得ん か。 

ブラウ 二 ングの 詩歌に 對 する 萬 口 一致の 非議 は、 その 晦^ 難解 を钤 むる に 在りて、 これ やがて 彼の 

作が 所謂 『普通人に は 味 ひがたき もの』 -caviare  to  the や. nerar となりた る 所以な り。 この 事に 就 

きて 世に 傳 ふるお もしろ き 逸話 あり、 或 婦人 書 を ブラウ 一一 ングに 致して、 妾は竞 にきみ の 詩 を 解す る 

能 はすと いふ、 詩人 答へ て 曰く、 然り、 われ はじめ 詩 を 作れろ 時に 於て は、 其^ 義を 知る もの 祌と我 

となりき。 今に 至って は 卽ち祌 ひとり 之 を 知りた まふと。 此 話の 眞偽は 姑ら く 措き、 かの 邦の 擧 徒す 

でに 北ハ 難解に 苦しむ は 註疏 評 釋の書 夥しく、 研究 會の 設立 甚だ 多き を 兑ても 明らかな り。 われ 等絍^ 

の 民、 俗 を 異にし 語 を 異にする ものに とりて は、 此 詩人 を 研究す るの 困難な ほ 更に 甚 しく、 反 ：0 數十 

囘 にして なほ 未だ 眞に 解し 得ざス 詩篇 あり。 『ァ ンド レア • デル • サ ルト』 『ェ ゴ リン • ホ ー プ』 『舉者 

の 葬』 "A  Granslan.an-S  Funeral" などの 如き 平明の 詩體 は、 寧ろ 除外例と して 數ふ 可き なり。 然 

れ ども 徒に 難解 を 非議す るに 先. たちて、 われ 等 は 先 づ此大 詩人の 思想が 深逮 幽遠の 極に 逹し、 之を寫 

すに おの づ から 複雜 紛糾せ る 文辭を 要した るに おも ひ 到らざる 可から す。 殊に ブラウ 一一 ンダは 毫も 共 

作が 通俗的 に 解し 易 からん こと をつ とめす して、 初めより 旣 に讀者 に 向って 精讀 玩味 を 要求した るな 

り" 詩人へ ン リイ • ティ ラァ 曾て 警めて 言 ふ、 『一 時 千 人に よりて 證 まれん よりも、 寧ろ 一 人に よりて 一 

千度 まれん 事 を 願 ふ 者に して、 初めて 詩人と こそい ふべ けれ』 と。 わが ブラウ 一一 ングも 亦 その 友 お 


に这 りし 寄 翰のう ちに いへ る 語 あり、 『われの こころ を 傅 へんと m 心へ る讀 者の ために、 わが 作お ほか 

たは 難解に 過ぎた らん。 され ど 或 評 家の 一一 目へ るが 如くに、 われ 敢て 好んで 人々 を 苦しめん とする にあ 

らす。 さりと てまた 懶惰の 人の ため、 喫 煙に 代へ 博 戲に代 へん 料に とて 斯 かる 文舉を 供す るに も あら 

す。 故にな ベて 其體 に相應 なる 讀者を 得れば 足お り。 多くの 讀者を 得ん より はむしろ 小 救の 知己 を捋 

ん こそ まし けれ』 と。 げに其 詩の 單に 娛樂 のた めの みに 読まれん 亊は、 此大 ^想 家の 期す ると ころ 

にあら す。 解し がた き 節 あらば 乃ち 直に 卷を蔽 ふが 如き わが 邦 讀詩界 の 人々、 動もすれば 難解 を 以て 

他人の 作を議 せんとす る 者、 しばらく 詩人の 此言に 聞け。 粗放 燕雜 の通讀 はすべ て、 近代の 詩歌に 幽 

聳の調 を 聞き 深遼の 想 を さぐる に堪 へざる のみ か、 ブラウ 二 ングの 作の 如きに 在って は其衮 面の 字義 

を だに 解す る 能 はざる 事 あり。 或 人 かって ミルトンの 散文 を 評して 曰く、 ミルトンの 文、 その，； ill な 

るが ために 多くの 人の 顧みる 所と たらざる を 見て、 われ は 近時の 讀 者が 氣魄 なき を悲 む。 平明 はもと 

より 中； U; ぶ 可し と雖 も、 氣 力と 豊 龍と はな ほ： 史に 重ん すべく、 此點に 於て ミルトン は實に 古今 を獨 歩せ 

り。 最良の 文體と は、 作者の 赤裸々 たる 思想 をた やすく 速に 讀 者に 解せ しむる 者に あらす して、 ^遠 

な る精祌 に 浮び 來る 感想 を、 深く 十 分に 讀者 の 胸奥に 徹底せ しむる もの、 まこと に 偉大な る 哲 力 の お 

も かげなら す や。 一般の 人に わかり 易き は必 すし も褒 むべき に は あらで、 大才 にして 解し 易から しめ 

んと 欲せば 强 ひて 其 筆 を 抂げ、 勢 ひ 束縛の 害 多き を 忍ばざる ベから す。 ：：： 感興 まさに 高潮に 達する 
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や、 ^勃と して むらがり 來る 想像と どめ も あへ す、 壯麗 なる 浞 亂を爲 して 鈹 上に 顯 はる。 

凡庸の 讀者 はこれ によりて 眩惑 せらる ると も、 心 ある 者に はいかば かり 興 ふかき ぞゃ。 淺 

簿な るが 故に 明快なる 文 はあり、 され ど われ 等は靜 なる いさ さ 川の 透明 を、 渺茫 たる 大海 

に 求む る 事 を 得べき やと。 此警語 悉く 移して 以て わが ブラウ- ングの 作 を 評すべき なり。 

げ にも 宗敎を 論じ 自由 を 叫びた るミ ル トン の 論集 を繙 きて、 われ 等が その 複雜 なる 難文 を 

たどり、 いひ 知らぬ 妙趣 を辭 句の 問に 垣間見た る 折の 心地 は、 ブラウ 一一 ン. グの 難解なる 詞 

章 に 、 幽玄 の 想お 窺 ひたる 興趣と 酷 肖す る もの あ る を覺ゅ る な り。 

さはいへ、 ブラウ 一一 ングの 詩篇に は题： ni の 困難なる と 思想の 深 邃とを 以てする も、 なほ 

許すべからざる 晦^ ある を 免れす。 蓋し 詞 句に 前人 模倣の あと を 避け、 獨創 奇拔の 造語 を 

用ゐ しも 其 一因 なれ ども、 また 世の 評 家が 難す る 如く、 彼の 詩、 想 あまりあって 筆 足ら ざ 

るが 如き 憾 ある もの 尠 しとな さす。 及ぶべき 限り 緊縮した る辭 句に 豐 富の 想 を 盛らん とつ 

めた るが 故に、 さながら 電報の 英文 を讀 むが 如く、 語格 を紊り 文法 を 破り、 片言隻句と 雖 

も 冗漫な き 代りに、 また 佶倔贅 牙の 弊 多く、 吾等み づ から 語 を 補うて 之を讀 むに 非 すん 

ば、 往々 にして 殆ど 字義 を だに 解す る 能 はざる もの あり。 之を譬 ふれば、 さながら、 人、 

ことろ 激しお も ひ 溢る る 刹那に、 口い はんと 欲して いふ 事 を 得す、 遂に 紛糾 混 亂の辭 をな 
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して 外に 發す るが 如きな り。 しかの みならす 特に 長篇の 作に 在りて は、 叙述な かばに して 

愿々 岐路に 入り 全篇の 統 一 を 失 ふ を 以て、 われ 等 をして その 主意の， 徑 路を迪 るに 苦しまし 

むる 事し ばくな り。 甚だしき に 至って は、 本題 を 離れて  一 二 頁の 間 全く 他の 事を說 ける 

が 如き 類な きに あらす。 ブラウ 一一 ングの 明確なる 頭腦を 以てして は、 斯くてな ほ 能く 終始 

を 一 貫した る 主意 を昆失 ふに 至ら ざれ ども、 吾等 は 通讀の 際往々 にして 之が 爲に迷 はさる 

る 事 あり。 之 等 は 固より 晦 跪の 主なる 原因 なれ ども、 しかも 多く は 反覆 數囘 にして 讀者は 

其 解釋を 得る に 難から す。 讀詩を 以て 淺 薄なる 駄小說 の 維讀に 代へ、 食後の シガァ と 同 一 

視 せんとす る わが 邦 一 部の 輕薄者 流の ごとき、 固より 此大 詩人 を 解す 可き にあら す。 

おも ふに ブラウ 一一 ング は、 テ 一一 ソ ンが 詩形の 彫琢に 多大の 苦心 を 費した るに 反し、 寧ろ 

内容た ス. 思想の 方面に 重き を遛 き、 美な らんより は眞に 近く、 锇麗 ならん よりも 剛壯 なら 

ん事を 欲した るな り。 (或る 評 壇の 大家 ヲル ヅヲ ルスの 詩歌 を 以て 『淸 純の 藝術』 となし、 

テ 一一 ソ ンを 『華 飾 Q 藝術』 と稱 し、 而て ブラウ 一一 ングの を 『愧 奇の藝 術』 として、 三者 を 

せ铰 したる は 諸 詩人の 特色 を 簡明の 語に 盡 くし 得た る 評な りと いふ 可し)。 これ 此 1 1 大詩 

人が 根本的に その 藝術觀 を 異にした る點 にして、 繪 翥 音 樂に關 したる ブラウ 一一 ングの 作 中 

展 * 此^ を ほのめかし たる あり。 たと へ ぱ、 『サ クセ • ゴ ー タの マスタ ァ* ヒュ ゥグ ス』 の 
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歌に は、 この 伶人、 樂譜 のい たづら にこち たき 技巧に 像ら す、 遂に 人生の 眞 趣は斯 くの 如き 藝 術に 見 

る 可から すと 爲し、 更に パレ スト リナの 奔放なる 樂に新 精神の 溢る る 如き を 喜びた る を 叙し ぬ。 斯く 

て ブラウ 一一 ングの 作 中には 深奥 幽玄の 哲理 は、 毫も 詩 化し 醇化せられ すして 詩 中に 揷 まれた るた めし 

多く 金聲玉 振の 調 ややもすれば 枯淡な る談理 の 散文 體に亂 されん とす る憾 なき に あらす、 晦跪 複雜の 

餘弊 はた 斯 くの 如くに して 起れ るの み。 

機才 一 代 を 驚かした る ダグ ラス • ゼ tl ル ド すらせ 曰 て、 ブラウニングの 作 中 最も 難解 のき こ え ある 

『ソル， テロ』 .V 讀み、 解す る こと 能 はすして おのれ 狂せ るに は 非す やとお も ひしが、 遂に 何人も 皆然 

る を 見て 自ら 慰めき とい ふ〕 され ど 現存の 詩人 スヰ ンバァ ンは 此點に 就いて 論す らく、 晦 U を 以て ブ 

ラウ ュ ングを 難 ぜん は、 獍電 信の 遲 きを かこつに 似たら す や。 彼 はげに も晦 漉の 正反對 なり、 かの 走 

り 書き を 走り 讀 みする 人々 は、 ブラウ ュ ングの 如く 絶えす 急速の 運動 をな せる 智力 を遂 うて その 妙 を 

眛ふ能 はざる 程に、 深奥に して また 燦爛たる もの ある 也" 其 思想の 速度 を 以て 他人のと 比較す るは汽 

車と 荷車との 比較に こそ 似 たれと。 げ にも 電光の 閃く がごと ぎ ブラウ 一一 ングの 詩才 を殘 りなく 味 はは 

んは、 常人の 頭 腦に尠 からざる 苦痛 あるが 故に、 之が 研究に 入らん とする 人、 豫め 難解の 故 を 以て 之 

を 斥け ざらん 覺悟を 要す。 

吾等 テ 一一 ソンの 詩集 を繙 きて 五彩 燦爛の 荧に醉 ひ、 また かなた 遠く、 聖樂の 妙 音 かすかなる を 聞き 
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つつ、 えならぬ 美 香の 蒸す るを逐 うて、 そこ はかと なく 春の 若草 ふみ 行けば、 いっと は 知らす、 前に 

聳 ゆる 崢嶸の 峰 あり、 仰ぎ見れば、 孤峯 天を摩して 濛々 たる 喑雲 ふかく 鎖し ぬ。 なほ 山 ふかく 分け入 

ればを ぐらき 森の ただなか 寂寞 を やぶりて 唯 幽鳥の 歌 ふ を 聞く、 身は旣 に 遠く 人寰を 去 つて、 ここに 幽 

聳の昔 を 耳に せるな り。 俯して 千 侬の豁 をう かがへば、 奔流 巖に激 すると ころ 深淵 萬 古の 碧を湛 ふ。 

斯 くの 如き はこれ まことに テ 一一 ソ ンを 去って、 ブラウ 一一 ングの 詩篇に 接した るお も ひなら す や。 げに 

此ニ大 詩人の 作品 は、 上 來展々 述べた るが 如く、 幾多の 點に 於て 全く その 趣 を 異にし たれ ども、 共に 

同 ； の 社^的 政治的 宗敎的 問 题に對 する 一 代 民心の 聲 たるに 於て、 毫も 異る ところ ある を 見す。 蓋し 

最近 英詩の 一大 轉機 たる 干 八 百 三十 二 年の ころに 起れ る勞働 問題 や、 貧民の 狀態、 婦人問題、 その ほ 

か敎 育勞働 等に 關 する 大事 件 は、 直接に 之 をニ大 詩人の 作 中に 兌る こと は 稀 なれ ども、 兩者 ともに 其 

感興 を ここに 得た る は 毫も 疑 ふ 可から す。 『ゾ ルデ 口』 『パ ラセ ルサス』 以下の 諸篇は 前の 桂冠詩人が 

『ァ アサ ァ 王の 歌』 『モ ォド』 『プリンセス』 等と 共に、 昝當 代の 時勢が 產 出した る 不枋の 記念な り。 

顿 みれば、 卜 九 世紀 初期の 羅曼底 格 極 盛時 代の 詩人 相鍾 いで 去りし よりこの かた、 テ 一一 ソンと ブラ 

ウー 一 ングと は 英國の 詩壇 を 二分し、 相對 立して 各々 覇を稱 しぬ。 ニ大 詩人の 作品 は 全く 異れ る特 を 

發 揮した るが 故に、 その 詩界に 及ぼせる 感化 も 亦. いたく その 趣 を 異にした りき。 蓋し テ 一一 ゾ ン はもと 

キ イツの 技に 加 ふるに、 ヲ ルヅヲ ルスの 靜思 瞑想の 風 を 以てし、 更に 之 を 新時代に 適應 したる もの、 
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從 つて その 平 靜溫雅 なる 牧歌の 體は 多くの 詩人に 影響して 殆ど 一 代 を風縻 せんとし たる 時、 蹶然とし 

て 立って ここに 反動の 勢 を 示した る もの、 卽ち これ ブラウ 一一 ングに 外なら す。 詩才お のづ から 方面 を 

異にした るが 故に、 一 代の 尊崇 は 遠く テ 一一 ソ ンに 及ば ざり しと 雖も、 哲理の 幽玄と 戯曲 的 透察の 深 迫 

と を 人間の 研究に 用ゐ て、 テ 二 ソ ンの 詩に 對 立し、 騷 壇の 一方に 堂々 たる 旗幟 を飜 へした る は、 げに 

も 近 英文 擧 史上 の偉觀 にあら す や。 


第 四 章 懷疑 厭世の 詩 派 

千 八 -rn 五十 年 ごろの 詩壞 —— 大勢の 一 轉槻 —— ^ゅ 的倾， w —— 詩人と しての マ シ 

ゥ. ァァノ ルド —— 其 詩人 的 生 派 II ^疑 献 世の 思浏 —— 慰安 を 自然界に 求む I 

—その K 世悲觀 の葸扣 —— ヲ ルズ ブル ス^ 拜 及び 二 詩人の 比較 —— 『ドォ ゲァの 

濱』 - ,—— 輓欲體 II ^篇の 名作 — 『ソォ ラブと ラ スタ ム』 の 名作 —— 短篇の 諸 作 

. 1 彼の 典 * 主義 II 缺世 詩人 クラ フ —— 閲滕 £ 概略 II 短篇の 抒情^ I 『旅 

路 の戀』 —— ^人 ジ H  — ムス . トムソ ン —— 彼は英 M の ポオ II 純然たる^ 世悲 

觀 の 詩人 —— 『恐 ろ し き 夜 の 都』 

千 八 百 n 一十 年頃に 勃然として 起り 来れる 新時代の 詩歌 は、 ^に 再び 千 八 百-, 年の 前後に 於て 稍 そ 

の 傾向 を變 する に 至れり。 これ 時勢の 遷移に 促された るお のづ からなる 現象に して、 獨り 詩歌の みな 

ら. f. 文藝 批評、 小說の ごとき も 皆 この頃に 多少の 變化を a るに 至れるな り。 試に 此华 ごろに 出で たる 

英！： 文 舉界の 主なる 述作 を 一瞥 せんか。 (此表 は 主として フレデリック • リイ ランドの 著 英文 年表』 

に據 る) 
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一？ s 

INlauhcw  Arnold  :  Tlie  strayed  Reveller 

Lln(i  Other  l\)enls. 

A. II.  Cl()u2fh :  wothie  of  TOJJer-lla- 

\-UOIicll. 

JForstcr  :  Life  or  LTCldsnlith. 

rroude:  Nemesis  of  F に ith. 

EHzabcth  Gaskell : Mary  Barton. 

Sir  E.  R  Lyttou  :  King  Artluir. 

Macmiiay  :  History  of  England.  (L  &  ii.) 

J\  Ntrvvmau  :  Lfess  and  Gain. 

ト Mi に dceray  :  vanity  F-air  ；  our 

Aytoun  :  L,ays  of  1:he  Scottish  cavaliers. 

r. lirontl" :  Shirlev. 

I ク wrownlnp-:  Poems. 

>. II. 广 lou^h  :  Arnlsu.villia. 

Dickens  :  Da.vi(l  CCJ>pcriicld* 
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f\J..  .Bailey:  AnQel  world, 

T.L.  weddoes:  D リ aers  J.est  wook. 

p.  w.  wrowl-lng- :  Sonnets  Trom  tlu 

R.  Br()\vnll】SJ :  cllnstlnas  Eve  and 

i^o-ster  Dav. 

win 二つ renins  :  Antonlnai 

DOT3(：ll : The  LJonuui. 

Elizabeth  Gaskell : Moorland  cottage. 

nunt :  Aut()lJl()OT"l づ liy. 

Anna  Jiuneson  :  Legends  of  ひ Moruistic 

Oi  (KTS. 

Alcrlv£l】e  :  History  OH  tli ひ Romans  under 

.tile  Jslnplre.  (VOL 1.) 

J.  AI.  Ncalc:  II  stcry  of  tlie  Kastcnl 
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Jp.  W.  Newsan :  Pliases  of  Fai^ 

l-rcernan:  History  cr  Arcllitccture, 

Lu  hunt:  The  lown. 

I>.  Jcrrold  :  MSI  moxlc  of  Money, 

n.  Kln^slcy  :  Alton  ； Locke. 

Ruslsl : Seven  Lamps  or  Architecture. 


p  G.  Rossetd  :  The  Germ 

rt-rnlyscll : In  Mclnorla-lvl 

Tliaclteray :  Tlie  Kicklcburys  on  1:l】e 

whine; 


^にこの 十九 世紀の なかば 頃 を 目して、 『英國 文 藝 復 舆』 と 呼ぶ 評 家 あり。 かかる 大袈裟なる 名稱 

が^して 當れる や 否や は 姑く 措き、 千 八 百 だ 十 年の ころ は 科學の 進歩が 思想界に 及ぼした る 影響の 結 

^として、 近英の 詩歌に 於け る 一 の變遷 期を爲 したる は 毫も 疑 を 容れ ざるな り。 詩壇に 光芒 最も 燦爛 

たる テ 一一 ソンと ブラウ 一一 ング との ニ大 詩人 を 中心として、 群 星 各々 ー圑 をな し、 詩才お のづ から 優劣 

の 差 は あれ ど、 皆 互に 光彩 を爭 うて m 現した る 時期な り。 卽ち 前表に 示す が 如く、 一  方に 於て は、 S 

智 よりも 情に 强く、 寳行 より は豫 想に すぐれたる 『ス。 ハズモ ディック』 詩 派の 起れ ると 共に、 ^藝術 

に 中世 主義 を 鼓吹 せんとす る ラフ ァ 二 ル前 派の 同志、 漸く 藝苑に 其 旗幟 を かかげ はじめぬ。 S また 更 

に蜇 要なる 現象と して は、 智力と ffi 像と を 混和し、 詩歌に 深奥の 哲理 を寓 したる 一派が 大に 勢力 を 得 
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るに 至れるな り。 

この 中 はじめの 二者 は 後段に 至りて 詳說 すべく、 先づ ここに 第三の 詩 派に 就いて 論ぜん に、 こ は 固 

より 純然たる 新派に あらす して、 當代詩 界に覇 たりし ニ大 詩人 を 以て 領袖と なせる もの 也。 固より テ 

一一 ソンと ブラウ 一一 ングと は 世紀末に 至る まで 常に 詩 界の覇 王たり し 人 なれ ども、 千 八 百 五十 年の 頃に 

は 詩才 旣に 圓 熟の 極に 達して、 述作に 著る しき 變化 ある 事 を 知るべし。 卽ち此 年に 於て テ 一一 ソ ン は北ハ 

多年の 沈思 瞑想に 得た る 大作 『イン *メ モリ アム』 を 公に して、 人 問 生死の 大 問題 を 詠 じ、 深奥の 哲 

理 今や 漸く 詩文 界に 重き を爲 さんと せる 事 は旣に 上に 述べたり。 同時に 『智力の 詩人』 ブラウ 一一 ング 

亦 『降誕 祭 前夜お よび 復活祭』 の 作 を 以て 世に 問 ひ、 かれの 特質た る 哲學的 傾向 さらに 麵 様の 趣 を帶 

びて 宗教 問題に 接觸 したり。 かくの 如くに して 詩 界に覇 たる ニ大 詩人 旣に此 同一 傾向 を趁 うて、 智的 

瞑想 は 想像の 作用 を 加味し、 哲學 思想 を 根柢と せる 二 大作 は 時 を 同じう して 共に 騷壇を 驚かしぬ。 豈 

ここに 著る しき 影響な きこと を 得ん や。 本章に 於て 論すべき マシゥ • ァァノ ルドと 其 親友 ァ アサ ァ • 

ヒュウ • ク ラフ 等の、 智的 分子 を 重んじた る 詩 派 卽ち斯 くの 如くに して 起れ るな り。 

邦人の マシゥ • ァァノ ルド Matthew  Arnold  (一八 ニニ  I 一八 八 八) をい ふ 者、 多く は 『批評 論 

集』 『北米 講演』 『敎會 及び 宗教〕 『雜 論集』 などの 類を繙 きて、 文 藝神攀 教育 等に 關する 論文に、 靈 

活の評 眼と 暢達の 散文と を よろこべ ども、 不朽の 盛名 ある その 詩卷 を精讀 し、 ここに 奇錄幽 婉の聲 を 


聞かん とする 人 すくなき は遣憾 なりと す 可し。 もとより 批評家と しての ァァ ノル ドはラ ス キ ンと相 並 

びて 近世 散文 界の雙 壁な りと いへ ども、 之が 爲に 彼の 詩人 的 方面 を 顧みざる は、 稍 輕重を 誤りた るの 

畿を 免れす。 蓋し 詩人と して 彼の 文藝 史上に 於け る 地位 を考 ふれば、 テ 一一 ソン、 ブラウ 一一 ングの 維 飛 

時代と 後の ラフ ァ エル 前 派の 時代との 間に 介在せ る 諸 詩人のう ち、 才藻 最も すぐれたる 者な りと いふ 

を 得べ し。 卽ち 彼の 詩人 的 生涯のう ち 最も 顯著 なる 時期 は、 千 八 百 四十 九 年より 千 八 百 五十な 年に 到 

る 六 年間に して、 彼のす ベての 詩篇 は 先づ此 時期 を 中心として 研究 せられん 事 を 要す。 (彼が 散文の 

大家と して 初めて 大名 を 博した る 『批評 論集』 第一 卷が 世に出で たる 千 八 百 六十 五 年に は、 其 詩人 的 

生涯 は事實 上す でに 終を吿 げたり と la る 事 を 得べ し)。 かの 國に 在りても 今日に 到り て は、 彼の 詩篇 

は 其 散文よ り も 多くの 讀者を 有す るに 至り、 將來な がく 不朽の 盛名に 値す べき もの 固より 詩篇 に 外な 

ら ざる は、 鑑識 ある 評 家の 皆 一 致す ると ころな り。 

閱歷を 知ら すん ば 詩人 を 解す ベ からす、 余 は 先 づ叙說 の 順序と して ここに ァァノ ルド の 詩人 的 生涯 

の 一斑 を 語らざる ベから す。 (もとより 敎育 家と して 或は 批評家と して 匆忙 繁劇の 生を这 りし 人 なれ 

ども、 此 等の 方面に 就いては 今說 くの 遑な きを 以て 贫 略す)。 彼の 父 トマス • ァァノ ルド は、 人の よく 

知る ごとく 育英の 事に 從ひ て德 望た かかりし 人、 偉大の 感化 をな がく ラグ ビィの 黉に傅 へ たるの みな 

、りす、 祖父 も 亦 宗教に 終生 を 捧げた る ひと、 從 つて 詩人 ァァノ ルド は 遣 傳と敎 育との 力に よりて、 父 
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一"" W の 感化 を 蒙れる こと 極めて 大 なりき。 父ト マ ス は ラグ ビ ィ の 校長な りしが 故に 彼 も 亦 幼少 ここ 

に擧 び、 當時 匿名 を 用ゐて 『羅 馬に 於け るァ ラリック』 ( 一 八 四 〇) の 詩篇 を 出し、 才藻す で に舉友 

を 驚かしぬ。 後 さらに 轉 じて 牛 津大舉 に 入りし が、 當時科 舉の發 達に 伴 ひて 起れ る宗敎 問題 この 

大學に 喧しく、 一一  ユウ マ ン 等の 牛津遝 動が 盛に 人心 を聳 動した る 時な りき。 ァァノ ルド は 信仰 かたき 

家庭 を 去って、 い ま 論 (命 の 中心た る此學 ^に 身 をお くに 至り、 兩者 の 感化 相 交 つて 彼 が 後年 の 思想 に 

多大の 影響を及ぼしぬ。 げに牛 津大舉 はこの 偉才の ために 智的 生活の 故鄕 ともい ふべ く、 終生 『慈 

母 師府』 の 愛 を 失 は ざり し は 彼が 後年の 詩文に 明らけ し。 この頃の ァァ ノル. ドは縱 横の 機才と 快活の 

質と を 以て、 あまねく 同窓の 敬 仰した る ものな りしと いふ。 この間つ ねに 心 を 詩作に 潜め、 『クロム 

エル』 の 作 を 以て 褒賞 を猹 たるの みならす、 のち 千 八 百 四十 九 年 を 以て 出で たる 處女 作なる 小 詩集 

は、 この 牛 津在舉 の B に 成りた る ものな り。 なほ 大學の 業を卒 へて より 以後の 諸 作 を も 集めて 大成し 

たる もの、 『詩集』 ニ卷 (一八 五三 I  八 五 五) 世に きこ ゆ。 大攀を 去りて 後 ランス ダウン 卿の 祕書 

となり、 また 枯淡なる 視攀官 の 職に 忙殺せられ たる 間に も、 希 職 古典 を 摸した る 悲劇 『メ  P オビ ィ』 

"Merope" の ごとき 佳作 あり。 また 敎育 視察の ため 獨佛諸 邦に 遊びて また 其 文學に 研究 を 積み、 殊に 

弗^ 西の ジ 3 ルジュ • サン、 プロスペル • メリメ  * ギ ゾォ、 セント • ブゥヴ 等と 親交 ありて、 得る ところ 

尠 からす。 なべて ァァノ ルドの 詩篇 はこれ 等 繁忙の 俗務に 從 事した る餘 力に 成れる が 故に、 其 量に 於 
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てばたして 誇る に 足らざる なり。 され ど 作す くな かりし 詩人 グレイが 數篇の 珠玉、 ながく 彼 力 不朽の 

名 を文藝 史上に 傳 へたり しとせば、 典麗 莊重 はるかに グレイ を 凌駕した る ァァノ ルドの 作品、 たと ひ 

その 量に 於て 少しと も豈 われ 等の 摯實 なる 研究 を 値せ ざらん や。 千 八 百 五十 七 年 牛 津大學 に 詩歌の 講 

座 を擔當 し、 ホォ マァ飜 譯に關 する 講演に 詩文 鑑賞の まなこ 凡なら ざる を證 しける が、 のち 七^に し 

て、 その 傑作 を牧 むる こと 尠 からざる 『-新 詩桀』 ( 一 八 六 七) あら はれぬ。 以後 世 を 終る まで 詩 筆 を 

絡ち て、 おもに 文藝 批評に 身 を 委ね、 また 敎育宗 敎を 論じた る もの 多く、 唯 詩興 禁じが たきに 及んで 

その 斤々 二三の 妙 什 あるに 過ぎざる なり。 千 八 百 八十 八 年、 その 痼疾なる 心 臟を忠 ひて 遂に 起た す。 

詩文 宗敎 哲學敎 育の 諸方 面に すべて を 一 貫せ る 主張 を 以て 偉大の 感化 を 民衆に 與 へし 師傳 は、 今 その 

天職 を 全うして 逝きぬ。 

皮の 詩歌 は 純然たる 時代思潮の 反映に 外なら す。 當時 勃然として 起り 來れる 科舉萬 能主篛 その 勢 を 

逞 うして、 思想界の 根柢に 一 大動搖 を 起さ しめてより、 宗教 信念 は 懐疑の 暗 潮に 漂うて 一 代のお 衆 そ 

の 歸 趣す ると ころ を 知らす、 當 時の 人み な 苦悶 衝突の 渦中に 迷 ひ、 舊 信仰す でに 危うして、 新 信仰 は 

いまだ 成ら ざり しなり。 ァァノ ルドの 思想 は周圍 のこの 影響 を 蒙りて、 心裡 苦悶の さけび 外に あら は 

れ たる もの その 不朽の 詩篇 をな したるな り。 これ また 天性と 閱歷 との 然 らしめ たる 所に して、 おも ふ 

に 幼 待 父の 膝下に ありて 敬虔の 至情 を 養 はれ、 後 去って 牛 津大舉 に 當代懷 疑の 聲を 耳に してより、 か 
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れの 詩篇 は、 はやく も 旣に胸 裡に鬪 へる 此！ 一 者の 衝突の 聲を なしたり しなり。 彼の 感情 は 飽くまで も、 

舊 信仰の 賣 きを 離れ ざらん とすれ ども、 更に 透明に して 鋭敏なる その 智力 はこ こに 斷乎 として 明確な 

る 論證を 求めて やま ざらん とす。 身 は 新しき 時代思潮の 急流に 棹 させ ども、 舊 信仰 を 顧みて はな ほ 追 

慕囘 憶の 念を絕 たす して 深き 悔恨に なやむ。 かれの 詩 中の 語を藉 りてい はば、 『一は 旣に 死し、 他 は 

なほ 生れん に 力なき 一 一つの 世界の 間に さまよ ひて、 わが 頭 を 置かん ところ も 無くて 獨り 地上に 待ち わ 

び』 ぬ。 これ まことに、 彼の 批評 的 精神が 信仰と 衝突した るが 故にして、 煩悶の 由來 すると ころ 亦 

ここに 存 するな り。 しかの みならす、 ァァノ ルド はまた 當 時の 倾： E が 急激なる 變化絕 ゆる こと 無き を 

見、 社 # 上 および 政治 上の 現象 は 佛國大 革命の 餘響を 蒙りて なほ 未だ 固定す るの さまな く、 思潮 益々 

複雜 混亂の 境に 入らん とする 大勢に 深く も 心 動かされ たりき。 

斯 くの 如き 苦悶 衝突の 渦中に 在りて、 ァァノ ルド は ブラウ 一一 ングの 如き 廣大 深遠なる 哲學的 考察の 

力 を 有せ ざり しが 故に、 從 つて 後者の 剛壯 なる 樂天觀 なかり しと 雖も、 さりと てまた、 ァァノ ルドの 

詩歌 を單な る絕望 痛恨の 叫びに 過ぎす と 判-; ダるも 誤れ る觀 察な り。 否な 寧ろ 彼 は 絶望の 勇 を 鼓して 自 

ら 安ん ぜんと 欲したり し 者、 卽ち 超然と して 人間 悲哀の 界を解 脫し唯 自然 を靜觀 して、 自己の 心靈そ 

の ものに たよりて 慰安 を 求めん としぬ。 故に かれの 詩歌に 厭世 悲觀 の聲 ある は、 吾人に 人界の 悲哀 痛 

苦 を 示し、 われ 等 をして 之 を超脫 せしめ、 以て 自然の 淸 境に 誘 はんとし たる ものに 外なら す。 卽ち彼 


の 使命と せる ところ は、 功利 唯 物の 時代 を靈 化し、 吾人 をして 病的なる 近^ 生活の 界 

" This  strangv  uisease  cr  nlodem  hr.e, 

with  its  sick  hurry,  its に ivicicd  aims. 

Its  Isacls  overtaxed,  n§  palskd  hearts." 

(The  sch-lelr  Gypsv ン 

を脫 せしめ、 自己 心靈 の解脫 によりて 煩悶 を 免れし めんと せるな り。 故に 吾等 その 作 を fm めば、 熱情 

の 燃 ゆるが ごとき を 過ぎて 平 穩冷靜 の 境に 導かる る 心地 あり。 換 一 一一； i せば ァ ァ ノ ルドの 詩想 は、 バ ィ 口 

ンの 厭世的 埶ー情 (前章に 說 きたる 所謂， 世紀 病』) に 加 ふるに、 ヲル ヅヲル スの 信念と e 然 観と を以 

てし、 なほ 之 を 調和す るに いにし への ストア 學 派の 冷 靜を 加味した ろ もの と^ふ を 得べ し。 

ァァノ ルド はさき の 羅曼底 格 時代 の 詩人 中ヲ ルヅヲ ルスの 系統 を紹ぎ て 、 其 感化 を 蒙りし こ と 最も 

大 なりし 詩人な り。 げ にも 湖畔の 老 詩聖に 對 する ァァノ ルドの 尊崇 敬慕の 情 は、 有名なる ヲル ヅヲル 

ズ論 となりて 現 はれた るの みならす、 また 燃 犀の 評 眼よ く此 『近代詩 祖』 の 美 を 鑑識した る は、 彼が 

編みた るヲ ル ヅヲル ス撰 集の すぐれたる を la て 見るべし。 おも ふに ァァノ ルド は 能く ヲル ヅヲル ス の 

短所 を觀 破して 之を棄 て、 ただ その 自然に 對 する 愛と 沈靜の 趣と を 尊びたり し 詩人な り。 然れ ども 吾 

等 はこ こに 一 一 詩人が 前後 時代 を 異にした る 紡^、 おの づ から 其 詩篇に 異れる 特色 ある 事 を 知らざる 可 
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か らゃ。 卽ち ァァ ノル. ドは 自然 を 愛し そ の 美 を 頌す るに 於て. S たく ヲ ルヅヲ ルスと 相似た ると 共に、 

湖畔 詩人 の 沈靜に 至って は單に 之 を 追慕し 憧憬した る に 過ぎざる なり、 是 ァァノ ルドの 時代 は 旣にヲ 

ルヅヲ ルスの 閑靜 なる 時に あらす して、 匇忙 繁劇 を 極めた る 時世 なれば なり。 時勢 旣に 全く 趣 を 異に 

したる が 故に、 たと ひ 心に 沈靜を 貴ぶ とも、 詩歌に 於て 實際 これ を 摸し 之を舉 ぶこと 能 は ざり しな 

り。 是に 於て か ァァノ ルドの 詩篇 は、 ヲ ルヅヲ ルスの 沈 靜に代 ふるに 悲哀 を 以てする に 至りし なり。 

かれの 瞑想 沈思み な 常に^ 薆の趣 ある は、 卽ち この 故に 外なら す。 

げ にも 吾等 この 詩人の 作を讀 みて、 悲哀の しらべし みぐ と 胸に 響く を 覺 ゆる 時、 靜 寂なる 春の 夕 

まぐれ 遠く 梵鐘 のかす かな る を 聞く が 如きお も ひ あり。 數多 きその 名作 皆 お ほかた は斯か る特 徵を帶 

び たれ ど、 殊に 『ド ォヴァ の濱』 ( 一 八 六 七) と 題した る 彼が 抒情詩の 絡唱 は、， 清楚の 短篇 能く 深遠 

の 想を寓 し、 此 詩人の 特色す ぐれて 著る しき 名歌な り。 月 はさ やかに 海 しづかなる ドォヴ ァの濱 邊、 

寄せて はかへ す 波の まに- (\、 诺 のさ ざれ 石と こしへ なる 悲哀の 調を傳 ふれば、 そぞ ろ希臘 古詩 人の 

秀句 を^ば しむと いひ、 更に 轉じ ておのが 懷疑 厭世の 想 を 幽婉の 調に 托して いふ、 

The  Sea  of  Faith  . 

wils  once,  too,  at 叶 he  rull,  and  round  earth 一 s  sliore 

!L*av  like  .tile  rclds  or  a  一 Jnirllt  girdle  uuTcl. 


new  I  only  hear 

ffw  meliuidiolv-,  lon^,  withdraw ヨ^  roeir. 

Retreating,  .to  ttie  breath  . 

Of  tll~  night-wind,  ^own  tli ひ "vast  c(lges  drear 

And  naked  slniiglcs  of  the  .woria. 

All,  love,  let  nil  DQ  true 

To  ors  another  ！  for  tne  world,  which  sterns 

To  He  before  us  like  a  land  of  dreams, 

sc  various,  so  beautiful,  so  new. 

Hath  really  30^?0M.  joy,  nor  Jove,  nor  li^ht. 

Nor  oow^.^sao^  nor 一 Iciu-C,  nor  liel づ for  pain; 

And  wc  arc  Iiere  as  on  a.  dnrkllng  plrun 

Swept  with  confused  alarms  of  struggle  aud liigjiiL, 

wllcrc  ipncralrt  annics  ekish l〕v  n 一^一 il. 

これ まことに ァァノ ルド 一 代の 秀句に して、 彼の 師 たる 自然 詩人 ヲル ヅヲル スに 聞く 可から ざる 悲哀 

の 聲には あらす や。 
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Cf IXiwson,  Makers  of  Eng.  Poetry  P.  253- 


沈思の is 薆、 おの づ から 之に ふさ はしき 哀調 を帶 びた る は、 ァァノ ルドの 特色な り。 而 

して 此 特色 あるが ために、 彼 は 英！； 古来の 詩人のう ち 輓歌體 の 作に 最も 成功した る 一 人な 

り。 おなじく 哀觀の 詩人に して 共に 大舉に 在りし 頃より^ 逆の 交 ある ク ラフの 死を哭 した 

る 悲歌 『サ アシス 』 Thyrsis  ！篇、 ^に ァァノ ルド 一 代の 傑作た る のみなら す、 また 英文 

舉 のうち 友の 死を哭 したる 古今の 名歌、 たと へば ミルトンの 「リシ ダス』、 シ H リイの 『ァ 

ドネ イス』、 テ 二 ソンの 『イン • メモリ アム』 などと 共に、 不朽の 聲名を 値すべき 大作な 

り。 この 外 『ラグ ビィ會 堂』 『南方の 夜』 など は 稍 趣 を 異にし たれ ども、 また 此體の 最も 

すぐれたる ものなる 可し。 

かれの 長 篇の作 中 先づ戲 曲に 於て 名 * たかき は、 『メ  口 ゥ ビィ』 二  Merope" と 『エト ナ山 

上の H ムぺ ドク リイ ズ』 "F3 で edocles  of  Etna" となり。 われ 自ら 未だ これ 等の 諸 篇に精 

緻の 研究 を 試み ざれ ども、 詩 筆な ほ 動作と 性格の 微を究 むる に 至らす、 詞藻の 美 は あれ ど 

も戯. ra として は 失敗に 歸 したりと 多くの 評 家 は 謂 ふ。 され ど 叙事詩の 長篇 『ソォ ラブと ラ 

ス タム』 " sohrub  and  Rustlsl " および 『トリストラムと イシ ュ ル 卜』" l>istram  and 

IS2111" の ニ篇に 至って は、 此 詩人の 特色 を遣憾 なく 發 揮した る ものにして、 たと ひ 同 代 

の大 詩人と 雖も 及び難き 妙趣 ある を 見るな り。 前者 は 詩材を 波斯の 古詩 人 フィル ドウ シ の 


作に とり、 ホォマ ァの詩 風 を 摸した る もの。 父なる^ 將 ラス タム は、 ソォ ラブが おのれの 子なる を 知 

らす し て 戰場 に 之 を 殺す とい ふ 悲壯の 物語。 後者 は 例 のァ アサ ァ 傅 說に屬 する 悲劇 を 熱情 の ^にう つ 

したる もの なれ ど、 物語に 重き を 置かす して、 寧ろ 精緻な る 抒情 の 筆 ここに 婉美 を 極めた る を 賞す ベ 

きなり。 然れ ども 後の スヰ ンパ ァ ンが 同じ 中世 傳說を 村と なした る 名作 を讀 みて、 濃 艷の彩 筆に 驚き 

たる 人に は、 ァァノ ルドの この 作 稍 遜色 あるの 感 なきに しも あらす。 かくて われ は 純然たる 客 觀の詩 

『ソォ ラブと ラス タム』 の ー篇を 以て 敢て此 詩人 一代の 傑作と 見なさん と 欲す。 蓋し 智 性に 長け たる 

ァァノ ルドの ごとき 詩 入の 常と して、 抒情の 歌 多く は 叙事詩に 若かざる の觀 あれば なり。 

劈頭 『さて 瞻-色 ひんが しの 空 を こめて、 ォ クサ ス のな がれ 霧 たちのぼる』 と、 先づ敵 味方 對陣の 朝 

景色に 攀を 起したり。 韃 粗の 主將 ペラン ヰ ィサの 陣屋に 若武者 ソォ ラブ は 訪れ、 乞うて 曰く， け ふの 

戰を 休みて 一騎打ちの ほまれ を 我に 與へ たまへ、 日ごろの 願なる 父に 會 はん 事 も かな ふべ しと。 この 

議容れ られて 遂に 波斯 軍よりも 戰士 一人 を 選び、 ここに 陣頭の 仕 合 はじまれり。 波斯 軍の 戰士 はこれ 

ゾォ ラブの 父 ラス タムな らんと は、 父子 互に 之 を 知らす、 從 つて 何人も さりと は心づ かざりき。 血^ 

さかりの 若武者 ひごろの 剛勇に 似す， け ふの みは あやしう 父の 事の みおも ひま さりて 腕に ぶり、 遂に 

仆 されぬ。 仆 された るソォ ラブいた でに 息 も 絕ぇ絕 えなる 苦み を 忍びて、 われ は ラス タムの 子な りと 

いふ。 父 は 固より 其 敵手が おのれの 子な りと は 知らで、 狡 奴の 虚誕 ぞと いひ^れば、 若武者 苦しき 息 
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を勵 まして 答 ふらく、 

5  Man,  wllo  art:  .tllou  wllo  closi:  deny  niy  words  r 

Truth  sits  v-pon  .tile li で s  of  d-ying  TT-en, 

And  falsehood,  while  I lived,  was  far  from  2-30. 

I  tell  thee,  pricked  ufsn  this  ay  I  bsr 

.  、rhe  seal  whicli  Rustsnl  to  niy  sothcr  w"【ve. 

That  slie  alight:  prick  it:  on 叶}1 ひ Uabe  slic  .here." 

ソォ ラブ 胸 を 開けば こ の 黥 こそ はげに もラ ス タム が紋 どころ！ 父 は あまりの 驚きに 突立ち たるま ま 

語 もなくて、 ただ 一 聲 "0 Isy—thy  father!" とば かり 身 は礤と 地に ぞ噎れ ける。 やがてよ みが へ 

り 父子 相 抱きて 慟哭す、 兩 軍の 將士 みなこの 光景 をみ て黯 然として 淚を 呑む。 ふたりが 龍 奔虎騰 の 血 

戰を寫 したる あたり、 筆力 神に 入って 壯麗 雄渾 を 極め、 劍光 きらめく ところ 鏘々 の 音 を 耳に する の 想 

あるの みならす、 詩人 は 巧に 之に 叙景の 筆 を 配して 周圍 自然の 景狀を 現す。 末尾 更に ー轉ォ クサ ス河 

晔のゅ ふべ を 叙して 全篇 を 結びた る あたり、 靜 寧の 晩景 を 叙した る 詩 筆 は、 テ 二 ソ ン、 ブラウ 二 ング 

と雖も 遠く 及ばざる 妙趣 ある を 覺 ゆるな り。 ただ 典雅 派 詩人の 常と して、 比喩 形容の ためにい たづら 

に 佳句 麗語 を聯 ぬる 事 多き に 過ぎた るが 故に、 吾等に は 却て 詩舆を 殺が るるの 想 無き にあら す。 


403 —— 


—— 404 


この ほ 力 短篇の 類に 在って 特に 秀でた る 二三 を數 ふれば、 先づ 『棄 てられた るマァ マン』 <:rhe  For- 

saken Merman" は、 人 問の 女マァ ガレットと 婚 して 後、 遂に 見 捨られ たる 海 王の 歌な り。 屮世羅 a 乂 

底 格の^^ ゆたかに、 吾等 をして 後の ロセッ ティ 一派の 藝 術に 對 する が 如き 想 あらしむ。 また 『リク 

ヰ エス キャット』 " Riquic-scat  " (かの 世に て 安らか なれ や) は 僅に 十六 行の 一 小篇 なれ ど、 最も 

ひろく 人口に 膾炙した る 妙 什に して、 交際 場裡の 花と たた へられし 女、 靈は いま 束縛 多き 現世 を 去つ 

て廣大 無窮の 死の 界 ここ 自由の 鄕に やすら へ る を 歌 ふ。 更に また ァ ァ ノ ルドが 自然と 人生に 對 する 沈 

思 g 想 をう かが はん と^ふ 人 は、 倫 敦熱閙 の 巷 をよ そに ここの みは 仙鄕 なる ケン シン トン 公園の 歌 

:Lmcs  Written  in  wenswngton  Gardens" に、 喃々 たる 鳥 語を聽 きたる 感^の^なる を 未 ひ、 或 

ナイ ティン ゲ— ル  n»  一 

は 夜 *  rt:! を 訝み し 哀調の 歌 『フィ 口  メラ』 " Phironiela  » を 誦し 、『未来』 "The  Future" 『(ブ れ 

の 運命に も 準備た る』 ：In  utru ョ que  patls"  (§ 名 はよ Ilu  ^,ts) などの 篇、 琴 侑の 妙 昔 かすか 

なる 耳 かたむけよ。 

ァァノ ルドの 詩歌に はなべ て 色彩の 濃艷を 見す 聲 調の 優 麗を閱 かざれ ど、 ただ 低 唱 微吟 これ を 久し 

うして、 ここに 简素 明晰の 美を毘 る。 青春の 熱情 湧く が 如き を 盛りた る 奔放の 詩 風に 非す して、 ひた 

ぶる に 謹厳の 風 を 重んじた る體 なり。 當 時羅曼 底 格の 虱潮冲 天の 勢 を 以て 詩界 を風麼 したる とき、 か 

れは獨 り 典雅 派の 主張 を 持した る 人、 從 つて 批評家と しての その 同情 も、 テ 一一 ソンな ど 同時代の 英 Ei 


^人の 上に うすくして、 却て 外 邦の 詩人に 向って 厚 かりき。 固より ァァノ ルドの 包け る： は、 

十八 世紀 詩人の それの 如くに 峻硗 なら ざり しと 雖も、 彼が 詩 題の 選擇に 重き をお きたる が 如き は、 卽 

ち此 典雅 派の 特微を 示した るな り。 當時テ 一一 ソ ン、 ブラウ 一一 ング 以下 羅曼底 格 派の 詩人 は、 自然と 入 

生との あらゆる 題目 をと りて 之 を 詩 化せん と 試み たれ ども、 ァァノ ルド は獨り 此點に 於て 飽くまで も 

典雅 派の 主張 を 持して、 詩歌の 題目に 斷乎 たる 制限 を 設け、 ただ 或 種の 事物の みが 詩 題た るに 適すべ 

しと 信じた るな り。 (然れ ども 時には 此 主張 を 離れて 却て 千古 不朽の 妙 什 をな したる もの、 たと へば 

前述の 『棄 てられし マ アマン』 の 如き 羅曼底 格の 作 ある こと を も 忘る ベから す)。 而 して， 人た る 彼 

が斯 くの 如き 主張 ある は、 批評家と して 及び 教育家と しての 共の、 王義 と共に、 全く 古代 文化 を 尊崇す 

ろ こと 極めて 深 かりし に 基づく。 げに 彼の 詩篇に は富贍 なる 舉殖 おの づ から 現 はれて、 敎養 ある 人士 

の 胸に は 切なる 哀昔 しみわた るが 如きお も ひ あるな り。 吾邦 人の 間に 廣く 知られた る -sweetness 

and  Light"  の 有名なる 論文 を讀 みたる 人 は、 近代の フき， スき イン を排 し、 古 

典 文 藝の美 を 敬慕せ るァ ァノ ルド の 根本主義 を 知る こ と を 得ん。 かれが 後の " バ アト • ブ リツ ヂス等 

と共に 近英 の詩界 における 新 典雅 派た る 所以、 はた この 主張に 基づけ るな り。 

ァ ァ ノ ルドが 有名なる 輓歌 『サ アシス』 に哭 したる 心友ァ アサ ァ • ヒュウ *ク ラフ Artln-r  Hugh 
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Clough  (一八 一 九 —— 一 八 六 一 ) も 亦、 千 八 百 三十 年代お よび 四十 年代に 於て 牛 津大學 ケ-屮 心と し 

て 盛に 起れ る 懐疑の 虱 潮 を 代表した る 詩人な りき。 ァァノ ルドに 比して は t 藻褙 劣り たれ ども、 思想 

發逹の 徑路に 於て は 二者 殆ど 其 趣 を 同じう す。 幼少の 頃し ばらく 米國に 在りし が、 後 故 3- に：！ りて ラ 

グビ イ^に 擧び、 ここに 深く 博士 ァ ァノ ルド の 信仰に 感化 せられし 後、 "史に 移りて 當 4? マ 小敎^ 題 論議 

の 源た る牛津 大 學に攀 ぶ、 これ la に 彼の 思想 一 轉の機 をな したるな り。 彼 もと 誠心 摯 蓖 の 人、 夙にお 

も ひ を 入^ 問题 に ひそめて、 さき に 蒙りた る 宗敎的 感化 によりて 得る と こ ろ旣 に尠 から ざり しなり。 

而 かも 今や この 大學に 敎義の 新說を 耳に し、 自由 神^の 論に 接する に 及び、 彼 も 亦 遂に 懷疑 苦悶の 人 

となり 了ん ぬ。 大學の 業を卒 へて 後 は孜々 として 育英の ことに 從 ひしが、 此^に 出で たる ：Ambar- 

valia" を 以て 彼の 處女 作と なす。 また 南歐 伊太利の 美鄕に 遊びて.、 ェ 二 スの 市を訪 ふや、 當 時の 感想 

を寓 したる I^Ei 『ふた 心の 人』 "Dyps3、dlus" あり、 知ロ すぐれ 情 はげしき 主人公が、 理想と 現 莨との 

銜 突に 资惱 苦^せる 様 を 描きた る、 一 篇の趣 はや ゃゲ H テの 『ファウスト』 に似て 而 かも その 深遠な 

し" © 不信、 善惡 等の 複雜 なる 大 問題 を 提げて 詩 筆な ほ 之に 伴 はや、 徒に 枯淡 無味の 譏 をう けて やみ 

ぬ。 のち 全く 敎 職を棄 て、 健康 渐く衰 ふるに 及んで 國を 去り、 途上 『大海』" Marl  Mag=o" の 作 

あり、 舟路の つれぐ に 同好の 友 相^りて 各々 語り 出で たる 物^、 みな 戀愛 結婚な どの 社會問 题に關 

したる ものたり。 ク ラ フ 更に 痫を養 はんとて マ. ロレンス に 行き、 ここに 熱病 を^ ひて 遂に 逝く、 享年 


四十 有 三。 

英詩に 六！^ 脚 を 用ゐて 成功した る もの 少き は、 かの 國^ 本來の 性質が 然 らしむ る 自然の 結 茶な わ ど 

も、 クラ フは 巧に 此 困難なる 律 を 用ゐて 成功し ぬ。 なべて 彼の 詩歌 は 長篇に 失敗し たれ ども 單に その 

部分 を 取りて 之 を 論 すれば、 溫 藉沈靜 他の 及び 易から ざる 妙趣 を 具 ふ。 また 短篇の 抒情詩 中 最もす ぐ 

れ たる 『虱 吹く かた』 "Its  cuis  Ventus" 『いのちの 流れ』 "The  Stream  of  Life" など、 人生 

問題の 深き を さぐりた る 名篇、 ひろく 入口に ^灸 す。 また 『煩悶 を 甲斐な しとな 言 ひそ』 と 詠みた る 

歌 は、 近世の 詞花集 を 編む 人の 決して 看過せ ざり しもの。 曰く 

Sav  not:  .tile  strucr^IC  noutrlit  avaiklli, 

Tlie  labour  and  tlie  wounds  are  vain: 

The  cncrny  Taints  not  nor  failctli. 

And  as  things  have  been  tliey  remain. 

it  ho^cs  \ssre  dul)es,  Ie"lrs  rrsy  t> ひ liars-; 

It  Inav 1〕 リ, in  ven  smcykc  concealed. 

Your  cotnrades  clias ひ e 一 en  now  1:he 

And,  l)u<:  for  vou,  possess  tlie  £C】CL 
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For  whil ひ <;ne  tlrsl  waves,  .valnlv  t>rea53w, 

Se2n  ！ lere  no  gainful  inch  to  criiln. 

Far  !3acK,  tnroura-h  creeks  atul  inlets  lllalsl^. 

Comes  silent,  Hoouulg  in,  the  main. 

And  nol:  一〕 v  eastern  windows  onlv, 

wllen  clavli^lrt  coiners,  comes  in  1:Jie  lighi:; 

In  iront,  tps  sun  2iln1〕s  slow,  l】ow  SIO\v】y  ！ 

wut  wca/tward,  loolc,  the  laml  is  一〕 right. 

この^ 三 節 高潮 を 詠みた る 四 行の み を 以てする も、 なほ 彼 をして 盛名 ある 詩人の 列に 伍せ しむる に 足 

らんと、 セ イン ッべ リイ 敎授は 嘆賞し ぬ。 

^の 死後に 至りて 世に出で たる 長篇 『旅路の 戀』 "Alsurs  dc  Voyage" また 六 律 脚 を 用 ゆ。 主人 

公なる ク & ォドは 殆ど 懷 疑の 化身と も 謂 ふべき 人物に して、 千 八 百 四十 八 年の 革命の 折羅 馬に 在りし 

1 靑年 なり。 かれ 革^に 就いて 其 意向 を定 むる 能 はす、 身 は羅 馬に 在れ どもお のれ * して 羅馬を 好む 

や 否や を 疑 ひ、 また 妙齢の 婦人 を戀 ひながら 猶 己れ 自らの 戀を 疑へ るな り。 はじめ 此 婦人 をして 獨り 

去らし め、 後 さらに 之 を 追 ひ 求 むれ ども す、 茫然自失、 遂に 一種の 信仰 を 得たり、 而 かも 依然と し 


ておのれ 其 宗敎の 何なる や を 語る 能 はざる なり。 かくて 簡單 なる ー篇の 脚色 何等の 結末な く、 茫漠朦 

朧 にして 終れる 戀の 物語 詩な り。 此 作の はじめに 冠した る 題言に いふ、 『かれはす ベて を 疑 へり、 戀 

そのもの をす らも 疑 ひぬ。』 ： II cloutait  (1c  tcut, 11 もョ c  dc  ransur" と。 この 語は實 にク ラフの 

すべての 作 を 一 貫せ る 懐疑の 傾向 をい ひ顯 はした る ものな り。 げに 渾沌た る當 年の 思想界に 在りて、 

智性 すぐれたる 誠心の 詩人、. おも ひ を 人生の 問題に ひそめて 遂に 之 を 解決すべき 斷案を 得る 能 はす、 

その 詩 は胸裡 苦悶の 聲 たらざる を 得ざる なり。 而 して クラ フは獨 り 此懷疑 的 倾问に 於ての みならす、 

また ヲル ヅヲ ルスの 感化 を 蒙り、 學 tg 敎養 ある 詩人た るに 於て、 八 上く ァァノ ルドと その 趣 を 同じう し 

たるな り。 

斯 くの 如くに して 上述の 二 詩人 は、 懷 疑の 暗 潮に 行衞も 知らす さまよ ひたりき。 ただ ァァノ ルド は 

なほ 1^ー 愛 苦悶 を 自然の 淸 境に 忘れん とつと め、 クラ フも 亦、 其 抒情詩 中の ー篇に 『あはれ、 人、 と は 

に^み を 失 はすして 信ぜよ』 と 歌 ひて、 みな 共に 奮って 懐疑の 苦境 を脫 せんと 試みた るな り- ち 

喑黑 なる 想 海に、 なほ 一道の 光明 を さぐりて 進む の 勇 を 失 は ざり き。 しかれ ども ここに また 時世 厭離 

の 極に 達して、 浞亂の 思想界に 全く 望 を 絶ちた る悲觀 詩人 あり、 ジ HI ムス。 トムソン JOBes  Tha- 

nlson  ( 一  八コー Mi 1 八 八 一 一) は卽 ち^な り。 その 作 『恐ろしき 夜の 都』 "The  City  cf  Dreadful 

N;ght" は實 によく 彼の 天才 を 代表す。 
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トムソンの 生涯 はなはだ 變 化に 常む。 はじめ 實 業界に 身を投じて 北米に 行き、 また 新聞 通信員と し 

て 西班牙に とどまり、 後 遂に 故 國に歸 りて 操觚の 業に 從 へり。 著す ところ 詩歌の ほか 論集 • 卷 あり。 

彼シ H リイ を崇拜 する こと 深く、 また ハ イネ、 ショ ペン ハウ H ル 等の 厭世 思想に 得た る 感化、 膝々 と 

して その 述作に あら はれたり。 多年 豪飲の 結果いた く 健康 を 害し 遂に 病 を 得て 死した る 人、 粗放 不顿 

の 性行 は 北米の 詩人 ポオに 酷 肖せ るが 故に、 かれ 遂に 『英國 の ポオ』 の 名 を 得る に 至りし と雖 も、 も 

とより 此 比較 はお もに その 撼 树 落魄の 一生に 就いて いへ る ものに 過ぎす。 蓋し トムソンの 作に も、 ボ 

ォ のお 質た る rss  amour  insatiable  du  Kcall, ぶ ミ avait:  j ョ s Iji  plllssar-ce  (rune づ asslcn  inor- 

bide:  に^ SfE のち 評 をし^ ひもとのば 』ぉ) は あれ ども、 ポオの 詩歌に f 著る しき 謦然の 分 

子 は 之 を トム ソ ン に 兌む ベから ざれば なり。 若し 異邦の 詩人に 比较 T とせば、 トムソン は 寧ろ 佛 ^四 

のボド レ H ル、 伊太利の レ ォパ ルディな どに 近 からん か。 

彼の 詩篇 は 齩密の 推敲 を經 たる ものに 非す して 寧ろ 天才が 一 氣呵 成の 作なる が 故に、 吾等の 研究に 

値せざる が 如き 劣 作 その 大半に 及ぶ。 『不眠』" I-lsonlnia" とい ふ 作に、 おのれが 鯨 飮の餘 に^たる 

心身の 苦痛 を 叙した る ものの ほか、 彼が 厭世 悲哀の 想 をう つした る 『恐ろしき 夜の 都』 は、 一 代の 傑 

作と して. 水く 不朽の 聲名 を傳ふ べき ものな り。 是れ まことに 喑澹 溟濛 たる 當 時の 思潮 を 反映し、 科學 

的 文明と 共に 起れ る 懐疑の 思想 をう つして 雄大 深 沈の 富 幅 をな したる もの。 その 寓意 は獨逸 中世の 名 


匠 アル ブ レヒトつ テュ レルの 作 『憂愁』 の すがたに とりたり、 『蕭條 たる 高地の 上、 翼 ある 女人の 黄銅 

の K 像た てり、 壯大 にして 神祕^ 笫 二十 一章) と 言へ る もの 卽ち是 たり。 開卷 第一 節 題名の こころ を 

説きて 先づ 證^ を 悲愁の 天地に 誘 はんとす、 いはく、 『こ は 夜の 都な り、 また 或は 死の 都 か、 され ど 夜 

のなる は 疑な し。 露お く曉の ほのぐらき 冷氣に 次いで 淸 明の 朝 は竟に 来らす、 月と 星 と は 侮蔑と 哀憐 

ともて かがやかん。 日 は 未だ 曾て この 都に 來ら す、 白日の もと、 そ は 消え 果っ ベければ" さながら 夜 

とこやみ  ， 

の 夢の ごとくに』 と。 げに 天 日の 光明 を あ ふぐ 事な きこの 常闇の さと は、 彼が 絶望 厭世の 想 を 寓 した 

る 天地な りき、 時代の かぎり 無き 苦悶 憂愁、 おの づ から 詩人の 胸に 響きて 此悲調 をな したるな り。 


第五 章 スパ ズ モ ディ ッ ク 派の 詩人 

此淤の 特質 —— 内容と 外形 II 疑哲 ゆの 傾向 II バ ィ 0 ンの 感化 II 其お 稱の 

由來 II 此 派の 詩人 —— ベ ィ レ ィ —— 『フエ ス タス』  ンド  一！ ィ-ド ベ ル —— 『羅 

馬 人』 —— 『ポオ ルダァ I —— その^ 詩 —— アレクサ ンダァ • スミ ス —— ゼラ ル ド. 

マッセ ィ —— 勞働者 の 詩人 —— 愛^ の 欲 —— ブ ラ ゥ -I ン グ 夫人 —— 『萄葡 牙 ンネッ 

ト集』 —— 女性 詩人 8 特質 —— 女 詩人と^ 太利亞 

近代 英詩の ー轉 機と も兑 なすべき 十九 世紀の 中葉に 起れ る 時淤の 一 として、 次に 余 は ス パズモ ディ 

サ ク派 を說 かん。 さきに も 謂へ るが 如く、 常時の 詩墙 一に 對峙し 共に 羅曼底 格の 覇王 として 一代に 影響 

感化 を 及ぼせる 事大なる ニ大 詩人 は、 テ 一一 ソ ンと ブラウ 二 ング となりき。 され ど 前者の 偉大なる 所以 

は 主として 技巧の すぐれたる に^し、 後者 は 寧ろ 自. S 奔放の 體を 具へ て、 深奥の 想 • 熱情の 筆 を 以て 

一世た-風靡 したるな り。 スパ ズモデ イツ ク 派の 詩人 も 亦 此ニ大 詩聖の 感化 を 蒙りて 起れ るな り、 卽ち 

テ 一一 ソ ンが 詩形の 彫琢に 苦心す る こと 多き を 去って、 文字 修飾の 竊 群を脫 し、 寧ろ ブラウ 一一 ングが 思 

想の 方面に まされる に 倣 ひ、 詩形よりも 多く 內容に 意 を 用ゐ、 更に 一歩な-進め 時代の 傾向 を趁 ひて 近 

世 的た らんと つとめた る 者な り。 蓋し 當 時の 英阈詩 界は獨 逸文 舉の 影響 をう くる^^る しく、 人生と 


宗教と 詩歌と を 一致せ しめんと する 獨逸羅 曼底格 派の 虱 潮を迎 へ、 また ゲ ー テの 『ファウスト』 さら 

に 絶大の 感化 を 及ぼし、 テ 二 ゾ ン、 ブラウ ュ ング にす ら歷々 たる 其 痕跡 をみ とむ 可く、 ス パズモ * ティ 

.V ク 派の 詩歌の ごとき も 明らかに ここに 淵源した るな り。 此詩派 はまた 更に 他の 方面より 觀 察して、 

當 代の 思想界に おけ ？- 懐疑 苦悶 のおの づ からなる 反映と も兒 るべ く、 人生の 意義 を 尋ねて 遂に 得る と 

ころな く 不安と 煩悶と 其 極に 達して、 途に斯 の 如き 不自然なる 祌經 質の 詩人 を 現じた るな り、 故に 或 

點に 於て は此 一派 は、 佛 蘭西輓 近の 象徴詩 人と 其 趣 を 同じう したる 者な きに あらす。 かくて 其 特質 は 

激越の 感情 を恣 にし、 人生 宗教の 問題に 觸れて は 想 あまりあって 筆 足らす、 常に 一種の 哲理 を寓 すれ 

ども 統一な く綜な n なく、 感興の 迸發 すると ころ 支離滅裂の 詞章 をな せる もの 多し。 たと へば 此 一派の 

詩歌に 在って は、 譬喩の ごとき 唯 徒に 誇張 浮華の 弊 を 生じて、 却て 詩情 を沒 了し 晦潞の 弊を增 したる 

が 如き 感 なきに しも あらす。 この 派の 詩人 は 『詩歌の 村 料 を 以て 詩歌 そのもの なりと 誤解 一したり』 

と、 或 評 家の 唱 破せ る眞に 故な きに あらす。 此點に 於て は、 かの 十七 世紀の ドン 一派の 詩人 (ジョ ン 

メタフィジカル • スク， ル 

ソンが 呼んで 哲 理 派と いひし もの) が、 好んで 浮華の 辭、 複雜の 詞章 を用ゐ て、 詩歌に 一種の 

哲 學を寓 したる ものと 酷肯 せる の觀 あり。 要するに 奔 逸の 激調を 弄して 未だ 完 美の 詩歌 をな さす、 同 

じく 當 時の 風潮に 動かされて 成りし テ 一一 ソンの 『モ ォド』 に a ゆる 熱烈の 感情 を 學んで その 華^ 濃艷 

の 趣な く、 また ブラウ 一一 ングの 高調 を 摸して、 而もな ほ 到らざる こと 遠き ものと 謂 ふべき 乎。 され ど 
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も此 一派お ほかた 皆 少壯氣 鋭の 騷人 にして、 獨 創に 富み 新 様を赏 でた るが 故に、 守舊 派に 昆る 可から 

ざる 斬新の 妙趣 を 具へ たり。 ただこれ 等獨 得の 詩 虱、 いまだ その 發 達の 盛期に 及ばす してやみ たる を 

憾みと す 可し。 はじめし ばし は 時好に 投じて 喝采 を 博し たれ ども、 遂に 嚴密 なる 批判の 排斥す ると こ 

ろと なり、 かれ 等み な 空しく 縱潢の 奇才 を 抱きて 成す ところ 完 からすして 終りし なり。 故に 此 派に 對 

する 吾人の 與味は 作品 そのものに 在りと 言 はんより は、 寧ろ 其文舉 史上の 意義に 存 するな り。 

十九 世紀 初期の 諸 詩人 は、 さきに も 言へ るが 如く、 皆 十八. 世紀 主義 を 破^して 羅曼底 格の 傾向 を 詩 

埴に 復活した る 者な り。 され ども 其 後代に 及ぼせる 感化に 至って はおの づ から 多 極 多様の 觀 なくん ば 

あらす、 たと へば キ イツが テ 一一 ソン を 起し また ロセッ ティの 源 をな し、 ヲ ルヅヲ ルスが ァァノ ルドの 

ポ する 所と なり、 スヰン パアンが 或點に 於て ランダ ァ、 シェ リイと 相似た るが 如き、 大 體の倾 向に 

於て 各自 その 趣 を 異にせる を昆 る。 而し てこの スパ ズモデ イツ ク 派の 詩人に 至って は バイ a ンに負 ふ 

ところ 甚だ 多く、 情熱の 狂 勝 さながら 天を燬 くが ごとき 特色 を傳 へて、 彼の 厭世的 世界 觀に 感化 せら 

れ たると ころ 甚だ 尠 からざる なり。 また 彼等が 好んで 戰爭， 自由主義 等 を 以て 詩 題と なし、 矯激の 感 

情 を 歌へ る もの 多き、 固より 當時 眼前の 問題が これ 等の 詩人に 大 たる 與蜜を 促せし に 由る とはいへ、 

バ ィ 口 ン の 影響 も 亦^して 少 きに あんざ リ しを證 する に 足る。 

また 『スパ ズモデ イツ ク派』 (痙攣 的の 意) の名稱 は、 もと カァ ライルが バイ ロン そ 評する に W ゐた 
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る 語な り。 のち 更に 轉じ てこの 詩 派に 適 S せらる るに 至りし は、 當 時の 詩人 H ィ タン William  wdm- 

oncistcune  Aytoim が諷剌 嘲罵の 筆を揮うて 此 派の 弱 點を笑 ひたる 喜 曲ファ ミ リア ン』 -Tirmilian- 

(一八 五 四) に此語 を用ゐ たるに 初 まる。 激 愤の與 奮お さへ がた き は、 さながら 神經 過敏の 痛苦 その 

極に 達して、 七 頭 八 倒の なやみ 堪 へがた きに 似た る を 諷した るな り。 かくて スパ ズモデ イツ ク派 とい 

ふ もの 同より 一 群の 詩人が 相 集りて 旗幟 を 鮮明に し、 自ら 一 派のキ 義を 標榜して 詩壇に 立ちた る もの 

にあら す。 ただ 時代の 趨勢お のづ から 詩歌に 影響を及ぼ したる 結果、 殆ど 時 を 同じう して 同一 の倾向 

を帶 びた る 幾多の 詩人 を產 出す るに 至れる を C -、 傍人が 諷戒の 意 を 以て この 一 圑の詩 風に 特種の 名稱 

を與 へたる ものに 過ぎす。 故に 此 派に 屬 する 詩人 を數 ふるに 當 つて、 テ 一一 ソ ンに すら 一 時此 風格 あり 

となし、 また 前述の クラ フをも 加 ふるた ど舉 者の^ もとより 說を 異にす。 唯 フィリップ *ジ H 1 ムズ * 

ペイ レイ を 以て 其 先驅 となし、 更に 時 を經て シド 一一 ィ • ド ベル、 了レ クサ ンダァ • ス ミスの 1 1 人相 携 

へて E 一  の倾向 ある を數 ふるに 於て は、 評 家み な 說をー にす。 なほ 或 人の いふ 如く ゼラ ルド， マッセ 

ィを このうち に 加へ、 われ は 更に 普通の 說に 反し、 ブラウ 一一 ング 夫人 を 以て 敢て此 派に 屬 すと 爲 さん 

と 欲す。 こ の ほかな ほァ ァ ネスト • ジョ オン ズ Hal.nest  Tones, スタン ヤン • ビッ グ Stanyan  i>!gg 

等の 名 あれ ども、 群小 詩 客 もとより 多く 言 ふに 足らす。 

暧 もはやく 此派の 傾向 を あら はした る 詩人 は、 フィリップ • ジ エイムズ • ペイ レイ Biilp  James 
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Bailey  (一八 一 六 I 一  九 〇 二) なり e その 作 『フ H ス タス』 rFcstus: は 千 八 百 三十 九 年 を 以て 世に 

出で、 爾後 殆ど 六十 年間 版を改 むる ごとに 增袖 改訂 を 施し、 獨 り英國 のみなら す 大西洋の 彼岸に 於て 

も、 讚 賞の 聲 極めて 喧し かりき。 +は 詩文の 研究者 を 除きて は此 作を讀 む人少 けれども、 當時 名聲の 

1 只々 たりし は實 にわれ 等が 想像の 外に 在りし なり。 おも ふに 超凡 奇拔 なる 新聲 はしな く 時好に 投じ、 

懷 疑の 晤 潮に 漂へ る 民衆の 胸に 切々 の 響を傳 へたる が 故な らん。 され ど 彼の 詩才 は a. 熟に して また 早 

老 なりき。 此處女 作に 於て はやく 旣に畢 世の 才藻 を 倾け盡 くしし にや、 後年の 作に 至って はお ほかた 

霄 ふに 足らざる ものの み。 そ も 『フエ ス タス』 は ファウストの 古說を 川ゐ てこ こに 哲舉の 新 意 を寓し 

たる もの、 ゲ，' テ のと はいたく 趣 を 異にして、 寧ろ バイ ロンのに 倣へ るな り。 悪魔 は：^ 力と 知" とに よ 

りて 勝利 を 占めたれ ども、 一女 性の 愛着に ほ だされて 遂に 人性の あはれ を 知る。 ー篇の 意は祌 人の 關 

係 を 明らかにして、 神の 惠、 露 魂の 不滅 を說 くに 在れ ども、 必す しも 哲理の 深遠な く、 はた 詩 風の 美 

ある を兑 す、 今人 をして そが 前代の 名聲 故な きか を 疑 はしむ る もの あり。 たと へば 

t  swearers  S5(l  swagprtlcrs  jeer  a.t  my  llallle.-- 

の ごとき、 誰か 之 を 弱 强 の 詩 律 中に 見て 意外の 感な きを 得ん や。 げに篇 中の 或 部分に は、 苡文を 

軍に 詩の さまに 印刷した るに 過ぎす とお ぼしき もの さ へ 多 かり。 ただ 往々 にして、 


\Vc  live-  in  deeds,  not  years,  in  tho=g:lts,  not  1>rcatllr: 

In  fadings,  net  in  figures  on  a  dial. 

We  should  col  time  he  heart-throbs.  He  most  lives 

whe  thinks  most,  reds  the  noblest,  a つ Is  the  l>est 

And  he  whoso  heart  beats  quickest  lives  the  longest: 

Lives  m  one  hour  more  than  in  vcars  do  som ひ 

whose  fat  blood  sleeps  tis  it  slips  aisle-  the-  veins. 

Life  is  but  a  means  unto  an  end;  that  (.11(1, 

Beginning,  m ひ an,  and  2K1 to  all  thir-JTS—God. 

Ttie  dead  have  all  the  glory  of Ihc  \v:rl 二. 

の ごとき 篇 中の 秀句、 いま あまねく 人口に 臉 炙した る もの 無き にあらざる なり。 

此 派の 人々 多く は 詩興の 奔 逸に 住せて 筆 を 走らし、 激越の 調を恣 にした るが 故に、 時あって 《 壯雄 

渾客 易に 他の 企て 及ばざる が 如き 妙趣 あると 共に、 また 粗奔 蕪雜、 殆ど 論す るに 堪 へざる 詩句の 汶-し 

する を 見る。 ペイ レイより は 稍 時 を 隔てて 後に あら はれた る此 派の 驍將シ ドー 一 ィ，ド ベル 一 

Dobdl ( 一 八 二 四— 一八 七 四) 最も この 風 を 具 ふ。 その 詩篇に 晦潞 枯淡の 譏 を 招きた る 多くの 决站は 一 

あれ ども、 同情 あまねく 熱意の 盛なる、 殊に 自然 叙景の 筆に 特殊の 妙 ある は、 を さく 大 詩人 こ讓ら が 


ざるの 觀 あり。 かれは 千 八 百 五十^-はじめて 『羅馬 人』 -*Tlle 力 Oman- の^を 公に して、 いたく 詩界 

の 注目 を惹 きたり。 常時^ 太 利 亞の獨 立 問題に 熱 列 i の 同情 を 寄せた る 歌 なれば、 其 自山を 叫びた る抒 

情 詩 體の激 調 ひとし ほ 鋭く 時人の 耳に 響きたり とお ぼし。 當時 いまだ 年若 かりし ドべ ル が悲壯 豪放の 

詩 風 は、 さながら バイ ロンが 希 臘の爲 に呼號 する が 如く、 殊に 此篇 のうち 羅 馬の コ リシ ィ アム を 詠 じ 

たる あたりの 妙趣 は、 かの 『チャイルド， ハ 口 ルド』 中の^ i ？、 月 あかき 夜お なじ 餒墟に 古 をし のび 

たる バイ n ンの壯 調に 讓ら ざる もの あり。 然れ ども 詩才な ほ 之よりも 一段の 進境 を 示した る は、 次の 

作 『ボ オルダ ァ』 "walder-  (一八^  W) たりと す。 こ は 北歐祌 話に/ 兒 ゆる 平和 光明の 神、 その 宮居な 

る 『遍照 殿』 wnedabli だ は 1K 上の 銀河に ありと いふ。 ひとたび 喑黑の 夜の 祌に 殺されし が、 遂に ま 

た 神々 C 願に よりて 再生 を 得たり。 これと同じ 题！ H をと りたる もの、 近代の 英國 詩人に 在って は、 マ 

シゥ • ァァ ノル ド 及び 後段 說く ところの ヰ リア ム • モリス の 如き あれ ども、 ドべ ルの はいたく 之 等と 

趣を與 にした るが 如し、 卽ち 村を此 神話に 借り たれ ども、 飽くまで も 主 觀的態 度 を 持し、 叙事に 重き 

をお かすして た だ當 代喑黑 の 思想界 を 之に よりて 歌 はんと 試みた るな り。 卽ち 詩人が その 自序 のうち 

に 1 目へ るが ごとく、 此篇の 主意と すると ころ は、 『懐疑より 信仰に、 また 渾沌より 秩序に 向うて 進み 

行く 人心の 發 ：^』 を繹 ぬるに 在り。 故に 結構 は 稍 ブラウ 一一 ングの 『パラ セル サ ス』 に 似 たれ ども、 そ 

の： ぉ逮 なくして 晦^ は 寧ろ これに 過ぎたり。 われ 等は篇 中に 雄大 宏壯の 美を昆 る こと M 々なれ ども、 
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また 興趣 索然た る 幾多の 詞章に 會 して は、 殆ど 卷を投 ぜんとす る 事 あり。 おも ふに 此 一派の 詩人の 玉 

石 同 架 の 作品 を 研究す る に當り て は、 全集の SS は 却 て 勞 多くし て 得る と ころ 少く、 寧ろ 豫め 鑑識 あ 

る學 者の 所 說に聽 き、 選集 拔萃の 類に よりて 其 美 を 味 ふ を 便な りと す。 

千 八 百 五十 四 年から H ディ ンバ ラ に 行きて、 ここに 同好の 詩人 ァ レク サン ダァ • ス ミ ス と 相識り 交 

情 こまやか なりき。 その 結 * として、 當時 クライ ミア 戰爭 に對 する 感興 を 歌 ひたる 合作の ソネット 集 

一 卷 『戰爭 の 歌』" Sonnets  on  the  War  "( 一  八 五 五) と 題した る もの 成れり。 ドべ ルは愛 國の至 情 

熾な りし 詩人、、 好んで 砲火 斂戟 のこと を 詠 じけ るが、 この 方面に 於て はかれ 稍テ 一一 ゾ ンと和 似た る も 

のな きに あらす。 その 豪壯 勇健の 調 はおの づ から 此 種の 詩 題に 適し、 往々 にして かの バイ ロンが ヲ ー 

タ アル ゥ戰 前の 景を 叙した る 章 中の 名句、 

And  nearer,  clearer,  dtildliel-  tnan  bet  ore  ！ 

Arm!  arm!  rt is —  It  is I .the  cannon、s  OI〕eninp>-  roarl 

—— Childc  Harold,  Ul, XXH. 

の 豪 健 を 想 ひ 起さし むる もの あるな り。 ただ 最も 詩形の 美に 細心の 注意 を 要すべき ソネッ トの體 とし 

て は、 押韻の 不完全 用語の 蕪雜に 後代の 非難 を 免れざる 可し。 いま 桀 中より、 ス パズモ ディック 派 詩 

酸の 一 斑 をう かが ふに 足る 可き 一 首 をと りて ここに 招 げん。 
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HOMB:  IN  WAR-TIMW. 

She  turned  tlic  fair 一 さ wltn  lier  ralrel.  llaad I 

More  i air  £5(1  fra.ll  tluin  it  was  wollt:  to  bej 

c 一 er  eacli  rcmelnber  d Ihlnp-  he  ioved  to  ^00 

She  lingered,  and  as  with  a  lalrv-s  \vand 

r」K-llan1A-(l  it  to  order. こ tt  she  fanned 

New  rnotcs  3to  .tne  sun  ；  and  iis  a l〕e ひ 

Sings  throuejli a  brake  or  hells,  so  murmured  she. 

An 二  so  her  patient:  love  (11(1  understand 

1 he  relicjllarv-  rooln-  ullon  tlic  sill 

ン IK-  fed  his  favourite  bird.  "  All,  Robin,  sills!  ! 

He  Jovcs  .tllee."  、lnen  she  touclics  a  s\\i--t  slrjng,- 

Oi  st>ft  recall,  and  towards  the  uystern  hill 

smlk-s  a 一 I lier  soul  

,  ror 1115  \vl】(>  ca-ln こ t Ik 八 u 

に he  ravon  croaking  at  his  cardon  ear. 

妻が^に 在りて 征夫を 想へ る靜 けき 光景 を 叙し、 急 轉 直下 忽然と して 戰場 の慘贳 にう つると ころ、 急 
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激の變 化 先 づ讀^ の 意表に 出づる もの あり。 殊に ソネッ ト 一 篇 の 主たる 結句に、 cal-n.on 

とい ふ 語 を用ゐ たる は 凄 愴の感 むしろ 强 きに 失し、 人 をして 震慄 せしめん と 欲す。 

ドべ ル と共に 此 派の 代表者た るァ レ クサ ンダァ • ス ミス (一八 一 一九— 一 八 六 七) は、 千 

八 百 五十 三年 はじめて 『人生 戟曲』 "A  Life  Dr.-ma" の篇を 公に し、 靑年 詩人の 處女 作に 

は 珍ら しき 注目 を惹 き、 毀譽 褒貶 相半ばして 一時 詩壇に 雄を稱 しぬ。 され ど 世評が 朝三暮 

四 さだまり なき は 東西 古今 その 軌をー にす、 ス ミスが 後年の 作た とへば 『都の 歌』 "City 

poems" ( 一  八 五 七) の 詩粜の ごときに は、 间 より 佳什に 乏しから すと 雖も、 後 また 遂に 

處女 作に 得た る名聲 なく、 寧ろ 評 壇の 冷遇 を 蒙りて 終れり。 かれはげ にも ド ベルの 長所と 

短所と を 併せ 具へ、 辭 句の わざとら しき、 譬喩の 多き に 失した る、 みな 此 派に 常なる 缺點 

を 免れす。 蓋し かれは キ イツ、 テ 一一 ソン 等の 美 を 摸して、 而 かも 洗鍊 なほ 未だ 到らざる も 

の あれ はなり。 玉石混淆の その 作品のう ち 同より 佳句 麗章を 求む るに 難から ざれ ど、 長篇 

はなべ て統 一 を缺き 雅醇の 趣な し。 われ は 寧ろ 其 短篇の 諸 作に 光彩 ある 珠玉の 篇 を 拾 ひ 

て、 此 奇才の おもかげ をし のぶべし と爲す ものな り、 例へば 『都の 歌』 の 集中 グラス ゴゥ 

の^を 詠 じたる 篇 など は 雄 麗の妙 をつ くし、 日光 を 浴びて 雲煙の 漠々 たるに 包まれた る 都 

府の 美觀を 詠 じ たる ごとき、 な がく 英國 の 詩歌 と 共 に 不朽な る ものな らん か。 
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なほ 此 派の 名家に 數ふ 可き ものに、 ゼラ ルド • マッセイ Gerakl  Masscy  (一八 二八 生、 現存) あ 

り。 千 八 百 四十 八 年、 對岸怫 1； の 二月 革命に 呼應 して 英國に 起れ る Chartists の遝動 を赞 し、 革命に 

關 する 詩篇 を 集めた る 詩集 『自由の 聲、 愛の 歌』 一 卷 -voices  of  Freedom  and  Lyrics  of  Love" を 

公に し、 自 山と 博愛と 人道との ために 絶叫した る 詩人な り。 これ を 今日に 於て 考 ふれば、 民 權の仲 張 

ゆたかに 國 や- 舉げて 太平の 和樂を 謳歌せ る 現代の 英國 の呱々 の聲 なりと 見る こと を 得べ し。 マッセイ 

はもと 贫 しき 舟 夫の 子に して、 初等 敎 育す らも 完全に うくる 事な く、 幼時より 身 を勞働 社會に 投じ、 

途に 健康 を 損うて 一家 益々 困窮に 陷り、 將に^ 死 せんとす る 悲境に 臨みた る 事 すら あり。 彼の 後年の 

作 "Little  Wil;ie"  "The  Famine  sxaitten" などの 如き、 村 をお のれ 自らが 閱歷 にと りたる や 明らか 

たり。 此 i! に 在りて 閑を偷 みて は、 詩歌 歷史 哲學 旅行記な どの 諸 書に 眼 を 曝ら し 僅に 艱苦 を 慰めし が， 

やがて 社會 問題に 意 を 注ぐ に 至りし なり。 この頃 塗炭に 苦しむ^ 民の 慘狀を 懋 へて 之が 救濟を はかれ 

る チャフ ティ スッの 運動に 注目し、 またし きりに 英國の 共和， 王篛 者の 所說を 研究し、 之 を 自己が 流離 

艱苦の 生活と 對 照し 來 つて 得る ところ 尠 からす、 遂に 勞拗 者の 詩人た るべき おのが 天職 を自覺 しぬ。 

常時 L きりに 基督 敎的 社會 主義 を 唱導せ るキ ングス レイと も 相識る に 至りし が、 千 八 百 五十 四 年 "The 

Ballad  of  Babe  Christabel" および 他の 抒情詩 を 集めて 世に 公に す、 マッセイの 聲名 一 時に 高く 詩 

^に 讃美の 聲喧 しかりき。 


—— 422 


かれは また 愛 國の熟 誠に 富みし 詩人な り。 當時 クライ ミアの 戰 役に 際して 壯烈 なる 幾 篇のバ ラッド 

を 作り、 また ルイ， ナボレ オンに 反對 して 深刻の 冷嘲 一代 を 驚かしけ るが、 これ 等の 諸 作 を 集めし も 

の 『戰 の樂 人』 "War  Waits" ( 一  八 五 五) 『ハ^ロ ッ ク 進軍』 "：Havek)ck>s  March" ( 一  八 六 〇) など 

あり。 晚年は 心理 舉 催眠術の 研究に 心 を ひそめて また 詩作な し。 

撼軻 不遇の 一 生 は 天 才發 達の ために 如何に 不幸たり しぞ、 而も 彼が 一 生の 詩作 はま さに これ 十九 世 

紀 後半 英國 史の活 II 圖と 見做すべき ものな きに あらす。 クライ ミアの 役に 際して は、 Kllgland  Goes 

to  War,  cathcart-s  Kill,  After  Alma,  Before  Inlceniiaiin たど 壯 烈のバ ラッド あり。 印度 叛亂 に當 

つて は、 英 人の 武勇 を譜 したる 『ハヴ ュ ロック 進軍』 (fv ーフ V ノンが ス同 フを ッとク りへ i る あり。 この ほ 

か" Sir  «idlar(l  Grcnvillc-S  Last  Fight" へけ. Rlvrngff^ 一  の ごとき は 近 英のバ ラッド 體の 最も 秀拔 

なる ものと いふ 可し。 その 自由 を 愛する の 精神 は、 滿 腔の 同情 を 棒げ て ガリバルディ を讃 し、 また 甸 

牙 利の コ ッ ス ー トの來 遊 を歡迎 したる 熱烈の 詞章に 窺 ふこと を 得ん。 若し それ ルイ • ナボレ オン を 侮 

蔑した る 犀利の 諷刺に 至って は、 英文 學の 史上 之と 比すべき もの 蓋し 多から ざるべし。 今 『二人の ナ 

ボ レオン』 の篇 より 左の 數節を かかげて 之を證 せん。 

osc  shook  the  world  with  OPM.^^n~cp^o — like  a  fiena 

He  sprang  CXUItan.t i all  tiell  rollowing  after! 
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The  others  Isrst  or  .hulDIOIe  and  wliitf  of  wind 

Shook  tl 一 e  world  too — witll  filter. 

The  First  at:  I ひ asi:  a  splendid  meteor  shots! 

Tlie  second  fizNed  and  fel】,  a.tl  alnl】ess  rocked; 

Kiagdoms  were  f>(>cketcd  for  France 1」y  one. 

Th^  otlier  pickeu  l】er  docket. 

That  showed  ？ o  SI〕nnlx  in  front,  wltjl  lieu- で aws, 

cold  lust  or  d ひ aln in  tlie  sleek  face  of  her, — 

This  Uie  .turned,  ccwerintr  .tali  £5(1  currish  daws. 

And  】lln(icrrn(>st  (hscrracc  or  lien  , 

かれ 曾てお のが 詩集の 卷 頭に 序して 曰く、 『愛の 息に 遇 ひて は焰と 燃え、 美の^ すると ころ 歌 をな 

す もの、 そ はわが 胸に あらん。 ああ、 さりながら わが 作 はな ほ亂 調の 琴の み』 と。 まこと や 彼の 詩 は 

熱烈の 眞情 ゆたかに 抒情の 美 は あれ ども、 詩 形に 於て 押 韶 の亂雜 S 語の 浮華なる を遣憾 となすな り。 
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感情の 狂奔に まかせて 筆致に 誇大 粗奔の あと ある は、 彼 を 以て また スパズ モデ イツ ク 派の 詩人に 數ふ 

る 所以な り。 

われ 今 本章 を 終る に 臨んで、 ここに ブラウ 一一 ング 夫ん Eilzabeth  KarTctt  Browning  ( 一  八 〇 六— 六 

一 ) を^かん。 蓋し 世の 評 家 は此女 詩人 を 以て スパ ズ乇 ディ ッ ク 派のう ちに 數 へざる を^と すお ど 

も、 多くの 點に 於て その 傾向 を 一 にし、 詩 風お のづ から 相 肖た る もの あるが ゆ ゑに、 われの 此 分類 は 

必す しも 正鵠 を 失したり となす 可ら す。 もとより 夫人の 詩才 は、 ただに クリスティナ •  口 セッ ティと 

伍して、 英國 古今の 巾幗 詩人 中 最も 秀拔 なる ものた るの みならす、 之 を 他の スパ ズモ， ティ ツク 派の 人 

人に 比して、 才藻の すぐれた ると 世の 敬 5: かりし と は (I ^は^い^^^)、 寧ろ 遙に其 上に あ 

りと 謂 ふべ し。 唯 千 八 百 五十 年 以後 卽ち女 詩人の 晚 期の 作品に 至って は、 おの づ から 時勢の 感化 を 蒙 

りて 最も 多く スパ ズ乇， ティ ツク 派の 弊風 を帶 び、 感情 矯激に 失して 詩形 整 はす、 壯年 時代の 作に 見え 

たる 婉美 秀麗の すがた 失 はれた るを憾 とす。 げに其 家集の 三分の 一 は 研究に 値せざる 劣 作な りと、 或 

人の 謂 ひし も 故な きに あらす。 また さる 評 家の ごとき、 この 女 詩人 を 目して 『神經 患者の 女舉 生』 と 

まで 酷評す るに 至れり。 

其 詩篇に は 夫なる 大 詩人の 感化 もとより 之な きに あら ざれ ども、 思想 感情す ベ て 女性的なる 點 こそ 

其 最も 著る しき 特質なる ベ けれ。 傑作 『葡萄牙 ソネッ ト集』 た Sonnets  froal  the  Portugues" ( 一  八 
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wo) に は 女性の 露理を 吐露して * 能く 十九 世紀 英詩の 雄篇 をな し、 殊に 乂た 『フ a レ ンスた ろ小：： ん 

の 塚』 の 如き 作 は * 母なる 人なら では 作りが たき！ 種の 詩情 をた たへ たる 妙い ふ：？ から ャ- されば 深 

奥 幽遠の 想 を 歌 ふが to き は 決して 其 長 所と T ると こ ろ に 非す して、 唯お のが 胸のお も ひ 切なる を蠢 

なる しらべに 歌 ひ 出で し諸篇 に は、 不朽の名作 ながく 後代の 人 を 動か f に 足る もの 多し" その 缺黠は 

セ イン ッべ リイ 敎授 等の 非難せ るが 如く  • 詩形の 推敲 来 だ 到ら や 用； iSli の 1 押韻の 小 整に あれ ども * 

また 徒に 感 IE の奔 逸に まかせ 殆ど， 貧の 墩！： をな せる 點に 非铋 vf つ 殊にお ゾ； ： お：^ r おにん とした 

る諸纂 は 動もすれば 誇張に 失して 徵 漫の狰 その 極に 建し * 冗辭 全篇の なかばに 及ぶ もの すら あり。 か 

の ラスキ ンが 激賞した る晚 年の 作 『ォォ a ラ • ，ィ』 -As-wa  sg--  ( 1 八 五 七) の 物， 新^の ごと 

き 18 美の 艚を得 たれ ども， 櫞此缺 » いちぢる しき を 兑 る- され どこれ やがて ブラウ- 一 ング 夫人が ゾネ 

クトに 成功した る 所以に して， 僅に 十 W 行の 短詩 形お のづ から^ 縮 を^ する が 故に • 素より 些 の冗籙 

を容 るるの 象 地な きを 以てな 

女性の 詩人に してお のれみ づ からの 戀を駄 ひたる 者 は， 我 邦の 文 筝には 萬 案 集の 古代より に 其 類 

すくなから ざれ ど * 英文 箏に 在って は r 葡钧牙 ソネ クト』 を 以て ffit り 珍と なすべし。 げに 女性の 地 

より M たる 女性の 接 愛 はお 篇を 措きて 德に 求むべからざる なり。 必ャ しも 思想の 深 建 あるに あら 卡， 

Is の 妙 はた 遠く 沙翁， 》* ルト ン, a* タティ 等^ ゾえ タトに 及ば ざれ ども， おも ふに あまる 胸のお 


も ひ 女^人の^^ に^せられて、 戀の あはれ はげに も此 桀に盡 きたり。 ここに 共 中なる ー篇を かかげ 

て 熱情の 詩 風 を 示さん。 

If  tllcu  must  love  ITS  let il: t> ひ for  aou^ht, 

Except:  for  leve 一 s  sale ひ onlv-  Do  nol: swy 

^  I love  lier  for  112-  smil ひ  Iicr  loclt  lis-  way 

Of  SJXTakinq  prtntly,  tor  ^  tridc  or  tlioughl: 

That  falls  in  well  wittl  mine,  ^nd  certcs  t>rol】^1: 

A-  sense  ot  plewsanl: ひ as ひ cn  sucli p  (lay  ； ——  . 

p-or  thes ひ things  in  themselves.  Beloved,  m£ly 

we  diangod,  or  change  for  .tllee, — and  love  so  wrought. 

May  bo  uirwroutrhl: sc-  Neither  IONS  3C  Icr 

Thine  own  clear づ eity、s  wiping  3y  cnecks  dry, I 

A  creature  mi「11t:  r creel: wool}  WIIO  l〕crc 

Thy  comfort;  lon^,  and  lose  1:liy  love  thereby  I 

WU1- lov ひ BQ  for  lovc-s  sake,  ？ evermore 

Tliou  mayest  love  on,  through  love-s  eternity, 

 ssmds  from  the  PoHuguese,  No, レ /マ. 
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蓋し 此 女^人の すぐれたる 所以 は、 その 作に あら はれた る §f の楚々 人 を 動かす もの あるが 故な 

り。 これ 單に ゾネッ トに 於て 然るの みならす、 かの 名高き 『クウ パァ墓 畔呤』 "cowper-s  Grave" 或 

は、 工場 鑛山 などに 勞働 せる 幼 者の ために あっき 同情の 淚を濺 ぎた る 『小童の なげき』 "The  Cry  of 

the  children- 等の 作を讀 みたる 者の、 ひとしく 首 背す る 所な らん、 親子 夫妻の 愛 を 詠 じ、 或は 友愛 

の 情 を 歌 ひし ものに 傑作 多き も、 全く こ の 故 を 以てな り。 

幼き 頃より 彼女 は 詩作に 耽りて、 また 希躐 古詩の 美 を 味 ふこと 深く、 爾後 世 を 終る まで 純然たる 詩 

人の 生 揮 を 送りぬ。 さきに ブラウ 一一 ン グの條 下に も 述べた る 如く、 千 八 百 六十 一 年の 夏 遂に フ ロレン 

スの僑 居に 逝く。 げ に南歐 山紫水明の 美鄕は 詩人 夫妻の ために 第二の 故鄕 なりき。 その 長逝 を悲 みた 

る もの、 獨り 夫なる 大 詩人と 英阔國 尺との みならん や、 フロレンスの 市ん は 夫人の ために 碑 を 建てて 

^き 哀悼の 意 を 表したり、 伊太利 亞の 詩人 トマ セォ その 墓誌 を 撰す、 円 く、 『H  • バ • ブラウ 一一 ング 

が挚 をと りし も、 また 命 を 終りた る もこの 處 たり。 かれは こがねの 歌 もて 英伊 兩國を 結ぶ 環 を こそつ 

くり たれ』 Qs  sensse  c  nlori  L.  IB.  wrowllillg,  die  fece  (lr.1 suo  verso  aiirco  s-cllo  fra 

Italia  e  rnghltdra" と。 ブラウ 一一 ングの 大作 『環と 書』 の 末尾 また この 事 を 言へ り。 蓋し 女 詩人の 

詩 誌 『カサ • ギディ の 窓』" Casa  Gl-idi  windows" ( 一  八 W 八) の ごとき、 當時 のき 太 利 革命に 對し 

て滿 腔の 同情 を 捧げた る もの さながら バイ n ン 卿の 熱情 ある を昆れ ば、 この 墓碣銘 かなら すし も 過 首 
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にあらざる を^らん。 


第 六 章 ラフ ァ H ル 前 派、、 p  .R  .B  •) 

第一 節 詩人 口 セッ ティ 兄妹 

序說 II ラフ ァ H ル前淤 の 起源 —— ラスキンの 所說 —— 此淤の 特質 —— 中 «@崇 

—— 文お： 史上 n セッ ティ の 地位 II 南欧の 血統 II ダンテの 名 II 幼時の 素養 I 

—ラフ ァァ ェ ル前 淤创立 I こひ^ II その 死 II 急激の 神鸫 I— 詩集 發堀 I 

〜『肉感 詩 彼』 の 攻 II 晚^ II 南 歐屮世 II 超 I 高蹈 の 詩人 II 『驚異 の 復活』 

—— 扮蹙ふ 詩馱 —— ソネッ ト體 —— 『生命の 家』 —— そ の 巾 心思恕 .—— 其^^ —— 

1 〔愛 詩 —— 此笾の 特色 —— 离賛の ソネッ ト II バ ラッド 體 I 此體の 名作 I 『せ 

天 女 の 欲』 II 其 抒情詩 II 哲理 冥想 の 詩篇 I 伊太利 詩耿 の飜譯 II 佛蘭西 

詩 欲 の弒譯 II 古語 の 復活 II 獰調 の 美 II ダ ン テ の 感化 II お愛^ II ビ ィ ァ 

ズ 氏の 說 II 散文 S 著 『手と 靈』 II 女 詩人 クリス ティナ •  n セッ ティ の閲歷 I- 

シ モン ズの 批評 II 其 宗敎詩 —— お 車 詩 I 象徵詩 —— 詩人 兄妹 

科學が 空前の 發逑 をな したる 影 I： として、 純理 を 尊重す るの 風 遂に 思想界に 瀰漫 せんとす る や、 反 

オック スフ ォ 1ド* ムゥ t- メ. ノト 

杭の 勢 また 從 つて 玆に 起り ぬ。 卽 ちかの 牛津 運動に、 熱情の 信念 を 主張し 敎會の 樅 威 を 重んじて、 
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批； t 的自. m 祌學 を^ けんとせ る^ 价 一一 ウマン 一派の 呼 號の ごとき、 まさに これ 偏现沒 情の 信 W に K す 

ス敎 は不滿 の聲に 外なら ざり しなり。 而し てこの 運動と 殆ど 時 を 同じう し、 また 其 根本的 精 祌をー に 

して、 藝 荷の 方面に 現 はれた る 一派の 活動、 これ 卽ち ラフ ァ h ル前 派の 結社な り。 蓋し 人 問の 理性の 

方面 をのみ 偏重 ^ る  一 W の 傾向に 反對 して、 想像 を 重んじ 荧感を 貴び、 枯淡 無味の 現代 をの がれて 空 

靈縛緲 たる 巾 *1 の 風尙を 復活 せんとし、 科^ 萬 能の 時勢に 反抗した る は 一 一 者^ く 共 趣 ケ 同じう したる 

者 あり。 

そ も ラフ ァ ェ ル前派 (The  Per—Kaphadite  Brotherhood 略して、 P.R.B. と署 す) とい ふ は、 詩歌 

より は 寧ろ 先づ繪 寄の 方而に 於て、 藝苑に 新奇 獨 創の 風 を 起した る 一派の 稱 なり。 はじめ 千 八^^ 十 

八 年 ロセッ ティ、 ミレイ ¥n  Everett  iais, ハント William  Holnian  Hunt 等 三人の 靑年 書家 

は、 同じ、 王篛を 標榜して 後 素界に 羅曼底 格の 新派 を 起しぬ。 蓋し ラフ ァ ヱ ル 以前の 南 歐術藝 の 祌顚を 

よろこび、 涯繊 巧緻の 風 を 斥けて 自然の 翳 與^く が 如き を贵 び、 典雅の 古代 精 祌を棄 てて^ 情の 美 を 

愛した る は、 卽ち この 名稱 ある 所以な り。 おも ふに 文藝 復興 期の ラフ ァ H ル 以前の 古窗 (ことに 宗敎 

窬) は、 色彩 陰影の 微に なほ 到らざる ところ 多く、 形態 整 はすして 技巧の 幼稚なる は あれ ども、 蒼 古 

簡朴 のす がた ゆかしくて ゴ シック 風崇嚴 すてが たきの みか、 また 敬虔の 精祌ぁ ふるる ばかりの 妙趣に 

富む。 さながら 自然の ままに 生 ひたる 野^薇の すがたけ だかく^ ゆかしき が 如く、  ^はことば もお ぼ 


431 —— 


—— 432 


つかな き宜の 語る を ！g きて、 たと しへ なき あはれ を覺 ゆるに 似たり。 この 派^ 立の 源 を ふれば、 、ノ 

ントと ロセッ ティ 或ると きミ レ H の 家に 會 して、 古への ゴッッ オリ、 オル 力 二 ャ 等の 壁 書 ^^^^ 

f-.Jlji/rlh もホの • サ) を 版に したる 盡帖を 乎に せ しにはじ まる。 而 して 此肃帖 こそ はさきに キ イツ ゃリ 

ィ • ハ ントの 心を錄 ひて、 高遠の 韻 致よ く 熱情の 詩人 を醉 はしめ たる ものな りき。 

ラフ ァ h ル ii 派の 活動 は、 やがて これ 新羅 € 底 格 主義の 勃與 なり。 さきに ヲ ルヅヲ ルス 等の 『^侦 

詩桀』 に はじまり たる 此 風潮 は、 K に遷 りて テ 一一 ソンの 詩才に よりて 大成せられ、 W 轉 して 遂に 此ラ 

フ ァ H ル前 派に 淸 新の 熱意 を 加 へ、 繪粛と 詩文との 一 ー界に 跨れる 藝苑の 一 大勢 力 をな しぬ。 蓋し 徒に 

古式 古法 を 墨守して、 粉飾の 末技 遂に 藝 術の 眞意を 逸せん こと を 憂 ひ、 當 代の 人 を 戒めて 『爾 みづか 

ら のまな こもて 肖 然を觀 よ、 而 してみ たると ころ を 書け よ』 ととな へたる 豫 一一 1H 者 は、 la に 『近代^家 

論』 の 著^ ラスキン 其 人な りき。 かれ 今敎 へて いふ、 單 純の 心 もて 自然 を 求めよ、 而 して 自然の^ を 

洞^せん がた め まめ やかに 之に 仕 ふべ し。 何者 をも棄 つるな く擇 ぶな く、 さげすむ 事 勿れと。 げ にも 

此 偉大なる 評 家が、 古今に たぐ ひ 稀なる 流麗 明快の 文 を 以てした る所說 こそ は、 ラフ ァ h ル前 派の た 

めに^ 軍の 桉を 得せ しめたる ものにして、 また 其 創立 を 促した る ものと 謂 ふべき なり。 卽 ち ニ^ は 相 

俟 って现 論と^ 行と に、 文藝 復興 期 以後の 藝 術の 虱に 反抗して、 新 si 曼底 格の 派 を 起した る ものに 外 

ならす、 おも ふに ラフ ァ H ル 以後の； は C 然を 離れて 美 を 求め、 窬 かれた る 人物に 旣には 滿に想 化 
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せられて 眞 相の！ ^るべき なく、 宗教に 關 する 題目 を とれる もの 美 は 卽ち美 なれ ども、 敬虔なる 至情の 

まこと は 遂に もとむ ベから す。 之に 反して 其 以前 卽ち 南：^ 中世の 繪 騫 に 至って は、 理想的 倾 向より は 

寧ろ 寫實の 風 を帶 び、 また 毫も 古式の 束縛 を 蒙らす して 直 に 奔放の 熱情 を 披瀝し、 唯 まご ご ろ を 以て 

美 を あり の^に 描き出 さんと 試みた る もの、 之 を 和歌に た ふれば 古 令 集 以後の 纖麗 なくして、 萬槳古 

詩の 蒼 古を昆 るが ごときな り。 げ にも 中世の 繪？ I は 自然 を 描きて ここに 眞怙を 托した る もの、 單純 g 

素の 特色 は 中世 基^教 の 精 祌と相 交り てこ こに 神韻： 3 緲 の 美 をな し ぬ 。 今や 久しく 顧み られ ざり しこ 

れ等古 富の 精神 を 激賞して、 藝 術の 界に 自然と 熱情と を 鼓吹した る 絶大の 評家ラ スキンと、 及び 中世 

建築の 宗敎 等の 精祌を 復活せ る牛津 運動と は、 相 共に ラフ ァ H ル前 派の 藝術を 生み、 これ 等 は 皆 互に 

转 齒輔 車の 闢係 をな して、 當华の 純理 冷 索の 思想界に 反抗す るに 至れるな り。 おも ふに これ 皆、 かつ 

て冷靜 枯淡の 理義を 重んじ 情熱の 美 を 顧み ざり し 前代に 於て 久しく 蒙昧 闇黑の 世と して 無視 せられた 

る 中世が、 輓 近の 想界に 於け る愍 史的 意識の 勃興に 伴うて、 遂に かかる 一派の 注意 を惹き 起した る も 

のに 外なら す。 換 一一 一一 n せば、 上帝 を 信じ 天堂に あこがれ、 毫も 近代 民心の 懷疑的 風潮 を： a すして 全く 羅 

馬 敎會の 敎義を 以て 源泉と せる 中^: 思想が、 今や 猛然と して 科舉 至上 主義に 對抗 し來れ るな り。 しか 

のみなら す、 また 刖に當 時 漸く 舉界の 一方に 盛な らんと せる 文献 學の發 達 は歐洲 中世の 國語の 精緻の 

研究 を 積みて、 おの づ から 其の 文化 を 近代に 傳 ふるに 與 つて 大にカ ありし 事 を も 忘る ベから す。 かく 


の 如くに して 藝 術に 淸 新の 氣を吹 鼓せ る ラフ ァ ェ ル前淤 は、 この 2； に 鬱勃と して 起り 來れ る屮世 尊^ 

の^ 祌に はぐくまれて、 遂に 藝術界 に 其 堂々 た る 旗幟 を揭ぐ るに 至れるな り。 

藝苑の 新 勢力た る この 派の 始祖 ロセッ ティ は、 獨り 近世 盡界の 巨匠た るの みならす して、 寳 に詩祯 

における 曠世の 大才 なりき。 畫 よく 詩の こころ を寫 し、 詩よ く 騫の精 祌を傳 へ、 有 聲の粛 は 無 聲の詩 

と 相俟って、 共に 十九 世紀 後半の 英國藝 術に 淸 新の 趣味 を はじめ、 新 格倾 W を 起した る 偉人な 

り o 上來 いくたび も 述べた るが 如く、 中世 主義 は 詩歌の 方面に 於て、 旣に 十九 世紀 初期の 大 詩人 キイ 

ッ、 スコット、 コ ウル リツ. チ 等の 作に 顯 著なる 復活 を昆、 次いで テ 一一 ソンの 諸 作に も 亦 ラファエル 以 

前の 藝 術の 趣 致を寓 せた ろ 者な きにし も あらす。 され ども これ 等 はみ な 未だ 屮 世の 教 I 情 祌祕の 美 を 精 

0 して 深く こ こ に參す る 事な く、 中世 主義の 靈興を 感得し て 能く 之 を 近代に 移植す るに 至ら ざり き、 

之 をな したる は卽ち 富家 詩人 ロセッ ティ に はじまる。 

詩人と して、 ラフ ァ エル 前 派の 翹楚 B セッ ティ はキ イツの 傳統を 承け たる 人な り。 すべて を棄 てて 

ただこれ 美 をのみ 重し とする 藝術 至上 主義 を 奉じ、 所謂 rs./  po ミ. i の 主張 を 以て 戀 浚の 熱情 を 歌 

ひ、 中世 忍 想の 妙 香に 醉 ひたる かの 薄倖の 詩人に、 & セッ ティ は 私淑した るな り。 スコット、 テ -ーゾ 

ン 等の 歌 へ る俠勇 壯 烈の景 情に は 疎く して、 ロセプ ティ は 寧ろ かの 中世の 人の 胸 ふかく 潜みた ろた と 

し へ なき 深奥 幽婉の 熱情 ケ慕 ひ、 シ H リ ィの 夢幻 的倾 向を逐 はすして キ ッ ィの感 覺美を 傅 へ たるな り。 
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かく？ 如くに して その 曠世の 天才 は. 繪啬に 於て ハ ント、 -、、 レエ、 バ ァ ン, シ ョ オン ズ 等に 偉大の 感化 

を與 へ、 遂に 彼等 をして 出藍の 譽 をな さしめ たるが 如くに、 詩歌の 方面に 於ても 十九 世紀 後半の 大詩 

人の 作に 歷々 たる 反 饗や與 へ、 熱烈 濃 艷の詩 社 ひ， v たび 起って 騷 壇に 轔 古の 偉觀を 現じぬ。 たと ひ 其 

詩集 は 千 八 百 七十 年に 至る まで 公刊せられ ざり しと 雖も、 はやく 旣に 交友の 間に 行 はれた るが ゆ ゑ 

に、 モリス の 處女作 (一八 五八) に 著ろ しき 感化 を あた へ、 殊に スヰン パアンの 『ポエム ズ •  H ン ド* 

バ ラ ッヅ』 ( 一 八 六 六) に めざましき 影響を及ぼして、 格 律の 妙、 色彩の 美 遂に 評 壇の 耳目 中 奪 ひぬ。 

南歐屮 世の 風格 著る しき a セッ ティが 藝 術の 眞趣を 解 せんと 欲する 者 は、 先づ 特に 彼の 血統に 注目 

せざる ベから す。 その 名の 示す が 如く 彼 は純粹 なる 北 歐英國 の 人に あらす して、 アルプス 山 南 美鄉の 

民の 血 を 承け たり。 父の 代より 英 國に歸 化し、 英 圃に敎 育せられ、 全生涯 を 英國に 送りた る 伊太利 亜 

の 人な り。 十九， 世紀の はじめ 戰雲 遂に 南 歐の樂 土 をも蔽 うて 國事 多端なる 頃の 事な り、 愛國の 至誠 遂 

に 祖！； に^れら れ すし 一 罪をネ ー プルスの 政府に 得、 ひそかに 國を 逃れて あはれ 流竄の 身と なり、 杖 

を 英京に 止めた る 亡命の 一 孤客 ありき、 名 を ガブ リ エレ •  ロセッ ティと いふ。 この ひと 詩に 巧に また 

ダンテ 學に 精し く、 かつ 其 博識な りし はネ ー プルス 博物館の 宰 たりし によりて 知らるべし。 宗教に 關 

する 詩歌 を あつめた る 『福音の 琴』 "L、Arpa  wvallgclica" の 著 あるの みならす、 遂に また 倫敦 大學 

の 講座に 上りて 祖國の 言語 文舉を 講じぬ。 然るに かれ また 伊太利 亞 詩人の 女に して 英伊 混血の 一 婦人 


—— 436 


を娶 り、 二 男 二 女， V 擧ぐ。 わが II 家 詩人 ダンテ •* ケブリ H ル •  口 セッ ティ は實に その 長子に して、 弟 ヰ 

リア ム. マイケル • ロセッ ティい ま 古稀の 齢 を 越えて なほ 現 英^ 壇に 一 方の 雄を稱 す。 一 一女のう ち マリ 

ァ* フランチ H スカ •  口 セッ ティ は 『祌 曲』 を 論じた る 一 名著に 其 名 をと どめ、 女 詩 入 クリスティ ナ • 

ジョル ジナ. •  ロセッ テイこ そ 其 妹に て ありし なれ】 かくの 如くに して ロセッ ティ 兄妹 は 其 脈管に M 分 

の 三 の 伊太利 亞 人の 血 を 傅へ たるの みか、 その 父 かたよりも 母 かたよりも 共に 南欧 詩人 の 血統 を^き 

たろ なり。 ああ 嶺南 沃野の 花 はしなくも 北歐の 藝苑に 移されて は、 よしや 百花 綺亂 のなかな りと も、 

ここにた ぐ ひなき 色 术；： の ひとき は 秀で て 時人の 心を惹 きたる も、 げに故 あるかな。 

ゲブリ H  A  • チヤ アル ズ • ダンテ •  口 セッ ティ (のち 敎 名 の 順序 一 更 へて Dante  Gab:  icl Kos- 

sctti とい ふ) は、 千 八 百 二十 八 年の 春 五月 英京に 生れし 人な り。 其 名に ダンテの 文字 ある は、 父が か 

の 『神曲』 の大 詩人に 對 する 尊^ 敬^の 至情 あっき あまり、 之 をお のが 長子の 名に 冠した るな りと 

傳ふ. - 而 して： 恰 かも 此嬰兒 長 じて 遂に ダンテの 遣 風 を 近英の 詩壇に 復活した るも奇 ならす や。 口 セッ 

ティ は 正式の 學校敎 育 を受 くる 事 少なく、 また 固より 大學の 課程 を 履ます。 かれが 殆ど 希臘 語に 通ぜ 

すして、 徹頭徹尾 古典 文藝の 趣味， V 排斥した る は、 .E 來 すると ころ 多少 この 點 に^す とい ふ 可し。 幼 

にして 天稟の 才 すでに その 鋒 鋩 を 露 はし、 十五 歳の 頃 遂に 粛^た らんと 決心して 美術 學 校に 人り、 の 

ち マ ドク ス • ブラ ゥ ン の S 至に 入り て 益 々 後尜 の 技 を麼き ぬ 。 かくて 彼 が 詩文 に^す ス^ み； に 全く. 0 


修 によって 得た る ものにして、 幼少す でに 能く 英伊 怫の國 語に 精通したり しのみ ならす、 文藝の 才藻 

すでに 後年の 特&を 示しぬ。 而 して 彼が 時代の 趨勢に 反抗して、 - あくまでも 科 學萬能 主義 を 斥けた る 

特質 は、 おの づ から 旣に 幼時の 嗜好に あら はれ、 哲學 科學の 枯淡 冷靜 なる を 忌みて、 繪 畫音樂 詩文の 

類に のみ 心 を 注ぎたり き。 

彼が はじめて 聲名を 博した る は、 繪 |1 の 方面に 於て なり。 千 八 百 四十 九 年ミレ H、 ハント 等と 共に 

はじめて の 社 を 結びて、 同人の 寨 幀を 以て 展覽會 を 開く や、 奔放なる 斬新 奇箨の 風^ は^ 

然として 一 代の 耳目 を聳 励せ り。 翌年 また 更に 雜誌 <dcrnv> を 創刊して 『自然の 簡朴を 重ん す』 とい 

ふ此 派の 主張 を 明らかにし、 盛に 藝苑の 一方に 新しき 羅曼底 格 主義 を 標榜す るに 至れり。 此雜誌 は 僅 

に四號 にして 廢刊の 厄に 遇 ひたれ ども、 ロセッ ティ 兄妹 ここに 幾 十 篇の秀 什 を かかげ、 うちに も かの 

『在天 聖女』 の 歌 (かれ 十八 歳の 時の 作) や、 散文 小說 『ハ ン. ド. アンド *ソ オル』 の ごとき 名篇 は、 

はじめて 此 誌上に 於て 世に あら はれた るな り。 たと ひ 科學的 文明に 眩惑した る當代 凡俗の 冷遇 をう け 

たりし と雖 も、 鑑識 ある 少數の 人々 はこの 驚く 可き 新聲の 美に 醉 ひて P  の 詩 風す でに 隱然た 

る 偉大の 感化 を當 時の 靑年 詩人に 與 へたり き。 

リセッテ ィが孜 々として 丹靑の 技を勵 み、 蠭 家と しての 名聲 すでに 大に 揚れる ころ、 千 八 百 五十 

年、 モデルの 婦人 に 一 商 I は の 女工 リザべ ス • シッ ダル Elizabeth  Sid  二  all と い ふ 美女 を 得たり。 こ Q 


437 —— 


'  438 


ひと 能く 藝 術の 趣味 を 解し、 みづ から 好んで ロセッ ティの ために モ， テルと なり、 彼の 名盡 にあら はれ 

し ビアトリス や 聖母の すがたに 寫 されて、 ながく 麗容お 不朽に つたへ たり。 かくて 同じ 道に 好み 深き 

ふたりが なかには、 いつしか 切なる 相思の 情 やみがたく、 のち 十 年に して 遂に 華燭の典 を 擧げ、 相携 

へて 共に 巴 里の 都に 遊ぶ。 これより a セッ ティが 妻に 對 する 熱愛 は r= に 益々 深き を 加へ て、 さながら 

天使に 對 する 尊^ 忍篛 の^に も 似たり しとい ふ。 此顷 かれ 頻に 詩作に 從 事し、 『伊太利 古詩 人』" The 

Early  Italian  Poets" (千 八 百 七十^ 年の 改版に は、 "Dante  and  his  Circle,  with  the  Italian 

Poets  preceding  hini" と 題したり) の飜譯 ある ほか、 妻の 好みに 住せて 當時 つくり 出で たる 幾多の 

詩篇、 みな 萬 古に 傳 ふべき 秀什 にして、 いま 寳に其 家集の 大部分 を 占む る ものな り。 

され ど 定めな き^に 樂 しき 花の ながめ は 長からで、 口 セッ ティが 滿 腔の 熱情 を 捧げた る 妻 は 後 僅に 

二 年に して 不歸の 客と なりぬ。 詩人の いひ しらぬ 悲 みは その 極に 達して、 いま は 氣も心 も 消え失せな 

ん ばかりに ぞ 打ち萎れ ける。 さきに 妻 を 喜ばしし 歌の 集、 ひとり さびしき 此 世に 殘 りたれば とて 今 は 

た 何の 用ぞ、 過ぎし 日のお も ひでの 種なる もなか/ \ に 苦しければ とて、 遂に この 詩を柩 のうちに 置 

きて 共に 寺院の 庭に 葬りぬ。 夫の 熱情の 歌の ひとまき を 枕して 妻 はとはに 眠れり、 その 『こがねな す 

9* たる *1 

美し 垂穗 のた れ髮』 はふ さやかに 詩 卷を蔽 ひつ。 妻が 歸らぬ 旅路 を 慰めん に はこよ なきし ろ なれ ど、 

かくて は筌 しく 千古の 麗章 遂に 世に 滅ぶを 如何に せん。 或 人 この 事 を 傅 へしる してい ふ、 『a セッテ 


ィは その 愛と 共に、 その^ 想 その 榮譽を も 併せて 妻と 共に 葬りけ り』 と。 

のち 數年 やるせなき 悲嘆に 亂れし 心 も 漸く を さまり て は、 &セッ ティ また 丹靑の 技に 其 彩 毫を平 ひ 

で 怠らす。 うまれながら にして 過敏なる 神經性 はこの 頃 益益 その 度 を 高め、 加 ふるに 眼 を 息 ひて 殆ど 

育 目な らんと し、 また 烈しき 不眠症に なやみぬ。 しかの みならす 閑居して 殆ど 交遊 を^ち、 沈鬆の 4 

情 は 益々 甚だしき 病的 傾向 を 示したり。 かくて に ブラウ 一一 ングの 剛健 を 見す、 テ 一一 ソ ン の溫藉 なき 

は、 おの づ から 其體質 の然 らしむ ると ころな きにし も あらす" たと ひ 十九 世紀末 大陸の デカダン 文學 

とはいた く 其 趣 を 異にした りしと 雖も、 すべて ラフ ァ H ル前 派の 詩人に 多少 歐洲 近時の 病的 傾向 あり 

て、 所謂 nlorbidczNa の 美 ある は、 否定すべからざる 現^た る を-;^ る。 こ れ獨り &セッ ティ に 於て 

然るの みならす して、 其 妹なる 女 詩人 クリスティナ やまた ス ヰンバ アンの 蒲柳の ^も、 みなおの づか 

ら急激 過敏の 祌經 性と なりて、 其特 得の 詩 風 を 起した るに あらざる か。 さて a セッ ティ は 斯くて 病の 

ために 已 むこと を 得すして、 遂に 繪盡の 筆 を捨 つるに 至り たれ ども、 其 一代の 逸品た る 幾 幀の名 I! す 

でに 世に出で て稱 讃の聲 たかく、 盡 界に 於け る 彼の 大業 今やす でに 成れる の觀 あり。 獨り 詩人と して 

はかれ 猶 未だ 其 天職 を盡 くす に 至らす、 單に 一部の 交友の 間に 及ぼした る 偉大の 感化 を 除きて は、 詩 

壇な ほ此書 堂の 大 詩人 を 知る もの あら ざり き。  | 

丹青の 彩毫を すてた る a セッ ティ いま 更に 詩 筆 をと りぬ" さきに 妻が 世 を 去りし 時より 链 えて 此道 ^ 


に 遠ざかりし 幾年 蕴蓄し 得た る 詩 思 ひとたび 發 して は、 幾 篇の麗 章 今や たちどころに 成れり。 是ょ 

り 先き、 彼の 感化 •  を 蒙りた る モリス の 如き ス ヰ ンバ ァ ン の 如き、 旣に其 大作 を 公に して 詩壞に 盛名 を 

馳せ、 群小の 騷客も 亦 各々 其 才華を 競へ る あり。 ここに 於て ロセッ ティ もお のが 詩集 を 公に せんとす 

るの 意 盛 なれ ども、 舊作は 皆す でに 亡き 妻のお くつき に 葬られた る を 如何に せん。 之 を 取り出 さんに 

も、 ^<1: に 在って は 垅墓發 掘は國 法の なり、 況んゃ 愛妻の 屍 を 辱む る を や。 n セッ ティ は 斯くて 苦 

悶し 狐疑して しばし 決する ところな かりし が、 遂に 知友の 盡カ により 法定の 手績を 了し、 亡き 妻の 坡 

墓 を 掘りて ここに 其 詩集 を 得たり。 もとより 彼み づ から 其 場に 臨まん はさす がに 堪 ふる 所に あら ざれ 

ども、 妻の 麗容 このと き 未だ 朽ちす して、 金髮 なほ 過ぎし：：： の 如くに 詩卷を 蔽 へりし と俾 ふ〕 かくて 

十九 世紀の 大 詩篇 は、 地下に 埋沒 する 事 八 年の 後 遂に 世に出で ぬ。 剞 劂に附 したる は 千 八.，：：： 七トハ 牛な 

り、 题 して 『詩集』 と 云 ふ。 

あら はるる や、 幽聳の 新聲は 忽ちに して 世 を 驚かしぬ。 旣 に繪粛 によって 彼の 虱 格を赏 したる 

英國當 代の 藝苑、 いま また 其 有聲の 盡 に 同じ 祌祕！ g 熱の 靈趣を よろこび、 此ま  1{氷 をして 一躍 大 詩人の 

列に 人ら しむる に 至れり。 され ども 其 翌年の 末つ かた、 評 擅の 一隅に 先づ 非難の 聲 あら はれ、 K 名た 

以て 激烈の 攻 维を此 詩人に 加へ たる もの あり。 同より そ は藝術 そのものの 批判に あらす して、 詩 題の 

選 榨描寫 の 法に 對 して かの 東西 いづれ にも 多 かる 道學 先生の 說 なりき。 熟 情 を恣 にし 道蕤の 制裁 ケ 顧 
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セン シュア ス • ビ ウー アイ 

みすして、 キ イツな どの やうに 感 覺 美 を 重ん する 極端なる この 羅曼底 格 派に 對 する 誹謗の 聲は、 

これより 先き 旣にス ヰ ンバ ァ ン の 詩篇に 加 へ られ しもの、 べフ ロセッ ティ の 詩集 出づ るに 及んで 非難の 

聲 更に 高し。 集中の 魔 章、 ことに "A  Last  confession,"  "Nuptial  Svcep" の ごとき 熱烈の 新調 は、 

道 學の徒 をして 顔色な からしむ る もの あれば なり。 詩人に して また 散文の 名家た る C- バ アト っビ ュ 力 

ナ ン wobcrt  wuchanan の ごとき は、 千 八 百 七十 六 年の 「『肉感の 詩 派』 "The  Fleshly  School  of  Poc 

try" と 題した る 評論 を 公に し、 盛に ラフ ァ H ル前 派の 詩人 を 攻撃したり。 藝 術の 眞意を 解せ すして 狼 

に 詩文に 容啄 せんとす る これ 等 枯淡なる 道學の 徒に 對 して、 ロセッ ティ は^して 如何なる 態度 をと り 

しか。 わが 明治の 一女 詩人が や は 肌の あっき 血汐に ふれても 見で さびしから す や 道 を 說く君 (『亂 れ 

髮』) の 痛切、 歌に きけ な 誰れ 野の花に 紅き いなむ おもむき あるかな^ 罪 もつ 子 (同上) の 奔放 を以 

て、 これ 等の 評 家に 報 いざりし とは雖 も、 彼 は おもむろに ー篇解 嘲の 文 を 草して 之 を 公に し、 『詩 は 

肉感の 趣味 ある を 妨げす、 否な 當 にあるべきな り』 と 主張して 之に 答へ ぬ。 ス ヰンバ アン また 激烈な 

る 得意の 散文 を 以て ビ ユウ カナ ン等を 反駁した る あり (後 K 參 照)。 新派の 盛名 を 嫉みー 徒 に 毒舌 を 

弄した るビ ユウ 力 ナンの 徒、 たと ひ 自らに 二三の 佳作 ありと する も、 詩才 識見 もとより 遠く 此ニ 詩人 

に 及ばざる は 明らかにして、 其 非難の ごとき 豈 深く 顧る に 値せん や。 

戀妻を 失 ひて より は询 奥の なやみ 安らかなる 日 もな きに、 また 其 精 苦の 作 はか かる 非難 を 蒙む るに 


至り， 懊惱苦 IS やるせなく、 唯 さへ 過敏なる 其祌經 性に 激烈なる 刺戟 を 蒙りぬ。 不眠症の 苦み を釗藥 

に 忘れん として 却て 益々 其 健康 を 害し、 千 八 百 七十 一 一年の 頃より は 病勢な ほ； 史に加 はりて 俊薆 狂と な 

り、 ，z: 殺 を さへ 企つ るに 至れり。 され ど 後 少しく 健康 を囘復 する に 及んで は、 また 營々 とし、 て 製作に 

從ポ し、 綺^に 於て 『ダンテの 夢』 『プ n サァ ピナ』 の 大作 成り、 詩歌に また 『しろぶ ね』 『王の 悲 

釗』 の 雄篇 を產 しぬ。 然れ ども 此精苦 勵精爯 び 其 健康 を そこな ひて 病 を^、 遂に また 起た す。 千 八 百 

八， H 一年の 初春、 亡妻の あと を 慕うて 天堂に 急ぎぬ。 ああ そこなる おばし まに 倚りて、 地上の わが 戀 

^はやく 來 ませと 待ち わぶ る "The  Blessed  Damoser のお も ひや、 斯くて 繁こ. かな ひたりけ し。 死 

する に 先 だつ 一年、 晚 年の 諸 作を桀 めた る "Ballads  and  sonnets" 世に出 づる や、 こたび は 嘖 々た 

る^ 稱の聲 もて 詩 擅に 迎 へられぬ。 

たと ひ 足 は 未だ 嘗て 嶺 南の 地 を^ まざりし と雖 も、 生來 すで に 南欧 民族の 血統 をう けたる 口 セッテ 

ィは、 詩歌に 於ても 繪盡に 於ても、 北 人に 常なる 深 沈 冷靜の 傾向 少 くして、 熱烈の 風 濃 艷の體 おの づ 

から； 家の 特色 をな し、 幽 婉鏢緲 さながら 異 香の 人を醉 はしむ るが 如き 妙 を 具 ふ。 而 して 中世 を 尊崇 

思慕す る ことの あっき は 凡べ ての； & 品に 著る しく、 彼 やまこと に 身 は 英京 熱鬧の 巷に あれ ども、 魂 は 

遠く 南歐 中世の 代に たち かへ りて、 ダンテが 世に 在りし日の フロレンス にやさ まよ ひたり けん。 或は 

また 夢 は 通 ふ 十 ニコー 世紀の 佛蘭西 や パレスタインに、 枯淡 無味の 現代 を 忘れん としたり しもの か。 十 
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九 世紀の 英京 汽笛の 昔 すさまじう、 肩 摩 穀擊の ものさわがし きに、 彼 は 毫も 心 をと どめ ざり しなり。 

B セッ ティ はげに も 時勢 を 超越した る 高蹈の 詩人な り。 ダ ァヰン 等の 進化論に 起 りた る 科擧の 發 

達、 近代の 道 德說、 民主主義の 政治 論、 商工の 進歩、 みな 彼に 於て 全く 何の 關 すると ころ あるな し。 

口 セッ ティ はまた 宗敎 として は 固より 中世の 羅馬加 特カ敎 の 上に 同情 を 寄せた る 事 勿論 なれ ども、 冷 

索の 哲理 を 顧み ざり しが 故に 近代 懐疑の 晤 潮に 觸 るる 事 も あら ざり き。 平生 手に する 所の 書冊 多く は 

妖怿 祌祕の 物語に して、 科舉の 如き は 其 最も 忌む ところな りき。 嘗て 謂へ らく、 『地球が 口 をめ ぐり 

たりと て、 日が 地球 をめ ぐたり とて、 何の 關 する 所 か あるべき』 と。 世 を 舉げて 近世 人文の 新しき 現 

象に まど ひ、 諸種の 問題に 解決 を 得ん として 熱中 狂奔せ る 間に、 超然と して わが 書家 詩人 は獨 りこの 

枯淡 無 趣の 時勢 をよ そに して、 遠く 屮 世の 天地に あこがれ、 祌祕夢 幻の 美 を さぐり、 ここに 天 樂の妙 

音 かすかなる を 耳に して、 微趣幽 韻ち かき 代に 求めが たき 美 を 味 ひぬ。 現存の 大家 シォド ー ァ • ヮッ 

ッ • ダントン 氏 もまた、 詩文 ニ界に 跨りて 盛名 ある 此 派の 偉人な り。 この ひと 曾て わが 盡 詩人 を 論じ 

て、 近 英詩 文の 一大 倾向 とも 謂 ふべき 『驚異の 復活』 The  renascence  of  Wonder が、 ロセッ ティ 

に 於て 實に其 最高潮 を 極めた る 由 を 論じたり。 おも ふに 詩界の 新潮 は 初め かげ 幽なる 林 問に 出で て、 

流れて はよ どみ、 淀みて は 流る るい ささ 川、 もみ ぢ漂 ふと 昆れば また 月 を 宿し、 花 浮ぶ 事 あれば また 

更に 漣に 星 ぞ きらめく。 やがて は急湍 激流に 注ぎて 遂に 洋々 の 流 をな し、 また わ だの 原 ^湃 たる 狂濤 


の^す さま じきに 至る を 常と す。 余が かみに 述べた るが 如く  (第一^^ ニ節參 照)、 羅^^ 格 派の 著 

るし き 特徴た る 「驚異 復活』 は 英詩に 於て 先づ 十八 世紀の パラット 體の 復興 を 以て はじまり、 パァシ 

ィの 『古歌 拾遺』 『オシ アンの 歌』 或は チヤ タァ トンの 詩歌に あら はれ、 次いで 其 怪異 奇 古の 精神 を 

コ ウル リツ. ヂ、 スコット 等 革命 期の 諸 詩人に 俾へ、 ここに ひとたび 急激の 勢を增 して、 流 風 遣. 鎖 さら 

に 著る しく 後の テ 一一 ソンに 及べり。 卽 ちその 作、 『シャ ロッ ト の姬』 『サァ • ガラ ハ ッ ド』 『聖 ァグネ 

ス』 『眠れる 荧女』 『マリアナ』 の 如き は、 蓋し ワッツが ここに 所謂 『驚異 復活』 の 好適 例に あらす 

や。 され どテ 一一 ソン は！； より 時勢の 傾向に 從 へる 近代の 代表的 詩人なる が 故に、 この 中世 趣味の 復興 

に 於て はな ほ 到らざる もの 多し。 之 を 助長し 之 を 完成して 萬 丈の 光焰を あげたる 者 は、 卽 ちわが n セ 

ッに 外なら す。 遠く 現代の 風尙 を超脫 したる 彼の 思想 は、 造憾 なく 其 特色 ある 藝術 にあら はれ、 之に 

接する 者 をして、 さながら 夢寢の Si 龍頭鵾 首の 舟に W さして 祌 仙の 美鄉に 这ら るるの 想 あらしむ。 そ 

ままこと に南歐 中世の 詩人 ことに ダ ンテ の 遺風 を、 十九 世紀の 英詩に 復活した る ものに 外なら 

ざれば なり。 而 して 單に之 を 英詩 發展の あとより 考 ふれば、 ロセッ ティの 詩篇 はま さに ブ レエ クの祌 

秘^ 奥の 遣 響 を 傅へ、 キ イツの 『あはれ みなき 美女の 歌』、 コ ウル リツ ヂの 『ク ブラ • カン』 『クリス 

タ ベル』 などに、 偉大の 感化 を 蒙りて 起れ る ものと 謂 ふべき な 力。 僅に 數 語のう ち、 能く 羅曼底 格 趣 

味 を^ 合し 得た るかの キ イツの 名句 に 所謂 
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の景情 は、 n セッ ティ の 詩歌の 根本 精祌 をな す ものと 謂 ふべ き 乎。 

おも ふに 書 人に して また 詩 客 を 兼ぬ る もの、 その 作品に はおの づ から 粛 趣詩體 相お なじき もの ある 

を 見るな り。 わが 國の謝 蕪 村が 豪放の 肅風 は、 俳句に 於ても 亦 『梅 さきぬ、 どれが むめ やら、 うめ ぢ 

ややら』 の赘句 を 喝破して、 古來繩 墨の 桎梏 を脫 し、 高遠の 韻 致 を ffl ん ぜんとし たるの みか、 ^に、 

その 詠す る 所往々 にして 詩歌の 界を脫 して 造形 藝 術の 域に せまり、 『一行の 雁 や 端山に 日 を 印す』 の 

如き 一幅 好蕭 岡の 觀を なし、 眞 正の 意味に てい へる word-pailltings たる もの 甚だ 多し。 而 して 同じ 

特色 はまた 之 を ラフ ァ H ル前 派の 窬 詩人に 於て みとむ る 事 を 得ん。 卽ち 彼の 根本 精神た る 中世 主義 

Mediaevalism は繪 粛 に 詩篇に 生氣 躍々 たる 活動 を 見、 在来の 詩 格の 束縛 を 破りて また テ 一一 ソ ンの 

锇餛に 倣 はす、 其 詩篇 は 奢る しく 繪 窬 の 趣 をな して、 色彩の 豐麗 風韻の 幽辫に 於て、 盡と 詩と 殆ど 趣 

を 等しう したる もの あるな り。 殊に 法式 を脫 して、 精緻の 染 能く^ 精の 巧を盡 くした る を 以て 其 特色 

となす。 近英 散文の 大家 ペイ タァ はこの P*R*B* 派に 關係 あさからぬ 偉人たり、 かって ロセッ ティ を 一 

評して いふ、 『誠心^ 寳の 虱す でに 其 初期の 作に も 著る— く、 そ はやが て 直截に して 法式に 拘泥せ ざる " 


表说 となりぬ』 GirlrciMI 赏) と、 而し てこれ 度に 彼が ラフ ァ エル 以前の 南歐 書家に 蒙れる 感化に よ 

れる なり。 

此盡 詩人の 作屮、 南歐 趣味の 最も 著る しく 現 はれた る は 其 ソネット 集な り。 かって リイ • ハ ントが 

謂 ひけん 如く、 英文 舉の 史上 詩歌 發 達の 盛期に は、 伊太利 亞 詩人の 感化 甚だ 大るを 常と す。 古く は 先 

づ 『英詩の 暁星』 チヨ ォサァ の ffi より、 處女 王朝の 沙 翁スぺ ンサァ の 代 はいふまで もな く、 近世の 羅 

^^格^ 代に 人り て此 現象 は 益々 著る しく、  a セッ ティに 於て 最も 顯 著なる を兑 る。 而 して^ 太 利 

*亞 詩歌の 美 は、 责にぺ トラ ルカ、 ダンテ 等の 豐麗 なる ソネット 體に 於て 共 極致に 達した る ものと いふ 

ベく、 わが。 セッ テイこの 詩體に 於て 噼 古の 絶品 をな したる もまた 怪 むに 足らざる なり。 おも ふに ソ 

ネッ トは其 起源 甚だ 古く、 はじめ 南歐 熱情の 民が 琴 笛のお とかす かなる に 合 はせ て 歌 ひし 小曲な りし 

が、 遂に ペトラルカの 詩 筆に のぼるに 至って ここに 其 大成 を昆、 割然 たる 特殊の 詩形 をな すに 至りし 

なり。 後代 英伊獨 佛の諸 詩人 また 頻に 此體を 試みて、 律 格 押韻に 各々 皆 多少の 變更を 試みたり。 英文 

^に 在って は 初め 十六 世紀の 中葉、 トマス • ワイアットと ヘンリイ • ハヮ アド (サ レイ 伯) の 二 詩人 こ 

の 新體を 伊太利 亞 より 傅へ てべ トラ ルカの 詩 風を舉 びた るに 起る。 のち 沙翁 ミルトン また 其 大才を こ 

こに 試め るに 及んで、 英詩に おける ソネットの 地位 遂にな がく 定まりぬ。 近代に 及んで は 先 づヲル * ッ 

チ ルス の 諸篇に めざましき 發逹 をな してより、 羅曼底 格の 諸 詩人し きりに 此 短小 詩形 を 川 ゐて紅 恨 紫 
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怨を 托し、 現代に 至る までな ほ 此體の 名家 甚だ 尠 しとな さす。 十九， 世紀の 英詩に 於て は、 かの ブラウ 

-ー ング 夫人の 『葡^牙 ソネット』 戀の あはれ を盡 くして、 古今の 絕唱 たる を 失 は ざれ ども、 之 を わが 

ロゼッティ の 諸篇に 比す、 詞藻 聲 調の 美に 於て なほ 及ばざる こと 遠き を： a る P 

アイ アム ビック ，ぺ ン タミ イタ ァ 

ソネッ トの 體 は 人の 知る ごとく 强弱五 脚 音す ベて 卜 四 行より 成れる 短詩 形に、 一 侗完 結した る 思 

クオ トレ ン  タァ セット 

想 を 歌 はんとす る ものな り。 起句 (ォ クテ H ヴ) の 四 行 ふたつと、 結句 (セス テツ ト) の 三 行 ふた 

つ、 すべて^ 部に 分 たれ、 其 各部 內容 の關係 は、 さながら 漢詩の 絡 句に おける 起 • 承 *轉* 合の 如きな 

り。 殊に 押韻 は嚴密 の 方式 あるが 故に、 伊太利 語の 如く 母音の 變 化に 富みた る國 語に は 適し たれ ど 

も、 押韻に 不便なる テ ュ トー ーッ ク語 ことに 英語の 如き を 以てして、 なほ 厳正の 規範に 從ふは 其 困難 實 

に 名狀す 可から ざる もの あり。 これ 英國 古来の 詩人が、 伊太利 亞體の 形式に 皆 多少の 變更を 試みた る 

所以に 外なら. や。 而 して 此體の 特色た る や、 長 篇に寫 しがた き隱約 機微の 麗 想を捉 へて、 之 を 簡潔の 

ni^ に 托する に 在れば、 もとより 片言隻句の 冗漫 を 許さざる のみ か、 殊に 內容と 外形との 調和に 於て 

1 點の缺 く.^ 所 あるべ からす。 その美 はげに 萬朶の 花、 雲の 如き ながめに は あらで、 一輪の さう びに 

ゆかしき 色香 を賞づ るが 如く、 或は また 微瑕 なき 珠玉の 光彩 燦然と して 入 目 を 奪 ふに たと ふべ し。 妙 

想お のづ から 海 潮の しらべな-なして、 詩人が 鏤心刻 骨の 技に うつされ、 . 

>  scnnt.t  is  ti  wa-ve  of  3C1CK1V 
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IJrom  IK.avinc^  waters  of  1:hc  Impassioned  SCUI 

A 一： w  :l  tl(Ial  music  one  and  wllcle 

Flows  in  the  "  octave  ；  "  then  returning  free, 

園 ebbing  surges  in  tls  "  ses<x-t  :  roll 

wack  to  tlie  (1CCPS  cf  L】fe-S  ti 一 rnultuclls  sea. 

とい ふが 如き 精妙の 域に 人る を 要す。 これ 決して 凡手の 企てが たき 至難の 體 にして、 むかし 怫蘭 西の 

ボア ロォが 『瑕な き ソネッ トは長 詩に 脩したり』 とい ひたる も宜 なり。 而 して ロセッ ティ は沙 翁の ご 

とくに. 式 を 破る 事な くして、 火體に 於て 嚴密 なる ペトラルカの 規格 を 守りて、 古今に 比な き 比體の 

名家た る、 この 一事す でに 能く 彼が 秀拔の 詩才 を證 する に 足らん。 

ァ スト Dn ジャァ 

かれの ゾネッ ト集 (一八 八 一 年刊 行) は、 古の 星 占 家 が 人の 運氣を 天上の 十一 一座に 配した る その 

第一 『生命の 家』" Hmls  of  Life" と をい ふ をと りて、 表题 となしたり。 收 むる ところ 凡べ て 百 有 一 

篇、 わかちて 二部と なす。 初め 五 卜 九 章 を 『靑 春と. 春-化』 と 題し、 後の 四十 二 章 を 『變 化と 運命』 

とい ふ。 製作の 年代 は 皆 一 様なら すして、 まだ うらわ かき 一 一 ト歲の 頃より して 其 晚ハ やに 至る までの 諸 

作. V 集めた る もの、 まさに これ 彼が 心靈 生活の 腠史 にして、 c セッ ティ 自ら 前後： 一： 十冇餘 年に わたれ 

る 詩人 的 生^の 內面を 語れる ものと a るべ し。 そ も 世の 人 かれ を 呼んで "A  great  lever- 、とい ふ 
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は、 熱烈の 戀愛 この 多感なる 詩人の 生命な りし をい へるな リ。 おのが 滿 腔の 熱情.. V 捧げ 盡 くし、 戀妻 

はやく 世 を 去りて やるせなき 悲哀に 沈みし 物語 は旣 にかみ に 述べつ、 其 傅 記 はげに も此 女性 を 慕 ひし 

一 篇の戀 物語、 喜 憂哀樂 のさ だめな きその 折々 に 胸の 思 を やりし 歌の かすく は、 卽ち此 集 『生命の 

i¥』 に殘 りたり。 故に 全篇お ほかた は 彼の 熱烈なる 戀愛觀 をう つした る 書に して、 はじめは 血汐 湧き 

たつ 青春の 胸のお も ひ 盛に、 こころ は 希望の 光に 輝 きし かど、 享樂の 夢 はま どかなら す戀 妻の 死に 會 

して、 はしな くこ こに 人間 生死の 大 問題に 觸れ て、 繫憂 悲哀の 感签々 深き を 加 ふ。 され どやが てまた 

闇黑 のうち 一道の 光明 をみ とめ 得て、 心 は 再び 安靜の 境に 入る。 これ 寶に 集屮の ソネット 百 有 一 篇の 

中心た る 思想 をな せり。 

^頭 先づ ソネッ トの 性^ を說 きたる うる はしき 一 篇 あり。 ソネッ トを 以て ソネッ トを說 明した る も 

の 近代の 詩歌に 共 例 乏しから す、 さきに はヲ ルヅヲ ルス、 のちに は ワッツ (ぜ" の 如きに 名作 

あれ ども、 皆 a セッ ティの 此序 歌に 比して いたく 遜色な き 能 はす。 冒頭なる 

A  sonnet  is  a  moment 一 s  3〇nlullent, —— 

Memorial  froni  the  scurs ひ tcrnitv 

To  one  deal  deathless  hour. 

の 語 は、 佛蘭 西の ミ ュッセ H が 『詩と は何ぞ や』 とい ふ卽與 詩に、 
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Chasser  tou.t  souvenir  c<:  iixrtr  la で eas£e  ^ 

Sur  iin IdcI  axe  (ror  la  tenir  t>alanc&e,  一一 

Incertaine,  incjuiete,  IrnlT-obile づ ourtynt; ； 

wltcrlliscl-  p リ ut:-6tre  un l^ve  crun  instant  j 

といへ る この 『恐らく は 刹那の 夢想 を 永劫に 傅 ふ』 の 句 を 摸したり とお ぼしく、 『生命の 家』 ー卷こ 

れ 自己 心情の 發 展を吿 白せ る 胸奥の 聲 なるよし を、 先 づ此序 歌 一 篇の 趣意に ほのめかし た る もうれ 

し o 

卷 中の， 篇、 或は 繪 盡 の 風 ある もの 或は 瞑想の 餘に 成る もの、 之を譬 ふれば 燦爛の 光 もまば ゆき 百 

有 ー篇の 珠玉 を つらぬる に、 劈頭 第一 歌 『戀の 高 御座』 "に) さ E=throlK.d" の 歷章を S きたる は、 

先づ ひとき はす ぐれし^ 光に 衆目 を 奪 はんとに や。 全卷の 中心思想 たる 彼の 戀愛 至上 主義 は 典麗の 辭 

にう つされ て、 げ にも 此 一章に 盡 きたりと おぼし。 いはく、 

I  mark 二 1 all  kindred  powers  ■ lieart  lincls  fair : I 

、rl.utll,  with  awed  H5S;  and  HOIS,  with  eyes  upcast. 

And  Fame,  whoso  loud  wings  fan  the  ashen  Past 

、ro  signal  tires,  oblivion-s  Right  to  scare  ； 


And  Youth,  -with  sorne  slno-le  golden  liair 

Unto  】lls  snolllcler  d】ns7mp%  since  the  lasd 

wm.hrace  wlicrein  two  sweet  arlns  licld  Ias.t; 

And  Life,  still  wreathing  flowers  for  r)cath  ■  w ひ an 

lyo\-e、s  1;tlro3e  was  not:  witll  1:hcsc  ； 1)11 <: far  above 

All  rsssiollate  -wind  of  welcome  and  tar2vell 

He  sat  in  t>rcatl】Iess  Dowers  they  drcaln  no け or  ； 

Though  ^Mc?  forelcnow  lx>ve 一 s llcal.t,  and  Hol〕e  foretell. 

And  Ftlme  t>e  for  Love 一 s  s£u《c  drslral)le. 

And  Youth 1 ち (Icar,  a.lld  Life  t>e  swe ひ t  to  xvove. 

『^^^しと 見たり し 似た る 力す ベて、』 眞理、 希望、 靑舂、 生死の 界 すべて を 超越して 戀愛は 獨^ 

神祕 幽遠の 域に 在りと いふ 此 思想 は、 旣に全 卷の极 柢を爲 せる のみなら す、 かかる 全く 抽象的の 觀念 

を あら はすに -  awed  lips,- ベ yes  upcast- 等の 語 を 用ゐて 吾人に 感覺美 を 促した る 筆致 は、 固よ hN 

古今 多くの 詩人に 常なる 事ながら、 特に ロセッ ティの 長所と なすと ころ。 また 四 五六の 三 行に は此詩 

庇の 作に 著る しき 特色の 一斑 を 窺 ふべ し。 冒頭の この 一章す でに 人目 を 眩す る や、 更に また 之に 次い 

で、 ？： r 『戀の 生れ』、 ^、 『戀の 遣 言』、 ？v、 『戀 のな がめ』、 V、 『こころの 望』、 ^：、 『くちづけ』 以 
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下の 詩篇、 みな 艷 突の 筆 もて 戀 愛の 高調 を 歌 ひ、 われ 等が 胸奥に 埶ー 情の ひびき 切なる を傳 へて、 遂に 

夢幻 忘我の 境に 誘 はすん ば やま ざらん とす。 

此 集に 收 めら れし諸 篇の詩 美 をの こりな く 解剖し 評說 せんこと は、 本書の 範圍の 許さざる 所 なれ ど 

も、 いま 特に すぐれたる 名 篇を數 ふれば、 『戀 の戀 びと 『 (笫八 章べ 『かの 君な くば』 (第五 十三 

章)、 『まことの 女』 、(第五 十六 章 以下 三 章)、 『えらび』 (第 七十 五 章)、 『靈の 美』 (笫 七十 七 章)、 

』  うしろ  一  s  rwi 

『單 絃』 (第 七十 九 章)、 『去に し 歳月』 (i?, 八十 六 章)、 『サタンよ、 わが 後に 退け』 (第 九十 章 ISS 

1 四 4 八 節、 『銘文』 (第 九十 七 章)、 みなこれ 英國 古今の ソネットに ならびなき 秀拔の 作なる は、 夙 

にかの 國の 批判 もみと むろと ころ 也。 全篇の 特色 は 熱烈の 感情 を恣 にして 奔 逸の 空想 を馳 せ、 寫 すに 

濃^ 華 想の 辭を 以てした るの みか、 幽婉 なる 神祕 のす がた を 豐麗の 色に しのばし むる に 在り。 また 謹 

^精緻の 推敲 を經 て、 一 語 一 音の 微をも ゆる かせに せ ざり し 彼の 苦心の あと は、 最も 著しく 其^ 調の 

美に あら はれたり。 從っ てまた 音の ため 無意義の 辭を 設けたり とさへ 覺 ぼしき も あれ ど、 いひ 知らぬ 

幽趣 微 韻お のづ から 此 間に 存 する を昆 るべ きなり。 世の 評 家往々 にして ラ ファ H ル前 派の 繪 書に 精 盧 

苦、 レの 過ぎた るを咎 むる 人 あれ ど、 同じ 缺點を われ また 口 セッ ティの ソネットに みとむ。 たと へば 好 

しで 頭 額 を 用ゐん とする の 結眾、 必す しも 最上の 語に あらす とも、 ただ 其 語が 或 特刖な 文字 を以 

て 首 まるが 故に、 之 を用ゐ たるが 如き 場合 あり。 而 して 彼の 特色た るかの 肉感的 傾向に 至って は 最も 
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此 ゾネッ ト桀に 著る しけれ ど、 此 點に關 する 非難に 對 して 我 は 全く 從來の 評 隙に 同意す る 事 能 はす、 

蓋し 詩 突の 簾 興 却て 之が ために 深き は、 キ イツ に 於け るが 如く P セ ッ ティー 亦然れ ばな り。 若し それ 道 

義 風教の 方面より 非難 を 試む る 者の ごときに 至って は、 旣に 彼の 詩歌が 色彩 燦然と して 樂聲の 嘲^ を 

作 へ るの 突に；： 水れ たる われ 等、 固より 之 を 問 ふの 遑な きなり。 

n セッ ティ の ソネット は此 集に 牧 めら れ たる ものの 外、 また 翥 幅に 題した る淸 新の 詠に おなじ 祌韻 

靈趣を 誇れる あり。 彼が 尊崇 愛慕した る 古今 名匠の 盡幀、 例へば ジ オル ジ ォネ、 サンド n  • ボッ ティ 

チェ ルリ、 レオ ナ ルド .ダ* ギ ンチ、 また 殊に ラ ファェ ル前 派の 同人、 卽ち ホル マン • ハ ント、 バ ァ ン* 

ジョォ ンズ などの 名 龕に 題した る ソネッ トは 丹青の 妙を發 揮して 餘蘊 なく、 更にお のれ 自らの 彩毫に 

成れる 粛 幅の 赘に 至って は、 幽麗の 詩歌よ くその 姉妹 藝術を 助けて、 共に 中世 趣味の 祌額 をう つし、 

アナン シ- 

黴才 詩想 ふたつながら 秀でた る此噼 世の 偉才に 非 すん ば 能 はざる 妙 什 をな したり。 なかに も 『受 胎 

吿知』 『パ ンド オラ』 『夢想』 等の 盡贊は 詩と 富と 相 照映して 共に、 此 P,R*B  。派に 特有なる 妙趣 を 

遣憾 なく 發 揮し 得た る ものな り。 之 を 要するに ：！ セッ ティの ソネッ トは 彼の 特色た る 祌祕的 色彩と 艷 

魔の 美と を恣 にし、 なほ ミルトンの 莊重ヲ ル、. ッヲ ルスの 明快 を 倂せ備 へ、 疑 もな く 英詩の 古今に 最も 

勝れた る ものと いふ を 得べ し。 若し それ 强 ひて 倫 を 過去に 求めん か、 獨り 詩聖 沙 翁の ソネット 百 五十 

四 篇 これと 比すべき あるの み。 


a セ ッ ティ は 單に此 ソネッ ト のみ を 以てする も 英文 舉の 史上に 不滅の 盛名 を 尬 すれ ども、 これ 以外 

にな ほ 秀拔の 作品 甚だ 多き 事 を 忘る ベから す。 先づ其 叙事詩に 就いて 言 はば バ ラ ッド體 こそ 彼が 最も 

^おとす る 所な り けれ。 前段 屢々 述べた るが 如く、 十八 世紀に パァ シィの 『古歌 拾 遣」 出で てより こ 

のかた、 ^ゆ 底 格 派の 勃興と 共に 古の バ ラッド 體を 復活して 此體の 名家た る もの 多く、 ス コ ッ ト など 

より テ 一一 ソン、 プ ラウ 一一 ング を經、 今や a セッ ティに 至りて その 發逹の 最高 點に 達しぬ。 おも ふに 此 

十：： おの 風 を 學んで 成功 せんとす る 者 は、 簡朴薈 勁の 詩句 を 用 ゐて景 情 を活 現す るの 技に 長 じ、 また 叙 

事の 摯 おの づ から 戯曲 的なる 精緻 あらん 事を耍 す。 而 して 口 セッ ティ の 詩才 は 能く 此體の 精神 を 感得 

し、 バ ラッド 體に 於て は ソネットに 見 ゆるが 如き 詞藻の 華麗な くして、 全 明^ 截の箪 を川ゐ て、 

中世の すがた を 近代の 詩に 復活し 得たり。 その 作 中 Rose  Mary,  Sister  J  Ids,  The  White  Ship, 

The  King-S  IVagedy,  TThe  wrkle、s  Prelude,  Stratton  Water の 如き は、 固より 题： IM: を 中世に とり. ^ 

る もの なれ ども、 Tl.oy  Town,  wden  Bower のバ ラ ッ ド の 如き 希臘 若しくは^ 伯來の 题： Z を 歌 へる 

もの すら、 北ハ詩 iwa^i みな 中世 主義の^ i 趣を帶 びざる なく、 彼が 實に 十九 世紀の 英國に 生れ 出で し 

『中世の 人』 honiine  du  moyen  £>lge たる を 見る に 足らん。 

口 セ ッ ティ は 豁 家に して また 詩人たり しが 故に、 その 詩集 はテ 一一 ゾ ン、 ブラウ 一一 ングの 如く^ 瀚な 

ら ざる は 勿 論 なれ ど、 さりと て各篇 に 就いて ここに 精密の 評說を 試みん は弒 幅の 許さざる 所、 すな は 
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ち 其 主なる もの 二三に 就いて 言 はんか。 先づ 『しろぶ ね』 と 題した るはバ ラッド 體の 透明に して、 

千 百 一 一十 年 十 一月 二十 五 日英 王 ヘンリイ 一 世の 子女、 佛國 より 船出し て 遂に 途上に 破船した る菓蹟 

P ま^ U^PJ^Mft^) をと り、 精密に 史的 事 實を遂 うて 簡素 明快の 詩句に 寫し 出で たる 

もの、 殊に 篇中 難破の 光景 を 描きた る あたり、 此 詩人が 動作 を 描く に 巧に して 戲 仙の 虱を帶 びた る 筆 

致の 精巧 遙にテ 一一 ソ ンのバ ラッドの 上 ある を證 する もの あり。 また 中世の 迷信 を 基礎と したる ものに 

"Sister  ffiden" あり、 怨敵の 像を蠟 もて 造りて 之 を 火の 前に S  く、 そが 熔け 去る ときには 呪 はれた 

る 人、 惱 みに 斃 ると いふ まじな ひ あり。 主人公なる 少女へ レン 或 貴公子と 婚約 を 結びて ありけ るに、 

男 は 之に 背きて ほかの 女を娶 りし かば、 へ レン 瞋議の あまり ここに 宗敎 上の 大罪た る 呪 殺の 法 を 行へ 

り、 三日に して 蠟の 人形 將に 溶けなん とするとき、 扔の 親族 馳せ來 りてい ふ、 かれ 今や 死 せんとす、 

願 はくば 此呪詛 を 免せ よと。 少女 聽 かざりければ 男 は 死して 怨靈 あら はれぬ。 全篇み な 少女と 其 弟と 

の §1 答に お きな したる、 あはれ ひとき は 深う して 羅曼底 格の 特色 殊に 著る しき 名作な り。 "Troy 

Town  " と 題した る はいふ 迄 もな くホォ マ ァ の 古詩に 兑 ゆる スパルタ の 皇后 へ レ ン の 事 を 歌へ るバ ラ 

ッド なれ ども、 全く 希臘の 詩情な く、 ヘレン もヴィ ナス も 皆 クラシックの 天地 を脫 して 全く 中世の 風 

額を帶 びた る は、 是れ &セッ ティ 特 得の 技に して、 殊に 

(0  froy 一 s  down. 
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Tall  TTroHS  on  <ke  ！) 

とい ふ奇 しき 折り返へ し (バァ ドウ ン) に 幽趣 微韻を こめた る、 萬 人の ひとしく 嘆稱 すると ころ。 げ 

に斯 かる 折り返へ し 常に 他の 詩人に^る ベ からざる 特殊の 妙味 ある は、 ロセッ ティの バラ ッ ド體 のす 

ぐれた る 所^の 一な りと いふ 可し。 斯 くの 如くに 列 擧し來 らば 殆ど 限りなき 秀 什のう ち、 古へ 英國の 

門 附が歌 ひし 古歌に 擬 したる ..stratton  Water" 或 十字軍 時代の 女人 尊崇の 俗を寫 したる" The  Sta ゆ 

and  Scrip" (詩材 はかの 有名なる 古代 物語 集 『羅馬 人 行事』 に 採れり)、 蘇 蘭王ジ H  I ムス 一 世の 殺 

害 を 歌 ひて 雄勁 熱烈の 趣 ある " The  King-S  Tragedy ミ また 齊 玉のう ちに 潜む とい ふ 魔力 は 淸淨の 

人の ためによ く 未 來を吿 ぐと いふ 中世の 迷信 を 基礎と せる "wose  Mary" 等の 諸篇 みな 莨に 古今の 

英文 學 における.、 ハ ラッド 體の 最も 優秀なる ものと してみ とむ る を 得べ し。 

n セッ ティ をして 近英の 詩界に 重き をな さしめ たる もの は、 以上 說く ところ ソネット， パ ラッドの 

體 のみなら すして、 なほ 叙事詩 抒情詩の 方面に 於て 幾多の 秀什 まことに 千古に 傳 ふべき もの 多 かるな 

り。 なかに も、 奔放の 情熱 を 托して 南歐 中世の すがた を傳 へたる 『在天 聖女』 "The  scsscd  Danr- 

zcl" の 歌 は、 彼が 青春の 作に して、 其 詩才の 特性 を 最もよ く 發撣し 得た る ものな り。 むかし 戀 ひつ 戀 

はる、 男女 ふたり ありけ るが、 地上の 淨き契 も 長からで、 女 はっきせ ぬ 思を殘 して 早く 世 を 去りつ、 

天国なる 祌の宫 Is にっか ふる 侍女と なりぬ。 胸に あまる 萬 斛の愁 思 をた たへ、 『天堂なる こがねのお 


 おな 


ばし まに ゐ よりて』、 わが 夫の君よ はや 來ま さす や、 ここ 天堂に 永劫の 契 を 結ばん をと、 呼びて は 嘆 

きな げきて は 呼ば ふ を、 地上なる 夫、 おも ひ はまた 更に 深 けれど、 天上 天下 相 距る事 遠う して 今 はた 

如何に かすべき。 遂に 一道の 光明 をみ とめ 得 たれ ども、 『それさへ 遠くお ぼろに て』 心願 遂に かな は 

す、 女 は 天 門のお ばし まに 腕 投げ かけて 泣きく づ ほれぬ、 之 を ー篇の 主意と なす。 聲 調と 色彩の 美 を 

盡 くし、 艷麗 はまた 幽婉の 趣 を 伴うて、 情熱の 神韻 まことに 此篇に 及ぶ もの あらす。 なべて 詩人が 初 

期の 作に は 其 特技 最も 著る しく あら はれた ろが 常 なれ ど、 口 セッ ティ の此 作の 如き 最も 然り となす。 

いま 其 詞藻の 美の 一端 を 示して、 彼が 詩 筆の 特色 を 窺 はんか。 先づ此 詩の 冒頭 第一 節に 聖 女の すがた 

を 叙した るう ちに、 

Her  ey ひ s  wrtre  deeper  .thes  .the  clcpth 

cr  wtltel.s  stilled  £l.t  even  ； 

天 門のお ばし まに 居より て 地上なる 夫の君 を 想へ る聖 女の まなざし、 おの づ から 萬 斛の愁 思を遗 

へて、 碧潭の 深き 色 を 宿した る も ゆかしく、 夕まぐれに 靜 なる を 習 ひの 水の面に 似た リ、 とい ふ 

此 精緻の 筆、 まことに 吾等 をして 『神曲』 の 作者 を 忍ばし めんと す。 此 秀句 はじめは 

Hrtr  eravc  t>Iuc  cvrts  were  dertper  5UCIJ 

ヒ lian  a-  deeJD  water,  even. 
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と ありし を 後 あらためて 

Her  eyes  knew  more  ot  rest  isd  shad ひ 

Tlian  .waters  staled  at  even, 

となし、 遂に また 三た び 改竄して 今の 如くに なしたり とい ふ。 詩人の 深き 用意、 おの づ から 此推 

敲の あとに あら はれた る を 味 ふべ し。 

げ にべ イタ ァが 評して 言 ひけん 如く、 此篇の 冒頭 數 節の 美 は、 祌祕幽 婉の景 情を盡 くして、 ダンテ 時 

代の 霰 家た とへば ジォッ ト などの 丹青に 見 ゆらん 趣な り。 また 熱烈の 愦 を感覺 美に 描き出で たる 例 は 

And  still  slie  IDOWCd  herself  and  stooped 

Out  ()r  tlic  circling  charrn  ； 

Until  her  bosom  1TSS1:  liave  3acle 

nlc び she 】 ひ £5ed  on  wars. 

And  the  lilies  lay  as  if  asleep 

Along  Iier  bonded  ami, 

身をかがめて、 おばし まに 倚れる 女が 胸の 焰は、 其 攔を溫 めたり とい ふ此 秀句 は、 キ イツな どに 似て 

更に 一段の 精彩 を 兌る。 かくの 如き を 列 擧し來 らば、 ここに 殆ど 全篇 を 引用す るの 要 あるな り。 更に 
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また、 嘗て 下界に 相思の 契淺 から ざり し 多くの 男女 死して 後 ふたたび 相會 し、 歡 喜の 聲は 天堂に 滿ち 

たりと い ふ 第 七 節を揭 げん に、 

Around  lier,  loveres,  newiv  mert 

、 Mid  deathless  love-s  tlcc-ialrns, 

び l)oke  evermore  alliens  tnelnsc】ves 

Their  llcart-rellle3l>ered  llalncs  ； 

And  .tile  souls  mounting  uf>  Goa 

wenl: l〕y  ncr  like  t-llln  flallles. 

この 最後の 二 行の 幽趣 a セッ ティ を 措て はた 誰に か 求むべき。 耍す るに、 奔放の 空想 を逞 うして 瑰奇 

幽聳の 趣 ある 此ー篇 は、 作^み づ から 言へ る 如く、 かの 北米の 詩人 ポオの 名作 『レイヴ ン』 に 負 ふと こ 

ろ あるに 似たり。 ロセッ ティ 自らの 粛幀 『手に 三 枝の 百べ 口 もちて、 ゆた に 垂れた る金髮 七星 を點 じ』 

たる 此聖女 を^け る もの、 窬 またよ く 詩の こころ を 表 はした る あり。 

なほ 此外 われの 愛誦 措く 能 はざる 諸 篇を擧 ぐれば、 "The  Portrait" と 題した る 抒情詩に、 逝きし 

戀 人の あと を悲 みて、 そ を ゑ すがたに 寫 しし を 歌へ る、 また 幽玄なる" Sudden  Light" におの が 前 

せの 戀を憶 ひたる、 一 1 者と もに 同じく 戀愛 Q 神祕觀 をう つした る ものな り。 また "Dante  at  Verona" 


の fe. すべて 八十 五節 は、 『祌 曲』 にあら はれた る 事蹟 を さぐり、 またな かば 史乘に 憑り て、 ダンテが 

瓢 零の 生涯 を 歌へ る もの、 追慕 尊崇の 至情お のづ から 此 熱誠 謹厳の 詩 風 をな したる もの か。 短篇 

r  J>T  Sea  LilTn.ts" に は潮聲 のとよ もし を聽 きて 幽 思に 耽り、 " ^-.ops-m ひ ecret  " に は カオ 力 

自然界 を 描く 詩 筆の 妙趣 を 見るべく、 或は 小さき 花の すがたに 能く 憂愁の 心理の 機微 を捉 へたる" 

Woodspurgc" の 小篇、 いづれ か 皆 近代詩の 絶唱に あらざる。 また "さ。 §dc-s  Prelude" は斷片 

なれ ども、 景情を 例の 中世に とり、 新妻と 其 妹との 對 話に 深 酷の 物語 を寫 しし 熱情の 筆、 一方に 於て 

また 心理の 透察に 偉大の 力 ある を 示したり。 然れ ども 彼が 縱 横の 詩才 は必 すし も 中世 戀 愛の 境に のみ 

限らで たるに あらす、 明敏の 透察 幽遠の 忍 索、 往々 にして ブラウ 一一 ングの 哲學的 傾向 ある もの を n ルる 

に 至って は、 口 セッ ティの 詩集 を繙 くもの の 常に 驚嘆す ると ころな り。 この 例證 として われ はこ こに 

先づ "Jenny,  "  "  The  Burden  of  Nineveh" との 一 一 篇を擧 げん。 一 1 者 共に 口 セ ッ ティに 常なる 濃厚. 

の 色彩な くして ^截 明快の 詩句 を 用ゐ、 近世 的 詩 村に 深邃の 瞑想 を 托した る ものな り。 『ゼ 一一 ィ』 に は 

ある 青年が 妃婦の もとに 通 ひける が、 ふと 快樂の 迷夢 さめ 飜 然として 悟る ところ あり、 夜 を 徹して 沈 

B3 したる 荧、 女の 眠れる ひまに 窃 に金錢 を其窒 にの こし 置きて 立 去る。 蓋し 道ならぬ おのが 快樂 を^ 

りて せ 會の弊 喪 を大 ならしむ る 事の 殘 念なる に 想 ひ 到れるな り。 叙述お のづ から 中世 趣味 あれ ども、 

題 村 は 之 を毘代 生活の 晤黑 面に とり、 ここに 道 篛の意 を ほのめか したる もの、 獨白 詩の 體を川 ゐて明 
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暢の 叙述 を 試みた るな り。 『ュネ ，、ェ の 歌』 ( 一 八 五 〇) は、 常時 新に 大英博物館に 納められ たる 人面 獅 

身に して 鷲 翼 ある 巨像 を 詠 じたる もの。 古代 アツ シリアの 都 城 一丁 不、、 ェ の廢墟 より 新に 發 掘せられ し此 

E 像 は、 古の バビ n ン、 アッシリアの 人々 に は、 王者 權 力の 象 徵と毘 做されて 祌聖視 せられた る も 

の、 u セッ ティ 今 これ を兑て そぞろ 古代 都 城の 盛時 を懷 ふの 感に堪 へす。 げに 桑田 碧 海の 譬 もこと ふ 

りたれ ど、 たのみが たき は 有 爲轉變 の 世の さまよ。 威 八紘に ふる ひし 大帝 國が、 ありし 昔の 勢力、 烧 

然 たりし 文化 宗敎、 みな 夢の 如く 去って 今 いづく にか 之 を 昆ん。 誰か 知らん、 倫 敦の大 都 も未來 また 

此 悲運に 陷 るの 日 あらん を。 その 折 もし 異鄕 羈旅 の 客 ありて 大英博物館 の廢 趾に此 巨 像の ある を a 

ば、 必卞言 はん、 その かみ 英國の 人が 禮拜 したりし 偶像の 奇 しき 事よ と。 かくて ロセッ ティの 感想 は 

此篇に 於て、 古代史の 追憶に 入り 哲理の 幽玄に 走りて、 さながら ブラウ 一一 ングの 詩篇の 深奥の 想 を 賞 

する のお も ひ あらしむ。 この 外な ほ 抒情詩，， Soothsay" の ごとき を讀 みたる 者 は、 何人も n セッテ 

ィが單 に 中世 的 熱情の 詩人に あらす して、 其 詩才 ときには 幽玄の 思索に 向 ひ、 深遠の 现 路を迆 らんと 

する の 傾向 ある を 知り 得べ し。 

n セッ ティ また 幼より 外 邦 詩歌の 研究に 意 を 注ぎて、 飜譯を 試みた る あり。 はじめ 十五 歳の 頃獨逸 

語を舉 び、 かの スコットの 譯 ありて より 頻に英 國羅曼 底 格 派の 詩人 を 動かした るビュ ル ゲルの 作 『レ 

クオ レ』 を英譯 し、 のち また 『一一 ベル ンゲ ンリ イド』 の譯 ありし 由 なれ ど、 今一 一 者 共に 傳 はらす。 こ 
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れ 等と 同じ 顷に 成りし 飜譯 にして ベ 「のこれる は、 獨逸 古詩 人 ハルトマン • フォン 二 アル • アウエ の 作 

『^ •  ァ、. ゾル： メ，； や ィ <: リ， ッ ひ i へ獨逸 現代の 大 詩人 ハウプトマンの 同 M の 作、 および 米國の 詩人 ロング フ，^  $ 

『あはれ なる ハイン リツ ヒ』 r  ロウの 『ゴ I ルヅン • レゼ ント」 みな 同じく 此悲壯 なる 古詩に 基づけ るな り/ を 謂 

したる ー篇 (一 八 八六屮 Z 版) あるの み。 さりながら 是等 北歐獨 逸民 族の 文學 はもと より a セッ ティの 

純然たる 南歐 趣味に かな ふべ くも あらねば、 後年 また 此方 面に 筆を染 むる 事な かりき。 その 尊ら 力 を 

注ぎた る は羅甸 民族の 詩歌、 ことに 中世 加 特カ敎 の 精神に はぐくまれ たる 伊太利 亞 の文舉 にして、 殊 

にダ ン テを 仰^ 思慕す る亊 最も 深 かりき。 おも ふに 近英 底 格 派の 文舉に 於て 此祌 曲の 詩人 を 追慕 

する の 風潮 はケ リイの 英譯 (一八  一 完成) 出で てより 益々 盛に、 コ ウル リツ ヂ、 シェ リイ、 キイ 

ッ、 リイ • ハン ト など を 經てテ 一一 ソン、 ブ ラウ 一一 ン グ^ 1 こ こ に 祌韻籙 趣 を 党め、 今や 遂に a セッ ティ 

に 至って その 最髙 潮に 達した るな り。 前段す でに 述べた るが 如く、  a セッ ティの ダンテ 祟 拜は其 父よ 

りの 嗜好 を 傅へ たる ものにして、 彼の 特色た る南歐 中世 的の 思想より いへば、 此近 英の大 詩人 はまこ 

とに ダンテの 再生た るの 觀 あるな り、 共 筆に 成れる^ 太 利 古詩 人の 英譯が 能く 原意の 幽趣 を 移し、 聲 

調の 機微 を すら 逸せす と稱 せらる る もの 眞に故 あるな り。 。セッ ティ はまた ダンテみ づ からお のが 靑 

ゲ ヌォヴ 

春の 戀の あはれ をお しし 『新 生』 の 篇を譯 して 其 優 艷の趣 を 傅へ、 また 『祌 曲』 の 中 千古の 絕 1? と 

稱 せらる る 地獄 界第五 章、 バオ a と フラン チェスカの 悲 釗の條 を飜 して、 巧に テル ザ • リマの 押^ を 

顦 し、 原詩の 幽趣 をう つし 得た る もの、 箪に 口 セッ ティの 詩才の 秀拔 なる が爲 のみに あらす して、 
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また 深く 中世 文藝の 精祌を 感得した る もの あれば なり。 『詩歌 は 厳密の 科學 にあら ざ るが 故に 逐語譯 

は必 すし も 重ん すべきに あらす。 原詩の 精祌 を傳 へ、 その美 を 損せ ざらん とつと むる こそ 飜譯 の耍識 

なれ』 と は 彼が 古詩 英譯 集の 自序に 明言せ る 所。 げに 內容と 外形と ともに 全くして、 原詩の 祌 韻を傳 

ふる 飜譯 の絕 技に 至って は、 古今の 英文 學を 通じて 未だ 彼の 右に 出づる 者 あらざる なり。 

羅甸 民族の 血 を ひいた る 彼の 好尙 は、 伊太利 亞の 詩歌の みならで また 佛蘭西 文擧の 上に も 向 ひたり 

き。 近世の 作家に て は ユウ ゴォ、 ミュ ッセ、 ヂゥマ 等 を耽讀 し、 殊に ユウ ゴォの 作 " Los  Murgrav- 

es" 中の 短篇 二 章を譯 したる もの、 われ 曾て 之 を 原詩と 對 比して 今更の やうに 其鬼ェ に 驚嘆した る 

事 ありき。 狂 熱の 激情 あふれた るかの 二 篇の調 を、 ただ そのままに 英詩に 移す さへ 至難の 業なる に、 

ロセッ ティの 譯は 却て 此點に 於て 原詩 を 凌駕した るの みか、 原意 をう つす の 精巧なる、 次の 一例に よ 

りても 明な ろべ し。 

Nartruc  i\  scutes les  vil 一 cs, 

ijt:  narwlluc  „\  t:os  les  rois  I 

を譯 して 

A  for  all  the  cities, 

A  rig-  for  all  .the  lungs  ！ 
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怫蘭西 語の -Nargue  k …… 、 を譯 する に、 伊太利 語原より 来れる 英阈 俗語」 A 1%  for …… 、 を 以てし 

たる 巧緻 は、 たやすく 凡手の 思 ひいたら ざる 所なる べし。 然 りと 雖も " セッ ティが 最も 多く 崇拜 した 

る はか かる 近世の 詩人に は あらで、 かの 佛蘭西 詩歌の 源^た る不竊 熱烈の 學生 詩人 フラン ソァ • ギヨ 

ン Fra-15cis  villcn  (一四 三 一 —一四 六 I?) なりき。 その 作に して ロセッ ティの 英譯 ある もの 三 

篇、 中に も 過ぎし 代の 佳姬麗 媛の あと を懷 へる 『むかしの た を やめの 歌』 "Ballade  (ICS  Danics  du 

Tslpsjadis" は、 婉 美の 詩情 千古に 不滅の 名 ある ものい ま ロセッ ティの 麗筆 に譯 せれて 更に 一段 

の 光彩 を 加へ たり。 此ー篇 の 飜譯に 於て 特に 有名なる は、 毎 節の 『折り返へ し』 なる 『こぞの 雪 やい 

づこ』 といへ る 秀句 

Mais  cn\  sont les  nGK.、s  (ralltan? 

を飜 して 

wut  wllcrc  arc  the  snows  of  yester-year? 

とい ひ antaii  ff^swnt^) を譯 する に當 つて 新語 yestcr-yepr を创 作し、 及ぶ 可き かぎり 原詩の 

律 脚を變 へす して 聲 調の 美 を 移した る奇 巧の あと は、 世を擧 げて讃 嘆の 聲を惜 まざりし も宜 なり。 蓋 

し ギヨ ンが執 1 の 詩 風 を追菽 する もの 近； 央羅^ 底 格 派の 詩人に 多くして、 共 英譯の ごとき また 甚だ 尠 
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しとせ す。 殊に 此歷 人の 歌の 譯に 於て、 アンドル ゥ* ラングのと ジョン • ペインのと は 最も 秀拔の 聞え 

髙 きもの なれ ど、 ^より 。セッ ティ の 此譯に 及ぶ 可く も あらす。 押韻の 自在 格調の 美、 英文 學の 史上 

に ならびなき スト ンバ アンす らも、 曾て * ヰ ヨン を英譯 する や、 n セッ ティの 手に 成れる 此ー篇 を a、 

筆 を 投じて 嘆 じてい ふ、 ああ これ 人 の 企て 得べき 無上の 譯 なりと。 まこと や ロセッ ティの 譯は 原詩 

を さ へ も 凌駕した る ものなる を や。 

口 セッ ティ は斯 くの 如くに して 化 太 利 中世の 詩文の みならす、 深く 怫蘭 西の 古文に 心 を 潜めた るが 

故に、 從 つて その 用 ふる 詩語 また 古代 佛 語の 美 を變化 移植した る もの 極めて 多き を 見るな り。 これ 旣 

に 前段に 述べし が 如く、 テ 一一 ソンが 獨逸 民族の 古語 を 復活した ると 共に、 近 英詩 歌の 用語 をして 豐富 

たらしむ るに 與 つて 力 ありし ものな り。 また 其聲 調音 律に 奇 古の 風 を 摸し、 句法 造語に 現代 を 離れた 

る 耳新しき 匦格 ある は、 直に P,R*B* 派の スヰン パアン、 モリスな どの 大 詩人に 影響し、 更に また 

庾く 近代の 騒 壇 を 感化して 遂に 一 種の Mannerism をな すに 至りぬ。 一 例 を いはば " hcrsecrneed  " 

とい ふ 語 (『在天 聖女』 の 歌 第 十三 行) の ごとき は 古語に "nlcscclncd: などい ふ を 校し、 ロセッ ティ 

が 創造して 巧に 用ゐ たる 語 なれ ども、 みだりに 他人の 襲 W を 許さざる ものなる べし。 而し てまた 其聲 

調の 美 を 極めた る は 主に 母音と 子音との 巧妙なる 調和に よる ものにして、 この 技 はは じめ 羅^ 底 格 派 

の勃與 期に 於て コ ウル リッツ ヂ、 キ イツ 等の 詩篇に 著る しく、 更に テニソンに 至って 大成せられ たる 
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もの、 今 ロセッ ティ の 詩 筆に よりて なほ 多くの 洗煉 を經 たるな り。 

ダンテ 靑 春の 胸に 湧く 血 汐を濺 ぎて、 おのが 戀の 半生 を 書きた る 『新生』 の篇に ロセッ ティ は 多大 

の 感化 を 蒙りて、 その 景 慕の 至情 遂に かの 名譯 をな さしめ たる 由は旣 にかみ に 述べたり。 げ にも ダン 

テ九 歳に して はじめて 麗人 ビ アト リス に 遇 ひ、 そが 艷 なる すがたに あやしき 胸奥のと きめき を覺 えし 

より、 熱烈の 情 は 束の g! もやむ こと あら ざり しが、 ビアトリス は菜敢 なく も 二十 ra 歲を 一期と して 色 

香 まさかりの 春に 世 を 去りけ り。 ダンテ 乃ち 『新生』 の篇 に優艷 なる 抒情の 筆 を はせ て 慟哭 痛嘆の 聲 

を 托しけ るが、 やがて 移って 哲學に 慰安 を 求む るに 至り、 ビアトリス は 遂に ダンテが 现 想の 權 化と な 

り、 これによ りて 遂に 天堂 界に 導かる るよ しは大 詩篇 『神曲』 に兑 えたる が 如し。 かくて 此 女性に 對 

する ダンテが 熱愛の 精 祌は途 に 彼の 中心思想 をな し、 いたく 中世の 民心 を 動かした る 彼の 瞑想と 詩篇 

と、 その 淵源す ると ころす ベて^ この 女人 崇拜 に存 するな り。 而 して 更に これ を わが &セッ ティに 見 

んか、 すでに 南歐 熱情の 血 を 承け、 また ダンテ 尊崇のお も ひ を 父より 俾 へられ、 而 してお のが 戀妻は 

やく 世 を 去りた る 悲哀の 感： 史 にこれ に 加 はれる あり。 かれが ひたすら ダンテの 蹤を 追うて、 此 偉人の 

作 中に 幽遠 祌祕の 妙 想 を 尋ねた る もま ことにう ベなら す や。 試に 昆ょ、 かれの 名窬 享樂受 幅』 (If 

れ』に：ビン」 ァ るの I ま) の ー帧 に、 丹靑の 巧を盡 くして 亡き 妻の 遺影 をと どめた る を。 また かの 「^すがた』 

の 一 詩 (^ひ^1^删は^^ぱ喊)、 今 は 世に なき 戀の 君が おもかげ を 忍び たる 哀傷の しらべ 


を聽 け。 かく も 莨 挚 に、 かく も 執 1 誠の 12 情 もて ダンテの 祌 韻を傳 へんと せし お、 a セッ ティ を 措きて 

西歐 近代の 詩人に 又と あり や。 かれ 歌うて 曰く、 『わが 靈は 新生 を享 けて 天上 聖樂の あなたに 通 ひ、 

直に かの 君の 靈と相 交り て そこに 神の 靜寧を 知らん 時、 ああい かに よろこび 畏 みて わが 靈は 立つ らん 

か』 (『ゑす がた』 第二 十一 節) と。 宛然と して これ 『神曲』 天堂 界 にあら はれた る ダンテの 瞑想に あ 

らす や。 また 曰く、 

Your  lieart  is  never  awsly, 

I3ut  ever  with  mine,  lor ひ ver. 

For  ever  without  end ひ av 藝 

TolmolTOW,  1<>\.C,  as  tc—dav  ； 

Two  ble-lt  ~-op«.^w  ne\.er  astray. 

Two  souls  no  power  may  sever, 

T こ gctlier,  0  3y lo\.c,  for  ever  ！ 

P3.、eci  Presence  si.  s. 

戀は ただに 地上の ものな らん や、 戀 愛の 絆に よりて こそ 今 世 は 直に 来世と 結び、 地上の 生 はやが て 天 

上 Q それに 通へ る なれ。 えに しの 祌が 結びし 現世の 契 は 天 界享樂 のさき がけに して、 ふたりの 靈 はと 

う y  .V み 

まに 離る る こと あらざる なり、 愛 やまこと に 宇 W 至高の 王者なる かな。 『この^ 身 を 動力せ る^ 想と 
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情 熟と 歡樂 と、 すべて^ 愛の 御 使に して 聖 なる そが 焰を はぐくむ』 と、 十九 世紀 初期の 大 詩人が 歌 ひ 

たる こころ、 いま 更に 百 尺 竿頭 一歩 を 進めし もの、 ダンテの 感化 を 蒙む る こと 大 なりし ロセッ ティが 

中 心 忍 想 た る 戀愛觀 を な せ るな り。 

ビィァ ズ氏は その 名著 『十九， 世紀 羅 © 底 格 主義の 發達史 JT に 於て (三 〇 一 頁)、 口 セッ ティが 文藝 

史上の 效果 を論斷 して 之 を 三 個の 方面に 在りと なせり。 曰く、 

第 一 、 繪粛と 詩歌と に、 初期 フ a レ ン ス 派の 宗教 的 精祌を 復活 表現した る こと。 

^二、 ダンテ 殊に 其 生涯 人格、 および 常時い まだ 飜譯 なかり し 『新生』 の 如き 小篇 を、 英！； の 公衆 

に 紹介した る こと。 

ボビ ュ ラァ たハ ラッド  I 

第三、 民 謠 の 體を用 ゐて傅 說を歌 ひ、 またお のが 獨創 の羅曼 底 格なる 詩 村 を 歌 ふに 當 つて、 

其繪 粛 に 特有なる 典麗の 色彩と 感覺的 幻像と を 以てし、 かくて 中世の 思想と 生活との 例 證を與 

へ たる こと。 

B セッ チイが 深く 中世 思想の 源泉た る 加 特カ敎 の 精 祌に參 したる は、 そが 詩歌 的 方面に して、 卽ち 

南歐 中世の 宗教 的 美術の 羅 曼底 格の 傾向 を 喜べる もの、 換言せば 宗教 信^と してに は あらす して、 飽 

くまで も藝術 家の 態度 を 以て 此 精神に 對 したるな り。 此點に 於て 彼 は 妹なる 女 詩人 クリスティナが、 

教 | 誠の III? 仰 遂に あら はれて 幽玄の 詩歌 をな したる とはいた く 趣 を 異にせる もの ある を： a るな り。 卽ち 


 46S 


1 言 以て 彼が 藝 術の 特微 をい へば、 中世 祌祕的 精神の 奔放 を 以て 現代の 科 學萬能 主義に 反抗した る も 

のに 外なら す。 而 して 此 中世 思想の 代表たり 權化 たる もの を、 彼 は 曠世の 大 詩人 ダンテに 見出で たり 

しなり。 

ロセッ ティ は坷 くの 如くに して 超 世 高蹈の 詩人な り。 テ 一一 ソンが 時勢の 代表た るに 比して、 かれは 

全く 正 反對の 態度 を 以て 世に 臨みたり き。 筆致の 精巧、 聲 調の 婉 美はテ 一一 ソ ン の 下に あれ ども、 ^熱 

の 熾なる と 色彩の ゆたか なるとに 於て、 造に 桂冠詩人 を 凌ぐ のみなら す、 羅曼底 格なる 中世 主義の 大 

詩人と して 西歐の 諸 邦 また 彼と 比すべき 者 あるな し。 ただ 憾 むら く は 高遠 淸新 の 調い たづら に 俗耳に 

遠くして、 民衆が！！ 歌の 聲は獨 り 平明なる テ 一一 ソ ンの 詩歌に のみ そそがれぬ。 

ジ ヨン • ァ ディン トン • サイ モン 、-ッ 甞 て 言 ふ、 & セッ ティ 藝術 の 美 は 分解 批判 の 能く 傳 へ 得る とこ 

ろに 非す と。 われの 禿 筆に 至って は 殊に 意を盡 くさざる 事 甚だしう して、 讀 者に 向って 先づ口 セッテ 

ィ詩卷 の 精 讀を勸 むる の 念い よ/ \ 切なる を 覺 ゆるの み。 ここに 先づ 筆を撋 きて、 更に 彼の 妹なる 女 

詩人の 評說に 移らん。 

(附記) a セッ ティに 散文の 著 あり。 そのうち 文藝 批評に 關 する 類 はさまで 注目の 必要な けれど 

も、 救篇の 物語に は 彼の 特色た る祌祕 趣味 を發 抓して、 奇想 幽思 さながら ポオの 短篇に 似た る も 

の あり。 詩人 ロセッ ティ を硏究 せんとす る 人 は、 繪盡の ほか 此 物語の 類 を も 度外視すべき にあら 
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す。 中に も 有名なる は、 " Hand  and  Soul" の 一 篇に ロセッ ティ 藝術觀 の 一 端 を ほ のめ か した 

る ものな り。 或 女人の 書 像 あり、 歷容眞 に 迫りて 悽 情の 鬼 氣人を 襲 ふ は 一見して 凡手の 筆に あら 

ざる を 知る、 物語 は 卽ち此 粛幀の 由 來を說 ける ものな り。 曰く、 四 百年の 昔 伊太利 亞に或 靑年書 

家 ありて、 天 禀の才 は 群を拔 きたり。 此人 はじめは 聲名を 博 せんとの 望 もて 技を勵 みしが、 此 

は^に 達せられ、 まもなく 一代の 大家の 列に 入りぬ。 その 窬く ところ は 人物と 風景と を 選ばす、 

皆 ことごとく おのが 股に 觸れて 美な りと 感じた る ものな り。 然るに 此肅伯 はもと 宗教の 信仰 厚 か 

りし 人、 やがて 自らお もへ らく、 われ 今に 至る まで 徒に 名を扠 め 或は 人の 感官 を 喜ばさん とて 美 

なる もの を 肅 きたれ どこ は 誤れり、 以後 はた だ 永遠の 眞理を 寫し天 界の亊 物 を 描かん と。 これよ 

り 後 は 全く 涪 想の 方面 を變 じて 神秘的 宗教 的の 題目 を 選ぶ に 至^し が、 令聲 忽ちに し て 地に 墜 

ち、 世人 また 其 丹青の 技 を 顧る ものな し。 ここに 於て か 彼 は^-. 愛 悲哀のお も ひに 堪 へす、 はて は 

遂に 自敉を 謀る に 至りし が、 或 時 妖^の 美女 あり、 ふと 昔 もな く 彼の 室に 現 はれ 來 りて 粛伯を 凝 

視す。 蠭伯は n: かたらん と 欲すれ ども 語る 能 はす。 此時 美女の いはく、 『われ は 君の 靈 なり、 君 

このごろみ づ からの _強 に 背きて 藝術 の 道に 携 はり、 美 を 愛す る の 念な し 。 徒ら に眞を 示さん とし 

て 却て 美の 世界 を 忘れ、 かくて 遂に 神罰 を 招け るな り。 君 もしみ づ からの 靈に忠 ならばお のづか 

ら 大作 を 得べ し。 先づ われの 此 すがた を 描きて、 さきに 君が 失 ひし 力 を 恢復せ よ』 と。 かくて 菡 
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伯が おのれの 靈の 化身た る此 美女 を翥 きし もの、 卽 ちかの ー幀 の古盡 なり。 靈活 の氣は 神韻の 縹 

緲 たるに 加 はり 傻艷 のす がた a る もの をして 能く 畏怖 震慄 せし むる は、 藝 術の 堂奥に 入り たれば 

なるべし。 之 を 一 篇の 梗概と なす。 瑰奇の 風 は ボォの 短 話に 似通 ひたれ ど、 ここに 口 セッ ティ は 

藝 術の 要諦 を ほのめかし、 此 道に 入る 人に は 美に あこが るる 熱誠 眞摯の 情 を 以て 獨り 尊ぶべし と 

なせり。 而 して かくの 如き はま さに、 口 セッ ティの 繪 書と 詩文との 特色 を 自ら 語れる ものに は あ 

らざ るか。 

近 英の文 舉に數 ある 女 詩人 ヒィ マ ンズ、 インジ ロウ •  H リオ ッ ト、 プ 。 クタ ァ、 ノックス、 H ブス 

タァ などと 相なら びて、 すぐれたる を先づ ブラウ 一一 ング 夫人に 數 ふる 人 も あれ ど、 最近の 批判 はむし 

ろ クリスティナ •  ロセッ ティ Christhm  Gcoririna  Kossetti に倾 くもの の 如し。 ロセッ ティ 家 四 人 兄 

弟の 末なる クリスティナ は 千 八 百 三十 年の 十一 一 月 五日 を 以て 生れぬ" 處 女の 平靜 なる 生^ を 熱鬧 なる 

英京に 送りし ひと。 幼き 頃より 父母に 仕 ふるの 至誠い ちじる しく、 殊に 母に 對 する 愛の 深 かりし は、 

今 その 桀 のうちに 收 めら れ たる 十一 一歳の 時 はじめて 作りし とい ふ 幼 なげなる 歌 を 見ても 知らるべし。 

慈母の 死 ( 一 八 八 六 年) まで 五十六 年間の 久しき、 女 詩人 は 遂に 其 膝下 を 去ら ざり き。 

幼時より かれは 兄と おなじく いたく 動物 を 愛した るよ し は、 その 諸 作に 兑 ゆれ ども、 わきて "Bro- 

ther Bruin,"  "These  all さ ait  upon  thee" などの 篇 にいち じる し。 お ほかた の 敎育を 家庭に うけ、 


九^より 卜 叫^の 頃まで 特に i" みて 伊太利 亞の 詩人 メタ スタシ ォを證 みしと いふ。 千 八 百 四十 七年祖 

父 Gac.tano  polklol.i は此 愛孫の ために 最初の 詩卷 "Verses" と 題した る を 上梓し ぬ。 "vanity 

cf  Vanities,"  "The  L-eild  City",  "The  Water  SpinTs  sslg" などの 作は旣 に此桀 のうちに 収められ 

て 異彩 を 放ちたり。 のち 救た 牛、 かの ラフ ァ H ル前 派の 機 關雜誌 『ジャ アム』 に、 Kllcn  A  一  leyn とい ふ 

名 を. 用 ゐて揭 げたる 數篇の 詩歌 あり。 

クリスティ ナは實 に 兄なる 粛 詩人の 川ゐし 最初の モデルに して、 かの ゲブリ エルが 一 代の 名窬 とし 

アナ ンシ ェ イシ ヤン  ジ， ライト 

て 八；' ティト 粛 堂の 藏 なる 『受胎告知』 の ほか、 おなじく  P，R.B, の 名家 ホル マン • ハントの 『世界 

ォ！ t5;s* ゥァ アルド 

の 光』 また ミレイの 名作に も 用 ゐられ たり。 その わか かりし 頃、 容貌に 沈鬱の 調 ある は 健康の すぐ 

れざ りしに よお り。 現存の 名家 シォド ーァ* ヲッ ッ* ダン ト ン のしる す 所に よれば 『母お よび ゲブリ ェ 

ルの われに 語りし 如く、 まことに 愛らしう して 溫柔沈 靜の趣 あるか ほば せな りき』 と。 げに謹 嚴の性 

おの づ から 其お もて に 著る しければ、 この種の 粛 題に ふさ はしかり しならん か。 

その はじめて 世に 知られし は 名作 "Goblin  Market  and  other  poelr-s  " (1SG2) 集な り。 次いで 出 

しもの、 "Tilt.  rl.illc</s  rr:glv ゾ s  and  ether  poc.nls  " (18「>G),"A  Pageant  and  other  Poeius  " 

0831) などな り。 

かれの 婚を 求められ しこと ふたたび、 而 かも 皆 宗敎の 信仰に あきたら すして これ を 斥けし とい ふ。 
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たと ひ 其 稀世の 詩才な くと も 性行す でに 能く 世の なべての 女性が 師表と 仰ぐべき もの、 敬虔な りし は 

言 ふまで もな けれど 恩愛の 情 ひとに すぐれ、 あはれ みとい つくしみ、 其 最後の 日まで か はる 專な かり 

しが、 千 八 百 九十 四 年 十 一 一月 I 一十 九日 を 以て 遂に 靜に世 を 去りぬ。 

英國 現存の 評家ァ アサ ァ • シ モ ンズが この 女 詩人 を 評した る 語、 簡 なれ ども 能く 著る しき 特色たい 

む Is くしたり。 LLL く.  "A  一： -OWCT  of  seeing  finely  beyond  th ひ scops  of  ordinary  vision:  .tllat,  in 

a  rrtw  words,  is  llic  note  cf  Miss  Kcsscttrs  genius,  tsd  R 13rir-ra.s  wltll  it:  a  subtle  and  as  If 

Instinctive  一： -ower  OH  CJq)rcsslnE5  sub.tl ひ and  vet:  as  if  instinctive  conceptions;  alwilvs  clcarl.v, 

always  smiply,  with  a  slnsllar  isd  often  styrthng  llorneliness,  vet  3  a  .vvav  a-nu  P^CC^I 

subjects  as  Far  removed  frcm  the  borders  of  commonplace  as  possible." 

その 作品に 宗敎 詩の たぐ ひ 甚だ 多き はいふまで もな く、 この 方面に 於て 近世に 稀なる 秀抜の 詩歌^ 

だ 多し。 評 家 は 目して かの 十七 世紀の ハ アバ アト、 ヴォ オン、 クラシ ヨウな どに もま さりたり となせ 

り。 而 して その 宗敎觀 に は、 ァァノ ルド、 クラッフ などに a ゆる 當代 一般の 懐疑 厭世の 傾向 を 見す、 

はた ブラウ 一 一 ングの ごとく 深奥の 智力 を 以て 冷 かなる 理路 を迎れ るに も あらす。 さながら 中世の 人の 

ごとくに 信仰 あくまでも 深う して、 また 純然たる 感淸の それなり。 廩 疑の 晤 潮に 漂 はすして むしみ 樂 一 

天 說に倾 きたれ ども、 巾幗の 詩人に 常なる 悲愁の 調 ありて、 哀昔 かすかに われ 等が 胸に せまる もの あ 4 
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り。 上に 述べた る" づ anity  of  も cs  " と 題した る麗 はしき 小曲に 『あだなる 快樂 や、 あはれ。 あ 

あ、 過ぎに し 光榮。 快樂ぞ 遂に は悲 み、 ほまれ 亦 遂に 得る ところな し。 打ち沈む 心 かく ぞ 一一 一一 ：！ ひける』 

と 歌 ひし 篇 はかれが 人生 觀 における 最後の 斷案 なり かし。 され ど われ 等 はこの 種の 詩篇より は 寧ろ 

『夢の 鄕』" Dream-Land" の ごとき 抒情詩に、 此 派の 特色た る 奇聲神 祕の趣 ある を赏 し、 また 叙事の 

歌な どに 中世の 餘骷 をた たへ たるう ち、 倫理の 觀念を かいまみ 得べき 作 を 喜ぶべし となす。 たと へば 

傑作 『ゴグ リン • マァケ ット』 は、 姉が 身 を ささげて 妹 を 救 ふとい ふ 可憐の 物語に 道義の 意 を ほのめ 

かした る もの。 寂^の 地に て、 わかき むすめた ちに 奇 しきく だもの を賫る ゴブリン ども あり。 その 價 

やすくして 而 かもうる はしき こと 限りなければ、 ひとたび そ を 食 ひたる もの は、 必す之 を ふたたびせ 

ん とす。 然ら すば 老年と 死と 忽ちに して 到る とい ふ話說 を もとと せる 羅€ 底 格の 傾向 —— 詳しく 言 へ 

ば ラフ ァ H ル前 派の 風格^ はめて 著る しき 叙事詩な り。 "The  prjnce-s  progress: の篇に は、 王子 

あり、 さる 姬 君に 婚を 約し、 日 を 定めて その もとに 行かん とす。 姬は おも ひ 焦れて 待ちに まちた まへ 

ど、 ^のきみ は 徒らに 途上に 悠 遊して 到らざる こと 十 年の ながき に 及ぶ。 篇中曉 色 を 叙した るうる は 

しき 次の 二 節 は 人々 の 愛唱す ると ころ、 平明 簡素の 詞 句に 景情を ゑが きて、 殆ど 一幅 粛 幅の 觀を なし 

たる は此 人の 特色な り。 今 かかげて 其 詩 風 を 示さん。 

At  ？ ra  <leatli  of  night  and  t:lie  birth  2  clay. 


when  i:Iie  cywi  left  o£f  his  scVhcr づ lav. 

And  t」le  tst:  lllsg  llnnsek  out:  of  ？ 0  wily. 

And  lietivcn  Jml:  of?  its  Joddell  pray 

For  Tnotvlcr.o に pearl. 

Peeped  u づ d£Hsl な s liere  £5(1  tlsrc. 

Here,  there  iln(l c づ elrvwnere  ； 

Rose  a  hopeful  lark  in  i:ne  air, 

sprea&ng  out  towards  the  sun  his  breast, 

Willie  tho  moon  set  solemn  and  lair, 

A-wts  5  the  west, 

クリスティナ •  口 セッ ティ は、 また 屢々 英詩に 稀なる 奇 しき 詩形 を 用 ふ。 たと へば "Maiden  Song 

に用ゐ たる 形の ごとき、 每節九 行より 成り、 すべて 二十 一章、 第 九 行 は 押韻な くして、 その 最後の 辍 

ブル 

音つ ねに 母音 を 同じう せり。 また "Love  from  the  ^CM.? "とい ふバ ラ ッ ド はすべ て 八 節に して、 お 

のおの みな 同一 の 語 を 以て 終れるな ど、 ことさらに 奇異の 形式 を 用 ゐて聲 調の 美 をな したる、 決して 
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rjvuc.^ くす ると ころに あらす  .  » 

j の r の 作， i 雷の 極めて 多 I も 管すべし となす。 そ？ ぐれた る は 現存の 大家 イイ^. 

ま ブレ H ク |を摩 する ものな きに あらす。 簡朴 I にい ふべ からざる I の 想を1 

- " T1 „  f(.  Q 1 ト篇の ごとき、 わきて 秀でたり とお ぼ 

楚々 ひと を 動かす もの 多 かるつ ちに ^--3  Seasons の 1 ,3PW のこ 

し、 I と靈 と囘 憶と を 人生 q 一二 期に 配した I に § より 成れ i 章な" 

" A  SP  for  hols  ！  -  she  said 

In  springtime  crc  the  blccln  wds  old .. 

Tlic  CTinlscll  wine さ tis づ oor  ylul  ccld 

By  her  Tncllth-S  richer  red. 

" A  cup  for  love  ！ "—llcw  f 

How  soft  the  words;  and  all  the  while 

Her  blush  was  rippling  with  a  iile 

I」lic  stiller  after  snow. 

I  A  SP  for  aliory  I 

C こ 1!1 2-l>  一一 一"； c=c  3ust  drain  alclle" 


vvhile  autlsln  WIIKIS  tire  nf>  Jlncl  rnoan 

Across  <:l.-c  .barren  Sep 

HCI.)e  for  rair  nlcrn,  and  love  for  chlv 

And-  Incnlory  lor  .tile  evening  p.ray 

And  SOK-tary  (love. 

女 詩人が 兄 ゲブリ H ルの大 才に負 ふところ 大 なる はいふまで もな く、 相なら びて p*P^B,t の fs 

將 たれ ども、 二者の 作品 また 各々 ことなれる 特質な きにし も あらす。 かれの 熱烈 絢爛なる に 比して、 

これの 稍 簡朴淸 楚の趣 あるが ごとき、 ただに 其 性 を 異にし、 信仰 を 異にせる が 故の みに あら じ。 ソネ 

ットの 作に は兩 者と もに 厳格なる 伊太利 亞の式 をと り、 女 詩人の 集のう ちの 幽遠なる ものに 至って は 

直に かの 『生の 家』 百 一 篇の 珠玉と 光芒 を爭 はんとす る もの あるな り。 

第二 節 この 詩 派の 諸 詩人 

ロセッ ティ と モリス — モリスの 幼少 時代 — 處女作 は ？ R.B. の 先鋒 I 此  一 

作の 内容 II 美術 ェ藝 品の 製作 II 『ジ H イソ ンの 生涯』 II 『地上 樂園』 II 北歐  ^ 


傳說 の 研究 II 北歐 の 古代 趣味 II 社^主義者 —— チ" ォサァ の 感化 II 屮世思 

慕  ロセッ ティ との 比較 

スヰン パアン — 素茭 — 悲曲 『ァ タラン タ ，！： II ^調 の 美 II 『。ホ ェムズ . h ンド • 

バ ラッ ヅ』 第  一 # II W 特色 II 佛^ 西 詩 欲の 影^ I 古典 文 ゆの 素 tf II S 

の -n.E 生義 II 00 の 愛 II 其 パ ラ ッ ド體 i 戟 m I ケ ル 卜傳說 II— 其 散文 I 

—反抗的 革へ 叩 的 精神 II シ - リイ —— 此淤の 諸 詩人の 關係 II 少数の 讀者 

ラスキンの 舉說、 牛津 大學 の宗敎 運動な どに 關聯 し、 寧ろ 時運の 流に そむきて 起り 來れ る藝苑 のこ 

の 新派 は、 中世 的 精神の 復活 を 以て 其 根柢と なし、 超然と して 枯淡 無味なる 科舉萬 能の 世 をよ そに せ 

る は 前段す でに 詳說 せる が 如し。 然れ ども 页に此 詩 派に 腾 する 諸 詩人の 各々 に 就きて 細緻の 研究 を 試 

むれば、 その あ ひだまた 自ら 各個の 性格 を 異にし、 着想の 方面の 一なら ざる を 見る は 言を俟 たす。 開 

祖 たる ロセッ ティ 先づ しきりに 南歐 熱情の 趣味 を 鼓吹せ ると き、 ここに はまた 北歐 古文の 鑌趣を 近代 

の 新聲に 移さん と 試み、 一代 民衆の 美術 思想に 犬なる 感化 を與 へし 大 詩人 あり、 ヰリ アム， モリス 

(William  Morris  1H34I1896) は 卽ち其 人な り。 

モリス はもと 富豪の 家に 生れし 人、 彼が 單に 詩界の 偉人た るの みならす して 美術 ェ藝 の發 達に 力 を 

盡 くし、 窒內 装飾の 術に 尠 からざる 進歩 を 促が したる は 世襲の 產 ゆたかな りし も、 おの づ から 其 一因 

たら すん ば あらす。 少時し きりに キ イツ を耽讀 し、 また ス コ ッ トの^ 史小 說を繙 き、 或は 英佛の 古書 
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を涉獵 したる は、 後年 彼の 藝術 趣味の 方向 を定 むる に 至大の 感化 ありし もの、 ミルトン、 ヲル ヅヲル 

スの 類に 至って は 殆ど 之 を 顧み ざり しとい ふ。 はじめ 綺 粛を舉 びて 成功せ す、 のち 牛 津大舉 の 程に の 

ぼり たれ ど 枯淡なる 现議の 舉には 固より 心 をと どめす。 此問 にかの 翁 家、、 ハ アン • ジョ オン ズと傾 蓋の 

交 を 結びて 共に 深く 中世 文 藝の翫 賞に ふけり、 殊に ラスキンが 南歐 中世の 建築 を 論じた る 『ヴ H 一一  ス 

の 石』 の 名著 を讀 みて、 いたく ゴシック 建築の 風に 趣味 を感 する に 至れり。 千 八 百 五十八 年 (卽ち 

テニソンの 『ァ アサ ァ 王の 歌』 第一 卷の 出で し 年)、 處女 作なる "Defscc  of  Guencverc  and  othe" 

Poems" の ー卷を 以て 世に 問 ふ。 これ 實に & セッ ティ を 以て 領袖と せる R  •  B  • 派の ゴシック 趣 

味の 詩歌が 騷 a にあら はれた る 先鋒に して、 奇古 幽聳の 中^主義 未だ 俄に 世上 一 般の人 を 動かす に 足 

らざ りしと 雖も、 旣に隱 然として 藝苑の 一大 勢力 をな しぬ。 セ イン ッべ リイ 敎授の 如き はテ 一一 ソンの 

初 作が ヸ ク トリ ァ朝 詩歌の 笫 一 期 を 劃す るが 如く、 モリス の 此集は 其 第一 一期 を 始めし ものな りと 論 

じたり。 此桀 のうち 敁 初の 四篇 は、 材を かの ァ アサ ァ 王の 傳說 にと りたる もの、 之 を テ 一一 ソンの 作に 

比すれば、 ひとしく ギネギ ィァを 歌 ひガラ ハッド を 叙す るに も、 兩 者の あ ひだいた く 其 趣 を 異にした 

り。 蓋し テ 一一 ソ ンに兑 ゆるが 如き 道義の 思想な く、 また 近世 趣味と 詞藻 修飾の 美と に 至って は、 もと 

より 之 を^む こと 難 けれども、 モリスの 作 はむしろ マ a リイの 古書に 近く、 中世 【1 馬敎の 趣味 を 其 儘 

に傳 へて 熱情の 奔放^ 致の 簡朴を 以てす ぐれたり となす。 また 柒屮の 他の 諸篇に 就いて いはば、 先づ 
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英國 古史に S き屮 世の 题目 をと りたる 作の ほか、 モリス 獨 創の 詩 題に 幽遠 祌祕 のす がた ある ものに 秀 W 

拔の作 多く、 ここに は 北米の 詩人 ポオの 感化 ほの 見えて、 殆ど 歐洲 近時の 象徵詩 派の 作に 餐餚 たる も 一 

のさへ あり。 試に 次の 數句を 祸げて 其 一斑 を證 せん。 

outsl(l ク the  一 vail 】s  red. 

Thereby  the  apple  h は ngs. 

And  the  wasj),  caught  by  the  fangs. 

Dies  in  tlic  a.utlurnl  nicrht. 

An(l  the  1st  flits  till  light, 

^.sc  the  lovc-craNed  Klllgh^ 

isjsscs  t:Iie  long,  wet  grass  " 

 Golden  一 FV さ 5? 

r  between  the  trees  a  i£lro.c  Inoon,  the  wind  blows 

Not:  loud,  but  as  a  cow  begins  to  low.、、 

r  cu】ct  scans 


rllozt  swell  out:  tls little  tK3es 

Of  tny lx>so3.、、 

か^る 祌祕 夢幻の 趣 を 以て、 後段に 說く 可き 現存の 詩人 ィ イツの 詩歌と 比較 せん もまた 與多か るべ 

し。 

此作 ありて 後、 自ら 資を 投じて 美術品の 工場 M2T1S& Cos- で any を 倫敦に 設け、 & セッ ティ、 バ 

アン • ジョ オン ズ等 と共に 自ら 其 製作 を督し 意匠 を 案じた る は、 ラファエル 前 派の 藝術 趣味 を 普及す 

るに、 與 つて 大にカ ありし ものな り。 此 間に 在って モリス また 傍ら 詩作に 從 事し、 成る ところ 先づ 

t  Life  and  Detah  of  Jason  " ( 一  八 六 七) あり。 さきの 處女 作に 昆 ゆる 奇 峭蝶哦 たるす がた あとな く 

去って、 ここに は 流水の よどみな きに も 似た る 流麗 明快の 詩 風、 靜 にわれ 等 を 祌祕の 境に 誘 ふ。 此篇 

はホ ォマァ 以前の 希 臘古說 を 村と したる、 無慮 一 萬 行 十七 篇に わたれる 長篇の 叙事詩な り。 ま づ筆を 

ジェ イソ ンの 幼時に 起す。 彼 長す るに 及んで あまたの 勇士 を 率ゐて 『アル ゴォ』 の 早 船を艤 し、 遠く 

東の かた コル キスの 國を 指して 黄金の 羊毛 を 求めん とて、 萬 里 遠征の 航路に のぼる。 途に幾 冬の 冒險 

を 試みて 能く 萬 難を排 し、 遂にめ ざすず、 方 亞細亞 の國に 達すれば、 そこなる 王 厚く ジ H イソ ンを 遇し 

实を 設けて 之を迎 へぬ。 時に うる はしき 王女 メディア はは じめ てジ h イソ ンを 見し より、 忍ぶ にあ 
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まる 枏 思の 靑 はやく も 二人の 問 を 結びけ るが、 王は姬 をして 吿 げしめ て 曰く、 君 もし わが 有なる 黄金 

の 羊毛 を 得ん と 欲せば 命 を 賭せざる ベから す。 卽ち 先づニ 頭の 大 牛に 軛し、 そ を 役して 地 を 耕し、 そ 

とに 惡の 種なる 龍 蛇の 齒を 蒔け よ。 やがて 甲胄に 身 を 固めし 猛卒 この種より 生す ベければ、 君 そ を 殺 

してお のが 命 を 全うする を 得ば、 かの 羊毛 を 得べ しと。 かくて ジ, -ィ ソン はメ， ティアの 姫の 魔術の 助 

により 浚に かの 羊毛 を 得た る 後、 二人 相拢 へて 共に ひそかに コル キスの 國を 逃れ出で、 歸航の 途上 ま 

た 幾多の 險雞を 冒し 遂に 故國に 歸 りぬ。 それより 十 年が ほど は 琴瑟相 和して 事 もなかり しが、 のち ジ 

H イソ ン遂 にこの メディア を 見捨てて、 更に グラウ セの姬 に 懸想し ければ、 メディア は 怒に 狂 ひ、 そ 

の 魔術 を 用 ゐて先 づ戀の 仇なる 此姬を 粒し、 剩へ おのが 二 兒をも 殺し、 みづ から は 龍 車に 駕 して 遂に 

ァセ ンズを さして 立ち去りぬ。 獨り殘 されし ジ ヱ イソ ンは 斯くて 深く鬆 憂 苦悶に 陷り、 悲哀のう ちに 

世 を 去 匕り。 これ 卽ち 一 篇の 桢概 なり。 この 物^すで にホォ マァの オデイ セィ にあら はれて、 ビン ダ 

ァ、 ォヴ キッド、 ュ ー リピ デス、 セネカ 等の 大 詩人 を はじめ、 後に は佛蘭 西の コル ネィュ の 名作の ご 

ときに よりて 廣く 世に 知られ たれ ど、 この モリスの 豐麗 なる 叙述に 至って は-. 古代 說 話の 人物 をして 

能く われ 等の まのあたりに 努鬆 たらしめ、 躍如と して 十九-世紀の 舞 臺に活 現せ しめたる 妙趣 他に 求む 

ベから す。 暢達 明快の 詩 筆 は 更に 丹 彩の 巧 を 添へ て、 風景 を 叙し 動作 を 描く や、 毎 節み な 好個の 翕 幅 

にあらざる はなし。 すべて 大 詩人の 作に は古來 すでに 廣く 世に 知られた る 說話を 村と して、 おのが 詩 
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才 もて 之 を 醇化した る もの 多き は、 令更 めきて 沙翁ゃ チヨ ォサァ の 例 を 引く まで もな けれど モリス 

が 叙事詩の 秀抜なる もの 亦す ベて 此類 なり、 いま 此篇 のうちなる 詞藻の 美 を 示さん と 欲せば、 もとよ 

り 長き 引證を * する を 以て そ はおき つ。 何れ 劣らぬ 光彩 まば ゆき 諸 章のう ちに 就いて、 ジ エイ ソンが 

船出の 光景 を 叙した る もの、 コ ル キス 王の 官殿を ゑが きたる 節、 或は ジ ェ イソ ン 遂に 黄金の 羊毛 を 

得て 歸路に 就く あたり、 殊に また 末 段 悲壯の 幾 章 を 以て、 われ は 近代 叙事詩の 最も 優 逸なる ものと な 

さんと 欲す。 詩 律 はすべ て 五脚對 聯の體 をと りて、 しかも また 單 調の 弊な きに 驚く。 

かくて ジ ェ イソ ンの篇 によりて 初めて 多 數の讀 者 を 得た る モリス は、 之に 次いで 直に また かれが 一 

代の 傑び 6. たる 『地上 樂園』 "、字。 Kartllb-  1-aradisc" 四卷 ( 一 八 六 八— 七 〇) を 以て 世に 問 ふや、 

詩 擅に おける 彼の 名聲 ながく 定 りぬ。 牧 むる ところの 物語す ベて 二十 四篇、 うち 十二 篇を 古典 文事に 

とり 他の 一半 を 中世 傳說に 得たり。 むかし 北欧の 或 人々、 その 國に 惡疫 多き を 避けて、 西 海の あなた 

にあり と傳へ 聞け る 不老不死の 仙鄕 『地上 樂園』 を 尋ねん とて、 いくとせが ほど 波路 を はるか さまよ 

ひけり C され ど al ざす 樂阖は 遂に 求むべからざる のみ か、 途上 幾多の 冒 險に 一行の 人々 芻 さへ 今 は.^ 

く、 疲 勞困懣 のさまい とも あはれ に、 遂に ある 古き 都 城に 着きぬ。 こ は 遠き 昔希臘 より 逐 はれた る 人 

人の 建てし ものにして、 一 ほ は ここにな みくなら ぬ歡待 をう けて、 一年の あ ひだ 月 ごとに 二度の 饗 一 

no 

宴に 美酒 佳肴 を つらね、 主客 かたみに 古き 代の 物語 を 述べた る もの、 卽ち 『地上 樂園』 の 歌な り。 四 ^ 


季折々 のな がめ も 夢と 過ぎて は 巧々 日々 のうつ り 行く ままに、 やがて 死 は 遂に 来りて 萬 事 休す る や I 

ここに また 喜びな く悲 みあるな し。 執 一 情の 焰 はよ し猛く とも、 やがて 沈み 果てて は 死 火 冷 灰と 異な 一 

らす。 入 ゆ ゑな くして 生を冀 ひ、 故な くして 死 を 恐る と雖 も、 歸 すると ころ は卽ち 寂滅に あらす や。 

これ 常に モリスの 詩篇に ほのめかされし 悲哀 觀 にして、 『地上 樂園』 の 作に 最も 多く 斯 かる 思想 傾向 

を 見るな り。 この 篇の跋 歌の 一節に 曰く、 

" Death  have  we  hated,  knowing  not  what  it  meant  ； 

Life  liavc  \vc loved,  1;!lrol1wll  w^.00=  】c.af  and  tludllgh  sere. 

Though  still  the  less  we  knew  of  its  intent : 

Ttie  Earth  a3d  Heaven  through  comitl ひ ss  year  on  year. 

Slow  char-wing,  were  to  us  IJUt  t-llrtallls  tall., 

II 二- lo-  rol-ll 二  alsut  a  一 iltlc  1-0:111, メ vh 二 v  一二 ay 

weepinw  and  la 二な iter  of  】ll;lll-s  2npty  day. 

さて 作 中、 北 歐の古 說は佛 蘭 西 系統の 中世 傳說、 獨逸晚 期の 說 話と 相 交 はり、 『- 一べ ルン. ゲン • リイ 

ド』 『エッゲ』 『ゼス タ* 口 マノ オル ム』 などに 得た る 詩 題 は、 また 更に 『アル セステ イスの 戀』 『キュ 

ビッ. ドと サイ キイ』 『ァタ ランタ 競走』 などの 如き 希 臘祌話 を 加へ、 北歐 は希躐 と、 古代 は 中世と、 


苴に對 照映 發 して その美 はさながら 初花 染 のまば ゆきに、 紅葉の 錦、 沈 靜の色 ゆかしき を 合せた らん 

やうな り。 卷 中の 二十 四篇 もとより 皆 それぞれの 妙趣 を 具へ て、 俄に 優劣の 批評 を 下し 難 けれども、 

セ イン ッ ベ リイ 教授の ごとき は、 " The  Lovers  of  Giidrum  " (詩歌 を 北 歐傳說 にと りたる 悲哀の 物 

. 語 にして、 ロセッ ティ もいた く 之 を愛讀 したりし とい ふ) の ごとき を壓卷 なりと せり。 され ど われの 

ひそかに 認めて 絕唱と 信す る は、 題材 をシ ャァレ マン 傅說 にと りたる "ogler  the  Dane" の 物語 

- (第 八月の 條に 在り) なり。 

いま 此 一 節 を 揭げて 妙趣 3 一  端 を 示さん。 

- 勇士 ォジ ィァは 仙境 ァヴァ 口 ン の嶋に ゆきて うる はしき 仙女 乇 ルガ ンと婚 し、 むかし 下界に 在りし日 

の 事 ども 打ち 忘れ、 樂 しき 生 を 送る こと 百年に あまりぬ。 ある 時 仙女い ひける は、 『君の 名す でに 池 上 

の 人に 忘れら る、 いざ^び 行きて 功名 を 遂げ 来らす や、 われ は 遙に君 を 擁護 せん』 と。 ここに 於て ォ 

ジィァ 俄に 人 界の故 生な つかしう、 仙女より 一個の 指輪 を 得て やがて もとの 地上へ と 歸り來 りぬ。 膂 

• 力 衆に すぐれし 美丈夫、 身に あやしき 古風の 衣 を 着けた る を もて、 人々 呼んで 『古武士』 と ぞい ひけ 

る。 恰も 此頃怫 蘭 西に 戰亂 ありて 海內亂 麻の ごとくな りしが、 ォジィ ァは巴 里に 行きて さる 旅 宿に 在 

り。 ここに 一冊の 古書 を 得しが、 そは數 百年 以前 かれが 未だ 地上に 在りし ころの 記錄 にして、 其 友な 一 

さ 武士の 事蹟 またはお のれの 事 ども 皆し るし たれば、 過ぎし 日のお も ひ 出に 興 益々 深く、 いつしか わ ^ 


れを 忘れて i み 沈り ぬ。 時に 女王 はルゥ アンに 戰 へる 國 王の 軍を援 けんとて 兵 を 募りければ、 ォジィ ^ 

ァ 之に f ける が、 蒙と 勇武と 人に すぐれし s みか、 まなざしに 此 S 人なら §1 るし ければ I 

威 忽ちに して 衆 を應 しぬ。 彼う つくしき 奎に 謁する や、 往年の 囘想 またもや 彼 をし 一」 地上の f を 

惊 はしむ。 

And  his  heart  burned  to  taste  the  hurrylag  lire 

With  such  desires,  ill  changing  sweetness  rife. 

And  yet,  iTKleed,  how  should  he  live  alone, 

Wto  ia  the  old  past  days  such  friends  had  known? 

TIKi  he  Isgall 1< 一 tiling  or  Cani 一 K.ll, 

c_.  Bellicent  the-  fair,  and  once  more  1SCW 

1,11 つ .hitter  pain  of.  l.c.llt  ；ョ 二  二 l(lr.(一  lov,-- 

かくて 彼 は 女王に 忠誠 を 誓 ひしが 女王 また ひそかに 胸のお も ひ を 焦し 給へ り。 誓 式 終りて 後ォ ジィァ 

I 園に 出で 行き 懷舊 のお も ひに 暮れし 間に いつしか 眠に 入りぬ。 皇は 一人の 侍女 を隨 へて 圜內 に 

来た まひ、 ふと 彼のうまい せる を 見て 立ち止まり 給へ り。 彼女 は 戯れに ォ ジィァ のかの 指環 を 取り去 

b ける に、 老齢 忽ちに して 到り、 少壯の 美丈夫 は變 じて 瀕死の 老翁と なれり、 され ど 女王 は W びその 


指環 を もとの 如く 彼の 指に はめ 給 ひき。 ォジィ ァは目 ざめ て 後 そ を 知る よし もな く、 ただ 惡 夢に 襲 は 

れ しとの み 思へ るな り。 之より 後 かれは 女王の ために 武勳を 建つ る 事 多く、 ァヴァ a ンの 仙鄕を もい 

つし か 忘る るに 至りぬ。 女王 遂に 彼に 命じて 大 軍に 將 として 出で立た しむ〕 翌朝 ォジ ィァ めざめて し 

きりに 往事 を 憶へ ると き、 彼 はふと 美しき 一組の 歌 を 聞きぬ。 是ぞ 女王が 別離の 曲に して^ 沈痛の 調 

こそ は、 まことに 作者 モリスが 叙事の 筆の 巧を盡 くした る もの。 曰く 


5  the  whlt;c-fk>\vercd  llawtlmrll  IJraJkc" 

ILove,  b ひ rnQrry  I〇r lav  selcc  ； 

Twine  the  .hlossonls  in  rny  hair, 

Kiss  so  where  I  £lm  most  rtur 1 

Iviss  2e,  Icvc  !  for  who  luloweth 

wlla け thm^  comets  after  (Ico/th  ? 

Nay,  so  garlanded  J^okl  llalr 

Ihdes  liliee  where  thou  art  Tnost:  fair; 


ISP 

ひ nail  we  wee で lor  a  (Icild  (lav-. 

Or  set:  borrow  in  our  w£lv? 

wilt  1:h〇tl  weep  1:liat  swtvl 二 ays  wear 

i/lss  ine,  lover  Icr  who  knowctll 

whilt  thing-  conies  o.fter  death  ？ 

weep,  c  JLov ひ tlie  days  tlla-t  Hit, 

Now, ン vliile  I  CPS  led  tliy  l>rca.tli ； 
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Iiioes  t:he  rose-tinged  liills  of  snow. I  r!lcn  nlfrv  I  remcnlTDer  i.t 

.all,  s\vec.t  love,  I  Iiave  tliee  new  ！  Sad  ars  old,  and  near  3V  deatll. 

K.1SS  inc,  love!  for  wllo  Icnowetll  Kiss  me,  love  I  for  WIlo  knowetn 

what:  tiling  c.oale.th  after  death  ？  wlslt:  .thing  conietli  aftct  death  f 

朝 まだき に 勇士 は發足 すれば、 女王 窓より 花束 を 投じた まふ。 この 戰に國 王斃れ たま ひしが、 將士 

みな ォジ ィァを 以て 君と し 戴き、 やがて 女王との 結婚 成れり。 され どのち また 彼 は 仙女に 導かれ 

て、 アヴァロンの 仙鄕 にかへ り 去りぬ。 

『地上 樂園』 の 作に 次いで、 モリス はまた "！Love  is  Knough  " (一八 七三) を 以て 世に 問 ふ。 詩材を 

『マ ビノギ オン』 傳說 集に とりた る 祌祕剷 にして、 詞藻の 美 は あれ ども モリスの 詩才 は 素より 叙事 抒 

情の 方面に すぐれて 戯曲に 適せす、 S しく 失敗の 作に 終りき と 世の 舉者は 謂へ り。 かくて 詩作に 忙し 

き 間、 彼 は テムズ 河畔に 刖墅を 設けて、 ここに ロセッ ティと 共に 益々 P*R*B, 派の 技 を 磨きぬ。 こ 

の 頃 モリス はァ イスラ ンドに 遊びて その 古說を 研究し、 ここに 詩想 また 更に 新しき 色彩. V 添へ たり。 

おも ふに 『H ッダ』 の卷に 集成せられ たる 北 歐傳說 は、 十八 世紀の 末葉に 羅曼底 格 趣味の 起れ ると 共 

に、 漸次 英文 學に 著大の 感化 を あたへ、 はじめ 先 づパァ シィ、 スコット などの 述作に あら はれし より 

以來、 飜譯解 說の書 出 づる事 甚だしげ く、 モリス も旣に 『地上 樂園』 のうちなる 二 篇に此 古說を とれ 


る あり。 そ も 之 等 北 歐傳說 の特徵 は、 原始時代の 北.^ 民族の 氣質を 遺憾な く あら はした るに 在り。 物 

の 人物 は 皆 剛勇 精悍の 氣猛 く、 ただに 男子の みならで 女性に いたる まで 多く は鐵 石の 心 を もて、 

義に 厚く 情に 富みたり。 愛憎の 念 あくまでも 强 うして、 殊に 復仇 雪辱の 念銳 く、 臥 薪 嘗膽半 世の 苦 を 

一 忍んで、 之が ために は 恩愛の 契 をす らも 顧み ざらん とする は、 秋霜烈日の 氣概、 さながら わが 鎌 倉 朝 

の 武人に #M たる ものな きにし も あらす。 おも ふに 地 は 人 を 化すと かや、 アイスランド は 不^ 磽确の 

一 孤島、 雪山た かく 北海の あなたに 聳えて、 湧きた ぎつ 硫黄の 泉 ものすごく、 四時お ほかた は喑 瞑の 

狹 霧に 包まれた りと いふ。 而 して 此ぉ また 詩想 ゆたかに、 剛邁 不屈の 民族性 は、 やがてお のづ から 奇 

峭 の傳說 にあら はれた るな り。 カァ ライル は 嘗て その 『英雄 崇拜 論』 のうちに 言へ らく、 『なべての 

異教 神話に おける 如く、 北歐 神話の 根 木 も 亦 i 界の 神性 をみ とむ るに 在り。 換言せば 四圍の 世界に 

働け る神祕 .4 可 解の 勢力と 人心との 眞摯 なる 交涉に 外なら す。 この 點に 於て 北歐 神話 は 他の 諸 邦の そ 

れに すぐれた りと 覺 ぼしく、 ここに 古代 希躐 における 優雅 典麗の 趣 はな けれども、 熱誠 眞摯の 特徵は 

優に その 缺^ 補うて 餘 あるな り』 と。 十九 世紀 底 格 派の 諸 詩人、 みなしき りに その 幽遠の 靈 趣に 

醉 ひて、 題 村 を ここに 求めた る もの 多き また 宜 ならす や。 モリス は 夙に この 傳說の 美 を 愛する こと 深 

く、 自ら アイスランドに 遊ぶ 事前後 ニ囘、 親しく 其 山水の 奇趣を たづね、 傳說に 現 はれた る 民情 を觀 

察しぬ。 その 結果と して あら はれた る もの、 卽ち 叙事詩 "sigsard  the づ olsun^  " ( 一  八 七 六) の 翻 
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誨四卷 あり。 讀詩界 はたと ひさきの 『地上 樂園』 の 作 を 迎 へし 嘆美 を 以てせ ざり しと 雖も、 此一篇 の 

譯詩は 英詩に あら はれた る 北歐文 擧の產 物と して、 ながく 不朽の 珍た る を 失 はざる なり。 

モリスが 北歐 研究の 結采 はこの 外な ほ 古詩 『ビォ ウルフ』 の飜譯 ( 一 八 九 七) となり、 また 晚 年の 

作なる 幾篇の 散文詩 物語 ジ たぐ ひに あら はれたり。 その 文體は 十五 世紀 頃の 古文 を 摸し、 マ B リイの 

散文 に^ゅ る 如き 奇古 の 體を學 び て、 用語 はこと さらに 北歐 語原 の もの を 選び ぬ 。 " che〕ipingstcad  ノ 

FPM.^  town-,  "Song-craft"  (poetry),  "  wood-abiders  "  (foresters) 等の ごとき 奇拔の 造語に 

室り て は、 もとより 純正 語 を 重ん する 論者の 非難 を 招 たれ ども、 こ は 羅曼底 格の 古代 趣味 を傳 ふるに 

於て、 その 効枭 甚だ 大 なりし を 想 ふべき なり。 蓋し 獨逸 民族が 北歐の 森林に 漂浪して、 殺伐 精悍の 特 

黉を 恣に發 揮した る 時代 を寫 し、 衣服 調度の 微を すら 逸せす して 其 光景 を活寫 したる 妙趣 は、 か Q ス 

コッ トの歷 史小說 と共に、 近世 英文 舉の 双璧と なすこと を 得べ し。 標 悍の 武人が 天神地祇？ 拜 して 戰 

：陣に 赴き、 ある はまた 謳歌 宴 舞の ただなか、 麗人の 紅 淚を點 出して 巧に 讀 者の 心 を 奪 ひ、 恍惚と して 

過去の 世界に 入らし むる に 至って は、 一 一 者 共に 其 趣 を 同じう したる もの あるな り。 

このほか、 モリス また 『オデイ セィ』 と 『イイ 一一 イド』 とを譯 したれ ども、 其 得意と する 處 はもと 

より 羅曼底 格なる 中世に 在りて、 かかる 古典に はおの づ から 成功 少 かりき。 おも ふに かれは 決して 自 

ら言 へ るが 如く、 


p  tlie  iciic  singer  or  £5  empty  clav  3 

の 詩人に も あらす、 はた 

" Dl.ca.nler  of  ureanis,  bom  out:  or  3y  due  tl3e, 

\vliy  siiould  I  strive  tx>  set  .tile  croclcc 二  stnli^lli:  r- *、 

とい ふが 如き 夢幻 さ 想の 人に も あらす して、 寧ろ 現 實界に 於て 勤勉 カ行の 生涯 を 送りし 人、 その 一生 

の 事業 は 極めて 複雜多 趣に して、 述作の 浩擀 なる また 多く その 比 を 見す。 常に 装飾 美術の 製作 意匠に 

心 を 用ゐ、 枯淡 無味なる 近代の H 藝界に 高遠の 藝術 趣味 を 輸入して、 此方 面に 貢献す ると ころ 大 なり 

し は旣に 述べた る 如く なれ ど、 別に 彼 は社會 主義の 大 思想家と して、 近代の 英國に 於て 注： n すべき 偉 

人な り。 千 八 百 八十 三年 社會 民主 黨を 組織して 遂に 自ら 其 首領と なりし より、 政诒界 における 彼の 運 

動 は 急進 黨の 先鋒な りしが、 此方 面に 於て はかれ 寧ろ 失意の 人な りき P 千 八 百 九十 五 年の 頃に 至って 

健康 俄に 衰へ しかば、 翌年の 夏 を 北歐諾 威の 海岸に 送りて 痫を養 ひたれ ど その 甲斐な く、 秋 十月 英京 

に 逝きぬ。 高齢に 達して なほ 潑淛 たる 靑 舂 の活氣 を 失 はす、 人生の 美 を享樂 して 倦む ことな かりし 詩 

人の 生^ はかくて 終れり。 

ここに 注目す ベ き は社會 主義者と しての モリス は、 詩人と しての モリスと 全く 何等の 關 係な きこと 

にして、 其 思想と 天才と は、 此 二種の 方面に 於て 互に 背馳し 衝突せ る を 見る も奇 ならす や。 卽ち 思想 
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家と しての 彼 は 極めて 近世 的に して、 藝術 家と して は 固より 純然たる 中世 派の 人な り。 極端の 社會主 

篛 共和 說を 抱きて 王侯 將相を 無視し たれ ども、 詩歌に 在て は 常に 名門 右 族の 生活 を. 描き、 翠帳紅 m 夢 

裡の 人を寫 して、 或は 帝王 を讃し 或は 英雄 を 歌 ふ。 かくて 詩人た る モリスに は 近世 社會 主義の 片影 だ 

になく して、 純 乎た る 文藝 復興 期 の騷 人の 姿 を 見るな り。 

『ジ H イソ ジ 生涯』 の 歌 をよ み、 殊に また 『地上 樂園』 の 名著 を繙 きたる 者 は、 其 作者が 疑 もな く 詩 

祖 チヨ ォ サァ， の 『カン タ アベ リイ 物語』 に 偉大の 感化 を 蒙れる 事. via るべ し。 げ にも モリスが 簡單叫 

快の 叙述 は、 其天禀 s 詩才す でに チヨ ォサァ に 近き を 見るべく、 其 構想に 於て、 題 村に 於て、 其 用語 

に 於て、 はたす ベて 希瞰 古典の 物語 をと りて 全く 之 w 中世 化した る點に 於ても、 二者の 酷肯 は、 この 

近 英の詩 伯が 遠き 『英詩の 曉 逞』 に その 範 をと りたる を證 して 餘 あり。 ただ モリス は チヨ ォサァ に 見 

ゆるが 如き ユウ モアな く、 熱情な く、 また 其 寫實の 筆致と 性格の 描寫 とに 於て、 遠く チヨ ォサァ に 及 

ばざる の觀 あるの み。 其 すぐれたる は、 物語の 叙述に 巧なる が 故に あらす して、 寧ろ 各部 分の 景情を 

描く に當 りて、 婉 美の 詩 風 殆ど 繪窬の ごとき もの あれば なり。 高 樓に艷 なる 佳 姬醒嫒 のす がた を寫 

して は、 現代の 名工の ^塑を 見る が 如く、 海洋 山野の 景を 叙す るの 技 は、 まことに 山水 翁 家の 篛 if な 

b-w 殊に 近代 Q お 歌 は^ 奥 幽玄の 想を複 雜の辭 にう つした る もの 多 けれど、 モリス は獨り 中世に チ _* 

オサァ が 簡雅の 風 を まなびた る を 特色と なす 可し。 
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中世 尊崇の 虱 は ラフ ァ エル 前 派の 根本 思想に して、 十六 七 世紀 は 彼等が 爲に 何の 興味 あるな く、 偏 

理沒 情の 十八 世紀に 至って は 始ど其 存在 をす らも 認めざる なり。 モリス の 眼中 また 鐵逍 あるな く、 

電信 あるな く、 匆忙 繁劇た る 近世 生活の 沒 趣味 を 厭 ひし は、 毫も 師 ラスキンと 異ならす。 煤煙 天を蔽 

うて 白日た めに 光な き 英京の 巷 は 其 顧みる ところに あらす して、 むかし チ ョ ォサァ が 世に 在りし日、 

『淸き テムズの ながれ、 綠の園 生を圍 みて、 さ、 やかに 白う 淸 かりし 倫敦』 の 都 を 夢み て は あこが 

れの おも ひ 常に ここ を 去る ことなし、 曾てお のが 理想なる 無 何 有の 簿を寫 し、 ー篇 "News  fro ョ 

Nowhere" ( 一八 九 〇 に 描きし もの は、 卽ち 中世の 世態 を 再現せ しものに して、 そこに 封建 騎士の 

俗、 羅馬 敎會の 信仰 を 見 ざれ ども、 さりと てまた 器械な く、 工業な く、 騷摱の 巷な きいに しへの 世に 

して、 ここに 人々 みな 中世の 建築 を よろこび、 中世の 衣服 を 纏へ る美鄕 をう つし 出で たるな り。 

ひとしく これ 中世 思慕の 傾向 なれ ども、 異れる 心情に 映 じて は、 おの づ からこ こに 著る しき 差異 あ 

る こと を兑 るべ し。 人 r  口 セッ ティ を 以て モリス に 比すれば、 前者 は 殆ど 南歐フ 口 レンス の 風に 心醉し 

たる 人 なれ ど、 後者 は 全く ノル マ ンとァ イスラ ンドの 古に 熱中し、 羅甸 民族の 傾向 を帶 びた る n セッ 

ティ は 純然たる 獨逸 民族の 精神 を 傅 ふる モリ ス と 同じから ざるな り。 a セッ ティ は 終生 未だ 曾て 伊太 

利亞の 地を蹈 ますして 夙に これ を 慕 ひし 人、 モリスに 至って は 親しく 其 地に 遊んで 而も 何等の 感與を 

惹き 起す ことなく、 却て 『われ 南歐藝 術に 對 して 些の同 情なし』 と吿 白せ るケ 見す や。 更に 之 を 他の 
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方而 より 觀察 すれば、 ロセッ ティ は 祌祕の 詩人、 しきりに 幽遠の 天 堂界に あこがれ しに 反し， モリス 

の 思想 は 飽くまで も 人生の 現實を 離れす、 その 理想と する 所 は 『地上 樂園』 の 美鄕に 外なら ざるな 

り。 また 單に兩 者 詩 虱の 異に 就いて いはば、 & セッ ティ は.； 小觀の 詩人に して 抒情詩 風に すぐれ、 モ 

リスの 作 は 終始 を 一 貫して 《せに 容觀的 叙事詩 的 倾向を 離れす。 また 前者に 象 微祌祕 のす がた ありて 幽 

遠， 奥の 作 多き に 反し、 後者 は 何人に も 解し 得べき やう 中世 を 通俗化して、 ひろく 英阈 現代の 民衆に 

其 趣味 を 傅 へんと したる もの、 此點に 於て 寧ろ ス コット に 近き を昆 るな り。 

以上 a セッ ティ 兄妹と モリスとの 評說を 終り たれば、 いま 轉 じて ここに 現^の 大詩 人ス ヰンバ アン 

を說 かん" 彼 はもと より 其 极本的 傾向 に^て は、 ラフ ァ H ル前 派の 影響 感化 を 蒙りて 起れ る 詩 伯 なれ 

ども、 幾多の 方面に 於て さきの 二 詩人と 其 趣 を 異にし 長所 を 同じう せす。 その li 薆底格 主 衮の苡 吹に 

於て、 超 世 高滔の 態度に 於て、 はた 中世 趣味の 復興に 於て は、 もとより さきの 諸 詩人と 同じ けれど 

も、 キ， 蓊を發 揮す るに 當 つて^. 腐 風發、 詩 擅 を 風靡した る 勢 すさまじき は、 寧ろ 百 尺 竿頭 さらに 一歩 

を 進めて 前 一 一 者の 上に 在る の感 なきに しも あらす。 

ァ， ^  . チアノ ン • チア アル ズ* スヰン バ ァ ン AIgfn-ョ Charles  swillbllr-lc は、 千 八 百 三十 七 年 四月 

五 n 倫敦に 生る。 英國 海軍の ス ヰンバ アン 提脊の 子に して 家系 はもと 名門の 出な り。 幼少の 頃 は北英 
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ノル サンバ ランドなる 祖父の 家と、 南方 ワイトの 島なる 父の 家と に 育てられ しかば、 詩人の 腦^ に 深 

き 印象 を遗 したる もの は 北方 荒凉の 風景に 加 ふるに、 南 英の豐 沃溫藉 の それ を 以てした る もの。 われ 

等い まだ 英國に 遊ばざる^: も、 スヰン ベ アンが 海洋の 歌 を， して は、 おの づ から 詩人の 腦裘を 往來せ 

し 光景 を 想 ふに 難から す。 かれは 初等教育 を佛國 にうけ、 更に 故！： のィ ー トン 费に うつれり。 のち 牛 

津大舉 の 程に のぼりし が、 詩人と しての 共 生涯 は 旣に此 頃に はじまり 詩作 難から す。 殊に 在學の 希 

躐羅甸 古文の 研究に 非常の 力 を 致して、 舉萠 衆に すぐれし は 吾人の 深く 注意すべき 所に して、 後年の 

大作 は まことに 共 古典 における 造詣の あと を 示して 餘 あるな り。 げに も 詩才 學殖倂 せ て 秀拔な る 者に 

あら すん ば、 詩文の 醇 なる もの を 作る 能 はざる は 古今東西 異る ところな きなり。 坷 くて 後 故 ありて 彼 

は 諫程を 終へ すして 大舉を 去り、 更に 南歐觀 光の 遊 あり。 フ 0 レン スに 故國の 詩人 ランダ ァを訪 ひし 

が、 スヰン パアン は 夙に 彼が 尙 古の 詩 風 を 欽慕した りし 者、 今 また 尊崇の 情 更に 切なる を 加へ、 ここ 

に i 化 を蒙 むる こと 益々 大な るに 至りし なり。 Ko^  -  而し 

て かの a セッ ティ、 モリス 等と 親しく 相 往来して、 共に 淸 新の 藝術を 賞し、 ラフ ァ H ル前 派の 詩 風 を 

^ びた る は、 こ の^太 利 旅行より りし 後な り。 また 此顷 戯曲 ニ篇を 作りて 秀拔の 詩 村す でに その 鋒 

鋩 を あら はし、 たと ひ 詩句に 生硬の 譫を 免れ ざり しと 雖も、 無^詩 律の 自在す でに 能く 一部の 評 家の 

注目 を惹 きたりき。 


千 八 百 六十 五 年、 彼が はじめて 忽然と して 一 代の 耳目 を聳 動した る 悲曲 『ァタ ランタ • イン • カリ ド 

ン』 "Atalanta  in  Calydoii " あら はれぬ。 その 形式に 於ても、 その 精神に 於ても、 全く 古代 希躐の 

悲釗を 摸した る 抒情詩 風の 戯曲に して、 シ H リイの 同じ 體の 作、 たと へば 『プ a  メシ ウス • アン バウ 

ンド』 の 如き を 除きて、 近世の 英文 學 またよ く 之と 比肩す るに 足る もの あるな し。 カリ ドンの 野に 野 

猪 を 狩る メリ ィガァ と、 『雪の やうに 美しう、 風の やうに 足早なる』 ァタ ランタの 姬 との 物語 を 借り 

て、 ここに 高雅 雄 健の 思想 を 托し、 希躐 古曲の 法式 を嚴 守して、 能く 全篇の 統一 を 保ちた るの みなら 

や、 裏面に は祌 意に 反抗す るの 不可能 を 示せる 一種の fatalism の 意 を寓 したる 妙 を 見るべし。 然れ 

ども スヰ ンバァ ンの諸 作に 重ん すべき もの は 其の 內容 たる 思想 感情に あらす、 彼 をして 優に 古今の 大 

詩人と 伍せ しむる もの は、 寳に 詩形の 美 をな すに 絶世の 技 あれば なり。 彼 は聲調 押韻のう へに 英國の 

詩人が 古來 未だ 嘗て 試み ざり し新聲 を 創め、 最も 深く ^律の 美に 意 を 致した るが 故に、 時に 或は 音の 

ため 意を捨 つるの 傾向 すらな きにし も あらす。 物語 を 叙し 感想 を傳 ふる は その 主なる 目的に あらす し 

て、 期す る 所 は劐哓 たる 樂聲の 美に 讀者 を醉 はし めんと するな り。 若し ロセッ ティ や モリスの 詩歌 を 

以て 繪翥に 比すべ くんば、 ス ヰンバ アンの はま さに 純然たる 音樂に 外なら すして、 この 點に 於て はた 

とひ テ 一一 ソンと 雖も 遠く 及ばざる の觀 あるな り。 もとより われ 等 異邦 異文の 徒にして、 殊に 音 樂の耳 

なきものに は、 これが 完全の 鑑赏を 庶幾す る こと 難 けれども、 しかもな ほ 彼の 作 を 誦して 高調な がく 
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I こ 印せられ、 不知 不管 間え I 誦する if  g る は、 靈の囊 きき 辜 S5 

in また 巧に ァ 鳟まぎ用 ゐ たる は その 獨 得の 技に して、 

g 『： リ ビック』 (丄 に、 龜 なる 『アナべ スト』 (CC1) の 詩脚を 調和して、 獨 創の 

!{  II 性 if と 11/ へ 使し f きつ" 、一 H 

したる 所以な り。 殊に この ァタ ランタの 曲 中 第一の 合唱 は、 壯 f 春色 をう つして 聲 i の 

美 を 擅に したる に 於て、 古今の 英詩に 冠たる は 萬 人の みとむ る 所な り 


when  tbe llmmds  of  spring  are  on さ intcr-s  traces, 

、rhc  mother  of  months  in  nieadcnv  or  plain 

Fills  the  shadows  and  windy  places 

With  lisp  of  leaves  and  Ipple  or  rain; 

And  the  brown  bright  nightingale  amorous 

Is  Vialf  assuaged  for  J.tylus, 

For  the  Thradan  ships  and  tlie  foreign  faces. 

The  tongueless  vigil,  and  all  the  PBln. 


, L はまこと に 天成の 樂人 にして、 英詩 音律の 發 達に 一 新紀元 を 割した る 人な り。 從來 アイ アム ビ 
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ックの 詩 脚に 限 束せられ たる 英詩 はスヰ ンバ ァ ンの新 工夫に よりて、 『ダク ティ ル』 (—C  く) 『アナ 

ベ スト』 (CCI) 『コリア ム バス』 (ICCI) を 交へ て 變調を 生じ、 未だ 曾て 例な き 新聲を 英詩に 

聞く 事 を 得たり。 かたくるしき 英語 ひとたび 彼が 自在なる 詩 筆に 上れば、 剛柔 高低の しらべお のづか 

ら その 自在なる に 驚く.。 之 をた とふれば あまたの 樂器 みな 能く 和 諧の調 七な して、 さながら 管^ 樂を 

耳に する 如く、 ここに 雷霆の 轟く あり、 海 潮のと よもし あり、 さて はまた 若葉に そよ ぐ 虱な つかしき 

(スヰ ンバァ ンが所 |S lisp  of  leaves) を も 交 へ て、 身に しむ 思 ひ 忘られす。 

なほ 次いで 來る 三つの 合唱、 卽ち "wefore  the  beginnig  of  years,*-  "  Wc  have  socn  thec,  O 

Low,  thou  art  mlr,:  "Who  Vrnth  given imm  speech?" に^ J 情特 りさ 问 p を.^ はば、 スキン バ アン 

が 私淑した るシ H リイの 作 は 寧ろ 見劣り せらる るの 感 なきに あらざる ベ し。 

『ァタ ランタ』 の 悲曲に 世 を 驚かした るス ヰンバ アン は、 千 八 百 六十 六 年 更に また 初期 抒情詩の 作 を 

集めて、 『ポエム ズ • ェ ン ド • バ ラ ッ ヅ』 ： poess  and  Ballads  -- 第 一 卷を 公に す、 (第二 卷ー 八 七 八 

第： ニ卷 一 八 八 九 年)。 ラファエル 前 派の 風格 著る しき は卽ち この 集な り。 才藻の あ ふるる がま ま 

に 險 怿妖艷 の 趣を恣 にし て.、 靑春 熱情 の 詩人 はこ こに 猛火 天 を燬く の 勢 を 以て 詩 擅の 耳目 を 苺 動した 

り。 集中の 諸篇は 多く 希 伯來、 希臘、 ならびに 歐洲 中世の 遣 韻 を 近代の 英詩に 復活した る もの。 その 

讀詩界 を 驚 動した る 所以の もの は、 戀愛を 歌 ふに 感官の 美 を 重んじ、 世の 所謂 道篛 に對 して^く まで 
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も不竊 奔放の 態度 をと りたれば なり。 おも ふに 基督 敎的道 德の竊 終に 反抗した る 彼が 詩 眼に 映 ぜし戀 

愛觀 は、 古代 希 臘^ St がそれ にして、 戀愛を 崇拜し 神聖 視 して 之 を 讃美し、 絡對 的に 近世 道 德の標 

準 を： S 視しヒ る もの、 たまく 以て 道學 先生 を 顰蹙せ しむる に 足る。 さきに 口 セッ ティの 條に 述べた 

るビ ユカ ナンの 著 『肉感 詩 派』 の 冷嘲 を 筆頭と して、 此 詩集 はいたく 騷 壇に 物議 を釀 し、 肉 慾 崇拜に 

對すろ 辯雞攻 擊の聲 極めて 喧しく、 出版 書肆 は 遂に その^ 賣を 中止す るに 至りき。 げ にも 抱擁、 接吻 

金髮、 朱眷 等の 語 を 羅列して、 情熱の 熾 盛 を 感官 の 美に 托し たる 所謂 『病的 戀 愛觀』 ョ ミーヒ(ー 03, 

tk.is-- は、 藝術 鑑賞の 眼な き 凡俗の 耳目 を 驚かした るも怿 むに 足らす。 かくて スヰン パアン は 遂に 一 

篇解 嘲の 文 を 草して、 世評に 酬 ゆるに 至りぬ。 

いま 集中の 諸 作 に 就きて、 最も 诧 目す ベ き 諸篇 を擧 ぐれば、 

卷 頭の " Lans づ 21crls  "  (r ゥ. * ナスの 讃美』) は、^ 世 羅曼底 格 派の 好んで 用 ふる 所の タ アン 

ホイ ゼルの 物語 を 用ゐ、 力 を 極めて 情愁 肉感の 美 を 歌 ひたる もの、 全卷の 特色 を 先 づ此ー 篇に徵 

すべし。 

口 セッ ティ、 モリスな どの 詩篇に 見 ゆる ラフ ァ H ル前 派の 特色 著る しき 者に は、" Achnstmas 

Carol" (もと ロセッ ティの 繪畫 によりた る もの、 バ ラッドの 體は ロセッ ティの それに 酷 肖せ 

ミ ラク^ «y レイ  1  ： . 

り)、 "The  Masque  cf  (Juecn  Bersabc  " (神秘 釗の形 を用ゐ て、 希伯來 古曲の 體 をお したる も 


の)、 "St.  Dorothy" (古代 殉敎 者の 熱誠の 信仰 を 歌 ひたる もの) 等 を はじめ、 "The  King ビ 

Datlra,ll.ter "  Tlie  sea-swallows" など あ. o-o 

希 伯 來の逍 韻 を 移した る ものに、 "Aholibah,"  "  A  Ballad  of  Burdens  " あり。 希臘 古典に 村 

を とれる は、 "Phaedra"  "At  Eleusis,"  "  Itylus,"  "  Hylsl  to  Proserpine: など あり。 情熱の 

奔放 を 以て 著る しきもの は、 "Hesperia,"  "  Anactp-ia,"  .-The  Garden  of  Proserpine"  "The 

Tn.llmllh  of  Time" など を はじめと して、 殆ど 枚 擧に遑 あらす。 

前後 三卷の 『ボ H ムズ *ェ ン.. トたノ ラ ッヅ』 の ほか、 『瞵 天の 歌』 "Songs  beforesunn.se" ( 一  八 七 

1 )、 『春 潮维』 "Songs  of  the  Springtides" ( 一  八 八 〇)、 『中 夏 安息 "A  Midsu ョ Hlcr  Holiday" 

( 一 八 八 四) 等の 詩卷に 盛りた る 幾 十篇の 珠玉に 就きて、 光 もまば ゆき その 爍爛の 美を說 きて、 批判 

引證の 精緻に 入る の遑 あらざる が 故に、 ただ 之 等の 詩篇 を 研究して 得られた る 結果 を總 括して、 以下 

少しく 之を說 かん。 "Ave  atque  Vale" とい ふに、 佛蘭 西の 詩人 ボ ドレ エル を哭 したる 歌 あり。 

輓 歌の 體 として はパ杼 情の 熱誠 想像の 奔放に 於て、 『リ シ ダス』 『ァ ドネ イス』 『サ ァシ ス』 など 英國 

古今 輓歌體 の 名 什 を すら 凌駕した る もの あり。 おも ふに ボド レ エル の 詩集 『惡 の 華』 の 如きに あら 

はれた る險 奇幽聳 の 思想 は、 もと 北米の 詩人 ポオより 得た る ものにして、 スヰン パアンに 同じ 傾向 あ 

る もお のづ から 此佛國 詩人に 負 ふところ 挱 からざる なり。 いま 此哀 歌に あら はれた る は、 年 ごろ 其景 
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慕 尊崇した りし 至情お のづ から 發 して 秀拔の 調 をな したる もの。 聲 調の 豐麗は 劈頭の 數行 によりても 

之 を 窺 ふこと を 得べ し。 

ひ 151 一 I  sfrcw  ()n  tliee  rose  or  ru ひ or  Iciure 一, 

IV:tlKT, ： 一 i this  that  was  the-  v つ】 一 of  tlice? 

Or  quiet  sea-fk)\vcr  mouKlcd  by 叶 ne  sesi. 

Or  snnplcst;  u;rc\vl.ll  or  rneaciow-swe ひ i:  or  sorrel, 

SU21  as  the  sllnlscr-slcc 一 >y  cll.vrKls  weave, 

waked  up  by  snow-soit  suduen  31ns  at  eve? 

更に また 想像の 奔放と 詞藻の 壯麗と を 示さん がた め、 ことに 其 第 六 節 を かかげん。 

Now  all  strantrc  hours  rail  

彼 は 佛蘭西 詩歌の 影響 をう くる 事 甚だ 大 にして、 近世の 詩人に して、 彼が 尊崇した りし 者 はボド レ ェ 

ル のみなら で、 佛國 近代の 羅曼底 格 派の 始祖と もい ふべき ユウ ゴォ 以下、 熱烈の 抒情詩 人の 諸 作 を 愛 

誦して 感化 を 蒙む る事尠 からす。 殊に また 古詩 人 ギヨンの 作 を飜譯 したる もの を讀 まば、 彼が 佛蘭西 

古詩に 造詣す る 事 甚だ 深き を 知るべし。 殊に 現今 ォォス ティン • ドブソン、 アンドル ゥ* ラング、 エド 

. マ ンド • ゴッ ス等 名家. の 間に ひろく 行 はるる ballade,  rondel,  sestina 等の 佛蘭西 古詩の 體を、 はじ 


501  


めて 英國の 詩歌に 試みた る もの、 亦ス ヰンバ ァ ン に 外なら ざるな り。 

彼 は 單に佛 蘭 西 文學に 精緻の 研究 を 積みた るの みならす、 希躐羅 馬の 詩文に 精通し、 また 深く 中世 

の 文學を 究め て、 其 豊麗な る傳說 民謠の 類に 明らか に、 舉殖の 博大 深遠な る に 於て まことに 近 英詩 人 

の 第一位に あり。 而 して 其舉ぶ ところ はおの づ から 彼の 詩篇に あら はれ、 天禀の 詩才と 相 待って ここ 

に噼 世の 大作 をな したるな り。 こ は 古詩の 飜譯 或は 古式の 韻律 を 摸して 作れる 詩歌に 著る しきの みな 

らす、 その 作 中 希緇の 古語 を 用ゐて 作れる 詩篇 甚だ 多く、 曾て 自ら 謂へ らく、 『余 はおの が 知. るいか 

なる 阈 Mi の 詩形 にても 苕んで 之 を W ふ。 そ はさながら 樂 器の ごとく、 全く 音律の ためなり。 新しき- f- 

形 を： a て^に これ を わが 手 または 聲に 試みん とする は、 洽も 幼兒が 語り 得る 前に 歌 はんと 試む るに 似 

たり』 と。 詩人と して 小說 家と して 佛蘭西 近代の 大家た る テオ フィ ル • ゴォ チヱ の 逝く や、 英 伊佛， 

邦の 詩人 皆 追 惮 の 歌 を 作って 靈 前に 捧げし が、 うち スヰン パアンの 作 は 最も 長 篇 にして、 今 その 詩集 

に^: ^られ たる " Memorial  V2.SCS  21 the  I)£tll :f  、rll60pllilc  Gauticr  " (『ボ ェムズ • エンド • パ 

ラ ッヅ』 ^一 一 集) の篇 卽ち是 なり。 嚴 格なる 四 行 詩の 體を 用ゐて 頗る 婉美を 極む。 此時ス ヰンバ ァ y 

が 寄せた る は、 なほこの 外に ソネット ー篇、 佛 語の 短詩 ニ篇、 及び 希躐羅 匈の 哀歌 各 ー篇を 加へ ぬ" 

さし も 八十 人の S 客 遂に 一 人の 此 多才 博識に 及ぶ もの 無 かりし とい ふも宜 なる かな。 彼 はまた 或 時人 

のヲル ヅヲル スの 詩篇 を 論す る を 聞きつつ 卽 座に 之が 羅甸譯 を 造れり とい ふ。 げ にかの 困難なる 古代 


^を さまで 自由に 驅 使す るの 技 は、 まことに 能く 彼の 詩才 學祯 を證 したる ものにして、 吾人の 驚嘆す 

ると ころな り。 かの 乎 明なる テ 一一 ソンの 作品 を讀 むにすら も、 古典の 知識 淺 くして は その 深 趣 を 逸す 

る憾 多き は、 前章 旣に 述べた ると ころ、 まして スヰン パアンの 作に 至って は、 舉淺 くして 未だ 古典に 

精確， い 知識な きわれ 等の 如きに とりて は、 ただ 字義の 表面 を迪 ると も、 典 據に喑 くして 未だ 其 裏面に 

潜める 韻 致を殘 なく 味 ふこと 能 はざる なり。 『ァタ ランタ』 の 悲曲 以下の 諸篇、 これが 嚴密の 訓詁に 

至って は、 別に 古典 學 者の 勞に 待たざる ベから す。 

また 之 等の 詩集に 著る しき は、 彼が 壯 年の-頃に 懐抱した る 急激の 自由主義 なり。 ス ヰンバ アンの 祖 

父 はもと ミラ ポオの 親友に して、 從 つて われ 等の 詩人 も 少年の 頃す でに 怫國 革命に 淺 からぬ 同情 を 有 

したる 人、 千 八 百 六十 七 年より 以後 殆ど 四 年間 は 最も 深く 歐洲の 革命 自由の 說に熟 中したり き。 必す 

しも 政界の 俗事に 心 を 傾けて 詩 祌の寵 に そむきた りしに は あらね ど、 彼 は 年 ごろ ランダ ァ、 シ エリ 

ィ、 ユウ ゴォ など、 近代 自由主義の 詩人 を景 慕した る ものから、 祖父の 志 を も 承け て 益々 此 傾向に 向 

ひしな り。 かくて 大陸 諸 邦の 革命の 偉人 を讃嘆 1/ 専制政^に 對 して 攻撃の 筆を揮 ひし もの 多く、 か 

れが £ 'の 慷慨 悲愤を 政治 詩に^ら したる もの 尠 からす。 たと へば 『伊太利の 歌』 とい ふに、 ガ リバ 

ルディ、 マン 一一 ィ など 自由の 英傑 を 嘆美した る篇、 俊爽 いふべ からす。 『佛蘭 西 共和！： の 歌』 『革命の 

夕』 などの 如き も 亦此類 なれ ど、 特に 詩集 t 曉 天の 歌』 一 卷、 自由の 曙光い まだ あら はれす して 晤黑 
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の 夜と 戰 へる を 叙した る 詩篇、 さながら 將軍槊 を 横た へて 慨然と して 高歌す るが 如く、 抒情の 筆 はこ 4 

こに 壯烈の 極に 達したり。  .1 

ス ヰンバ アン は 近代の 詩人のう ち、 海洋の 壯觀を 愛する こと 最も 深 かりし 人な り。 おも ふに 四面 環 

海の 國 土に 發 達し、 また 遠き 昔より 海上 生活に 慣れたる 北歐 民族の 精神 を うつせる 英文 舉が、 海洋に 

關 する 詩歌に 豐 富なる は怪 むに 足らす と雖 も、 おのが 熱烈 壯大の 氣魄を 以て、 或は 鼕々 たる 潮聲 のと 

よもす を 耳に し、 或は 澎浒 たる 激浪の 壯 觀に對 して、 その 眞 精神 を捉へ 得た る もの、 古來 また スヰン 

パアンの 如き は數 多から す。 かれ もと 髙蹈超 世の 詩人、 濁惡の 穢土なら ぬ 海洋の 淸淨 界に眞 美の 世 

界を みとめ 得た るもう ベなら す や。 げ にも 碧海渺 漫の景 は、 潮聲の 斷績昂 低に 伴うて 常に 彼が 詩篇に 

あら はれ 來 りて、 ここに 自由 平等 を觀 じ、 ここに 煩悶 苦鬪 をお もへ るな り。 ことに 『春 潮 集』 のー卷 

最も 秀抜なる 此 種の 作 を 牧 むる こと 多く、  "On  the  CH£Fs" に 希 臘の女 詩人 サッ フォ の 昔 を傯 び、 

"The  Garden  of  Cymodoce  " に、 巧妙なる 例の 頭 韻 .IV 用 ゐて海 潮の 音 を 摸した るな どはい ふ 

も 更なり、 いづれ の 集に も 海洋に 關 する 麗 章な きもの は あらす。 從 つて ここに 例證 として 擧 ぐべき も 

の は 固より 無限 なれ ども、 今 『時の 勝利』 "The  Tritniiph  of  Time  " と 題した る 悲痛 熱意 ふた つな 

がら こもれる 初期 抒情詩の 名篇 より ： 節を錄 して、 壯麗の 趣 を 示さん。 

" 0  fair  ^recn-glrdlcd  Isother  of  mine. 


Sea,  that  art  clothed  with  the  stin  and  the  rain, 

Tliy  sweet  hard  kisses  are  strong  like  wine, 

large  embraces  are  keen  like で ain. 

Save  me  and  hide  me  with  all  thy  wtlves, 

Find  5C  on ひ grav ひ of  thy  thousaad  graves, 

"Those づ ure  cold  15PU10US  graves  or  l:_llne, 

wroup.ht  without  hand  in  V.  world  without  stain." 

此 『わが 母なる. @』 とい ふ 語はス ヰンバ アンが 海洋 を 愛する 事の 深き を 示した る もの、 ガ アン セィ？ i 

頭の 吟、 海洋 を讃 したる 篇 にも 同じ 語 を用ゐ たり。 いはく、 

Mv  mother  sea,  my  fostress,  what  new  stranu. 

wllat  new  delight  of  waters,  may  this  be, 

T3he  fairest  found  since  time-s  first  bfeozes  fanned 

My  mother  sea  : 

One ひ rnor ひ I  give  me  t>ocly  and  smil  to  thee, 

wllo  1,-as.t  IT-Ar  soul  for  ever:  cliff  a3d  sand 

Recede,  and  licarl:  to  lleyrt  Once  more  are  we. 
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Mv llear.t  SPTinp-s  lirst:  and  plunges,  rtre  tny liand  ^. 

strns  cut:  frotn  shore:  Ir-ore  close l.t l〕nn^s  to  3e, 

More  near  and  clear  .than  seelns  my  latncrlaad, 

Mv  mother  sea 

なほ かみに 列擧 したる 詩卷 のうち 特に 異彩 を 放つ もの はバ ラッド 體の 作に あり。 スヰ ンバァ ンは甞 

ておのが 論文 集のう ち ラフ ァ H ル前 派の 作品に 就いて いへ る こと あり。 曰く、 バ ラッド 體の 最高の 形 

式に 達せん に は、 詩人 は先づ 抒情詩 的に して 0=: 戯曲 的なる 叙說の 法に 長ぜ ざる 可から す。 而し てまた 

能く 簡潔の 詩螯. を用ゐ て、 羅曼底 格い 物語 風に 常なる 廣漠 の體を 緊縮 せんこと を耍 すと。 かくて ロセ 

ッ ティの 作 『姉上 へ レ ン』 を 以て 近代に おける 此詩體 の 最大なる ものと なしぬ。 され どス ヰンバ ァ ン 

自らの バ ラッド 體は、 & 情の 巧 あまりあって 寧ろ 戲. m 的なら ざるの 感 あり。 たと へば、". T1K-  WK>21y 

s;.n""TlK-  Weary  \vc(l<r -lg ミ： nlc  wn.(k.-s  Tragedy" の ごとき 名篇 すら、 今少しく 語 を簡に 

して 之 を 短縮せば、 感興 印象 更に 深き 者 あらんと は 多くの 評 家の いふ 所な り。 而 して 『ボ H ムズ • ェ 

ンド • バ ラ ッヅ」 第一 卷 をさむる ところの "The  I〈ing.s  Dai  filter"  r  The  sea-swilllows  " などに 

至って は、 d セッ ティ や モリス を 摸倣した る あと 極めて 勝然 たる を 以て 名 あり。 され ど卷 中の "May 

Jam.t" の ごとき、 短篇 なれ ども 稍 趣 を 異にして、 寧ろ 通俗の 體に近 からん とつと めた るが 如し & 


さきに 『ァタ ランタ』 の 名曲 を 公に して 一 躍 4 ^詩人の 列に 入りた るス ヰンパ アン は、 之に 次いで 悲 

釗 『シャ トラ アル』 " chastelar(l " (一八 六. A) を 作りぬ。 蘇 格 蘭の 女王 メ リイの 事蹟 を 村と したる 

もの。 女王に 伴 はれて 怫蘭 西より 來 りし わかき 武士 シャ トラ アルとの 間に 起れ る戀 愛の 悲劇な り。 

『ァタ ランタ』 の 高雅 雄渾なる に 比して、 この 曲 は情焰 あくまでも 盛に、 史釗 としての 其 成功 はスヰ 

ンバ ァ ンの 天才が 戲 曲の 方面に 於ても 秀拔 なる を設 する に 足れり。 こ は その後に 出で たる 『ボス M ル』 

"B-thwcll" ( 一 八 七 四 - 『メリ ィ. スチュ ァ ー ト』 (一八 八 一 ) の 一 一曲と 共に、 ェ リザべ ス 朝の 戯曲 

になら ひたる 三悲釗 をな す 者。 なかに も 『ボス エル』 一曲： 萬 五 千 行 は 寧ろ 長き に 失して、 全篇の 統 

一 照 應を缺 くの 憾 あれ ども、 其雄壯 にして 圓 熟せる 詩 虱 は、 確かに 近英の 一 大 雄篇た る を 失 はす。 三 

篇 みな 流暢 明快の 無韻詩 律 を 自由に 驅 使して、 さきの 『ァタ ランタ』 におけるが 如く、 古代 希 躐の運 

命 主義 を. M したるな り。 スヰ ンバ ァ ンは 夙に 處女 王朝の 戯曲に 精緻の 研究 を 積みて、 深く エブ ス タァ、 

フォ ルドな どの 作 を 愛して、 其 感化 を 蒙む る こと 甚だ 大に、 また 特に 奔放 熟 列-: なる マァ & ォの遗 風 を 

追慕した る あと 著る しき は 萬 人の 認 むる 所な り。 (P ュ M^0^Bo 其 

戯曲が 筆路 全く これ 等 古名 家の あと を 追へ る も怪 むに 足らす。 ただ 動作の 緩漫 なる 故 を 以て、 舞臺に 

€ ぼ すに 適せざる は 近世 戯曲の 通弊な りかし。  一 

ラフ ァ H ル前 派の 詩 客み な 好んで 豊麗なる 中世 傳說に その 詩 村 を とれり。 ス ヰンバ ァ ン もまた 『ト § 
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： Tlir  vrr\.  vc.il oi,  her  l〕ngh.t  flesh  was  11KI(1C 

As  :1, wovc-ll  and  K-;lll マつ olop.d  slla.de 

Merc  Hne  tlla.ll  rnoonbc.al-ls  ;  wl-itc Ikt つ， vl.ll 二 s  shclle 

As  snow  sunlstriclten  t 一：； 二  二 Klllrcs  tlic  SU3, 

And  Ltirough  their  curled  and  coloured  clouds  cf  deep, 

Lunlinous  lashes,  thick  as  dreams  in  sleep, 

； sll:r- (-,  lh(-  sl.a-s  二 ニ>1|1 s\A-all:\vln^  up  the  sky*s. 


. リスト ラム • ォヴ • ラィォ ネス』 ".Tn.strala  of  Lyonesse  " ( 一  八 八 一 一) に、 かの 有名な る ゲル ト傅說 

の 一部 をと りて、 熟 情の 奔放 を 壯麗艷 美の 詩 虱に うつしたり。 旣 にかみ にも 述べた る 如く、 テ 一一 ソ 

ン、 マシゥ • ァァノ ルド、 モリスな ど、 近 英の大 詩人の 名作に 此 題目 を 用ゐ たる は あれ ども、 スヰン 

.バ ァ ン の は 稍 それ 等と 趣 を 異にして、 祌祕 夢幻の 趣味な き 代りに、 絢爛 華麗の 態を恣 にして 人 を 眩惑 

せしめん とする を 特色と す。 而 して ス ヰンバ アン は 此篇に 於て、 巧に 五 脚對聯 の莊麗 なる 詩形 (卽ち 

ヒロ イツ ク， カブ レ ッ トの詩 律に アナべ ストの 脚を應 用して、 從來 にな き 新調 を はじめた る もの) を 

. 用ゐ たり。 今玆に イシ ュ ルト 姬を寫 したる 有名の 一 節 を揭げ て、 比喩 對照 など 修辭の 巧を盡 くしし 詞 

： 藻の 陸離た る 例證を 示さん。 


TIic  sprillo-s  of  umnlagsahle  eyes. 

As  the  wavews  subtler  Glsrald  is  pi ひ reed  tlaroiigh 

With  the  utmost  hcaven-s  Inextricable  t>Iue, 

And  both  are  woven  and  nioltcn  in  one  sleight 

<3f  anl(>r《)us  colour  and  niiph ("二つ 二  HgllT 

U5ier  .the  golden  guard  and  gaze  or  noon, 

s- に lowed 1: 一 icir  awel^ss  o/nlorcus  plenllullc, 

Azuie  tuid  pdld  and  ar(1clu  ^rev,  inade  strange 

AVith  nery  difference  tul(l 二 (うで llllvrclKlnire 

Inexplicable  of  glorias  sultifona  ； 

Now,  as  the  sullen  samphire  swells  towards  storm 

Foamiest  .tllelr  letter  beauty  grew  aco】d. 

And  now  afire  with  ardour  of  fm つ iroI( 一. 

Her  fio\ver-sof.t  hps ン V2V 】ncek ヨ id  passioruite, 

l-^atl つ nt,  a  iorcsccn  vision  oi  sweet  tl 三 一 マ s, 

A  urcarn  with  eves  fast  sliut  and  phlllK.lrss  wln^.s 

Vliat:  knew  not  wllai;  rno.ll s lo\rc  1111(1  lire  sllcul 二 び o* 


Nor  had  it  slqllt  nor  neart  to  liope  £"  see 

■what  .thiner  should  coinc  ；  tsi:,  cnilclh.lce  Satlsn23, 

watched  ou.t  i1:s  virgin  ,5gil 3  sctl:  pride 

AikI un に issed  expectation  ；  J,ltld  .tile  trkid 

Ckar  cheeks  and  .throtvt  §a  tender  telnples  liad 

Such  maiden  lieal:  as  ir  a  rose 一 s  pbod 

IVat  in  tlic  Ii\，c  heart  of  a lily- 一し ud> 

-？ «a マ ン ティ ヅク 

この 一節 こそ は^も 能く 全篇の 詩 虱 を 代表した る ものにして、 これ やがて 新羅 玆底格 派の 特色 を 極端 

に發抨 せし ものに 外なら す。 蓋し 叙 說の筆 は 複雜多 趣 を 極めて、 讀 者の 腦 裏に 輪郭 明瞭なら ざる 朦朧 

たる 印象 を與 ふる 處に 却て 其 美を存 す。 おも ふに 初期の 羅曼底 格の 詩人 中ス コ ッ ト、 バ ィ 口 ン など は 

勿論、 キ イツの 作 『聖 ァグ ネスの 夕』 『レ ミヤ』 の ごとき すら、 之 を 後の ラフ ァ H ル前 派の 詩 風に 比 

すれば、 物語 詩と して 寧ろな ほ 簡明 直截なる の觀 あり。 然るに この 『トリストラム • ォヴ • ライ ォネ 

ス』 全篇 を 通^せば、 何人も 人物 景 情の 描 寫 つねに 朦朧たるの 傾向 を帶 ぶる 事 をみ とむべし。 

スヰン パアンが ゲル ト傳說 詩材 となした る もの、 なほこれ 以外に "、rlK-  、ralc  of  Bal21" ( 一 八 

ま § さし 

九 六) あり。 二人の 兄弟 バ リンと バランと は械 中の 馬上 試合に 眉 庇 ふかくお ろして、 互に 北ハ兄 * なる 
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を 知ら やして fflli ひ、 一人 先づ 殺され、 他 は 死に 瀕して 氣息奄 々のうち 初めて 同胞なる をみ とむ とい 

ふ 悲壯の 物語、 かみに 述べた る ァァノ ルドの 『ソォ ラブと ラス タム』 に 相似た る もの あり。 テ 一一 ソン 

も 亦 "Balin  ai  Balan  " (だ-きき §^1; ひ 5§) に 同じ 題目 をと りたれ ど、 悲壯 沈痛の 趣 は スヰン 

バ ァ ン遙に まされり。 

ス ヰンバ ァ ンは 詩人と して 以外、 別に 文藝 批評の 論文 を 以て 優に 近世 散文の 一 大家た るに 恥ぢ ざる 

なり。 而 して 彼が 評論 を 草す る や、 其 特に 尊崇 敬慕せ ス者 にあら すん ば、 則ち 駁難 論難 毫も 假 借せ ざ 

らんと する 者な り。 從 つて 其 文 は 其 詩の 如く： ：！；； 愦 的に、 埶 | 情の 美に 富む。 おのが 愛する 者 は 力 を 極め 

て 之 を激赏 し、 惡 める 者 は 力 を 極めて 之 を 辯 難す。 その 結枭は 褒貶と もに 極端に 走りて、 竞に 冷" 静な 

る客觀 的^ 判の 態度 を 失すと 雖も、 われ 等 は その 豐麗 暢達なる 散文の 美に 醉ひ、 彼が 學殖の 深遠と 壯 

麗の 詞藻と を 慕うて また 他 を 顧る の遑 あらざる なり。 また 自ら 絕大の 詩人なる が 故に テク 一一 ックに 明 

ら かにして、 深奥の 透察に 於ても 毫も 第一流の 評 家に 下らざる 者 あり。 われ 嘗て 其 『沙翁 研究』 "A 

Study  of  shakespc.arc  " ( 一  八 七 九) の 一 卷を繙 き、 初めて 彼 が 雄渾 の 文と 聰明 の 見に 服して より 

詩人の 評論 は、 古今の 沙翁 研究家の 擧究的 態度に 似ざる 者 ある を 知りぬ。 殊に 彼が 深く 愛慕した る H 

リザべ ス朝文 學に關 する 硏究、 ユウ. -コ ォ、 シャロット たプ£1 ンテ、 モリス 等 を 論じた る 諸 篇は皆 一代 

の 名文に して、 彼 をして 優に 近英 散文 界の第 一 流に 列せ しむる に 足る。 


fill ~~ 


スヰン パアンの 詩歌 を 通じて 著る しき は、 反抗的 革命的 精神の 雄大なる に 在り。 さきに 述べた る 如 

く、 『ボ H ムズ •  H ンド *バ ラ ッヅ』 は 現代の 道學 思想に 反對 して、 その 覊雜 束縛 を脫 せん とし、 矯激 

の 態度 遂に 世の 物議 を 招き、 『曉 天の 歌』 に 至って は、 別に 政治 上 宗教 上の 革命 思想 や 鼓吹して 壯烈 

の 詩篇 をな したり。 蓋し 羅曼底 格 派の 作家が 社 會に對 する 矯激の 態度 は、 いづれ の 世 いづれ の國 にも 

相似た る もの あれ ども、 スヰン バ ァ ン の 思想 的倾向 は、 其 最も 多く 尊崇した る 詩人 シ 二 リイの それに 

酷 肖す。 おも ふに 二者と もに 名門の 出に して、 少壯 のころ 旣に 政治的 社會的 慣習に 反抗した る は 一 

なり。 ただ スヰ ンバ アンの 閲歷は 寧ろ 平靜 無事にして、 シ H リイの 急激なる 行動な かりし と雖 も、 一 

たび 筆 をと つ て 文壇に 立つ に 至って は、 その 現代 基督教 を 難 じ道學 先生 を 攻撃せ る 態度の 熱烈 奔放 を 

極めた る は、 むしろ シェ リイ 以上に 出づる 者な きにし も あらす。 彼の 詩歌 は、 シ, - リイの 祌韻 ^ 緲と 

して 毫も 肉感 美 *V 歌 ひたる ものな きに 似 ざれ ども、 剛壯 なる 急進的 思想に 於て は 全く 同一 の 傾向 ある 

もの、 永く 眠りたり し 琴の 絲に先 づ指を 觸れし はシニ リイに して、 之を彈 じて 天堂の 妙樂を 奏した る 

もの こそ、 げに スヰン パアンな れ。 

ひとしく ラフ ァ H ル前 派の 詩人 なれ ども、 a セッ ティ は 南欧^ 太 利 亞の羅 曼底格 趣味 を傳 へ、 モリ 

スは 主として 北歐ス カン ディナ ギアの それに 傾けり。 而 して スヰン パアンに 至りて は、 學殖の 該博 遙 

にかみ の 二 詩人の 上に あるが 故に、 『ァタ ランタ』 の悲. S 以下の 諸篇 に、 主として 希躐 思潮の 美を傳 
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へたる のみなら す、 に また 廣く佛 蘭 西 文 學の趣 致 を も 移植 復活して、 殆ど 10 の 折衷 S とも 稱す 

べき 傾向 を 示したり。 其希臘 趣味 を 愛慕した る は、 シェ リイの 感化 は 勿論、 キ イツ、 ランダ ァ 等の 影 

響 も亦大 なりし は 疑 ふべ からざる なり。 (此 派の 諸 詩人み な 各々 斯の 如き 異れる 特色 を 具 ふる を 以て 

『ラフ ァ H ル前 派』 の 名 稱は繪 龕の 方面に 於て こそ 適當 なれ、 詩歌のう へに は 甚だ^ 當を缺 くの 感な 

きに あら 十。 故に、 此 派と 密接の 關係 ありて 同一 のキ： 義， V 鼓吹した ス近英 散文の 大家 ヲル タァ。 ペイ 

タァの 如き は、 千 八 百 六十 八 年 モリスの 詩歌 を 論す るに 當り、 現世 を 超越して 前代の 詩 美 を 追慕せ る 

此 派の 人に 通有の 傾向 を ER して、 the  esthetic  Movement なる 名稱を F すに 至 L るな り)。 

ス キンバ アンの 詩篇 は 雄渾 莊 a の 特^ を 以て、 古今の 英文 學に 首位 を 占む るの みならす、 詞藻の 洵 

爛、 聲 調の 婉 美に 於て 同 代の 詩人 また 能く 之に 及ぶ 者 あるな し。 而 かも 彼 は その 名 弊に 於て、 S 者の 

數に 於て、 遠く テ 一一 ソンに 及ば ざり し は 何の 故ぞ や。 蓋し スヰン パアンの 用ゐ たる 題材 は 多く 之 を 希 

躐羅 馬に とり、 或は 英佛の 古代に 求め、 且つ 彼が 淵 博の 舉殖 を倾 けたる 其 詞藻の 美 を 遺憾な く鑑 (A せ 

んと 欲せば、 先づ讀 者に 尠 からざる 素養 を耍 する を 以て、 テ 一一 ソンの 平明なる 詩篇と 異 りて 锌し易 か 

ら ざる も 其 一因たり。 され ど 最もお 力なる 原因 は、 ^激 にして 剛壯 なる 反抗的 精神^ 勃と して その 詞 

章に 溢 ^朱り、 政治 宗敎道 德に關 して 極めて 危險 なる 思想 を 有すれば なり。 而か もまた 其 作が ト^の 

詩人 擧者 等に いかばかり 歡迎 せられた るか は、 殆ど 吾人が 想像の 外に 在りと いふ y  く、 ことに 少上 


ま 鋭の 詩 入し きりに 彼が 獨 創の 聲調 を學ん で、 現代の 詩界に 著る しき 共 反響 を 聞く こと を 得べ し- 


最近 英詩 槪論 索引 

(ァ） 

茛 

ァ アサ ァ 王の 欲  306.— 319.327.  331.388.179 

ァ アサ ァ 王の 傳說  301— 30G 

ァ アサ ァ 物語  299.— 305 

Earthly  Paradise,  The  (地上 樂園）  

ァァノ ルド （マシ ユーう Arnold,  Matthew   275.393.— 405 

ァァ ヰンク （ヘン リー）  323 

アイ アム ビッ ク  497 ~ 498 

ァ イダ Ida   289 

Idylls  of  the  King  f ァ アサ ァ王め 欲）  -  

ァゲァ 口 ン  485—488 

ァ ガメム ノン  351 

惡 の-華  500 

ァス h  V  321 

アン ラ ンドォ Asolando!  352—354 

ァタ ランタ • イン • カリ ドン Atalanta  in  Calydon   490.507.512 

ァ タラ ンタ 競走  485 

ァ タラン タ姬  496 

At  Eleusis   500 

アツ プ レシ エイ シャン^ 赏 論  2  2.44G 

ァ ドネ ィ ス  25G . d07.500 

Anactoria  500 

アナ ぺス ト  497 

あはれ みなき た を やめ  257. 414 

After  Aliuu  423 

ァフ 。ト • フ ォ ク * ラァ Abt  Vogler  380 

Aprile   316 
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Ave  atque  Yalo    500 

Aholibah  500 

アンド レア ，テ' ル • i, いし 卜 Andrea  del  Sarto   -80.383. 

Ambarvalia  10u 

Arthurian  Cycle  of  Romance     307 

アル セィ ス ティ スゾ) 戀  484 

(ィ） 

-異 鄉鄉  379 

ィ ィ ッ  248.47G.481 

イイ-イド  284.300.301.490 

イシ ュル ト姬  503 

伊太 禾1 J 古詩 人 Early  Italian  poets,  The   438 

伊太 f!l の！^   503 

いづれ の 運命に も 準 IS たる  404 

Ityius   500 

去 に し 歳; 3   452 

イノ ゥニ  （CEnone)   280.284 

C 、のちの 流  407 

イノ ッ ク 《ァ アデン  ，  319— 321.33U 

ィフィ ゲ-ァ  28G 

In  utrumque  piratus  ( いづれ の ^に も 準備た る）  4D4k 

England  goes  to  War   423 

Incident  of  the  French  Camp  (佛軍 美談）  

Insomnia  (不 BR  )  

イン. メモ' ■. 'アム Iu  Memoriam  292—293.299-  301.307.393.401 

イワン 《ィ リノ ヰ ツチ Ivan  Ivanovitch  379 

ィ ンシ ♦  口 ゥ  471 

(ゥ） 

ヴ 7 アジ ル  283.300 
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Weary  Weddig,  The   590 

ゲェ ニスの 石  479 

ヴォ オン  473 

Water  Spirit's  Song,  The   472 

ゥォ レス Wallace,  Alfred  Russel    .  272 

疑と 祈  32G 

Woodspurge,  The  4G0 

ゲ 4> ナス  455 

ヴヰ ナスの!^ 类 CLaus  Veneris;  499 

(ェ） 

英詩 律 脚 論  33G 

^Esthetic  Movement,  The  513 

エイ タン Aytoun,  William  E Imonclstoune  ：  414 

英雄 崇拜 論  489 

ェ； £ リン. ホーフ' Evelyn  Hope   378.382 

エッダ  181.488 

Eden  Bower   451 

Elorie  des  Bretons   303 

ェ ト ナ I.U 上の ェムぺ ドク リイ ズ Empetloclcs  of  Etna  401 

エド ヮァ ド三世  217 

ェ ドヰ ン： モリス  283 

Enid  309 

ェンシ ェント • マリナ ァ  252 

エンデ ィ ミ オン  256.2G4 

えらび  452 

エリオ ッ 卜 （エベ ニイ ザ；)  263 

エリオ ッ ト （ジォ 一 ヂ）  334 

エル； £• リイ ル  351.379 

Elaine  310 

エレ クとェ ニイ ド Erec  et  Enide  303 
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(ォ) 


オウエン （ロノ、 'ァ 卜）  268 

ォゲ ヰッド  482 

王の 悲劇  U2 

ォォ ロラ • リイ Aurora  Leigh   426 

Ogicr  the  Dane  435 ― 化3 

オシ アン Ossian   24G.414 

ォ ジィァ  485-488 

恐 6 しき 夜の 都  409.110 

牛津 運動  272 

オア イセ ィ  482.  491) 

おもに 抒情の 欲  279 

折り返し  156.4G4 

オル 力- ャ  432 

On  the  Cliffs   W 

(力） 

カァ ライ ル  254.272.414 

Gartlener's  Daughter;  The   ..  ogl 

Carlovingiau  Cycle  of  Romance   301 

m±nmi:m  3so 

ガイ マァ （ジ エフ リ） Gainuir,  Geoffrey   303 

景樹  262.  339 

學 者の 葬  383 

カクストン  303 

* 命の 夕  503 

カサ 'ギディ の 窓 Casa  Giudi  Windows   428 

風 吹く かた  おひ 

力 卜 ウル ラス  283 

Garden  of  Cymodoce,  The  50- 4 
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Garilen  of  Proserpine,  The   500 

かの 君な く ば  452 

Coming  of  Arthur,  The   302 

カン タ アベ リイ 物語  2G9.  492 

カメ  ノレ C 卜 マス；）  258 

お ラハ、 y  Y   479 

ガル ッ ピの樂 A  Toccata  of  Galuppi's,   380 

Gareth  and  Lynette   309 

(キ） 

キ イツ  2  54.275.414 

キ、 ッフ- リング  271) 

キネ ヰ' ィァ Guenevur,  Guinevere   479 

を 鶴  335 

Kinkg's  Daughter,  The   500.506 

King's  Tragedy,  The  dil— 456 

キング ス レイ  2G8 

近代 盡家論  23i 

キュ ビッ ドと サイ キイ  484 

驚異の 復活  

敎會 及び 宗敎  393 

嘵 天の 駄  500. 503.512 

ま 樂受顧  -.."6 

希 鳳 古 瓶の 欲  25G 

希臘 m   257 

基督 敎的 社會 主義  268 

(ク） 

Queen  xdary   、  322 

ク ゥパァ  218 

ク ゥパァ 墓 畔吟 Cowper's  Grave   128 


519 —— 


《ちづけ  451 

S   255 

Cry  of  the  Children  (小 泣の な げき：)  

クライスト  261 

グラウ ゼ  482 

クラシシズム  2G0— 265.405 

クラ. ショウ  473 

クラ， ブ  248 

ク ラフ （ァ アサ ァ • ヒュウ） Clough,  Arthur  Hugh   

ク ブラ': * ン  m 

Grammarian's  Funeral, A  (學 者の 葬）  

ク リ スタ ベル  414 

Chistmas  Eve  and  Easter  Day  349.357 

Christmas  Carol, A   499 

グレイ  24G.326.  3SG 

グ レイン  455 

クレセ 'ェ  303 

クン ティ アン • ドウ， トロア Chretien  de  Troyes   303 

Crossing  the    Bar  (水 P3 をよ ぎりて）  

ク p ムェ ル-  395 

(ケ） 

桂冠詩人  291 

輕騎 進行 曲  298 

ゲ―テ  254.259.416 

劇中 人物  350 

ケ ハマ マ  252 

Cideb  Williams   2G8 

言 15 研究  279 


ケン シン ト ン の欧 Lines  Written  in  Kenshmgton  Gardens,  ..AOi 
ゲン 卜より エイ ク スに 報を傳 へたる!^  How  they  brought  the 
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Good  News  from  Ghent  to  Aix;  351 

Oathcart's  Hill  123 

ケ リイ …一  ,  462 

ケル ト傳說  51)8 

(コ） 

懋の遣 言  451 

慈の 生れ  451 

き戀人  «2 

m^mmm  お。 

戀の ながめ  451 

高佾聖 ブラ クセッ ド 寺に 祖 墓 を 命ず  379 

降誕 祭の 前夜 と 復活祭の 口   357.  393 

Corn  Law  ilhvmes   2G9 

^if の！^ 終  379 

コ ウル リツ ヂ  25U— 252.279.144 

ゴォ チェ （テオ フィル）  502 

^ftfr   2i7 

ゴー ノレ ダン • レゼン y  4u2 

ゴール ドス ミス  ,  217. 322 

古耿 拾遺  246. 248. 444 

き 天子  255 

こ V ろの 望  451 

古城の 戀  378 

ゴッ ス （ェ ドマ ン ド）  501 

ゴッ ッォ リ  432 

ゴドヰ ン （ヰ リ アム）  268 

湖畔 詩瓧  25U 

ゴブリ ン》 マ ァケッ ト Goblin  Market  "4 

コ ム ト  2G3 

コリア ム ノぐス  *98 
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コ リン ズ  246  -217 

コル ネィュ  482 

(サ） * 

サァ • ガラ ハソド Sir  Galahad  281.  Ill 

サ アシス Thyrsis  401.5 ひ 0 

Sir  Richard  GrenviUe's  Lust  Fight  423 

 321 

最後 樂人 のお  253 

Saisiaz,  La  C 太陽）  

在天 聖女  15G— 159 

yum  mum  Bonum   316 

サイ モン ヅ （ジョ ン， アディ ン トン）  4G9 

Silent  Voices,  The  32C 

サ ゥ ジ  252—253 

サク セ • ゴー タの マスタ ァ* ヒュウ グス Suxe  Gothii,  Master 

Hugues  of    381).  386 

サタ ンょ、 わが 後に 返け  152 

サッ カレイ  281 

サ クフォ  504 

«1 譲 集  293 

！ sudden  Light     459 

%Mh   335 

サンい ジ3 ルシゝ ：)  395 

サ ラバ  252 

(シ） 

These  all  wait  u^xja  thee   471 

Sea-Swallows,  The  500.506 

ジ ィバァ Gebir  257 

Bea  Limits,  The   4G0 
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City  of  Dreadful  Night,  The  (S ろしき 夜の 都）  

City  Poems  (都の 欲）  

シェイク ス ビア  269.  326 

沙翁 研究 A  Stntlp  of  Shakespeare  ^11 

シ' エイ ソン  481—483 

ジ エイ ソ ンの尘 if!  481—483.492 

ジ エフ リ Geoffivy  of  Monmouth  302 

ジェリィ  255— 256.345.49G.  512 

ジォ' ン ト  458 

ジ オル ジォネ  453 

bi guard  the  Volsung    489 

ほ 入  280 

詩祌に 寄す る耿  248 

詩 入の 心  280 

獅子に 助け られ し 武士の 物語 Le  Chevalier  au  Lyon  303 

詩集 （ァァ ノ ルド）  395 

詩集 （ ロセッ ティ）  440 

Sister  Helen   451. 506 

自然 詩論  252 

自然淘汰 による 種の 起源  271 

シッ ダル エリザベス） SMtUili,  Elizabeth   137—440 

失樂園  304.  319 

詩と は 何ぞゃ  449 

難  316.460.4G2 

信仰  326 

新 詩集  396 

新生  462. 1GG 

人生 戲！! 11  421 

シム ベリ ン  302. 326 

シ モン （サン;）  2C8 

シ モン ズ (：ァ アサ ァ）  473 


523 —— 


シルシ 

航  453 

シル レル  2G1 

しろぶ ね  442.  455 

ジャ アム Germ  172 ~ 474 

シャープ  252 

謝 蕪 村  4A5 

シ +• 卜ラァ ノレ Chastelard  507 

シャ 口；；  ！' の姬 The  Latly  of  Shalott,  280. 

受胎告知  253.472 

十九 世紀 US 庭 格 主義の 發達史  4G8 

ジュール Joule,  James  Prescott  271 

自由の 萆 '愛の 欲  422 

シュト ウルム， ゥント • ドラング 'oturm  unci  Drang  1G1 

春瞧  ,  500.504 

女王 メ  '； ィ  323 

小 車の もののふ Le  Chevalier  tie  la  charrette   303 

小 典 零 章  243 

/J 、童の なげき  428 

ジ ョ オン ズ、 ァァ ネスト) Jones,  Earnest  415 

ジ 3 オン ズ （パアン）  435. 479 

食 蓮 g 入  280 

抒情詩 欲 集  250.252.432 

シ ョ ペンノ、 ゥェル  410 

ジ 3 ン'ギ ルビ ン  218 

ジ 3 ン ソ ン （ベ ン）  292 

常理 主義  261 

(ス | 

Sweetness  and  Light   405 

Soothsay   461 

Skipping  Rote,  The  286 
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ス n  . ノ 卜  253—254.259.490 

菏 田位董  379 

Stylites  281 

スタ エル 夫人  261 

ス テツ ト * マ ン  285 

棄 てられた る マ アマン  40^.405 

Storm  and  stress  (シュ ト ウルム • ゥ ン ト, ドラ ンク * )  

Stratton  Water   454. 45G 

Straff  and  Scrip,  The   45G 

スト ラッ フォード Strafford  34G 

Stream  of  Life,  The  (レ、 のちの 流れ；）  

Stream's  Secret  The   46!) 

ス パズモ ディック 詩 波 …… •  412—429 

SpriDgtide,  Song  of  the  (舂潮 集）  

スべデ イング （ジ エイ ム ズ）  279 

ス ペン サァ  250.  304.  41C 

ス ペン サァ （ノ、 アバ ァ ト）  271 

ス ミ ス （アレクサ ン ダァ）  421-^22 

Three  Seasons   47G 

Through  the  Metidjate  Abd-el-Kadr   382 

ス キフト  405 

スキン ノ、' アン (アルチ' アノン チヤ アル ズ) Swinburne, 

Algernon  Charles  2G4.322.387.435.494.513 

(セ） 

聖ァゲ ネス  ：：  Mi 

1ft 紀炳  254.  398 

世耙末  274.439 

セ イタ- ツク波  255 

mff  303 

聖杯投 索 Le  Queste  del  Saint  Graal  305 
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t イン ッべ リイ 敎校  3ii2.377.40P.t26.479.485 

生命の 家  449—453.477 

Sailor  Boy,  The  322 

ゼー ム ズ • リ ィ の 妻 James  Lee's  Wifo  378 

セォク リタ ス  282— - 285.30G 

世界の 光  ，  472 

ゼスタ •  口 マノ オル ム  484 

ゼ-ィ 'Jenirv   ,  4G6 

敝 I   304 

セ ン ト • ァグ ネス の 夕  256.  510 

St.  Dorothy  500 

前途 を 望め  350.354.378 

厣^ の »   419 

■bD ダン  291 

セル ゥッ ド嬢 （ェ ミ リイ）  291 

ゼロ ルド （ダグ ラ ス）  387 

(ソ） 

想像 的: g 實 主義  251 

想像の &談  257 

ソォ ラブと ラス タム Sohruharul  Rustum  402 ~ 403 

Songs  before  Sunrke  (；曉 天の 欲)  

Song  of  Shirt,  A  26J 

ソ オル Soul  379 

ソル デロ  Sordello  316.387 

(タ） 

タ アンホイ ゼルの 杓 語  499 

Dames  du  Temps  .Tad is,  Ballade  ties  (寻ゃ のた を やめの 耿)  

ダ ァヰン Darwin,  Charles  Eolcrt   271. 443 

大海  4W5 
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大洋  345 

±m  352 

ダク ティ ル  498 

タ スク  218 

« の樂人  423 

旅路の 慈  408—409 

單絃  

男女  

ダンテ  43G.4G6— 1G8 

Dante  at  "Verona  259 

Dante  and  his  Circle,  with  the  ItaLLin  Poets  preceding  him  438 

ダンテの 夢  4A2 

ダントン （シォ ドー ァ ，ワッツ）  443.172 

ダル トン Dalton,  John  27 丄 

(チ） 

巾; M 安&   500 

中世 主義 Mediaevalism    "5 

ヂゥマ  4G3 

チェンチ  322 

地理 原 J1  270 

地上 樂園  483—488 

チ. ャァ. レズ (Charles  Tennysoa-Taraer^i  

チ. ャ ィ ルド •  ノ 、ロル ド  418 

チヤ タァ トン  4Ai 

チヨ ォサァ  286.44G.492 

ティ イク  261 

賴 主義  2G9 

Daisy,  The   298 
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Dypsj-chus  (ふた 心の 人）  ••■  

ティ ラァ （ヘンリイ） -..  291.283 

デカダン 文學  439 

デ カメロ：/   324 

Dead  City,  The  472 

Death  is  a  Desert,  A (荒野の 臨終）  

手と S  470—471 

テ- ソン （ァノ レフ レツ ド） Tennyson,  Alfred   2G9.275 

276—313.349.386.288. 

Defence  of  Guenevere  and  other  Poems  a<9 

デフ エンス • ォブ • ラック ノウ  423 

デェ レ ル （アル ブレ ヒト）  411 

テル サ、 リ マ  4C2 

デヰ' ィ Davy,  Humphry  271 

(ト） 

mmm  26i 

ト* ゥラ  281—282.320 

Two  Brothers.  Poems  by (二人 兄お の 欲)  

Two  Voices,  The  (二つの 聲)  

ドォヴ ァの濱  399—400 

ゆの 勝利  5(M 

V ブ ソン 〔ォ ォス ティ ン）  5U1 

ド ベル （シ ド ニイ） DobeU,  Syilney  "5 

ドン 一波の 詩人  113 

ドン • シ ♦ ュ ァ ン  254 

!• マ 七 ォ  428 

トムソン Thomson,  William   248.268 

トムソン James,   409 

Triumph  of  Time,  The …（時の 勝禾 ij)  

ドライデン  216.  2G1 
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Dramatis  Persons  (劇 4， 人物)  « 

トリ ス トラ ム》 オフ' • ラィォ ネス Tristram  of  Lyouessc   

ト リス ト ラムと イシ ュ ノレ ト Tristram  ami  Iseult  401 

Dreamer,  The  325 

33ream  of  Fair  Woman.  A  (； 美女 ダゅ)  -、 

Dciirm-Land  (蔡 の鄉)  

卜 ルス 卜ィ  2G3.  274 

トレンチ  279 

Troy  Town   -.   454 

(ナ） 

夏の たそがれ  343 

Nuptial  Sleep  441 

な I ま  ー!§   ；  348 

m^u  ^aoi 

(«) 

News  from  "Nowhere   49o 

二 ウマン  272 

二人 兄弟の 欲  279.  312 

肉感の 詩 波  441.499 

二 ネェ' の缺  451 

二べ ルンゲ ンリ ィ ド  4ui 

日本 文學ぁ  321 

(ネ、 ） 

眠れる 美女  444 

(ノ） 

ノウ エル （n —  デン）  -  "'334 

ノウルズ  291 
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希望の 怏樂  258 

' 1 タス  471 

/X  y  x   ：  261 

ノルダウ  274 

(ハ） 

パ ァシィ Percy  24G.  444.  488 

Burden  of  Nineveh,  The   460 

^アバ ァ ド  473 

バ アン ズ  2iG-247.  249.  268 

Higher  Panthe]sm   332 

ノヾィ a  ニズム  254. 345 

ハイネ  410 

バイ ロン  253-234. 345.  iU.  419 

バイ a ン傳  258 

House  of  Life  (生命の 家)  

ハウフ • ト マン  462 

'0： ^ロック 進軍 Havelock's  March  423 

パオロと フランチ- スカ  462 

ノ 、タス レイ Huxely,  Thomas  271 

t   379 

Passing  of  Arthur,  The  314 

Vanity  of  Vanities   472 

胃 場 孤 «   379 

ノ、 ン ト (： ホ ル マ ン） Hunt,  William  Holman  431.  434.  453 

ノ、 ン卜 （； リイ；）  291. 432 

ハンド • アンド • ソォ ル Hand  and  Soul  437 

Pantisocratic  250 

バント * オラ  453 

ハムレ..， ト  '299.  300 

Balliuls  antl  Sonnets  442 
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Ballads  of  Bnrcleus,  A   500 

ノ、' ラセ' レサ ス Paracelsus  34G.  377 

ノ、 ラム  279.292 

ノヽリ ソ 5、   300 

ノヾリ ンとノ ノラ ン Balin  and  Balan  300 

Balcony.  In  a   (露 臺 にて ■)  

ノヽル 卜 マン  4G2 

ノヽ 'レット 「ェ リ サ * ベ ス ） Barret,  Elizabeth  349-351).  425-428 

Palace  of  Art,  The  (荬術 殿）  

Balen,  The  Tale  of  510 

ノ、  口 ル y  Harold  323 

ハヮ アド （ヘンリイ）  446 

(b) 

ビアトリス  438. 460 

ビ ィァズ  468 

ビー コック  259 

ヒィ マンズ  ••  258 

ビォ ウルフ  490 

美術  280 

Bishop  orders  his  Tomb  at  St.  Praxed's  Church.  The 

(高僧 聖プラ クセッ ト 寺に 墳墓 を 命ず）  

美女の，  ^80 

Historia  Britonnm  (ブ リト ン 赏錄）  

ビ 'ンク (ス タ ンャ ン) Bigg,  Stanyan   415 

ヒ' ネ、 a   322 

ビバ 過ぎ行く  Pippa  Passes  255 

猜論 ft   i  394 

貧者の 詩人  248 

Before  Inkermann   123 

ビン ダァ  334.  281 
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ITynin  to  "Troserpine   500 

ビュ 力 ナン (ロバ ァ ト) Buchanan,  Robert  441 

ビュル ゲル Burger....:  253.  461 

あ: 的 戀愛舰 Morbid  eroticism   499 

(フ） 

フ アイデ イツ ビ デス PheidipDWes   379 

ファ. ゥ スト  •■  ：  300 

フ アミ リア ン Firmiliitn  415 

ファラ ディ FaraiWy,  Michael  271 

Falcon,  The   .....324 

フィ リフ 'ス  322 

フィル ト * ゥシ  401 

フ イロ  メラ Phiromela  4U4 

フェス タス Festus  11C 

PhsBrlni  500 

Famine  Smitten,  The   422 

フォルド  507 

Foresters,  The   324 

音の #   435 

ふた 心の 人  -  4U6 

二つの g …-. …-. ：…  281 

二人の ナホ' レオン  423 

•5、 た り 行く も け^、 を限リ  379 

佛人 行事  301 

ft 陣 美談  379 

フッ ト'  258.  2G9 

9m   - …… ：  >321 

舟の なか  378 

文學論  201 

不 BK   41Q 
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Bride's  Tragedy  506 

Bride's  Prelude,  The   154.  4G0 

ブラウニング  275.  300.  343 — 383. 392.  4C3. 413 

ブラウ ニン グ夫人 （バ レツ ト）  

プラ ゥ ン （マ F ク ス:）  436 

Brother  Brum  471 

プラッ クモ オア  304 

Bloody  Son,  The   506 

佛蘭西 共和 國の欲  503 

フラ • リツ ホ' • リ ッ ビ Fra  Lipix>  Lippi  380 

プ y ッ チ * ス. u パ 了 卜:）  41)5 

プ リ 卜 ン赏錄  302 

フ' リン セス Princess,  The   L85. 289-291. 327 

Prince's  Progress   -172-275 

フ 。リム レイ  284.  338 

フ' ノレ ウド' ン  26fi 

jSiirgraves,  Lies  433 

ブレイク  248, 476 

Pleasure  of  Hope,  The  (希望の 快樂）  

Blessed  Damozel,  The  (在天 聖女）  

Fleshly  Shool  of  Poetry,  The  (肉感の 詩淤）  

フレデリック • テニス ン Frederick  Tennyson   343 

Pre-Raphaelite  Brotherhood  (ラ レマェ ノレ 前 汲）  

プ o クタ ァ  471 

フ' ロサァ ピナ  442 

プロス ビセ Prospioe  (前途 を 望め)  

Promise  of  May,  The   324 

フ' 口  メシ ウス • アン ノ、 * ゥ ン ド  1SC 

フロレンス なる 小 兒の家  42G 

フロレンス 派  468 

Future,  The  (未 來：)  
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(へ） 

ペイ タァ  252. 4!6.  458.  513 

ぺ ィ ン （シ *ョ ン）  465 

べィ レイ f フィ リツ フ' • ジ エー ムシ ♦)  Bailey,  Philip  James  41G-417 

Pageant,  A  472 

Babe  Christabel,  The  Ballad  of  422 

ぺザン ト （チル タァ）  268 

Hesperia  500 

ぺッ ケッ卜 Becket   323 

ぺク ドーズ  259 

ベ 卜 ラル 力  446. 448 

ベン ザム  '259.  289 

ペル シヴ ァ ノレ Perce  vale   303 

Bells  and  Pomegranates  ••  317 

ペル デ ヤー ム敎授  322 

Hellenics  (希 腿 風）  

Heroic  couplet   2G4 

(ホ） 

Forsaken  Merman,  The  (棄 てられし マ アマン)  

ボア o ォ  448 

Voices  of  Freedom  and  LyTics  of  Love  (13 由の 欲 • 愛の 欲）  

Voyage,  The   322 

ホ* ェムズ 。ェン ド*バ ラッグ Poems  and  Ballads  498. 500 

 110 

ホ • ォプ  24G.  2 & 4.  277.  342 

*  »>  h  y   279 

Portrait,  The  459 

ホ ォマァ  248.  317.  39(3.  455 

Home  Thoughts  from  Abroad  (異域 望^   
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Home  Thonfihts  from  iho.  Ko.n. ぐ 海上-故!; ほ を愤 ふ、 


ホ 'オリ イン  34=5.  359 

ボ才 ルダァ Balder  418 

ボズ: z ル Both  well  507 

北米 講演  393 

北^ W 論  

ボッ カチォ  324 

ポッ ティ チェル リ （サン ドロ；)  453 

ボ ドレ エル  410.  500 

ホフマン  261 

ソネット Sonnets  from  the  Portuguese  426-427 

ホ レース  334 

White  Ship,  The  454 

(マ） 

マァ ティ ン *レノ レフ IMartin  Relph  379 

マァ 口才  507 

My  Last  Duchess  (わが 故 公^夫人）  

マク ファァ ソン Macpherson   21G 

マコ ウレ ィ  258.  237 

まことの 女  452 

Masque  of  Queen  Bersabe,  The   499 

マッセ ィ （ゼラ ノレ ド） Massey,   Gerald   415.  42  -424 

マツ フ 。（ゥ オタ ァ） Mapes,  Walter  3U3 

マ ビノギ オン Mabiriogion   3 ひ 3. 4=88 

マン ゾォニ   261 

Mannerism  465 

マン フ レツ ド  322 

マリアナ  287 ぶ 4 

Mari  Magno(^cfg)  

Mai du  Siecle  (世紀 病）  
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マロ リイ Mallcor   ：.02.  308.  479 

ほ） 

Meeting  at  Night  (夜,' 逢瀬）  

服れ 髮  "1 

Midsummer  Holiday,  A  C'l'S'-^.S.)  

水門 をよ ぎりて  327.353 

未来  •  404 

ミラ ボウ  503 

5 ル  269 

ミルトン  :.. 261. 319.  335.  384 

ミ レ ィ Millais,  John  Everett  431.472 

都のお  421 

ミ ュセェ  "9.463 

(ム、 

A —  ァ  ,  ？…,  258 

 453 

は） 

Maiden  Song   475 

May  Janet   51)6 

メタ スタ シォ  402 

メディア  482 

Men  and  Women  (男女)  

Memorial  Verses  on  the  Death  of  Theopliilc  Gautier   502 

*  'J ィガァ  496 

メリ ィ • スチ ユア 一 ト  507 

メ リ メ フ *t> スペル;）  395 

メロ 才ビィ Merope   395. 4U1 

メ  3 ァ  33C 
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(モ) 


モォド Mand  298-29i).  3i'J.  388 

Morbiilezza  439 

物語 詩  253 

モリス Morris,  William  i35.  478-494 

Morris  &  Compay  481 

モルト *ダ アサ ァ Morte  cl'Arthur  302-304 

(ュ） 

Qua  Cursuni  Ventus  (風 吹 く 力 、た)  

ユウ ゴォ  463.  501 

ユー リ ビ デス  482 

 411 

^■<K>%   474 

ユリ シス Ulysses   281.283 

(ョ） 

夜の 逢瀬  381 

(ラ） 

ライエル  270 

Life  and  Death  of  Jason   481 

Life  Drama,  A  (人生 戲曲）  

ラグ ビィ 會堂  401 

ラス +ン  432 

Last  Confession,  A   441 

Last  Tournament,  The   312 

Last  Ride  Together,  The  (ふたり 行く も 今 曰 を 限り）  

Lovers  of  Gudrum,  The  485 

ラ ビ* ペン *ェ グラ  378 
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ラフ ァェ ル前淤  430— 5U 

Love  among  the  Rnins  (古城の 慰)  

Love  is  Enough  ^80 

Love  Enthroned  (戀の 高 御座)  

Love  from  the  North   475 

ラング （アン ドル ゥ）  465.  501 

ランス ロット Lancelot  303-305 

ランダ ァ  257-258. 495 

ララ • ルーク Lalla  Rookh   258 

L'Arpa  Evangelica  (福 香の 琴)  

L'alkmagne  (獨逸 論;)  

(リ） 

9 ィ 了 王  269.  302 

リイ ランド r フレデリック）  390 

リ クヰ エス キヤ ッ ト Riquiescat  404 

？シ ダス  401. 500 

Litteratur,  De la  (文學 論）  

Little  Willie   422 

Renascence  of  Wonder,  The  r^sa.®^^-^  

Ring  and  the  Book,  The  (環と 書:）  

ffEA   247 

Lyrical  Poems,  Chiefly  (おもに 杆 情の 欲）  

(ル） 

ルク レティ ウス  483 

ルソォ  249. 261. 289 

(レ） 

レイヴ：/   459 

® の 美  452 
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レオナルド きダ* ヸンチ  453 

レオパルディ  261. 410 

Regum  Britamniae   (プリ トン 赏^)  

レティ ィの 地球儀  213 

レ ノォレ lienore   253. 161 

Revenge,  The  322 

レ ミ ャ  261 

Reliques  of  Ancient  English  Poetry  (古 欲 拾 遣）  

(。） 

Rose  Mary  i5i ― 456 

羅馬人 Ronuin,  The  418 

聽入 行事  

羅 馬に 於け るァラ リック  395 

口 ォ―ヂ ャァズ  250.  257 


o セッ ティ （ク リス ティナ） Rosseitt,  Chrisina  Georgina.,439.  468.  i71. 

477 

t» セッ ティ （ダンテ, ゲ プリ エル） Eossetti,  Dante  Gabriel  

431.  432.  434—471. 477. 478. 179.  495 


B セッ ティ （マリア 《フ ラン チェスカ）  ,  436 

ロセッ ティく ヰ リア ム* マイケル）  436 

11$ にて  379 

Lotus  Eaters.  The  C 食蓮國 人:)  

ロック ス レイ 館 Locksely  Hall  281.  298.  327 

ロック ハルト  287 

爐透 にて  348 

Komantic  sentimentlism  258 

ロマンティシズム  260—268 

t» ング フエ ロウ  462 


(ヮ) 
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War  Waits  (戰 の樂 人）  

War,  Sonnets  on  the  (,ゅ の 欲)  

ヮ ァ ド 女史 （ハム フリ 4〉  268 

V ィ アツ ト （トマス J   

わが 故 公爵夫人 …  373 

*? が M   348 

ワグネル  303 

 351. よ 28 

(ヰ） 

ギヨン (； フラ ン ソァ） Villon,  Fran90is  461. 501 

(ヱ) 

ゑす がた  466 

エブ スタァ •:，  471.507 

ヲ ルグヲ ルス  25U.  251.  253. 273.  38G.  398-400 

ヲル グヲ ルス 選搴  398 

ヲル グヲ ルス 論  398 


 540 


社 


昭 
和 
四 
年 
五 
月 
八 
曰 
發 
行 


昭 
和 
四 
年 
五 
月 
五 
0 
印 

m 


東京 市芝區 愛宕 下町  ，^  乐 ロー 

£ 替 束 京 


四 丁目 六 番地 

發 兌 


厨 川 G 村 仝 集 

第二 卷 


著 者 

發 行 者 

印刷者 


厨 川 白 村 

山 本 三 生 

钐山 愛二 

東 一 Kfi 半 ssi 市 谷 加 »£- 1  ノ  ニー 


印せ 英秀せ S£ 株 


UNIVERSITY  OF  TORONTO 
LIBRARY 

WILLIAM  H.  DONXER 
COLLECTION 

purchased  from 
«  gift  h 
THE  DONNER  CANADIAN 
FOUNDATION 


